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録
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岩手県大槌町 東日本大震災記録誌

岩手県 大槌町

題
字
は
安
渡
出
身
の
永
井
さ
ん

「
尊
い
命
に
感
謝
」

　
表
紙
と
大
扉
の
題
字「
生
き
る
証
」の
墨
跡
は
、
町
立
大
槌
学
園

出
身
で
県
立
盛
岡
第
一
高
校
１
年
生
の
永
井
瑚
夏
さ
ん（
16
）の
作

品
。
毛
筆
を
執
る
際
、「
生
き
る
」と
い
う
こ
と
に
深
く
思
い
を
は
せ
た

と
い
う
。

　
震
災
当
時
、
永
井
さ
ん
は
安
渡
地
区
在
住
で
町
立
安
渡
小
学
校

（
２
０
１
３
年
閉
校
）の
１
年
生
。
校
庭
で
大
津
波
を
目
撃
し
、「
黒
い

煙
」が
町
を
の
み
込
ん
で
い
く
光
景
や
、
大
人
た
ち
に
手
を
引
か
れ
な

が
ら
土
手
の
斜
面
を
駆
け
上
って
避
難
し
た
こ
と
を
今
も「
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
」。

　
か
わ
い
が
って
く
れ
た
近
所
の
お
ば
さ
ん
や
身
近
な
人
た
ち
が
津
波

で
亡
く
な
り
、シ
ョッ
ク
を
受
け
た
。「『
生
き
る
』と
い
う
震
災
記
録
誌

の
題
名
を
聞
い
て
、
前
向
き
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た

人
た
ち
の
顔
を
思
い
出
し
、
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
き
起
こ
り

ま
し
た
。
私
も
ま
た
尊
い
命
を
生
き
て
い
ま
す
」

　
書
道
は
震
災
の
年
、
避
難
先
の
八
幡
平
市
で
母
・
麻
起
さ
ん（
40
）

の
勧
め
も
あ
っ
て
本
格
的
に
始
め
た
。「
私
は
こ
れ
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
や
自
分
の
願
い
を
大
切
に
し
て
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
。
そ
し

て
、い
つ
か
誰
か
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
に
な
れ
れ
ば
」。こ
ん

な
思
い
を
胸
に
日
々
、
書
に
向
き
合
う
。
盛
岡
一
高
で
も
書
道
部
に

属
し
、
腕
を
磨
く
。

●
表
紙
絵
／
東
日
本
大
震
災
の
津
波
と
火
災
で
、多
く
の
尊
い
人
命
を
失
い
、壊
滅

し
た
私
た
ち
の
町
。震
災
か
ら
９
年
目
、城
山
の
頂
上
付
近
か
ら
眺
望
し
た
中
心
街

の
町
方
地
区
と
大
槌
湾
の
風
景
を
モ
ノ
ク
ロ
の
イ
ラ
ス
ト
に
し
た
。何
も
な
く
な
っ

た
町
に
は
徐
々
に
住
宅
や
商
店
が
建
ち
、町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
お
し
ゃ
っ
ち
」も

２
０
１
８（
平
成
30
）年
に
完
成
し
た
。こ
の
町
に
色
を
付
け
る
の
は
、町
民
の
皆
さ

ん
一
人
一
人―

―

。表
紙
絵
に
、そ
ん
な
思
い
を
込
め
た
。

な
が
い

こ
な
つ

ま

き



記
憶
の
中
で
生
き
る
、

私
た
ち
の

ふ
る
さ
と

　

参
加
者

田た

中な
か 

正ま
さ

道み
ち

佐さ

さ々

木き 

結ゆ
い

菜な

佐さ

さ々

木き 

慎し
ん

也や

三み

浦う
ら 

拓た
く

也や

松ま
つ

橋は
し 

郁い
く

子こ

越こ
し

田た 

征ゆ
き

男お

臼う
す

沢ざ
わ 

望み

鈴す
ず

（
敬
称
略
）

　

２
０
１
８（
平
成
30
）年
11
月
、末
広

町
の
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
お
し
ゃっち
」

に
集
ま
っ
た
の
は
、10
代
か
ら
60
代
の
町

民
の
皆
さ
ん
。
東
日
本
大
震
災
以
前
の

町
内
の
写
真
を
並
べ
、そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶

に
残
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
選
び

出
し
た
。
子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
だ
場
所
、

通
学
途
中
の
思
い
出
の
風
景
、に
ぎ
や
か

に
町
を
練
り
歩
く
お
祭
り
行
列
…
…
。　
　

　

参
加
し
た
年
長
者
は
、選
ん
で
い
る
間

に
、そ
の
風
景
に
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
る

か
を
語
り
だ
す
。
そ
し
て
、同
じ
く
参
加

し
た
高
校
生
た
ち
は
、そ
の
言
葉
に
耳
を

じ
っ
と
傾
け
て
い
る
。
自
然
と
世
代
間
交

流
が
行
わ
れ
た
。
か
つ
て
こ
こ
に
あ
っ
た

建
物
、風
景
、そ
し
て
、人
の
暮
ら
し
は
、

新
鮮
な
響
き
を
持
って
、高
校
生
た
ち
の

心
に
響
く
。
そ
れ
は
大
人
た
ち
か
ら
若

者
た
ち
に
対
し
て
行
わ
れ
た「
町
の
歴
史
」

の
授
業
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

臼沢望鈴さん
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友達の家の裏。

この坂を登っていくと中央公民館につながっていた。

よくこの辺りでかくれんぼや缶けりをして遊んだ。
（田中正道さん）

祖父と散歩に来ていた思い出の場所。

小学校の頃も「まち探検」で来ていた。
（臼沢望鈴さん）

全ての写真に思い出があり

選ぶのが難しかった。

祭りの行列も本当に懐かしい。
（越田征男さん）

吉里吉里地区／吉里吉里フィッシャリーナ

浪板地区／
浪板海岸から望む野島の朝日

上町
町方地区（上町）／大槌小学校

浪板地区／浪板海岸　大寒みそぎ

町方地区（大町）／図書館付近

安渡地区／漁港付近水門

町方地区（本町）／大槌郵便局裏

高校生の頃、列車で通学していた。

列車の中から見えた大槌駅のホーム。

青春時代を思い出します。
（松橋郁子さん）

漁港の昔の写真を初めて見た。
（佐々木慎也さん）

友達の家へ遊びに行く時によく通った道。

「よ市」で買い物を楽しんだ記憶がある。
（三浦拓也さん）

町を高台から撮影していて、

感じ取れるものがたくさんあった。

遠くにひょうたん島（蓬莱島）も写っているのがいい。
（佐々木結菜さん）

城山から見下ろす市街地と大槌湾

町方地区（末広町）／末広町商店街

吉里吉里地区／吉里吉里漁港

町方地区（本町）／大槌駅

町方地区（上町）／旧大槌小学校前歩道橋

町方地区（上町）／小鎚神社

町方地区（大町）／町立図書館
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大槌高校復興研究会が見つめてきた

大槌町の風景
　東日本大震災で、県立大槌高校は避難所としても大きな役割を果たした。その大槌高校の生徒たちが、2013

（平成25）年に立ち上げた復興研究会。町内約180カ所で定点観測を行い、町の変化を写真に収め続けている。

若者たちが見つめてきた震災前と震災後の町の風景の変化をここに紹介する。

〜高校生の感想・思い出〜
朝5時に集合して
清掃活動を行っていた。

〜高校生の感想・思い出〜
駅のことを思うたびに
小さい頃を思い出す。

吉里吉里の地名の由来は、アイヌ語で「白
い砂浜」の意味。砂の上を歩くと「キリキリ」
と鳴るからという説もある。夏には海水浴
客でにぎわう。

駅舎はなくホーム上に待合室がある無人駅。
2019年3月23日、JR 東日本から三陸鉄
道に移管され、列車の運行が再開された。

「ひょっこりひょうたん島」の愛称で呼ばれ
る。東日本大震災の津波で一度失われた
灯台も再建され、大槌湾にかわいらしい姿
を浮かべている。

〜高校生の感想・思い出〜
大槌と言えば！

浪
な み

板
い た

海岸駅
（浪板地区）

吉
き

里
り

吉
き

里
り

海岸
（吉里吉里地区）

蓬
ほ う

莱
ら い

島
（赤浜地区）

2014年4月

2014年4月

2013年9月

2019年5月

2019年5月

2019年5月震災前

震災前

震災前

2014年4月

2018年12月 震災前

2013年4月

2019年5月 震災前

2019年5月

2014年9月

震災前

2019年5月

2014年9月

震災前

〜高校生の感想・思い出〜
盛大な祭りをした。
鳥居が欲しい。

〜高校生の感想・思い出〜
盛り土が進んでいた。
電柱が増えた。

〜高校生の感想・思い出〜
住宅の建築を進めて、
住民の日常の生活を
取り戻してほしい。

毎年9月下旬には、大槌稲荷神社と小鎚神
社の例大祭が行われている。２０１８年には、
震災後は行われていなかった大槌湾での引
き船が復活した。

かつての商業の中心地。常連が集う飲食店
や多くの商店が立ち並んでいた。

町方の住宅街と大型商業施設をつなぐ道
路。多くの町民が行き交い、バスの乗降に
もよく使われていた。

町の玄関口。主に釜石方面への通勤・通学
客が往来した。三陸鉄道リアス線の新しい
駅舎のデザインは町民投票を行い決定した。

［高校生の感想・思い出］
列車が通るのを
楽しみにしていた。

大槌稲荷神社
（安渡地区）

末
す え

広
ひ ろ

町周辺
（町方地区）

上
か み

町
ちょう

古
こ

廟
びょう

橋
ば し

付近
（町方地区）

大槌駅
（町方地区）
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今
、こ
れ
か
ら
を
「
生
き
る
」

　

大
槌
町
東
日
本
大
震
災
記
録
誌『
生

き
る
証
』の
発
刊
に
当
た
り
、ま
ず
は
震

災
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
８
７
０
人
の

方
々
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、現
在
も
行
方
不
明
で
あ
る
４
１
６

人
の
方
々
が
一
日
も
早
く
ご
家
族
の
元
へ

帰
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
８
年
が
経

過
し
、復
興
が
進
む
一
方
で
、当
時
の
惨

状
と
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、事
実
と
教

訓
を
確
実
に
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
震
災
で
生
き
残
っ
た
わ
れ
わ
れ
町
民
の

重
要
な
責
務
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お

り
、こ
の
記
録
誌
に
寄
せ
る
思
い
は
並
々

な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

震
災
記
録
誌
の
作
成
に
当
た
り
、町

の
被
災
と
復
興
の
過
程
を
克
明
に
書
き

記
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、町
で
生
き
て
い

く
方
々
の
力
強
い
声
や
、ご
支
援
へ
の
心

か
ら
の
感
謝
を「
町
民
自
身
の
言
葉
」と

し
て
伝
え
る
こ
と
を
大
き
な
柱
に
据
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、表
舞
台
に
は
出
な
く
と
も
、

は
じ
め
に

縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
復
興
に
貢
献

さ
れ
た
町
内
外
の
方
々
に
も
登
場
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、本
誌
は
町
民
や
支
援
者

が
主
役
の「
血
の
通
っ
た
」
記
録
誌
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
あ

の
日
か
ら
今
を
生
き
、こ
れ
か
ら
も
生
き

て
い
く
」
―
―
。
そ
ん
な
感
慨
を
込
め
、

こ
の
震
災
記
録
誌
を『
生
き
る
証
』
と

名
付
け
ま
し
た
。

　

未
だ
復
興
の
さ
な
か
に
あ
る
大
槌
町

で
は
あ
り
ま
す
が
、世
界
中
か
ら
手
厚

い
支
援
を
頂
き
、着
実
に
前
進
し
て
お

り
ま
す
。
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
全
て
の
方
々
一
人
一
人
に
、

心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た

い
思
い
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
の
記
録
誌
が
多
く
の
方
々
の
目
に
触

れ
る
こ
と
に
よ
り
、震
災
の
教
訓
と
反
省

を
後
世
に
継
承
し
、今
後
起
こ
り
得
る

あ
ら
ゆ
る
災
害
で
一
人
も
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
こ
と
の
一
助
に
な
れ
ば
、と
切
に

願
って
お
り
ま
す
。

町のシンボル蓬莱島を背に集った町民の皆さんと平野公三町長（左から2人目）

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）７
月

大
槌
町
長　

平
野 

公
三
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目
次

震
え
る
、
惑
う

緊
急
期
の
町

第  

章
4

047

発
災
直
後

　
１
日
目
／
２
日
目
／
３
日
目

町
民
の
証
言

　
越
田 

征
男
さ
ん
／
高
木 

正
基
さ
ん
／
髙
橋 

和
夫
さ
ん
／
赤
﨑 

仁
一
さ
ん

048062

逃
げ
る
、
救
う

応
急
期
の
町

第  

章
5

069

災
害
対
策
本
部
の
設
置

避
難
の
状
況

　

吉
里
吉
里
地
区
／
赤
浜
地
区
／
安
渡
地
区
／
町
方・沢
山
地
区
／

　

小
枕・伸
松
地
区
／
桜
木
町
／
金
沢・小
鎚
地
区

在
宅
避
難
者
の
状
況

支
援
物
資
分
配

医
療
活
動

救
助・捜
索
活
動

燃
料・電
力
の
確
保

犠
牲
者
へ
の
対
応

遠
野
市
の
後
方
支
援

【Episode file

】 

避
難
所
の
日
々
　
真
壁 

香
利
さ
ん

070087 085090 072088 086091092094

地
震・津
波
の
概
要
と
被
害

【Episode file

】 

大
槌
の
津
波
　
小
林 

正
人
さ
ん

東
日
本
大
震
災
と
は

第  

章
2

020 019024

町
の
概
要

町
の
歴
史

【Episode file
】 
あ
の
こ
ろ
の
大
槌
　
内
金
﨑 

大
祐
さ
ん

大
槌
町
と
は

第  

章
1

014 013016018

「
平
成
の
大
津
波
」
襲
来

大
槌
町
の
被
害

津
波
火
災
の
猛
威

各
地
区
の
被
害

　

吉
里
吉
里
地
区
／
浪
板
地
区
／
赤
浜
地
区
／
安
渡
地
区
／

　

町
方
地
区
／
沢
山・源
水・大
ケ
口
地
区
／
小
枕・伸
松
地
区

【Episode file

】 

大
槌
の
津
波
　
小
國 

峰
男
さ
ん

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波

第  

章
3

028 026 025030032046

記
憶
の
中
で
生
き
る
、私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

は
じ
め
に

目
次

002008010

が
れ
き
の
撤
去

道
路

水
道・ガ
ス

教
育

医
療

心
の
ケ
ア

応
急
仮
設
住
宅

災
害
公
営
住
宅

水
産
業

農
林
業

商
工
業

仮
設
商
店
街・事
業
所

郷
土
芸
能・祭
り

応
援
職
員
の
活
動

立
ち
上
が
る
人
々

　

お
お
つ
ち
あ
り
が
と
う
ロッ
ク
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
／

　

一
頁
堂
書
店
／
大
槌
陣
屋
／

　

は
ま
ぎ
く
若
だ
ん
な
会
／ 

お
ら
が
大
槌
復
興
食
堂

【Episode file

】 

広
報
お
お
つ
ち

直
す
、
立
ち
上
が
る

復
旧
期
の
町

第  

章
6

096100 095098102104108116 106110118 112120 114122126136 岩
手
県
大
槌
町 

東
日
本
大
震
災
記
録
誌　

生
き
る
証

152

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

初
期
の
状
況

中
期
の
状
況

後
期
の
状
況

支
援
者
は
あ
の
時

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式
会
社
岩
手
工
場　
　
　

　

認
定
N
P
O
法
人
グ
ッ
ド
ネ
ー
バ
ー
ズ・ジ
ャ
パ
ン

明
治
学
院
大
学
の
活
動

【Episode file

】 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
巖
洞 

秀
樹
さ
ん

集
ま
り
、
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
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138148 144 137142150 146

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

　

吉
里
吉
里
地
区
／
赤
浜
地
区
／
安
渡
地
区
／
町
方
地
区
／

　

沢
山・源
水・大
ケ
口
地
区
／
小
枕・伸
松・浪
板
地
区

新
し
い
町
の
取
り
組
み

　

町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
お
し
ゃっ
ち
／
小
中
一
貫
教
育
／

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社
／
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
形
成
支
援

【
寄
稿
】 

坂
口 

奈
央

　
　
　

 

お
ら
ほ
の
ま
ち
は
、お
ら
ほ
で
―
―
大
槌
町
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

【Episode file

】 

ま
ち
づ
く
り
　
中
井 

祐
さ
ん

「
新
し
い
町
」
を
つ
く
る
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旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か

風
化
に
抗
う

　
納
骨
堂
／
鎮
魂
の
森
／
生
き
た
証

【
寄
稿
】 

坂
口 

奈
央

　
　
　 

旧
庁
舎
への
ま
な
ざ
し
―
―
保
存
と
解
体
、二
つ
の
論
理
の
背
景
に
あ
る
も
の

忘
れ
ず
、
伝
え
る

第  
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224242 223240

被
災
概
要

復
興
の
歩
み
　
―
大
槌
町
の
８
年
―

参
考
文
献・取
材
協
力・制
作
ス
タ
ッ
フ

資
料
編

246254 245250

あ
の
日
、あ
の
時
の
小
中
高
生
か
ら

み
ん
な
か
ら
あ
り
が
と
う

今
、伝
え
た
い
　
感
謝
の
言
葉

言
葉
以
上
の
恩
返
し
を
　
東 

あ
ず
さ
さ
ん

「
あ
り
が
と
う
」
を
今
こ
そ

第  
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216220 215218222

こ
の
町
で
生
き
て
い
く

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災

　
髙
橋 

英
悟
さ
ん
／
佐
藤 

壽
さ
ん
／
煙
山 

佳
成
さ
ん
／
東
梅 

守
さ
ん
／

　
東
梅 

英
夫
さ
ん
／
芳
賀 

正
彦
さ
ん
／
齊
藤 

和
希
さ
ん
／
菅
野 

祐
太
さ
ん
／

　
芳
賀 

博
典
さ
ん
／
金
﨑 

伊
保
子
さ
ん
／
一
般
社
団
法
人
お
ら
が
大
槌
夢
広
場
／

　
お
お
つ
ち
お
ば
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
／
末
広
町
商
店
街
／
一
般
社
団
法
人
Ts
u
b
o
m
i

【
寄
稿
】 
指
導
者
は
こ
う
思
う

こ
の
町
を
心
に

　
前
川 

剛
大
さ
ん
／
平
野 

恵
里
子
さ
ん
／
ノ
リ
シ
ゲ
さ
ん

【Episode file
】 
東
北
大
学
社
会
学
研
究
室

こ
の
町
と
、
人
と

第  
章
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176 175206207214

凡
例

● 

震
災
の
被
害
に
関
す
る
各
種
デ
ー
タ
は
町
役
場
発
行
の「
東
日

　 

本
大
震
災
津
波
　
大
槌
町
被
災
概
要
」に
よ
る
。

● 

記
事
中
の
人
物
の
満
年
齢
や
肩
書
き
は
原
則
と
し
て
取
材
当

　 

時
。
た
だ
し
、第
11
章
の「
旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か
」で
証
言

　 

し
た
役
場
職
員
の
肩
書
き
は
震
災
当
時
。

● 

記
事
に
登
場
す
る
現
役
の
役
場
正
職
員
は
敬
称
略
。

12

大
槌
町
と
は

町の西端に位置する新
しん
山
やま
高原はレンゲツツジの名所。背景は風力発電の風車

気候や地理、産業などの特色から大槌町を紹介。

縄文時代までさかのぼるこの町の歴史をひもとき、

かつて襲来した津波についても触れる。
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町
の
概
要

200.42

11,766

16,058

■ 総面積

■ 人口

■ 震災前の人口

km²

人

人

２０１9年5月末日現在

2011年2月末日

太
平
洋
に
面
し

豊
か
な
漁
場

　

大
槌
町
は
、岩
手
県
の
沿
岸
南
部
に

位
置
し
、北
は
山
田
町
、南
は
釜
石
市
、

西
は
宮
古
市
、遠
野
市
と
接
し
て
お
り
、

東
は
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
。
町
の
総
面

積
は
２
０
０・42
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

総
人
口
は
１
万
１
７
６
６
人（
２
０
１
９

年
５
月
末
日
現
在
）を
数
え
る
。
町
域
の

大
部
分
を
北
上
山
系
か
ら
成
る
山
岳
が

占
め
て
お
り
、東
南
の
太
平
洋
へ
開
く
大

槌
湾
に
注
ぐ
大
槌
川
、小
鎚
川
の
両
河

川
の
土
砂
が
堆
積
し
て
で
き
た
平
野
を

中
心
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

太
平
洋
に
面
し
た
町
の
東
側
は
、北
の

船
越
湾
、南
の
大
槌
湾
と
共
に
リ
ア
ス
海

岸
が
発
達
し
、沖
合
で
は
親
潮
と
黒
潮

が
交
差
す
る
豊
か
な
水
産
資
源
に
恵
ま

れ
た
漁
場
と
な
って
い
る
。
ま
た
景
勝
地

と
し
て
も
活
用
さ
れ
、そ
の
海
岸
風
景
は
、

岩
手
県
沿
岸
北
部
か
ら
宮
城
県
気
仙
沼

付
近
ま
で
を
範
囲
と
す
る
三
陸
復
興
国

立
公
園（
旧
陸
中
海
岸
国
立
公
園
）の
一

部
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
。
海
水

浴
場
や
サ
ー
フ
ィ
ン
の
メッ
カ
と
し
て
名
高

い
浪
板
海
岸
や
吉き

里り

吉き

里り

海
岸
が
船
越

湾
沿
い
に
広
が
り
、大
槌
湾
に
は
人
形
劇

「
ひ
ょっ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」の
モ
デ
ル

と
さ
れ
る「
蓬ほ

う

莱ら
い

島じ
ま

」が
あ
る
。
古
く
か

ら
地
元
漁
家
の
守
護
神
で
あ
る
弁
財
天

が
ま
つ
ら
れ
、今
回
の
東
日
本
大
震
災
の

津
波
で
被
災
し
た
も
の
の
、今
な
お
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
優
美
な
姿
で
湾
内
に
浮

か
ぶ
。

盛
ん
な
水
産
業
や

複
合
農
業

　

町
の
基
幹
産
業
は
現
在
も
水
産
業
で

あ
り
、サ
ケ
や
マ
ス
、ス
ル
メ
イ
カ
漁
な
ど

の
沿
岸
漁
業
を
中
心
に
ワ
カ
メ
や
ホ
タ
テ

ガ
イ
、カ
キ
な
ど
の
養
殖
漁
業
が
震
災
後

早
々
と
復
活
し
た
。
ま
た
大
槌
川・小
鎚

川
沿
い
か
ら
山
間
地
に
至
る
金か

ね

沢ざ
わ・小
鎚

方
面
で
は
水
稲
を
中
心
に
野
菜
や
シ
イ

タ
ケ
、花
き
、畜
産
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
複
合
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

東日本大震災前の大槌町

赤浜

小鎚

和野・前段

安渡花輪田

臼沢

大槌町

吉里吉里

金沢

大ケ口

小枕・伸松

仙台

青森

秋田

福島
新潟

山形

盛岡

花巻
釡石

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県
新潟県

盛岡市

大船渡市
陸前
高田市

気仙沼市

遠野市

奥州市

一関市

釡石市北上市

花巻市

住田町

平泉町

山田町
紫波町

宮古市

岩泉町

大槌町

沢山

町方

桜木町

源水

浪板

小鎚川

大槌川

大槌湾

船越湾

大槌町各地区位置図
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概
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縄
文
、
弥
生
の

遺
跡
点
在

　

大
槌
町
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、古
く
は

縄
文
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で

き
る
。
各
時
代
の
特
色
を
示
す
遺
跡
も

数
多
く
存
在
し
、縄
文
時
代
早
期
の
土

器
な
ど
が
出
土
す
る
崎
山
弁
天
遺
跡
や

弥
生
時
代
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
た
夏な

つ

本も
と

遺
跡
、そ
し
て
奈
良・平
安
時
代
の
製

鉄
遺
跡
と
し
て
著
名
な
櫓や

ぐ
ら

沢ざ
わ

遺
跡
な
ど

が
点
在
す
る
。
当
町
の
歴
史
は
、中
世

に
入
り
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
と
い
え
る
。

１
３
３
４（
建
武
元
）年
、阿
曽
沼
氏
の
一

族
、遠
野
次
郎（
後
に
大
槌
氏
を
称
す
）

が
沿
岸
治
世
の
た
め
に
遣
わ
さ
れ
、当
地

を
拠
点
と
し
て
築
城
し
た
の
が
大
槌
城

で
あ
っ
た
。
天
然
の
要
害
と
い
わ
れ
る
大

槌
城
は
１
４
３
７（
永
享
９
）年
、三
戸
南

部
氏
の
大
軍
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
た
が
、

堅
固
さ
を
強
み
に
こ
の
危
機
を
脱
し
、以

後
、南
部
氏
の
影
響
下
で
三
陸
の
水
産

資
源
な
ど
を
大
い
に
利
用
し
て
栄
え
た
。

代
官
所
置
か
れ

沿
岸
の
中
心
に

　

し
か
し
、江
戸
時
代
に
入
り
、そ
の
繁

栄
に
脅
威
を
感
じ
た
南
部
藩
は
１
６
１
６

（
元
和
２
）年
、時
の
城
主
大
槌
孫
八
郎

政
貞
を
大
船
建
造
な
ど
の
罪
状
で
捕
え

自
害
さ
せ
、嫡
子
三
徳
丸
を
も
仕
置
き

し
、大
槌
氏
の
約
２
８
０
年
も
続
い
た
隆

盛
は
幕
を
閉
じ
る
。
そ
の
後
、藩
は
城
代

■ 過去の津波

十勝沖地震津波　1968（昭和43）年5月16日
漁船、漁具、養殖施設など約3億円の被害

東日本大震災津波　2011（平成23）年3月11日
死者／870人　行方不明／416人（うち死亡届出数415人）
震災関連死／52人　家屋被害／全壊・半壊・一部損壊4,375棟

明治三陸地震津波　1896（明治29）年6月15日

総人口7,027人のうち
死者／599人
総戸数1,172戸のうち
罹災／526戸

明治29年　津波被害（安渡）

昭和三陸地震津波　1933（昭和8）年3月3日

死者／39人
行方不明者／23人
家屋被害／
倒壊225棟
流失397棟
床上浸水201棟
床下浸水122棟

昭和8年　津波被害（大須賀）

チリ地震津波　1960（昭和35）年5月24日

震源地／チリ
地震発生から23時間後、
三陸一帯に津波到達
罹災者数／
6,542人（死者0人）
家屋被害／
全壊36棟、半壊187棟
流失44棟、床上浸水345棟

昭和35年　漁船木材が散乱（雁舞道）

37年後

27年後

8年後

43年後

■ 年表

を
置
き
、１
６
３
２（
寛
永
９
）年
、大
槌

代
官
所
が
設
置
さ
れ
、沿
岸
28
カ
村
の

政
治
、経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い

く
。
中
で
も
、吉
里
吉
里
善
兵
衛
こ
と

前
川
善
兵
衛
は
代
々
に
わ
た
っ
て
、こ
の

三
陸
は
も
と
よ
り
、藩
の
産
業
経
済
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、後
に「
海
の

豪
商
」「
み
ち
の
く
の
紀
ノ
国
屋
文
左
衛

門
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

江
戸
幕
府
の
崩
壊
と
と
も
に
藩
の
代

官
所
制
度
は
廃
止
さ
れ
、そ
れ
に
伴
い
大

槌
代
官
所
も
解
体
さ
れ
、一
時
、
江
刺

県
治
下
に
置
か
れ
た
。
１
８
８
９（
明
治

22
）年
４
月
に
地
方
自
治
制
が
発
布
さ

れ
る
と
、大
槌
村
、小
鎚
村
、吉
里
吉
里

村
を
合
し
て
大
槌
町
と
な
り
、１
９
５
５

（
昭
和
30
）年
に
は
隣
村
の
金か

ね

沢ざ
わ

村
と

合
併
し
、現
在
の
大
槌
町
が
誕
生
し
た
。

繰
り
返
す
津
波
災
害

　

大
槌
町
は
、豊
富
な
水
産
資
源
の
恵

み
を
受
け
る
一
方
で
、明
治
以
降
、２
度

の
三
陸
大
津
波（
１
８
９
６
年
、１
９
３
３

年
）や
チ
リ
地
震
津
波（
１
９
６
０
年
）な

ど
の
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
。
２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
11
日

に
発
災
し
た
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波

で
も
多
く
の
人
命
を
失
い
、壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
。
こ
の
震
災
か
ら
既
に

８
年
の
歳
月
が
た
つ
今
、大
槌
町
は
、各

方
面
か
ら
の
惜
し
み
な
い
支
援
と
町
民

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
復

興
の
歩
み
を
続
け
て
い
る
。

町
の
歴
史

海水浴客でにぎわう震災前の浪板海岸（2007年8月撮影）

奈良・平安時代 夏本遺跡から８世紀前半の住居跡を発見

1334（建武元）年 大槌氏が大槌城を築城したとされる

869（ 貞観11）年 巨大地震が起き、陸奥国を大津波が襲ったと
伝えられる

1611（慶長16）年 三陸沿岸大地震・大津波（大槌・津軽石で死
者多数）

1616（ 元和2）年 大槌氏が滅亡したとされる

1632（ 寛永９）年 大槌城代を廃し代官を置く。大槌代官所が
設置される

1692（ 元禄５）年 四日町（上町）の浄土宗見生山大念寺
が開創

1706（ 宝永３）年 前川善兵衛２代富永、930両を南部藩に献
金

1726（享保11）年 古廟山を開山した菊池慈泉が生まれる

1764（明和元）年 菊池祖睛が御社地に東梅社創建

1802（ 享和２）年 田鎖丹蔵が改良建網の「たんぞう」を完成さ
せ、漁場開拓に乗り出す

1853（ 嘉永６）年 藩の悪政に対し農漁民らの一揆起こる（三閉
伊一揆）

1869（ 明治２）年 大槌通は江刺県治下に含まれる

1873（ 明治６）年 大槌郵便取扱所開設

1889（明治22）年 市町村制実施。小鎚村・大槌村・吉里吉里村
合併新大槌町となる

1909（明治42）年 御社地に町営のサケ人工ふ化場が開設され、
放流事業を開始

1923（大正12）年 大槌郵便局電話交換業務開始

1753（ 宝暦３）年 日光東照宮修復のため、前川善兵衛４代富
昌、藩から御用金を命ぜられる

1896（明治29）年 大津波来襲（明治三陸大津波）。死者599
人、損害高32万７千円余

1933（ 昭和８）年 大地震・大津波来襲（昭和三陸大津波）。波の
高さ13尺。死者62人、流失倒壊戸数622戸

1945（昭和20）年 釜石、米国海軍の艦砲射撃と空襲受ける。大
槌町にも艦載機が襲撃

1955（昭和30）年 大槌町、金沢村と合併

1960（昭和35）年 チリ地震津波来襲。罹災者6,542人

1972（昭和47）年 国道45号全線開通

1990（ 平成2）年 町制施行100周年記念式典

1997（ 平成9）年 第17回「全国豊かな海づくり大会」が天皇皇
后両陛下ご臨席のもと開催

2005（平成17）年 米国フォートブラッグ市と姉妹都市提携締結

2011（平成23）年 東日本大震災発生

1981（昭和56）年 井上ひさし氏の小説『吉里吉里人』がブームに

1738（ 元文３）年
第７代南部藩主・南部利視が大槌巡見。前川
善兵衛宅に宿す。この時の巡見で安渡浦を
巡航し、珊瑚島を蓬莱島と名付ける

縄 文 早 期 崎山弁天遺跡（吉里吉里）から早期末ごろの
尖底深鉢土器出土

大
槌
町
と
は　

町
の
歴
史
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若
い
世
代
が
中
心
に
な
っ
て

も
う
一
度
活
気
あ
る
商
店
街
へ

　大
槌
町
の
に
ぎ
わ
い
を
支
え
て
き
た
商
店

街
。
そ
の
に
ぎ
わ
い
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た

内
金
﨑
大
祐
さ
ん（
44
）は
、東
日
本
大
震
災

で
失
わ
れ
た
商
店
街
の
再
生
に
挑
む
。
活
気

と
笑
顔
を
生
み
出
す
た
め
に
。

― 

昭
和
の
商
店
街
で
記
憶
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
？

　
旧
大
槌
町
役
場
の
近
く
に
は
、二
つ
の
商
店

街
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
一
つ
は
末
広
町
商

店
街
。
昔
は「
横
に
長
い
百
貨
店
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
お
店
が
連
な
っ
て

い
て
、こ
こ
に
来
れ
ば
何
で
も
そ
ろ
う
。
だ
か

ら
そ
う
い
う
ふ
う
に
呼
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

私
の
所
は
か
つ
て
大
町
商
店
街
と
い
う
名
前

だ
っ
た
の
で
す
が
、い
く
つ
か
の
商
店
街
が
合

併
し
て
中
央
商
店
街
と
い
う
名
前
に
な
っ
た
。

た
く
さ
ん
あ
る
お
店
の
一
つ
と
し
て
、う
ち
の

自
転
車
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
の

思
い
出
で
す
が
、浪
板
観
光
ホ
テ
ル（
現・三
陸

花
ホ
テ
ル
は
ま
ぎ
く
）に
年
１
回
旅
一
座
が
来

て
い
て
、商
店
街
で
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
る
と
、

そ
の
一
座
の
公
演
を
見
ら
れ
る
と
い
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
あ
と
は
商

店
街
で
「
よ
市
」
と
か
も
定
期
的
に
や
っ
て
い

ま
し
た
。

― 

今
と
比
べ
る
と
、に
ぎ
や
か
な
感
じ
で

す
か
。

　
昭
和
の
話
で
す
が
、今
と
比
べ
れ
ば
、ず
い

ぶ
ん
と
に
ぎ
や
か
で
し
た
ね
。
商
店
だ
け
じ
ゃ

な
く
、飲
み
屋
さ
ん
と
か
も
あ
っ
て
、老
若
男

女
が
楽
し
め
る
。
そ
う
い
う
「
社
交
場
」
的
な

部
分
も
担
っ
て
い
た
ん
で
す
。
用
は
な
く
て
も
、

お
茶
っ
こ
飲
み
に
来
る
ん
で
す
。
こ
こ
に
来
れ

ば
誰
か
知
っ
て
い
る
人
に
会
え
る
だ
ろ
う
み

た
い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
た
だ
、津

波
を
き
っ
か
け
に
し
て
、高
齢
で
店
を
閉
め
て

し
ま
っ
た
人
も
い
る
。
お
店
の
数
も
だ
い
ぶ
減

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
自
分
た
ち
の
世
代
が
盛

り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

― 

商
店
街
と
し
て
新
し
い
取
り
組
み
も
始

ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
自
転
車
と
カ
フ
ェ
が
融
合
し
た
ス
タ
イ
ル
の

「
チ
ャ
リ
カ
フ
ェ
」と
い
う
お
店
を
２
０
１
８（
平

成
30
）年
３
月
16
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

時
間
が
か
か
っ
た
け
れ
ど
、元
の
お
店
が
あ
っ

た
場
所
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
は
月
1
回
、「
お
し
ゃ
っ
ち
横
丁
」
と
い

う
も
の
を
や
っ
て
い
ま
す
。
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
お
し
ゃ
っ
ち
の
駐
車
場
に
屋
台
が
ず
ら
っ

と
並
ぶ
ん
で
す
。
や
っ
て
い
る
こ
っ
ち
も
楽
し

い
し
、お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
何
よ

り
も
町
の
中
心
部
に
人
が
集
ま
っ
て
く
る
の

が
い
い
。
ま
あ
、い
い
こ
と
ず
く
め
で
す
。
今

は
中
心
市
街
地
と
い
っ
て
も
、平
日
の
昼
間
は

人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
だ
か
ら
、こ
う
い
う

イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
こ
と
で
、人
が
集
ま
る
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
た
だ
問
題
と
い

え
ば
、人
は
来
る
ん
で
す
が
、こ
の「
お
し
ゃ
っ

ち
横
丁
」
で
完
結
し
て
し
ま
う
こ
と
。
新
し

い
お
店
も
で
き
て
い
る
の
で
、イ
ベ
ン
ト
に
来

た
つ
い
で
に
、も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
お
店
に
も

行
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
次
に
目
指
す
の
は
回

遊
し
て
も
ら
う
こ
と
。
町
の
新
し
い
魅
力
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
後
は
町
の
在
り
方
も
変
わ
っ
た
。
そ

れ
も
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
。
こ
う
な
れ
ば
い
い

と
い
う
理
想
は
あ
る
け
れ
ど
、思
っ
た
と
し
て

も
そ
う
い
う
形
に
は
な
ら
な
い
。
嘆
い
て
も

し
ょ
う
が
な
い
し
、現
状
に
合
わ
せ
た
形
に
し

て
い
け
ば
い
い
。
そ
し
て
、そ
の
た
め
に
自
分

が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
取
材
／
2
0
1
8
年
10
月
）

Episode file
〜あのころの大槌〜

内
う ち

金
か ね

﨑
ざ き

 大
だ い

祐
す け

さん

内金﨑自転車商会

18

東
日
本
大
震
災
と
は

東日本大震災の大津波は低地部に広がる大槌町の市街地をことごとく水没させた（2011年
３月14日撮影）

東日本大震災の大津波は、先のチリ地震津波から51年を

経て、被災の記憶が薄れた三陸沿岸を直撃した。津波に

よる福島第一原子力発電所の爆発事故が追い打ちを掛

け、震災はより複合的な災害となっていく。全国で１万８千

人に及ぶ犠牲者を出し、35万戸以上の建物が全半壊し

た震災の概要を記す。
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地震発生時刻 2011年3月11日14時46分

発生場所 震央：三陸沖
（北緯38.06.2度、東経142.51.6度）

震源の深さ 24km

規模 マグニチュード　9.0

最大震度
宮城県栗原市　震度7
大槌町の最寄り観測地点：震度６弱

（釜石市）

警報の発表 2011年３月11日１４時49分

岩
手
県
内
の
主
な
震
度

【
震
度
６
弱
】　

大
船
渡
市
、釜
石
市
、滝
沢
村

（
現
滝
沢
市
）、
矢
巾
町
、
花
巻
市
、一
関
市
、

奥
州
市
、藤
沢
町（
現
一
関
市
）

【
震
度
５
強
】　

宮
古
市
、山
田
町
、盛
岡
市
、八

幡
平
市
、北
上
市
、遠
野
市
、平
泉
町

【
震
度
５
弱
】　

久
慈
市
、普
代
村
、野
田
村
、二

戸
市
、雫
石
町
、葛
巻
町
、岩
手
町
、軽
米
町
、

紫
波
町

■ 表２–1　東北地方太平洋沖地震の概要

■ 図２–１　東北地方太平洋沖地震の震源域
気象庁はじめ各種資料を基に作成

震度

4
5弱
5強
6弱
6強
7

凡例

震央

大槌町 震

源 日

海

本

溝

域

100km

震央

東
日
本
大
震
災
と
は　

地
震
・
津
波
の
概
要
と
被
害

 
地
震
・
津
波
の
概
要
と
被
害

広
域
で
大
地
震
相
次
ぐ

　

２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
11
日
午

後
２
時
46
分
ご
ろ
か
ら
３
分
間
足
ら
ず

の
間
に
、大
地
震
が
相
次
い
で
起
き
た
。

こ
れ
ら
の
大
地
震
は
、岩
手
県
久
慈
沖

か
ら
千
葉
県
九
十
九
里
沖
に
至
る
北
北

東
―
南
南
西
方
向
に
約
５
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、そ
れ
に
直
交
す
る
西
北
西
―
東

南
東
方
向
に
約
２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

日
本
海
溝
に
沿
っ
た
広
大
な
範
囲
が
震

源
で
あ
っ
た
。
こ
の
範
囲
を
震
源
域
と
呼

び
、大
槌
町
は
震
源
域
の
北
西
の
端
に

位
置
す
る（
図
２–

１
）。

　

震
源
域
の
中
で
は
断
層
が
動
き
、複

数
の
大
地
震
が
発
生
し
た
。
断
層
が
動

き
始
め
た
点（
震
源
と
呼
ば
れ
る
）は
、

北
緯
38
度
06・２
分
、東
経
１
４
２
度
51・

６
分
で
、大
槌
町
の
南
東
約
１
６
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
地
下
24
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
推

定
さ
れ
て
い
る（
表
２–
１
）。
地
震
の
規

模
を
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
９・０
と
さ

れ
た
。
気
象
庁
に
よ
る
こ
の
地
震
の
公
式

名
称
は「
平
成
23
年（
２
０
１
１
年
）東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震 

（
英
語
名T

he 

Great East Japan Earthquake

）」

で
あ
る
。

プ
レ
ー
ト
大
き
く
動
き

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、震
源

域
で
あ
る
日
本
海
溝
の
軸
に
沿
う
場
所

で
プ
レ
ー
ト
が
動
い
て
発
生
し
た
。
日
本

海
溝
で
は
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に
太
平

洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
ん
で
い
る
。
同
地

震
は
北
米
プ
レ
ー
ト
と
太
平
洋
プ
レ
ー

ト
と
の
境
界
で
、
北
米
プ
レ
ー
ト
が
平

面
的
に
は
東
南
東
方
向
に
移
動
、垂
直

的
に
は
持
ち
上
が
る
動
き
を
し
た
こ
と

で
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る（
図
２–

３
）。 

　
プ
レ
ー
ト
が
動
い
た
こ
と
で
海
岸
か
ら

約
１
０
０
～
２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
沖
の

海
底
も
水
平・垂
直
方
向
に
動
い
た
。
水

平
方
向
で
は
東
南
東
に
数
十
メ
ー
ト
ル
、

垂
直
方
向
に
は
最
大
６
メ
ー
ト
ル
余
り

隆
起
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
西
側
の
海
底
か

ら
東
北
地
方
東
半
部
～
関
東
地
方
東

海
岸
の
陸
地
に
か
け
て
、東
南
東
に
数

メ
ー
ト
ル
～
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
移
動
し
つ

つ
、垂
直
方
向
で
は
沈
降
し
た
。
大
槌
町

の
沈
降
量
は
約
０・６
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

こ
と
が
、浪
板
海
岸
北
方
か
ら
古こ

廟び
ょ
う

坂

ト
ン
ネ
ル
北
口
付
近
に
か
け
て
の
国
道
沿

い
お
よ
び
当
時
の
町
役
場
玄
関
前
に
設

置
さ
れ
て
い
た
計
五
つ
の
水
準
点
の
標
高

変
化（
マ
イ
ナ
ス
59
～
マ
イ
ナ
ス
62
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）か
ら
分
か
る
。

大
槌
は
震
度
５
程
度
か

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
震
度
１
以
上
の

揺
れ
が
伝
わ
り
、青
森
県
か
ら
長
野
県・

静
岡
県
ま
で
の
範
囲
に
震
度
５
弱
以
上

の
地
点
が
出
現
し
た（
図
２–

２
）。
大

槌
町
内
の
大
半
で
は
最
大
震
度
５
程
度

で
あ
っ
た
こ
と
が
、釜
石
や
山
田
で
の
観

測
値
か
ら
推
定
さ
れ
る（
大
槌
町
役
場

の
震
度
計
は
津
波
で
被
災
）。
大
船
渡
で

記
録
さ
れ
た
地
震
波
形
に
よ
る
と
、地

震
発
生
か
ら
約
45
秒
後
に
極
め
て
大
き

な
揺
れ
が
あ
り
、そ
の
後
も
強
弱
を
繰

り
返
し
な
が
ら
数
分
間
揺
れ
続
け
た
。

　

前
述
の
プ
レ
ー
ト
境
界
に
あ
る
幾
つ
か

の
断
層
で
海
底
面
が
急
激
に
変
位（
水

平・垂
直
方
向
に
動
い
た
）し
た
。
こ
の
た

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
変
位
を
波
源
と
し
て

複
数
の
津
波
が
発
生
し（
図
２–

３
）、重

な
り
合
っ
て
日
本
列
島
の
東
海
岸
を
広

く
襲
っ
た
ほ
か
、ア
メ
リ
カ
大
陸
西
岸
に

も
達
し
た
。
釜
石
沖
の
水
深
千
メ
ー
ト

ル
地
点
お
よ
び
１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
地
点

に
設
置
さ
れ
て
い
た
海
底
津
波
計
の
記

録
か
ら
、三
陸
南
部
海
岸
沖
１
０
０
～

１
５
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
辺
り
の
海
底
で
発

生
し
た
波
高
２
メ
ー
ト
ル
程
度
の
津
波

が
先
に
、さ
ら
に
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
東
の
海
溝
軸
付
近
で
発
生
し
た
波
高

５
メ
ー
ト
ル
を
超
す
津
波
が
そ
の
数
分

後
に
、そ
れ
ぞ
れ
東
日
本
の
海
岸
に
達
し

た
と
推
定
さ
れ
る
。
大
槌
町
一
帯
の
海

岸
に
は
、午
後
３
時
20
分
ご
ろ
か
ら
津
波

が
繰
り
返
し
押
し
寄
せ
た
。

■ 図２–２　推計震度分布図　気象庁ホームページ掲載データを基に作成

■ 図２–３　日本海溝プレート断面図　瀬戸真之・福島大学客員准教授作成

津波の発生
海底下の断層運動（地震）の結
果、海底に地殻運動が発生し、
その上の海水を押し上げる。こ
の押し上げられた水の塊が津
波となり四方に広がっていく。
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死者（人） 行方不明者（人） 全壊（戸） 半壊（戸）

北海道 1 4

青森 3 1 308 701

岩手 4,673 1,126 19,595 6,570

宮城 9,541 1,237 82,998 155,129

秋田

山形 2

福島 1,612 200 15,140 78,361

東京 7 15 198

茨城 24 1 2,629 24,369

栃木 4 261 2,118

群馬 1 7

埼玉 24 199

千葉 21 3 801 10,149

神奈川 4 41

全国 15,893 2,567 121,771 277,846

吉里吉里地区を襲う津波

警察庁緊急災害警備本部広報資料（2015年11月10日）から作成

T.P.（東京湾平均海面）

東
日
本
大
震
災
と
は　

地
震
・
津
波
の
概
要
と
被
害

向
に
あ
っ
た
。
細
か
く
見
る
と
海
底・海

岸
の
地
形
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
た
。

　

津
波
や
陸
地
の
高
さ（
標
高
）は
潮
が

満
ち
引
き
す
る
中
で
海
面
高
さ
の
平
均

値
を
ゼ
ロ
と
し
て
表
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
平
均
値
は
日
本
各
地
で
同
じ
で
は

な
い
た
め
、通
常
は
東
京
湾
で
の
値
を
用

い
て
お
り
、そ
の
高
さ
を
表
す
場
合
に

は
T.P.（
東
京
湾
平
均
海
面
）と
の
高
度
差

で
表
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る（
図
２–

４
）。

こ
の
震
災
記
録
誌
で
も
以
下
で
は
T.P.
と

の
差
で
表
記
す
る
。

大
槌
に
も
放
射
線
被
害

　

福
島
第
一
原
発
で
起
き
た
爆
発
事
故

に
よ
り
汚
染
濃
度
が
高
かっ
た
福
島
県
の

一
部
地
域
で
は
全
町・
全
村
避
難
と
な

り
、避
難
解
除
の
見
込
み
が
立
ち
難
い

地
域
が
残
る
な
ど
深
刻
な
事
態
と
な
っ

た
。
大
槌
町
で
も
、福
島
第
一
原
発
か

ら
拡
散
し
た
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
原

木
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
や
牧
草
が
汚
染

さ
れ
る
被
害
が
出
た
。

　

地
震
や
津
波
に
加
え
て
、福
島
第
一

原
発
が
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
で
極
め

て
大
き
く
複
雑
な
被
害
が
、岩
手・宮
城・

福
島
３
県
を
は
じ
め
広
い
範
囲
で
発
生

し
た
。
そ
の
災
害
全
体
を
指
し
、「
東
日

本
大
震
災
」と
呼
ぶ
。

（
田
村
俊
和・
東
北
大
学
名
誉
教
授
、瀬

戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

放
射
さ
れ
る
か
）、ベ
ク
レ
ル（
放
射
線
を

出
す
能
力
＝
放
射
能
の
強
さ
）、シ
ー
ベ

ル
ト（
放
射
線
を
受
け
た
と
き
の
人
体
に

与
え
る
影
響
の
強
さ
）な
ど
の
値
で
示
さ

れ
る
。
放
射
線
が
人
体
に
当
た
る
と
害

を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、人
体
で

も
臓
器
や
部
位
に
よ
っ
て
放
射
線
へ
の
強

度
が
異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
値
を
毎
回

求
め
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
、シ
ー
ベル
ト

と
い
う
単
位
は
人
体
全
体
への
影
響
の
強

さ
を
表
す
よ
う
に
な
って
い
る
。

　

放
射
能（
放
射
線
を
出
す
能
力
）は

時
間
経
過
と
と
も
に
減
衰
す
る
。
最
初

に
持
って
い
た
放
射
能
が
半
分
に
減
る
ま

で
の
期
間
を「
半
減
期
」と
呼
ん
で
い
る
。

半
減
期
は
放
射
能
を
持
つ
放
射
性
物
質

に
よ
っ
て
異
な
り
、そ
れ
は
数
秒
あ
る
い

は
そ
れ
以
下
の
短
い
も
の
か
ら
数
億
年
か

か
る
も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
。
今
回
の
原

子
力
発
電
所
事
故
で
問
題
と
な
って
い
る

も
の
は
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
と
呼
ば
れ
る
物

質
で
、そ
の
半
減
期
は
約
30
年
で
あ
る
。 

犠
牲
者
１
・
８
万
人
超

　

警
察
庁
に
よ
る
と
、こ
の
津
波
に
よ
る

岩
手・宮
城・福
島
３
県
の
死
者・行
方
不

明
者
は
１
万
８
３
８
９
人
、同
じ
く
建
物

の
全
半
壊
は
35
万
７
７
９
３
戸
だった（
表

２–

２
）。

　

津
波
は
一
般
に
水
深
が
浅
く
な
る
と

波
高
が
高
く
な
る
。
広
く
見
る
と
海
岸

と
波
源
と
の
位
置
関
係
に
よ
り
、今
回

は
宮
古
市
付
近
か
ら
陸
前
高
田
市
付
近

に
至
る
三
陸
海
岸
中
部
で
特
に
高
い
傾

■ 表２–２　東日本大震災による被害の概要

■ 図２–４　検潮所における津波の高さと浸水深、痕跡高、遡上高の関係　気象庁ホームページ掲載データを基に作成

　

吉
里
吉
里
地
区
で
は
T.P.

 

16
～
19
メ
ー

ト
ル
、大
槌
漁
港
付
近
で
は
T.P.

 

11
～
17

メ
ー
ト
ル
の
津
波
痕
跡
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
津
波
で
、大
槌
漁
港
と
そ
の
西

に
隣
接
す
る
T.P.
３
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
な

い
中
心
市
街
地
一
帯
、お
よ
び
吉
里
吉

里
漁
港
と
そ
の
西
の
T.P.
十
数
メ
ー
ト
ル

程
度
以
下
の
低
地
に
広
が
って
い
た
集
落

で
甚
大
な
被
害
が
引
き
起
こ
さ
れ
、ほ
と

ん
ど
が
農
地
で
あ
っ
た
浪
板
川
沿
い
の
低

地
に
も
浸
水
が
及
ん
だ
。

原
発
で
深
刻
な
事
故

　

福
島
県
の
太
平
洋
沿
岸
に
立
地
す
る

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で

は
、津
波
に
よ
り
非
常
用
電
源
を
全
て

喪
失
し
た
。
こ
の
結
果
、原
子
炉
が
水
素

爆
発
を
起
こ
し
、広
範
囲
に
放
射
性
物

質
が
拡
散
す
る
と
い
う
事
故
に
至
っ
た
。

　

放
射
性
物
質
と
は
放
射
能（
放
射
線

を
出
す
能
力
）を
持
つ
物
質
の
こ
と
を
指

す
。
こ
の
た
め
、放
射
線
は
放
射
性
物
質

か
ら
発
射
さ
れ
る
と
い
え
る
。
そ
の
強
さ

は
、ｃｐ
ｍ（
１
分
間
に
放
射
線
が
い
く
つ
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徒
歩
で
釜
石
か
ら
大
槌
へ
戻
る

消
え
去
っ
て
い
た
古
里
の
町

　岩
手
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
小

林
正
人
さ
ん（
45
）は
津
波
の
翌
日
、通
勤
先

で
あ
る
釜
石
市
か
ら
徒
歩
で
大
槌
町
へ
と
歩

き
だ
し
た
。
惨
状
を
目
に
す
る
た
び
に
つ
ら

い
気
持
ち
に
な
っ
た
が
、消
防
団
員
と
し
て

す
ぐ
さ
ま
合
流
。
復
旧
活
動
に
加
わ
っ
た
。

― 

震
災
時
に
、釜
石
市
か
ら
大
槌
町
ま
で

歩
い
て
帰
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
自
宅
の
あ
る
大
槌
町
か
ら
釜
石
市
の
職
場

に
通
っ
て
お
り
、地
震
が
起
き
た
時
も
、私
は

釜
石
市
の
事
務
所
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
海

の
そ
ば
に
あ
っ
た
事
務
所
は
津
波
で
流
さ
れ
、

跡
形
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
震
災
当
日
は
釜

石
市
で
夜
を
明
か
し
、明
る
く
な
っ
て
く
る
の

を
待
っ
て
大
槌
町
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
ま

し
た
。
釜
石
市
か
ら
大
槌
町
ま
で
は
20
キ
ロ

く
ら
い
の
距
離
が
あ
り
ま
す
。
結
構
な
距
離

で
す
し
、余
震
も
続
い
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ

で
も
釜
石
市
に
と
ど
ま
っ
て
様
子
を
見
よ
う

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
族
も
大
槌
町

に
い
ま
し
た
し
、一
刻
も
早
く
戻
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。
戻
る
途
中
の
釜
石

市
両り
ょ
う

石い
し

町
に
は
親
戚
が
住
ん
で
い
ま
す
。
高

台
に
あ
る
家
だ
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
家
さ
え

も
流
失
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
高
台
か
ら

見
渡
す
と
、慣
れ
親
し
ん
だ
町
が
な
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
衝
撃
は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

― 

大
槌
町
に
戻
っ
て
か
ら
は
ど
ん
な
こ
と

を
し
た
の
で
す
か
？

　
私
は
地
元
の
消
防
団
に
所
属
し
て
い
る
の

で
す
が
、大
槌
町
に
戻
っ
た
夜
に
は
消
防
団

に
合
流
し
て
、消
火
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
槌
町
は
震
災
発
生
時
か
ら
あ
ち
こ
ち
で
火

事
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
私
が
所
属
し
て
い

る
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
両
が
無
事
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、消
火
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
震
災
発
生
か
ら
の
2
週
間
の
出

来
事
は
今
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
昼
は
ご
遺
体
の
搬
送
、夜
は
消
火
活
動
。
そ

の
繰
り
返
し
で
す
。
消
火
活
動
は
、目
の
前
の

近
い
所
を
消
し
て
い
く
。
山
の
上
の
方
に
は

ホ
ー
ス
が
届
か
な
い
で
す
し
、水
の
供
給
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
態
。
延
焼
を
ぎ
り
ぎ
り
防
ぐ

と
い
う
感
じ
で
す
。
ご
遺
体
の
搬
送
は
、正
直
、

抵
抗
感
が
あ
り
ま
し
た
。
正
視
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
し
、最
後
ま
で
慣
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
消
防
団
員
の
中
に
は
、途
中

で
来
な
く
な
っ
た
人
も
い
た
。
や
り
切
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
も

誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
そ

の
気
持
ち
で
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
た
。
避

難
所
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、夜
に
な
る
と
、

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
っ

て
、ど
う
な
る
か
不
安
で
な
か
な
か
寝
つ
け
ま

せ
ん
で
し
た
。

― 

震
災
を
経
験
し
て
、強
く
感
じ
た
こ
と

は
何
で
す
か
？

　
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
思
う
の
は
情

報
伝
達
の
大
切
さ
で
す
。
そ
し
て
伝
達
す
る

情
報
の
優
先
順
位
で
す
。
誰
が
生
き
て
い
る

の
か
、ど
こ
に
い
る
の
か
、そ
れ
が
分
か
ら
な
い
。

私
が
妻
や
家
族
に
会
え
た
の
も
震
災
発
生
か

ら
約
１
週
間
た
っ
て
か
ら
で
す
。
分
か
ら
な
い

か
ら
不
安
も
増
し
て
く
る
。
大
事
な
情
報
を

選
ん
で
、ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
い
く
。
そ
う
い
う

シ
ス
テ
ム
が
必
要
な
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
、消
防
団
を
や
っ
て
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
中
に
も
郷
土

愛
が
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
し
、も

う
一
回
、こ
の
町
を
立
て
直
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ご
ろ
は
若
い

団
員
も
増
え
て
き
て
、雰
囲
気
も
い
い
ん
で
す
。

地
域
と
の
人
の
つ
な
が
り
は
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
／
2
0
1
8
年
6
月
）

Episode file
〜大槌の津波〜

小
こ

林
ばやし

 正
ま さ

人
と

さん

岩手県信用漁業協同組合連合会
釜石大槌支店　支店長

24

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波

浸水した町方地区。津波の直後、町内各所で火災が発生した

大槌町を襲った大津波。

その被害の全容はどのようなものだったのか。

地理学的な見地から町全域の被害状況を

いま一度振り返るとともに、町を七つの地区に分け、

より細部にわたる状況を明らかにする。
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「
平
成
の
大
津
波
」襲
来

　

町
を
襲
っ
た
大
津
波
が
い
か
に
す
さ
ま

じ
か
っ
た
の
か
を
物
語
る
、ほ
ぼ
１
分
の
時

間
差
で
撮
影
さ
れ
た
同
じ
ア
ン
グ
ル
の
写

真
が
あ
る
。

　

あ
の
日
、
中
心
街
の
大
町
で
内
科
医

院
を
開
業
す
る
植う
え

田た

俊と
し

郎ろ
う

さ
ん（
64
）が

地
震
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
、午
後

の
診
察
の
最
中
だ
っ
た
。
隣
接
す
る
須
賀

町
の
高
齢
女
性
が
家
の
前
で
倒
れ
て
い
る

と
の
知
ら
せ
を
受
け
て
往
診
し
た
後
、歩

い
て
自
宅
兼
医
院
の
玄
関
先
に
戻
っ
た
。

周
辺
を
点
検
し
て
い
た
妻
の
美み

智ち

子こ

さ
ん

（
64
）が
声
を
上
げ
た
。「
あ
、水
が（
向

か
っ
て
来
る
の
が
）見
え
る
」。
大
槌
湾
に

注
ぎ
込
む
小
鎚
川
の
河
口
か
ら
医
院
ま

で
の
距
離
は
約
３
５
０
メ
ー
ト
ル
。
急
い
で

４
階
の
居
室
ま
で
駆
け
上
が
る
。
日
頃
か

ら
小
型
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
携
行
す
る

美
智
子
さ
ん
が
、窓
際
で
あ
わ
て
て
シ
ャッ

タ
ー
を
切
っ
た
。
津
波
は
河
口
付
近
に
密

集
す
る
家
屋
を
な
ぎ
倒
し
て
も
う
も
う

と
土
煙
を
上
げ
、海
岸
か
ら
真
っ
す
ぐ
に

延
び
る
県
道
を
は
い
上
が
っ
て
医
院
の
約

１
５
０
メ
ー
ト
ル
手
前
ま
で
迫
って
い
た
。

　

植
田
さ
ん
も
部
屋
に
あ
っ
た
一
眼
レ
フ

の
デ
ジ
カ
メ
を
と
っ
さ
に
つ
か
み
、屋
上
に

上
が
っ
た
。
眼
下
は
す
で
に
一
面
の
海
で
、

ど
す
黒
い
波
が
激
し
く
荒
れ
狂
い
、至
る

所
で
渦
巻
い
て
い
る
。「
悪
夢
だ
…
…
」。

先
刻
の
美
智
子
さ
ん
と
同
じ
く
、震
え
る

手
で
レ
ン
ズ
を
河
口
方
面
に
向
け
た
。
灰

色
の
空
に
半
島
が
ぼ
ん
や
り
と
稜
線
を
描

き
、フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
見
え
る
建
造
物

は
、河
口
の
水
門
と
近
く
の
３
階
建
て
ア

パ
ー
ト
の
最
上
階
、２
階
建
て
の
歯
科
医

院
の
屋
上
部
分
の
み
。「
平
成
の
大
津
波
」

が
町
に
襲
い
掛
か
り
、す
っ
か
り
の
み
込
ん

だ
瞬
間
を
捉
え
た
。
年
末
に
購
入
し
た

ば
か
り
で
時
刻
合
わ
せ
済
み
の
カ
メ
ラ
に
は
、

「
午
後
３
時
22
分
」と
記
録
さ
れ
て
い
た
。

　

植
田
さ
ん
は
津
波
を
目
撃
し
て
す
ぐ
、

登
山
用
の
ザ
イ
ル
３
本
を
浸
水
し
な
か
っ

た
居
室
か
ら
屋
上
に
持
ち
出
す
。「
も
っ

と
高
い
津
波
が
来
て
も
、ザ
イ
ル
を
結
び

付
け
て
つ
か
ま
れ
ば
き
っ
と
助
か
る
。
何

と
か
生
き
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

共
に
取
り
残
さ
れ
た
家
族
と
職
員
、向
か

い
の
農
協
や
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
職

員
ら
計
18
人
は
翌
朝
、航
空
自
衛
隊
三

沢
基
地
の
大
型
輸
送
ヘ
リ
に
救
助
さ
れ
、

寺
野
地
区
の
屋
内
運
動
場
に
避
難
し
た
。

（
取
材
／
２
０
１
９
年
３
月
）

植田美智子さんがほぼ同じアングルで約１分前に撮影。津波の先端がＪＲ山田線（当時）の踏み
切りに達している。直後、町は水没した

２
０
１
１
年
３
月
11
日
15
時
20
分
過
ぎ

どす黒い津波にすっかりのみ込まれた大町、須賀町の一帯（植田俊郎さん撮影）

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波　
「
平
成
の
大
津
波
」
襲
来
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明治29年 三陸大津波

昭和8年 三陸大津波

昭和35年 チリ地震津波

平成23年 東日本大震災津波
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■ 図3–1　大槌町の東日本大震災津波と過去の津波のおおむねの浸水範囲　瀬戸真之・福島大学客員准教授作成

■ 表３–1　死亡者および行方不明者数

■ 表３–3　被害状況別棟数

■ 表３–2　地域別の死亡者および行方不明者数（単位：人、％）

■ 表３–4　地域別被害棟数（単位：棟）

区分 内容（人）

身元判明者 818

行方不明者 415

死亡者合計 1,233

行方不明者数（死亡届未受理） 1

関連死 52

合計 1,286

※2019年６月現在
※関連死を除く

※全壊は流失を、半壊は大規模半壊を含む

※2019年６月現在

地域 人口 身元判明者 行方不明者 死亡者数 死亡者率
町方 4,483 389 271 660 14.7

桜木町・花輪田 1,421 21 2 23 1.6
小枕・伸松 272 32 10 42 15.4

沢山・源水・大ケ口 3,104 61 13 74 2.4
安渡 1,953 170 47 217 11.1
赤浜 938 55 35 90 9.6

吉里吉里 2,475 72 23 95 3.8
浪板 404 14 10 24 5.9
小鎚 499 4 3 7 1.4
金沢 509 0 1 1 0.2
合計 16,058 818 415 1,233 7.7

地域 全壊 半壊 一部損壊 合計
町方 1,690 4 1 1,695

桜木町・花輪田 197 346 7 550
小枕・伸松 100 2 0 102

沢山・源水・大ケ口 197 162 99 458
安渡 665 18 17 700
赤浜 272 6 11 289

吉里吉里 395 38 34 467
浪板 63 4 12 79
大槌 0 0 5 5
小鎚 0 6 21 27
金沢 0 2 1 3
合計 3,579 588 208 4,375

※2014年度に再集計を実施。事業所等を除く
※地震被害を含む

被害区分 棟数（棟） 被災率（％）
流失 3,350 52.2
全壊 229 3.6

大規模半壊 486 7.6
半壊 102 1.6

一部損壊 208 3.2
被災あり（計） 4,375 68.2

被災なし（計） 2,042 31.8
合計 6,417 100

　

建
物
被
害
は
全
壊・半
壊・一
部
損
壊

を
含
め
て
大
槌
町
全
体
で
４
３
７
５
棟

に
及
び
、全
家
屋
の
68・２
％
が
被
災
し
た

（
表
３–

３
）。
小
枕・
伸
松
で
全
て
の
家

屋
が
被
災
し
た
ほ
か
、町
方
や
桜
木
町・

花
輪
田
で
被
災
し
た
家
屋
の
割
合
が
高

い（
表
３–

４
）。
建
物
被
害
が
大
き
か
っ

た
理
由
は
、大
槌
湾・船
越
湾
に
面
し
た

地
区
で
津
波
の
波
高
が
高
かっ
た
こ
と
や
、

内
陸
部
ま
で
津
波
が
河
川
を
さ
か
の
ぼっ

た
こ
と
に
よ
る
。

　

農
林
水
産
施
設
や
商
工
業
施
設
、

観
光
施
設
な
ど
の
産
業
被
害
額
は
約

２
１
７
億
円
で
、道
路・海
岸
施
設
、上
下

水
道
、
学
校
や
社
会
教
育
施
設
、
役
場

庁
舎
や
消
防
署
な
ど
の
公
共
施
設
被
害

が
約
５
７
９
億
円
。
産
業
被
害
と
公
共

施
設
被
害
を
合
わ
せ
た
物
的
損
害
は
約

７
９
６
億
円
に
達
し
た
。

原
発
事
故
の
被
害
も

　

津
波
以
外
の
被
害
で
は
、道
路
の
の
り

面
の
崩
壊
や
舗
装
の
破
損
が
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
の
影
響
に
よ
り
、特
産
の
原

木
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
ほ
だ
木（
菌
を
植

え
付
け
た
木
）や
牧
草
か
ら
国
の
基
準
値

「
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

超
え
る
放
射
線
が
検
出
さ
れ
た
。

　

シ
イ
タ
ケ
は
12（
同
24
）年
４
月
に
出

荷
制
限
が
か
け
ら
れ
た
が
、３
年
後
に
一

部
解
除
さ
れ
た
。
19（
同
31
）年
４
月
現

在
、海
外
23
カ
国
で
日
本
産
品
に
輸
入

規
制
措
置
を
継
続
し
て
お
り
、岩
手
県

産
の
水
産
物
に
つ
い
て
は
、青
森・
宮
城・

福
島・
茨
城・
栃
木・
群
馬・
千
葉
の
各
県

と
共
に
韓
国
への
出
荷
が
で
き
な
い
。

　

大
槌
町
は
地
震
に
よ
る
揺
れ
、津
波
、

原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
う
３
種
類
の

複
合
的
な
災
害
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の
後

に
は
長
期
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

避
難
所
は
津
波
発
生
当
日
の
３
月
11
日

に
城
山
公
園
体
育
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
、

ピ
ー
ク
時
の
同
月
16
日
に
は
38
カ
所
に

６
１
７
３
人
が
身
を
寄
せ
た
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

大
槌
町
の
被
害

市
街
地
の
半
分
が
浸
水

　

２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
11
日
午

後
２
時
46
分
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、大
槌
町
は
大
き

な
揺
れ
と
そ
れ
に
続
く
津
波
に
襲
わ
れ

た
。
こ
の
地
震
の
震
央
は
三
陸
沖
で
、地

震
の
規
模
を
示
す
マ
グ
ニ
チュー
ド
は
９・０

（
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュー
ド
で
の
表
記
）、

隣
接
す
る
釜
石
市
で
は
震
度
６
弱
を
記

録
し
た（
大
槌
町
役
場
に
あ
っ
た
地
震
計

は
津
波
で
流
失
）。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津

波
は
東
日
本
太
平
洋
側
に
広
く
到
達
し

た
。
三
陸
沿
岸
は
海
岸
線
が
入
り
組
ん

だ
リ
ア
ス
海
岸
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、湾

口
の
向
き
や
広
さ
が
多
様
で
あ
り
、津
波

の
被
害
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

大
槌
町
全
体
を
見
る
と
、①
大
槌
湾
に

面
し
た
地
区
②
船
越
湾
に
面
し
た
地
区

③
大
ケ
口
や
桜
木
町
と
いっ
た
町
内
で
も

大
き
な
河
川（
大
槌
川
、小
鎚
川
）に
面

し
た
地
区
―
―
が
津
波
被
害
を
受
け
た

（
図
３–

１
）。
①
と
②
の
湾
に
面
し
た

地
区
が
海
か
ら
の
津
波
に
直
接
さ
ら
さ

れ
た
の
に
対
し
、③
の
大
き
な
河
川
に
沿
っ

た
地
区
は
、川
を
遡そ

上じ
ょ
う

し
た
津
波
が
堤

防
を
越
え
、内
陸
部
に
あ
り
な
が
ら
も

被
害
を
受
け
た
。
国
土
地
理
院
に
よ
る

と
、町
内
で
最
も
高
い
津
波
が
観
測
さ
れ

た
の
は
吉
里
吉
里
港
東
側
で
22・２
メ
ー

ト
ル
、役
場
付
近
の
津
波
高
は
10・７
メ
ー

ト
ル
だ
っ
た
。
こ
の
津
波
に
よ
る
浸
水
面

積
は
町
全
体
で
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

達
し
、こ
れ
は
大
槌
町
の
市
街
地・住
宅

地
面
積
の
52
％
に
相
当
す
る
。

人
口
の
８
％
が
犠
牲
に

　

津
波
に
よ
る
死
者・
行
方
不
明
者
は

震
災
関
連
死
の
52
人
を
含
め
、町
全
体

で
１
２
８
６
人
。
関
連
死
を
除
く
と
、町

の
人
口
の
７・７
％
が
犠
牲
に
な
っ
た（
表

３–

１
）。
地
区
別
に
見
る
と
、小
枕・伸

松
15・４
％
、
町
方
14・７
％
、
安
渡
11・

１
％
、赤
浜
９・６
％
の
順
で
死
亡
者
率

が
高
い（
表
３–

２
）。
人
的
被
害
の
大
半

は
海
に
面
し
た
地
区
で
発
生
し
、河
川

津
波
に
襲
わ
れ
た
内
陸
部
で
は
比
較
的

少
な
い
。
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赤浜地区の延焼範囲
日本火災学会　2011年東日本大震災火災等報告書（完全版）から

大槌町中心部の浸水範囲（黄色）と延焼範囲（赤色）
日本火災学会　2011年東日本大震災火災等報告書（完全版）から
© 2011Google-画像、 © 2011 GeoEye、 地図データ© 2011 ZENRIN、 国土地理院

　
「
あ
ん
な
ふ
う
に
火
が
流
れ
て
い
く
の

か
」。
津
波
の
時
、内
科
医
の
植う

え

田た

俊と
し

郎ろ
う

さ
ん（
64
）は
大
町
に
あ
っ
た
４
階
建
て
の

医
院
の
屋
上
に
駆
け
上
が
って
避
難
。
眼

下
の
水
没
し
た
町
を
が
れ
き
が
燃
え
な

が
ら
漂
い
、遠
ざ
か
っ
て
い
く
の
を
目
撃

し
た
。
植
田
さ
ん
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

克
明
に
津
波
の
動
き
を
撮
影
し
て
お
り
、

最
大
波
か
ら
わ
ず
か
２
分
後
の
午
後
３

時
24
分
、対
岸
の
安
渡
地
区
に
立
ち
上

が
っ
た
大
き
な
炎
を
捉
え
て
い
る
。

　

同
じ
時
間
帯
に
小
鎚
川
河
口
の
伸の

べ

松ま
つ

地
区
に
い
た
当
時
町
消
防
団
長
の
煙け
む

山や
ま

佳か

成な
り

さ
ん（
80
）は
、浸
水
し
た
上
町
と

末
広
町
の
蓮
乗
寺
付
近
で
火
が
燃
え
て

い
る
の
を
観
察
し
た
。
植
田
さ
ん
の
デ
ジ

カ
メ
の
記
録
で
は
午
後
３
時
25
分
に
上

町
で
黒
煙
が
、同
33
分
に
同
寺
付
近
で

火
の
手
が
上
が
っ
た
。
中
心
街
の
町
方
地

区
を
広
範
に
焼
い
た
火
災
の
西
端
が
上

町
、東
端
が
同
寺
付
近
に
当
た
り
、煙
山

さ
ん
は「
風
に
あ
お
ら
れ
て
二
つ
の
火
災

が
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
み
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
が
原
因
で
起

き
た
と
思
わ
れ
る
火
災
１
５
９
件
を
全

て
調
査
し
た
廣ひ

ろ

井い

悠ゆ
う・
東
京
大
大
学
院

准
教
授（
都
市
防
災
）に
よ
る
と
、町
方

地
区
の
延
焼
面
積
は
東
京
ド
ー
ム
ほ
ぼ

３
個
半
分
に
当
た
る
約
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

推
定
さ
れ
る
。
全
被
災
地
で
最
大
の
火

災
被
害
を
出
し
た
山
田
町
中
心
部
の
約

17
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
次
ぐ
広
さ
だ
。

山
際
に
沿
っ
て
燃
え
る

　

廣
井
さ
ん
ら
研
究
グ
ル
ー
プ
は
震
災

か
ら
２
週
間
後
に
大
槌
町
を
訪
れ
、焼

け
跡
の
残
骸
を
調
べ
た
り
、消
防
関
係

者
に
聴
き
取
り
を
行
っ
た
り
し
た
。「（
背

後
に
山
が
迫
る
）リ
ア
ス
海
岸
の
地
形
で

発
生
し
た
典
型
的
な
津
波
火
災
。
高
い

津
波
で
火
の
付
い
た
が
れ
き
が
山
際
に

集
積
し
て
燃
え
上
が
り
、山
林
火
災
に

発
展
し
て
釜
石
方
面
ま
で
延
焼
し
た
」

と
廣
井
さ
ん
は
解
説
す
る
。

　
「
津
波
火
災
」の
概
念
や
用
語
は
比
較

的
新
し
い
。
震
災
後
、研
究
者
ら
が
津
波

の
被
災
地
で
特
徴
的
な
火
災
の
存
在
に

気
づ
き
、発
生
要
因
や
形
態
を
類
型
化

し
た
。
大
槌
町
の
ケ
ー
ス
は「
斜
面
が
れ

き
集
積
型
」
と
呼
ば
れ
、市
街
地
の
延

焼
範
囲
を
見
る
と
、上
町
や
末
広
町
の

背
後
に
控
え
る
城
山
の
す
そ
野
に
沿
っ

て
燃
え
広
が
っ
た
の
が
分
か
る
。
が
れ
き

の
中
に
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
燃
料
の

詰
ま
っ
た
自
動
車
な
ど
の
危
険
物
が
大

量
に
含
ま
れ
、火
気
と
接
触
し
て
爆
発

と
炎
上
を
繰
り
返
し
た
と
み
ら
れ
る
。

桜
木
町
へ
の
延
焼
防
ぐ

　

町
方
地
区
の
激
し
い
火
災
に
立
ち
向

か
っ
た
消
防
団
員
た
ち
が
い
る
。
そ
の

う
ち
の
一
人
が
、同
地
区
を
管
轄
す
る

町
消
防
団
第
１
分
団
の
一

ひ
と
つ

兜か
ぶ
と

大ひ
ろ

志し

さ
ん

（
44
）＝
現・
同
分
団
長
＝
だ
。
国
道
45

号
の
大
槌
バ
イ
パ
ス
南
口
の
交
差
点
に
配

備
し
て
い
た
午
後
６
時
ご
ろ
。
ボ
ー
ン
。

大
き
な
爆
発
音
と
共
に
上
町
の
県
道
大

槌
小
鎚
線
沿
い
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
付
近
で
、「
き
の
こ
雲
の
よ
う
な
煙
が

上
が
っ
た
」。
小
鎚
川
に
架
か
る
古こ

廟び
ょ
う

橋

の
先
の
上
町
は
す
で
に
火
の
海
で
、赤
々

と
城
山
の
山
肌
を
照
ら
し
て
い
た
。
町

役
場
に
隣
接
す
る
大
槌
消
防
署
は
津
波

浸水した町に漂う着火したがれき（2011年３月11日午後３時31分、植田俊郎さん撮
影）。城山のふもとの上町付近からは煙が立ち上っている

津
波
火
災
の
猛
威

　

町
に
大
津
波
が
襲
い
掛
か
っ
た
直
後
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
火
と
煙
が
上
が
っ
た
。

や
が
て
大
規
模
な
火
災
に
発
展
し
、市

街
地
を
紅ぐ

蓮れ
ん

の
炎
に
包
む
。
火
の
付
い

た
が
れ
き
が
山
際
に
打
ち
寄
せ
る
な
ど

し
て
燃
え
広
が
る「
津
波
火
災
」。
大
槌

の
よ
う
な
リ
ア
ス
海
岸
の
地
形
に
高
い
津

波
が
到
達
す
る
と
、特
に
発
生
し
や
す
い

と
い
う
。
あ
の
日
、消
防
署
が
被
災
し
て

機
能
を
失
っ
た
町
で
、命
が
け
で
延
焼
を

食
い
止
め
よ
う
と
す
る
町
民
た
ち
の
姿

が
あ
っ
た
。

で
全
壊
し
た
後
で
、ほ
と
ん
ど
の
消
防
車

両
が
被
災
し
て
駆
け
付
け
ら
れ
な
い
。

　

第
１
分
団
と
小
鎚
地
区
管
轄
の
第
４

分
団
の
消
防
団
員
ら
が
パ
ワ
ー
シ
ョベ
ル

で
が
れ
き
を
か
き
分
け
、消
防
車
３
台

が
古こ

廟び
ょ
う

橋
西
詰
ま
で
進
み
出
た
。
団
員

ら
は
ホ
ー
ス
の
筒
先
を
手
に
橋
を
渡
って

火
災
と
対
峙
、周
辺
に
た
ま
っ
た
津
波
の

海
水
や
小
鎚
川
の
水
を
吸
い
上
げ
て
放

水
し
た
。
約
20
人
が
明
け
方
ま
で
活
動

し
、上
町
の
北
西
に
隣
接
す
る
桜
木
町

の
住
宅
街
への
延
焼
を
防
い
だ
。

　

大
槌
湾
の
入
り
口
に
近
い
赤
浜
地
区

で
も
大
き
な
火
災
が
起
き
て
い
た
。
赤

浜
二
丁
目
で
工
務
店
を
営
む
阿あ

部べ

長ち
ょ
う

祐ゆ
う

さ
ん（
65
）は
従
業
員
ら
と
避
難
し
た
裏

山
で
、浸
水
し
た
町
に
漂
着
し
た
が
れ

き
が
一
気
に
炎
上
す
る
の
を
見
た
。
火

は
山
手
の
家
々
に
も
迫
って
き
た
。
阿
部

さ
ん
は
所
有
す
る
小
型
の
パ
ワ
ー
シ
ョベ

ル
を
駆
り
、火
の
付
い
た
家
屋
を
壊
し
た

り
、斜
面
の
土
を
削
っ
て
火
に
覆
い
か
ぶ

せ
た
り
し
て
、消
火
を
試
み
る
。「
あ
ま

り
に
も
熱
く
て
、何
度
も
く
じ
け
そ
う

に
な
っ
た
」。
従
業
員
の
大
工
た
ち
も
鉄

が
れ
き
漂
着
し
て
炎
上

パ
イ
プ
や
バ
ー
ル
で
平
屋
の
木
造
ア
パ
ー
ト

の
壁
や
屋
根
を
破
壊
、ポ
ン
プ
で
地
下
水

を
く
み
上
げ
、蛇
口
に
家
庭
用
ホ
ー
ス
を

つ
な
い
で
水
を
掛
け
た
。

高
台
に
消
防
拠
点
を

　

津
波
火
災
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た

め
に
ど
う
し
た
ら
いい
の
か
。
廣
井
さ
ん
は
、

上
町
で
階
上
が
津
波
の
避
難
先
に
な
り
得

た
大
槌
小
学
校
に
延
焼
し
た
こ
と
が「
衝

撃
的
だ
っ
た
」と
言
う
。「
避
難
の
基
本
は

徒
歩
で
高
台
に
逃
げ
、間
に
合
わ
な
け
れ

ば
高
い
ビ
ル
に
上
が
る
。
そ
の
場
所
で
火

災
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、二
次
避
難
す
る

経
路
を
確
保
す
べ
き
だ
」。
幸
い
、大
槌
小

の
児
童
は
地
震
の
後
、す
ぐ
に
背
後
の
城

山
に
避
難
し
て
無
事
だっ
た
。

　

大
槌
町
の
地
形
を
考
え
れ
ば
、次
の
大

き
な
津
波
で
も
山
際
で
火
災
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
廣
井
さ
ん
は「
高
台
に

水
利
と
設
備
、人
員
を
集
め
、津
波
火
災

に
対
す
る
消
防
戦
術
を
確
立
す
る
こ
と

が
大
切
だ
」と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

（
取
材
／
２
０
１
９
年
３
月
）
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海岸から至近で津波にさらされた大槌町漁協吉里吉里支所（写真奥、
2011年３月13日撮影）

被災した国道45号（写真手前）の周辺（2011年３月25日撮影）。山麓
緩斜面に立つ吉里吉里小学校（後方の白い建物）は浸水を免れた

高台の老人ホーム「らふたぁヒルズ」から見た、吉里吉里海岸に押し寄
せる津波（2011年３月11日撮影）＝堤福祉会提供

低地部やＪＲ山田線（当時）より東側の市街地が大きな被害を受けた吉里吉里地区（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

人的被害

身元判明者 72人

行方不明者 	 23人

合計 95人

死亡者率 3.8%

建物被害

全壊 395棟

半壊 38棟

一部損壊 34棟

合計 467棟

（
昭
和
35
）年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
後
で

あ
る
。
こ
の
津
波
は
、岸
壁
の
西
の
砂
浜

付
近
に
あ
っ
た
倉
庫
の
T.P.（
東
京
湾
平
均

海
面
）３・９
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
痕
跡
を

残
し
て
い
る
。
防
潮
堤
は
当
初
、天て

ん

端ば

高だ
か

（
最
上
面
の
高
さ
）が
T.P.
３・９
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
が
、１
９
７
０
年
代
に
入
って
か
ら

順
次
か
さ
上
げ
さ
れ
、１
９
９
３（
平
成
５
）

年
に
は
T.P.
６・３
メ
ー
ト
ル
に
統
一
さ
れ
た
。

全
て
表
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
張
っ
た
土

構
造
の
傾
斜
堤
で
あ
る
。
東
日
本
大
震

災
で
は
、高
さ
16
～
19
メ
ー
ト
ル
の
津
波

が
こ
れ
ら
全
て
の
防
潮
堤
を
越
流
し
た
。

岸
壁
に
近
い
２
７
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で

は
、防
潮
堤
が
陸
側
に
転
倒
し
た
後
、引

き
波
で
海
に
流
さ
れ
、閘こ

う

門も
ん
の
門
扉
６
基

も
流
失
し
た
。
こ
れ
ら
に
伴
い
、低
地
部

の
集
落
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

　

建
物
な
ど
は
な
い
が
、地
区
よ
り
東
側

の
海
岸
線
は
海
が
山
を
削
って
で
き
た
海

食
崖
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
海
食
崖
の
基

部
は
ほ
ぼ
全
て
が
浸
水
し
、こ
の
中
に
は

弁
天
島
、
松
島
、
野
島
、二
才
島（
毛
無

島
）お
よ
び
丸
島
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

弁
天
島
の
対
岸
で
は
22・１
メ
ー
ト
ル
も
の

津
波
浸
水
高
を
記
録
し
た
。

半
壊
、一
部
損
壊
多
く

　

建
物
被
害
は
全
壊
３
９
５
棟
、半
壊

38
棟
、一
部
損
壊
34
棟
で
、被
災
し
た
建

物
の
う
ち
全
壊
が
大
半
を
占
め
る
。
他

方
で
、例
え
ば
全
壊
の
数
が
圧
倒
的
に
多

く
、半
壊
や
一
部
損
壊
の
数
が
極
め
て
少

な
か
っ
た
町
方
、赤
浜
、安
渡
、小
枕・伸

松
の
各
地
区
と
比
べ
る
と
半
壊
や
一
部

損
壊
し
た
建
物
が
多
い
。
こ
の
理
由
は
建

物
の
多
く
が
山
麓
緩
斜
面
に
あ
り
、地

区
全
体
が
浸
水
せ
ず
、場
所
に
よ
って
津

波
が
到
達
し
な
かっ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

人
的
被
害
は
地
区
の
全
人
口
２
４
７
５

人
に
対
し
て
死
亡
者
が
95
人
。
死
亡
者

率
は
３・８
％
で
、町
方
な
ど
同
率
が
10
％

を
超
え
た
大
槌
湾
に
面
し
た
地
区
と
比

べ
る
と
相
対
的
に
低
い
。
こ
の
理
由
は
地

区
の
中
心
が
山
麓
緩
斜
面
上（
高
台
の

上
）に
立
地
し
て
い
た
こ
と
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
Ｊ
Ｒ
山
田

線
よ
り
も
西
側
の
山
へ
向
か
って
避
難
す

れ
ば
、結
果
的
に
命
が
救
わ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
他
方
で
、地
区
東
側
の
集
落
で
は

低
平
地
と
山
と
の
距
離
が
近
く
、避
難

す
る
た
め
に
は
短
時
間
で
急
勾
配
を
登

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、津
波
発
生
後
の

避
難
が
難
し
かっ
た
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

※
32
〜
45
㌻「
各
地
区
の
被
害
」
記
事

中
の
津
波
高
は
古
今
書
院
刊『
東
日
本

大
震
災
津
波
詳
細
地
図
』に
よ
る

各
地
区
の
被
害 

吉
里
吉
里
地
区

線
路
よ
り
東
側
が
浸
水

　

吉
里
吉
里
地
区
は
船
越
湾
の
南
西
端

に
位
置
し
、地
形
は
海
に
面
し
た
砂
浜

と
そ
の
背
後
に
広
が
る
海
岸
低
地
、山

麓
部
の
緩
斜
面
お
よ
び
埋
立
地
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
同
地
区
の
中
心
地
は
国
道

45
号
よ
り
も
西
側
に
広
が
る
山
麓
緩
斜

面
の
上
に
立
地
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

海
岸
か
ら
見
て
次
第
に
標
高
が
高
く
な

る
地
形
を
し
て
い
る
。
震
災
前
、海
岸
低

地
の
大
部
分
は
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
。
埋
立
地
は
地
区
北
西
部
に
あ

り
、フ
ィッ
シ
ャ
リ
ー
ナ（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
の
係
留
施
設
）な
ど
の
港
湾
施
設
が

立
地
す
る
。

　

吉
里
吉
里
の
中
心
部
で
浸
水
し
た
範

囲
は
、Ｊ
Ｒ
山
田
線（
当
時
）と
国
道
45

号
と
に
挟
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
こ

は
山
麓
緩
斜
面
に
当
た
り
、吉
里
吉
里

四
丁
目
付
近
か
ら
東
に
向
か
っ
て
張
り

出
し
て
い
る
。
吉
里
吉
里
地
区
で
の
津

波
浸
水
深
は
吉
里
吉
里
三
丁
目
で
16・

２
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
津
波
遡そ

上じ
ょ
う

高
を

見
る
と
、中
心
部
の
郵
便
局
近
く
で
14・

１
メ
ー
ト
ル
、吉
里
吉
里
駅
の
南
で
18・７

メ
ー
ト
ル
、吉
里
吉
里
地
区
東
側
の
集
落

で
19・２
メ
ー
ト
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
記
録
さ

れ
た
。
Ｊ
Ｒ
山
田
線
よ
り
西
側
は
浸
水

し
な
か
っ
た
。
こ
の
範
囲
は
山
麓
緩
斜
面

で
も
特
に
山
に
近
い
場
所
で
あ
り
、標
高

が
高
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

広
範
囲
で
防
潮
堤
流
失

　

岸
壁
な
ど
が
あ
る
地
区
の
西
側
に
防

潮
堤
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
、１
９
６
０

■ 表３–5　吉里吉里地区の被害状況

らふたぁヒルズ

吉里吉里中学校

郵便局

国道45号
吉里吉里三丁目

吉里吉里四丁目

JR吉里吉里駅

吉里吉里小学校

吉里吉里漁港

吉里吉里フィッシャリーナ

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波　

各
地
区
の
被
害
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■ 表３–6　浪板地区の被害状況

人的被害

身元判明者 14人

行方不明者 10人

合計 24人

死亡者率 5.9％

建物被害

全壊 63棟

半壊 	 4棟

一部損壊 12棟

合計 79棟

浪板観光ホテル（当時）周辺に押し寄せる津波（2011年３月11日撮影）

浪板川にかかる国道45号の浪板橋が津波で損壊したため、補修した
（2011年３月22日撮影）。河口付近に広がっていた砂浜は消失した

倒木やがれきが散乱する浪板海岸（2011年３月22日撮影）

ＪＲ山田線（当時）の北西側の家屋は残った（2011年３月22日撮影）

浪板川（写真中央）に沿って高い津波がさかのぼった浪板地区（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

達
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
津
波
は
浪

板
川
に
沿
って
上
流
方
向
に
向
かっ
た
が
、

地
区
を
浸
水
さ
せ
た
水
は
浪
板
川
の
氾

濫
水
と
い
う
よ
り
も
海
か
ら
侵
入
し
た

水
で
あ
る
の
で
、河
川
津
波
で
は
な
く
、

海
か
ら
の
津
波
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
た

砂
浜
は
、震
災
に
よ
る
地
盤
沈
下
で
消

失
し
、海
水
浴
場
と
し
て
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
。

国
道
付
近
の
建
物
被
災

　

建
物
被
害
は
全
壊
63
棟
、半
壊
４
棟
、

一
部
損
壊
が
12
棟
で
あ
っ
た
。
全
壊
家

屋
が
目
立
つ
一
方
で
、一
部
損
壊
と
な
っ

た
家
屋
が
12
棟
と
大
槌
町
の
中
で
は
数

が
多
い
。
津
波
で
被
災
し
た
家
屋
の
大

半
は
国
道
45
号
と
Ｊ
Ｒ
山
田
線
と
に
挟

ま
れ
た
範
囲
に
立
っ
て
い
た
。
ま
た
、浪

板
川
が
作
っ
た
低
地
の
最
奥
部
付
近
で

も
浸
水
し
た
建
物
が
あ
っ
た
。
浪
板
地
区

の
建
物
は
低
地
の
範
囲
と
そ
れ
よ
り
北

側（
お
よ
そ
Ｊ
Ｒ
山
田
線
よ
り
北
側
の
範

囲
）に
集
中
し
て
い
る
。
た
だ
し
、低
地
の

範
囲
と
そ
の
外
側
と
で
建
物
の
数
が
変

わ
る
わ
け
で
は
な
く
、地
形
と
集
落
立
地

は
一
致
し
て
い
な
かっ
た
。

　

人
的
被
害
は
地
区
の
人
口
４
０
４
人

に
対
し
、死
亡
者
24
人
、死
亡
者
率
５・

９
％
で
あ
っ
た
。
大
槌
町
の
中
で
も
津
波

遡
上
高
が
高
い
浪
板
地
区
で
大
槌
湾
沿

岸
で
の
10
％
を
超
え
る
死
亡
者
率
を
下

回
っ
た
理
由
は
、浸
水
範
囲
が
ほ
ぼ
低
地

に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、低
地
の
外
側（
多
く
の
場
合
、山
麓

緩
斜
面
）に
い
た
人
や
、そ
こ
に
避
難
で

き
た
人
は
比
較
的
被
害
に
遭
い
に
く
か
っ

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
一
方
で
低
地
に

い
た
場
合
、よ
り
標
高
が
高
い
浪
板
川
の

上
流
に
向
か
って
避
難
し
た
と
し
て
も
浪

板
川
沿
い
を
遡
上
し
た
津
波
の
被
害
に

遭
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

各
地
区
の
被
害 

浪
板
地
区

川
沿
い
で
津
波
高
く

　

浪
板
地
区
は
船
越
湾
南
部
に
位
置

し
、吉
里
吉
里
や
町
方
と
は
異
な
り
、太

平
洋
か
ら
到
達
す
る
津
波
を
さ
え
ぎ
る

山
や
島（
半
島
）は
な
い
。
こ
の
地
区
は

鯨く
じ
ら

山さ
ん

、小
鯨
山
を
源
流
と
す
る
浪
板
川

が
土
砂
を
運
ん
で
き
て
河
口
部
に
で
き

た
低
地
と
、山
麓
に
で
き
た
傾
斜
の
緩
い

斜
面（
山
麓
緩
斜
面
）の
上
に
立
地
し
て

い
る
。
低
地
の
さ
ら
に
海
側
は
砂
浜
と

な
っ
て
お
り
、こ
の
砂
は
主
と
し
て
浪
板

川
か
ら
供
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
土

砂
が
堆
積
し
て
で
き
た
低
地
と
砂
浜
と

か
ら
で
き
て
い
る
の
で
、地
形
と
し
て
は

山
麓
緩
斜
面
の
部
分
を
除
き
低
平
で
あ

る
。
海
岸
か
ら
浪
板
川
を
約
５
０
０
メ
ー

ト
ル
さ
か
の
ぼ
る
と
低
地
の
上
端
に
な
る

が
、こ
の
場
所
の
標
高
は
22
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

　

津
波
遡そ

上じ
ょ
う

高
は
海
岸
付
近
で
18・８

メ
ー
ト
ル
、三
角
州
の
上
端
付
近
で
17・６

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
津
波
遡
上
高
は

大
槌
町
の
中
で
吉
里
吉
里
漁
港
付
近
と

並
ん
で
最
も
高
い
。
浸
水
範
囲
は
低
地

と
そ
の
海
寄
り
に
あ
っ
た
砂
浜
全
域
に
及

び
、こ
れ
は
浪
板
地
区
の
大
部
分
を
占
め

る
。
浪
板
地
区
北
方
の
Ｊ
Ｒ
山
田
線（
当

時
、現・三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
）よ
り
も
北

側
の
範
囲
に
あ
る
山
麓
緩
斜
面
は
浸
水

し
な
か
っ
た
。
低
地
の
上
端
付
近
に
当
た

る
浪
板
川
と
山
田
線
が
交
差
す
る
付
近

で
は
、よ
り
上
流
ま
で
浸
水
し
た
。
こ
の

理
由
は
何
ら
の
障
害
物
も
な
し
に
浪
板

海
岸
に
到
達
し
た
津
波
が
地
形（
浪
板

川
）に
沿
って
遡
上
し
、低
地
の
部
分
で
は

よ
り
標
高
の
高
い
地
点
ま
で
津
波
が
到

浪板観光ホテル

浪板川

JR浪板海岸駅

国道45号

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
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地形が低平で多くの家屋が全壊した赤浜地区（2011年３月25日撮影） 高い津波が襲い、火災も発生した一帯（2011年３月13日撮影）。民宿
の屋根に釜石市の観光船「はまゆり」が乗り上げているのが見える

埋め立て地に押し寄せた津波（2011年３月11日、中村公男さん撮影）。
沖合では町のシンボルの蓬莱島が水没しつつある

灯台や弁天神社が崩壊した蓬莱島（2011年３月25日撮影）

標高の低い扇状地に宅地が広がっていたため、広範囲で浸水した赤浜地区（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

人的被害

身元判明者 55人

行方不明者 35人

合計 90人

死亡者率 9.6％

建物被害

全壊 272棟

半壊 6棟

一部損壊 11棟

合計 289棟

と
赤
浜
一
丁
目
の
山
麓
部
に
当
た
る
部

分
は
浸
水
し
な
か
っ
た
。

５
０
０
㍍
奥
ま
で
浸
水

　

建
物
被
害
は
全
壊
２
７
２
棟
、半
壊

６
棟
、一
部
損
壊
11
棟
で
あ
っ
た
。
大
槌

湾
に
面
し
た
小
枕・伸
松・町
方
な
ど
と

同
様
に
全
壊
家
屋
が
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
れ
は
浸
水
範
囲
の
大
部
分
が
扇
状
地

末
端
の
極
め
て
緩
や
か
な
傾
斜
の
土
地

と
、そ
の
前
面
で
海
に
向
か
っ
て
埋
め
立

て
ら
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
。
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
い
低
平
な
地

形
に
立
地
す
る
赤
浜
地
区
に
侵
入
し
た

津
波
は
、扇
状
地
末
端
と
埋
め
立
て
地

を
ほ
ぼ
全
て
水
没
さ
せ
た
。
こ
の
時
の
津

波
浸
水
深
は
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
お

り
、押
し
波
や
引
き
波
お
よ
び
津
波
に

含
ま
れ
る
大
型
の
漂
流
物
に
よって
建
物

が
大
き
く
損
壊
し
た
。

　

人
的
被
害
も
甚
大
で
あ
り
、
人
口

９
３
８
人
に
対
し
て
死
亡
者
数
90
人
、

死
亡
者
率
は
９・６
％
で
あ
っ
た
。
10
％

前
後
の
高
い
死
亡
者
率
は
大
槌
町
内
で

も
大
槌
湾
に
直
接
面
し
た
地
区
で
記
録

さ
れ
て
お
り
、赤
浜
地
区
も
含
め
て
津

波
遡
上
高
や
津
波
浸
水
深
が
高
か
っ
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
赤
浜
地
区
で
は

海
岸
か
ら
最
大
で
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
が
浸
水
し
て
お
り
、浸
水
区
域
外
に

短
時
間
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
かった
。

筋
山
や
七
戻
崎
が
海
を
さ
え
ぎ
って
い
る

た
め
、大
槌
湾
に
来
襲
し
た
津
波
を
早

期
に
視
認
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
こ
と

も
人
的
被
害
が
拡
大
し
た
原
因
の
一
つ

だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、赤
浜
二
丁
目
の
山
際
に
火
の
付

い
た
が
れ
き
が
流
れ
着
い
て
火
災
が
起
き
、

住
宅
地
が
広
範
に
焼
け
た
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

各
地
区
の
被
害 

赤
浜
地
区

山
陰
だ
が
高
い
津
波

　

赤
浜
地
区
は
大
槌
湾
の
入
り
口
に
あ

る
筋す

じ

山や
ま
の
南
西
麓
に
立
地
し
て
い
る
。
地

区
の
地
形
は
筋
山
か
ら
流
れ
出
る
小
河

川
が
作
っ
た
扇
状
地
と
海
沿
い
に
あ
っ
た

浜
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、浜
の
部
分
は
人

工
的
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
埋

め
立
て
地
は
か
つ
て
の
海
岸
線
よ
り
も
海

の
方
に
向
か
っ
て
拡
張
さ
れ
て
お
り
、港

湾
施
設
や
東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所

国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

あ
る
。
同
地
区
に
は
筋
山
山
麓
の
緩
や

か
な
斜
面
を
削
っ
て
造
成
さ
れ
た
平
坦

地
が
あ
り
、こ
こ
は
住
宅
地
で
あ
る
。

　

大
槌
湾
の
湾
口
は
東
北
東
方
向
に
向

か
っ
て
開
い
て
い
る
が
、赤
浜
を
含
め
た

大
槌
町
は
湾
北
岸
の
北
東
か
ら
南
西
に

位
置
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、東
北
東
に

広
が
る
湾
に
侵
入
す
る
津
波
に
対
し
て
、

大
槌
湾
北
岸
は
南
西
に
延
び
て
い
る
。
さ

ら
に
大
槌
湾
に
侵
入
す
る
津
波
に
対
し

て
は
、筋
山
や
七な

な

戻も
ど
り

崎ざ
き
の
山
の
陰
に
当
た

る
。
こ
の
た
め
、例
え
ば
釜
石
市
の
鵜う

の

住す
ま

居い

地
区
と
比
べ
る
と
津
波
の
力
は
さ
ほ

ど
強
く
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、赤
浜
地
区
で
は
、東

大
大
気
海
洋
研
究
所
付
近
で
10・７
メ
ー

ト
ル
、地
区
中
心
部
の
郵
便
局
近
く
で

12・６
メ
ー
ト
ル
の
津
波
浸
水
高
を
記
録

し
た
。
津
波
遡そ

上じ
ょ
う

高
は
最
も
山
に
近
い

赤
浜
一
丁
目
で
は
14・６
メ
ー
ト
ル
、赤
浜

二
丁
目
の
山
沿
い
で
13・２
メ
ー
ト
ル
で
あっ

た
。い
ず
れ
も
家
屋
の
高
さ
を
大
き
く
超

え
て
お
り
、浸
水
範
囲
内
の
人
的・物
的

被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、緩
傾

斜
面
を
削
って
作
っ
た
人
工
的
な
平
坦
地

■ 表３–7　赤浜地区の被害状況

赤浜小学校

簡易郵便局

東大大気海洋研究所

大槌港

筋山

赤浜一丁目

赤浜二丁目
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海からの高い津波が押し寄せた安渡二丁目、同三丁目付近（2011年３
月12日撮影）。大槌川河口近くの埋め立て地では火災も発生した

低地や埋め立て地が大部分を占め、甚大な津波被害を受けた安渡地区（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

人的被害

身元判明者 170人

行方不明者 47人

合計 217人

死亡者率 11.1％

建物被害

全壊 665棟

半壊 18棟

一部損壊 17棟

合計 700棟

波
遡
上
高
は
安
渡
地
区
で
最
も
標
高
が

高
い
安
渡
二
丁
目
の
神
社
付
近
で
12・３

メ
ー
ト
ル
、安
渡
三
丁
目
で
は
17・７
メ
ー

ト
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
、安
渡
地
区
は
津

波
に
よ
り
ほ
ぼ
全
域
が
浸
水
し
た
。
こ
の

よ
う
に
津
波
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
理

由
は
、埋
立
地
に
地
区
が
立
地
し
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
安
渡
三
丁
目
か

ら
赤
浜
に
至
る
範
囲
は
海
岸
線
と
山
地

が
接
近
し
て
お
り
、津
波
浸
水
深
が
地

区
の
中
で
も
高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

埋
め
立
て
地
で
被
害
大

　

安
渡
地
区
の
建
物
被
害
は
全
壊

６
６
５
棟
、半
壊
18
棟
、一
部
損
壊
が
17

棟
で
あ
っ
た
。
大
槌
湾
に
面
し
た
他
の
地

区
と
同
様
に
被
災
し
た
建
物
は
、ほ
ぼ
全

て
全
壊
し
て
い
る
。
こ
の
最
大
の
原
因
は

埋
め
立
て
地
の
面
積
が
広
い
た
め
、標
高

が
低
く
て
津
波
を
さ
え
ぎ
る
物
の
な
い

平
ら
な
地
形
の
上
に
多
く
の
建
物
が
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

１
９
６
０（
昭
和
35
）年
の
チ
リ
地
震

津
波
の
痕
跡
高
は
安
渡
で
T.P.（
東
京
湾

平
均
海
面
）３・６
メ
ー
ト
ル
、大
槌
川
河

口
付
近
右
岸
や
安
渡
対
岸
の
白
石
で
T.P.

３・８
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。

　

大
槌
港
の
防
潮
堤
は
同
津
波
の
当

時
、す
で
に
小
規
模
な
も
の
が
存
在
し
た

が
、建
設
が
本
格
化
し
た
の
は
そ
の
後
で
、

１
９
６
０
年
代
前
半
に
安
渡
地
区
の
中

央
部
に
天
端
高
T.P.
４・３
メ
ー
ト
ル
で
造

ら
れ
始
め
た
。
同
年
代
後
半
以
降
、白

石
地
区
に
T.P.
６・４
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤

が
新
設
さ
れ
、安
渡
地
区
の
一
部
に
既

設
の
も
の
も
６・４
メ
ー
ト
ル
に
か
さ
上
げ

さ
れ
た
。
そ
の
後
、１
９
９
９（
平
成
11
）

年
ま
で
の
間
に
、安
渡
地
区
の
残
り
の
区

間
や
赤
浜
地
区
で
も
同
じ
高
さ
で
順
次

整
備
さ
れ
て
いった
。い
ず
れ
も
コン
ク
リ
ー

ト
造
の
直
立
堤
で
あ
る
。

　

ま
た
、大
槌
川・小
鎚
川
沿
い
の
、少
な

く
と
も
国
道
45
号
付
近
よ
り
下
流
で
は
、

Ｊ
Ｒ
山
田
線（
当
時
）の
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

部
を
除

き
、T.P.
６・４
メ
ー
ト
ル
の
津
波
高
に
対
応

す
る
土
構
造
の
傾
斜
堤（
表
面
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
枠
ま
た
は
芝
が
張
り
付
け
て
あ

る
）が
、72（
同
47
）年
以
降
順
次
整
備
さ

れ
た
。
小
鎚
川
河
口
に
水
門
が
設
置
さ

れ
た
の
は
２
０
０
３（
平
成
15
）年
で
あ
る
。

ほ
ぼ
全
域
が
浸
水

　

従
って
、11（
同
23
）年
の
津
波
が
来
襲

し
た
時
に
は
、大
槌
漁
港
周
辺
や
中
心

市
街
地
一
帯（
大
半
が
T.P.
３
メ
ー
ト
ル
以

下
）は
ほ
と
ん
ど
T.P.
６・４
メ
ー
ト
ル
の
防

潮
堤・
河
川
堤
防
が
取
り
巻
い
て
い
た
。

た
だ
し
、Ｊ
Ｒ
の
大
槌
川
橋
梁
は
、左
岸

で
T.P.
６・３
メ
ー
ト
ル
、右
岸
で
４・８
メ
ー

ト
ル
と
、周
囲
の
堤
防
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
０・

１
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
１・６
メ
ー
ト
ル
低
かっ

た
。
ま
た
、地
震
発
生
時
の
沈
降
で
、こ

れ
ら
全
体
が
０・６
メ
ー
ト
ル
程
度
低
く

な
って
い
た
。
こ
の
た
め
、地
区
の
ほ
ぼ
全

域
が
浸
水
し
た
。

　

人
的
被
害
を
見
る
と
、安
渡
地
区
の

全
人
口
１
９
５
３
人
に
対
し
、死
亡
者
数

は
２
１
７
人
で
、死
亡
者
率
は
11・１
％
で

あ
っ
た
。
低
平
な
埋
立
地
に
地
区
が
立

地
し
、人
口
密
集
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
多
く
の
人
的
被
害
が
出
た
原
因
で
あ

る
。
安
渡
三
丁
目
な
ど
地
区
の
南
東
部

は
海
と
山
と
の
距
離
が
近
く
、避
難
路

の
勾
配
が
急
な
た
め
避
難
に
は
不
利
な

土
地
条
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、港
町
や
新

港
町
、大
槌
港
の
港
湾
施
設
は
大
槌
湾

内
に
侵
入
し
た
津
波
が
最
終
的
に
到
達

す
る
地
点
で
あ
っ
た
の
で
、津
波
の
破
壊

力
が
大
き
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
瀬
戸
真
之・
福
島
大
学
客
員
准
教
授
、

田
村
俊
和・東
北
大
学
名
誉
教
授
）

各
地
区
の
被
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安
渡
地
区

津
波
被
害
受
け
や
す
く

　

大
槌
湾
北
部
に
沿
っ
て
北
西
―
南
東

方
向
に
細
長
く
伸
び
る
安
渡
地
区
は
北

西
部
の
安
渡
一
丁
目
で
河
川
津
波
、中

央
部
の
安
渡
二
丁
目
や
南
東
部
の
安
渡

三
丁
目
で
海
か
ら
の
津
波
に
襲
わ
れ
、安

渡
二
丁
目
で
は
山
の
近
く
ま
で
広
く
浸

水
し
た
。
安
渡
二
丁
目
付
近
は
大
槌
湾

北
部
の
山
地
か
ら
流
出
す
る
二
つ
の
小

河
川
が
作
っ
た
低
地
の
上
に
立
地
し
て
い

る
。
た
だ
し
、大
槌
川
の
旧
河
道
や
海
岸

を
人
工
的
に
埋
め
立
て
て
土
地
を
大
幅

に
拡
張
し
て
お
り
、港
町
や
新
港
町
は

埋
め
立
て
地
の
上
に
あ
る
。

　

大
槌
港
は
安
渡
地
区
に
位
置
し
、や

は
り
人
工
的
な
埋
め
立
て
に
よ
り
港
湾

施
設
の
土
地
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

安
渡
三
丁
目
か
ら
赤
浜
地
区
に
至
る
海

岸
線
も
ほ
ぼ
埋
め
立
て
地
で
、自
然
の
地

形
は
安
渡
地
区
と
赤
浜
地
区
と
の
間
に

あ
る
小
河
川
が
作
っ
た
低
地
の
み
で
あ

る
。
道
路
な
ど
の
地ち

物ぶ
つ（
地
上
に
存
在
す

る
あ
ら
ゆ
る
物
）や
地
形
か
ら
判
断
し
て
、

現
在
の
安
渡
地
区
は
そ
の
大
部
分
が
埋

め
立
て
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
の

性
質
上
、安
渡
地
区
は
津
波
の
被
害
を

受
け
や
す
い
。

　

安
渡
一
丁
目
付
近
は
海
に
面
し
て
お

ら
ず
、海
水
の
進
入
路
は
海
か
ら
よ
り

も
大
槌
川
を
遡そ

上じ
ょ
う

し
た
河
川
津
波
が
主

で
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
で
は
11・４
メ
ー
ト

ル
の
津
波
浸
水
深
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

安
渡
二
丁
目
よ
り
南
東
で
は
海
か
ら
の

津
波
が
侵
入
し
、新
港
町
で
12・９
メ
ー

ト
ル
、南
東
部
の
安
渡
三
丁
目
で
14
メ
ー

ト
ル
の
津
波
浸
水
深
を
記
録
し
た
。
津

■ 表３–8　安渡地区の被害状況
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大徳院 安渡小学校

大槌稲荷神社

大槌川

安渡三丁目

安渡二丁目

安渡一丁目

新港町

港町
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大津波の後、火災に見舞われた末広町一帯（2011年３月19日撮影）。
左手前の建物は、多くの住民が逃げ込んで流された曹洞宗江岸寺

大槌川の河口付近をさかのぼる津波（右が海側、2011年３月11日撮
影）。直後、河川堤防を越流する

大槌湾の最奥部にあり、二つの河川に挟まれた町方地区は、高い津波に襲われて壊滅した（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

人的被害

身元判明者 410人

行方不明者 273人

合計 683人

死亡者率 11.6％

建物被害

全壊 1,887棟

半壊 350棟

一部損壊 8棟

合計 2,245棟

槌
川
右
岸
の
河
川
堤
防
を
破
壊
し
た
り
、

越
流
し
た
り
し
て
、住
宅
が
密
集
す
る

須
賀
町
や
大
町
、末
広
町
方
面
に
一
気

に
流
れ
込
ん
だ
。

　

小
鎚
川
で
は
三
枚
堂
付
近
ま
で
津
波

が
遡
上
し
た
が
、そ
の
水
が
小
鎚
川
の

堤
防
を
越
え
て
住
宅
な
ど
に
被
害
を
及

ぼ
し
た
の
は
桜
木
町
付
近
ま
で
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、河
川
を
遡
上
し
た
津
波

は「
河
川
津
波
」と
呼
ば
れ
、東
日
本
大

震
災
で
は
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。

全
壊
建
物
極
端
に
多
く

　

こ
の
津
波
に
よ
り
、
桜
木
町・
花
輪

田
を
含
む
町
方
地
区
の
建
物
被
害
は

１
８
８
７
棟
が
全
壊
、３
５
０
棟
が
半
壊
、

一
部
損
壊
は
８
棟
で
合
計
２
２
４
５
棟

に
及
ん
だ
。
建
物
被
害
の
特
徴
と
し
て
、

全
壊
し
た
数
が
半
壊
や
一
部
損
壊
よ
り

も
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

大
町
付
近
で
10
メ
ー
ト
ル
の
津
波
浸
水

高
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら
も
、町
方
地

区
の
建
物
は
津
波
到
達
時
の
押
し
波
や

引
き
波
、お
よ
び
津
波
に
伴
う
大
型
の

漂
流
物
に
よ
っ
て
激
し
く
損
壊
し
た
と

推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、町
方
地
区
は
大

槌
町
内
で
も
特
に
建
物
が
多
かった
た
め
、

数
百
棟
の
被
害
が
あ
っ
た
大
槌
町
内
の

他
地
区
よ
り
も
被
害
の
数
字
が
１
桁
大

き
い
。
建
物
被
害
の
中
に
当
時
の
町
役

場
庁
舎
が
含
ま
れ
、こ
の
場
所
で
多
く
の

人
的
被
害
が
出
た
こ
と
は
後
の
大
槌
町

の
復
興
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

人
口
の
１
割
強
犠
牲
に

　

震
災
当
時
の
町
方
地
区
の
人
口

は
５
９
０
４
人（
桜
木
町・
花
輪
田
の

１
４
２
１
人
を
含
む
）と
大
槌
町
内
で
も

最
多
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、今
回
の
津

波
に
よ
る
死
者
数
は
６
８
３
人（
同
23
人

を
含
む
）で
、こ
れ
は
人
口
の
11・６
％
に

相
当
す
る
。
こ
の
数
値
は
同
じ
く
大
槌

湾
北
部
の
赤
浜
地
区
や
安
渡
地
区
、小

枕・伸
松
地
区
と
近
い
。い
ず
れ
の
地
区

も
ほ
ぼ
全
域
が
浸
水
し
、そ
の
浸
水
高

は
10
～
12
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
浸
水
高

を
考
え
る
と
、当
時
の
地
域
防
災
計
画

の
定
め
る
緊
急
避
難
場
所
が
地
区
の
背

後
に
あ
る
城
山
の
周
辺
に
集
中
し
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
、避
難
す
る
場
所
や
時

間
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
容
易
に

推
定
さ
れ
る
。

　

町
方
地
区
の
被
災
の
特
徴
は
、大
槌

川
、小
鎚
川
で
河
川
津
波
が
発
生
し
た

り
、地
区
が
大
槌
湾
最
奥
部
に
位
置
す

る
た
め
、津
波
が
高
く
な
っ
た
り
し
た
こ

と
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
津
波
を
背
景
と

し
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
ま
た
、

最
大
波
の
直
後
、上
町
や
本
町
、末
広
町

と
境
を
接
す
る
城
山
の
す
そ
野
な
ど
に

火
の
付
い
た
が
れ
き
が
打
ち
寄
せ
ら
れ
、

大
規
模
な
火
災
に
発
展
、約
16
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
焼
い
た
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）
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町
方
地
区

大
津
波
、
海
と
川
か
ら

　

町
方
地
区
は
大
槌
湾
の
最
奥
部
に
位

置
し
、大
槌
川
と
小
鎚
川
の
両
河
川
の

河
口
が
あ
る
。
こ
の
地
区
で
は
最
大
で

12・２
メ
ー
ト
ル
の
津
波
浸
水
高
を
記
録

し
た
。
津
波
浸
水
高
の
記
録
を
見
る
と
、

お
よ
そ
７
～
11
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
達
し

て
い
る
。
町
方
地
区
で
大
槌
川
と
小
鎚

川
の
河
口
に
挟
ま
れ
た
低
く
平
ら
な
土

地
は
、大
槌
町
の
中
で
も
最
大
の
面
積
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、町
役
場
や
公
共
施
設

が
立
地
し
た
り
、集
落
が
広
く
分
布
し

た
り
す
る
な
ど
、大
槌
町
で
最
も
人
口

が
多
く
、中
心
街
を
形
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
低
平
地
は
、大
槌
川
と
小
鎚
川

が
上
流
か
ら
運
ん
で
き
た
土
砂
が
堆
積

し
て
で
き
た
地
形
で
あ
る
。
津
波
は
海

底
の
深
さ
が
浅
い
ほ
ど
波
高
が
高
く
な

り
、速
度
が
遅
く
な
る
と
い
う
性
質
を

持
って
い
る
。
町
方
地
区
は
大
槌
湾
内
に

侵
入
し
た
津
波
が
最
後
に
到
達
す
る
場

所
で
あ
り
、湾
内
の
水
深
が
浅
い
た
め
、

津
波
の
波
高
が
高
く
な
る
傾
向
が
特
に

強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、大
槌
川
、小
鎚
川
に

沿
って
津
波
が
遡そ

上じ
ょ
う

し
、両
河
川
の
堤
防

を
越
え
て
町
中
に
流
入
し
た
。つ
ま
り
、

町
方
地
区
は
海
か
ら
の
津
波
だ
け
で
な

く
、河
川
か
ら
の
津
波
に
も
襲
わ
れ
た
。

例
え
ば
小
鎚
川
を
さ
か
の
ぼった
津
波
は
、

町
方
に
隣
接
す
る
桜
木
町
で
６・９
メ
ー

ト
ル
の
浸
水
高
を
記
録
し
て
い
る
。
町
方

に
到
達
し
た
津
波
は
大
槌
川
と
小
鎚
川

を
そ
れ
ぞ
れ
さ
か
の
ぼ
って
大
槌
川
で
は

大
ケ
口
ま
で
到
達
し
、８・２
メ
ー
ト
ル
の

津
波
遡
上
高
を
記
録
し
た
。
津
波
は
大

■ 表３–9　町方地区の被害状況（桜木町・花輪田を含む）
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中央公民館 県立大槌病院大槌小学校

JR山田線橋梁

JR大槌駅

桜木町 城山

上町 本町

栄町

須賀町
大町

新町

安渡

大ケ口

末広町

大槌川

小鎚川

花輪田

町役場
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国道45号から見た沢山付近の被災状況（2011年３月12日撮影）。写
真中央奥の建物は県立大槌病院

河川津波は大ケ口の住宅街まで及んだ（2011年３月11日撮影）

扇状地と河成段丘から成る地区一帯は、大槌川をさかのぼる津波に襲われた（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

大ケ口一丁目の町水道事業所付近の 大槌川をさか のぼる河川津波
（2011年３月11日撮影）

源水地区の大槌中学校は１階の天井付近まで浸水したとみられ、火災の
痕跡も確認できる（2011年３月16日撮影）。当時同校にいた生徒たち
は城山方面に避難して無事だった

人的被害

身元判明者 61人

行方不明者 13人

合計 74人

死亡者率 2.4％

建物被害

全壊 197棟

半壊 162棟

一部損壊 99棟

合計 458棟

河
成
段
丘
の
部
分
を
越
え
て
扇
状
地（
山

と
接
し
て
い
る
部
分
）ま
で
を
幅
広
く
浸

水
さ
せ
て
い
る
。

猛
威
振
る
う
河
川
津
波

　

こ
の
津
波
が
も
た
ら
し
た
建
物
被
害

は
全
壊
１
９
７
棟
、半
壊
１
６
２
棟
お
よ

び
一
部
損
壊
が
99
棟
で
あ
っ
た
。
全
壊

と
半
壊
の
建
物
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、

一
部
損
壊
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と

は
大
槌
湾
に
直
接
面
し
た
地
区
と
は
大

き
く
異
な
る
。
例
え
ば
小
枕・伸
松
地
区

で
は
ほ
ぼ
全
て
の
建
物
が
全
壊
で
あ
っ
た
。

沢
山・
源
水・
大
ケ
口
地
区
を
襲
っ
た
河

川
津
波
の
特
徴
と
し
て
、海
に
面
し
た

地
区
と
比
べ
て
破
壊
力
が
小
さ
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、河
川
と
山
と
に

挟
ま
れ
た
比
較
的
小
さ
な
面
積
の
土
地

が
浸
水
す
る
た
め
、被
害
は
小
さ
く
な
い
。

特
に
大
石
前・
源
水・
屋
敷
の
各
地
区
は

集
落
の
大
半
が
河
成
段
丘
の
上
に
立
地

し
て
お
り
、河
川
津
波
の
被
害
を
大
き

く
受
け
た
。
ま
た
、地
震
に
よ
る
津
波
が

非
常
に
大
き
か
っ
た
た
め
、河
川
津
波
と

は
い
え
、沢
山
地
区
で
は
川
沿
い
の
低
地

を
津
波
が
さ
か
の
ぼ
り
、山
地
斜
面
近

く
ま
で
浸
水
し
た
。

　

３
地
区
の
人
口
は
３
１
０
４
人
で
、こ

の
う
ち
死
亡
者
は
74
人
で
あ
っ
た
。
死

亡
者
率
は
２・４
％
で
あ
る
。
大
槌
湾
に

面
し
た
地
区
で
は
約
13
％
の
死
亡
者
率

で
あ
る
の
で
、単
純
に
比
較
す
れ
ば
人
的

被
害
は
少
な
かっ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

海
に
面
し
た
場
所
で
の
津
波
で
は
な
く
、

河
川
津
波
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と

決
し
て
小
さ
な
被
害
と
言
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
人
的
被
害
が
出
た
こ
と
や
、大

槌
川
河
口
か
ら
源
水
地
区
ま
で
津
波
が

遡
上
し
、集
落
が
浸
水
し
た
こ
と
、沢
山

地
区
で
は
山
地
斜
面
近
く
ま
で
河
川
津

波
が
押
し
寄
せ
て
浸
水
し
た
と
い
う
事

実
は
河
川
津
波
の
脅
威
を
端
的
に
伝
え

て
い
る
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）
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沢
山
・
源
水
・
大
ケ
口
地
区

川
沿
い
に
広
く
浸
水

　

沢
山・源
水・大お

ケが

口く
ち

地
区
は
大
槌
川

に
面
し
て
お
り
、地
区
背
後
の
山
か
ら
流

れ
出
て
く
る
土
砂
と
大
槌
川
が
運
ん
で

く
る
土
砂
に
よって
で
き
た
平
地
で
あ
る
。

山
の
近
く
は
扇
状
地
で
あ
り
、大
槌
川

に
面
し
た
部
分
は
同
川
の
元
河
床
で
階

段
状
の
台
地
に
な
っ
た「
河
成
段
丘
」で

あ
る
。
沢
山・
源
水・
大
ケ
口
地
区
が
立

地
す
る
の
は
、こ
の
よ
う
に
扇
状
地
と
河

成
段
丘
と
が
合
わ
さって
で
き
た
平
地
で
、

沢
山
地
区
は
扇
状
地
、源
水
地
区
と
大

ケ
口
地
区
は
河
成
段
丘
の
面
積
が
そ
れ

ぞ
れ
大
き
い
。

　

こ
れ
ら
の
地
区
を
襲
っ
た
の
は
、大
槌

湾
に
押
し
寄
せ
た
津
波
が
大
槌
川
を
遡そ

上じ
ょ
う

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
津

波
は
河
川
津
波
と
呼
ば
れ
て
お
り
、東

日
本
大
震
災
で
は
東
北
各
地
の
河
川
で

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
大
槌
川
を
遡
上

し
た
津
波
は
辺へ

ん

津つ

ケが

沢さ
わ

と
大
槌
川
の
合

流
点
付
近
と
屋
敷
集
落
付
近
ま
で
大
槌

川
を
氾
濫
さ
せ
た
。
津
波
が
到
達
し
た

最
上
流
部
は
大
ケ
口
二
丁
目
付
近
で
、こ

の
場
所
で
の
津
波
遡
上
高
は
８・２
メ
ー

ト
ル
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、沢
山
地
区
対
岸
の
新
町
で
は

８・９
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
高
を
記
録
し
て
い

る
。
大
槌
川
と
山
地
斜
面
と
に
挟
ま
れ

た
場
所
に
立
地
す
る
沢
山・源
水・大
ケ

口
地
区
は
、津
波
の
侵
入
場
所
で
あ
る

大
槌
川
河
岸
と
集
落
と
の
距
離
が
近
く
、

こ
の
点
で
他
地
区
よ
り
も
避
難
が
困
難

で
あ
っ
た
。
ま
た
、津
波
は
川
に
面
し
た

■ 表３–10　沢山・源水・大ケ口地区の被害状況
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屋敷

源水

大槌川

私
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の
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伸松側から見た小鎚川河口付近で逆巻く津波（2011年３月11日撮影） 大槌湾に面し、津波の破壊力が大きかった小枕地区（2011年３月19日
撮影）

津波にさらされた大槌町漁協小鎚川サケ・マス人工ふ化場（2011年３月
11日撮影）

小枕の集落は最も奥に立つ２軒を除いて全て被災した（2011年３月19
日撮影）

地形的な条件から小枕には海からの高い津波が、伸松には河川津波が押し寄せた（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

人的被害

身元判明者 32人

行方不明者 10人

合計 42人

死亡者率 15.4％

建物被害

全壊 100棟

半壊 2棟

一部損壊 0棟

合計 102棟

し
た
。
こ
の
よ
う
に
伸
松
地
区
で
は
津

波
は
小
鎚
川
か
ら
侵
入
し
た
の
で
、津
波

が
河
川
を
遡
上
し
、河
川
を
氾
濫
さ
せ

る
こ
と
で
起
こ
る
河
川
津
波
の
性
格
が

強
い
。
こ
の
こ
と
が
、小
枕
地
区
よ
り
も

伸
松
地
区
が
約
２
メ
ー
ト
ル
津
波
遡
上

高
が
低
い
主
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
地
形
と
そ
の
配
置
が

津
波
被
害
に
大
き
く
影
響
し
、海
か
ら

の
直
接
の
津
波
被
害
と
河
川
津
波
の
両

方
が
隣
接
す
る
地
区
で
発
生
し
た
。

津
波
高
く
避
難
困
難

　

小
枕
地
区
と
伸
松
地
区
と
を
合
わ
せ
、

建
物
被
害
は
全
壊
１
０
０
棟
、半
壊
２
棟

で
あ
っ
た
。
被
災
し
た
建
物
の
ほ
ぼ
全
て

が
全
壊
し
て
お
り
、半
壊
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、小
枕・伸
松
両
地

区
で
は
津
波
の
集
落
への
到
達
が
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
建
物
の
全
壊
に
つ
な
が
って
お
り
、

津
波
の
破
壊
力
が
大
き
かっ
た
こ
と
が
分

か
る
。
津
波
到
達
時
に
は
建
物
の
大
半

が
浸
水
し
、押
し
波
や
引
き
波
お
よ
び

津
波
に
伴
う
漂
流
物
に
よ
っ
て
建
物
が

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
こ
の
こ
と

は
両
地
区
の
最
も
山
に
近
い
場
所
で
、そ

れ
ぞ
れ
13・７
メ
ー
ト
ル
、８・６
メ
ー
ト
ル

の
津
波
遡
上
高
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら

も
う
か
が
え
る
。

　

人
的
被
害
は
両
地
区
の
人
口
合
わ
せ

て
２
７
２
人
の
う
ち
、42
人
が
犠
牲
と
なっ

た
。
死
亡
者
率
は
15・４
％
の
高
率
に
達

し
、こ
れ
は
町
方
や
安
渡
な
ど
他
の
大
槌

湾
に
面
し
た
各
地
区
よ
り
さ
ら
に
高
い
。

特
に
大
槌
湾
に
面
し
た
地
区
で
は
津
波

の
遡
上
高
や
浸
水
高
が
高
く
、他
の
地

区
と
比
べ
て
避
難
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

各
地
区
の
被
害 

小
枕
・
伸
松
地
区

伸
松
は
河
川
津
波

　

小
枕
地
区
は
、す
ぐ
南
側
に
隣
接
す

る
白
石
も
合
わ
せ
て
、谷
の
出
口
部
分

が
山
地
斜
面
か
ら
出
て
き
た
土
砂
で
埋

め
立
て
ら
れ
て
で
き
た
低
平
地
で
あ
る
。

小
枕
地
区
は
、こ
の
低
平
地
の
前
面（
海

側
）を
さ
ら
に
人
工
的
に
埋
め
立
て
て
港

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
白
石
の
南
側
の

海
岸
は
海
が
山
を
削
って
作
っ
た
海
食
崖

で
あ
り
、
集
落
は
な
い
。
伸の

べ

松ま
つ

地
区
も

小
枕
地
区
と
同
様
に
谷
の
出
口
に
で
き

た
低
平
地
で
あ
る
が
、小
鎚
川
の
河
口
に

位
置
す
る
の
で
、川
が
運
ん
で
き
た
砂
が

堆
積
し
て
い
る
。い
ず
れ
も
面
積
は
小
さ

い
も
の
の
、山
が
ち
な
大
槌
町
の
海
岸
線

の
中
で
は
貴
重
な
生
活
の
場
で
あ
る
。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津

波
は
、小
枕
地
区
の
最
奥
部
で
13・７
メ
ー

ト
ル
の
津
波
遡そ

上じ
ょ
う

高
を
記
録
し
て
い
る
。

小
枕
地
区
北
部
で
も
13・５
メ
ー
ト
ル
、

白
石
で
13・６
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た
。

津
波
浸
水
高
は
明
確
で
は
な
い
。
伸
松

地
区
の
津
波
遡
上
高
は
小
鎚
川
河
口
の

最
先
端
部
で
11
メ
ー
ト
ル
、集
落
の
う
ち

最
も
山
に
近
い
場
所
で
８・６
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
。
伸
松
地
区
の
津
波
遡
上
高
は

小
枕
地
区
や
白
石
と
比
べ
て
若
干
低
か
っ

た
。
な
お
、こ
の
地
区
に
お
い
て
も
津
波

浸
水
高
は
明
確
で
は
な
い
。

　

小
枕
地
区
や
白
石
は
大
槌
湾
に
直
接

面
し
て
お
り
、湾
に
侵
入
し
た
津
波
を

直
接
的
に
受
け
た
。
一
方
、伸
松
地
区

は
直
接
海
に
面
し
て
お
ら
ず
、小
鎚
川
の

河
口
に
面
し
て
い
る
。
ま
た
、伸
松
地
区

は
北
側
が
小
鎚
川
に
面
し
て
い
る
た
め
、

津
波
は
北
側
か
ら
南
側
へ
向
か
って
侵
入

■ 表３–11　小枕・伸松地区の被害状況
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津
波
の
後
に
は
、火
災
の
恐
怖

昼
夜
関
係
な
く
行
わ
れ
た
消
火
活
動

　
小
國
峰
男
さ
ん（
69
）は
震
災
発
生
の
翌
３

月
12
日
か
ら
、消
防
団
と
し
て
活
動
を
開
始
。

変
わ
り
果
て
た
町
で
消
火
活
動
に
携
わ
り
な

が
ら
、被
災
し
た
町
と
向
き
合
っ
て
き
た
。
そ

し
て
、次
の
世
代
へ
思
い
を
つ
な
い
で
い
く
。

― 

地
震
の
衝
撃
は
、や
は
り
す
ご
い
も
の

で
し
た
か
？ 

　
３
月
９
日
に
も
地
震
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

大
き
な
津
波
が
来
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
３

月
11
日
も
津
波
が
来
た
と
し
て
も
大
し
た
こ

と
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
地
震
の

後
、釜
石
市
の
会
社
の
外
の
広
い
所
で
う
ろ

う
ろ
し
て
い
た
ら
、偶
然
通
り
か
か
っ
た
消
防

団
の
人
か
ら
「
す
ぐ
逃
げ
ろ
」っ
て
言
わ
れ
た

ん
で
す
。
そ
れ
は
大
変
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
、

社
員
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
車
に
乗
っ
て
高
台
に

逃
げ
ま
し
た
。
津
波
が
来
た
ん
で
す
が
、海
に

近
か
っ
た
会
社
は
一
気
に
の
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

釜
石
か
ら
大
槌
へ
帰
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、途

中
で
道
路
も
通
れ
な
く
な
っ
て
い
て
、そ
こ
で

車
を
乗
り
捨
て
た
。
そ
れ
か
ら
は
山
を
伝
っ

て
徒
歩
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
電
気
が
消
え

て
い
る
か
ら
道
は
暗
い
。
そ
の
一
方
、遠
く
で

爆
発
音
が
断
続
的
に
聞
こ
え
る
。
怖
か
っ
た
。

― 

戻
っ
て
き
て
、す
ぐ
消
防
団
に
合
流
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

　
安
渡
地
区
の
自
宅
に
戻
る
途
中
に
、偶
然
、

う
ち
の
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
が
高
台
の
所
で

赤
灯
を
回
し
て
い
た
。
そ
こ
で
消
防
団
に
合

流
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
翌
日
の
作
業
に
備

え
て
、ポ
ン
プ
車
の
中
で
寝
ま
し
た
。
と
て
も

寒
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
ま
す
ね
。
翌
日
か
ら

消
火
活
動
を
始
め
た
の
で
す
が
、本
当
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
結
局
、そ
の
日
か
ら

５
日
間
は
、い
つ
出
動
要
請
が
来
て
も
大
丈
夫

な
よ
う
に
ポ
ン
プ
車
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
ま

し
た
。

― 

夜
が
明
け
て
、町
の
様
子
を
見
た
時
の

印
象
は
？

　
明
る
く
な
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
見
え

て
き
た
。
正
直
、こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
ら
、

も
う
立
ち
直
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
い

ま
し
た
。
火
事
で
焼
け
落
ち
た
町
は
、本
当
に

爆
弾
で
も
落
ち
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う
ほ

ど
。
焼
け
て
、骨
だ
け
に
な
っ
て
い
る
ご
遺
体

も
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
悲
惨
な
状
態
で
し
た
。

津
波
も
す
ご
か
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
後
の
被

害
の
広
が
り
も
大
き
か
っ
た
。
消
火
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
が
、こ
っ
ち
を
消
し
た
と
思
っ

た
ら
、ま
た
別
の
場
所
が
燃
え
て
い
る
と
い
う

連
絡
が
入
る
。
そ
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
山

か
ら
下
が
っ
て
き
た
火
が
家
に
近
づ
い
て
き

た
か
ら
助
け
て
く
れ
っ
て
、夜
中
に
出
動
し
た

こ
と
も
一
度
や
二
度
じ
ゃ
な
い
。
結
局
、大
槌

町
で
鎮
火
宣
言
が
出
た
の
は
５
月
に
入
っ
て

か
ら
で
す
よ
。

― 

地
域
に
お
け
る
消
防
団
の
役
割
は
重
要

で
す
ね
。

　
消
防
団
に
入
っ
て
く
る
人
は
、強
い
使
命
感

を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
を
自
分
た
ち
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、高
齢
者

を
助
け
よ
う
と
し
て
亡
く
な
っ
た
団
員
も
い

ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
報
い
る
た
め
に
も
、

消
防
団
と
い
う
組
織
は
維
持
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い

屯
所
も
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。
そ
し
て
、

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
結
束
も

強
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
大
槌
町
を

担
う
若
い
人
に
消
防
団
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、

こ
の
思
い
を
引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
取
材
／
2
0
1
９
年
４
月
）

Episode file
〜大槌の津波〜

小
お

國
ぐ に

 峰
み ね

男
お

さん

大槌町消防団第二分団　分団長

46

震
え
る
、
惑
う

緊
急
期
の
町

城山公園体育館の避難所に設けられた「拾得物コーナー」（2011年３月27日撮影）。町中
で見つかった家族写真などが届けられた

２０１１年３月11日午後２時46分。

その時間を境に、大槌町は混乱と不安に包まれた。

津波の後、町の人たちは何を考え、行動し、

いかにしてこの難局を乗り切っていったのか。

災害対策本部が置かれた中央公民館と

町最大規模の避難所だった城山公園体育館で

震災発生からの３日間に何が起きていたのかを振り返る。
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末広町を襲う津波。土煙が上がり、もやに包まれたような状態となった

旧大槌小と中央公民館の位置関係。住民は中央公民館まで急坂を上り、避難した

１
日
目
―
―
発
災
か
ら
翌
朝
ま
で

　
２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
11
日
、東

日
本
大
震
災
が
起
き
た
あ
の
日
。
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
と
大
津
波
は
、

人
か
ら
冷
静
さ
を
奪
う
。
こ
の
混
乱
の

さ
な
か
、人
は
何
を
思
い
、ど
の
よ
う
に

行
動
し
た
の
か
。
翌
12
日
に
町
災
害
対

策
本
部
が
置
か
れ
る
町
中
央
公
民
館
や
、

大
規
模
な
避
難
所
に
な
っ
た
城
山
公
園

体
育
館
で
起
き
て
い
た
出
来
事
を
聞
き

取
り
な
が
ら
、解
き
明
か
し
て
い
く
。〈
記

事
中
の
人
物
の
年
齢
は
取
材
当
時
、町

役
場
の
現
職
員
は
敬
称
略
〉

一
瞬
で
町
が
消
え
た

　

３
月
11
日
は
曇
り
空
。
ま
だ
ま
だ
春

は
遠
い
と
感
じ
さ
せ
る
寒
い
日
だ
っ
た
。

地
震
が
起
き
た
午
後
２
時
46
分
、教
育

委
員
会
学
務
課
主
任（
当
時
）の
小お

笠が
さ

原わ
ら

純じ
ゅ
ん

一い
ち（

46
）は
、同
課
の
あ
る
大
槌
町
小

鎚
の
中
央
公
民
館
で
仕
事
を
し
て
い
た
。

今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
の
大

き
さ
と
長
さ
に
た
だ
事
で
は
な
い
と
直

感
し
た
と
い
う
。
高
台
に
あ
る
中
央
公

民
館
か
ら
は
町
が
見
渡
せ
る
。
揺
れ
が

収
ま
って
少
し
経
過
し
た
後
、窓
を
開
け

て
外
の
様
子
を
見
た
。

　
「
建
物
の
倒
壊
も
な
く
、見
た
目
に
は

いつ
も
と
変
わ
ら
な
い
町
の
風
景
で
し
た
。

た
だ
、す
で
に
避
難
を
始
め
る
人
た
ち
で

県
道
大
槌
小
鎚
線
で
は
渋
滞
が
起
き
始

め
て
い
た
。
徒
歩
で
逃
げ
る
人
た
ち
が
道

に
あ
ふ
れ
、車
の
ク
ラ
ク
シ
ョン
が
あ
ち
こ

ち
で
鳴
って
い
ま
し
た
」

　

そ
の
時
、大
槌
町
役
場
産
業
振
興
課

主
事（
当
時
）の
臼う

す

澤ざ
わ

洋ひ
ろ

喜き（
41
）は
、小

笠
原
が
見
下
ろ
し
て
い
た
町
の
真
っ
た
だ

中
に
い
た
。
公
用
車
で
移
動
し
て
い
た
が

渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、一
向
に
前
に
進
む

気
配
が
な
い
。
同
乗
し
て
い
た
上
司
に
運

転
を
任
せ
、徒
歩
で
中
央
公
民
館
に
向

か
う
こ
と
に
し
た
。
非
常
時
に
は
避
難

路
で
町
民
の
誘
導
を
行
う
の
が
臼
澤
に

与
え
ら
れ
た
役
割
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
で

の
任
務
に
な
る
こ
と
か
ら
、臼
澤
は
防
寒

着
を
取
り
に
一
度
自
宅
に
戻
って
い
る
。

　

大
槌
小
鎚
線
を
歩
い
て
い
る
と
、「
も

や
」の
向
こ
う
に
大
き
な
波
が
見
え
た
。

押
し
寄
せ
る
津
波
は
堤
防
を
軽
々
と
越

え
て
、町
は
あ
っ
と
い
う
間
に
津
波
に
の

み
込
ま
れ
て
い
く
。
臼
澤
は
歩
く
人
た

ち
に
向
か
って「
逃
げ
ろ
、早
く
逃
げ
ろ
」

と
声
を
掛
け
な
が
ら
駆
け
出
し
た
。
自

身
は
当
時
の
町
立
大
槌
小
学
校（
現
大

槌
町
役
場
庁
舎
）校
門
脇
で「
旧
跡
大

槌
城
址
」の
石
碑
が
立
つ
、小
さ
な
岩
山

に
全
速
力
で
駆
け
上
が
り
、す
ん
で
の
と

こ
ろ
で
難
を
逃
れ
た
。

　
「
携
帯
電
話
を
見
る
と
友
人
か
ら『
大

丈
夫
か
？
』と
メ
ー
ル
が
入
って
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
午
後
３
時
25
分
。
津

波
の
第
１
波
が
来
た
の
が
そ
の
前
で
す
。

第
２
波
は
石
碑
の
中
ほ
ど
の
高
さ
ま
で

来
ま
し
た
」

　

臼
澤
は
こ
の
石
碑
の
上
に
立
ち
、津
波

の
猛
威
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
大
き

な
家
が
次
々
に
流
さ
れ
て
い
く
。
ぶ
つ
か

り
合
っ
た
家
が
バ
リ
バ
リ
と
大
き
な
音
を

立
て
る
。
水
に
濡
れ
電
気
系
統
が
故
障

し
た
車
か
ら
は
、ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り

続
け
て
い
た
。
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

た
だ
立
ち
す
く
ん
で
い
た
。

　
「
津
波
を
見
て
い
た
人
に
は
い
ろ
い
ろ

な
感
情
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
場

合
は『
呆
然
』と
い
う
感
情
。つい
さ
っ
き

ま
で
あ
っ
た
町
が
黒
く
濁
っ
た
水
に
覆
わ

れ
て
、全
部
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何

が
起
き
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
う
い
う

感
じ
で
し
た
」

　

ま
だ
水
は
町
の
中
か
ら
引
き
切
って
い

な
か
っ
た
が
、暗
く
な
って
か
ら
で
は
身
動

き
が
取
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
臼

澤
は
石
碑
の
あ
る
岩
山
か
ら
下
り
、中

央
公
民
館
に
向
か
っ
て
水
の
中
を
歩
き

だ
し
た
。
水
位
は
腰
の
辺
り
ま
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　

ま
ず
は
中
央
公
民
館
と
隣
接
す
る
城

山
公
園
体
育
館
へ
行
き
、避
難
所
と
し

て
の
機
能
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
小
笠
原
、臼
澤
と
も
に
考
え
て
い

た
こ
と
だ
。
こ
の
時
、大
津
波
が
直
撃
し

た
役
場
庁
舎
な
ど
で
上
司
や
同
僚
ら
39

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
知
る
由
も

な
か
っ
た
。

次
々
起
こ
る
難
題

　

こ
れ
か
ら
多
く
の
人
が
避
難
し
て
く

る
こ
と
を
予
測
し
、町
職
員
の
姿
を
探

し
た
が
、こ
の
時
点
で
見
知
っ
た
顔
は
な

い
。
そ
の
う
ち
に
大
槌
小
学
校
の
児
童

や
、町
立
大
槌
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が

次
々
に
避
難
し
て
き
た
。
小
笠
原
は
中

央
公
民
館
の
裏
手
に
あ
る
駐
車
場
に
子

ど
も
た
ち
を
集
め
て
い
た
。
津
波
の
様

子
を
見
せ
な
い
た
め
だ
。
小
笠
原
は
そ
の

日
の
こ
と
を
思
い
返
す
。

土
煙
の
向
こ
う
に
津
波
が
見
え
た

そ
し
て
、そ
の
津
波
は
猛
烈
な
勢
い
で

町
を
の
み
込
ん
だ
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「
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、あ
の
大
き
な

津
波
で
あ
れ
ば
、人
が
流
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
予
想
で
き
る
は
ず
。
駐
車
場
の
真

ん
中
に
集
め
、な
る
べ
く
津
波
が
見
え
な

い
場
所
に
誘
導
し
て
く
れ
る
よ
う
に
大

槌
小
学
校
の
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
」

　

中
央
公
民
館
に
避
難
す
る
町
職
員
が

徐
々
に
増
え
て
き
た
こ
と
で
、次
の
行
動

に
移
る
こ
と
が
で
き
た
。
移
動
式
防
災

無
線
の
装
置
の
組
み
立
て
を
指
示
し
、バ

ケ
ツ
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
を
集
め
、飲
料
水
の

確
保
を
行
う
。
体
育
館
の
中
に
イ
ベン
ト

な
ど
に
使
う
発
電
機
が
あ
っ
た
が
動
か
な

い
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
高

木
電
機
管
理
事
務
所
の
高た

か

木ぎ

正ま
さ

基き

さ
ん

（
56
）に
修
理
を
依
頼
し
た
。
残
り
の
職

員
は
津
波
で
流
さ
れ
た
人
の
救
助
に
向

か
っ
た
。
水
浸
し
に
な
り
歩
け
な
く
な
っ

た
人
は
テ
ー
ブ
ル
を
担
架
代
わ
り
に
し
て

運
ぶ
。
車
ご
と
流
さ
れ
て
き
た
人
は
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
を
石
で
割
って
助
け
出
し
た
。

そ
の
瞬
間
、そ
の
瞬
間
で
判
断
し
て
いった
。

　
「
あ
の
震
災
は
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
も
の
。
普
段
通
り
に
や
ろ
う
と
し
て

は
駄
目
な
の
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

本
来
の
命
令
系
統
で
あ
れ
ば
、起
案
し
て
、

上
司
の
指
示
を
待
つ
。
し
か
し
、そ
れ
を

伺
う
管
理
職
が
い
な
かっ
た
こ
と
も
あ
り
、

目
の
前
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
即
座
に
判

断
し
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
手
遅
れ
に
な
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
」

　

生
涯
学
習
課
主
事
だ
っ
た
平ひ

ら

舘だ
て

豊ゆ
た
か

さ

ん（
38
）は
地
震
発
生
後
、城
山
公
園
体

育
館
に
避
難
者
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
を

予
測
し
、受
け
入
れ
準
備
を
し
て
い
た
。

そ
の
動
き
は
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。
公
共
の
施
設
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、半
年
ご
と
に
災
害
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
し
て
い
た
こ
と
が
大

き
く
役
立
っ
た
。
さ
ら
に
は
、こ
の
２
日

前
に
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
も「
心

の
準
備
」に
つ
な
が
っ
た
と
平
舘
さ
ん
は

振
り
返
る
。

　
「
普
段
か
ら
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

を
し
て
い
た
の
で
、こ
う
い
う
事
態
で
自

分
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
が
分

か
って
い
ま
し
た
。
右
往
左
往
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
日
前

に
も
か
な
り
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し

吉里吉里中学校から撮影した、吉里吉里海岸の防潮堤を軽々と越えて押し寄せる津波

押し寄せた津波の力によって、鉄筋の建物でさえ骨組みだけになってしまった

た
が
、３
月
11
日
の
地
震
は
そ
れ
よ
り
も

は
る
か
に
大
き
かっ
た
し
、時
間
も
長
かっ

た
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
な
と
思

い
ま
し
た
。
自
分
は
施
設
管
理
が
仕
事

で
し
た
の
で
、公
民
館
や
体
育
館
の
館
内

を
見
て
回
り
ま
し
た
。
体
育
館
は
天
井

か
ら
板
が
数
枚
落
ち
て
い
ま
し
た
が
、そ

れ
以
外
に
目
立
っ
た
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
か
ら
、体
育
館
の
中
に
避
難

し
て
き
た
方
々
に
入
って
も
ら
い
ま
し
た
」

　

地
震
発
生
か
ら
時
間
が
た
ち
、辺
り

は
す
っ
か
り
暗
く
な
って
い
た
。
こ
の
時
点

で
、中
央
公
民
館
に
集
ま
って
き
た
町
職

員
の
数
は
12
人
。
手
分
け
し
て
、避
難
者

の
対
応
に
当
た
っ
た
。
避
難
者
の
中
に
は

衣
服
が
濡
れ
た
ま
ま
の
人
も
い
た
。
も

ち
ろ
ん
着
替
え
の
用
意
が
な
い
た
め
、少

し
で
も
体
を
温
め
る
必
要
が
あ
る
。
い

す
席
で
８
０
０
人
収
容
の
体
育
館
に
避

難
し
て
い
た
の
は
お
よ
そ
千
人
。
防
災
備

蓄
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
毛
布
を
出

し
て
き
た
が
２
０
０
枚
く
ら
い
し
か
な
い
。

体
育
館
に
あ
っ
た
暗
幕
を
切
り
分
け
て

毛
布
代
わ
り
に
し
た
が
、そ
れ
で
も
ま
だ

数
が
足
り
な
い
。

　

避
難
者
は
体
育
館
だ
け
で
は
収
ま
り

切
ら
ず
、中
央
公
民
館
の
廊
下
や
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
ま
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
修
理
を

依
頼
し
て
い
た
発
電
機
は
ま
だ
動
く
気

配
が
な
く
、電
気
が
使
え
な
い
状
況
は
続

い
て
い
る
。
外
気
温
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な

い
室
温
の
体
育
館
の
中
に
は
、知
り
合
い

を
見
つ
け
、無
事
だ
っ
た
こ
と
を
喜
び
合

う
人
、一
方
で
家
族
の
安
否
が
分
か
ら

ず
不
安
げ
な
様
子
の
人
が
い
た
。
余
震

が
起
き
る
た
び
に
、体
育
館
の
あ
ち
こ
ち

で
悲
鳴
が
上
が
る
。

城
山
体
育
館
に
迫
る
火

　

電
気
の
問
題
を
残
し
つつ
、さ
ら
に
も

う
一
つ
の
難
題
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。

津
波
が
来
た
直
後
か
ら
、大
槌
町
内
で

は
火
災
が
発
生
し
て
い
た
。
そ
し
て
、そ

の
火
は
中
央
公
民
館
の
裏
山
、そ
し
て

坂
道
の
下
の
両
方
向
か
ら
迫
っ
て
来
て
い

る
。
避
難
し
て
い
た
元
消
防
署
職
員
に

小
笠
原
が
相
談
す
る
と
、駐
車
場
に
避

難
し
て
き
た
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
を
ま
ず
移

動
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
た
。
火
が

近
づ
い
て
き
て
、車
に
引
火
す
れ
ば
さ
ら

に
被
害
が
広
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と

を
心
配
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
っ
た
。
中

央
公
民
館
の
裏
手
に
は
、非
浸
水
域
に

通
じ
る
林
道
城
山
１
、２
号
線
と
合
流

す
る
町
道
が
通
って
い
た
。
地
元
の
人
も

ほ
と
ん
ど
通
る
こ
と
の
な
い
こ
の
道
が
、

自
衛
隊
や
物
資
運
搬
の
救
援
車
両
の
経

路
と
な
り
、人
の
命
を
つ
な
い
だ
。
自
家

用
車
で
避
難
し
て
い
た
人
た
ち
に
、同
町

道
を
伝
って
山
間
の
方
へ
車
を
移
動
し
て

ほ
し
い
と
声
を
掛
け
る
。
混
乱
し
た
状

況
で
は
連
絡
が
う
ま
く
行
き
渡
ら
な
い
。

震
え
る
、
惑
う　

緊
急
期
の
町　

発
災
直
後 

１
日
目

第  

章
4

51 50



3月11日 15:38

3月11日 17:14

館
内
放
送
も
で
き
な
い
た
め
、予
想
外
の

事
態
が
起
き
る
。
小
笠
原
は
言
う
。

　
「
車
が
続
々
と
移
動
し
始
め
た
こ
と
で
、

こ
こ
も
危
な
い
の
で
は
と
思
う
人
が
そ
れ

ぞ
れ
避
難
行
動
を
始
め
た
。
走
る
車
を

無
理
や
り
止
め
て
同
乗
さ
せ
て
も
ら
っ
た

り
、歩
い
て
山
を
越
え
よ
う
と
し
た
り
す

る
人
も
出
て
き
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が

起
き
る
と
、も
う
止
め
よ
う
が
な
い
、12

人
の
職
員
で
千
人
を
抑
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

風
に
あ
お
ら
れ
た
こ
と
で
、火
が
近
づ

い
て
来
る
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
。
坂
道
の

下
か
ら
迫
る
火
を
ま
ず
食
い
止
め
よ
う

と
考
え
、10
人
ほ
ど
の
男
性
職
員
が
集

ま
り
、空
の
ペッ
ト
ボ
ト
ル
に
建
物
内
の

貯
水
槽
か
ら
く
み
置
き
し
た
水
を
入
れ
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
沿
い
に
並
ん
で
、一
斉
に

枯
草
に
水
を
ま
く
と
、上
っ
て
く
る
火
の

勢
い
を
か
な
り
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、裏
の
山
か
ら
伝
って
く
る
火
に
つ

い
て
は
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い
。
こ
こ
に

火
が
回
っ
て
き
た
ら
、い
よ
い
よ
逃
げ
道

が
な
く
な
る
。
時
計
は
午
後
８
時
を
回
っ

て
い
た
。

仮
の
災
対
本
部
編
成

　
「
本
来
の
災
害
対
策
本
部
が
、こ
の
時

間
に
な
っ
て
も
動
き
出
さ
な
い
。
と
い
う

こ
と
は
、職
員
は
庁
舎
の
屋
上
に
避
難
し

て
い
て
、こ
こ
に
来
ら
れ
る
状
況
で
は
な

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
た
ち
は
自
分
た
ち
で
避
難
し
て
き
た

住
民
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
仮
の
災
対
本
部
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

話
に
な
り
、中
央
公
民
館
に
い
る
12
人
の

町
職
員
で
編
成
し
ま
し
た
」

　

避
難
者
の
名
前
を
聞
き
取
る
係
、状

況
を
確
認
す
る
係
と
役
割
を
分
け
、そ

れ
ぞ
れ
対
応
を
始
め
た
。
小
笠
原
を
は

じ
め
と
す
る
男
性
職
員
は
、状
況
を
確

認
す
る
係
と
し
て
軽
自
動
車
で
林
道
を

走
っ
た
。
指
定
避
難
所
な
ど
に
ど
れ
だ

け
の
人
数
が
避
難
し
て
い
る
の
か
、さ
ら

に
は
ど
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
か
、情

報
を
集
め
た
。
車
の
中
で
ラ
ジ
オ
を
付

け
る
と
、大
槌
町
の
情
報
が
な
く
、状
況

が
つ
か
め
な
い
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
告
げ

て
い
る
。
情
報
を
集
め
て
発
信
し
な
け

れ
ば
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。

3月11日 19:36

3月12日 0:22

城山公園体育館から見た津波当日の光景。中央公民館にいた小笠原純
一職員が携帯電話のカメラで撮影した。津波が押し寄せて水没した町、
城山の山際で発生した火災を克明に捉えている

に
関
わ
る
問
題
だ
っ
た
。
中
央
公
民
館
に

は
医
師
の
道み

ち

又ま
た

衛ま
も
る

さ
ん
が
避
難
し
て
い

た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
対
応
方
法
を

聞
き
、そ
れ
を
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
に

教
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
央
公
民
館

に
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ

ル
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
幸
運
だ
っ
た
。

し
か
し
、難
題
が
次
々
に
持
ち
込
ま
れ
る
。

全
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
無
理
だ
っ
た
。

　
「
体
力
の
な
い
お
年
寄
り
や
服
の
濡
れ

た
ま
ま
の
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
保
健

師
た
ち
の
間
で
林
道
の
先
に
老
人
ホ
ー

ム
が
あ
る
の
で
、そ
ち
ら
に
移
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
金

沢
支
所
に
向
か
う
途
中
で
、そ
の
老
人

ホ
ー
ム
に
行
け
る
こ
と
も
確
認
し
て
い
た

の
で
、ピ
ス
ト
ン
輸
送
で
人
を
運
び
続
け

ま
し
た
」

　

小
笠
原
と
共
に
車
を
運
転
す
る
役
割

を
担
っ
た
臼
澤
は
、そ
の
夜
の
こ
と
を
思

い
起
こ
す
。

　
「
林
道
は
真
っ
暗
闇
。
町
の
中
は
水
浸

し
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、不
気
味
に
明
る

い
ん
で
す
。
船
と
か
、車
か
ら
燃
料
が
流

れ
出
る
。
流
れ
出
し
た
油
は
水
よ
り
軽

い
の
で
水
面
に
浮
か
ん
で
い
る
状
態
で
す
。

バッ
テ
リ
ー
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
介
し
、そ

の
油
に
引
火
し
て
火
が
上
が
る
。
石
油

系
の
激
し
い
燃
え
方
で
し
た
。
そ
れ
が
一

昼
夜
に
わ
た
り
燃
え
続
け
た
。
街
灯
が

な
く
て
も
、外
が
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
。

プ
ロパン
ガ
ス
の
爆
発
も
続
い
て
い
ま
し
た
。

１
、２
分
に
１
回
は
大
き
な
音
を
立
て
て

爆
発
す
る
。
そ
れ
が
恐
怖
心
を
あ
お
る

ん
で
す
」

　

恐
怖
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、夜
は

更
け
て
い
く
。
人
を
運
ん
で
い
る
う
ち
に
、

　
「
金か

ね

沢ざ
わ

支
所
に
衛
星
携
帯
電
話
が
あ

る
こ
と
を
覚
え
て
い
た
。
あ
ち
こ
ち
の
避

難
所
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、金
沢
支
所

を
目
指
し
ま
し
た
。
金
沢
支
所
で
衛
星

携
帯
電
話
を
使
っ
て
県
庁
に
電
話
し
て

み
た
の
で
す
が
、話
し
中
で
つ
な
が
ら
な

い
。
一
緒
に
い
た
町
職
員
が
元
広
報
担

当
で
、た
ま
た
ま
N
H
K
盛
岡
放
送
局

の
電
話
番
号
を
記
憶
し
て
い
ま
し
た
。

運
よ
く
通
じ
た
の
で
大
槌
町
の
現
状
を

県
庁
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。
金
沢
支
所
か
ら
戻
る
途
中
に
ラ
ジ

オ
で『
大
槌
町
は
全
滅
』み
た
い
な
こ
と

を
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、生
き
て
い
る
人

も
い
る
ん
だ
け
ど
な
と
思
って
い
ま
し
た
ね
。

ち
ゃ
ん
と
伝
え
切
れ
な
か
っ
た
と
い
う
気

持
ち
も
あ
り
ま
し
た
」

　

中
央
公
民
館
で
は
、高
木
さ
ん
に
依
頼

し
て
い
た
発
電
機
の
修
理
が
終
わ
り
、電

力
が
戻
って
き
て
い
た
。
避
難
所
を
回
る

中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
得
ら
れ
た
。

そ
の
中
で
も
緊
急
対
応
が
求
め
ら
れ
た
の

は
、津
波
で
流
さ
れ
た
時
に
海
水
を
飲
ん

で
腹
痛
を
起
こ
し
て
い
る
、あ
る
い
は
い
つ

も
飲
ん
で
い
る
薬
が
な
い
な
ど
、健
康
面

今
度
は
物
資
の
調
達
の
方
法
を
考
え
な

け
れ
ば
、と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
被
災

を
免
れ
た
小
鎚
の
大
槌
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
４
ト
ン
と
２
ト
ン
の
ト
ラ
ッ
ク
が
あ

り
、中
央
公
民
館
に
あ
っ
た
方
が
便
利
だ

ろ
う
と
い
う
判
断
で
移
動
し
た
。
そ
し
て
、

日
付
が
変
わ
ろ
う
と
い
う
時
間
に
な
って
、

自
衛
隊
の
ジ
ー
プ
が
中
央
公
民
館
を
訪

れ
る
。
災
害
対
策
本
部
は
ど
こ
か
と
問

わ
れ
、本
部
が
置
か
れ
る
べ
き
役
場
庁
舎

は
津
波
被
害
を
受
け
て
い
る
の
で
、中
央

公
民
館
に
い
る
町
職
員
が
代
行
し
て
い
る

と
説
明
し
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
中
央
公

民
館
内
に
自
衛
隊
の
現
地
本
部
が
立
ち

上
が
っ
た
。
混
乱
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ

た
あ
の
日
の
こ
と
を
、小
笠
原
は
鮮
明
に

覚
え
て
お
り
、説
明
す
る
言
葉
に
も
よ

ど
み
が
な
い
。

　
「
覚
え
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
一
つ
一
つ
が
強
く
心
に
残
り
続

け
て
い
る
。
目
の
前
の
難
題
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
、知
恵
を
絞
る
、行
動
す
る
。

そ
う
し
た
ら
、い
つ
の
間
に
か
朝
に
な
って

い
た
」

　

３
月
12
日
の
朝
に
12
人
の
職
員
が
集

ま
り
、中
央
公
民
館
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

行
わ
れ
て
い
た
。
午
前
９
時
過
ぎ
に
自

衛
隊
の
ヘ
リ
が
飛
来
し
、役
場
の
屋
上
に

避
難
し
て
い
た
人
が
救
助
さ
れ
た
と
い

う
一
報
が
届
く
。
そ
の
中
の
１
人
で
あ

る
町
教
育
長（
当
時
）の
伊い

藤と
う

正し
ょ
う

治じ

さ
ん

（
69
）が
昼
過
ぎ
に
中
央
公
民
館
に
戻
っ

て
き
た
。「
生
き
て
帰
っ
て
き
た
ぞ
」
と

涙
す
る
伊
藤
さ
ん
の
姿
が
小
笠
原
は
忘

れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
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3月１２日に撮影した町方地区。被害の状況が明らかになってきた

２
日
目
―
―

数
少
な
い
職
員
で
対
応

　

長
い
夜
は
終
わ
り
、朝
が
訪
れ
た
。
小

笠
原
は
そ
の
日
の
朝
の
こ
と
を
は
っ
き
り

と
覚
え
て
い
る
。
頬
に
吹
き
付
け
る
風

は
冷
た
く
、痛
み
を
感
じ
る
ほ
ど
。
真
冬

の
防
寒
着
が
な
け
れ
ば
過
ご
せ
な
い
寒

さ
で
あ
り
、例
年
の
３
月
に
比
べ
れ
ば
か

な
り
気
温
が
低
い
。
し
か
し
、真
っ
青
な

空
が
広
が
って
い
た
。

　
「
発
災
当
日
は
星
が
き
れ
い
な
夜
で

し
た
。
憎
ら
し
い
く
ら
い
き
れ
い
だ
っ
た
。

そ
し
て
夜
が
明
け
る
と
、す
ご
く
い
い
天

気
。い
い
天
気
過
ぎ
て
腹
が
立
ち
ま
し
た

ね
。
こ
れ
は
何
だ
よ
と
」

　

ど
こ
に
も
ぶ
つ
け
よ
う
の
な
い
や
る
せ

な
さ
。
青
空
か
ら
目
線
を
落
と
せ
ば
、大

槌
の
町
は
白
く
煙
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
火

事
の
せ
い
だ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
で
発
生
し

た
火
事
は
い
ま
だ
に
く
す
ぶ
り
続
け
て
い

る
。
高
台
に
あ
る
城
山
公
園
体
育
館
の

中
で
は
、次
々
に
難
題
が
生
ま
れ
て
い
た
。

第
一
に
は
ト
イ
レ
の
問
題
だ
。
水
が
な
く

な
る
こ
と
に
備
え
、く
み
置
き
を
し
て
お

い
た
が
、い
つ
足
り
な
く
な
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
。
給
水
タ
ン
ク
の
水
は
一
滴
も

無
駄
に
で
き
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

た
。
水
洗
ト
イ
レ
の
ド
ア
に「
水
を
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
」と
い
う
張
り
紙
を
す

る
と
、便
器
に
は
排
泄
物
が
山
の
よ
う
に

積
み
上
が
って
い
く
。
避
難
者
か
ら
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
衛
生
上
よ
く
な
い
。
病
気
に
な
っ
た

ら
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
役
場
の
職
員
た

ち
が
軍
手
の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
は
め
て
、

排
泄
物
を
す
く
い
上
げ
、穴
を
掘
って
埋

め
て
い
た
ん
で
す
が
、そ
れ
も
限
界
が
あ

る
。
水
で
洗
い
流
す
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、室
内
に
臭
い
は
残
る
。
そ
れ
に
対
し

て
も
苦
情
が
来
る
。
一
つ
の
問
題
を
解

決
し
て
も
、ま
た
別
の
問
題
が
持
ち
上

が
る
。
そ
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
避
難

者
の
方
々
に
、ト
イ
レ
の
担
当
、給
食
の

担
当
な
ど
、役
割
担
当
を
決
め
、交
代
し

な
が
ら
やって
ほ
し
い
と
伝
え
た
の
で
す
が
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
こ
の
時
点
で
は
正
確
な
情
報
は
つ
か
め

て
い
な
い
が
、地
震
と
津
波
の
規
模
、そ

し
て
避
難
状
況
か
ら
、か
な
り
の
人
数
の

町
職
員
が
命
を
落
と
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
少
な
い
人
数

で
は
、ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
い
て
も
、物

資
調
達
、安
否
確
認
な
ど
に
手
が
回
ら

な
い
。
そ
こ
に
も
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
。

受
け
止
め
切
れ
な
い
状
況
に
陥
って
い
た
。

何
と
か
し
た
い
け
れ
ど
、何
と
も
で
き
な

い
も
ど
か
し
さ
が
あ
っ
た
。

　
「
印
象
に
残
って
い
る
の
は
、腎
臓
疾
患

で
透
析
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
。
３

月
12
日
に
透
析
を
す
る
予
定
だっ
た
ら
し

い
の
で
す
。『
ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
』と

言
わ
れ
る
の
で
す
が
、連
絡
手
段
が
な
い

し
、病
院
だ
っ
て
正
常
に
機
能
し
て
い
な

い
。
僕
が
で
き
る
こ
と
は
保
健
師
さ
ん
に

相
談
す
る
く
ら
い
。
住
民
の
方
に
お
願
い

さ
れ
た
こ
と
に
応
え
る
の
が
役
場
職
員

と
い
う
も
の
の
、そ
れ
に
応
え
ら
れ
な
い

の
が
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
」

　

周
囲
が
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、職
員
に

よ
る
情
報
収
集
も
再
開
さ
れ
た
。
臼
澤

が
担
当
し
た
安
渡
、
赤
浜
方
面
は
、
大

津
波
の
翌
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、が
れ

き
が
道
を
ふ
さ
い
で
い
る
所
も
多
く
あ
っ

た
。
車
が
通
れ
な
い
場
所
も
あ
っ
た
た
め
、

途
中
で
車
を
降
り
、徒
歩
で
進
ん
で
いっ

た
。
ど
こ
に
ど
れ
く
ら
い
避
難
し
て
い
る

の
か
、何
が
不
足
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ

ら
の
聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
、町
の
被
害

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　
「
民
宿
の
上
に
船
が
乗
っ
て
い
る
の
も

見
た
し
、こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
情
報
収
集
は
し
て
い
た

ん
で
す
が
、紙
や
ペ
ン
も
な
か
っ
た
。
目
で

見
た
も
の
を
口
で
報
告
す
る
。
そ
う
い

う
感
じ
で
し
た
」

困
難
を
乗
り
切
る
知
恵

　

通
信
手
段
が
な
か
っ
た
こ
と
も
、よ
く

覚
え
て
い
る
。
発
電
機
が
稼
働
し
た
こ
と

で
、パ
ソ
コ
ン
、コ
ピ
ー
機
な
ど
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
避
難
者
に
は
紙
に
名
前

を
書
い
て
も
ら
い
、そ
れ
を
パ
ソ
コ
ン
で
入

力
し
、印
刷
し
た
も
の
を
各
避
難
所
に

配
っ
た
。
携
帯
電
話
は
宮
古
市
か
遠
野

市
ま
で
行
か
な
い
と
つ
な
が
ら
な
い
状
況

だ
っ
た
。
大
槌
町
の
状
況
を
広
く
発
信

す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
た
の
が
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
だ
っ
た
。

　
「
元
役
場
職
員
の
方
が
や
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
普
段
の
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

で
は
、人
間
は
知
恵
を
絞
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
って
い
る
知
識

や
ス
キ
ル
を
生
か
す
こ
と
も
大
事
で
す
。

そ
れ
で
乗
り
切
れ
る
こ
と
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
」

　

そ
う
語
る
小
笠
原
は
大
型
自
動
車
の

運
転
免
許
を
持
って
い
た
。
普
段
は
あ
ま

り
運
転
し
な
い
が
、震
災
の
非
常
時
で
は
、

燃
料
の
運
搬
な
ど
の
作
業
に
携
わ
り
、被

災
者
を
支
え
た
。

つ
ら
い
安
置
所
の
仕
事

　

震
災
２
日
目
に
は
、徐
々
に
被
害
の
状

況
が
分
か
っ
て
き
た
。
小
笠
原
は
目
の

当
た
り
に
し
た
風
景
を
忘
れ
ら
れ
な
い
。

そ
れ
は
悲
し
さ
と
つ
ら
さ
の
繰
り
返
し

だ
っ
た
。

ヘリコプター内部（植田俊郎さん撮影）。救助された人たちが肩を寄せ合う自衛隊のヘリコプターが飛来し、屋上などに避難している人を救助
（植田俊郎さん撮影）
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自衛隊による遺体搬送

員
が
出
て
き
た
。
だ
ん
だ
ん
メ
ン
バ
ー
も

減
って
い
き
ま
し
た
。
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
も

つ
ら
い
こ
と
、言
い
た
い
こ
と
は
あ
っ
た
だ

ろ
う
け
ど
、ぐ
っ
と
胸
に
し
ま
い
こ
ん
で
、

淡
々
と
業
務
を
全
う
し
て
い
ま
し
た
」

　

搬
送
さ
れ
た
遺
体
は
検
視
に
回
さ
れ

る
。
こ
れ
に
つい
て
も
大
槌
町
職
員
が
駆

り
出
さ
れ
た
。
小
さ
い
町
だ
け
に
顔
見

知
り
も
多
い
。
遺
体
の
確
認
作
業
を
行

い
、名
前
を
書
い
た
紙
を
付
け
て
いっ
た
。

ま
た
、泥
に
ま
み
れ
た
遺
体
に
つい
て
は
、

正
確
な
検
視
を
行
う
た
め
に
き
れ
い
に

洗
い
流
さ
れ
た
。
こ
れ
も
職
員
た
ち
が
バ

ケ
ツ
で
水
を
運
ん
で
行
っ
た
。

　
３
月
下
旬
か
ら
の
話
に
な
る
が
、大
槌

町
で
は
火
葬
に
関
し
て
も
苦
労
が
あった
。

大
槌
の
火
葬
場
で
は
、通
常
１
日
４
体
の

火
葬
を
行
っ
て
い
た
。
だ
が
、東
日
本
大

震
災
で
は
遺
体
の
数
が
多
く
、１
日
６
体

の
態
勢
へ
と
切
り
替
え
た
こ
と
で
、機
械

が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
火
葬
が
で
き
な
い

状
態
と
な
り
、他
の
自
治
体
に
協
力
を

呼
び
掛
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
身
元
が

分
か
ら
な
い
遺
体
に
つい
て
は
、検
視
を
経

た
後
、職
員
が
立
ち
会
い
、火
葬
を
行
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、火
葬
が
滞
る
状
況
下
で

土
葬
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。

　
「
４
０
０
体
く
ら
い
の
ご
遺
体
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、火
葬
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

町
内
の
山
手
の
所
を
仮
埋
葬
地
に
決
め

て
い
ま
し
た
。
広
さ
は
４
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
で
す
。
実
際
に
準
備
も
進
め

て
い
て
、いつ
で
も
土
葬
で
き
る
と
い
う
状

態
に
な
っ
た
の
で
す
が
、他
の
自
治
体
の

火
葬
場
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
体
制

が
で
き
、実
行
直
前
で
土
葬
は
中
止
に

な
り
ま
し
た
」

「
帰
る
場
所
が
な
い
」

　

震
災
発
生
か
ら
２
日
目
。
被
害
の
状

況
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、

次
か
ら
次
へ
と
問
題
が
生
ま
れ
た
。
そ
し

て
、そ
れ
ら
全
て
は
急
を
要
す
る
も
の
ば

か
り
で
あ
り
、解
決
し
た
く
て
も
圧
倒

的
に
人
員
が
足
り
な
い
状
況
だ
っ
た
。
城

山
公
園
体
育
館
に
避
難
し
た
人
々
は
、

ど
ん
な
思
い
で
、２
日
目
の
夜
を
迎
え
て

い
た
の
か
。
津
波
当
日
に
釜
石
か
ら
帰

宅
す
る
途
中
で
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て

車
中
で
夜
を
明
か
し
、徒
歩
で
大
槌
町

に
戻
っ
た
野の

沢ざ
わ

文ふ
み

雄お

さ
ん（
74
）の
言
葉

を
紹
介
す
る
。

　
「
泣
き
叫
ぶ
と
か
、そ
う
い
う
状
態
で

は
な
か
っ
た
。
多
く
の
人
が
高
台
か
ら
町

の
状
態
を
見
て
、腹
を
決
め
た
と
い
う
感

じ
で
し
た
。
諦
め
に
も
似
た
感
情
で
し
ょ

シーサイドタウン・マスト近くの風景。がれきが積み上がっている

う
。
自
分
に
は
も
う
帰
る
場
所
が
な
い
。

だ
か
ら
、こ
こ
で
避
難
生
活
を
続
け
る
ん

だ
と
。
皆
さ
ん
、落
ち
着
い
て
い
た
と
思

い
ま
す
」

　
「
道
路
に
は
、泥
ま
み
れ
に
な
って
い
る

ご
遺
体
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、避
難

所
の
近
く
の
家
で
知
り
合
い
の
お
じ
い
さ

ん
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
た
人

は
見
捨
て
て
お
け
る
わ
け
が
な
い
。
避
難

し
て
い
た
人
た
ち
が
、そ
の
ご
遺
体
を
中

央
公
民
館
に『
連
れ
て
』く
る
の
で
す
。

本
来
、自
治
体
の
職
員
は
遺
体
に
触
れ

て
は
い
け
な
い
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

警
察
と
自
衛
隊
し
か
触
れ
て
は
い
け
な
い

の
で
す
が
、あ
の
時
は
そ
う
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
状
況
じ
ゃ
な
い
。
放
置
は
で

き
な
い
の
で
引
き
取
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

う
い
う
役
割
も
職
員
が
担
って
い
ま
し
た
」

　

同
時
期
に
中
央
公
民
館
に
い
た
生
涯

学
習
課
社
会
体
育
施
設
班
長（
当
時
）の

中な
か

村む
ら

一か
ず
弘ひ
ろ

さ
ん（
62
）も
つ
ら
い
経
験
を

し
て
き
た
。
小
笠
原
の
言
葉
を
継
い
で
、

当
時
の
こ
と
を
語
り
始
め
る
。

　
「
遺
体
安
置
所
の
担
当
は
精
神
的
に

も
つ
ら
い
仕
事
で
す
。
人
が
足
り
な
い
中

で
、最
初
は
交
代
し
な
が
ら
や
ろ
う
と
い

う
話
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、そ
う
こ

う
し
て
い
る
う
ち
に
、時
間
を
か
け
て
引

き
継
ぎ
の
作
業
を
す
る
よ
り
も
最
初
に

担
当
し
た
者
が
続
け
た
ほ
う
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
で
も
、人
間
は
誰
も
同
じ
で
は
な

い
ん
で
す
。
メ
ン
タ
ル
の
強
い
人
間
も
い
る

し
、弱
い
人
間
も
い
る
。
そ
れ
を
責
め
る

な
ん
て
で
き
な
い
で
す
よ
。
続
け
て
い
る

う
ち
に
精
神
的
に
参
っ
て
し
ま
う
人
も

出
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
安
置
所
に
担

当
を
付
け
て
、毎
朝
出
て
い
く
の
で
す
が
、

徐
々
に
口
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
職

員
た
ち
も
だ
ん
だ
ん
会
話
が
な
く
なって
、

朝
に
な
っ
て
も
起
き
ら
れ
な
く
な
る
職

震災後の町方地区。かつての町の風景は失われた
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中央公民館に設置された災害対策本部の関係車両。右から3台目はNTTの災害伝言設備の車両城山公園体育館の避難所。震災直後は千人を超える避難者がいた

３
日
目
―
―

動
き
始
め
た
災
対
本
部

　

津
波
発
生
の
日
に
役
場
庁
舎
の
屋
上

で
夜
を
明
か
し
た
職
員
は
翌
12
日
朝
、自

衛
隊
のヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
救
助
さ
れ
た
。
さ

ら
に
他
の
避
難
所
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
職

員
が
徐
々
に
中
央
公
民
館
に
集
ま
って
き

た
こ
と
に
よ
り
、そ
の
日
の
昼
過
ぎ
に
は

本
来
の
災
害
対
策
本
部
が
立
ち
上
が
っ

た
。
災
対
本
部
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ

の
は
、組
織
の
立
て
直
し
。
各
セ
ク
シ
ョン

の
リ
ー
ダ
ー
を
担
う
べ
き
職
員
の
多
く
を

津
波
で
失
い
、通
常
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
や
り

方
で
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
の
た
め
役
職

の
枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、求
め
ら

れ
る
復
旧
作
業
に
適
し
た
職
員
を
リ
ー

ダ
ー
に
選
び
、さ
ら
に
残
り
の
職
員
に
役

割
を
振
り
分
け
て
いっ
た
。
３
日
目
を
迎

え
た
こ
ろ
か
ら
、災
対
本
部
の
活
動
は
よ

り
活
発
に
な
って
いっ
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
た
の

は「
情
報
の
多
様
性
」だ
。
職
員
が
町
内

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、避
難
者
が

い
る
場
所
を
訪
ね
歩
い
た
結
果
、さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
集
ま
る
と
と
も
に
、次
々
と

新
し
い
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

小
笠
原
は
先
頭
に
立
っ
て
避
難
所
を
繰

り
返
し
訪
問
し
、問
題
に
向
き
合
っ
た
。

　
「
避
難
者
か
ら
要
望
を
寄
せ
ら
れ
、予

想
外
の
こ
と
も
新
た
な
問
題
と
し
て
顕

在
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う

や
って
い
け
ば
い
い
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
ば

か
り
考
え
て
い
ま
し
た
」

　

孤
立
し
て
い
た
り
、山
間
地
に
あ
っ
た

り
す
る
避
難
所
に
つ
い
て
は
、十
分
な
物

資
が
届
い
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

と
り
わ
け
困
難
を
極
め
た
の
は
在
宅
避

難
者
への
対
応
だ
っ
た
と
小
笠
原
は
振
り

返
る
。

　
「
夜
、建
物
に
電
気
が
つ
い
て
い
れ
ば
、

あ
そ
こ
に
人
が
い
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
の
で
す
が
、ま
だ
停
電
が
続
い

て
い
る
状
態
。
津
波
が
来
て
い
な
い
家
で

も
、基
本
的
に
中
を
確
認
し
な
い
方
針
で

し
た
。
人
員
が
限
ら
れ
、在
宅
避
難
し
て

い
る
人
た
ち
の
情
報
は
正
直
拾
い
切
れ

な
か
っ
た
。
避
難
所
に
い
る
方
に
は
物
資

を
届
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、在
宅
避
難
に

つ
い
て
は
、わ
れ
わ
れ
が
見
落
と
し
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
し
た
」

業
務
さ
ば
き
切
れ
ず

　

状
況
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、小
笠

原
は
避
難
者
に
一
刻
も
早
く
分
け
隔
て

な
く
物
資
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感

じ
た
。
一
方
、
県
内
外
か
ら
個
人
的
に

物
資
を
届
け
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
き

た
。
こ
れ
は
予
想
外
の
出
来
事
だ
っ
た
。

大
槌
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
人
が

車
に
物
資
を
積
ん
で
、中
央
公
民
館
や

各
地
区
に
駆
け
付
け
て
く
る
。
中
央
公

民
館
で
は
、支
援
物
資
は
会
議
室
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
量
は
徐
々
に
増
え

続
け
、保
管
場
所
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど

に
な
っ
た
。
届
け
ら
れ
た
支
援
物
資
は

多
種
多
様
で
あ
り
、人
員
を
割
り
当
て

て
、仕
分
け
作
業
を
行
う
よ
う
に
し
た
。

震
災
発
生
か
ら
３
日
目
以
降
、日
が
た
つ

に
つ
れ
て
危
機
的
状
況
か
ら
は
脱
し
つつ

あ
っ
た
が
、や
る
べ
き
こ
と
は
日
に
日
に
増

え
て
いっ
た
。
遺
体
安
置
所
の
管
理
運
営

や
避
難
者
の
リ
ス
ト
作
成
に
始
ま
り
、燃

料
の
管
理・運
搬
な
ど
に
つ
い
て
も
職
員

た
ち
が
担
当
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
作
業

を
行
う
に
は
あ
ま
り
に
も
人
が
足
り
な

か
っ
た
。

　
「
物
資
配
分
や
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
も
大

切
で
す
が
、や
は
り
避
難
所
の
人
た
ち
の

対
応
に
重
点
が
置
か
れ
ま
し
た
。
避
難

所
で
は
職
員
を
２
人
１
組
に
し
て
、１
日

交
代
、半
日
交
代
と
い
う
形
で
常
駐
さ

せ
て
い
ま
し
た
。
そ
っ
ち
に
人
が
割
か
れ

る
の
で
、救
護
を
担
当
す
る
係
、死
亡
届

を
受
理
す
る
係
、道
路
を
切
り
開
く
係

な
ど
、本
来
の
災
害
対
応
に
は
圧
倒
的

に
人
が
足
り
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
オ
ー
バ

ー
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
災
害
規

模
が
大
き
過
ぎ
る
の
で
、仕
事
を
さ
ば

き
切
れ
な
い
の
で
す
。
災
害
時
の
マニュア

ル
に
は
、職
員
で
全
て
を
ま
か
な
う
の
で

は
な
く
、民
間
業
者
の
協
力
を
得
て
対

応
す
る
よ
う
に
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
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東日本大震災後の大槌町の航空写真（2011年4月18日撮影） 東日本大震災前の大槌町の航空写真（2002年3月13日撮影）

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
道
路

復
旧
に
携
わ
る
建
設
業
者
や
食
糧
を

供
給
す
る
米
穀
店
な
ど
、協
力
を
仰
ぐ

べ
き
業
者
も
軒
並
み
被
災
し
て
い
た
状

況
。マニュア
ル
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
対

応
は
と
う
て
い
望
め
ま
せ
ん
。
町
全
体
が

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、ど
う
に
も
な

ら
な
い
状
態
で
し
た
」

　

大
槌
町
が
震
災
以
前
に
指
定
し
て
い

た
、中
長
期
的
な
避
難
生
活
に
対
応
す
る

「
収
容
避
難
施
設
」
は
29
カ
所
。
震
災

時
に
は
、畑
の
納
屋
や
在
宅
避
難
な
ど

を
含
め
る
と
、避
難
所
は
優
に
１
０
０
カ

所
を
越
え
て
い
た
。
こ
れ
は
想
定
を
は
る

か
に
上
回
る
数
で
あ
り
、避
難
所
に
よ
っ

て
、必
要
と
さ
れ
る
物
の
内
容
も
違
う
。

　

避
難
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、支

援
物
資
を
的
確
に
配
分
す
る
た
め
に

は
、各
自
が
持
つ
情
報
の
共
有
が
不
可

欠
だ
っ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、

災
対
本
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、１
日
に

朝
と
夕
の
２
回
実
施
。
役
場
職
員
、消

防
、警
察
、自
衛
隊
が
集
ま
り
、朝
は
、

そ
の
日
１
日
に
す
る
こ
と
、あ
る
い
は
前

日
に
入
っ
て
き
た
情
報
の
共
有
。
夕
は
、

そ
の
日
に
ど
ん
な
対
応
を
し
た
か
、何
で

困
っ
た
か
、そ
し
て
次
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
べ
き
か
が
主
な
議
題
と
な
っ
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
部
屋
に
は
全
員

が
入
り
切
れ
ず
、廊
下
ま
で
あ
ふ
れ
た
。

こ
こ
に
飛
び
交
う
情
報
か
ら
、避
難
者
へ

の
対
応
の
活
路
が
開
か
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
か
っ
た
。

「
３
日
待
て
ば
助
か
る
」

　
「
誰
が
ど
の
避
難
所
に
い
る
の
か
、次

第
に
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、電

気
に
詳
し
い
人
が
あ
そ
こ
に
い
る
、あ
る

い
は
、大
工
さ
ん
が
あ
の
避
難
所
に
い
る
。

そ
う
い
う
情
報
が
役
立
ち
ま
し
た
。
避

難
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
協
力
を
依
頼

す
る
こ
と
で
、オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
気
味
だ
っ

た
役
場
職
員
の
仕
事
量
を
軽
減
で
き
、

さ
ら
に
は
他
の
業
務
に
も
人
員
を
配
置

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

小
笠
原
は「
情
報
」の
あ
り
が
た
み
を

感
じ
る
と
と
も
に
、注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
も
あ
る
と
言
う
。

　
「
行
政
の
職
員
と
い
う
の
は
、役
割
ご

と
に
縦
で
線
引
き
す
る
の
で
す
が
、避
難

所
に
行
け
ば
、そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い

ら
れ
な
い
。
避
難
者
の
方
々
は
、同
じ
役

場
の
人
間
と
い
う
捉
え
方
を
す
る
の
で
、

普
段
と
は
接
し
方
も
変
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
例
え
ば
寄
せ
ら
れ

た
要
望
を
メ
モ
す
る
。
そ
れ
を
持
ち
帰
っ

て
、情
報
共
有
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、要
望
に

応
え
ら
れ
る
専
門
家
へ
と
つ
な
い
で
い
く
。

た
だ
し
、口
頭
や
メ
モ
だ
け
で
情
報
が
行

き
交
う
の
で
、錯
綜
し
て
伝
わ
り
づ
ら
く

な
る
と
い
う
部
分
も
否
め
な
い
。
情
報
が

増
え
る
こ
と
で
、混
乱
が
起
き
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　

情
報
を
集
め
る
こ
と
は
必
須
だ
が
、そ

れ
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
さ
ら
に
重

要
だ
と
小
笠
原
は
語
る
。

　
「
震
災
対
策
本
部
の『
本
部
日
誌
』が

で
き
た
の
は
震
災
か
ら
４
日
目
で
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携

帯
電
話
が
一
部
地
域
で
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
飛
躍
的
に
情
報
の
整
理
が

進
み
ま
し
た
。
避
難
所
か
ら
直
接
災
対

本
部
に
連
絡
で
き
る
よ
う
に
な
り
、タ
イ

ム
ロ
ス
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
支
援
物
資

大槌小学校 ( 現大槌町役場 )は、津波後に起きた火災によって大きな被害を受けた

に
つ
い
て
も
、大
槌
町
で
は
何
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な

り
、せ
っ
か
く
送
って
も
ら
っ
た
物
資
を
無

駄
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
く
な
り
ま

し
た
」

　

東
日
本
大
震
災
。
巨
大
な
自
然
の
猛

威
の
前
で
、人
間
の
力
は
限
り
な
く
小
さ

い
。
そ
の
事
実
を
突
き
付
け
ら
れ
た
。
小

笠
原
と
共
に
復
旧
作
業
に
当
た
っ
た
臼

澤
も
、そ
れ
を
強
く
実
感
し
た
一
人
だ
。

　
「
最
初
の
３
日
間
が
一
番
苦
し
かっ
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
降
も
大
変
な
ん
で
す
が
、

ど
ん
ど
ん
慣
れ
て
い
く
と
い
う
か
、ま
ひ

し
て
い
く
。
今
ま
で
当
た
り
前
に
あ
っ
た

電
気
、車
、携
帯
電
話
、そ
れ
ら
が
一
瞬

で
全
て
駄
目
に
な
っ
た
。
何
も
な
く
な
っ

た
状
態
で
は
、人
間
は
何
も
で
き
な
い
し
、

役
場
も
動
き
よ
う
が
な
い
。
で
は
何
を

大
事
に
す
る
か
と
言
った
ら
、や
は
り『
命
』

で
す
。
避
難
所
と
い
う
場
所
に
限
定
す

れ
ば
、焦
ら
ず
に
、周
り
と
協
力
し
な
が

ら
、助
け
を
待
つ
こ
と
。
３
日
間
待
て
ば
、

誰
か
し
ら
か
ら
救
い
の
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
る
。
そ
れ
を
信
じ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

　

こ
の
第
４
章
で
は
、東
日
本
大
震
災
の

発
災
か
ら
３
日
間
、中
央
公
民
館
や
城

山
公
園
体
育
館
で
何
が
起
き
て
い
た
の

か
を
記
し
た
。
こ
の
記
録
を
小
笠
原
の

言
葉
で
締
め
く
く
る
。

　
「
避
難
所
の
対
応
に
当
た
っ
た
役
場
職

員
は
、自
分
の
こ
と
は
後
回
し
。
落
ち
着

い
て
き
て
、身
内
の
安
否
確
認
を
し
て
み

る
と
、妻
や
肉
親
が
亡
く
な
っ
て
い
た
職

員
も
い
た
。
混
乱
の
時
期
を
乗
り
越
え

ら
れ
た
の
は
、常
日
頃
か
ら
職
員
は
住
民

の
生
活
を
支
え
る
の
が
役
割
と
い
う
考

え
方
を
持
つ
人
た
ち
が
い
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
」

震
え
る
、
惑
う　
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町
民
の
証
言　

あ
の
日
、
城
山
公
園
体
育
館
で

慌
て
ず
、騒
が
ず
、人
の
役
に
立
つ
こ
と
を

そ
の
思
い
が
避
難
所
に「
光
」
を
も
た
ら
し
た

脇
に
あ
る
石
碑
の
立
つ
小
高
い
場
所
に

駆
け
上
が
っ
た
。

　
「
そ
の
場
所
に
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

津
波
の
第
１
波
が
来
た
。
石
碑
の
高
さ

ま
で
は
来
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
第
２
波

は
ど
ん
ど
ん
水
位
を
増
す
の
で
、私
は
石

碑
の
上
に
立
ち
上
が
っ
た
。
水
は
石
碑
の

上
端
か
ら
15
セ
ン
チ
下
く
ら
い
ま
で
来
た
。

う
ち
の
店
の
向
か
い
に
あ
っ
た
文
房
具
店
、

設
計
事
務
所
の
旦
那
さ
ん
２
人
は
流
さ

れ
て
亡
く
な
っ
た
。
津
波
の
直
前
に
も

声
を
掛
け
合
っ
た
２
人
が
亡
く
な
り
、な

ぜ
、自
分
が
助
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由

は
分
か
ら
な
い
。
運
が
良
か
っ
た
と
言
う

し
か
な
い
」

　

越
田
さ
ん
は
石
碑
の
場
所
か
ら
動
く

こ
と
が
で
き
ず
、地
震
発
生
か
ら
２
時

間
ほ
ど
を
そ
の
場
所
で
過
ご
し
て
い
る
。

家
屋
が
流
さ
れ
て
い
き
、爆
発
の
音
と
と

も
に
火
が
燃
え
広
が
って
い
く
。
大
槌
小

の
校
庭
で
は
大
き
な
渦
が
で
き
、車
が

ズ
ブ
ズ
ブ
と
沈
ん
で
いっ
た
。
勢
い
を
増

し
た
火
が
冷
た
い
空
気
を
温
め
る
。
越

田
さ
ん
は
寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
そ
し
て
、目
に
映
っ
た
も
の
を

一
言
で
表
現
す
る
。

　
「
地
獄
の
光
景
だ
っ
た
よ
ね
、あ
れ
は
」

　

城
山
公
園
体
育
館
に
は
、千
人
を
超

え
る
住
民
が
避
難
し
て
い
た
。
大
声
を

上
げ
る
よ
う
な
人
は
い
な
か
っ
た
が
、積

も
り
積
も
っ
た
不
安
が
口
か
ら
あ
ふ
れ

出
る
。
こ
の
町
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
ん

だ
ろ
う
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ

え
て
い
た
。
津
波
直
後
に
起
き
た
火
事

は
さ
ら
に
勢
い
を
増
し
、大
槌
の
町
に
広

が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
体
育
館
に
も
じ
わ

じ
わ
と
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
。
多
く
の
人
が

別
の
場
所
へ
と
移
って
い
く
中
、越
田
さ
ん

は
そ
れ
で
も
と
ど
ま
り
続
け
た
。

　
「
津
波
が
来
て
も
、す
ん
で
の
と
こ
ろ

で
助
か
っ
た
。『
こ
こ
で
無
理
す
る
こ
と

ね
え
べ
』っ
て
思
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
バ
タ
バ

タ
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
思
っ
た
」

　

大
槌
町
の
火
災
は
、２
日
目
も
続
い
て

い
た
。
十
分
な
消
火
活
動
が
で
き
な
い

状
況
も
あ
り
、手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
。

　

大
槌
町
で
最
大
の
避
難
所
で
あ
っ
た

城
山
公
園
体
育
館
で
は
、民
間
の
人
々

が
避
難
者
の「
取
り
ま
と
め
役
」と
し
て

活
躍
し
て
い
た
。
越
田
さ
ん
を
は
じ
め
、

こ
の
場
所
に
避
難
し
て
い
た
多
く
の
人
々

が
、避
難
所
を
支
え
続
け
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
越
田
さ
ん
に
は
城
山
体
育
館

で
の
避
難
生
活
で
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
生
活
の
明
か
り
に

関
す
る
こ
と
だ
。

　
「
夜
に
な
る
と
、早
く
寝
る
人
と
、遅

く
ま
で
起
き
て
い
る
人
が
出
て
く
る
。
お

年
寄
り
と
い
う
の
は
早
く
寝
る
し
、子
ど

も
た
ち
が
騒
い
で
い
る
の
が
う
る
さ
い
わ

け
よ
。
消
灯
の
時
間
で
も
め
た
」

　

一
計
を
案
じ
た
越
田
さ
ん
は
、釜
石

市
に
出
掛
け
る
人
に
白
熱
電
球
を
買
っ

て
き
て
ほ
し
い
と
頼
む
。
消
灯
時
間
に
な

る
と
蛍
光
灯
は
全
部
消
し
て
、代
わ
り

に
電
球
を
付
け
た
。
こ
の
柔
ら
か
な
光

が
避
難
所
に
安
ら
ぎ
を
与
え
た
。

　
「
昔
な
が
ら
の
あ
っ
た
か
い
光
。
ポ
ワ
ッ

と
し
た
明
る
さ
で
何
だ
か
落
ち
着
く
ん

だ
よ
ね
。
こ
れ
は
い
い
と
み
ん
な
が
納
得

し
た
ん
だ
よ
。
明
る
さ
で
い
え
ば
、蛍
光

灯
の
方
が
断
然
明
る
い
。
新
し
い
物
、便

利
な
物
に
人
間
は
目
が
行
き
が
ち
な
ん

だ
け
ど
、避
難
所
の
よ
う
な
特
殊
な
環

境
で
、人
の
心
を
和
ま
せ
た
の
は
、昔
な

が
ら
の
電
球
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
印
象

に
残
って
る
ね
」

　

城
山
公
園
体
育
館
の
武
道
場
。
震
災

時
、２
０
０
人
近
く
が
暮
ら
し
て
い
た
。

も
は
や
そ
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、そ
の
武
道
場
の
天
井
に
は
、越
田

さ
ん
が
つ
る
し
た
白
熱
電
球
が
今
も
残
っ

て
い
る
。

震災時に越田さんのアイデアで武道場につるした
電球は、今も残っている

１９４５（昭和20）年３月、大槌町向川原（現在の末広町）生まれ。東日本大震災時には、大槌町役場（旧
町立大槌小学校）前の石碑に駆け上がり、間一髪のところで津波の難を逃れた。日用雑貨を取り扱う

「越田商店」を経営していたが、津波により被災。その後、２０１８（平成30）年に同じ場所で再開した。

越
こ し

田
た

 征
ゆ き

男
お

さん

　

城
山
公
園
体
育
館
で
始
ま
っ
た
避
難

所
生
活
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

共
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
消
灯
時
間

を
巡
って
意
見
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
時
、越

田
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
多
く
の
人
に
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
た
。

　

越
田
さ
ん
は
あ
の
日
の
地
震
の
瞬
間
、

経
営
す
る
本
町
の「
越
田
商
店
」に
い
た
。

日
用
雑
貨
を
扱
い
な
が
ら
、家
電
な
ど

の
簡
単
な
修
理
も
請
け
負
って
い
た
。
近

隣
に
暮
ら
す
人
た
ち
に
と
って
な
く
て
は

な
ら
な
い
店
だ
っ
た
。

　

町
立
大
槌
小
学
校（
現
在
の
町
役
場
）

脇
の
坂
道
を
下
れ
ば
、県
道
大
槌
小
鎚

線
に
ぶ
つ
か
る
。
そ
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ

た
の
が
越
田
商
店
だ
。
越
田
さ
ん
は
持

ち
込
ま
れ
た
ス
ト
ー
ブ
の
修
理
を
し
て
い

た
と
い
う
。
奥
の
茶
の
間
に
は
近
所
の
お

年
寄
り
が
お
茶
を
飲
み
に
来
て
お
り
、に

ぎ
や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
い
た
。

　

午
後
２
時
46
分
、経
験
し
た
こ
と
の
な

い
揺
れ
が
襲
う
。
そ
の
場
に
い
て
は
危
な

い
と
感
じ
、思
わ
ず
外
へ
飛
び
出
し
た
。

ほ
ど
な
く
し
て
、大
槌
小
鎚
線
に
は
車

が
連
な
り
始
め
る
。
中
央
公
民
館
に
避

難
す
る
人
た
ち
で
渋
滞
に
な
って
い
た
。

　
「
津
波
で
亡
く
な
っ
た
の
は
、海
か
ら

ち
ょっ
と
離
れ
た
所
に
住
ん
で
い
た
人
が

多
い
。
こ
こ
ま
で
来
な
い
だ
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
が
あ
っ
た
は
ず
。
海
の
様
子
が
見

え
て
い
な
い
の
で
、避
難
す
る
ま
で
も
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
人
も
い
た
と
思

う
。
山
も
近
く
て
、い
ざ
と
な
れ
ば
、す

ぐ
逃
げ
ら
れ
る
と
思
って
し
ま
う
。
実
際
、

町
方
地
区
は
、大
槌
町
で
亡
く
な
っ
た
人

の
半
数
以
上
に
当
た
る
６
６
０
人
が
命

を
落
と
し
た
」

　

津
波
は
、も
う
す
ぐ
そ
ば
ま
で
迫
って

い
た
。
木
造
の
家
は
バ
リ
バ
リ
と
音
を
立

て
て
流
さ
れ
て
い
く
。
鉄
骨
の
家
は
骨

組
み
だ
け
が
残
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
の
威
力

を
持
っ
て
津
波
は
町
に
流
れ
込
む
。
越

田
さ
ん
は
大
急
ぎ
で
大
槌
小
の
校
門
の

震
え
る
、
惑
う　
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こ
と
な
く
店
は
あ
っ
た
。
姉
と
弟
に
避
難

を
促
し
た
。
そ
し
て
、偶
然
居
合
わ
せ
た

若
者
に
見
せ
ら
れ
た
ワ
ン
セ
グ
携
帯
電
話

の
映
像
に
衝
撃
を
受
け
る
。
そ
れ
は
、釜

石
に
押
し
寄
せ
る
津
波
の
様
子
だ
っ
た
。

こ
れ
は
大
槌
に
も
来
る
。
そ
れ
も
桁
外

れ
の
大
き
さ
の
津
波
が
。

　

現
在
の
大
槌
町
役
場
の
近
く
ま
で
来

た
時
に
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、土
煙
が

上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
向
こ
う
に
水
の
壁

が
見
え
る
。
近
づ
い
て
来
る
津
波
は
、ま

る
で
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
電
信
柱
を

な
ぎ
倒
し
て
い
く
。
あ
わ
て
て
全
力
で
体

育
館
に
続
く
坂
道
を
駆
け
上
が
る
。
後

ろ
で「
助
け
て
」と
い
う
声
も
聞
こ
え
た
。

で
も
、振
り
返
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
込
ん
だ
水
は
、町

立
大
槌
小
学
校（
現
在
の
町
役
場
）の
校

庭
で
渦
を
巻
い
て
い
た
。
そ
し
て
、車
が

巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

音
が
鳴
り
や
ま
な
か
っ
た
。
城
山
公
園

体
育
館
に
は
、も
う
す
で
に
避
難
者
が

押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
。「
て
ん
で
ん
こ
」

の
教
え
を
守
っ
た
妻
、５
人
の
子
ど
も
の

う
ち
小
中
学
生
と
幼
児
の
３
人
と
は
、

体
育
館
に
隣
接
す
る
中
央
公
民
館
の
駐

車
場
で
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
高
校
生

だ
っ
た
長
男
と
次
男
は
、津
波
が
及
ば
な

い
場
所
に
い
て
無
事
だ
っ
た
。

　

夜
が
迫
っ
て
き
て
い
た
。
高
木
さ
ん
の

奮
闘
が
始
ま
る
。
発
電
機
の
修
理
や
配

線
の
延
長
な
ど
、次
々
と
寄
せ
ら
れ
る
要

望
に
応
え
て
いっ
た
。
避
難
時
に
ヘル
メ
ッ

ト
や
テ
ス
タ
ー
、工
具
な
ど
を
腰
に
巻
い

て
い
た
こ
と
は
幸
運
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
作

業
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
自

衛
隊
が
、後
に
災
害
対
策
本
部
が
置
か

れ
る
中
央
公
民
館
に
到
着
し
た
の
は
発

災
当
日
の
深
夜
。
高
木
さ
ん
は
、そ
の
夜
、

町
中
が
火
事
で
ほ
の
明
る
か
っ
た
こ
と
や

我
慢
強
か
っ
た
避
難
者
た
ち
の
姿
を
鮮

明
に
覚
え
て
い
る
。

　
「
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
よ
う
な
人
は
い
な

か
っ
た
。
案
外
み
ん
な
冷
静
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
緊
迫
し
た
状
態
で
は
思
っ
た
以

上
の
力
が
出
る
。
人
間
は
強
い
も
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
配
給
の
お
に
ぎ
り
を
も

ら
う
時
も
、ち
ゃ
ん
と
整
列
し
て
待
っ
て

い
た
。
日
本
人
は
大
し
た
も
の
で
す
」

　

食
事
が
配
給
に
な
っ
た
の
は
、翌
12
日

の
夕
方
だ
。

　
「
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
大
の
お
に
ぎ
り
と
紙

コ
ッ
プ
に
半
分
入
っ
た
み
そ
汁
で
し
た
。

量
は
少
な
か
っ
た
け
れ
ど
、中
央
公
民
館

に
い
た
役
場
の
人
た
ち
が
農
家
を
訪
ね

歩
い
て
調
達
し
て
き
た
も
の
で
し
た
。
あ

り
が
た
か
っ
た
」

　

突
然
始
ま
っ
た
集
団
生
活
。
そ
れ
は

ま
る
で「
小
さ
な
町
」だ
っ
た
と
高
木
さ

ん
は
振
り
返
る
。
そ
し
て
、城
山
公
園

体
育
館
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
が

避
難
し
て
い
た
。
体
育
館
と
中
央
公
民

館
は
町
の
復
旧
の
拠
点
。
こ
こ
か
ら
町

内
各
地
へ
仕
事
に
出
掛
け
て
行
き
、消

防
団
、自
衛
隊
も
集
ま
る
機
会
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、大
槌
町
内
に
は
大
槌
高
校
と

い
う
大
き
な
避
難
所
が
あ
っ
た
。

　
「
大
槌
高
校
は
生
徒
た
ち
が
が
ん
ば
っ

た
。
城
山
公
園
体
育
館
に
は
比
較
的
若

い
人
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
お

年
寄
り
が
張
り
切
っ
て
働
い
て
い
た
。
生

き
生
き
し
て
い
た
」

　

高
木
さ
ん
は
地
震
発
生
か
ら
の
濃
密

な
１
カ
月
が
今
も
強
く
記
憶
に
残
って
い

る
と
い
う
。
そ
し
て
、あ
れ
だ
け
忙
し
い

日
々
を
過
ご
し
な
が
ら
、疲
れ
を
感
じ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
「
何
か
に
動
か
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
し

ま
し
た
。
目
の
前
に
電
気
が
付
い
て
な
い

な
ら
、付
け
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
。

そ
う
い
う
使
命
感
を
背
負
っ
て
、一
日
一

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
」

工具を腰に巻いていた状態で避難。その当時の道具を、歳月を経た今も使用している

１９６１（昭和36）年８月、大槌町本町生まれ。東日本大震災時は城山公園体育館に避難。発災当日
の夜から活動を開始し、停電状態だった大槌町の電力復旧に尽力した。2011（平成23）年12月か
ら、小鎚の仮設商店街「わらびっこ商店街」で営業再開。18（同30）年9月、新しい事務所でスター
トを切った。

高
た か

木
ぎ

 正
ま さ

基
き

さん

　

城
山
公
園
体
育
館
に
避
難
し
た
高

木
正
基
さ
ん
は
、電
気
保
安
技
術
の
プ
ロ

フェッ
シ
ョ
ナ
ル
。
震
災
が
起
き
た
そ
の
日

か
ら
、電
気
の
復
旧
に
向
け
て
動
き
出
し

て
い
た
。
要
望
が
あ
れ
ば
駆
け
付
け
、復

旧
作
業
に
尽
力
し
な
が
ら
、避
難
所
で

暮
ら
す
人
た
ち
を
見
つ
め
続
け
た
。

　

城
山
公
園
体
育
館
に
は
、発
災
当
日

に
約
千
人
が
避
難
し
て
い
た
と
い
わ
れ

る
。
そ
の
後
、他
の
避
難
所
に
移
る
人
も

増
え
て
いっ
た
が
、同
体
育
館
は
常
時
約

３
０
０
人
が
避
難
生
活
を
送
る
、大
槌

町
最
大
の
避
難
所
だ
っ
た
。
そ
こ
に
避
難

し
て
い
た
人
た
ち
の
中
に
高
木
電
機
管

理
事
務
所
の
高
木
正
基
さ
ん
も
い
た
。

町
民
の
証
言　

あ
の
日
、
城
山
公
園
体
育
館
で

　

地
震
発
生
時
、高
木
さ
ん
は
大
槌
川

上
流
の
柾ま

さ

内な
い

地
区
に
い
て
、車
の
中
で
作

業
報
告
書
を
作
成
し
て
い
た
。
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
の
大
き
さ
、

そ
し
て
長
さ
だ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
番
組
は
中

断
さ
れ
、地
震
に
関
す
る
内
容
に
なっ
た
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は「
津
波
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
」と
繰
り
返
し
て
い
た
。
ま
ず
頭

に
浮
か
ん
だ
の
は
自
宅
の
こ
と
だ
。
大
槌

川
と
小
鎚
川
の
両
河
川
の
流
域
に
あ
る

家
は
、確
実
に
津
波
に
の
み
込
ま
れ
る
だ

ろ
う
。
家
族
が
無
事
、逃
げ
て
い
て
く
れ

る
こ
と
を
祈
っ
た
。

　
「
わ
が
家
は（
共
倒
れ
を
防
ぐ
た
め
に

各
自
で
逃
げ
る
）『
津
波
て
ん
で
ん
こ
』を

日
頃
か
ら
実
践
し
て
い
て
、家
族
に
は
、

大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
と
き
に
は
指
定
避

難
所
の
城
山
公
園
体
育
館
に
逃
げ
ろ
と

言
って
い
ま
し
た
。
家
に
い
な
い
こ
と
を
祈

り
ま
し
た
ね
。
私
が
言
っ
た
通
り
に
行
動

し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
、体
育
館
に
向

か
い
ま
し
た
。
た
だ
市
街
地
で
は
ひ
ど
い

震
災
当
日
か
ら
電
気
の
復
旧
に
全
力

ど
ん
な
に
働
い
て
も
疲
れ
を
覚
え
な
かっ
た
日
々

渋
滞
が
起
き
て
い
て
、全
く
車
が
進
ま
な

い
。
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
車
を
駐
車
場
に
止
め
、

歩
い
て
避
難
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

避
難
路
の
途
中
に
は
、姉
と
弟
が
営
ん

で
い
た
家
電
店
が
あ
っ
た
。
古
い
建
物
だ

け
に
倒
壊
の
心
配
も
あ
る
。
幸
い
倒
れ
る

第  

章
4

震
え
る
、
惑
う　

緊
急
期
の
町　

町
民
の
証
言

65 64



り
ま
し
た
。
高
齢
者
に
優
先
的
に
使
って

も
ら
う
よ
う
に
し
た
の
で
す
が
、数
が
全

然
足
り
な
い
。
大
槌
高
校
に
は
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
部
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
部
活
が
あ
る
の
で
す
が
、彼
ら
が
ダ

ン
ボ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
た
。

そ
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
配
っ
て
、敷
き
布
団

代
わ
り
に
し
ま
し
た
。
掛
け
る
も
の
は
な

い
で
す
か
ら
、暗
幕
と
カ
ー
テ
ン
を
使
い

ま
し
た
。
暗
幕
は
１
枚
を
何
人
か
で
使
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
」

　

停
電
し
て
い
て
、懐
中
電
灯
も
限
ら
れ

た
数
し
か
な
い
。
ト
イ
レ
に
行
く
の
も
大

変
な
状
況
だ
っ
た
が
、イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

の
生
徒
た
ち
が
、湯
の
み
や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
に
ろ
う
を
溶
か
し
て
芯
を
立
て
、ろ
う

そ
く
を
作
っ
て
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
先
生
に
指
示
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、生
徒
た
ち
が
自
発
的
に
始
め
た

も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
や
が
て
、イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
部
だ
け
で
な
く
、生
徒
た
ち
が
避

難
者
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
なって
いった
。

例
え
ば
ト
イ
レ
の
水
。
足
り
な
く
な
れ
ば
、

学
校
の
プ
ー
ル
の
水
を
バ
ケ
ツ
で
運
ん
だ
。

例
え
ば
炊
き
出
し
。
全
員
に
行
き
渡
る

だ
け
の
お
わ
ん
が
な
い
。
食
べ
終
わ
っ
た

も
の
を
回
収
し
、生
徒
た
ち
が
き
れ
い
に

洗
い
、次
に
食
べ
る
人
に
渡
し
た
。
お
湯

が
出
な
い
た
め
、冷
た
い
水
で
洗
って
い
た
。

髙
橋
さ
ん
は
生
徒
た
ち
の
が
ん
ば
り
を

た
た
え
な
が
ら
も
、そ
れ
は
人
間
に
本

来
備
わ
っ
て
い
る
性
質
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

　
「
古
代
思
想
家・
孟
子
に『
人
に
忍
び

ざ
る
の
心
』と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
人
の

不
幸
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
人
間
は
不
幸
を
見
過

ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
大
槌
高

校
の
生
徒
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、誰
で
も
そ
う
い
う
も
の
を
持
って
い
て
、

非
常
時
に
発
揮
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ

て
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、生
徒

た
ち
は
が
ん
ばって
く
れ
た
と
思
い
ま
す
」

　

大
槌
高
校
が
学
校
を
再
開
し
た
の
は
、

４
月
20
日
。
そ
の
後
も
避
難
者
は
こ
こ

に
と
ど
ま
り
、８
月
７
日
に
避
難
所
と
し

て
の
役
割
を
終
え
た
。
そ
の
間
に
、避
難

者
、そ
し
て
、自
衛
隊
と
の
間
に
も
数
々

の
交
流
が
生
ま
れ
、生
徒
た
ち
は
多
く

の
人
た
ち
の
温
か
い
心
に
触
れ
て
き
た
。

　
「
５
月
下
旬
の
夕
方
で
す
。
吹
奏
楽
部

の
女
子
生
徒
が
自
衛
隊
に
向
か
っ
て
演

奏
し
て
い
た
。
何
曲
か
演
奏
し
て
い
る
う

ち
に
、自
衛
隊
の
方
も
み
ん
な
出
て
き
て

直
立
不
動
で
聴
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
最

後
は『
ふ
る
さ
と
』を
演
奏
し
た
み
た
い
で
、

自
衛
隊
の
隊
員
も
全
員
敬
礼
し
て
ね
、

そ
う
し
た
ら
吹
奏
楽
部
の
女
の
子
た
ち

も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
敬
礼
し
た
。
彼
女

た
ち
な
り
の『
感
謝
の
演
奏
』だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
」

　

震
災
は
事
象
だ
け
見
れ
ば
つ
ら
く
悲

し
い
出
来
事
だ
。
し
か
し
、生
徒
た
ち
の

心
に
大
切
な
も
の
を
残
し
た
。
あ
の
時

の
大
槌
高
校
の
生
徒
た
ち
だ
け
で
は
な

く
、被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
立
ち
振

る
舞
い
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
髙
橋
さ
ん

は
、そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
と
語
る
。

人
づ
く
り
は「
岩
手
の
未
来
づ
く
り
」な

の
だ
と
い
え
る
。

１９５４（昭和29）年8月、岩手県二戸市生まれ。県立雫石高等学校、県立
一関第一高等学校などで教壇に立ち、2010（平成22）年に校長として
県立大槌高等学校に着任した。東日本大震災時には、大槌町最大規模の
避難所となった大槌高校校舎で、生徒と共に力を合わせ、難局に立ち向
かった。15（同27）年から、岩手大学教職大学院特命教授として活動。

髙
た か

橋
は し

 和
か ず

夫
お

さん

　

県
立
大
槌
高
校
に
は
、生
徒
だ
け
で

な
く
、近
隣
住
民
が
数
多
く
避
難
し
て

い
た
。
不
安
が
渦
巻
く
環
境
の
中
で
、献

身
的
に
避
難
者
の
対
応
に
当
た
って
い
た

の
は
高
校
生
た
ち
。
彼
ら
は
東
日
本
大

震
災
を
経
験
す
る
こ
と
で
大
き
く
成
長

し
て
いっ
た
。

　

３
月
11
日
。
そ
の
日
の
大
槌
高
校
は

午
前
授
業
。
午
後
の
学
校
に
残
って
い
た

の
は
、１
、２
年
生
の
部
活
動
を
し
て
い
る

生
徒
だ
っ
た
。
そ
こ
に
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
揺
れ
が
襲
う
。
地
震
が
収

ま
っ
た
も
の
の
、す
ぐ
に
大
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ
た
。
当
時
の
大
槌
高
校
校
長・

髙
橋
和
夫
さ
ん
は
、校
門
の
そ
ば
に
立

ち
、そ
の
後
の
様
子
を
う
か
が
って
い
た
。

そ
こ
に
女
性
の
教
職
員
が「
津
波
だ
！
」

と
言
い
な
が
ら
駆
け
寄
って
き
た
。
学
校

の
敷
地
か
ら
町
を
見
下
ろ
せ
る
場
所
に

行
っ
て
み
る
と
、町
は
す
で
に
津
波
に
の

み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
現
実
の
も
の
と
思
え
な
か
っ
た
。
こ

れ
が
津
波
か
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
目
の
前
で
流
さ
れ
て

い
く
。
そ
し
て
、も
や
が
か
か
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
。
舞
い
上
が
っ
た
土
煙
で
ク

リ
ア
に
見
え
な
い
ん
で
す
。
ぼ
ん
や
り
と

見
え
て
い
て
、現
実
感
に
乏
し
い
光
景
で

し
た
」

　

校
舎
の
渡
り
廊
下
の
つ
な
ぎ
目
に
ひ
び

が
入
っ
て
い
た
。
余
震
が
続
い
て
い
た
こ

町
民
の
証
言　

あ
の
日
、
大
槌
高
校
で

東
日
本
大
震
災
は
、つ
ら
く
悲
し
い
も
の

し
か
し
、生
徒
た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
た

と
も
あ
り
、生
徒
た
ち
を
中
庭
に
集
め

て
待
機
さ
せ
た
。
津
波
を
見
せ
た
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。
そ
の
光
景

を
見
た
生
徒
た
ち
が
ど
ん
な
反
応
を
示

す
か
が
予
想
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
程

な
く
し
て
大
槌
高
校
に
は
大
勢
の
避
難

者
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。
大
槌
北
小
学

校
の
児
童
、み
ど
り
幼
稚
園
の
園
児
に

加
え
、車
で
避
難
し
て
く
る
人
な
ど
、地

震
当
日
５
０
０
人
を
超
え
る
ほ
ど
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
。
日
が
落
ち
る
と
気
温
も

ぐ
っ
と
下
が
る
。
外
で
待
機
さ
せ
て
お
く

こ
と
も
で
き
ず
、体
育
館
に
避
難
者
を

誘
導
し
、そ
こ
で
夜
を
明
か
す
準
備
を

始
め
た
。

　

避
難
所
と
な
っ
た
大
槌
高
校
は
、生
徒

た
ち
の
避
難
者
に
向
け
た
献
身
的
な
行

動
が
際
立
っ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、震
災
当
日
の
行
動
か
ら
も
う
か

が
わ
れ
た
。

　
「
学
校
の
そ
ば
に
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
部
活
動
で
合
宿

す
る
時
に
使
う
布
団
が
40
組
く
ら
い
あ

大槌高校の外観は当時のまま。生徒が学ぶ教室も避難所として使われていた
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え
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緊
急
期
の
町　

町
民
の
証
言

67 66



　
地
震
が
起
き
た
後
、す
ぐ
さ
ま
駆
け

付
け
た
役
場
庁
舎
で
津
波
に
襲
わ
れ
た
。

避
難
し
た
屋
上
か
ら
目
撃
し
た
津
波
の

猛
威
。

　
３
月
11
日
は
町
議
会
定
例
会
の
会
期

中
。
平
成
23
年
度
予
算
特
別
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、午
前
中
で
休
会
と
なってい
た
。

当
時
、大
槌
町
役
場
に
勤
務
し
て
い
た
赤

﨑
仁
一
さ
ん
は
、午
後
２
時
か
ら
時
間
休

を
取
り
、腰
を
痛
め
た
母
を
病
院
に
連
れ

て
いっ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、そ
の
治
療
中

に
大
き
な
揺
れ
が
襲
っ
た
。
こ
れ
は
た
だ

事
で
は
な
い
と
思
い
、母
を
車
で
家
に
連

れ
て
帰
り
、自
転
車
で
役
場
へ
向
か
っ
た
。 

　
通
常
な
ら
２
階
総
務
課
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、余
震

が
続
き
、老
朽
化
し
た
庁
舎
は
倒
壊
の

町
民
の
証
言
　
あ
の
日
、
旧
庁
舎
で

危
険
が
あ
る
と
い
う
判
断
か
ら
、本
部

設
置
は
庁
舎
前
の
戸
外
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
準
備
を
し
て
い
る
最

中
に
、屋
根
よ
り
も
高
い
黒
い
壁
の
よ
う

な
波
が
煙
を
巻
き
上
げ
て
近
づ
い
て
き

た
。
無
我
夢
中
で
逃
げ
る
こ
と
だ
け
を

考
え
、気
が
付
い
た
ら
屋
上
に
上
が
る
は

し
ご
の
と
こ
ろ
に
来
て
い
た
。

　
屋
上
に
は
22
人
が
避
難
し
て
い
た
。

赤
﨑
さ
ん
は
そ
こ
か
ら
見
た
光
景
を
今

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
町
は
海
面
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
轟
音
と
共
に
家
々
や

船
な
ど
が
流
さ
れ
て
い
く
。
自
然
の
猛

威
に
さ
ら
さ
れ
、無
力
感
を
覚
え
る
だ

け
だ
っ
た
。

　
厳
し
い
寒
さ
の
中
、屋
上
で
一
晩
を
過

ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
夜
に
な
る
と
雪
が

降
り
出
し
、寒
さ
が
一
段
と
増
し
て
き

た
。
22
人
全
員
で
丸
く
な
り
、体
を
寄

せ
合
い
な
が
ら
、励
ま
し
合
っ
た
。
さ
ら

に
時
間
が
た
っ
て
か
ら
は
、水
が
引
い
た

庁
舎
２
階
に
行
き
、流
れ
込
ん
で
き
た
が

れ
き
の
板
や
柱
を
運
び
、燃
や
し
て
暖
を

取
っ
た
。
真
っ
暗
な
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
火
の
手
が
上
が
る
。
末
広
町
の
松
の

下
方
面
の
火
は
山
に
燃
え
移
り
、強
風

に
あ
お
ら
れ
て
上
町
方
面
か
ら
も
火
が

上
が
り
、町
中
が
火
の
海
と
な
っ
た
。
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
ガ
ス
ボ
ンベ
が
爆
発
し
、そ

の
た
び
に
火
の
勢
い
が
強
く
な
り
、家
の

燃
え
て
崩
れ
る
音
が
す
る
。
ま
る
で
地

獄
絵
の
よ
う
な
光
景
だ
っ
た
。

　
不
安
な
夜
は
終
わ
り
、朝
が
近
づ
い
て

役
場
庁
舎
の
屋
上
に
避
難

自
然
の
猛
威
を
前
に
覚
え
た
無
力
感

１９５１（昭和26）年4月、大槌町八日町（現・本
町）生まれ。２０１２（平成24）年3月まで大槌
町職員として勤務し、災害で苦しむ町を支えた。
同年4月には、社会福祉協議会に移り4年間
勤務した。同協議会在籍時には震災記録誌の
編さんなども手掛けた。

赤
あ か

﨑
ざ き

 仁
じ ん

一
い ち

さん

く
る
。
周
り
が
明
る
く
な
って
町
の
姿
が

見
え
て
き
た
。
津
波
が
破
壊
し
尽
く
し

た
町
は
、現
実
と
し
て
受
け
止
め
切
れ
な

い
ほ
ど
の
衝
撃
。
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な

感
覚
で
、た
だ
呆
然
と
す
る
の
み
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、

赤
﨑
さ
ん
を
含
め
、庁
舎
の
屋
上
に
避
難

し
て
い
た
人
た
ち
は
救
助
さ
れ
た
。
空
か

ら
眺
め
た
町
は
、ま
だ
海
水
が
引
き
切
っ

て
お
ら
ず
、あ
ち
こ
ち
で
煙
が
立
ち
込
め
、

が
れ
き
の
山
や
大
型
船
が
無
残
な
姿
で

ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
が
って
い
た
。
広
範
囲
を
見
渡

す
と
、災
害
と
被
害
の
規
模
の
大
き
さ
が

分
か
り
、大
槌
の
町
が
な
く
な
って
し
ま
っ

た
こ
と
を
再
認
識
し
た
と
い
う
。

68

逃
げ
る
、
救
う

応
急
期
の
町

海上で行方不明者の捜索活動に従事する自衛隊員（2011年４月１日撮影）

東日本大震災が発生した直後の大槌町。

町民たちの避難所での生活、自衛隊の救助活動、

遠野市からの支援など、さまざまなテーマを設けながら、

当時の町の様子を掘り下げる。
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課
の
責
任
体
制
へ
と
戻
っ
た
。
人
事
異
動

や
災
害
復
興
室
の
新
設
な
ど
を
経
て
新

し
い
組
織
が
構
築
さ
れ
た
。

　

４
月
25
日
に
、当
時
の
町
立
大
槌
小

学
校
校
庭
に
仮
庁
舎
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、最
低
限
の
作
業
環
境
が
整
っ

た
。
情
報
端
末
の
使
用
も
徐
々
に
復
旧

し
て
いっ
た
。
発
災
か
ら
１
カ
月
の
間
に

試
行
錯
誤
で
行
っ
た
業
務
が
ノ
ウ
ハ
ウ
と

し
て
蓄
積
し
、そ
れ
が
業
務
内
容
の
明
確

化
、効
率
化
に
つ
な
が
っ
た
。
し
か
し
、部

署
間
で
の
業
務
の
偏
り
や
、人
員
不
足
な

ど
の
問
題
が
残
っ
た
。
そ
れ
ら
の
問
題
を

解
消
す
る
た
め
に
適
宜
調
整
を
行
い
、復

興
対
策
に
向
け
た
動
き
へ
と
シ
フ
ト
し
た
。 

災
害
対
策
本
部
の
設
置

城
山
に
代
替
本
部

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
、各
市

町
村
の
行
政
機
関
に
災
害
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、大
槌
町
で
は
、

地
震
直
後
に
役
場
庁
舎
前
に
設
営
中

だ
っ
た
災
害
対
策
本
部
が
大
津
波
に
流

さ
れ
、当
時
の
加か

藤と
う

宏こ
う

暉き

町
長
や
幹
部

を
含
む
39
人
の
役
場
職
員
が
犠
牲
に
なっ

た
。
災
害
対
応
に
必
要
不
可
欠
な
庁
舎

や
設
備
、物
資
な
ど
も
流
失
し
て
し
ま
っ

た
。
本
来
で
あ
れ
ば
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

本
部
運
営
を
行
う
は
ず
の
町
長
が
不
在
、

職
員
の
安
否
も
正
確
に
つ
か
め
な
い
中
で

災
害
対
策
本
部
を
新
た
に
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　

発
災
後
、津
波
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
助

か
っ
た
職
員
ら
は
、逃
げ
延
び
た
役
場
庁

舎
の
屋
上
で
不
安
に
包
ま
れ
た
一
夜
を

過
ご
し
、救
助
を
待
っ
た
。
翌
朝
、自
衛

隊
の
大
型
ヘ
リ
で
救
助
さ
れ
た
。
当
時
の

伊い

藤と
う

正し
ょ
う

治じ

教
育
長
、東と
う

梅ば
い

政ま
さ

昭あ
き

副
町
長

を
は
じ
め
と
す
る
職
員
約
15
人
は
、本
部

の
代
替
設
置
場
所
と
な
る
城
山
の
町
中

央
公
民
館
へ
向
かっ
た
。
す
で
に
集
ま
って

い
た
役
場
職
員
30
人
と
自
衛
隊
、岩
手

県
警
察
、
消
防
隊
員
と
合
流
し
、
12
日

夕
、災
害
対
策
本
部
の
設
置
に
至
っ
た
。

職
員
疲
弊
、
体
制
改
善

　

町
長
不
在
の
た
め
、現
町
長
で
当
時

の
総
務
課
主
幹
の
平ひ

ら

野の

公こ
う

三ぞ
う
が
陣
頭
指

揮
を
執
り
、本
部
が
動
き
出
し
た
。
本

部
内
で「
食
料
調
達
」「
遺
体
収
容
」「
避

難
所
対
応
」の
三
つ
の
班
を
設
け
た
が
、

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山

積
し
て
い
た
た
め
、班
の
業
務
以
外
に
も

そ
の
場
に
い
た
動
け
る
者
が
目
の
前
の
対

応
に
追
わ
れ
る
状
態
だ
っ
た
。

　

発
災
か
ら
３
日
が
経
過
し
た
時
点
で
、

町
職
員
、自
衛
隊
、警
察
、消
防
署
、消

防
団
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、応
援
職
員
な
ど

を
合
わ
せ
て
８
０
０
人
以
上
が
応
急
対

応
に
携
わ
っ
て
い
た
。
日
々
変
化
し
て
い

く
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、「
救
護
」

「
清
掃
」「
公
務
」
な
ど
の
班
体
制
を
増

強
し
た
。
し
か
し
、被
災
者
の
要
望
や
苦

情
が
集
中
し
業
務
が
追
い
つ
か
ず
、休
み

な
く
動
き
続
け
て
い
た
職
員
は
疲
弊
し

発災の翌日、災害対策本部が中央公民館内に設置された

て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、自
衛
隊
や
警
察
の

協
力
を
得
て
、よ
り
効
率
的
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
業
務
進
行
の
方
法
の
改

善
に
努
め
た
。
ま
ず
、お
の
お
の
が
ス
ム
ー

ズ
に
動
く
た
め
に
、１
日
２
回
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
災
害
対
策
本
部
日
誌
の
作
成
な

ど
を
行
い
、情
報
を
共
有
。
現
状
を
把

握
し
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
で
お
の
お
の

の
役
割
が
明
確
化
さ
れ
た
。
ま
た
、防

災
関
係
機
関
と
の
業
務
調
整
を
図
り
、

本
部
で
業
務
の
大
枠
を
決
定
し
、そ
の
後

の
細
か
い
調
整
や
実
務
作
業
を
現
場
の

関
係
者
に
任
せ
る
な
ど
、役
割
を
分
担

し
た
。
こ
の
よ
う
に
情
報
の
共
有
と
体
制

の
整
備
を
行
い
な
が
ら
、町
の
被
災
状
況

の
把
握
や
資
源
の
調
達・分
配
、対
応
方

針
の
決
定
、町
内
お
よ
び
外
部
へ
の
情
報

発
信
な
ど
を
行
っ
た
。

復
興
へ
向
け
組
織
再
構
築

　

４
月
以
降
は
、応
急
業
務
か
ら
復
興

業
務
への
移
行
を
進
め
た
。
状
況
に
合
わ

せ
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
た
状
態

か
ら
、町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
各

大槌バイパス南口付近で打ち合わせをする消防隊員ら

「大槌町東日本大震災検証報告書平成25年度版」から

■ 大槌町が検討した今後の防災対策の方向性

・防災計画での本部移行の判断基準を明確化する。
・危機管理体制を構築する。
・実践的な防災訓練を企画し実施する。
・通信機器及び情報の収集、伝達体制を整備する。
・地震・津波への想定を固定化しない。
・3・11の教訓をまとめ、伝承する。
・職員らへの啓発・研修を強化する。

業務 内容

避難所対応 避難者名簿作成、食料確保、避難者ニーズの収
集等

物資調達 救援物資の配布、避難者ニーズの把握、他機関
へ要望提出等

遺体収容 遺体搬入、検視立ち会い、火葬手配等

情報共有 災害対策本部日誌の作成・配布等

福祉部局 傷病者・要援護者・精神状態の不安定な避難者
からの相談受付等

■ 表５–1　災害対策本部各班の対応

Interview
多
く
の
幹
部
を
失
い

想
定
外
の
対
応
を
覚
悟

大
槌
町
教
育
委
員
会　

前
教
育
長

伊い

藤と
う 
正し

ょ
う

治じ

さ
ん

　

あ
の
日
の
地
震
直
後
、庁
舎
の
外
に
机
を
並

べ
て
災
害
対
策
本
部
を
設
営
し
て
い
た
と
こ

ろ
に
津
波
が
襲
って
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
波

に
の
ま
れ
ま
し
た
が
職
員
に
助
け
ら
れ
、庁
舎

の
屋
上
で
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
、代

替
の
災
害
対
策
本
部
と
な
る
中
央
公
民
館
へ

向
か
う
と
、本
来
、災
害
時
に
指
揮
を
執
る
べ

き
役
職
の
十
数
人
を
失
い
、幹
部
の
中
で
生
き

残
っ
た
の
は
私
を
含
め
て
３
人
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、地
域
防
災
計
画

の
通
り
に
は
い
か
な
い
の
だ
と
覚
悟
し
ま
し
た
。

　

私
は
教
育
長
で
す
か
ら
本
来
は
教
育
関

係
の
対
応
に
当
た
る
べ
き
で
し
た
が
、本
部
の

対
応
を
優
先
す
る
し
か
な
い
状
況
で
、教
育

現
場
の
復
旧
は
ほ
か
の
職
員
に
任
せ
ま
し
た
。

ご
遺
体
が
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
漁
船
配
備
な

ど
の
対
応
を
し
て
水
門
を
開
け
、物
資
の
受

け
入
れ
や
要
望
の
収
集
、情
報
の
発
信
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。
職
員
は
災
害
対
応
未
経
験

者
ば
か
り
で
し
た
が
、と
に
か
く
分
担
し
て
臨

機
応
変
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
応
援
職
員

や
自
衛
隊
、そ
の
他
多
く
の
皆
さ
ん
に
助
け

ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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浜で作業をしていた１人が
避難後流され犠牲となる

昭和三陸津波で高台移転した区域。
周辺住民が100人ほど避難のために集まって
路上にいたが、50人ほどが津波にのまれた

保育園では地震直後
小学校へ避難

津波来襲後
避難者が増加

小学校では地震直後
寺院へ避難

中学校では地震直後
福祉施設へ避難

路上で立ち話をしていたが
津波を見て避難

天照御祖神社吉里吉里
小学校

吉祥寺

堤授乳児
保育園

駅

線路上

体育館
（古中）

吉里吉里１

吉里吉里２

吉里吉里３
高台

吉里吉里
中学校

路上

高台

らふたぁ
ヒルズ

老人ホーム
三陸園

路上

国道

吉里吉里保育園

凡例

浸水・損壊
なし・あり

公共建物
民間建物
屋外

避難経路
おおむねの津波浸水域
津波来襲方向

避難場所

避
難
の
状
況 

吉
里
吉
里
地
区

避難所となった吉里吉里小学校体育館

寺
社
や
民
間
施
設
に

　

地
震
の
後
、吉
里
吉
里
地
区
の
国
道

45
号
を
挟
ん
で
南
西
側
の
エ
リ
ア
の
住
民

は
、背
後
の
高
台
に
一
時
的
に
避
難
。
町

立
吉
里
吉
里
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ら
ふ
た
ぁ
ヒ
ル

ズ
に
、吉
里
吉
里
漁
協
付
近
に
い
た
人
々

は
海
岸
近
く
の
高
台
に
逃
げ
込
ん
だ
。

　

国
道
45
号
よ
り
北
東
側
の
地
域
住
民

の
主
な
避
難
先
は
、
天あ

ま

照て
ら
す

御み

祖お
や

神
社
、

町
立
吉
里
吉
里
小
学
校
、吉
里
吉
里
地

区
体
育
館（
通
称・
古ふ

る

中ち
ゅ
う

）、堤
乳
幼
児

保
育
園（
当
時
）、Ｊ
Ｒ
山
田
線（
当
時
）

の
線
路
上
付
近
だ
っ
た
。

　

吉
祥
寺
住
職
の
髙た

か

橋は
し

英え
い

悟ご

さ
ん
は
、

防
潮
堤
を
越
え
て
く
る
津
波
の
大
き
さ

と
勢
い
を
見
て
、
吉
祥
寺
の
下
に
あ
る

吉
里
吉
里
小
学
校
へ
急
行
。
当
時
の
校

長
の
佐さ

藤と
う

良り
ょ
うさ
ん
に
対
し「
第
１
波
が

軽
々
と
防
潮
堤
を
越
え
た
。
第
２
波
が

来
る
と
小
学
校
も
危
な
い
の
で
、
高
台

に
逃
げ
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
た
。
佐
藤

さ
ん
は
児
童
と
避
難
し
て
き
た
住
民
全

員
を
一
時
的
に
同
寺
に
避
難
さ
せ
た
。 

　

吉
里
吉
里
地
区
で
特
に
被
害
が
大
き

か
っ
た
の
は
、二
丁
目
付
近
。
こ
こ
は
昭

和
三
陸
地
震
津
波（
１
９
３
３
年
）以
降

に
高
台
移
転
先
と
し
て
宅
地
が
造
成
さ

れ
た
地
区
だ
っ
た
。
ま
た
、震
災
前
の
岩

手
県
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も
、浸
水
区
域

外
と
さ
れ
て
い
た
。

行
政
に
頼
ら
ず
対
応

　

震
災
当
日
の
夜
、吉
里
吉
里
小
学
校

に
避
難
し
て
い
た
地
域
住
民
の
有
志
は
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
そ

の
結
果
、行
政
に
頼
ら
ず
、地
域
で
自
主

的
に
災
害
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

の
認
識
で
一
致
。
翌
日
に
は
同
地
区
災

害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
地
域
内

の
ほ
か
の
避
難
所
や
在
宅
避
難
者
か
ら

の
要
望
も
聞
き
取
り
、物
資
の
配
給
な

ど
を
行
っ
た
。

　

災
害
対
策
本
部
と
し
て
初
め
に
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
整
備
す
る
こ
と
に
取
り
掛
か

り
、物
資
の
受
け
入
れ
と
重
病・重
症
患

者
の
移
送
を
可
能
に
し
た
。
町
立
吉
里

吉
里
中
学
校
下
の
農
村
セ
ン
タ
ー
を
ヘ
リ

ポ
ー
ト
と
す
る
た
め
、被
災
を
免
れ
た
重

機
を
活
用
し
、同
広
場
へ
続
く
道
路
の
が

れ
き
を
撤
去
し
た
。

　

一
方
、重
機
を
使
用
す
る
た
め
な
ど

の
燃
料
の
確
保
は
必
要
で
あ
っ
た
。
地
区

内
に
あ
った
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
提
供
し
、

地
下
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
住
民
自
ら
が
開
け
、

く
み
上
げ
て
給
油
し
た
。
こ
の
燃
料
は

個
人
使
用
は
認
め
ず
、避
難
所
運
営
な

ど
の
活
動
に
限
定
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　

ま
た
、震
災
前
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が

り
を
基
に
し
た
支
援
活
動
も
あ
っ
た
。

特
に
、１
９
８
５（
昭
和
60
）年
か
ら
交

流
事
業
が
続
い
て
い
た
紫
波
町
は
、震
災

後
３
月
14
日
に
吉
里
吉
里
小
学
校
避
難

所
に
第
一
弾
の
支
援
物
資
を
届
け
た
。

ま
た
、３
月
22
日
に
は
高
齢
者
や
病
弱

な
人
を
中
心
に
吉
里
吉
里
地
区
住
民

80
人
が
同
町
の
公
民
館
や
個
人
宅
に
避

難
し
た
。

　

吉
里
吉
里
小
学
校
が
避
難
所
と
し
て

使
用
さ
れ
た
の
は
、２
０
１
１（
平
成
23
）

年
４
月
30
日
ま
で
で
あ
っ
た
。
当
時
、同

小
以
外
の
町
内
の
小
学
校
４
校
が
全
て

被
災
し
た
た
め
、教
育
の
場
と
し
て
使
用

で
き
る
の
は
吉
里
吉
里
小
学
校
の
み
で

あ
り
、大
槌
町
全
体
で
の
早
期
授
業
再

開
の
た
め
、そ
の
う
ち
の
３
校
が
教
室
や

体
育
館
を
間
借
り
し
た
。
以
降
は
避
難

所
が
地
区
体
育
館
に
移
り
、８
月
11
日

ま
で
運
営
さ
れ
た
。

自
主
防
災
計
画
を
策
定 

　

13（
同
25
）年
３
月
か
ら
、吉
里
吉
里

地
区
自
主
防
災
計
画
策
定
検
討
会
が

設
置
さ
れ
た
。
震
災
の
教
訓
を
基
に
し

た
地
域
の
自
主
的
な
防
災
計
画
を
定
め

る
た
め
、住
民
を
中
心
に
、学
識
経
験
者

や
防
災
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
交
え
て
自
主

防
災
に
つい
て
の
検
討
を
進
め
た
。
翌
年

６
月
ま
で
に
計
８
回
の
検
討
会
を
重
ね
、

吉
里
吉
里
地
区
自
主
防
災
計
画
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
た
。
同
計
画
で
は
、「
避
難

す
る
こ
と
」と「
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
」

を
大
原
則
と
し
、避
難
す
る
前
か
ら
避

難
し
た
後
ま
で
行
動
の
ル
ー
ル
と
し
て
八

つ
の
中
原
則
を
設
け
た
。
ま
た
、町
が
指

定
し
て
い
る
避
難
場
所・避
難
施
設
５
カ

所
の
ほ
か
に
、検
討
委
員
会
案
と
し
て
新

た
に
６
カ
所
の
避
難
場
所・避
難
施
設
を

設
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　

隣
接
す
る
浪
板
地
区
の
浪
板
観
光
ホ

テ
ル（
当
時
）に
は
、秋
田
県
五
城
目
町

と
井
川
町
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
ら
43
人
が
い

た
が
、従
業
員
が
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
線
路

よ
り
上
の
高
台
に
避
難
誘
導
し
、全
員

無
事
だ
っ
た
。

■ 図５–1　吉里吉里地区の避難場所と避難経路
国土交通省「東日本大震災による被災現況調査（岩手３）、Ｂ‐５避難実態調査、地区・集落代表者避難行動調査結果概要（株式会社東京建設コンサルタント・株式会社邑計画事務所共同提案体）」を基に作成

Interview
新
し
い
町
に
合
っ
た

防
災
の
あ
り
方
を
目
指
す

吉
里
吉
里
地
区
自
主
防
災
計
画
策
定
検
討
会　

会
長

藤ふ
じ

本も
と 
俊と

し

明あ
き

さ
ん

　

吉
里
吉
里
地
区
で
は
自
主
防
災
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
防
潮
堤
が
で
き
、

新
し
い
町
が
で
き
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、

町
内
会
や
公
民
館
活
動
と
合
わ
せ
て
、自
主

防
災
組
織
の
再
編
も
行
い
、新
し
い
町
に
合
っ

た
防
災
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
る
と
思
って
い
ま
す
。

　

吉
里
吉
里
地
区
に
は
二
丁
目
と
三
丁
目
、

四
丁
目
に
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、

震
災
後
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
状
態
で
す
。

今
度
、新
し
く
で
き
た
公
民
館
活
動
に
は
自

主
防
災
組
織
の
核
と
な
る
総
務
防
災
部
を
設

け
、公
民
館
活
動
が
地
域
の
防
災
活
動
の
中

心
的
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

津
波
の
際
は「
い
ち
早
く
逃
げ
る
」、「
高
い

所
に
避
難
す
る
」
と
い
う
極
め
て
基
本
的
な

こ
と
が
重
要
で
す
が
、今
回
の
津
波
で
は
、こ

の
よ
う
な
意
識
が
希
薄
に
な
って
い
た
。
年
齢

が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、自
力
で
避
難
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
る
面
も
あ
り
ま
す
。
吉
里
吉

里
で
も
、逃
げ
な
か
っ
た
高
齢
者
の
多
く
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、高
齢
者
は
さ
ら
に

増
え
る
の
で
、そ
の
対
応
も
課
題
で
す
。

逃
げ
る
、
救
う　

応
急
期
の
町　

避
難
の
状
況
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凡例

浸水・損壊
なし・あり

公共建物
民間建物
屋外

避難経路
おおむねの津波浸水域
津波来襲方向

避難場所

ワークフォロー
おおつち

（旧・赤浜児童館）

事業所
旧・赤浜小学校 民家

県道

赤浜1

赤浜3赤浜2

三丁目の
高台広場

空家

空地

津波で浸水した後、皆で片付け
避難生活を再開。
小学校のすぐ背後に避難場所・
経路を応急整備した

津波後に火災発生。
さらに周辺、山林へ延焼

民家への避難者が流され
犠牲者が発生

三協印刷

避
難
の
状
況 

赤
浜
地
区

避難所となった赤浜小学校

避
難
場
所
も
浸
水

　

赤
浜
地
区
で
は
避
難
場
所
と
し
て
、

町
立
赤
浜
小
学
校（
現
在
は
閉
校
）と

福
祉
作
業
所
の
ワ
ー
ク
フ
ォロ
ー
お
お
つ
ち

（
旧
赤
浜
児
童
館
）、三
丁
目
の
高
台
広

場
が
知
ら
れ
て
お
り
、避
難
住
民
は
そ

の
３
カ
所
に
集
中
し
た
。
赤
浜
公
民
館

長（
当
時
）の
神か

ん

田だ

義よ
し

信の
ぶ

さ
ん
は
地
震
発

生
時
、同
公
民
館
に
い
た
。
大
津
波
警
報

が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
内
容
の
防
災
行

政
無
線
の
放
送
を
聞
き
、す
ぐ
に
事
務

所
内
の
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
持
ち
出
し
、車

で
住
民
に
対
し
て
避
難
を
呼
び
掛
け
た
。 

　

３
カ
所
の
避
難
場
所
の
う
ち
、赤
浜

小
学
校
に
津
波
が
到
達
し
、校
舎
は
２

階
ま
で
、体
育
館
は
１
階
床
上
ま
で
浸

水
し
た
。
当
時
、同
小
学
校
に
は
多
く
の

避
難
者
が
お
り
、体
育
館
２
階
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
も
数
十
人
が
避
難
し
孤
立
状
態

と
な
っ
た
が
、屋
外
か
ら
他
の
住
民
が
は

し
ご
を
架
け
、救
出
し
た
。

　

体
育
館
か
ら
避
難
し
た
住
民
の
う
ち
、

50
人
ほ
ど
は
さ
ら
に
高
台
に
あ
る
三
協

印
刷
に
避
難
し
た
。
三
協
印
刷
で
は
建

物
を
開
放
し
、主
に
高
齢
者
や
病
人
を

中
心
に
屋
内
で
受
け
入
れ
た
。

　

ま
た
、赤
浜
地
区
に
は
漁
船
の
停
泊

場
所
が
あ
り
、津
波
の
影
響
が
少
な
い

沖
合
ま
で
船
を
避
難
さ
せ
る「
沖
出
し
」

も
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、八
幡
宮
下

で
津
波
発
生
の
す
ぐ
後
に
火
災
が
発
生

し
た
。

　

赤
浜
小
学
校
の
児
童
と
職
員
は
地

震
直
後
、体
育
館
や
校
庭
に
避
難
し
て

い
た
。
当
時
の
校
長
が
防
潮
堤
を
越
え

た
津
波
に
気
付
き
、全
員
で
学
校
か
ら

５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
裏
山
ま
で
、

津
波
に
追
い
つ
か
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら

走
って
避
難
し
た
。
全
児
童
36
人
、全
教

職
員
11
人
は
無
事
で
あ
っ
た
。

自
主
的
に
が
れ
き
撤
去

　

震
災
の
日
の
夜
、三
協
印
刷
に
集
ま
っ

て
い
た
住
民
有
志
は
、今
後
の
対
策
を

協
議
し
た
。
水
の
確
保
と
道
路
の
が
れ

き
撤
去
を
最
優
先
で
進
め
る
と
い
う
判

断
に
至
っ
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
地
区
内

に
あ
る
沢
水
を
く
ん
で
水
を
確
保
。
翌

12
日
、浸
水
し
た
赤
浜
小
学
校
付
近
か

ら
被
災
を
免
れ
た
旧
赤
浜
児
童
館
ま
で

の
区
間
の
県
道
吉
里
吉
里
釜
石
線
の
が

れ
き
撤
去
に
取
り
掛
か
っ
た
。
赤
浜
小

学
校
付
近
と
旧
赤
浜
児
童
館
の
上
下
二

手
に
分
か
れ
て
、被
災
し
な
か
っ
た
重
機

を
活
用
し
て
が
れ
き
の
撤
去
作
業
が
行

わ
れ
た
。

　

一
方
、安
渡
地
区
の
惣そ

う

川か
わ

地
区
に
無

線
を
所
持
し
て
い
る
住
民
が
お
り
、12
日
、

無
線
か
ら
隣
接
す
る
山
田
町
の
航
空
自

衛
隊
山
田
分
屯
基
地
に
赤
浜
地
区
が
孤

立
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
た
。
同
基
地

か
ら
は
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
物
資
を
輸
送

す
る
た
め
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
の
要
請

が
あ
り
、住
民
た
ち
は
海
岸
の
一
角
を

仮
設
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
す
る
た
め
に
が
れ

き
撤
去
を
行
い
、そ
こ
が
物
資
の
供
給
基

地
と
な
っ
た
。

　

３
月
14
日
か
ら
、浸
水
し
た
赤
浜
小

学
校
の
が
れ
き
や
土
砂
の
撤
去
が
行
わ

れ
、避
難
所
と
し
て
の
運
営
が
本
格
化

し
た
。
ま
た
、翌
15
日
に
赤
浜
小
学
校

に
赤
浜
地
区
の
災
害
対
策
本
部
が
立
ち

上
が
り
、避
難
所
の
運
営
、物
資
の
受
け

取
り
と
配
給
、地
区
外
部
や
地
区
間
の

情
報
共
有
な
ど
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。

各
避
難
所
間
の
連
絡
に
は
、ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
が
用
い
ら
れ
た
。

自
主
防
災
会
の
備
品
活
用

　

赤
浜
地
区
で
は
２
０
０
８（
平
成
20
）

年
に
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、

10（
同
22
）年
に
補
助
金
を
活
用
し
、工

具・消
火
器・発
電
機・照
明・ハ
ン
ド
マ
イ

ク・ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
の
防
災
用
品
を

購
入
し
て
い
た
。
震
災
８
日
前
の
11（
同

23
）年
３
月
３
日
に
行
わ
れ
た
避
難
訓
練

時
に
、地
区
内
３
カ
所
の
避
難
場
所
の
代

表
者
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
配
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
各
避
難
所
と
の
連
絡
調
整
に

役
立
っ
た
。

　

４
月
４
日
、災
害
対
策
本
部
は
赤
浜

地
区
の
避
難
所
運
営
の
円
滑
化
の
た
め

「
赤
浜
自
主
防
災
会
避
難
生
活
維
持

体
制
組
織
」
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
会

長
、副
会
長
の
役
職
の
ほ
か
、３
カ
所
の

避
難
所
の
代
表
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

を
持
っ
た
班
体
制
を
構
築
し
、役
割
分

担
を
行
っ
た
。

Interview
情
報
収
集
・
発
信
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
必
要

赤
浜
公
民
館
運
営
委
員
会　

委
員
長

中な
か

村む
ら 
公き

み

男お

さ
ん

　

赤
浜
地
区
で
ま
ず
行
動
し
た
こ
と
は
、道

路
を
開
く
こ
と
で
し
た
。
毎
日
水
を
く
み
に

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、誰
で
も
歩
け

る
よ
う
に
、道
路
を
確
保
し
ま
し
た
。
人
を

探
す
よ
り
、生
き
て
い
る
人
の
た
め
の
道
路
や

水
の
確
保
を
最
優
先
に
し
ま
し
た
ね
。
と
に

か
く
、「
生
き
る
た
め
」に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
場
所
を
失
い
、生
活
環
境
の
変

化
に
よ
り
心
労
も
大
き
く
、大
変
な
思
い
は

す
る
の
だ
け
れ
ど
、赤
浜
地
域
の
み
ん
な
で
助

け
合
って
や
って
き
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、電
話
や
、

防
災
無
線
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
情
報
の
収
集
や

発
信
の
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
れ

か
ら
８
年
も
た
って
い
る
の
に
、ハ
ー
ド
面
の
復

興
は
で
き
て
も
、情
報
受
発
信
の
上
で
は
何

も
変
わって
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
く
、情
報
網
の
体
制
や
手
段

を
確
保
し
て
ほ
し
い
。
各
マ
ス
コ
ミ
が
視
聴
者

か
ら
情
報
を
収
集
す
る
よ
う
に
、役
場
で
も
、

情
報
収
集
や
発
信
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■ 図５–2　赤浜地区の避難場所と避難経路
国土交通省「東日本大震災による被災現況調査（岩手３）、Ｂ‐５避難実態調査、地区・集落代表者避難行動調査結果概要（株式会社東京建設コンサルタント・株式会社邑計画事務所共同提案体）」を基に作成

第  

章
5

逃
げ
る
、
救
う　

応
急
期
の
町　

避
難
の
状
況

75 74



安渡１

港町

路上

安渡保育所

大徳院

民家

線路上

線路上

寺院階段下

県道

新港町

路上

路上

空地

稲荷
神社

旧道

事業所

事業所

旧・安渡小学校

路上

路上

民家 路上

神社

車が渋滞

車が渋滞

車で地区外の
避難場所へ

線路上の避難
者が流された

指定避難場所（空地）に避難
した人が流され犠牲者多数

小学校へ上がる車が渋
滞、最後は皆、車を乗り
捨てて避難した

津波は防潮堤に当たってしぶきを
上げ、その次の津波で大きく浸水

港町の事業所、住民は小学校へ

旧道に避難した人が多数流され、
旧道より上の区域があまり避難
せず犠牲者多数

一部は隣接地区（赤浜）小学校へ

寺院階段下にいた避難者が波に追われて上がろうとしたが、
階段が急で狭く、車いすの高齢者を助け切れず犠牲者が発生

大槌川の水が引いた後、津波がさ
かのぼって河川堤防を越流した

安渡2

安渡3

畑

凡例

浸水・損壊
なし・あり

公共建物
民間建物
屋外

避難経路
おおむねの津波浸水域
津波来襲方向

避難場所

事業所

避
難
の
状
況 

安
渡
地
区

渋
滞
し
た
県
道
に
津
波

　

地
区
西
側
の
新
港
町
と
安
渡
一
丁
目

で
は
、大
徳
院
や
町
立
安
渡
小
学
校（
現

在
は
閉
校
）、大
槌
稲
荷
神
社
な
ど
の
高

台
が
避
難
場
所
に
な
っ
た
。
一
方
、昭
和

三
陸
地
震
津
波（
１
９
３
３
年
）で
浸
水

し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
山
田
線（
当

時
）の
線
路
上
に
避
難
し
て
犠
牲
に
な
っ

た
住
民
も
い
た
。

　

地
区
東
側
の
港
町
、
安
渡
二
丁
目
、

同
三
丁
目
の
住
民
は
、安
渡
小
学
校
や

大
槌
稲
荷
神
社
、三
丁
目
の
高
台
な
ど

に
避
難
し
た
。
し
か
し
、チ
リ
地
震
津
波

（
１
９
６
０
年
）で
床
下
浸
水
程
度
だ
っ

た
旧
道
沿
い
付
近
に
避
難
し
て
い
た
多

く
の
住
民
は
犠
牲
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

旧
道
よ
り
上
に
位
置
し
、避
難
場
所
と

さ
れ
て
い
た
空
き
地
に
も
避
難
者
が
集

ま
っ
て
い
た
が
、津
波
に
襲
わ
れ
犠
牲
者

が
出
た
。

　

地
区
の
海
側
の
新
港
町
や
港
町
に
は

水
産
加
工
施
設
な
ど
が
多
く
あ
り
、安

渡
小
学
校
に
多
く
の
従
業
員
が
避
難
し

た
。
県
道
吉
里
吉
里
釜
石
線
は
渋
滞
が

発
生
し
、身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た

人
々
が
津
波
に
の
ま
れ
た
。

　

当
時
安
渡
二
丁
目
町
内
会
長
で
自
主

防
災
組
織
の
本
部
長
だっ
た
佐さ

藤と
う

稲い
ね

満み
つ
さ

ん
は
地
震
直
後
、対
策
本
部
を
設
置
す
る

た
め
指
定
避
難
場
所
の
安
渡
小
学
校
に

行
っ
た
が
、低
地
部
に
あ
る
安
渡
保
育
所

が
心
配
に
な
り
、坂
を
走
って
下
り
た
。

　
「
道
の
角
を
曲
がっ
た
と
こ
ろ
で
、園
児

が
先
生
と
一
緒
に
自
主
防
災
役
員
に
誘

導
さ
れ
、坂
を
上
っ
て
避
難
し
て
く
る
の

が
見
え
て
、ほ
っ
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
保
育
園
は
年
５
回
避
難
訓
練

を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、そ
の
成
果
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」

　

そ
の
後
、高
齢
者
や
障
害
者
の
安
否

を
案
じ
な
が
ら
、
避
難
誘
導
を
し
た
。

佐
藤
さ
ん
の
ほ
か
に
も
自
主
防
災
組
織

の
役
員
を
中
心
に
避
難
を
呼
び
掛
け
、

「
一
人
で
も
多
く
の
住
民
が
避
難
で
き

る
よ
う
に
必
死
に
行
動
し
た
」と
い
う
。

情
報
共
有
を
意
識

　

安
渡
小
学
校
に
は
震
災
の
夜
、５
０
０

人
ほ
ど
の
避
難
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。
当

時
は
雪
が
降
っ
て
い
た
た
め
、午
後
５
時

ご
ろ
、
気
温
低
下
に
よ
る
避
難
者
の
体

調
を
考
慮
し
、学
校
長
と
協
議
し
た
後
、

校
舎
と
講
堂
も
避
難
所
と
し
て
開
放
し

た
。
安
渡
地
区
の
各
避
難
所
か
ら
報
告

さ
れ
た
避
難
者
数
を
合
わ
せ
る
と
、約

１
１
７
０
人
と
な
っ
た
。
翌
12
日
に
は
、

安
渡
二
丁
目
町
内
会
自
主
防
災
事
業
部

と
し
て
避
難
所
運
営
を
開
始
。
13
日
、

各
町
内
会
の
役
員
が
安
渡
地
区
全
体
の

今
後
の
対
応
を
検
討
し
、同
地
区
津
波

対
策
本
部
が
発
足
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は

避
難
所
運
営
に
つい
て「
特
に
意
識
し
た

の
は
情
報
の
共
有
。
震
災
直
後
か
ら
町

内
に
は
何
の
情
報
も
入
って
こ
な
か
っ
た
。

毎
日
の
朝
礼
の
時
に
、町
や
県
、国
は
今

ど
う
動
い
て
い
る
の
か
を
避
難
者
に
伝
え
、

情
報
の
共
有
に
努
め
た
」と
振
り
返
る
。

　

ま
た
、避
難
生
活
の
長
期
化
に
よ
る

健
康
管
理
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、大
槌

病
院
に
勤
め
て
い
た
地
区
在
住
の
看
護

師
が
保
健
室
を
立
ち
上
げ
て
対
応
し
た
。

要
援
護
者
の
避
難
支
援

　

安
渡
地
区
は
震
災
前
か
ら
避
難
訓
練

や
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
い
、町
内
で

も
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
が
先
進
的

だ
っ
た
が
、震
災
で
２
１
７
人
が
犠
牲
に

な
っ
た
。
こ
の
数
は
震
災
前
の
地
区
人
口

１
９
５
３
人
の
11・１
％
に
当
た
る
。
震
災

の
教
訓
を
生
か
そ
う
と
、翌
年
６
月
か

ら
町
内
の
ほ
か
の
地
区
に
先
駆
け
て
地

区
防
災
計
画
の
見
直
し
に
動
き
出
し
た
。

２
０
１
２（
平
成
24
）年
６
月
２
日
、町
内

会
役
員
を
中
心
に
、大
槌
町
や
外
部
専

門
家
で
構
成
す
る「
安
渡
町
内
会
防
災

計
画
づ
く
り
検
討
会
」を
設
置
。
そ
の
後
、

計
８
回
の
検
討
会
を
重
ね
、安
渡
地
区

防
災
計
画
が
策
定
さ
れ
、翌
年
度
に
大

槌
町
地
域
防
災
計
画
に
も
収
載
さ
れ
た
。 

　

特
徴
と
し
て
は
、災
害
時
要
援
護
者

支
援
の
ル
ー
ル
が
挙
げ
ら
れ
る
。
支
援
の

時
間
の
目
安
を
地
震
後
15
分
以
内
と
し
、

内
容
を
限
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

徒
歩
避
難
が
難
し
い
要
援
護
者
に
限
り
、

地
震
発
生
か
ら
早
い
時
間
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
条
件
に
車
で
の
避
難
を
認
め
た
。

避
難
所
運
営
に
関
し
て
は
、津
波
到
達

後
３
時
間
程
度
、３
～
24
時
間
程
度
、24

～
72
時
間
程
度
な
ど
、時
間
に
よ
る
状

況
の
変
化
を
踏
ま
え
た
ル
ー
ル
づ
く
り

を
盛
り
込
ん
だ
。

　

14
年（
同
26
）年
３
月
２
日
に
は
、防
災

計
画
の
検
討
内
容
を
生
か
す
取
り
組
み

と
し
て
、大
槌
町
と
合
同
で
避
難
訓
練
を

実
施
し
た
。
防
災
計
画
の
検
証
を
兼
ね

て
、要
援
護
者
の
搬
送
で
車
や
リ
ヤ
カ
ー

を
用
い
る
な
ど
複
数
の
ケ
ー
ス
に
分
け
、

具
体
的
な
方
法
で
避
難
を
支
援
し
た
。 

　

さ
ら
に
、東
日
本
大
震
災
や
過
去
の

津
波
の
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
に
基
づ
く「
安

渡
ア
ー
カ
イ
ブ
化
プ
ロ
ジェク
ト
」に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

Interview
高
齢
化
進
む
地
区
で

災
害
弱
者
の
把
握
を

安
渡
町
内
会
防
災
計
画
づ
く
り
検
討
会　

会
長

佐さ

藤と
う 
稲い

ね

満み
つ

さ
ん

　

安
渡
地
区
で
は
、震
災
前
か
ら
避
難
訓
練

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、今
回
の
震

災
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

地
区
の
防
災
計
画
づ
く
り
の
検
証
で
話
題

に
な
っ
た
の
が
、大
槌
弁
で「
こ
す
ば
る
」と
言

う
行
動
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は
、高
齢
者
が

家
を
守
る
意
識
が
高
く
、家
か
ら
避
難
し
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。
今
回
の
津

波
で
も
こ
の
よ
う
な
行
動
を
取
って
亡
く
な
っ

た
方
や
、一
緒
に
避
難
し
よ
う
と
し
て
逃
げ

遅
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
無
事
に
避
難
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
考
え
、安
渡
地
区
の
防
災

計
画
で
は
、要
援
護
者
の
避
難
の
ル
ー
ル
を
設

け
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
。
今
後
、安
渡
は

高
齢
化
が
ど
ん
ど
ん
進
み
ま
す
。
高
齢
者
な

ど
の
災
害
弱
者
を
事
前
に
地
域
で
把
握
し
、

災
害
時
に
は
す
ぐ
に
避
難
誘
導
を
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。

　

地
震
が
起
き
た
ら
、津
波
が
来
る
こ
と
を

想
定
し
て
す
ぐ
に
高
台
に
避
難
す
る
こ
と
が

鉄
則
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、地
区
の
自
主
防

災
組
織
な
ど
を
通
し
て
、み
ん
な
で
こ
の
土
地

の
防
災
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

■ 図５–3　安渡地区の避難場所と避難経路
国土交通省「東日本大震災による被災現況調査（岩手３）、Ｂ‐５避難実態調査、地区・集落代表者避難行動調査結果概要（株式会社東京建設コンサルタント・株式会社邑
計画事務所共同提案体）」を基に作成
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大槌高校 沢山西

沢山東
高台

高台

裏山

裏山

高台

高台

みどり
幼稚園

国道

県道

旧・大槌
小学校

旧・大槌北
小学校

高校施設

体育館
寺院

神社

路上

町中央公民館

寺院

江岸寺
墓地

交差点

大槌川

小鎚川

墓地

本町

大町

新町

須賀町

末広町南

末広町北

上町

栄町

車が渋滞

小学校・幼稚園は
地震直後、迅速に
避難

大津波は国道盛り土を
越えて浸水

他地区から別の地区へ
徒歩移動者が多数

県道で
避難車両渋滞

最初期の津波は国道下
の道路から浸入するが
国道盛り土は越えない

小学校は迅速に
公民館へ集団避難

津波は河川堤防を越えて
流入。海からも高い津波

指定避難場所ではない所
に多数が避難し、犠牲者
が発生

下手の地区で避難途中で津波に
流された高齢者などが多かった

津波で河川が
氾濫し浸水

凡例

浸水・損壊
なし・あり

公共建物
民間建物
屋外

避難経路
おおむねの津波浸水域
津波来襲方向

避難場所

避
難
の
状
況 

町
方
・
沢
山
地
区

住
民
１
割
強
が
犠
牲
に

　

中
心
市
街
地
の
町
方
地
区
は
、大
槌

川
と
小
鎚
川
に
挟
ま
れ
た
三
角
州
状
の

低
地
で
、住
宅
や
商
店
が
密
集
し
、町
の

人
口
の
３
割
近
く
が
居
住
し
て
い
た
。
津

波
時
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
５
カ
所（
当

時
）は
、地
区
の
背
後
に
あ
る
城
山（
標

高
１
４
１
メ
ー
ト
ル
）の
中
腹
付
近
に
偏

在
し
て
い
た
。

　

住
民
の
一
定
数
は
地
震
直
後
に
声
を

掛
け
合
い
、高
齢
者
ら
の
避
難
を
補
助
し

つ
つ
、迅
速
に
高
台
な
ど
へ
避
難
。
一
方

で
、津
波
の
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い

と
考
え
、避
難
の
呼
び
掛
け
に
も
か
か
わ

ら
ず
自
宅
に
と
ど
ま
っ
た
り
、津
波
が
来

た
ら
２
階
へ
上
が
れ
ば
よ
い
な
ど
と
考
え

た
り
し
て
、避
難
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
かっ

た
。
当
時
の
地
区
住
民
の
14・７
％
に
当

た
る
６
６
０
人
が
亡
く
な
り
、ほ
か
の
地

区
と
比
較
し
て
最
も
高
率
を
示
す
。
上

町
の
町
立
大
槌
小
学
校
で
は
地
震
直
後
、

児
童
と
教
員
ら
が
い
ち
早
く
高
台
の
町

中
央
公
民
館
に
避
難
し
た
。

　

両
河
川
沿
い
や
海
側
の
街
区
で
は
、指

定
避
難
所
か
ら
距
離
が
あ
っ
た
た
め
、高

い
建
物
に
避
難
し
た
住
民
も
い
た
。
指

定
緊
急
避
難
場
所
で
は
な
い
江こ

う

岸が
ん

寺じ

の

本
堂
内
外（
た
だ
し
、墓
地
の
あ
る
同
寺

高
台
は
指
定
緊
急
避
難
場
所
）に
も
高

齢
者
を
含
む
多
く
の
人
が
避
難
し
た
が
、

津
波
が
押
し
寄
せ
て
多
数
の
犠
牲
者
が

発
生
し
た
。
ま
た
、城
山
な
ど
を
目
指

し
て
避
難
車
両
が
集
中
し
、主
要
道
路

で
渋
滞
が
発
生
し
た
。

　

新
町
に
あ
っ
た
役
場
庁
舎
に
も
津
波

が
直
撃
し
、町
長
ら
職
員
39
人（
移
動
途

中
な
ど
の
人
を
含
む
）が
犠
牲
に
な
っ
た
。

　

地
区
内
に
は
高
台
の
緊
急
避
難
場
所

（
江
岸
寺
の
墓
地
な
ど
）が
あ
っ
た
が
、

人
口
に
対
し
て
不
足
し
て
い
た
。
今
後
は

山
側
の
複
数
箇
所
を
避
難
場
所
と
し
て

積
極
活
用
し
、そ
こ
へ
上
が
れ
る
経
路
の

整
備
な
ど
が
課
題
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、主
要
道
路
沿
い
で
は
、避
難
場

所
周
辺
へ
避
難
車
両
の
集
中
を
防
ぐ
た

め
、複
数
の
車
両
退
避
場
所
を
整
備
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

独
自
に
避
難
場
所
設
定

　

大
槌
川
河
口
か
ら
約
１・５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
上
流
の
沢
山
地
区
で
は
、集
落
ご
と

に
、短
時
間
で
避
難
で
き
る
避
難
場
所

と
避
難
経
路
を
独
自
に
設
定
し
、津
波

避
難
用
マッ
プ
が
全
戸
配
布
さ
れ
て
い
た
。 

地
区
内
に
避
難
誘
導
看
板
も
設
置
さ
れ

て
い
た
。

　

住
民
の
多
く
は
、大
槌
川
の
対
岸
に

津
波
が
押
し
寄
せ
て
土
煙
が
上
が
る
の

を
目
撃
し
、高
台（
県
立
大
槌
高
校
、裏

山
な
ど
）に
避
難
し
た
。
こ
の
様
子
が
見

え
な
い
国
道
45
号
大
槌
沢
山
バ
イ
パ
ス
交

差
点
付
近
の
住
民
は
浸
水
が
始
ま
っ
て

か
ら
避
難
し
た
り
、自
宅
な
ど
に
い
て
流

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
地
区

内
の
町
立
大
槌
北
小
学
校
、み
ど
り
幼

稚
園
の
人
々
は
迅
速
に
避
難
し
て
い
る
。

　

地
区
で
は
独
自
に
複
数
の
津
波
避
難

場
所
を
背
後
の
高
台
に
設
定
し
、避
難

看
板
な
ど
で
周
知
、津
波
の
と
き
に
は
各

自
で
裏
山
に
上
が
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ

た
。
犠
牲
者
の
多
く
は
、津
波
は
来
な
い

と
考
え
て
自
宅
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。
ま
た
、県
道
大
槌
川
井
線
が

津
波
襲
来
前
に
安
渡
方
面
か
ら
金
沢
方

面
に
避
難
す
る
車
両
で
渋
滞
し
た
。

　

津
波
後
３
日
間
ほ
ど
は
、大
槌
高
校

の
山
側
を
抜
け
て
歩
い
て
き
た
地
区
外

の
避
難
者
が
、
地
区
内
の
畑
や
民
家
の

間
な
ど
浸
水
し
て
い
な
い
高
台
を
伝
って

別
の
地
区
へ
と
絶
え
間
な
く
移
動
し
、地

区
住
民
が
誘
導
に
当
た
っ
た
。

　

沢
山
地
区
に
あ
る
町
指
定
の
避
難
所
、

県
立
大
槌
高
校
は
、最
多
で
千
人
近
く

を
抱
え
る
大
規
模
な
避
難
所
と
な
り
、

学
校
に
避
難
し
て
い
た
生
徒
と
教
職
員

ら
が
避
難
所
運
営
に
携
わ
っ
た
。
生
徒

ら
は
避
難
当
初
か
ら
、水
く
み
や
炊
き

出
し
、物
資
運
搬
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

た
。
同
避
難
所
は
、学
校
が
再
開
す
る

直
前
の
４
月
19
日
ま
で
40
日
間
に
わ
た
っ

て
開
設
さ
れ
た
。
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Interview
教
訓
を
踏
ま
え
て

避
難
所
の
あ
り
方
再
検
討
を

当
時・県
立
大
槌
高
校　

校
長髙た

か

橋は
し 
和か

ず

夫お

さ
ん

　

あ
の
日
、私
は
学
校
か
ら
、町
が
津
波
で
沈

ん
で
い
く
の
を
見
て
い
ま
し
た
。
現
実
の
も
の

と
は
思
え
な
かっ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
な

る
か
、学
校
が
ど
う
な
る
か
、さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
迎
え
に
来
た
母
親

に
引
き
渡
し
て
帰
ら
せ
た
生
徒
も
い
た
の
で
、

無
事
に
逃
げ
た
の
か
と
気
に
なって
い
ま
し
た
。

生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
で
す
。

　

避
難
所
運
営
で
は
、生
徒
た
ち
が
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
を
担
って
く
れ
た
ん
で
す
。
水
く
み

や
炊
き
出
し
、車
の
整
理
、物
資
運
搬
な
ど
で

す
ね
。
自
分
た
ち
で
仕
事
を
探
し
て
やって
く

れ
た
ん
で
す
よ
。
生
徒
た
ち
の
思
い
や
り
や
優

し
さ
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

本
当
は
も
っ
と
早
く
自
治
会
を
組
織
し
て
、

避
難
所
運
営
を
避
難
者
の
自
主
性
に
任
せ
た

か
っ
た
。
先
生
方
や
生
徒
を
、早
く
学
校
の
こ

と
に
専
念
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
大
槌
高

校
の
場
合
は
い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
の
避
難
者

が
い
ま
し
た
し
、人
数
も
多
か
っ
た
。
な
か
な

か
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
災
害
時
に
備

え
て
、避
難
所
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

■ 図５–4　町方・沢山地区の避難場所と避難経路
国土交通省「東日本大震災による被災現況調査（岩手３）、Ｂ‐５避難実態調査、地区・集落代表者避難行動調査結果概要（株式会社東京建設コンサルタント・株
式会社邑計画事務所共同提案体）」を基に作成
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凡例

浸水・損壊
なし・あり

公共建物
民間建物
屋外

避難経路
おおむねの津波浸水域
津波来襲方向

避難場所

裏山

裏山

裏山

裏山裏山

裏山

裏山
空地

路上

伸松

小枕

津波が防潮堤を越えて
数秒で、地区全域が浸水

路上で避難完了と考え
津波に流された人あり

波が引いた後、
避難所となった場所

被災を免れた家屋

津波避難場所（空地）が浸水し
多くは背後の裏山に逃れたが
流された人もいた

避
難
の
状
況 

小
枕
・
伸
松
地
区

「
３
日
間
」
の
決
意

　

小こ

枕ま
く
ら

地
区
で
は
津
波
に
よ
り
既
存
の

避
難
所
が
浸
水
、被
災
を
免
れ
た
家
屋

は
２
軒
の
み
で
あ
っ
た
。
が
れ
き
が
道
を

ふ
さ
ぎ
、他
の
場
所
への
移
動
も
難
し
く
、

孤
立
す
る
中
で
救
援
を
待
っ
た
。

　

小
枕
自
治
会
の
会
長
を
務
め
て
い
た
三み

浦う
ら

勝か
つ

男お

さ
ん
は
、自
宅
で
地
震
に
遭
遇
。

そ
の
後
、避
難
所
と
し
て
利
用
す
る
小
枕

地
区
集
会
所
の
入
り
口
を
開
放
し
、集
会

所
よ
り
高
い
場
所
に
あ
る
自
宅
付
近
で

海
の
様
子
を
見
て
い
た
。
津
波
が
防
潮
堤

を
乗
り
越
え
て
迫
って
き
た
た
め
、す
ぐ

に
地
区
最
上
部
に
あ
る
畑
に
避
難
し
た
。

　

一
方
で
、同
地
区
中
部
付
近
の
民
家
前

に
約
10
人
の
住
民
が
避
難
し
て
い
た
。
そ

の
後
、津
波
は
こ
の
場
所
に
も
迫
り
、皆

一
斉
に
避
難
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、避

難
途
中
の
人
の
約
半
数
が
犠
牲
と
なった
。

　

第
１
波
が
引
い
た
後
、三
浦
さ
ん
が
避

難
し
て
い
た
畑
に
は
約
90
人
の
地
区
住

民
が
集
ま
って
い
た
。
避
難
者
の
中
に
は
、

地
区
住
民
の
ほ
か
に
赤
浜
地
区
の
住
民
、

釜
石
市
の
市
民
な
ど
も
い
た
。
三
浦
さ
ん

は
集
ま
っ
た
避
難
住
民
に
対
し
、「
３
日

間
は
な
ん
と
か
が
ん
ば
ろ
う
。
３
日
た
て

ば
救
助
が
来
る
。こ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
、

み
ん
な
力
を
合
わ
せ
て
や
ろ
う
」と
元
気

付
け
た
。

避
難
所
に
迫
る
火
災

　

津
波
が
引
い
た
後
、小
枕
地
区
に
は
２

カ
所
の
避
難
場
所
が
設
け
ら
れ
た
。
避
難

場
所
で
は
が
れ
き
の
中
か
ら
木
材
な
ど
を

集
め
て
た
き
火
を
し
、暖
を
取った
。
ま
た
、

被
災
を
免
れ
た
家
屋
の
う
ち
の
１
軒
を

高
齢
者
や
病
弱
者
の
た
め
に
利
用
さ
せ
て

も
ら
い
、衣
類
や
毛
布
な
ど
の
防
寒
具
を

も
う
１
軒
や
、被
災
し
た
家
屋
で
無
事
だっ

た
２
階
部
分
な
ど
か
ら
運
び
出
し
た
。
食

料
は
流
れ
着
い
た
冷
蔵
庫
な
ど
か
ら
取
り

出
し
、水
は
沢
水
を
使
用
し
た
。

　

小
枕
地
区
で
は
火
災
が
発
生
し
た
。

発
災
当
日
は
集
落
か
ら
発
生
し
た
火
が

小
さ
く
燃
え
て
い
た
。
翌
日
の
夕
方
か

ら
夜
に
か
け
て
町
方
地
区
の
火
事
が
広

が
り
、山
を
越
え
て
迫
っ
て
き
た
。
住
民

ら
は
消
防
団
の
指
導
の
下
、バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

を
し
て
消
火
活
動
を
行
っ
た
。
消
火
活

動
は
深
夜
ま
で
に
５
、６
回
行
わ
れ
た
。

家
に
避
難
し
て
い
た
人
も
、火
が
迫
っ
て

く
る
た
び
に
地
区
最
上
部
の
畑
に
避
難

し
た
。

　

ま
た
、津
波
の
犠
牲
と
な
っ
た
８
人
の

遺
体
を
、住
民
が
毛
布
な
ど
で
包
ん
で

運
ん
だ
。

小
枕
か
ら
の
避
難

　
３
月
13
日
の
午
前
９
時
ご
ろ
、小
枕
地

区
の
住
民
は
、孤
立
状
態
か
ら
抜
け
出

す
た
め
に
約
２・５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
北
の

寺
野
地
区
に
あ
る
弓
道
場
へ
避
難
を
始

め
た
。
普
段
使
用
す
る
道
路
は
が
れ
き

で
ふ
さ
が
れ
て
い
た
た
め
、集
落
北
側
の

山
す
そ
に
畳
や
段
ボ
ー
ル
を
敷
き
詰
め
て
、

通
行
路
を
確
保
。
徒
歩
で
小
枕
地
区
か

ら
国
道
45
号
付
近
ま
で
避
難
し
た
。
途

中
、高
齢
者
や
病
弱
者
７
人
ほ
ど
が
、救

助
に
駆
け
付
け
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送

さ
れ
た
。
徒
歩
移
動
の
人
た
ち
が
国
道

45
号
に
到
達
し
た
の
は
午
後
１
時
ご
ろ
で
、

そ
こ
か
ら
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
ピ
ス
ト
ン

輸
送
で
弓
道
場
に
向
か
っ
た
。

　

寺
野
弓
道
場
に
は
大
勢
の
避
難
者
が

い
た
た
め
、小
枕
住
民
が
ま
と
ま
っ
て
過

ご
す
場
所
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、弓
道
場
に
避
難
し
て
か
ら
は
各
人

で
行
動
し
た
。
親
戚
の
家
に
行
っ
た
人
や

弓
道
場
に
残
っ
た
人
も
い
た
が
、そ
れ
以

外
の
約
40
人
は
、13
日
夕
方
に
城
山
公

園
体
育
館
に
移
動
し
、避
難
生
活
を
開

始
し
た
。
小
枕
地
区
の
住
民
は
１
カ
所

に
ま
と
ま
り
、「
小
枕
地
区
」
と
い
う
看

板
を
立
て
た
。

伸
松
は
す
ぐ
地
区
外
へ

　

伸の
べ

松ま
つ

地
区
で
は
、地
震
発
生
後
に
ほ

と
ん
ど
の
住
民
が
地
区
外
へ
自
主
避
難

し
た
。

　

松
村
建
設
の
高
台
に
は
３
世
帯
が
避

難
。
地
区
住
民
の
祝い

わ
い

田た

曉あ
き

子こ

さ
ん
は
、

「
大
津
波
の
瞬
間
、引
き
波
の
す
さ
ま
じ

い
速
さ
と
暗
闇
に
広
が
る
炎
の
記
憶
は

今
も
消
え
な
い
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

水
産
加
工
場
か
ら
流
出
し
た
品
物
を
見

つ
け
て
、た
き
火
で
あ
ぶ
っ
て
飢
え
を
し

の
ぎ
、十
数
人
で
一
夜
を
明
か
し
た
。
翌

日
、小
鎚
橋
か
ら
が
れ
き
の
中
を
２
時

間
か
け
て
古こ

廟び
ょ
う

橋
ま
で
歩
き
、寺
野
弓

道
場
に
２
次
避
難
し
た
。

　

チ
リ
地
震
津
波
の
体
験
者
が
大
半
を

占
め
る
同
地
区
で
は
、各
自
が
素
早
い
避

難
行
動
を
開
始
し
た
が
、避
難
準
備
中

だ
っ
た
１
世
帯
２
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

被害を受けたが、流失を免れた小枕地区の家屋
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Interview
「
こ
こ
な
ら
安
全
」
を
過
信
せ
ず

危
機
感
を
持
っ
て
行
動

当
時・小
枕
自
治
会　

会
長三み

浦う
ら 
勝か

つ

男お

さ
ん

　

小
枕
地
区
は
１
９
３
３（
昭
和
８
）年
に
あ
っ

た
昭
和
三
陸
地
震
津
波
の
後
に
高
台
造
成
さ

れ
た
住
宅
地
。
戦
後
に
防
潮
堤
も
造
ら
れ
た

た
め
、小
枕
は
大
丈
夫
と
い
う
過
信
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
な
ら
津
波
は
来
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
意
識
は
、駄
目
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
、大
槌
川
上
流
の
柾ま
さ
な
い内
と
い
う
地

域
に
住
ん
で
い
ま
す
。
津
波
の
心
配
は
な
い
で

す
が
、洪
水
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
津
波

で
浸
水
し
な
か
っ
た
地
区
で
も
、常
に
危
機
感

は
持
つべ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時・小
枕
地
区
住
民

澤さ
わ

舘だ
て 

貴た
か

美み

さ
ん

　

震
災
前
に
避
難
訓
練
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
当
の
訓
練
で
は
な
かっ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

津
波
は
ひ
た
ひ
た
と
水
位
が
上
がって
く
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
の
津
波
は
壁

の
よ
う
に
一
気
に
押
し
寄
せ
て
き
た
。
訓
練

で
は
、高
齢
者
を
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
避
難
し

ま
し
た
が
、そ
ん
な
余
裕
は
な
か
っ
た
。
地
震

が
来
た
ら
、す
ぐ
に
高
台
に
逃
げ
る
こ
と
が

大
事
。
震
災
後
、い
つ
も
危
機
感
を
持
っ
て
行

動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
今
、津
波
が

来
た
ら
ど
こ
に
逃
げ
よ
う
か
」
と
車
を
運
転

し
て
い
る
と
き
に
いつ
も
考
え
て
い
ま
す
。

■ 図５–5　小枕・伸松地区の避難場所と避難経路
国土交通省「東日本大震災による被災現況調査（岩手３）、Ｂ‐５避難実態調査、地区・集落代表者避難行動調査結果概要（株式会社東京建設コンサルタント・株式会社邑計画事務所共同提案体）」を基に作成

逃
げ
る
、
救
う　

応
急
期
の
町　

避
難
の
状
況

81 80



凡例

浸水・損壊
なし・あり

公共建物
民間建物
屋外

避難経路
おおむねの津波浸水域
津波来襲方向

避難場所

裏山

裏山
民家

保健福祉会館

中央公民館方面

弓道場方面

裏山

裏山

桜木町西

夕方、集落が冠水したため
林道経由で他地区へ移動

他地区（町方）からの
浸水があった

大津波が河川堤防を越える前、
地区内の側溝の水があふれた

多くの住民は民家敷地まで直接避難した
数人が集会所２階に避難し取り残されたが無事であった

幼稚園では地震直後
迅速に民家敷地まで避難

小鎚川

おさなご幼稚園

避難所となった寺野弓道場で行われた食事配布（中村盛観さん提供）

小鎚川沿いの集落が浸水し、町民らは高台へ避難した（佐々木英之さん
提供）

避
難
の
状
況 

桜
木
町

火
災
近
づ
き
避
難
４
回

　

桜
木
町
は
１
９
６
０
年
代
初
め
、日
本

製
鉄（
当
時
は
富
士
製
鉄
）釜
石
製
鉄
所

（
釜
石
市
）の
勤
労
者
の
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
、小
鎚
川
流
域
に
新
た
に
造
成
さ
れ

た
街
区
で
あ
る
。
河
口
か
ら
上
流
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
り
、川
を
遡
上
す

る
津
波
の
認
識
が
薄
く
、津
波
の
防
災

意
識
は
あ
ま
り
高
い
と
は
言
え
な
かった
。

そ
の
た
め
自
治
会
で
は
、史
実
と
最
近
の

環
境
条
件
を
基
に
独
自
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、「
地
震
津
波
避
難
防
災
マ
ッ

プ
」を
作
成
。
全
戸
に
配
布
し
、避
難
訓

練
を
行
う
な
ど
、こ
こ
十
数
年
で
防
災

活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

地
震
直
後
、
指
定
緊
急
避
難
場
所

だ
っ
た
桜
木
町
保
健
福
祉
会
館
に
約

１
５
０
人
の
住
民
が
避
難
し
て
き
た
。

同
じ
時
間
帯
、防
災
行
政
無
線
の
放
送

が
大
津
波
警
報
の
発
表
を
告
げ
た
。
当

時
、自
治
会
長
だった
中な

か

村む
ら

盛せ
い

観か
ん
さ
ん
は
、

桜
木
町
下
流
の
小
鎚
川
水
門
で
は
最
大

６・４
メ
ー
ト
ル
の
津
波
し
か
防
げ
な
い
こ

と
を
知
って
い
て
、そ
の
こ
と
を
震
災
の
１

年
前
に
発
刊
し
た
自
治
会
創
立
40
周
年

記
念
誌
に
も
記
載
し
て
い
た
。「
こ
の
ま

ま
で
は
保
健
福
祉
会
館
も
浸
水
す
る
」

と
考
え
、裏
手
の
高
台
に
あ
る
民
家
の

敷
地
に
高
齢
者
や
幼
稚
園
児
を
は
じ
め

全
員
を
避
難
さ
せ
た
。
避
難
直
後
、津

波
は
河
川
堤
防
を
越
流
し
、足
元
の
側

溝
の
ふ
た
か
ら
下
水
道
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

き
た
泥
水
が
噴
出
。
あ
っ
と
い
う
間
に
町

全
体
が
１・５
～
２
メ
ー
ト
ル
水
没
し
、同

会
館
１
階
部
分
も
腰
の
高
さ
ま
で
水
浸

し
と
な
っ
た
。

　

夕
方
、中
村
さ
ん
と
担
当
役
場
職
員

は
、
避
難
者
数
の
報
告
や
防
寒
対
策
、

水・
食
料
の
確
保
の
た
め
、裏
山
の
や
ぶ

を
か
き
分
け
て
登
り
林
道
に
出
て
、町

中
央
公
民
館
に
向
か
っ
た
。
新
町
の
役

場
庁
舎
が
被
災
し
た
た
め
、同
公
民
館

が「
災
害
対
策
本
部
」と
な
って
い
た
が
、

避
難
者
で
混
雑
し
て
い
て
本
部
の
体
を

な
し
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

桜
木
町
の
避
難
状
況
を
職
員
に
伝
え
て
、

暗
闇
の
中
、眼
下
の
上
町
住
宅
な
ど
で
が

れ
き
が
燃
え
て
い
る
の
を
気
に
し
な
が
ら

桜
木
町
の
避
難
場
所
に
戻
っ
た
。

　

３
月
12
日
未
明
、山
林
火
災
が
拡
大

し
、避
難
し
て
い
た
高
台
の
民
家
も
危
険

に
な
っ
た
た
め
、浸
水
し
て
い
な
い
同
会

館
の
２
階
に
移
動
。
さ
ら
に
数
時
間
後

に
は
、こ
の
場
所
に
も
延
焼
の
恐
れ
が
あ

る
と
い
う
消
防
団
の
指
示
で
、夜
明
け
に

小
鎚
川
対
岸
上
流
の
弓
道
場
ま
で
徒
歩

で
避
難
し
た
。

全
員
で
避
難
所
運
営

　

弓
道
場
の
避
難
者
は
桜
木
町
の
自
治

会
員
が
約
７
割
を
占
め
て
お
り
、中
村

さ
ん
と
自
治
会
役
員
は
自
然
に
役
場
職

員
を
助
け
、避
難
所
の
運
営
を
手
伝
う

体
制
と
な
っ
た
。
避
難
所
で
の
作
業
は
、

▽
安
否
確
認
や
尋
ね
人
▽
新
規
入
所
者

へ
の
対
応
▽
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
と

在
庫
管
理
▽
水
の
補
給
▽
調
理・献
立
作

成
▽
燃
料
配
給
や
暖
房
機
器
管
理
▽
清

掃・
健
康
管
理
▽
マ
ス
コ
ミ
や
炊
き
出
し

支
援
団
体
へ
の
対
応
―
―
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
た
。
避
難
所
全
体
を
５
～
６
班
に

分
け
、各
班
で
運
営
世
話
人
を
選
び
、全

員
で
運
営
す
る
態
勢
が
整
え
ら
れ
た
。

　

避
難
所
と
い
う
特
殊
な
集
団
生
活
の

場
で
は
、食
事
を
受
け
取
る
順
番
や
騒

音
な
ど
の
問
題
も
あ
っ
た
。
一
方
、ト
イ

レ
掃
除
は
婦
人
部
の
女
性
た
ち
が
率
先

し
て
当
番
を
決
め
、流
行
歌
の「
ト
イ
レ

の
神
様
」
な
ら
ぬ「
ト
イ
レ
の
母か

ぁ

様さ
ま

」
と

呼
ば
れ
る
な
ど
皆
で
明
る
く
振
る
舞
って

い
た
。
こ
の
よ
う
に
、中
村
さ
ん
や
運
営

世
話
人
が
率
先
し
て
ジ
ョ
ー
ク
を
飛
ば
す

第  
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Interview
一
人
一
人
の
備
え
が

防
災
に
つ
な
が
る

当
時・桜
木
町
自
治
会　

会
長中な

か

村む
ら 
盛せ

い

観か
ん

さ
ん

　

12
歳
年
上
の
兄
が
町
の
消
防
団
に
入
って
い

た
た
め
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
そ
の
姿
を
見
て
い

ま
し
た
。
兄
か
ら
災
害
時
の
対
応
や
行
動
を

学
ん
だ
経
験
も
あ
り
、私
自
身
、人
一
倍
防

災
に
対
す
る
意
識
は
強
か
っ
た
。
震
災
２
カ

月
前
の
自
治
会
新
年
交
賀
会
の
あ
い
さ
つ
で

も「
今
年
は
10
年
周
期
の
事
故・災
害
の
心
配

な
年
で
す
」
と
話
し
た
ほ
ど
で
し
た
。
避
難

所
で
は
日
頃
の
自
治
会
組
織
や
活
動
が
う
ま

く
機
能
し
、皆
さ
ん
に
ス
ム
ー
ズ
に
役
割
を
振

り
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、桜
木
町
で
は
震
災
前
か
ら
津
波

避
難
訓
練
を
頻
繁
に
行
って
き
ま
し
た
が
、危

機
意
識
を
住
民
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
浸
透
さ
せ

る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

教
訓
と
い
え
ば
、や
は
り
一
人
一
人
が
普
段
か

ら
津
波
に
対
す
る
備
え
の
意
識
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。
地
震
や
災
害
が
起
き
た
と
き
、

自
分
が
い
る
場
所
か
ら
ど
こ
に
ど
う
避
難
す

べ
き
な
の
か
考
え
て
お
く
べ
き
だ
し
、訓
練
で

担
当
し
た
役
割
を
、リ
ー
ダ
ー
が
い
な
く
て
も

各
自
全
う
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

■ 図５–6　桜木町の避難場所と避難経路
国土交通省「東日本大震災による被災現況調査（岩手３）、Ｂ‐５避難実態調査、地区・集落代表者避難行動調査結果概要（株式会社東京建設コンサルタント・株式会社邑計画事務所共同提案体）」を基に作成

な
ど
し
て
、で
き
る
だ
け
明
る
い
雰
囲
気

づ
く
り
に
努
め
た
。
こ
れ
ら
は
震
災
前
の

日
常
生
活
で
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
が
図
ら
れ
て
い
た
証
し
と
い
え
る
。

逃
げ
る
、
救
う　

応
急
期
の
町　

避
難
の
状
況

83 82



避
難
の
状
況 

金
沢
・
小
鎚
地
区

在
宅
避
難
者
の
状
況

旧金沢小学校給食室で食事の準備をする炊き出し班在宅避難者の元へ物資を搬入する自衛隊

他
地
区
か
ら
避
難
者

　

町
中
心
部
か
ら
北
西
の
山
間
部
に
位

置
し
、津
波
に
よ
る
被
災
を
免
れ
た
金か

ね

沢ざ
わ・小こ

鎚づ
ち

地
区
。
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
中

心
部
の
町
方
地
区
な
ど
か
ら
多
く
の
避

難
者
が
集
ま
り
、避
難
所
や
民
家
な
ど

で
受
け
入
れ
た
。
し
か
し
、電
気
や
水

道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
停
止
状
態
で
、

避
難
所
運
営
の
マ
ニュ
ア
ル
や
備
蓄
食
料

が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、一
部
で
混
乱

を
招
い
た
。

　

金
沢
地
区
で
は
、町
役
場
金
沢
支
所
、

旧
金
沢
小
学
校
、生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の

３
カ
所
が
避
難
所
と
な
っ
た
。
避
難
所
で

は
、発
災
か
ら
約
１
週
間
、当
時
婦
人
消

防
協
力
隊
長
だ
っ
た
故
兼
沢
え
つ
さ
ん
ら

地
区
住
民
が
、備
蓄
米
や
自
家
米
な
ど

を
ガ
ス
釜
で
炊
い
て
、地
区
外
か
ら
の
避

難
者
に
提
供
し
た
。
停
電
の
中
、精
米

機
を
動
か
す
発
電
機
の
燃
料
が
不
足
し

て
苦
労
し
た
と
い
う
。

　

避
難
直
後
か
ら
、地
域
住
民
が
主
体

物
資
渡
ら
ず
孤
立

　　

発
災
直
後
の
大
槌
町
に
は
、津
波
に
よ

る
被
害
を
免
れ
て
残
っ
た
自
宅
や
勤
務

先
、民
間
企
業
の
倉
庫
な
ど
、指
定
避
難

所
以
外
で
暮
ら
す「
在
宅
避
難
者
」
が

多
く
い
た
。
在
宅
避
難
者
は「
家
が
被

災
せ
ず
に
済
ん
だ
人
た
ち
」と
い
う
視
点

で
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、家
が
残
っ

た
か
ら
こ
そ
の
苦
悩
が
多
々
あ
っ
た
。

　

在
宅
避
難
者
は
所
在
が
分
散
し
て
お

り
、行
政
の
目
が
行
き
届
き
に
く
い
。
そ

の
た
め
生
存
者
の
確
認
さ
え
も
難
し
く
、

物
資
が
う
ま
く
行
き
渡
ら
な
い
こ
と
が

問
題
と
なっ
た
。
何
日
も
食
べ
物
が
な
かっ

た
こ
と
に
加
え
、高
齢
者
用
の
お
む
つ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
ミ
ル
ク
な
ど
の
生
活
消
耗
品

の
不
足
が
続
き
、苦
労
が
絶
え
な
かっ
た
。

ま
た
、指
定
避
難
所
の
よ
う
な
情
報
網
が

な
い
た
め
、生
活
し
て
い
く
上
で
必
要
な

情
報
が
得
ら
れ
ず
孤
立
状
態
が
続
い
た
。

　

在
宅
避
難
者
で
あ
る
こ
と
が
精
神
に

与
え
る
負
担
も
大
き
い
。
家
族
を
亡
く

と
な
っ
た
避
難
生
活
支
援
が
続
く
中
、

避
難
者
に
よ
る
自
主
運
営
への
移
行
に
つ

い
て
、同
月
16
日
に
話
し
合
い
を
行
い
、

避
難
者
の
中
で
、炊
き
出
し
班
、救
護
班
、

支
援
物
資
班
な
ど
の
班
体
制
を
構
築
し
、

自
主
運
営
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

届
か
ぬ
物
資
、備
蓄
活
用

　

津
波
被
害
の
な
か
っ
た
金
沢・小
鎚
地

区
で
は
、外
部
か
ら
の
物
資
支
援
が
町

方
や
吉
里
吉
里
な
ど
に
偏
って
い
た
こ
と

も
あ
り
、他
の
地
区
よ
り
も
支
援
が
遅

れ
た
。
自
衛
隊
に
よ
る
小
鎚
地
区
への
救

援
は
発
災
か
ら
５
日
目
以
降
だった
た
め
、

救
援
が
来
る
ま
で
備
蓄
食
料
で
し
の
い

だ
。
金
沢
地
区
で
は
、物
資
が
集
ま
っ
て

い
た
旧
金
沢
小
学
校
体
育
館
で
在
宅
避

難
者
分
の
物
資
を
仕
分
け
、各
地
区
担

当
の
民
生
児
童
委
員
６
人
が
各
戸
へ
届

け
た
。
ま
た
、避
難
者
の
中
で
持
病
の
薬

が
不
足
し
て
い
る
人
は
、保
健
師
や
日
本

赤
十
字
社
、Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
医
療

し
た
人
や
自
宅
を
失
っ
た
人
た
ち
に
配

慮
し
、「
自
分
は
幸
い
な
こ
と
に
家
が
残
っ

た
か
ら
、家
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
た

ち
が
優
先
だ
」と
考
え
、助
け
を
求
め
に

く
い
状
況
だ
っ
た
。
中
に
は
避
難
所
へ
物

資
を
受
け
取
り
に
行
く
際
に「
家
が
残
っ

た
の
に
物
を
も
ら
い
に
来
て
い
る
人
が
い
る
」

「
避
難
所
に
直
接
物
資
を
取
り
に
来
た

人
の
分
し
か
渡
せ
な
い
」
な
ど
、厳
し
い

言
葉
を
受
け
て
傷
心
し
た
在
宅
避
難
者

も
い
た
。

事
前
対
策
や
備
蓄
必
要 

　

物
資
不
足
や
孤
立
の
問
題
が
起
き
た

理
由
の
一
つ
と
し
て
、行
政
で
在
宅
避
難

者
への
支
援
方
法
を
事
前
に
考
慮
で
き
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
課
題

の
解
決
に
向
け
、自
治
体
ご
と
に
前
も
っ

て
緊
急
時
の
体
制
を
共
有・認
識
し
て
お

く
こ
と
や
、家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
備
蓄

の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
あ
る
在

宅
避
難
経
験
者
は「
10
日
間
の
食
事
に

チ
ー
ム
）な
ど
の
巡
回
診
療
を
受
け
た
。

　

災
害
に
備
え
、避
難
者
の
受
け
入
れ

先
の
検
討
や
、避
難
所・避
難
路
の
整
備

を
図
り
、災
害
発
生
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
避

難
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
体
制
づ
く

り
を
行
う
こ
と
が
、金
沢・小
鎚
地
区
の

今
後
の
課
題
と
さ
れ
る
。
特
に
も
災
害

で
各
地
の
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
中
、県

道
26
号
大
槌
小
国
線
が
命
を
つ
な
ぐ
道

と
な
っ
た
。
内
陸
と
結
ぶ
土
坂
峠
ト
ン
ネ

ル
の
早
期
開
通
が
望
ま
れ
る
。

困
ら
な
い
程
度
の
備
蓄
を
確
保
し
て
お

く
と
よ
い
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、災
害
時

に
は
気
付
い
た
人
が
い
ち
早
く
在
宅
避

難
者
の
状
況
把
握
の
た
め
の
名
簿
を
作

成
し
、情
報・物
資
の
供
給
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
必
要
が
あ
る
。

　

精
神
面
で
は
、個
々
人
の
被
災
状
況
の

違
い
に
よ
る
人
間
関
係
の
摩
擦
に
苦
し

む
人
が
多
か
っ
た
。
災
害
時
に
も
相
手
の

気
持
ち
を
考
え
た
行
動
を
心
掛
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

Interview
在
宅
避
難
名
簿
が

物
資
依
頼
の
根
拠
に

曹
洞
宗
吉
祥
寺　

住
職

髙た
か

橋は
し 
英え

い

悟ご

さ
ん

　

私
は
当
時
、吉
里
吉
里
で
自
分
の
お
寺
を

開
放
し
て
避
難
所
運
営
を
し
て
い
ま
し
た
。

震
災
か
ら
２
日
ほ
ど
た
ち
、用
事
が
あ
って
町

を
歩
い
て
い
る
と
、誰
に
も
認
知
さ
れ
て
い
な

い
で
あ
ろ
う
在
宅
避
難
者
の
数
が
あ
ま
り
に

多
い
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。「
こ
れ
は
な
ん

と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
早
々
に
動
き
始
め
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
、町
内
会
の
会
長
さ
ん
や
民
生
委

員
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、１
軒
ず
つ
残
っ
た
家

を
訪
ね
て
い
た
だ
き
、在
宅
避
難
者
の
人
数

や
誰
が
ど
こ
に
い
る
の
か
分
か
る
よ
う
に
名
簿

を
作
り
ま
し
た
。
３
６
０
軒
に
１
２
６
０
人
が

身
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、名
簿
は「
助

け
る
べ
き
人
が
こ
れ
ほ
ど
い
る
」と
い
う
根
拠

と
な
り
ま
し
た
。
名
簿
を
町
災
害
対
策
本
部

に
提
出
し
、各
家
を
避
難
所
と
し
て
認
め
て

も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、う
ち
の
お
寺
が
窓
口
と

な
っ
て
人
数
分
の
物
資
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

家
が
残
っ
た
人
は「
空
き
巣
」に
も
困
って
い

て
、夜
警
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
だ
と
思
い

ま
し
た
。い
ろ
ん
な
デマ
が
流
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

情
報
は
慎
重
に
見
極
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Interview
地
区
住
民
の
支
援
に
よ
っ
て

な
ん
と
か
し
の
い
だ
数
日
間

町
役
場
金
沢
支
所　

臨
時
職
員谷た

に

藤ふ
じ 

邦く
に

緒お

　

発
災
当
時
は
金
沢
支
所
で
仕
事
を
し
て
い

た
。
津
波
が
来
た
後
、少
し
ず
つ
町
の
方
か
ら

避
難
し
て
く
る
人
が
い
た
。
翌
日
に
な
る
と
、

山
火
事
か
ら
逃
れ
よ
う
と
城
山
体
育
館
か
ら

下
り
て
き
た
人
も
集
ま
って
き
て
、避
難
者
が

増
え
た
。
金
沢
の
親
戚
や
知
り
合
い
を
頼
り

に
し
て
来
た
人
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

そ
れ
か
ら
支
所
は
避
難
所
に
な
って
、近
隣

の
住
民
が
炊
き
出
し
を
し
て
お
に
ぎ
り
を
届

け
て
く
れ
た
り
、生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
調

理
室
で
持
ち
寄
っ
た
お
米
を
ガ
ス
釜
で
炊
い
て

配
っ
た
り
し
て
い
た
。
こ
の
地
区
は
農
家
が
多

く
備
蓄
米
が
あ
っ
た
の
で
、沢
水
が
引
か
れ
て

い
た
か
ら
ご
飯
を
炊
け
た
。
し
か
し
、停
電
で

精
米
が
で
き
ず
難
儀
す
る
中
、3
月
13
日
に

農
協
か
ら
支
援
米
が
届
き
、自
衛
隊
な
ど
の

継
続
的
な
物
資
が
届
く
ま
で
の
数
日
間
を
な

ん
と
か
し
の
い
だ
。

　

あ
の
日
の
よ
う
な
緊
急
事
態
の
中
で
は
、で

き
る
こ
と
が
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
状
況

に
よ
って
、自
分
で
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
要
最
低
限
の
物
資
の
備
蓄
や
避
難
用
品
を

そ
ろ
え
て
お
く
な
ど
、日
頃
の
心
掛
け
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

逃
げ
る
、
救
う　

応
急
期
の
町　

避
難
の
状
況
／
在
宅
避
難
者
の
状
況

第  

章
5

85 84



支
援
物
資
分
配

不
足
し
た
防
寒
具

　

避
難
所
運
営
で
困
難
を
極
め
た
こ
と

の
一
つ
が
、日
常
生
活
で
最
低
限
必
要
な

物
資
の
確
保
で
あ
る
。
安
渡
地
区
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
う
ち
45
％
の
住

民
が
、最
も
困
っ
た
こ
と
と
し
て「
生
活

物
資
の
不
足
」を
挙
げ
て
い
る（
２
０
１
３

年
10
月
「
安
渡
地
区
津
波
防
災
計
画
」

か
ら
）。
特
に
、寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
の

毛
布
が
町
内
全
て
の
避
難
所
で
不
足
。

各
地
区
で
多
く
の
被
災
者
が
車
中
泊
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
ほ
か
、カ
ー
テ
ン
や
暗

幕
を
寝
具
代
わ
り
に
使
用
し
た
城
山
公

園
体
育
館
や
、入
院
患
者
用
の
寝
巻
を

重
ね
着
し
た
大
槌
病
院
の
例
な
ど
、ど
の

避
難
所
も
寒
さ
対
策
に
苦
慮
し
た
。
飲

み
水
は
、安
渡
や
赤
浜
、吉
里
吉
里
で
は

地
区
内
の
沢
水
や
井
戸
水
を
利
用
。
灯

油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
は
遠
野
市
な

ど
か
ら
支
援
が
あ
り
、初
期
は
町
中
央

公
民
館
周
辺
に
積
ん
だ
ド
ラ
ム
缶
に
貯

蔵
し
た
。

　

町
内
の
非
常
用
物
資
の
備
蓄
倉
庫
も

被
災
し
、必
要
物
資
は
震
災
後
の
支
援

物
資
で
賄
う
ほ
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、届

い
た
大
量
の
物
資
を
管
理
す
る
場
所
が

限
ら
れ
た
上
に
、そ
の
調
達
や
配
分
、管

理
な
ど
を
行
う
人
員
が
不
足
し
て
い
た

た
め
、供
給
や
配
分
の
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
た
。

物
資
管
理
を
改
善

　

物
資
の
集
積
拠
点
は
、震
災
直
後
に

中
央
公
民
館
大
会
議
室
と
吉
里
吉
里

地
区
体
育
館
の
２
カ
所
に
分
か
れ
て
い
た

も
の
を
１
カ
所
に
集
約
し
、管
理
体
制
の

改
善
を
図
っ
た
。
国
土
交
通
省
の
協
力

を
得
て
、町
営
野
球
場
に
設
置
し
た
物

資
管
理
用
テ
ン
ト
を
３
月
下
旬
に
さ
ら

に
大
型
の
も
の
に
替
え
、支
援
物
資
の
受

け
入
れ
や
要
請
の
窓
口
を
一
本
化
し
た
。

　
３
月
中
旬
、県
は
岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
協
力
を
受
け
、滝
沢
村（
現・
滝
沢

市
）の
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
を
物
資
輸

送
拠
点
と
し
て
開
設
。
大
規
模
な
物
資

管
理
の
窓
口
が
で
き
た
こ
と
で
、大
槌
町

か
ら
県
へ
の
物
資
要
請
、ま
た
県
か
ら
大

槌
町
への
物
資
輸
送
が
ス
ム
ー
ズ
に
なった
。

し
か
し
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
避
難
者

の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、必
要
量
を

上
回
る
救
援
物
資
が
届
く
一
方
、衣
類

や
ハエ
駆
除
の
殺
虫
剤
が
不
足
す
る
な
ど
、

現
場
の
混
乱
は
続
い
た
。

適
切
な
ニ
ー
ズ
発
信
を

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、海
か
ら
離
れ
た

場
所
に
防
災
倉
庫
を
設
置
す
る
こ
と
や
、

衛
星
電
話
な
ど
災
害
の
影
響
の
少
な
い

通
信
手
段
を
町
が
平
時
か
ら
確
保
し
て

お
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

支
援
者
の
思
い
を
無
駄
に
し
な
い
た
め

に
、被
災
者
が
適
切
に
ニ
ー
ズ
を
発
信
し
、

物
資
の
需
要
と
供
給
の
不
一
致
を
防
ぐ

こ
と
も
大
切
だ
。
ま
た
、地
区
ご
と
の
自

主
防
災
組
織
を
中
心
と
し
た
住
民
組
織

で
、物
資
分
配
の
手
順
な
ど
を
明
記
し

た
避
難
所
運
営
マ
ニュ
ア
ル
を
事
前
に
作

成
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

医
療
活
動

医
療
拠
点
、
全
て
被
災

　

当
時
、大
槌
町
に
あ
っ
た
20
カ
所
全
て

の
医
療
機
関
が
被
災
し
た
た
め
、医
療

救
護
活
動
の
拠
点
す
ら
も
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。

　

町
の
医
療
機
能
は
、平
時
か
ら
連
携

し
て
い
る
釜
石
市
を
は
じ
め
、全
国
か
ら

多
く
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
。
し
か
し
、

災
害
時
の
医
療
活
動
に
関
す
る
具
体
的

な
計
画
が
事
前
に
策
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、発
災
直
後
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
や

通
信
手
段
、電
源
な
ど
を
十
分
に
用
意

で
き
な
か
っ
た
。
現
場
の
状
況
で
可
能
な

応
急
処
置
を
で
き
る
人
々
、で
き
る
場
所

で
行
う
こ
と
で
精
いっ
ぱ
い
だ
っ
た
。

深
刻
な
薬
不
足
に
悩
む

　

４
カ
所
の
避
難
所（
県
立
大
槌
高
校
、

町
中
央
公
民
館
、寺
野
弓
道
場
、町
立

安
渡
小
学
校
）に
救
護
所
が
設
置
さ
れ

た
が
、場
所
の
選
定
や
医
療
物
資
の
不

足
に
苦
し
ん
だ
。
ま
た
、人
工
透
析
な

ど
継
続
的
な
処
置
や
薬
の
投
与
を
必
要

と
す
る
患
者
も
多
く
、薬
の
不
足
は
日

を
追
う
ご
と
に
深
刻
化
し
、医
師
や
患

者
の
不
安
が
募
って
いっ
た
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
し
よ
う
と
、支
援

を
待
た
ず
し
て
自
ら
釜
石
ま
で
薬
を
取

り
に
行
く
医
師
や
、町
外
か
ら
物
資
を

届
け
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
現
れ
始
め
た
。

そ
の
判
断
力
と
行
動
力
の
お
か
げ
で
、医

療
物
資
が
徐
々
に
整
い
、短
期
間
で
患
者

を
助
け
る
た
め
の
体
制
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
。

災
害
時
体
制
の
構
築
を

　

症
状
に
合
わ
せ
て
患
者
を
町
外
搬
送

す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、町
役
場・

消
防・医
療
機
関
の
連
携
体
制
が
整
っ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、患
者
搬
送
先
の
決
定

や
状
況
の
把
握
、患
者
の
個
人
情
報
の

共
有
が
困
難
に
な
り
、対
応
に
多
く
の

時
間
と
労
力
を
要
し
た
。

　

今
後
は
、災
害
時
の
患
者
の
受
け
入

れ
先
の
確
保
や
救
護
所
機
能
の
充
実
の

た
め
に
、釜
石
医
師
会
や
各
防
災
関
係

機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、受
援

計
画
の
策
定
や
訓
練
の
実
施
が
必
要
で

あ
る
。 

Interview
机
を
並
べ
た
だ
け
の
場
所
で

で
き
る
こ
と
を
や
っ
た

植
田
医
院　

院
長

植う
え

田た 
俊と

し

郎ろ
う

さ
ん

　

３
月
13
日
、運
よ
く
難
を
逃
れ
寺
野
弓
道

場
の
避
難
所
に
い
た
私
は
、当
時
の
県
立
大
槌

病
院
副
院
長
で
あ
る
黒
田
継
久
医
師
か
ら
伝

言
メ
モ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、「
大

槌
病
院
は
機
能
で
き
な
い
た
め
解
散
予
定
で

す
」
と
あ
り
ま
し
た
。
事
態
の
重
大
さ
を
再

認
識
し
、背
筋
が
凍
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、自
分
の
役
割
を
理
解
し
、今
で

き
る
こ
と
を
や
って
み
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、職
員
や
家
族
と
共
に
避
難
所
に
救

護
所
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
民
の
一
人

と
し
て
、自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
た
だ
け
だ

と
思
って
い
ま
す
。

　

机
を
並
べ
た
だ
け
の
場
所
で
医
療
活
動
を

行
い
、生
活
空
間
と
同
居
状
態
。
そ
の
よ
う

な
中
で
も
、全
国
各
地
の
医
療
チ
ー
ム
か
ら
支

援
を
い
た
だ
き
、な
ん
と
か
救
護
所
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
って
い
ま
す
。

　

震
災
の
記
憶
は
徐
々
に
薄
れ
て
い
く
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
、私
に
とって
は
今
後
一
生
続
く

「
事
実
」で
す
。で
き
れ
ば
体
験
し
た
く
な
かっ

た
こ
と
で
す
が
、多
く
の
人
々
と
出
会
い
、助
け

ら
れ
ま
し
た
。
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
へ

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

Interview
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

物
資
供
給
を
効
率
化

大
槌
町
産
業
振
興
課　

課
長岡お

か

本も
と 

克か
つ

美み

さ
ん

　

発
災
後
は
主
に
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
や

依
頼
な
ど
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
野

球
場
に
物
資
倉
庫
テ
ン
ト
を
設
置
し
、一
括

管
理
で
き
る
よ
う
に
仕
組
み
を
整
え
る
と
こ

ろ
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。
陸
路
が
悪
い
中
、

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
物
心
両
面
の
支
援
が

届
き
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
支
援
を
無
駄
に
し
な
い
た

め
、ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
物
資
の
供
給
が
必
要

で
あ
り
、職
員
の
み
な
ら
ず
自
衛
隊
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

職
員
と
し
て
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
、物
資
が

昼
夜
を
問
わ
ず
運
ば
れ
て
く
る
た
め
、家
族

が
犠
牲
に
な
っ
た
り
、家
が
被
災
し
た
り
し
た

職
員
に
心
を
休
め
る
時
間
を
与
え
て
あ
げ
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

非
常
時
の
初
動
対
応
で
は
、地
元
職
員
が

必
ず
必
要
で
す
。
日
頃
の
業
務
と
は
違
う
環

境
や
内
容
に
い
か
に
対
応
し
、業
務
分
担
す

る
か
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
物
資
の
ニ
ー
ズ

や
供
給
さ
れ
る
も
の
は
時
間
と
と
も
に
変
化

し
ま
す
。
そ
の
時
々
に
応
じ
た
業
務
や
体
制

に
変
え
て
、物
資
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

釜石医師会の医師らをはじめ、多くの町内外医療従事者の協力により備
品や薬が集まった

逃
げ
る
、
救
う　

応
急
期
の
町　

支
援
物
資
分
配
／
医
療
活
動
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全
国
の
警
察
が
支
援

　

発
災
直
後
か
ら
、生
存
者
の
救
出
の
た

め
各
種
部
隊
が
出
動
し
た
。
警
察
、緊
急

消
防
援
助
隊
な
ど
が
協
力
し
、し
ら
み
つ

ぶ
し
に
現
場
を
当
た
っ
て
救
助・捜
索
活

動
を
展
開
。
が
れ
き
が
道
路
を
ふ
さ
ぎ

車
両
の
通
行
が
不
可
能
だ
っ
た
た
め
、徒

歩
で
行
っ
た
。
自
衛
隊
合
流
後
も
、発
災

か
ら
１
週
間
後
ま
で
生
存
者
の
救
出
に

注
力
し
、23
人
の
生
存
者
を
救
出
し
た
。 

　

生
存
者
の
救
出
と
並
行
し
、行
方
不
明

者
の
捜
索
も
行
わ
れ
た
。
３
月
16
日
、広

島
県
と
島
根
県
警
察
機
動
隊
約
１
０
０

人
が
浪
板・吉
里
吉
里
地
区
で
の
捜
索
活

動
を
開
始
。
そ
れ
を
皮
切
り
に
、全
国
の

警
察
の
機
動
隊
が
派
遣
さ
れ
た
。
以
降
、

千
葉
県
警
察
、大
阪
府
警
察
、神
奈
川
県

警
察
な
ど
、北
は
北
海
道
警
察
、南
は
福

岡
県
警
察
の
警
察
官
が
大
槌
町
に
派
遣

さ
れ
、行
方
不
明
者
の
捜
索
を
続
行
。
捜

索
に
従
事
し
た
警
察
官
は
、２
０
１
１（
平

成
23
）年
11
月
22
日
現
在
で
、17
都
道
府

県
30
部
隊
、総
勢
２
３
８
１
人
に
上
っ
た
。

救
助
・
捜
索
活
動

水
門
閉
鎖
し
避
難
誘
導

　

地
震
発
生
直
後
、大
槌
消
防
署
の
ポ

ン
プ
車・タ
ン
ク
車・緊
急
車
両
隊
１
隊
が

小
枕
地
区
に
あ
る
海
岸
水
門
の
閉
鎖
に

向
か
っ
た
。
そ
の
後
、各
隊
は
潮
位
関
連

水
門
の
閉
鎖
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

住
民
の
避
難
誘
導
、避
難
広
報
活
動
を

行
っ
た
。
消
防
署
に
参
集
し
た
職
員
は
、

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
避
難
広
報
、消

防
無
線
に
よ
る
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

　

津
波
襲
来
後
、タ
ン
ク
車
隊
、救
急
２

号
車
、本
部
広
報
車
は
末
広
町
に
あ
る

蓮れ
ん

乗じ
ょ
う

寺じ

へ
避
難
。
職
員
ら
は
、津
波
の
後

に
発
生
し
た
火
災
か
ら
同
寺
に
い
る
多

数
の
避
難
者
を
守
る
た
め
、二
手
に
分
か

れ
た
。
一
方
は
移
動
可
能
な
住
民
を
城

山
へ
避
難
誘
導
し
、も
う
一
方
は
移
動

困
難
な
住
民
を
安
全
な
場
所
に
集
め
、

た
き
火
で
暖
を
取
ら
せ
た
。
避
難
し
た

消
防
車
両
３
台
は
そ
の
後
、火
災
で
焼

失
し
た
。

　

３
月
12
日
、津
波
の
被
害
に
よ
り
全

壊
し
た
消
防
署
庁
舎
の
屋
上
に
避
難
し

孤
立
し
て
い
た
13
人
の
職
員
が
自
衛
隊
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
助
さ
れ
、寺
野
地
区

の
町
営
野
球
場
に
移
動
し
た
。
町
中
央

公
民
館
で
は
、消
防
職
員
が
消
防
団
と

協
力
し
、自
衛
隊
が
搬
送
し
た
遺
体
を

会
議
室
に
移
動
さ
せ
た
。

　

３
月
13
日
か
ら
町
災
害
対
策
本
部
に

消
防
職
員
を
配
置
。
全
国
か
ら
の
緊
急

消
防
援
助
隊
が
到
着
す
る
と
、職
員
は

緊
急
消
防
援
助
隊
と
協
力
し
、援
助
活

動
を
実
施
し
た
。
ま
た
、自
衛
隊
の
捜

索
活
動
に
職
員
を
出
向
さ
せ
、遺
体
の

身
元
確
認
に
協
力
し
た
。

　

３
月
14
日
、火
災
が
町
内
各
地
に
延

焼
し
、至
る
所
か
ら
林
野
火
災
の
発
生

情
報
が
入
って
き
た
。
消
防
ポ
ン
プ
車
や

資
機
材
の
流
失
に
よ
り
、思
う
よ
う
な

活
動
が
で
き
ず
、主
に
救
助
活
動
と
火

災
の
延
焼
防
止
に
当
た
っ
た
。
そ
の
後
、

広
範
囲
に
延
焼
し
た
た
め
、鎮
火
に
は

25
日
間
を
要
し
た
。

　

後
に
、寺
野
地
区
の
町
営
野
球
場
に

通
信
設
備
を
設
置
し
、し
ば
ら
く
の
間

「
大
槌
消
防
署
」と
し
て
使
用
し
た
。

大津波の翌朝、町方地区の建物の屋上などにいた避難者を自衛隊のヘリコプターが救助した

消
防
団
と
自
衛
隊
の
活
動

　

地
震
発
生
直
後
、町
内
の
消
防
団
は

直
ち
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
出
動
し

た
。
避
難
広
報
と
と
も
に
、水
門
の
閉

鎖
を
行
っ
た
。
ま
た
、避
難
誘
導
中
に
住

宅
や
車
両
な
ど
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
住
民

の
救
助
活
動
に
奔
走
し
た
。
町
内
で
発

生
し
た
林
野
火
災
の
消
火
活
動
に
従
事

し
た
ほ
か
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
遺

体
の
搬
送
、身
元
確
認
、夜
間
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
も
実
施
し
た
。

　

自
衛
隊
は
、３
月
12
日
か
ら
生
存
者

の
救
出
活
動
を
開
始
し
た
。
７
月
24
日

の
撤
退
ま
で
、第
５
高こ

う

射し
ゃ

特と
っ

科か

群ぐ
ん（
青
森

県
八
戸
市
）や
第
９
戦
車
大
隊（
岩
手
県
）

な
ど
、延
べ
30
部
隊
が
４
カ
月
以
上
の
長

期
間
に
わ
た
っ
て
献
身
的
な
活
動
を
展

開
し
た
。
主
に
、町
内
の
が
れ
き
撤
去
や

道
路
を
切
り
開
く
復
旧
支
援
、避
難
所

で
の
給
水
や
給
食
、物
資
輸
送
、防
疫
な

ど
を
行
っ
た
。

国道45号の大槌バイパスに並ぶ大阪府消防局の支援車両

Interview
水
門
閉
鎖
後
、
津
波
襲
来

避
難
所
で
け
が
人
の
応
急
処
置

当
時・大
槌
消
防
署　

消
防
司
令
補

現・副
署
長

三み

浦う
ら 
浩こ

う

二じ

さ
ん

　

地
震
発
生
後
、水
門
閉
鎖
を
行
い
、消
防

車
両
を
退
避
さ
せ
て
い
る
途
中
、シ
ョッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
マ
ス
ト
の
駐
車
場
内
に
家
屋
が
が
れ

き
と
共
に
流
れ
て
く
る
の
を
確
認
し
、寺
野
の

弓
道
場
付
近
ま
で
移
動
し
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
自
隊
の
消
防
ポ
ン
プ
車
１
台
と
救
急
車
１

台
の
み
が
退
避
し
、ほ
か
の
隊
と
は
連
絡
が
付

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

弓
道
場
に
避
難
者
が
集
ま
っ
て
く
る
中
、

救
急
隊
と
共
に
傷
病
者
の
応
急
処
置
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、地
元
の
個
人
病
院
の

医
師
が
弓
道
場
内
に
救
護
所
を
設
置
し
、傷

病
者
の
診
察
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

医
師
の
指
示
の
下
、病
院
で
の
治
療
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、救
急
車
で
搬
送
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、緊
急
を
要
す
る
傷
病
者
は
、防
災
ヘ

リ
や
自
衛
隊
ヘ
リ
で
各
医
療
機
関
に
搬
送
し

ま
し
た
。
救
助・捜
索
活
動
に
つい
て
は
、地
元

消
防
団
や
緊
急
消
防
援
助
隊
、警
察
、自
衛

隊
と
共
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
各
関
係

機
関
の
支
援
に
よ
り
、消
防
活
動
を
維
持
で

き
ま
し
た
。

逃
げ
る
、
救
う　

応
急
期
の
町　

救
助
・
捜
索
活
動
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燃
料
・
電
力
の
確
保

犠
牲
者
へ
の
対
応

鼻
で
嗅
ぎ
燃
料
判
別

　

発
災
直
後
か
ら
燃
料
は
常
に
不
足
し

た
状
況
が
続
い
て
い
た
。
貴
重
な
燃
料

を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、建
設
機
械
に

は
軽
油
、町
を
走
り
回
る
大
槌
町
の
車

両
は
ガ
ソ
リ
ン
と
い
う
よ
う
に
復
旧
作
業

の
内
容
に
優
先
順
位
を
付
け
て
配
分
を

行
っ
た
。
燃
料
の
支
援
は
、海
上
自
衛
隊

を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
発
災
当
初
は
町

中
央
公
民
館
を
保
管
場
所
と
し
、届
け

ら
れ
た
ド
ラ
ム
缶
を
次
々
に
並
べて
いった
。

自
衛
隊
か
ら
提
供
さ
れ
る
燃
料
は
全
て

緑
色
の
ド
ラ
ム
缶
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
燃
料
が
何
な
の
か

判
別
が
難
し
か
っ
た
。
原
始
的
な
方
法

だ
が
、燃
料
を
受
け
取
っ
た
大
槌
町
職

員
が
鼻
で
嗅
ぎ
分
け
な
が
ら
、内
容
を

判
別
。ガ
ム
テ
ー
プ
に「
ガ
ソ
リ
ン
」「
軽
油
」

「
灯
油
」
と
書
き
、対
応
す
る
ド
ラ
ム
缶

に
貼
って
いっ
た
。
な
お
、停
電
が
長
く
続

き
、灯
油
は
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
で
し
か
使

え
な
い
状
況
。
灯
油
を
配
給
し
た
と
し

安
置
所
確
保
に
苦
慮

　

発
災
翌
日
の
３
月
12
日
か
ら
、犠
牲
者

へ
の
対
応
が
始
ま
っ
た
。
海
水
が
引
い
た

町
内
の
路
上
や
、浸
水
し
た
り
倒
壊
し
た

り
し
た
家
屋
な
ど
で
遺
体
が
見
つ
かっ
た
。

　

早
急
に
遺
体
を
安
置
す
る
場
所
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、浸
水
を
免
れ
た

寺
野
地
区
の
勤
労
者
体
育
館
、吉
里
吉

里
中
学
校
体
育
館
、旧
小
鎚
小
学
校
の

３
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
し

か
し
、次
々
に
発
見
さ
れ
る
遺
体
の
収
容

に
３
施
設
で
は
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
ず
、や
む

を
得
ず
、浸
水
し
た
大
槌
中
学
校
体
育

館
も
遺
体
安
置
所
と
し
て
使
用
し
た
。

　

遺
体
の
搬
送
は
、主
に
自
衛
隊
が
担
っ

て
い
た
。
遺
体
は
納
体
袋
に
入
れ
ら
れ
、

発
見
場
所
や
遺
留
品
な
ど
や
歯
型
な
ど

の
身
体
的
特
徴
を
紙
に
記
載
し
、身
内
や

知
り
合
い
の
安
否
を
確
認
に
訪
れ
る
人
の

た
め
に
手
掛
か
り
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　

数
日
後
に
は
棺
桶
が
徐
々
に
届
き
始

め
、身
元
が
判
明
し
た
遺
体
か
ら
順
に

て
も
、そ
れ
を
使
え
る
暖
房
器
具
が
な
い

と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。

班
立
ち
上
げ
電
源
確
保

　

発
災
後
、大
槌
町
で
は
停
電
状
態
が
続

い
た
。
こ
の
事
態
を
早
急
に
打
開
す
る
た

め
に
、３
月
16
日
に
、民
間
業
者
が
中
心

と
な
っ
た
災
害
対
策
本
部
電
気
班
が
立

ち
上
げ
ら
れ
た
。
同
日
、東
北
電
力
の
高

圧
電
源
車
が
中
央
公
民
館
に
到
着
。
発

災
当
日
か
ら
城
山
公
園
体
育
館
で
手
動

切
替
の
非
常
用
発
電
機
を
使
用
し
た
こ

と
に
よ
り
、城
山
公
園
体
育
館
、中
央
公

民
館
の
応
急
電
源
が
確
保
さ
れ
た
。
災

害
対
策
本
部
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
だ

け
に
、電
気
が
戻
る
こ
と
に
よ
り
、無
線
機
、

コ
ピ
ー
機
な
ど
の
利
用
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
、作
業
の
効
率
化
に
つ
な
がっ
た
。

　

町
内
の
電
力
復
旧
作
業
を
行
い
な
が

ら
、３
月
19
日
に
は
火
葬
場
の
応
急
電

気
工
事
を
実
施
。
携
帯
用
発
電
機
を
２

台
活
用
し
、１
台
は
ボ
イ
ラ
ー
用
、も
う

納
棺
さ
れ
、ド
ラ
イ
ア
イ
ス
も
準
備
さ
れ

た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、徐
々
に
他
自
治
体

か
ら
の
職
員
派
遣
が
始
ま
り
、遺
体
安

置
所
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
役
場
職
員
は
遺
体
の
検
視
や
身

元
確
認
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
検
視
で
は
、

泥
な
ど
が
付
着
し
た
遺
体
を
洗
浄
す
る

必
要
が
あ
る
。
水
道
が
使
え
な
い
た
め
、

職
員
が
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
み
、検
視
場
所

ま
で
運
ん
だ
。
身
元
確
認
は
地
元
出
身

の
職
員
だ
け
で
な
く
町
民
か
ら
の
情
報

を
基
に
、遺
体
の
発
見
場
所
や
所
持
品
、

身
体
的
特
徴
な
ど
か
ら
、ど
こ
の
誰
で
あ

る
か
を
特
定
。
小
さ
な
町
だ
け
に
顔
見

知
り
も
多
い
と
い
う
地
域
事
情
が
身
元

特
定
に
役
立
っ
た
。

　

し
か
し
、火
災
な
ど
に
よ
る
損
傷
が
見

ら
れ
る
遺
体
も
多
く
あ
り
、身
元
確
認

が
難
航
し
た
。
何
度
も
遺
体
安
置
所
に

足
を
運
び
、行
方
不
明
の
家
族
や
知
人

を
探
す
人
が
い
た
。

１
台
は
施
設
内
照
明
用
と
振
り
分
け
た
。

３
月
20
日
か
ら
火
葬
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、さ
ら
に
東
北
電
力
の
配
電
復

旧
工
事
が
完
了
し
た
所
が
徐
々
に
増
え

て
いっ
た
。
４
月
に
入
る
と
変
電
所
か
ら

離
れ
た
地
域
で
も
東
北
電
力
の
電
気
が

通
じ
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
状
況
を
踏

ま
え
、５
月
の
連
休
終
了
後
に
災
害
対

策
本
部
電
気
班
は
解
散
と
な
っ
た
。

通
信
環
境
の
整
備

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、地
震
発
生
か
ら
４

日
目
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、災
害
対
策
本
部

へ
の
連
絡
、岩
手
県
庁
へ
の
連
絡
な
ど
が

時
間
差
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
届
け
ら

れ
た
。
必
要
な
物
資
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
打

ち
込
ん
で
、オ
ー
ダ
ー
を
出
す
よ
う
に
なっ

た
。
通
信
環
境
が
整
う
こ
と
で
、情
報
の

錯
綜
が
な
く
な
り
、情
報
の
整
理
も
同

時
に
進
ん
だ
。

追
い
つ
か
ぬ
火
葬

　

通
常
、大
槌
町
の
火
葬
場
で
は
１
日
４

体
を
上
限
に
火
葬
を
し
て
い
た
が
、到
底

間
に
合
わ
ず
、６
体
を
火
葬
し
た
。
身

元
が
分
か
ら
な
い
遺
体
の
火
葬
に
は
大

槌
町
職
員
が
立
ち
会
っ
た
。

　

し
か
し
、火
葬
場
は
元
々
老
朽
化
が

著
し
い
施
設
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、過
剰

な
稼
働
で
設
備
が
故
障
。
町
内
で
火
葬

が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、秋
田
県
、奥

州
市
や
、北
上
市
に
協
力
を
要
請
し
た
。

　

増
え
続
け
る
犠
牲
者
に
火
葬
が
間
に

合
わ
ず
、仮
埋
葬
と
し
て
、土
葬
が
検
討

さ
れ
た
。
大
槌
町
内
の
山
手
の
地
域
に
約

４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
確
保
。

１・５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
深
さ
に
埋
葬
す
る

こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、土
葬
は
一
時
的

な
措
置
で
あ
り
、後
に
掘
り
返
し
、火
葬

を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
的
パ
ワ
ー
が

限
ら
れ
、困
難
な
作
業
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
た
が
、実
施
直
前
に
火
葬
場
の
機

械
修
理
が
終
わ
り
、火
葬
が
再
開
。
他
自

治
体
で
の
火
葬
受
け
入
れ
も
徐
々
に
整
っ

た
た
め
、土
葬
の
計
画
は
回
避
さ
れ
た
。 

Interview
犠
牲
者
を
思
い　

つ
ら
い
任
務
乗
り
切
る

大
槌
町
社
会
福
祉
協
議
会　

事
務
局
長

中な
か

村む
ら 
一か

ず

弘ひ
ろ

さ
ん

　

当
時
は
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
課
に
い

ま
し
た
。
あ
の
日
、夜
が
明
け
る
と
、町
の
被

害
状
況
は
も
ち
ろ
ん
、人
的
被
害
の
状
況
も

だ
ん
だ
ん
分
か
って
き
ま
し
た
。
大
槌
町
の
職

員
は
約
３
分
の
１
が
命
を
落
と
し
、多
く
の
町

民
の
方
々
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
３
月
12
日

か
ら
遺
体
安
置
所
の
担
当
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、こ
れ
は
精
神
的
に
非
常
に
つ
ら
い

任
務
で
し
た
。
そ
れ
で
も
誰
か
が
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
使
命
感
が
あ
り

ま
し
た
。
行
方
不
明
の
家
族
を
探
す
た
め
に

何
度
も
訪
れ
る
方
々
の
姿
を
見
る
の
は
、忍
び

な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
交
代
し
な
が
ら
、火
葬
場
に
向
か

う
車
へ
の
ご
遺
体
の
積
み
込
み
な
ど
を
行
う

予
定
で
し
た
。
し
か
し
、要
領
が
分
か
っ
て
い

る
人
間
が
そ
の
ま
ま
続
け
た
方
が
は
か
ど
る

だ
ろ
う
と
い
う
考
え
か
ら
、一
度
担
当
し
た

人
間
は
外
れ
ず
、任
務
に
当
た
り
ま
し
た
。

担
当
し
た
職
員
は
だ
ん
だ
ん
無
口
に
な
って
い

き
、朝
起
き
る
の
が
つ
ら
い
と
い
う
者
も
出
て

き
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
方
々
の
こ
と
を
何
よ

り
も
大
事
に
考
え
、こ
の
任
務
を
よ
く
乗
り

切
って
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

Interview
感
謝
の
言
葉
に

背
中
を
押
さ
れ
て

高
木
電
気
管
理
事
務
所　

電
気
管
理
技
術
者

高た
か

木ぎ 

正ま
さ

基き

さ
ん

　

震
災
後
に
災
害
対
策
本
部
電
気
班
が
結

成
さ
れ
、専
用
の
部
屋
も
用
意
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
私
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、電
気
工

事
店
さ
ん
２
人
、弟
が
経
営
す
る
家
電
屋
さ

ん
２
人
、自
転
車
屋
さ
ん
１
人
と
い
う
メ
ン
バ
ー

で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
は
本
当
に
山

ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
防
災
無
線
の
バッ
テ
リ
ー

交
換
、テ
レ
ビ
配
線
、パ
ン
ク
修
理
な
ど
要
請

に
応
え
ら
れ
る
も
の
に
は
で
き
る
限
り
対
応

し
ま
し
た
。

　

文
字
通
り
分
刻
み
の
業
務
で
、朝
出
掛
け

て
夜
に
中
央
公
民
館
に
戻
る
生
活
。
し
か
し

災
害
対
策
本
部
の
大
槌
町
職
員
と
と
も
に
同

じ
釜
の
飯
を
食
べ
、そ
の
後
、電
気
班
の
部
屋

に
戻
り
、一
日
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
合
い
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
忙
し
い
中
で
も
、私
自
身
は
疲
れ
た

と
い
う
感
覚
が
な
か
っ
た
と
い
う
か
、ま
ひ
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
電
気
が
つ
い
た

こ
と
で
歓
声
が
上
が
り
、感
謝
の
言
葉
を
掛

け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
支
え
と
な
っ
て
、仕
事
を

乗
り
切
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

逃
げ
る
、
救
う　

応
急
期
の
町　

燃
料
・
電
力
の
確
保
／
犠
牲
者
へ
の
対
応
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地
震
災
害
後
方
支
援
拠
点
施
設
整
備

推
進
協
議
会
を
設
立
し
、県
沿
岸
南
部

の
８
地
域
と
共
同
で
災
害
発
生
時
の
対

策
を
講
じ
て
い
た
。
発
災
直
後
、同
市
は

こ
れ
ま
で
の
訓
練
を
生
か
し
、自
衛
隊
や

警
察
、消
防
、医
療
従
事
者
な
ど
で
つ
く

る
救
援
隊
の
準
備
な
ど
、い
ち
早
く
後

方
支
援
拠
点
と
し
て
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
災
翌
日
に
現
地
入
り

　

遠
野
市
に
よ
る
大
槌
町
への
後
方
支
援

は
、発
災
か
ら
11
時
間
後
の
12
日
未
明
、

１
人
の
大
槌
町
の
男
性
が
遠
野
市
の
災

遠
野
市
の
後
方
支
援

歴
史
に
倣
い
災
害
対
策

　

発
災
当
時
か
ら
継
続
し
て
、大
槌
町

は
遠
野
市
に
よ
る
多
大
な
支
援
を
受
け

た
。
同
市
は
地
震
で
本
庁
舎
が
被
災
し

て
使
用
不
可
能
に
な
る
な
ど
、被
害
は

大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、事
前
に
災
害
発

生
時
の
後
方
支
援
対
策
が
練
ら
れ
て
い

た
こ
と
で
大
槌
町
を
含
む
県
南
の
沿
岸

地
域
へ
の
支
援
体
制
を
す
ぐ
に
整
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

遠
野
市
は
岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
て
お
り
、古
く
か
ら
内
陸
と
沿
岸

を
結
ぶ
拠
点
だ
っ
た
。
明
治
三
陸
地
震

津
波（
１
８
９
６
年
）で
は
、同
市
が
被
害

の
大
き
か
っ
た
大
槌
町
に
対
し
迅
速
な

支
援
を
行
っ
た
記
録
が
残
って
い
る（『
遠

野
市
史
』）。
そ
の
歴
史
的
背
景
に
倣
い
、

同
市
は
大
規
模
災
害
に
備
え
て
以
前
か

ら
沿
岸
地
域
へ
の
支
援
体
制
を
整
え
て

き
た
。
２
０
０
７（
平
成
19
）年
に「
後

方
支
援
拠
点
施
設
整
備
構
想
」を
ま
と

め
、同
年
９
月
に
は
県
や
自
衛
隊
な
ど
、

87
機
関
と
連
携
し
た
岩
手
県
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
。
同
年
11
月
、三
陸
地
域

害
対
策
本
部
へ
飛
び
込
ん
で
き
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
避
難
所
に
な
っ
た
大
槌
高

校
か
ら
土
坂
峠
と
立
丸
峠
を
越
え
て
やっ

て
き
た
と
い
う
男
性
は
、現
地
の
凄
惨

な
被
害
状
況
を
話
し
、助
け
を
求
め
た
。

同
市
は
備
蓄
し
て
あ
っ
た
物
資
を
車
に

積
み
、明
る
く
な
る
の
を
待
っ
て
大
槌
町

に
向
か
って
出
発
。
大
槌
高
校
に
避
難
し

て
い
る
５
０
０
人
に
向
け
て
食
料
、燃
料
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
搬
送
し
た
。
こ
う

し
て
遠
野
市
は
、い
ち
早
く
大
槌
町
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

　

13
日
に
は
、被
災
地
への
後
方
支
援
活

動
の
本
格
化
を
図
る
た
め
に
遠
野
市
東

日
本
大
震
災
後
方
支
援
活
動
本
部
が

設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
大
槌
町
への
食

料
や
水
、燃
料
な
ど
の
物
資
支
援
を
継

続
。
同
月
19
日
か
ら
は
、大
槌
町
に
３
～

５
人
の
遠
野
市
職
員
を
派
遣
し
、継
続

的
に
現
地
で
の
復
旧
支
援
を
行
っ
た
。
同

月
28
日
に
は
、さ
ら
に
活
動
を
継
続
す

る
た
め
、沿
岸
被
災
地
後
方
支
援
室
を

設
置
。
大
槌
町
を
は
じ
め
各
被
災
地
に

支
援
物
資
を
届
け
、現
地
を
視
察
し
て

情
報
を
得
て
戻
り
、翌
日
の
支
援
物
資

を
手
配
す
る
日
々
を
続
け
た
。

　

大
槌
町
へ
の
支
援
は
、発
災
か
ら
１
カ

月
間
で
29
回
、ほ
ぼ
毎
日
行
わ
れ
た
。
食

料
や
生
活
用
品
な
ど
の
物
資
支
援
と
、

被
災
し
た
家
屋
の
清
掃
や
物
資
の
仕
分

け
な
ど
を
行
う
人
的
支
援
を
継
続
し
た
。

大
槌
町
か
ら
同
市
内
へ
避
難
し
て
き
た

人
々
に
は
、食
料
や
灯
油
、日
用
品
な
ど

の
物
資
を
配
布
し
、長
期
化
す
る
避
難

生
活
への
定
期
的
な
支
援
を
行
っ
た
。

官
民
一
体
の
支
援
活
動

　

遠
野
市
の
後
方
支
援
は
、行
政
の
み

な
ら
ず
多
く
の
市
民
と
心
を
一
つ
に
し

て
行
わ
れ
た
。
地
域
の
人
た
ち
が
持
ち

寄
っ
た
米
を
日
赤
奉
仕
団
や
地
域
婦
人

団
体
協
議
会
な
ど
が
炊
い
て
、お
に
ぎ

り
を
作
っ
た
。
被
災
地
へ
提
供
し
た
お
に

ぎ
り
の
数
は
お
よ
そ
14
万
個
。
応
援
メッ

セ
ー
ジ
と
共
に
各
被
災
地
へ
と
届
け
ら
れ

た
。
物
資
の
仕
分
け
は
高
校
生
も
手
伝
っ

た
。
10
日
後
か
ら
は
各
被
災
地
へ
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
派
遣
さ
れ
た
。
４
月
４

日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
支
援
団
体

２０１１年３月19日の朝、遠野市職員による被災地支援派遣隊の出発式が行われた（遠野市提供）

遠野市が大槌町を含む被災地に届けたおにぎりの数はおよそ
１４万個に上る（遠野市提供）

「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」に
統
合
さ
れ
、

や
が
て
全
国
各
地
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
受
け
入
れ
る
一
大
拠
点
と
な
り
、

被
災
地
の
復
興
活
動
を
支
え
た
。

各
自
治
体
と
協
働

　

遠
野
市
に
よ
る
被
災
地
へ
の
継
続
的

な
支
援
に
つ
い
て
は
、全
国
各
地
の
自
治

体
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
防
災

の
危
機
管
理
体
制
整
備
が
進
ん
で
い
る

静
岡
県
や
、遠
野
市
の
友
好
都
市
で
あ

る
東
京
都
武
蔵
野
市
な
ど
、多
く
の
自

治
体
か
ら
の
協
力
に
よって
物
資
が
遠
野

市
に
集
ま
り
、被
災
地
への
継
続
的
な
支

援
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
後
方
支
援
活
動
を
今
後
に

生
か
す
た
め
、13（
平
成
25
）年
に『
遠
野

市
後
方
支
援
活
動
検
証
記
録
誌
』を
発

行
。
15（
同
27
）年
に
は
消
防
本
部
の
隣

に
、「
３・
11
東
日
本
大
震
災
遠
野
市
後

方
支
援
資
料
館
」
を
開
館
し
た
。
後
方

支
援
活
動
を
行
っ
た
人
々
の
思
い
や
足
跡

を
伝
え
続
け
、防
災・減
災
に
つ
な
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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Interview
人
員
不
足
で
混
乱
の
中

災
対
本
部
で
自
発
的
に
支
援

当
時・遠
野
市
教
育
委
員
会
事
務
局
教
務
課　

課
長

現・遠
野
市　

副
市
長

飛と
び

内な
い 
雅ま

さ

之ゆ
き

さ
ん

　

震
災
直
後
の
３
月
19
日
か
ら
、遠
野
市
職

員
に
よ
る
人
的
な
後
方
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

私
は
第
一
陣
の
チ
ー
フ
と
し
て
大
槌
町
に
行

き
ま
し
た
。
壊
滅
状
態
の
町
を
見
て
、こ
の
が

れ
き
を
ど
う
や
っ
て
処
理
す
れ
ば
普
通
の
生

活
に
戻
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
、切
な
い
思
い
で
いっ

ぱ
い
で
し
た
。

　

約
１
週
間
し
か
た
っ
て
な
い
の
で
、み
ん
な

混
乱
状
態
で
し
た
。
３
割
の
町
職
員
が
亡
く

な
っ
て
い
る
し
、残
っ
て
い
る
人
も
被
災
し
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
。「
何
を
す
れ
ば
いい
で
す
か
」

と
聞
く
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
状
態
だ
っ
た

の
で
、私
た
ち
で
気
付
い
た
と
こ
ろ
か
ら
手
を

付
け
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
災
害
対
策
本

部
が
あ
る
中
央
公
民
館
に
届
い
た
物
資
を
運

ん
だ
り
、仕
分
け
を
し
た
り
し
て
、賞
味
期
限

が
早
い
食
料
か
ら
先
に
出
す
な
ど
、物
資
整

理
や
管
理
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
す
ら
も
、人
が

足
り
て
い
な
い
状
態
で
し
た
。

　

遠
野
は
大
槌
に
親
戚
が
い
る
人
も
多
い
し
、

場
所
も
近
い
。
あ
の
状
況
を
見
る
と
、何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
、何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
だ
か
ら
職
員
も
市
民
も
一

生
懸
命
に
なって
、で
き
る
こ
と
を
し
た
の
で
す
。

逃
げ
る
、
救
う　

応
急
期
の
町　

遠
野
市
の
後
方
支
援

93 92



手
探
り
で
必
死
に
動
い
た

避
難
所
で
感
じ
た
人
の
つ
な
が
り

　
震
災
で
千
人
近
く
の
人
々
が
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
、県
立
大
槌
高
校
の
体
育

館
。
そ
こ
で
は
、同
校
の
生
徒
た
ち
が
主
体

的
に
行
動
し
、避
難
者
た
ち
を
助
け
た
。
当

時
２
年
生
だ
っ
た
真
壁
香
利
さ
ん（
25
）は「
そ

の
場
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、必
死
に
動

い
た
」
と
振
り
返
り
、避
難
所
で
の
経
験
が

自
己
肯
定
感
を
高
め
た
と
い
う
。

― 
当
時
高
校
生
だ
っ
た
皆
さ
ん
は
、避
難

所
と
な
っ
た
体
育
館
で
ど
う
い
う
行
動
を

取
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

　
地
震
の
後
す
ぐ
、高
校
に
人
が
集
ま
っ
て
き

た
の
で
、倉
庫
に
た
ま
っ
て
い
た
新
聞
紙
や
段

ボ
ー
ル
、教
室
の
カ
ー
テ
ン
を
体
育
館
に
運
び
、

暖
を
取
れ
る
よ
う
に
体
育
館
に
い
る
皆
さ
ん

に
配
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、炊
き
出
し
や
避

難
者
名
簿
の
作
成
な
ど
、そ
の
場
で
必
要
な
こ

と
を
そ
れ
ぞ
れ
行
動
に
移
し
て
い
ま
し
た
ね
。

　
先
生
か
ら
指
示
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、個
人
で
目
の
前
の
こ
と
を
や
る
、と

い
う
の
が
基
本
で
し
た
。「
こ
こ
で
で
き
る
こ

と
は
な
ん
だ
ろ
う
」
と
手
探
り
状
態
で
必
死

に
動
い
て
い
ま
し
た
。

― 

震
災
に
備
え
た
訓
練
や
、事
前
の
対
策

な
ど
は
何
か
あ
り
ま
し
た
か
。

　
地
震
が
来
た
と
い
う
想
定
で
校
庭
ま
で
逃

げ
る
よ
う
な
、学
校
の
避
難
訓
練
に
は
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
逃
げ
る
の
も
も
ち
ろ
ん
大

事
だ
け
ど
、本
当
に
大
変
な
の
は
そ
こ
か
ら
で

し
た
。
そ
の
後
の
炊
き
出
し
の
訓
練
な
ん
て

や
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
わ
け
で
。

　
た
だ
、私
は
部
活
動
で
経
験
し
た
こ
と
が

生
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
槌
高
校
に
は

「
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
」
と
い
う
部
活
動
が

あ
り
、当
時
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん

と
触
れ
合
え
た
経
験
の
お
か
げ
で
、避
難
所

の
皆
さ
ん
と
も
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
実
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
前
の
私

は
引
っ
込
み
思
案
で
、と
て
も
表
に
出
る
よ
う

な
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
明
る
く

な
れ
た
。
そ
し
て
、そ
れ
を
震
災
の
時
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。
今
ま
で
と
は
違

う
自
分
を
、好
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

― 

印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
同
級
生
や
先
生
の
行
動
を
見
て
、感
動
し

ま
し
た
。
普
段
は
少
し
頼
り
な
い
同
級
生
が

想
像
以
上
に
動
い
て
い
て
、「
こ
う
い
う
こ
と

を
す
る
ん
だ
」
と
驚
い
た
し
、と
に
か
く
走
り

回
っ
て
情
報
共
有
を
し
て
く
れ
る
先
生
の
姿

も
印
象
的
で
し
た
。

　
後
は
、避
難
所
で
過
ご
し
て
い
る
と
、「
隣

の
人
が
避
難
し
た
の
を
見
て
な
い
け
ど
、ど
う

な
っ
た
か
ね
え
」、「
あ
の
人
は
あ
の
避
難
所

に
避
難
し
た
っ
け
ぇ
」
と
い
う
よ
う
な
会
話
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
こ
と
で
大
変

な
時
期
に
、お
互
い
を
心
配
し
合
え
る
の
は

大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
大
槌
は
も
と
も
と
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
強
い
町
だ
か
ら
、そ
の
よ
う
な
光
景
が
見

ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
槌
が

培
っ
て
き
た
良
さ
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、大

槌
の
人
は
立
ち
直
る
姿
も
す
ご
い
と
感
じ
ま

す
。
復
興
が
遅
い
と
か
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
け
れ
ど
、「
次
の
災
害
に
備
え
よ
う
」
と
前

向
き
に
取
り
組
む
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

あ
の
津
波
を
経
験
し
て
も
、こ
の
土
地
に
帰
っ

て
く
る
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
復
興

が
進
ん
だ
り
、町
が
変
わ
っ
た
り
し
て
も
、今

ま
で
み
た
い
に
人
の
つ
な
が
り
が
多
い
町
で
い

て
ほ
し
い
で
す
。

（
取
材
／
２
０
１
８
年
12
月
）

Episode file
〜避難所の日々〜

真
ま

壁
か べ

 香
か お

利
り

さん

当時・大槌高校２年生

94

直
す
、
立
ち
上
が
る

復
旧
期
の
町

仮設の復幸きらり商店街に掲げられた「ひょっこりひょうたん島」の歌詞の一節（2011年12
月17日撮影）。誰もがこの歌を口ずさんで自らを奮い立たせた

水道、電気などのライフラインの復旧をはじめ、

仮設商店街の立ち上げや

震災後に来町した応援職員の活動など、

大槌町の復旧の経過を多面的に追う。

また、古里の復旧に向けて立ち上がった

町民たちにインタビューを行い、

当時の出来事について語ってもらった。
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■ 表６–2　大槌町の災害廃棄物の品目別市町村処理実績等（単位：トン）

「東日本大震災津波により発生した災害廃棄物の岩手県における処理の記録」岩手県2015年から　※端数処理のため合わない場合がある

■ 表６–1　災害廃棄物焼却受け入れを行った県内内陸・沿岸部の焼却施設

「東日本大震災津波により発生した災害廃棄物の岩手県における処理の記録」岩手県2015年から　※大槌町以外の被災市町村の災害廃棄物処理量も含む

施設名 処理能力（トン／日） 余剰能力（トン／日） 処理実績（トン）
盛岡・紫波地区環境施設組合ごみ焼却施設 160 11 3,733

胆江地区衛生センター 240 10 3,226
大東清掃センターごみ焼却施設 147 50 1,776

いわて第2クリーンセンター（民間） 80 10 15,496
岩手沿岸南部クリーンセンター 147 50 30,515

津波堆積土 コンクリートがら 不燃系廃棄物 柱材・角材 可燃物 金属くず 漁具・漁網 その他 合計
206,469 256,301 111,271 1,604 53,562 28,437 1,824 596 660,064

が
れ
き
の
撤
去

がれき撤去のために重機が大量に必要となった（2011年4月27日撮影）解体前の建物の周辺や屋内のがれきを処理する自衛隊

町
内
で
66
万
㌧
を
撤
去

　

東
日
本
大
震
災
で
は
災
害
廃
棄
物
、

い
わ
ゆ
る「
が
れ
き
」が
大
量
に
発
生
し

た
。
一
瞬
に
し
て
町
中
が
が
れ
き
の
山

と
化
し
、か
つ
て
の
町
の
面
影
は
消
え
う

せ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、支
援
物

資
の
受
け
入
れ
な
ど
、外
か
ら
の
支
援
を

受
け
る
た
め
に
も
、一
刻
も
早
く
が
れ

き
を
撤
去
し
て
道
を
切
り
開
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
。

　

発
災
か
ら
１
週
間
後
、が
れ
き
の
撤

去
作
業
が
始
ま
っ
た
。
大
槌
町
は
他
の

市
町
村
よ
り
も
初
動
が
遅
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
作
業
に
必
要
な
重
機
を

持
つ
民
間
事
業
者
が
被
災
し
、さ
ら
に

被
災
を
免
れ
て
残
っ
た
数
少
な
い
重
機

を
稼
働
さ
せ
た
く
て
も
燃
料
が
不
足
し

て
い
た
。

　

本
来
は
役
場
の
地
域
整
備
課（
当
時
）

の
技
術
系
職
員
が
作
業
の
指
揮
を
執
る

は
ず
だ
っ
た
が
、職
員
の
多
く
が
津
波
の

犠
牲
と
な
っ
た
た
め
、臨
時
で
他
の
課
の

技
術
職
経
験
者
を
起
用
し
た
。
国
や
県

の
ほ
か
、自
衛
隊
、地
元
の
建
設
会
社
、

重
機
を
取
り
扱
う
企
業
な
ど
の
協
力
を

得
て
、作
業
や
エ
リ
ア
を
分
担
し
て
が
れ

き
の
撤
去
を
進
め
た
。

　

作
業
の
中
で
配
慮
す
べ
き
点
が
幾
つ

か
あ
っ
た
。
他
の
市
町
村
で
積
み
上
げ
た

が
れ
き
の
内
部
で
の
発
酵
で
熱
が
こ
も
り
、

火
災
が
発
生
し
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、が
れ
き
を
か
き
混
ぜ
て
熱
を
逃

が
す
な
ど
の
処
置
に
よ
り
火
災
予
防
に

努
め
た
。
ま
た
、町
有
地
に
は
限
り
が
あ

り
、が
れ
き
置
き
場
と
な
る
土
地
を
早

期
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
必
要

な
土
地
面
積
を
割
り
出
し
て
早
め
に
用

地
交
渉
を
行
い
、沢
山
地
区
の
薬
王
堂

付
近
、吉
里
吉
里
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
付

近
な
ど
を
置
き
場
と
し
た
。

　

置
き
場
に
集
め
た
が
れ
き
は
２
段
階

で
分
別
を
行
っ
た
。
１
次
分
別
で
は
木

く
ず
や
土
砂
、鉄
く
ず
、コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
ら
な
ど
の
７
～
８
種
目
に
分
け
た
。
２

次
分
別
は
大
槌
町
が
土
地
を
用
意
し
、

岩
手
県
の
協
力
を
得
て
さ
ら
に
細
か
く

分
別
。
そ
の
後
、県
内
の
焼
却
施
設
に
協

力
を
要
請
、盛
岡
市
や
奥
州
市
な
ど
の

複
数
の
施
設
に
受
け
入
れ
て
も
ら
い
焼

却
処
分
し
た（
表
６–

１
）。

　

他
の
市
町
村
か
ら
重
機
の
支
援
が
進

み
、そ
れ
ま
で
が
れ
き
撤
去
の
主
力
と
なっ

て
い
た
自
衛
隊
の
撤
退
時
期
に
合
わ
せ
、

重
機
を
大
量
投
入
し
た
。
人
手
や
重
機

を
計
画
的
に
用
い
て
作
業
を
進
め
た
結

果
、初
動
の
遅
れ
を
挽
回
し
、10
月
末
に

建
物
以
外
の
が
れ
き
撤
去
が
完
了
し
た
。

撤
去
さ
れ
た
が
れ
き
の
総
量
は
約
66
万

ト
ン
に
上
る（
表
６–

２
）。

許
諾
得
て
取
り
壊
し

　
一
言
で「
が
れ
き
」と
言
って
も
、そ
の

一
つ
一
つ
は
も
と
も
と
、こ
こ
で
長
く
暮

ら
し
て
き
た
町
民
の
大
切
な
思
い
出
の

品
で
あ
る
。
国
の
方
針
で
は
、津
波
で
大

き
く
損
壊
し
た
建
物
に
関
し
て
は
、持

ち
主
の
承
諾
を
得
な
く
て
も
取
り
壊
し

を
許
可
し
て
い
た
が
、他
の
市
町
村
で
は

「
勝
手
に
壊
さ
れ
た
」な
ど
の
声
が
上
がっ

た
例
も
あ
っ
た
。
大
槌
町
で
は
、被
災
し

た
建
物
や
船
、車
な
ど
の
取
り
壊
し
に
関

し
て
、避
難
所
巡
回
や
町
発
行
の
広
報

で
知
ら
せ
る
な
ど
の
方
法
で
、所
有
者
や

そ
の
家
族
、親
戚
な
ど
に
直
接
確
認
し
、

極
力
個
人
の
意
向
を
尊
重
し
て
作
業
を

進
め
た
。

Interview
安
全
な
砂
浜
目
指
し

丁
寧
に
が
れ
き
撤
去

大
槌
町
復
興
推
進
課　

課
長

中な
か

野の 
智と

も

洋ひ
ろ

　

震
災
当
初
は
企
画
財
政
課
に
所
属
し
て
お

り
、避
難
所
の
運
営
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、町
の
技
術
系
職
員
が
多
く
亡
く
な
っ

て
町
の
復
旧
事
業
を
行
う
人
手
が
足
り
ず
、

ハ
ー
ド
整
備
事
業
の
経
験
者
で
あ
る
私
が
、が

れ
き
撤
去
や
道
路
啓
開（
切
り
開
く
こ
と
）な

ど
を
行
う
担
当
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
期
は
携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
た

め
、建
設
作
業
員
が
毎
朝
８
時
に
同
じ
場
所

に
集
合
す
る
こ
と
に
決
め
て
、が
れ
き
撤
去
の

状
況
や
作
業
内
容
の
確
認・
指
示
を
し
ま
し

た
。
食
料
も
な
い
中
で
体
力
を
使
う
仕
事
だっ

た
た
め
、せ
め
て
も
の
食
料
を
と
、少
量
の
お

に
ぎ
り
や
パ
ン
を
支
給
し
て
動
い
て
も
ら
う
状

況
で
し
た
。

　
「
大
槌
町
の
が
れ
き
処
理
は
遅
れ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、多
く
の
人
の
協
力

が
あ
って
計
画
的
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
中
で
も
気
に
掛
け
た
の
は
、吉
里

吉
里
海
岸
の
が
れ
き
撤
去
。
海
開
き
を
意
識

し
て
、特
に
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。
以
前
の
よ

う
に
、子
ど
も
た
ち
が
は
だ
し
で
歩
い
て
も
け

が
を
し
な
い
よ
う
な
浜
に
し
よ
う
と
。
明
る
い

話
題
も
提
供
し
た
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。

直
す
、
立
ち
上
が
る　

復
旧
期
の
町　
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自衛隊による道路啓開作業

沢山地区に整備された大槌インターチェンジ

道
路

がれきを取り除いて通行可能になった、安渡一丁目付近の県道大槌小鎚線

主
要
道
路
の
作
業
優
先

　

海
沿
い
に
位
置
す
る
地
域
全
て
の
幹

線
道
路
は
、津
波
に
よ
る
浸
水
と
が
れ
き

で
外
部
と
の
交
通
を
絶
た
れ
、地
域
ご
と

に
孤
立
し
た
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
国
土
交
通
省
は
、大
槌
町
の
南
北
を

貫
く
国
道
45
号
で
、町
内
２
カ
所
の
道
路

啓
開（
が
れ
き
な
ど
の
障
害
物
を
除
去
し
、

道
路
を
切
り
開
く
こ
と
）を
行
っ
た
。
家

屋
な
ど
の
が
れ
き
が
吉
里
吉
里
地
区
の

国
道
45
号
を
ふ
さ
い
で
い
た
が
、啓
開
作

業
に
よ
り
３
月
15
日
に
２
車
線
の
交
通

路
が
確
保
さ
れ
た
。
ま
た
、浪
板
地
区
に

あ
る
長
さ
25
メ
ー
ト
ル
の
浪
板
橋
は
、両

端
部
分
か
ら
海
側
の
盛
り
土
が
流
出
し

た
た
め
、緊
急
的
に
補
修
さ
れ
、同
17
日

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
道
に
比
べ
、県
道
、町
道
の
開
通
は

時
間
を
要
し
た
。
町
民
か
ら
道
路
復
旧

の
要
望
が
相
次
い
だ
が
、
遺
体
搬
送
や

燃
料
確
保
な
ど
に
利
用
す
る
重
要
度
の

高
い
道
路
か
ら
作
業
に
入
っ
た
た
め
、全

て
の
要
望
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
かっ

た
。
３
月
21
日
時
点
で
の
道
路
開
通
は
、

国
道
45
号
は
全
て
通
行
可
能
だ
っ
た
が
、

県
道
は
20
％
、町
道
は
10
％
と
い
う
状
況

だ
っ
た
。

　

町
内
で
は
各
地
域
で
、町
民
が
自
主

的
に
が
れ
き
を
取
り
除
く
作
業
を
行
い
、

支
援
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
。
例
え
ば
、

吉
里
吉
里
地
区
の
場
合
、地
元
の
建
設

業
者
や
造
園
業
者
が
重
機
４
台
を
持
ち

寄
り
、道
路
の
が
れ
き
を
除
去
し
た
。
赤

浜
地
区
で
は
、男
性
50
人
が
県
道
の
復

旧
作
業
を
す
る
な
ど
、い
ず
れ
も
自
衛

隊
が
到
着
す
る
数
日
前
ま
で
に
、住
民
の

緊
密
な
連
携
に
よ
っ
て
、集
落
内
の
往
来

を
可
能
な
状
態
に
し
て
い
た
。
道
路
啓

開
と
並
行
し
、大
槌
町
で
は
国
の
災
害

査
定
を
受
け
、災
害
復
旧
事
業
を
進
め

た
。
町
民
が
専
門
家
や
町
職
員
と
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
丁
寧

に
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、復
興
計
画
を

策
定
。
そ
の
後
、個
別
に
地
区
の
事
業
計

画
を
立
て
、そ
れ
に
基
づ
い
て
区
画
整
理

事
業
な
ど
の
都
市
計
画
を
設
計
し
た
。

　

危
険
な
箇
所
か
ら
優
先
順
位
を
決
め

て
修
繕
し
つ
つ
災
害
復
旧
の
仮
道
路
を

造
り
、通
行
路
を
確
保
し
た
。
復
興
基

本
計
画
の
策
定
後
、仮
道
路
を
撤
去
し

て
、区
画
整
理
に
沿
っ
た
本
道
路
工
事
を

進
め
た
。

災
害
に
強
い
道
路
網
を

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
住
民
の
要

望
が
高
ま
って
い
た
津
波
か
ら
の
避
難
路

が
桜
木
町
に
整
備
さ
れ
、２
０
１
７（
平

成
29
）年
４
月
に
竣
工
し
た
。
同
避
難
路

は
、城
山
林
道
１
号
線
に
接
続
す
る
こ
と

で
、津
波
警
報
発
表
時
な
ど
に
災
害
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
中
央
公
民
館
や
、

町
指
定
避
難
所
で
あ
る
城
山
公
園
体
育

館
への
避
難
が
容
易
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、小
鎚
地
区
の
三
枚
堂
側
と

大
ケ
口
地
区
を
結
ぶ
ト
ン
ネ
ル
工
事
が

完
了
す
れ
ば
、津
波
の
浸
水
区
域
を
避

け
て
、通
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

災
害
に
強
い
道
路
網
の
整
備
が
進
む
。

　

ま
た
、青
森
県
八
戸
市
か
ら
仙
台
市

ま
で
を
つ
な
ぐ
三
陸
沿
岸
道
路
の
一
部

と
な
る
釜
石
山
田
道
路
の
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
17
年
に
は
同
道
路
の
町
内

四
つ
の
全
て
の
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、19

（
同
31
）年
１
月
に
は
大
槌
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
完
成
。
全
線
開
通
に
よ
って
国
道

の
渋
滞
緩
和
、非
常
時
の
避
難
路・救
援

路
な
ど
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

Interview
誰
も
が
未
経
験

自
分
を
信
じ
て
判
断

大
槌
町
復
興
推
進
課　

課
長

中な
か

野の 
智と

も

洋ひ
ろ

　

本
来
で
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
担
当
者

が
付
く
も
の
で
す
が
、圧
倒
的
に
人
手
が
足
り

な
か
っ
た
の
で
、が
れ
き
の
撤
去
や
道
路
の
啓

開
、下
水
道
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
担
当

を
各
自
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

こ
ん
な
経
験
は
誰
も
し
た
こ
と
が
な
く
、判
断

が
難
し
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、自
分
が
ど
う
し
た
い
の
か
を
信

じ
て
判
断
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
明
る
い
話
題

を
提
供
し
た
い
。
津
波
で
被
災
し
て
い
な
い
人

た
ち
に
も
配
慮
し
た
い
。
復
興
作
業
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
示
し
た
い
。
効
率
的
な
作
業
を
し

た
い
―
―
。
そ
う
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
作

業
し
ま
し
た
。

　

特
に
意
識
し
た
の
は
、津
波
で
浸
水
し
て
い

な
い
地
域
へ
の
配
慮
で
す
。
海
側
の
地
区
の
被

害
が
ひ
ど
かっ
た
た
め
、内
陸
の
金
沢
、小
鎚
の

皆
さ
ん
が
支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、同

じ
被
災
者
で
す
よ
ね
。
浸
水
区
域
外
で
も
道

路
が
傷
ん
で
い
た
し
、住
民
に
も
配
慮
し
た
かっ

た
の
で
、あ
る
程
度
優
先
し
て
作
業
し
ま
し
た
。

直
す
、
立
ち
上
が
る　
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旧
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の
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区分 受け入れ数等 備考

活動事業体 48事業体
・日本水道協会関西支部
 加盟43事業体
・同東北支部加盟５事業体

給水タンク車 425台 90日間の延べ台数 

給水量 2,305㎥ 90日間の合計水量

対象地区 町内全域 ３月停電時は全地区、
その後避難所および在宅避難

■ 表６–3　給水活動の概要

津波で破壊された安渡橋。同時に水道管も破損した

水
道
・
ガ
ス

避難所の城山公園体育館で展開された神戸市水道局の給水活動

上
水
道
の
被
害
と
復
旧

　

大
ケ
口
地
区
の
大
槌
町
水
道
事
業
所

に
も
、高
さ
約
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
押
し
寄
せ
た
。
津
波
そ
の
も
の
に

よ
る
直
接
的
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、停

電
と
な
っ
た
。
す
ぐ
に
発
電
機
で
電
気

を
復
旧
し
、災
害
対
応
に
当
た
っ
た
。
３

月
13
日
か
ら
町
内
の
水
道
施
設
の
被
害

状
況
を
調
査
す
る
と
、浪
板
ポ
ン
プ
場

と
赤
浜
ポ
ン
プ
場
、筋
山
ポ
ン
プ
場
に
津

波
の
冠
水
被
害
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

送
水
管
が
架
け
ら
れ
た
安
渡
橋
は
落
橋

し
て
お
り
、同
じ
く
吉
里
吉
里
海
岸
付

近
の
道
路
に
埋
設
さ
れ
た
水
道
管
も
流

失
し
て
い
た
。

　

町
内
で
浸
水
被
害
を
免
れ
た
地
域
で

は
、電
力
会
社
か
ら
復
旧
時
期
を
随
時

聞
き
取
り
な
が
ら
、作
業
し
て
いっ
た
。

送
配
水
施
設
の
復
旧
が
終
わ
っ
た
地
域

で
も
、通
電
が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
場
合

も
あ
り
、通
水
に
は
電
力
の
復
旧
を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
居
住
者
が

い
る
町
内
の
全
地
域
に
通
水
し
た
の
は
、

発
災
か
ら
２
カ
月
後
の
５
月
16
日
だった
。

　

各
家
屋
の
漏
水
を
止
め
る
作
業
に
も

苦
労
が
伴
っ
た
。
道
路
上
の
が
れ
き
は
撤

去
さ
れ
て
い
て
も
、給
水
管
は
各
家
屋
の

敷
地
内
に
あ
る
た
め
、が
れ
き
が
堆
積
し
、

ど
こ
に
止
水
栓
が
あ
る
か
分
か
ら
な
か
っ

た
。
被
害
を
心
配
し
て
集
ま
っ
た
地
元

水
道
事
業
者
も
加
わ
り
、土
地
勘
を
頼

り
に
止
水
栓
の
位
置
を
推
定
し
、が
れ

き
を
除
け
な
が
ら
止
水
作
業
を
進
め
た
。

支
援
受
け
給
水
活
動

　

水
道
事
業
所
前
に
あ
る
井
戸
か
ら
ポ

ン
プ
で
水
を
く
み
上
げ
る
こ
と
は
で
き
た

が
、町
に
は
も
と
も
と
給
水
車
が
な
く
、

水
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
かっ
た
た
め
、

水
道
事
業
所
に
来
れ
ば
水
が
あ
る
こ
と

を
各
避
難
所
や
世
帯
に
伝
え
、応
急
給

水
を
行
っ
た
。

　

３
月
17
日
か
ら
、公
益
社
団
法
人
日

本
水
道
協
会
加
盟
の
48
事
業
体
が
支
援

に
入
り
、避
難
所
や
在
宅
避
難
者
への
応

急
給
水
活
動
を
展
開
し
た（
表
６–

３
）。

特
に
、独
自
に
大
槌
町
を
支
援
先
に
定

め
た
神
戸
市
水
道
局
は
、応
急
給
水
活

動
の
開
始
当
初
か
ら
最
終
の
２
カ
月
半

後
ま
で
職
員
の
派
遣
を
継
続
。
６
月
25

日
に
は
給
水
タ
ン
ク
車
を
町
に
無
償
譲

渡
し
、避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

給
水
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

持
続
可
能
な
水
道
を

　

２
０
１
２（
平
成
24
）年
９
月
に
水
道

事
業
の
復
興
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
ス

ロ
ー
ガ
ン
は「
災
害
に
備
え
、持
続
可
能

な
水
道
づ
く
り
」と
し
た
。
同
計
画
で
は
、

中
継
ポ
ン
プ
施
設
や
主
要
管
路
を
浸
水

区
域
外
に
設
置
。
復
旧
に
主
眼
を
置
い

た
計
画
と
す
る
こ
と
も
で
き
た
が
、国
や

県
に
要
望
し
、再
度
津
波
が
来
襲
し
て

も
水
道
を
供
給
で
き
る
よ
う
な
内
容
と

し
た
。
復
興
計
画
作
成
の
際
に
も
神
戸

市
水
道
局
の
多
大
な
協
力
を
得
た
。

下
水
道
の
被
害
と
復
旧

　

下
水
処
理
場
施
設
で
あ
る
大
槌
浄
化

セ
ン
タ
ー
は
、津
波
に
よ
っ
て
電
気
設
備

が
全
壊
し
た
が
、13（
同
25
）年
１
月
31

日
に
復
旧
が
完
了
し
た
。
ポ
ン
プ
施
設
に

つ
い
て
は
、桜
木
町
雨
水
ポ
ン
プ
場
、栄

町
雨
水
ポ
ン
プ
場
、大
町
雨
水
ポ
ン
プ
場

が
稼
働
停
止
と
な
っ
た
が
、14（
同
26
）年

３
月
の
大
町
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
復
旧
で
、

全
て
再
稼
働
し
た
。

峠
越
え
仕
入
れ
た
ガ
ス

　

大
槌
町
の
ガ
ス
は
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
あ

り
、電
力
と
比
べ
て
復
旧
が
早
か
っ
た
。

が
れ
き
が
取
り
除
か
れ
、車
両
の
通
行

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、ガ
ス
の
復

旧
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
。
土
坂
峠

を
越
え
て
盛
岡
市
に
あ
る
業
者
へ
出
向
い

て
交
換
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
仕
入
れ
、避
難

所
、公
民
館
な
ど
、災
害
弱
者
が
多
く
、

優
先
順
位
の
高
い
箇
所
か
ら
随
時
補
充

し
て
いっ
た
。
地
下
の
ガ
ス
導
管
を
通
じ

て
供
給
さ
れ
る
都
市
ガ
ス
と
異
な
り
、ガ

ス
ボ
ン
ベ
を
交
換
す
れ
ば
す
ぐ
に
使
用
で

き
る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
だ
っ
た
こ
と
が
早
期
復

旧
に
つ
な
が
っ
た
。

Interview
経
験
に
基
づ
い
た

「
寄
り
添
う
支
援
」
に
感
謝

大
槌
町
水
道
事
業
所　

所
長

田た

中な
か 
寛ひ

ろ

之ゆ
き

　

大
槌
町
の
上
水
道
が
こ
こ
ま
で
復
旧
で
き

た
の
は
、全
国
か
ら
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
って
い
ま
す
。
発
災
直
後
の
３
月
16
日
に

は
神
戸
市
水
道
局
の
先
遣
隊
が
効
果
的
な
支

援
先
を
求
め
、自
主
的
な
判
断
で
大
槌
に
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、地
元
水
道
業

者
や
水
道
事
業
の
経
験
が
豊
富
な
役
場
Ｏ
Ｂ

も
応
援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。
復
旧
作
業
や

漏
水
の
止
水
作
業
を
し
て
い
る
と
、町
民
か
ら

ね
ぎ
ら
い
の
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

神
戸
市
水
道
局
の
方
々
か
ら
は
、阪
神・淡

路
大
震
災
の
経
験
に
基
づ
い
た
、非
常
に
力
強

い
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
被
災
し
て
い
る
役

場
職
員
の
心
情
や
大
変
さ
を
身
を
も
っ
て
理

解
し
、寄
り
添
って
一
緒
に
作
業
し
て
く
れ
ま

し
た
。「
こ
う
い
う
支
援
も
で
き
ま
す
が
、い

か
が
で
す
か
」と
い
う
よ
う
に
、決
し
て
押
し

付
け
る
よ
う
な
支
援
の
姿
勢
で
は
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
は
堺
市

上
下
水
道
局
か
ら
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
堺
市
で
大
槌
への
派
遣
を
募
集

す
る
と
、す
ぐ
に
手
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
も

聞
い
て
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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教
育

間仕切りされた吉里吉里小体育館で学ぶ大槌北小の児童たち

失
わ
れ
た
学
び
の
場

　

大
槌
町
で
は
町
立
小
中
学
校
の
７
校

中
５
校
、幼
稚
園・保
育
園（
所
）の
５
カ

所
が
被
災
し
た
が
、教
職
員
ら
の
的
確

な
判
断
で
、ほ
と
ん
ど
の
児
童・
生
徒
は

い
ち
早
く
避
難
し
て
助
か
っ
た
。
津
波

被
害
に
加
え
、上
町
の
大
槌
小
や
源
水

地
区
の
大
槌
中
は
津
波
火
災
の
類
焼
で

校
舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
。
被
災
を
免

れ
た
吉
里
吉
里
地
区
の
町
立
吉
里
吉
里

小・同
吉
里
吉
里
中
、沢
山
地
区
の
県
立

大
槌
高
校
は
避
難
す
る
人
で
あ
ふ
れ
、

教
育
を
行
え
る
環
境
で
は
な
か
っ
た
。

　

大
槌
町
教
育
委
員
会
の
伊い

藤と
う

正し
ょ
う

治じ

教
育
長（
当
時
）は
、中
央
公
民
館
に
設

置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
で
責
任
者
と

し
て
の
職
務
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
。
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
一
刻
も
早
く
学
び
の

場
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、武む

藤と
う

美み

由ゆ

紀き
・
町
教
育
委
員
会
指
導
主
事

（
同
）に
学
校
再
開
へ
の
取
り
組
み
を
指

示
。
同
指
導
主
事
を
中
心
に
、早
急
な

教
育
再
開
を
目
指
し
て
動
き
始
め
た
。

学
校
再
開
に
向
け
奔
走

　

震
災
後
初
の
町
校
長
会
議
は
３
月
20

日
に
開
か
れ
、同
月
29
日
ま
で
に
町
内
の

全
小
中
学
校
の
卒
業
式
を
行
う
こ
と
を

決
め
た
。
避
難
所
に
な
っ
た
安
渡
小
は
校

庭
で
、同
じ
く
吉
里
吉
里
小
は
視
聴
覚

室
で
挙
行
し
た
。
そ
の
後
、町
教
委
と

各
校
長
は
会
議
を
重
ね
、学
校
再
開
の

時
期
や
場
所
、登
下
校
時
の
交
通
手
段

や
教
育
課
程
の
編
成
な
ど
具
体
的
な
事

柄
を
検
討
し
、準
備
を
進
め
た
。

　

中
で
も
、被
災
５
校（
小
学
生
４
５
０

人
、中
学
生
２
９
０
人
）の
受
け
入
れ
先

の
選
定
は
困
難
を
伴
っ
た
。
大
槌
中
は

被
災
し
て
い
な
い
大
槌
高
校
に
来
春
受

験
を
控
え
た
３
年
生
の
教
室
を
優
先
的

に
確
保
、１・２
年
生
は
吉
里
吉
里
中
の

空
き
教
室
を
借
用
し
た
。
安
渡
小
と
赤

浜
小
は
吉
里
吉
里
小
へ
、
沢
山
地
区
の

大
槌
北
小
は
避
難
所
と
な
って
い
た
吉
里

吉
里
小
体
育
館
を
パ
ー
テ
ー
シ
ョン
で
間

仕
切
り
し
て
教
室
を
作
っ
た
。
大
槌
小

は
山
田
町
船
越
に
あ
る
県
立
の
研
修
施

設
「
陸
中
海
岸
青
少
年
の
家
」の
研
修

施
設
や
体
育
館
を
パ
ー
テ
ー
シ
ョン
で
区

切
り
、教
室
を
確
保
し
た
。
こ
う
し
て

震
災
か
ら
約
１
カ
月
後
の
４
月
20
日
に

小
中
学
校
が
再
開
し
た
。
こ
の
日
、大
槌

中
を
迎
え
た
吉
里
吉
里
中
は
昇
降
口
に

歓
迎
の
横
断
幕
を
掲
げ
、体
育
館
で
開

か
れ
た
交
流
会
で
両
校
生
徒
が
エ
ー
ル
の

交
換
な
ど
を
行
っ
た
。
大
槌
高
校
で
は
、

発
災
直
後
か
ら
５
０
０
人
を
超
え
る
避

難
者
が
集
ま
っ
て
い
た
た
め
、学
校
再
開

の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、避
難
者

に
他
の
避
難
所
へ
移
動
し
て
も
ら
う
な

ど
の
調
整
を
行
い
、４
月
25
日
に
本
格
的

に
授
業
を
開
始
し
た
。

新
し
い
教
育
へ
の
一
歩

　

同
年
９
月
、被
災
し
た
町
立
学
校
５

校（
大
槌
小・安
渡
小・赤
浜
小・大
槌
北

小・大
槌
中
）が
入
居
す
る
仮
設
校
舎
が

小
鎚
地
区
の
大
槌
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園

に
完
成
。
こ
れ
を
受
け
て
、子
ど
も
の
数

が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、被
災

し
た
全
て
の
校
舎
を
復
旧
す
る
た
め
に

は
膨
大
な
時
間
と
費
用
が
か
か
る
こ
と

な
ど
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、大
き

な
校
舎
を
一
つ
建
て
て
、震
災
以
前
か
ら

構
想
の
あ
っ
た
小
中
一
貫
教
育
を
行
う

方
針
を
決
定
し
た
。

　

２
０
１
３（
平
成
25
）年
４
月
、被
災

し
た
小
学
校
４
校
を
統
合
し
、新
し
く

「
大
槌
小
学
校
」
と
し
て
再
編
。
さ
ら

に
15（
同
27
）年
４
月
か
ら
大
槌
小
と
大

槌
中
を「
大
槌
学
園
」、吉
里
吉
里
小・

吉
里
吉
里
中
を「
吉
里
吉
里
学
園
」
と

し
て
小
中
一
貫
教
育
の
本
実
施
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
16（
同
28
）年
に
大
槌
学
園
が

「
義
務
教
育
学
校
」
に
移
行
。
同
年
９

月
に
は
大
槌
高
校
の
隣
に
大
槌
学
園
の

新
校
舎
が
完
成
し
、小
中
一
貫
教
育
校

と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

 

子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う

　

学
校
外
か
ら
も
多
く
の
支
援
が
あ
っ

た
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
各
小
中

学
校
へ
支
援
に
入
り
、フ
ラ
ッ
シ
ュバ
ッ
ク

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
家
族
を
亡
く
し
た

悲
し
み
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
い
、心
身
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

活
動
し
た
。
ま
た
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
も
早
く
か
ら
町
に
入
り
、学
校・

家
庭
と
関
係
機
関
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
環

境
面
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
。
さ
ら
に

11（
同
23
）年
12
月
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
タ
リ

バ（
本
部・東
京
）が「
大
槌
臨
学
舎
」
を

設
立
。
こ
れ
は
、主
に
震
災
で
自
宅
や
塾

を
流
さ
れ
て
十
分
な
学
習
環
境
を
得
ら

れ
な
い
小
中
高
生
を
対
象
に
し
た
、学

習
指
導
と
心
の
ケ
ア
を
行
う
被
災
地
の

放
課
後
学
校（
コラ
ボ・ス
ク
ー
ル
）で
あ
る
。

　

翌
年
４
月
に
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
レ
ス

チ
ナ
子
ど
も
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
本
部・東

京
）の
支
援
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
の
安

心・
安
全
な
居
場
所
の
確
保
を
目
的
と

し
た「
大
槌
町
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」が
開

所
。
こ
れ
と
大
槌
臨
学
舎
の
二
つ
の
機
能

を
統
合
し
、放
課
後
の
教
育
施
設
と
し

て
17（
同
29
）年
３
月
に「
大
槌
町
こ
ど

も
教
育
セ
ン
タ
ー
」が
発
足
し
た
。
愛
称

で
あ
る「
Ｏお

ら
ー
い

Ｌ
Ａ
Ｉ
」
は
大
槌
弁
で「
私

の
家
」と
い
う
意
味
を
持
つ
。
こ
う
し
て
、

震
災
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
が
整
え
ら
れ
た
。

Interview
大
槌
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

学
校
再
開
へ
奔
走

当
時・大
槌
町
教
育
委
員
会
派
遣　

駐
在
指
導
主
事

武む

藤と
う 
美み

由ゆ

紀き

さ
ん

　

当
時
、伊
藤
教
育
長
に「
学
校
再
開
に
つい

て
は
任
せ
る
」と
託
さ
れ
、大
槌
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
全
う
す

る
と
決
意
し
ま
し
た
。
避
難
所
に
は
多
く
の

方
々
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
が
、避
難
所
の
中

で
も
先
生
と
子
ど
も
た
ち
の
い
る
空
間
は
、形

の
な
い『
教
室
』の
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て

お
り
、一
刻
も
早
い
学
校
再
開
を
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、学
校
の
再
開
を
決
め
た
も
の
の
、

再
開
場
所
の
調
整
が
必
要
で
し
た
。
多
く
の

方
の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、町
外
の
陸

中
海
岸
青
少
年
の
家
が
借
用
可
能
と
な
り
、

町
内
全
小
中
学
校
の
再
開
を
無
事
に
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

再
開
の
後
は
、こ
れ
か
ら
の
大
槌
町
の
教
育

シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
段
階
に
進
み
ま
し
た
。

古
里
の
良
さ
を
学
び
、こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生

き
方
を
見
つ
め
、大
槌
の
町
の
復
興
に
貢
献
す

る
よ
う
な
人
材
育
成
に
つ
な
が
る「
ふ
る
さ
と

科
」
を
中
核
に
し
た
小
中
一
貫
教
育
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
槌
町
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
心
か
ら
願
って
や
み
ま
せ
ん
。
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新しい大槌病院は過去の津波が到達しなかった寺野地区に再建された

大槌病院の仮設診療所となった上町ふれあいセンター

仮設診療所内では、町内外の医師らの活動により備品が整備されていった

医
療

県立大槌病院は2016年5月に新築落成式を行い、開院した

被
災
し
た
県
立
病
院

　

大
槌
町
に
は
、県
立
病
院
１
カ
所
、民

間
診
療
所
７
カ
所
、歯
科
診
療
所
６
カ

所
、調
剤
薬
局
６
カ
所
の
医
療
機
関
が

あ
っ
た
が
、そ
の
全
て
が
被
災
し
た
。

　

新
町
に
あ
っ
た
震
災
前
の
県
立
大
槌

病
院
は
、大
槌
町
の
医
療
の
中
心
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、津
波
の
被
害
に
よ
り
町
内
の

医
療
機
能
は
ま
ひ
状
態
で
救
護
所
は
薬

を
求
め
る
患
者
が
詰
め
掛
け
、早
期
の

診
療
所
開
設
が
求
め
ら
れ
た
。

　

場
所
の
確
保
は
地
元
民
の
協
力
に
よ

り
、集
会
施
設
の
上
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

を
借
り
て
、４
月
25
日
か
ら
診
療
を
開

始
し
た
。
４
月
末
に
は
コ
ン
テ
ナ
式
診

療
所
の
寄
贈
が
決
定
。
建
設
工
事
を
経

て
６
月
27
日
に
仮
設
診
療
所
を
開
設
し

た
。
診
察
台
や
机
な
ど
の
備
品
も
寄
付

さ
れ
、医
療
機
能
の
復
旧
に
向
け
て
前

進
し
た
。

釜
石
病
院
と
連
携

　

大
槌
町
の
医
療
体
制
の
立
て
直
し
は
、

大
槌
病
院
が
中
心
と
な
り
、津
波
で
被

災
し
な
か
っ
た
県
立
釜
石
病
院
と
連
携

す
る
こ
と
が
大
き
な
鍵
と
な
っ
た
。
釜
石

病
院
は
同
じ
釜
石
地
域
の
保
険
医
療
圏

の
中
核
病
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、平
時
か
ら
協
力
関
係
に
あ
っ
た
。

　

大
槌
病
院
で
全
て
の
患
者
の
対
応
を

す
る
の
で
は
な
く
、急
性
期
治
療
や
専

門
的
な
治
療
が
必
要
な
場
合
は
釜
石
病

院
を
中
心
に
受
け
入
れ
可
能
な
病
院
に

搬
送
し
、よ
り
多
く
の
患
者
に
迅
速
な

医
療
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

紫
波
と
花
巻
に
よ
る
支
援

　

大
槌
町
を
支
援
し
た
日
本
医
師
会
の

災
害
医
療
チ
ー
ム
J
M
A
T
は
、６
月

18
日
を
最
後
に
撤
収
。
そ
の
翌
日
に
は
、

釜
石
医
師
会
が
町
で
の
活
動
を
終
え
た
。

そ
の
後
、医
療
体
制
の
補
完
が
求
め
ら
れ

た
た
め
、当
時
の
釜
石
医
師
会
会
長
が

岩
手
県
医
師
会
に
支
援
を
要
請
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
県
医
師
会
は
、紫
波
郡

医
師
会
と
花
巻
市
医
師
会
に
働
き
掛
け
、

７
月
３
日
か
ら
土・日
曜
、祝
日
を
利
用

し
た
診
療
支
援
が
始
ま
っ
た
。
２
０
１
２

（
平
成
24
）年
３
月
25
日
ま
で
の
間
で
、

支
援
医
師
は
延
べ
61
人
に
上
っ
た
。

震
災
５
年
で
再
建

　

大
槌
病
院
の
仮
設
診
療
所
は
、受
付・

診
察
室・処
置
室・放
射
線
検
査
機
器
な

ど
を
備
え
、１
日
90
人
近
く
の
患
者
を

診
察
し
た
。
状
況
の
改
善
は
あ
っ
た
が
、

医
師
不
足
は
深
刻
で
、町
内
の
開
業
医

を
は
じ
め
県
内
外
の
医
師
が
交
代
で
診

療
に
当
た
っ
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
仮
設
診
療
所（
コ
ン
テ
ナ

式
）に
11（
同
23
）年
６
月
に
移
転
し
、12

（
同
24
）年
６
月
に
は
全
身
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
断
層
撮
影
装
置（
C
T
）が
設
置
さ

れ
、稼
働
し
た
。

　

本
設
の
大
槌
病
院
は
場
所
を
小
鎚
寺

野
地
区「
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
内
」と
し
、

病
床
数
は
１
病
棟・一
般
病
床
で
50
床

程
度
、診
療
科
は
内
科・外
科
を
基
本
に
、

こ
れ
ま
で
の
外
来
機
能
を
維
持
す
る
と

し
た
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
が
13（
同

25
）年
に
示
さ
れ
、16（
同
28
）年
５
月
に

開
院
し
た
。
こ
れ
は
、被
災
し
た
三
つ
の

県
立
病
院
で
初
め
て
の
復
旧
と
な
っ
た
。

Interview
行
か
な
い
と
後
悔
す
る

「
触
る
」
を
大
事
に
診
療
を

元・大
槌
病
院
心
療
内
科
医

日
蓮
宗
僧
侶

宮み
や

村む
ら 
通み

ち

典の
り

さ
ん

　

あ
の
日
、私
は
故
郷
の
長
崎
県
に
い
ま
し
た
。

長
女
の
義
母
が
大
槌
在
住
な
の
で
、大
槌
の
こ

と
が
気
に
な
って
い
ま
し
た
。
９
月
に
な
って
大

槌
に
行
っ
た
時
に
、被
害
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
た
衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
何
か
し

な
け
れ
ば
と
思
い
、翌
年
の
４
月
か
ら
大
槌
に

移
住
し
、医
師
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
行

く
こ
と
を
決
意
し
た
理
由
の
一
つ
に
、「
行
か

な
い
と
後
悔
す
る
」と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
阪
神・淡
路
大
震
災
の
時
に
博
多
に
い
た

の
で
す
が
、当
時
は
す
ぐ
動
け
な
く
て
…
…
。

ま
た
、僧
侶
と
し
て
の
使
命
感
も
あ
り
ま
し
た
。

　
い
ざ
診
察
し
て
み
る
と
、ま
だ
自
分
の
気
持

ち
を
言
葉
に
で
き
な
か
っ
た
り
、３・11
が
近
づ

く
と
胸
の
痛
み
を
訴
え
た
り
す
る
患
者
さ
ん

が
い
ま
し
た
。
特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
亡
く

し
た
人
は
大
変
で
し
た
。
診
療
の
と
き
に
、私

は
必
ず
脈
を
と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
触

る
」っ
て
い
う
こ
と
は
す
ご
く
大
事
で
、脈
を

と
り
な
が
ら
、傾
聴
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、取
り
残
さ
れ
た
弱
者
、独
居
の
お

年
寄
り
や
酒
浸
り
に
な
っ
た
よ
う
な
人
た
ち

を
ど
う
支
え
て
い
く
か
が
課
題
で
す
ね
。

直
す
、
立
ち
上
が
る　

復
旧
期
の
町　

医
療

第  

章
6

105 104



心
の
ケ
ア

心のケアの支援者育成研修会の場面（「認定 NPO 法人心の架け橋いわて」提供）。被災地で自立的な支援ができるよう、人材育成が行われている

「認定 NPO 法人心の架け橋いわて」が運営するコミュニティー・カフェ

環
境
一
変
、心
に
負
担

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
よ
る
急
激

な
環
境
の
変
化
に
よ
り
、大
槌
町
で
は

多
く
の
人
が
精
神
的
な
負
担
を
抱
え
て

い
た
。
発
災
後
か
ら
応
急
対
応
に
追
わ

れ
て
い
た
町
職
員
ら
も
、心
身
と
も
に
疲

弊
し
て
い
て
、精
神
面
の
ケ
ア
を
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

　

町
は
震
災
か
ら
１
カ
月
半
後
の
４
月

23
日
か
ら
５
月
８
日
、町
民
の
健
康
状
態

を
把
握
す
る
た
め
、保
健
師
に
よ
る
全

戸
訪
問
調
査
を
実
施
し
た
。

　

元
町
役
場
勤
務
の
保
健
師
で
岩
手
看

護
短
期
大
学
教
授
の
鈴す

ず

木き

る
り
子こ

さ
ん

が
、保
健
師
の
全
国
組
織
な
ど
に
呼
び

掛
け
て
実
現
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
１
３
７

人
が
２
人
１
組
で
各
避
難
所
や
個
人
宅

の
約
３
７
０
０
世
帯・５
０
８
２
人
と
対

面
し
、心
身
の
健
康
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
る
な
ど
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、被

災
者
や
住
民
は
年
齢・性
別
を
問
わ
ず
に

血
圧
が
高
く
、不
眠
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ（
心
的

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）、サ
バ
イ
バ
ー
ズ・

ギ
ル
ト（
生
還
者
の
罪
悪
感
）に
悩
む
人

が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

鈴
木
さ
ん
は「
震
災
時
に
幼
少
で
言

葉
を
発
せ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
学

齢
に
達
し
、ト
ラ
ウマ
が
現
れ
る
ケ
ー
ス
も
。

発
達
障
害
な
ど
と
誤
認
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
、注
意
が
必
要
だ
。
震
災
の
影
響

は
こ
の
先
も
ず
っ
と
続
く
」と
懸
念
す
る
。

　

発
災
後
、精
神
科
医
師
を
含
む
保
健

師
、看
護
師
、臨
床
心
理
士
な
ど
で
構
成

さ
れ
た「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
」が
全
国

か
ら
派
遣
さ
れ
、「
震
災
ス
ト
レ
ス
相
談

室
も
、大
槌
を
含
め
て
沿
岸
7
カ
所
に

開
設
さ
れ
た
。
大
槌
町
に
も
同
ケ
ア
チ
ー

ム
が
訪
れ
、避
難
所
な
ど
を
巡
回
し
被

災
者
の
現
状
把
握
を
行
っ
た
。

　

被
災
者
に
は
、近
親
者
の
喪
失
や
住

居
の
損
失
な
ど
の
急
激
な
環
境
変
化
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
に
よ
り
、不
眠
や

う
つ
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
た
。
治
療
と

い
う
名
目
だ
と
抵
抗
が
あ
る
人
も
多
かっ

た
た
め
、避
難
所
や
仮
設
住
宅
を
訪
問

し
、健
康
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
形

で
支
援
し
た
。
ま
た
、町
職
員
向
け
に
、

定
期
的
な
健
康
チェッ
ク
が
行
わ
れ
た
。

多
岐
に
わ
た
る
不
安

　

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
や
自
宅
再

建
が
増
え
た
２
０
１
２（
平
成
24
）年
４

月
以
降
は
、こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
の
活

動
は
岩
手
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に

引
き
継
が
れ
た
。
大
槌
町
で
は
、釜
石

地
域
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
専
門
ス
タッ

フ
ら
が
現
在
も
活
動
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
、身
近
な
人
を
失
っ
た

こ
と
に
よ
る
喪
失
感
の
増
幅
や
、ロ
ー
ン
、

生
活
資
金
、家
族
関
係
や
仕
事
の
こ
と

な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
た
め
支

援
者
側
は
、行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
、地
域
に
根
付
く
団
体
と
連
携
し
、

相
談
内
容
に
よ
って
関
係
窓
口
に
つ
な
ぐ

必
要
が
あ
っ
た
。
自
殺
を
考
え
る
人
が

増
え
る
こ
と
を
考
慮
し
、自
殺
予
防
の

活
動
に
も
つ
な
が
って
い
る
。

　

震
災
を
経
験
し
た
子
ど
も
の
中
に
は
、

体
調
不
良
や
夜
泣
き
、赤
ち
ゃ
ん
返
り

な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
県
は
沿
岸
地
域
に「
子
ど

も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

児
童
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
や
ケ
ア
を

行
っ
た
。
親
族
や
里
親
に
育
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
震
災
孤
児・
遺
児
は
、児
童

相
談
所
な
ど
が
定
期
的
に
巡
回
し
、養

育
環
境
を
確
認
す
る
体
制
を
整
え
、支

援
金
や
奨
学
金
な
ど
の
経
済
支
援
制
度

の
周
知
も
行
っ
た
。
ま
た
、学
校
ご
と
に

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
入
り
、子
ど

も
た
ち
の
心
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

地
域
で
で
き
る
支
援
を

　

持
続
可
能
な
支
援
を
目
指
し
、地
域

が
独
立
し
て
心
の
ケ
ア
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ

た
。「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
心
の
架
け
橋
い

わ
て（
こ
こ
ろ
が
け
）」は
、震
災
当
初
か

ら
長
期
的
な
支
援
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
た
。
誰
に
も
言
え
な
い
思
い
を
抱
え

る
人
た
ち
が
寄
り
添
い
、話
が
で
き
る
場

所
を
つ
く
ろ
う
と
、15（
同
27
）年
に
旧
植

田
医
院
仮
設
診
療
所
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・

カ
フ
ェ
を
開
設
し
、支
援
を
継
続
し
て
い

る
。
ほ
か
に
も
心
の
支
援
事
業
を
行
う

地
域
団
体
が
立
ち
上
が
り
、音
楽
や
物

づ
く
り
を
通
し
た
心
の
ケ
ア
サ
ロ
ン
な
ど

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、被
災
し
て
大
槌
町
を
離
れ
、内

陸
の
盛
岡
市
に
移
り
住
ん
だ
被
災
者
へ

向
け
た
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
支
援
も
行
わ
れ
て

い
る
。「
も
り
お
か
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、被
災
者
の
悩
み
に
合
わ
せ
た
相
談

室
を
設
置
。
週
１
回「
お
茶
っこ
飲
み
会
」

を
開
催
し
、被
災
者
や
支
援
者
が
集
う

機
会
を
設
け
て
い
る
。

Interview
「
話
を
聴
く
」
大
切
さ

今
後
も
ケ
ア
継
続

岩
手
医
科
大
学

医
学
部
神
経
精
神
科
学
講
座　
教
授

岩
手
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

副
セ
ン
タ
ー
長

大お
お

塚つ
か 

耕こ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん

　

発
災
1
年
目
、こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
は
、

岩
手
医
科
大
学
や
県
立
病
院
、そ
し
て
他
県

か
ら
応
援
に
入
っ
た
医
師
や
専
門
家
も
含
め

て
30
チ
ー
ム
が
岩
手
県
内
で
活
動
し
ま
し
た
。

現
在
も
岩
手
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
ス
タ
ッ
フ
、役
場
職
員
の
方
々
や
社
会

福
祉
協
議
会
の
方
々
と
連
携
し
、こ
こ
ろ
の
ケ

ア
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
で
重
要
な
の
は
、「
話
を
聴

く
こ
と
」で
す
。
話
を
聴
き
、寄
り
添
う
こ
と

が
被
災
地
の
人
々
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
、被
災
さ
れ
た
方
々
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
よ
う
に
、丁
寧
に
温
か
み
を
も
っ
て
接

す
る
姿
勢
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
は
、県
の
復
興
推
進
プ
ラ
ン
が

示
す
よ
う
に
、今
後
も
継
続
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
地
域
で
も
こ
こ
ろ
の
支
援
に
関
わ

る
地
域
の
従
事
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
アッ

プ
研
修
や
住
民
への
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
現
在
も
復
興
事
業
に
携
わ
る
地
元

の
職
員
や
派
遣
職
員
の
方
々
が
一
生
懸
命
が

ん
ば
って
お
ら
れ
、私
た
ち
も
ま
だ
ま
だ
支
援

を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

直
す
、
立
ち
上
が
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吉里吉里中学校のグラウンドに建設されるプレハブの仮設住宅

区分 2013年5月31日時点
（入居者数最多）

2015年3月30日
時点

住宅戸数 2,106戸 2,100戸

入居戸数 2,057戸 1,767戸

入居世帯数 1,867世帯 1,607世帯

入居者数 4,610人 3,564人

入居率 97.6% 84.1%

■ 表６–4　町内の応急仮設住宅の入居状況

応
急
仮
設
住
宅

浸水区域外の小鎚地区には、町内で最も多い８４９戸の仮設住宅が建設された

入
居
地
希
望
通
ら
ぬ
人
も

　

２
０
１
１（
平
成
23
）年
８
月
を
め
ど

に
し
た
避
難
所
の
閉
鎖
に
伴
い
、被
災
者

の
応
急
仮
設
住
宅
への
移
行
が
進
め
ら
れ

た
。
津
波
に
よ
っ
て
住
宅
が
損
壊
し
、住

居
を
失
っ
た
人
が
入
居
の
対
象
と
なっ
た
。

　

仮
設
住
宅
建
設
に
関
し
て
は
、岩
手

県
が
主
体
と
な
り
、一
般
社
団
法
人
プ

レ
ハ
ブ
建
築
協
会
と
調
整
を
図
って
建
設

を
進
め
た
。
４
月
に
は
吉
里
吉
里
中
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
町
内
初
の
仮
設
住
宅

が
完
成
。
そ
の
後
、町
内
各
地
区
で
建

設
が
進
め
ら
れ
、12（
同
24
）年
７
月
時

点
で
、２
１
０
６
戸
の
仮
設
住
宅
が
建
設

さ
れ
、４
６
０
０
人
余
り
の
町
民
が
入
居

し
た
。

　

岩
手
県
で
は
以
前
か
ら「
応
急
仮
設

住
宅
建
設
可
能
用
地
リ
ス
ト
」
が
作
成

さ
れ
て
い
た
が
、候
補
地
が
被
災
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、活
用
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
各
市
町
村
職
員
と
連
携

し
、用
地
の
検
討
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。
大
槌
町
で
は
、町

民
への
意
向
調
査
を
は
じ
め
、仮
設
団
地

と
な
り
得
る
土
地
の
検
討
や
用
地
交
渉
、

入
居
に
関
す
る
手
続
き
や
振
り
分
け
な

ど
を
行
っ
た
。
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
世

帯
、身
体
障
害
者
が
い
る
世
帯
な
ど
の
優

先
枠
と
、一
般
の
公
募
枠
で
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
、抽
選
な
ど
の
方
法
を
取
り
な
が

ら
入
居
の
管
理
を
進
め
た
。

　

町
民
への
意
向
調
査
を
行
う
中
で
、課

題
が
出
て
き
た
。
仮
設
住
宅
を
建
て
る

土
地
は
、浸
水
し
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と

が
第
一
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
、沿
岸
地

区
に
は
平
地
が
少
な
く
、仮
設
住
宅
を

早
急
に
建
設
で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
た
。

赤
浜
地
区
で
は
、地
権
者
に
地
区
住
民

が
直
接
交
渉
し
、９
割
の
住
民
が
震
災

前
と
同
じ
地
区
内
で
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
一
方
、安
渡
地
区
は
、一
部
損

壊
も
含
め
５
６
２
戸
分
の
住
宅
が
必
要

と
な
っ
た
も
の
の
、地
区
内
に
確
保
で
き

た
住
宅
は
、４
カ
所
67
戸
と
必
要
戸
数

の
12
％
に
と
ど
ま
り
、町
内
48
カ
所
だ
け

で
な
く
町
外
の
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

居
住
環
境
の
問
題
多
く

　

入
居
後
に
も
問
題
が
生
じ
た
。
建
て

付
け
の
悪
さ
か
ら
起
こ
る
、雨
漏
り
や
隙

間
風
な
ど
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
が
相
次
い

だ
。
寒
冷
地
対
策
が
不
十
分
な
所
も
あ

り
、冬
に
は
水
抜
き
を
し
て
も
水
道
管

が
凍
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
大
槌
町
の
仮

設
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
元
大
槌
町
副

町
長
の
大お

お

水み
ず

敏と
し

弘ひ
ろ

さ
ん
は
著
書
で
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

〈入
って
み
て
の
第
一
の
感
想
は「
寒
い
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
特
に
床
が
冷
た
い
。

真
冬
で
も
な
い
の
に
、歩
く
と
床
の
冷
た

さ
で
足
が
痛
く
な
る
。
体
育
館
を
歩
い

て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
室
内
に
は
鉄
骨
が

露
出
し
、触
れ
る
と
冷
た
さ
が
身
に
染
み

る
。﹀―『
実
証・
仮
設
住
宅　

東
日
本

大
震
災
の
現
場
か
ら
』

　

ま
た
、入
居
に
伴
い
仮
設
住
宅
は
各

地
区
か
ら
入
居
し
た
住
民
た
ち
の“
寄

り
合
い
所
帯
”と
な
っ
た
。か
つ
て
の
コ
ミュ

ニ
テ
ィ
ー
が
解
体
し
、高
齢
者
の
孤
立
も

懸
念
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決

に
向
け
、町
内
外
か
ら
１
０
０
人
単
位
の

「
仮
設
支
援
員
」
が
入
り
、団
地
内
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
形
成
を
支
援
し
た
。
各
仮

設
団
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
集
会
所
や

相
談
室
で
、お
茶
会
を
開
い
た
り
高
齢
の

入
居
者
を
訪
問
し
た
り
し
て
孤
立
を
防

い
だ
。
さ
ら
に
、大
槌
町
で
は
複
数
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
が
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
支
援
の
た
め

に
立
ち
上
が
っ
た
。
サ
ロ
ン
の
開
設
や
、気

軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベン
ト
の
開
催
な
ど

に
よ
っ
て
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
支

援
し
た
。

　

仮
設
住
宅
への
入
居
は
当
初
、自
宅
を

失
った
被
災
者
に
限
定
し
て
い
た
が
、大
槌

町
は
、Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
者
や
復
興
に
貢
献
し

た
い
移
住
支
援
者
に
も
門
戸
を
開
放
し

よ
う
と
、県
や
国
に
要
望
を
続
け
、14（
同

26
）年
４
月
、地
方
自
治
法
で
規
定
の
あ
る

「
目
的
外
使
用
許
可
」
が
認
め
ら
れ
た
。 

　

仮
設
住
宅
の
居
住
期
間
は
原
則
２
年

と
さ
れ
た
が
、震
災
か
ら
約
８
年
を
経
た

19
年
２
月
末
日
現
在
で
も
２
４
２
世
帯

が
入
居
し
て
い
る
。
阪
神・淡
路
大
震
災

の
仮
設
住
宅
解
消
は
５
年
後
だ
っ
た
。

Interview
普
通
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め

進
む
し
か
な
か
っ
た

当
時・大
槌
町
地
域
整
備
課　

課
長

土ど

橋ば
し 
清せ

い

一い
ち

さ
ん

　

震
災
当
時
は
技
術
職
の
経
験
者
と
し
て
応

急
対
応
を
し
て
い
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
に
関
し

て
は
、町
内
の
地
権
者
を
訪
ね
て
用
地
交
渉
を

し
ま
し
た
。

　

お
盆
前
に
は
避
難
所
か
ら
個
々
の
住
ま
いへ

移
動
す
る
こ
と
が
町
民
や
職
員
の
願
い
で
あ
り
、

目
標
で
し
た
。
仮
設
住
宅
建
設
に
適
し
た
土

地
を
見
つ
け
る
と
、近
所
の
方
に
地
主
を
聞
き
、

そ
の
足
で
地
主
の
と
こ
ろへ
交
渉
し
に
行
き
、承

諾
を
頂
く
こ
と
が
多
かった
で
す
。
皆
さ
ん
、と

て
も
協
力
的
で
し
た
。
テ
レ
ビ
で
土
地
を
探
し

歩
い
て
い
る
様
子
が
放
送
さ
れ
た
時
に
は
、大

槌
に
土
地
を
持
つ
全
国
の
人
た
ち
か
ら「
土
地

を
提
供
し
た
い
」と
ご
連
絡
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
お
気
持
ち
が
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。
地
主
の
約
８
割
で
あ
る
１
０
８
人
と
交
渉

し
、ほ
ぼ
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

業
務
に
関
し
て
つ
ら
さ
や
苦
し
さ
は
感
じ
な

かっ
た
で
す
。
や
る
し
か
な
い
、普
通
の
生
活
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、進
む
し
か
な
い
。
そ
の

こ
と
し
か
頭
に
な
かっ
た
。
周
り
か
ら
は「
だ
い

ぶ
疲
れ
た
顔
を
し
て
い
る
」と
よ
く
言
わ
れ
ま

し
た
が
、自
分
で
は
気
付
か
な
い
も
の
で
す
ね
。

直
す
、
立
ち
上
が
る　

復
旧
期
の
町　

応
急
仮
設
住
宅
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地元産の木材を使った温かみのあるデザインの大ケ口災害公営住宅

■ 図６–1　災害公営住宅の整備戸数

（戸）

災
害
公
営
住
宅

大ケ口地区に立ち並ぶ災害公営住宅の全景

７
割
の
家
屋
に
被
害

　

大
槌
町
の
家
屋
被
害
は
、全
壊・半
壊
、

一
部
損
壊
を
合
わ
せ
る
と
、４
３
７
５

棟
だ
っ
た
。
こ
の
数
は
全
家
屋
の
ほ
ぼ
７

割
に
上
る
。
こ
の
被
害
を
受
け
、町
と
岩

手
県
は
被
災
住
民
の
恒
久
的
な
住
宅
を

確
保
す
る
た
め
に
災
害
公
営
住
宅
の
建

設
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
災
害
公
営

住
宅
は
、被
災
し
て
住
宅
を
失
い
、自
ら

再
建
す
る
こ
と
が
困
難
な
町
民
に
対
し
、

安
定
し
た
生
活
を
送
って
も
ら
う
た
め
の

公
営
住
宅
で
あ
る
。

調
査
で
計
画
戸
数
調
整

　
２
０
１
２（
平
成
24
）年
１
月
に
、土
地

利
用
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
、震
災
後
初
め
て
と
な
る
、今
後
の
住

ま
い
に
関
す
る
意
向
確
認
調
査
を
実
施

し
た
。
自
力
再
建
、高
台
へ
の
移
転
、災

害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
、町
外
へ
の
転
出

な
ど
の
希
望
を
把
握
し
た
。
こ
の
調
査

を
基
に
、１
０
３
５
戸
の
整
備
目
標
を
立

て
た
。
12
年
12
月
か
ら
翌
年
３
月
に
か

け
て
再
度
意
向
調
査
を
実
施
し
、14（
同

26
）年
12
月
か
ら
翌
年
３
月
に
は「
仮
申

し
込
み
」
を
受
け
付
け
た
。
仮
申
し
込

み
で
は
団
地
を
決
定
し
、「
本
申
し
込
み
」

で
宅
地
や
住
戸
を
決
定
す
る
流
れ
と
し

た
。
本
申
し
込
み
は
供
用
開
始
の
半
年

か
ら
１
年
前
に
実
施
さ
れ
、仮
申
し
込
み

で
事
前
登
録
を
行
っ
た
世
帯
が
優
先
さ

れ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
も
仮
申
し

込
み
と
意
向
調
査
を
実
施
し
、計
画
戸

数
は
当
初
の
１
０
３
５
戸
か
ら
８
７
８
戸

ま
で
削
減
し
た
。

　

18（
同
30
）年
10
月
時
点
で
の
整
備
完

成
戸
数
は
７
９
７
戸
と
な
っ
て
お
り
、19

年
度
ま
で
に
全
計
画
戸
数
の
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。

検
討
委
員
会
の
開
催

　

12
年
８
月
、町
の
災
害
公
営
住
宅
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を

行
う
た
め
、学
識
経
験
者
、町
議
会
議

員
、社
会
福
祉
協
議
会
、森
林
組
合
、建

築
士
、弁
護
士
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
、民
生

委
員
、
岩
手
県
、
大
槌
町
で
構
成
さ
れ

る「
大
槌
町
災
害
公
営
住
宅
整
備
計
画

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
た
。

　

同
委
員
会
は
同
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
計
６
回
開
催
さ
れ
、家
賃
や
支
援
制

度
、払
い
下
げ
価
格
、供
給
計
画
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、入
居
優
先
基
準
、入
居
要
件

と
入
居
ス
ケ
ジュー
ル
な
ど
に
つい
て
協
議
。

大
槌
町
災
害
公
営
住
宅
整
備
計
画
を

策
定
し
た
。

　

同
委
員
会
内
に
は
、デ
ザ
イ
ン
部
会
も

設
け
ら
れ
、「
大
槌
町
災
害
公
営
住
宅
設

計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
策
定
さ
れ
た
。
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、全
戸
バ
リ
ア
フ
リ
ー

設
計
な
ど
と
す
る「
大
槌
町
災
害
公
営

住
宅
の
基
本
整
備
方
針
」に
基
づ
き
、建

設
さ
れ
る
戸
建
て
、長
屋
、集
合
の
各
タ

イ
プ
の
配
置
、建
物
、外
構
な
ど
の
計
画・

設
計
の
参
考
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

大
ケ
口
が
町
内
初

　

大
ケ
口
災
害
公
営
住
宅
は
町
が
建
設

す
る
災
害
公
営
住
宅
と
し
て
は
第
１
号

と
な
り
、15（
同
27
）年
８
月
30
日
か
ら

入
居
が
開
始
さ
れ
た
。
同
住
宅
は
地
元

産
木
材
を
活
用
し
、周
辺
と
の
調
和
を

意
識
し
た
低
層
の
和
風
建
築
。
車
い
す

の
使
用
や
高
齢
者
に
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
設
計
で
、集
会
所
や
ベ
ン
チ
が
設
置

さ
れ
た
広
場
、大
槌
町
の
水
資
源
を
生

か
し
た
井
戸
を
配
す
る
な
ど
、随
所
に

工
夫
が
施
さ
れ
た
。

　

16（
同
28
）年
５
月
に
は
、大
ケ
口
一

丁
目
町
営
住
宅
の
自
治
会
設
立
総
会
が

開
か
れ
、ご
み
集
積
場
の
清
掃
、団
地
内

の
草
刈
り
、盆
踊
り
や
新
年
会
の
開
催

な
ど
を
決
め
た
。
各
仮
設
住
宅
か
ら
転

居
し
て
き
た
住
民
ら
が
集
ま
る
機
会
を

増
や
し
て
交
流
を
深
め
、自
治
会
設
立

に
向
け
、気
運
を
高
め
た
結
果
だ
。
災

害
公
営
住
宅
の
入
居
者
は
、発
災
直
後

の
避
難
所
と
そ
の
後
の
仮
設
住
宅
を
経

て
、生
活
環
境
と
人
間
関
係
が
二
度
、分

断
さ
れ
て
い
る
。コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
再
構

築
は
、非
常
時
か
ら
平
時
へ
の
移
行
期
に

お
け
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

Interview
震
災
か
ら
８
年

独
居
高
齢
者
が
心
配

大
槌
町
環
境
整
備
課　

技
師

（
東
京
都
武
蔵
野
市
か
ら
派
遣
）伊い

藤と
う 
聡さ

と
し

さ
ん

　

災
害
公
営
住
宅
は
、単
身
世
帯
の
入
居
を

見
込
ん
で
１
Ｄ
Ｋ
の
間
取
り
の
部
屋
を
用
意

し
ま
し
た
が
、あ
ま
り
人
気
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
町
外
に
住
む
家
族
や
親
戚
が
泊
ま

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、最
低
で
も
２
Ｄ

Ｋ
の
間
取
り
を
望
む
人
が
多
く
、現
在
は
１

Ｄ
Ｋ
の
空
き
部
屋
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
は
長
屋
タ
イ
プ
よ
り
も
、戸
建

て
タ
イ
プ
の
意
向
が
強
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
現
在
、町
が
建
設
す
る
災
害
公
営

住
宅
に
つい
て
は
、長
屋
は
２
Ｄ
Ｋ
、戸
建
て
は

３
Ｄ
Ｋ
と
し
て
い
ま
す
。

　
管
理
上
、家
賃
制
度
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、町

民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
制
度
を
把
握
し
て
い
た

だ
く
か
が
課
題
で
し
た
。
２
０
１
９（
平
成
31
）

年
度
以
降
、家
賃
の
減
免
制
度
が
終
わ
る
た
め
、

家
賃
が
高
く
な
る
住
民
の
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。 

　

震
災
か
ら
８
年
が
経
過
し
、入
居
時
は
元

気
で
し
た
が
、入
居
後
亡
く
な
っ
た
高
齢
の
方

も
い
ま
し
た
。
独
り
身
で
家
族
や
親
族
が
い
な

い
方
も
お
り
、死
亡
届
の
作
成
に
苦
慮
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
今

後
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

直
す
、
立
ち
上
が
る　

復
旧
期
の
町　

災
害
公
営
住
宅
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■ 表６–5　水産関係被害

区分 被害額（千円） 被害数

被害額合計 5,127,927 ―

水産施設 1,177,644 ６カ所

漁船 2,204,486 672隻

漁具（定置網） 874,460 ３カ所

養殖施設 543,859 540カ所

水産物 327,478 1,876t

水
産
業

2012年9月、新おおつち漁協が発足して初めて定置網の水揚げがあった

2013年6月15日、晴れて進水した瀬谷丸

被
害
額
は
51
億
円
超

　

震
災
は
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
水
産

業
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、大
槌
と

吉
里
吉
里
の
両
漁
港
、魚
市
場
や
養
殖

施
設
、漁
船
な
ど
が
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
被
害
総
額
は
51
億
２
７
９
２
万

円
に
上
る
。

　

大
槌
漁
港
と
吉
里
吉
里
漁
港
は
震

災
後
、防
潮
堤
や
水
門
の
復
旧
整
備
工

事
を
行
い
、魚
市
場
は
２
０
１
１（
平
成

23
）年
11
月
に
再
開
さ
れ
た
。
大
槌
町

に
限
ら
ず
、三
陸
沿
岸
の
復
旧
対
応
で

漁
業
者
に
対
し
相
対
的
に
優
遇
さ
れ

た
施
策
が
集
中
的
に
投
下
さ
れ
た
こ
と

は
、特
色
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、漁
船
は

６
７
２
隻
の
被
害
に
対
し
て
、計
画
数
の

１
０
０
％
で
あ
る
２
３
７
隻
の
整
備
に
と

ど
ま
り
、漁
業
者
数
そ
の
も
の
が
激
減

し
た
。
そ
の
要
因
の
一
つ
は
、大
槌
町
漁

業
協
同
組
合
が
震
災
前
に
５
億
円
の
負

債
を
抱
え
て
い
た
上
に
、震
災
被
害
で
特

別
損
失
が
発
生
し
財
務
状
況
が
悪
化
し

た
結
果
、自
主
解
散
し
た
こ
と
で
あ
る
。

新
お
お
つ
ち
漁
業
協
同
組
合
が
12（
同

24
）年
３
月
１
日
に
発
足
し
た
も
の
の
、

組
合
員
数
は
震
災
前
の
11
年
３
月
１
日

時
点
で
は
８
５
９
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、

震
災
後
の
18（
同
30
）年
３
月
31
日
時
点

で
は
２
５
９
人
と
、３
分
の
１
に
減
っ
た
。

こ
れ
は
、震
災
前
に
漁
業
権
の
み
保
有
し

実
質
的
な
漁
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
人
た

ち
の
整
理
も
兼
ね
た
結
果
で
あ
る
。
養

殖
施
設
は
５
４
０
カ
所
の
被
害
に
対
し
て
、

整
備
計
画
数
の
１
０
０
％
で
あ
る
５
８
０

カ
所
が
復
旧
し
、微
増
し
て
い
る
。

　

水
産
加
工
業
者
は
震
災
前
の
11
年
３

月
１
日
時
点
で
18
社
だ
っ
た
の
に
対
し
、

震
災
後
の
18
年
３
月
31
日
時
点
で
は
、

新
規
立
地
業
者
を
含
み
震
災
前
を
超
え

る
20
社
が
営
業
し
て
い
る
。

民
間
支
援
で
漁
船
復
興

　

新
し
い
定
置
網
漁
船
瀬
谷
丸（
19
ト

ン
）は
、町
の
水
産
業
を
支
え
る
定
置
網

に
必
要
な
漁
船
で
、横
浜
市
瀬
谷
区
の

住
民
ら
の
募
金
活
動
に
よ
り
３
６
２
５
万

円
が
寄
せ
ら
れ
、建
造
費
の
一
部
に
充
て

ら
れ
た
。
進
水
式
は
13（
同
25
）年
６
月

15
日
、大
槌
漁
港
で
行
わ
れ
た
。
瀬
谷

区
の
住
民
と
は
、区
内
七
つ
の
小
学
校
で

こ
の
漁
船
が
水
揚
げ
し
た
サ
ケ
を
給
食

に
提
供
す
る
な
ど
、現
在
も
復
興
支
援

目
的
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

新
定
置
網
漁
船
第
一
久
美
愛
丸
は
、公

益
財
団
法
人
国
際
開
発
救
援
財
団（
Ｆ

Ｉ
Ｄ
Ｒ
、フ
ァ
イ
ダ
ー
）か
ら
の
支
援
で
建

造
さ
れ
、13
年
８
月
23
日
に
大
槌
漁
港

で
進
水
式
が
行
わ
れ
た
。

今
後
の
水
産
業

　

震
災
後
、漁
業
生
産
の
一
定
量
の
回

復
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、水
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

豊
か
な
漁
場
に
恵
ま
れ
た
三
陸
沿
岸
も
、

近
年
は
温
暖
化
の
影
響
な
ど
で
海
が「
や

せ
て
」き
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
例
え
ば
、

夏
以
降
に
海
水
温
が
下
が
ら
な
い
な
ど

の
原
因
で
、サ
ン
マ
や
サ
ケ
が
接
岸
せ
ず

に
不
漁
傾
向
が
続
く
。
17（
同
29
）年
度

の
サ
ケ
の
水
揚
げ
量
は
約
１
８
０
ト
ン
で
、

震
災
前
の
10（
同
22
）年
度
の
２
割
に
も

満
た
な
か
っ
た
。

　

養
殖
を
含
む
沿
岸
漁
業
は
単
に
生
業

を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、漁
場
の
管
理

や
環
境
保
全
活
動
、お
す
そ
分
け
文
化

に
貢
献
す
る
ほ
か
、漁
港
周
辺
を
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
活
用
す
る
な
ど
、地

域
活
動
を
支
え
る
社
会
基
盤
と
し
て
の

役
割
も
大
き
い
。

　

町
は
地
方
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、

生
産
や
養
殖
、加
工
、販
売
を
一
体
的
に

進
め
る「
六
次
産
業
」的
な
施
設
の
建
設

や
、水
産
物
や
製
品
に
高
い
付
加
価
値

を
付
け
る
方
策
を
進
め
て
い
る
。
生
産

量
自
体
は
減
少
し
て
い
る
が
、漁
業
が
果

た
す
機
能
を
廃
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
、漁

業
者
と
地
域
の
理
想
的
な
あ
り
方
に
つ

い
て
官
民
挙
げ
て
模
索
が
続
く
。

Interview
悲
観
せ
ず

販
売
促
進
に
尽
力

越
田
鮮
魚
店　

代
表

越こ
し

田た 
俊と

し

喜き

さ
ん

　

越
田
鮮
魚
店
は
、１
９
７
８（
昭
和
53
）年

に
開
業
し
た
鮮
魚
店
で
す
。
震
災
で
安
渡
の

店
舗
が
流
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、金
沢
地

区
の
一
軒
家
を
借
り
て
、沢
の
水
を
利
用
し

て
水
産
物
の
加
工
と
販
売
を
再
開
し
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、「
山
の
中
の
魚
屋
さ
ん
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
ね
。
安
渡
と
金
沢
は
、車
で
30

分
ぐ
ら
い
か
か
る
け
ど
、海
と
山
が
あ
る
大

槌
な
ら
で
は
の
特
徴
だ
し
、こ
れ
を
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
し
て
も
い
い
と
思
う
。
２
０
１
６（
平
成
28
）

年
7
月
に
現
在
の
安
渡
の
魚
市
場
の
近
く
に

本
格
再
建
し
ま
し
た
。

　

私
は
、以
前
は
別
の
加
工
会
社
に
勤
め
て
い

ま
し
た
が
、震
災
を
機
に
商
品
の
需
要
も
増
え
、

商
売
の
付
き
合
い
も
広
が
り
ま
し
た
。
家
族

総
出
で
対
応
に
当
た
ら
な
い
と
お
店
が
回
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
、両
親
が
営
ん
で
い
た
店
で
一

緒
に
働
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
の
時
ほ
ど
、

家
族
の
力
強
さ
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。
震
災

後
は
、特
に
以
前
は
よ
く
獲
れ
て
い
た
サ
ケ
な
ど
、

時
季
の
も
の
が
当
て
に
な
ら
な
い
状
況
だ
け
ど
、

悲
観
す
る
こ
と
な
く
、三
陸
な
ら
で
は
の
も
の

で
新
商
品
開
発
に
挑
戦
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

２
０
１
８
年
３
月
31
日
時
点
で
の

町
内
の
水
産
加
工
業
者

ナ
カ
シ
ョ
ク
、伊
藤
商
店
、浦
田
商
店
、ゼ
ネ
ラ

ル
オ
イ
ス
タ
ー
、平
庄
、小
豆
嶋
漁
業
、及
順
商

店
、た
か
の
り
海
産
、六
串
商
店
、あ
さ
ひ
堂
、

石
山
水
産
、小
野
食
品
、壮
関
、中
里
商
店
、越

田
鮮
魚
店
、芳
賀
鮮
魚
店
、魚
よ
し
、タ
イ
ヨ
ー
、

ひ
ょ
う
た
ん
島
苫
屋
、河
合
商
店

直
す
、
立
ち
上
が
る　

復
旧
期
の
町　

水
産
業

第  

章
6

113 112



区分 被害額（千円） 被害場所

被害額合計 881,741 ―

水田 424,000 10ha

畑 175,000 ５ha

用水路 4,000 20カ所

道路 7,000 20カ所

林野 225,000 301ha

林道 46,741 ６路線

■ 表６–6　農林関係被害

■ 図６–3　大槌町農業産出額の推移
平成25年までは東北農政局「被災市町村別農業産出額」、平成26年以降は農林水産省「市町
村別農業産出額（推計）」を基に作成
※合計と内訳が一致しないのは、表示単位未満を四捨五入しているためである

■ 図６–2　農家数・林業経営体数の推移
農林水産省「農林業センサス」を基に作成
※各年２月１日現在

農
林
業

原発事故被害から復旧した、大槌町の特産品である原木シイタケのほだ木（２０１９年４月撮影）

農
地
15
㌶
に
被
害

　

大
槌
町
で
は
、水
田
と
畑
を
合
わ
せ

て
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
津
波
被
害
を
受
け
、

災
害
査
定
が
行
わ
れ
た
。
復
旧
対
応
で

人
員
が
不
足
し
て
い
る
町
役
場
に
代
わ

り
、県
職
員
や
岩
手
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
、岩
手
県
土
地
改
良
設
計

協
会
な
ど
の
専
門
技
術
者
で
構
成
さ
れ

て
い
る「
農
地・農
業
用
施
設
災
害
復
旧

支
援
隊（
通
称
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）」
が
災
害
査
定

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、農
地
の
復
旧
や
除

塩
が
行
わ
れ
た
。

避
難
路
と
な
っ
た
林
道

　

大
槌
町
で
は
、６
路
線
16
カ
所
の
林

道
に
被
害
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
３
路

線（
古こ

廟び
ょ
う

伸の
べ

松ま
つ

線・
吉
里
吉
里
線・五
本

松
峠
線
）は
、国
の
災
害
査
定
を
受
け
た

後
、復
旧
工
事
を
行
っ
た
。『
東
日
本
大

震
災
林
道
の
被
害
と
復
旧
の
記
録
』（
発

行・岩
手
県
農
林
水
産
部
森
林
保
全
課
）

に
よ
る
と
、釜
石
市
栗
林
町
と
小
鎚
地

区
を
連
絡
す
る
林
道
で
あ
る
五
本
松
峠

線
は
、小
鎚
地
区
か
ら
遠
野
市
お
よ
び

釜
石
市
方
面
へ
の
避
難
路
と
し
て
機
能

し
た
。
ま
た
、小
鎚
地
区
か
ら
城
山
公

園
を
経
て
大
槌
地
区
に
連
絡
す
る
城
山

１
号・２
号
線
は
、中
央
公
民
館
付
近
ま

で
及
ん
だ
火
災
を
逃
れ
て
小
鎚
地
区
や

金
沢
地
区
へ
移
動
す
る
人
々
の
２
次
避

難
路
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、国
道
45
号
の

が
れ
き
が
撤
去
さ
れ
る
ま
で
の
間
、中
央

公
民
館
に
設
置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部

に
つ
な
が
る
唯
一
の
道
路
と
し
て
活
用
さ

れ
た
。

経
営
者
は
減
少
傾
向

　

町
内
の
農
家
数
、林
業
経
営
体
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
。２
０
１
５（
平
成
27
）

年
に
お
け
る
農
家
数
は
１
９
９
５（
同
７
）

年
と
比
較
し
て
１
５
０
戸
減
少
、林
業

経
営
体
数
は
２
０
０
５（
同
17
）年
と
比

較
し
て
１
８
０
戸
減
少
し
て
い
る（
図
６–

２
）。
大
槌
町
内
の
16（
同
28
）年
の
農
業

産
出
額
は
、11（
同
23
）年
に
比
べ
５
千
万

円
増
加
し
て
い
る（
図
６–

３
）。

農
業
拠
点
の
開
設

　

16
年
１
月
15
日
、沢
山
地
区
に「
大

槌
町
沿
岸
営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー
」が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
復
興
交
付
金
を
活
用
し
て

町
役
場
が
建
設
し
、花
巻
農
業
協
同
組

合
が
管
理
運
営
を
担
う
、町
内
の
産
地

直
売
所
の
拠
点
施
設
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー

１
階
に
は
農
産
物
直
売
所
、レ
ス
ト
ラ
ン
、

Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
大
槌
支
店
、２
階
に
は

研
修
室
を
配
置
。
農
作
物
の
卸
し
か
ら
、

販
売
、金
融
な
ど
の
農
業
に
関
す
る
相

談
ま
で
を
１
カ
所
で
行
う
こ
と
が
で
き

る
施
設
と
な
って
い
る
。

シ
イ
タ
ケ
に
原
発
被
害

　

東
日
本
大
震
災
の
二
次
災
害
で
あ
る

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、

大
槌
町
の
農
作
物
に
も
影
響
を
も
た
ら

し
た
。
特
産
品
で
あ
る
露
地
栽
培
の
原

木
シ
イ
タ
ケ
か
ら
基
準
値
を
超
え
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
、12（
同
24
）

年
４
月
25
日
、国
に
よ
る
出
荷
制
限
指

示
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、こ
の
年
に
生
産

さ
れ
た
干
し
シ
イ
タ
ケ
は
、同
年
５
月
23

日
に
県
に
よ
る
出
荷
自
粛
要
請
が
行
わ

れ
た
。
牧
草
に
つい
て
も
町
の
南
部
地
域

に
対
し
、県
に
よ
る
出
荷
自
粛
要
請
が

行
わ
れ
た
。　

　

15
年
４
月
10
日
か
ら
、露
地
栽
培
の

原
木
シ
イ
タ
ケ
に
関
し
て
は
、生
産
物
の

安
全
が
確
認
で
き
た
生
産
者
の
み
出
荷

で
き
る
一
部
解
除
が
行
わ
れ
た
。
18（
同

30
）年
９
月
18
日
現
在
、15
軒
の
生
産
者

が
出
荷
解
除
の
対
象
と
な
っ
た
。

Interview
規
制
値
以
下
の
環
境
探
し

原
木
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
再
開

原
木
シ
イ
タ
ケ
生
産
者

兼か
ね

澤さ
わ 
平へ

い

也や

さ
ん

　

震
災
が
あ
って
、放
射
線
の
影
響
で
原
木
シ

イ
タ
ケ
が
全
部
出
荷
停
止
に
な
っ
た
。
採
っ
て

い
た
も
の
も
、全
部
廃
棄
。
も
う
シ
ョッ
ク
よ
。

だ
っ
て
作
っ
た
も
の
を
売
れ
な
い
ん
だ
も
ん
。

栽
培
を
や
め
た
人
も
いっ
ぱ
い
い
た
。
そ
れ
か

ら
不
安
な
ま
ま
１
年
間
過
ご
し
た
。
栽
培
で

き
な
い
な
ら
、わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
ど
う
やっ

て
生
活
す
る
のって
。

　

そ
れ
で
当
時
、県
の
職
員
と
、国
で
決
め
た

放
射
線
の
規
制
値
以
下
の
木
を
使
っ
て
栽
培

で
き
る
場
所
を
探
し
た
ら
、た
ま
た
ま
金
沢

地
区
に
場
所
が
あ
っ
た
。
そ
の
山
を
買
っ
て
、

ま
た
栽
培
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

２
０
１
３（
平
成
25
）年
に
植
菌
を
再
開
し

た
け
ど
、や
って
す
ぐ
採
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

環
境
が
整
って
安
定
し
て
採
れ
る
ま
で
、６
年

か
か
っ
た
。
だ
か
ら
、よ
う
や
っ
と
最
近
、完
成

し
た
の
よ
。
で
も
、自
分
が
歳
を
取
って
し
ま
っ

た
。
こ
れ
か
ら
10
年
は
シ
イ
タ
ケ
が
採
れ
る
。

そ
れ
ま
で
健
康
で
働
け
れ
ば
い
い
で
す
け
ど
、

そ
う
で
な
い
場
合
は
、全
部
捨
て
な
き
ゃ
い
け

な
い
。
今
か
ら
子
ど
も
に
任
せ
る
の
も
厳
し
い

か
ら
、80
歳
ま
で
は
や
ら
な
き
ゃ
な
い
。
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区分 商業関係 工業関係

被害額合計（千円）　 14,039,490

土地（千円） ― ―

建物（千円）　 4,405,350 2,102,300

什器備品・機械設備等（千円） 1,793,610 3,643,390

商品・原材料製品等（千円） 995,290 1,099,550

小計（千円） 7,194,250 6,845,240

※２０１２年２月１日現在

■ 図６–4　商業の年間商業販売額・事業数・従業員数の推移　　
　　　　　 震災前後の商業の比較

■ 表６–7　商工関係被害

■ 図６–5　工業の製造品出荷額等・事業数・従業員数の　　　
              推移　震災前後の工業の比較

商
工
業

被災したシーサイドタウンマストのリニューアルオープン日は多くの人でにぎわった

被
害
額
、１
４
０
億
円
超

　

大
槌
町
の
商
工
業
は
震
災
で
建
物

や
設
備
に
大
き
な
被
害
を
受
け
、商
業

関
係
と
工
業
関
係
の
被
害
額
合
計
は

１
４
０
億
円
を
超
え
た（
表
６–

７
）。

　

商
業
の
状
況
を
見
る
と
、震
災
後
の

２
０
１
２（
平
成
24
）年
は
、07（
同
19
）

年
と
比
較
し
て
事
業
所
数
、従
業
員
数

が
８
割
以
上
減
少
。
年
間
商
品
販
売
額

も
８
割
近
く
減
って
い
る（
図
６–

４
）。

　

工
業
に
つ
い
て
は
、11（
同
23
）年
は
、

10（
同
22
）年
と
比
較
し
て
事
業
所
数
が

６
割
以
上
、従
業
員
数
は
７
割
近
く
減

少
。
そ
の
後
は
徐
々
に
増
加
し
、15（
同

27
）年
の
事
業
所
数
は
24
カ
所
、従
業
員

数
は
５
５
５
人
。
製
造
品
出
荷
額
は
、前

年
に
比
べ
て
４
億
９
５
０
０
万
円
の
増
加

と
な
っ
た（
図
６–

５
）。

人
口
減
続
き
、
難
局
も

　

震
災
前
の
大
槌
商
工
会
の
会
員
は

４
４
２
事
業
所
で
あ
り
、そ
の
８
割
に
当

た
る
３
８
７
事
業
所
が
被
災
し
た
。

　

町
中
心
部
の
大
町
に
あ
っ
た
同
商
工

会
の
建
物
は
、津
波
に
よ
り
全
壊
し
た
。

11（
同
23
）年
３
月
28
日
か
ら
、大
ケ
口

地
区
で
被
災
を
免
れ
た
場
所
に
あ
っ
た

商
工
会
長
の
菊き

く

池ち

良り
ょ
う

一い
ち
さ
ん
の
自
宅
を

間
借
り
し
て
業
務
を
再
開
。
商
工
会
員

の
デ
ー
タ
は
津
波
に
よ
って
流
失
し
た
が
、

岩
手
県
商
工
会
連
合
会
が
所
有
し
て
い

た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、会
員
の
安
否
情
報

の
確
認
と
事
業
再
開
の
意
向
確
認
作
業

を
実
施
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
間
、同
商
工
会
で
は
、

①
店
舗
再
建
支
援
②
金
融
支
援
③
商

工
業
復
興
ビ
ジ
ョン
策
定
―
―
の
三
つ
が

事
業
の
柱
と
な
っ
た
。
①
は
、会
員
に
対

し
、独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構（
中
小
機
構
）に
よ
る
仮
設
店
舗

の
入
居
支
援
や
、グ
ル
ー
プ
補
助
金
活
用

事
業
者
支
援
を
行
っ
た
。
②
は
日
本
政

策
金
融
国
庫
融
資
補
助
や
二
重
ロ
ー
ン

対
策
な
ど
を
行
っ
た
。
③
は
大
槌
駅
前

か
ら
城
山
ま
で
の
エ
リ
ア
に
図
書
館
や
公

共・公
益
施
設
、商
業
施
設
が
配
置
さ
れ

た
計
画
と
な
っ
た
が
、そ
の
後
の
復
興
ま

ち
づ
く
り
で
、御
社
地
に
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
た
め
、実
現

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
同
商
工
会
に
勤
務
し

て
い
た
若わ

こ
う生
剛た
け
し

さ
ん
は
、今
後
に
つい
て
、

「
特
に
三
陸
自
動
車
道
が
完
成
す
る
と
、

商
業
を
中
心
に
人
の
流
れ
が
変
わ
り
、

購
買
形
態
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。
販

路
開
拓
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
実
施

し
て
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
」

と
話
す
。

「
マ
ス
ト
」
再
開

　

大
槌
商
業
開
発
株
式
会
社
が
運
営

す
る「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
マ
ス
ト
」は
、

１
９
９
３（
同
５
）年
10
月
に
小
鎚
地
区

に
オ
ー
プ
ン
し
た
複
合
型
の
シ
ョッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
あ
る
。
津
波
に
よ
り
大
き
な
被

害
を
受
け
休
止
し
た
が
、リ
ニュ
ー
ア
ル

し
て
、11
年
12
月
に
営
業
を
再
開
し
た
。

岩
手
県
中
小
企
業
等
復
旧・
復
興
支
援

事
業
費
補
助
金（
通
称
グ
ル
ー
プ
補
助

金
）の
１
次
公
募
で
採
択
さ
れ
、比
較
的

早
期
の
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

Interview
若
い
世
代
の

新
し
い
挑
戦
に
期
待

大
槌
商
工
会　

会
長

菊き
く

池ち 
良り

ょ
う

一い
ち

さ
ん

　

２
０
１
８（
平
成
30
）年
９
月
の
町
の
広
報

誌
に
、町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
町
へ
の
定
住
意
向
に
つ
い
て
、

60
％
が「
こ
の
ま
ま
住
み
続
け
た
い
」、10
％
が

「
町
外
に
住
み
た
い
」、約
25
％
が「
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
結
果
で
し
た
。
町
外
へ
の
移
住
を

検
討
し
て
い
る
人
が
予
想
以
上
に
多
く
、さ
ら

に
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

工
業
は
、復
興
事
業
に
よ
り
建
設
業
を
中

心
に
復
興
し
て
き
ま
し
た
が
、商
業
の
復
興
は

ま
だ
ま
だ
と
い
う
印
象
で
す
。
特
に
、中
心
街

の
町
方
に
食
料
品
や
日
用
品
の
店
が
少
な
い

印
象
が
あ
り
ま
す
。
震
災
前
は
歩
い
て
何
で

も
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、今

は
車
が
な
い
と
買
い
物
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
の

中
心
に
人
を
増
や
す
た
め
に
は
、買
い
物
環
境

を
改
善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が

多
く
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
な
お
さ
ら
で
す
。

　

後
継
者
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
私
が
知
る

中
で
末
広
町
商
店
街
で
後
継
者
が
い
る
の
は
、

菓
子
店
の
エ
ルマ
ー
ノ
さ
ん
１
軒
の
み
。
若
い
世

代
に
は
、新
し
い
事
業
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。
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C（和野地区）

F（柾内地区）

A（小鎚地区）

E（沢山地区）

G（安渡地区）

B（吉里吉里地区）

D（浪板地区）

大槌町役場

月日 内容

２
０
１
１
年

４月23日 中小機構が大槌町役場に来訪し、仮設店舗制
度の概要を説明

５月６日 大槌商工会主導で中小機構仮設店舗説明会
を開催。出席者約120人

５月６日〜５月19日 中小機構仮設店舗ニーズ調査票のとりまと
め。希望数109店

５月20日 中小機構仮設店舗ニーズ調査票を大槌町役
場に提出

７月13日 第２回中小機構仮設店舗説明会を開催。入居
事業者への説明会

７月以降 仮設店舗建設へ向けた動きが本格化（用地交
渉と取得、店舗の配置等）

10月〜12月 各仮設店舗・事業所が随時完成

大槌商工会提供資料を基に作成

中小機構提供資料を基に作成

施設名称 施設用途 区画数 完成日 撤去期間

わらびっこ商店街 店舗、事務所 10 2011年11月９日 2018年９月
ニコニコ出会いの広場 店舗、事務所 ３ 2011年10月３日 2018年10月
恵水講スマイル商店街 店舗、倉庫 ４ 2011年11月７日 2018年10月（2018年４月に撤去済み）

浪板真心SHOP 店舗 ２ 2011年10月３日 2018年10月

大槌北小福幸きらり商店街 店舗、倉庫 43 2011年11月25日 2020年３月
（許可された事業者に限り、2018年９月から延長）

大槌町産業復興団地 店舗、事務所、工場 19 2011年11月14日 2016年８月（2017年２月撤去済み）

大槌町漁港地区仮設施設 工場 ８ 2011年12月26日 2016年９月（2016年２月撤去済み）

■ 表６–9　仮設商店街・事業所一覧

仮
設
商
店
街
・
事
業
所

福幸きらり商店街オープンの様子

事
業
者
へ
の
支
援

　

被
災
し
た
店
舗
や
事
業
所
の
再
建
を

促
す
た
め
、国
は「
仮
設
施
設
整
備
事

業
」を
展
開
し
た
。
同
事
業
は
、市
町
村

か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構（
中
小
機
構
）が
仮
設
施
設

（
店
舗・事
務
所・工
場
な
ど
）を
整
備
し
、

市
町
村
を
通
じ
て
事
業
者
に
貸
与
す
る

も
の
で
あ
る
。
大
槌
町
で
も
同
事
業
が

活
用
さ
れ
、仮
設
商
店
街
と
事
業
所
の

建
設
が
行
わ
れ
た
。

　

建
設
ま
で
の
流
れ
は
次
の
通
り
。

２
０
１
１（
平
成
23
）年
４
月
23
日
に
中

小
機
構
が
大
槌
商
工
会
を
訪
問
し
仮
設

店
舗
制
度
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、５

月
６
日
に
第
１
回
の
中
小
機
構
仮
設
店

舗
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
の
役

場
仮
庁
舎
会
議
室
は
参
加
者
１
２
０
人

で
あ
ふ
れ
た
。
こ
の
場
で「
中
小
機
構
仮

設
店
舗
ニ
ー
ズ
調
査
票
」
が
配
布
さ
れ

た
。
同
調
査
で
、希
望
す
る
地
域
や
広

さ
、階
数
な
ど
を
把
握
。
出
店
を
希
望

す
る
事
業
者
の
数
は
１
０
９
だ
っ
た（
表

６–

８
）。

 　

７
月
以
降
、仮
設
商
店
街・事
業
所
の

建
設
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
し
た
。

建
設
着
工
ま
で
は
、被
災
を
免
れ
た
用

地
の
確
保
が
課
題
だ
っ
た
。
仮
設
住
宅

団
地
か
ら
比
較
的
近
い
内
陸
寄
り
の
遊

休
地
な
ど
の
地
権
者
に
交
渉
。
次
の
７
カ

所
の
仮
設
店
舗・事
業
所
の
用
地
を
確
保

し
、12
月
ま
で
に
全
て
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

わ
ら
びっこ
商
店
街（
図
６–

６
Ａ
）▽
ニ

コ
ニ
コ
出
会
い
の
広
場（
同
図
Ｂ
）▽
恵え

水み
ず

講こ
う
ス
マ
イ
ル
商
店
街（
同
図
Ｃ
）▽
浪
板
真

心
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ（
同
図
Ｄ
）▽
大
槌
北
小
福

幸
き
ら
り
商
店
街（
同
図
Ｅ
）▽
大
槌
町

産
業
復
興
団
地（
同
図
Ｆ
）▽
大
槌
町
漁

港
地
区
仮
設
施
設（
同
図
Ｇ
）。

開
設
か
ら
閉
鎖
ま
で

　

11（
同
23
）年
10
月
以
降
、各
仮
設
商

店
街・事
業
所
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
だ
。
最
も
早
い
完
成
は
、吉
里
吉
里

地
区
のニコニコ
出
会
い
の
広
場（
３
区
画
）

と
浪
板
地
区
の
浪
板
真
心
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ（
２

区
画
）で
10
月
３
日
。
同
年
12
月
ま
で
に

全
て
の
仮
設
商
店
街・
事
業
所
が
完
成

し
た
。

　

大
槌
北
小
福
幸
き
ら
り
商
店
街
は
、

44
区
画
の
町
内
最
大
の
仮
設
商
店
街
。

旧
大
槌
北
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
造

成
さ
れ
た
敷
地
は
、駐
車
場
が
中
央
部

に
あ
り
、そ
の
周
り
を
施
設
が
コ
の
字
型

に
取
り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
。
12

月
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
抽
選
会
や

郷
土
芸
能
の
披
露
、餅
ま
き
な
ど
の
催

し
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、大
槌
町
産
業
復
興
団
地（
柾

内
地
区
）と
大
槌
町
漁
港
地
区
仮
設
施

設（
安
渡
地
区
）は
、16（
同
28
）年
８
月

か
ら
９
月
に
、最
も
早
い
撤
去
期
限
を

迎
え
た
。
そ
の
他
の
仮
設
商
店
街
は
、18

（
同
30
）年
の
９
月
が
撤
去
期
限
と
なった
。

た
だ
し
、大
槌
北
小
福
幸
き
ら
り
商
店

街
に
つ
い
て
は
、町
の
復
興
事
業
や
業
者

手
配
の
遅
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、撤
去
期
限

内
に
再
建
が
困
難
な
事
業
者
に
限
り
、

20（
令
和
２
）年
３
月
ま
で
延
長
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た（
表
６–

９
）。

■ 表６–8　仮設店舗・事業所事業所までの開設の流れ

■ 図６–6　仮設商店街・事業所の位置

Interview
仮
設
商
店
街
が

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
に

岩
喜
酒
店　

店
主

岩い
わ

間ま 
充み

つ
る

さ
ん

　

恵
水
講
ス
マ
イ
ル
商
店
街
に
約
５
年
半
入

居
し
て
い
ま
し
た
。
恵
水
講
ス
マ
イ
ル
商
店
街

に
は
、私
た
ち
の
店
の
ほ
か
に
、鮮
魚
店
と
美

容
室
、飲
食
店
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の

店
と
鮮
魚
店
は
本
設
再
建
が
で
き
ま
し
た
が
、

美
容
室
と
飲
食
店
は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

仮
設
商
店
街
の
近
く
に
は
、町
で
最
も
多
く

の
被
災
者
が
入
居
す
る
仮
設
住
宅
団
地
が
あ

り
ま
し
た
。
震
災
前
は
、町
方
に
住
ん
で
い
た

方
も
多
か
っ
た
の
で
、顔
見
知
り
も
多
く
安
心

し
ま
し
た
。
近
く
の
仮
設
住
宅
に
住
む
子
ど

も
た
ち
が
、仮
設
の
部
屋
が
狭
い
た
め
に
、宿

題
を
持
ち
込
ん
で
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
ね
。
そ
の
た
め
に
、駄
菓
子
を
置
い
た
り

も
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
自
宅
再
建
や
災
害

公
営
住
宅
への
入
居
が
進
ん
で
、仮
設
住
宅
を

離
れ
る
よ
う
に
な
り
、子
ど
も
の
利
用
も
ど
ん

ど
ん
少
な
く
な
って
い
き
ま
し
た
。
町
内
に
は
、

未
だ
に
本
設
の
店
を
再
建
で
き
な
い
事
業
者

も
い
ま
す
。
再
建
し
よ
う
と
し
て
も
土
地
が

な
か
っ
た
り
、資
金
が
不
足
し
た
り
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
に
も
早
く
再
建

し
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。

直
す
、
立
ち
上
が
る　

復
旧
期
の
町　

仮
設
商
店
街
・
事
業
所
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灯台や防波堤の整備、弁天様の修復を経て、今も町のシンボルであり続
ける蓬莱島（2017年撮影）

2011年の大槌まつりで披露された郷土芸能の鹿子踊

郷
土
芸
能
・
祭
り

２０１１年、被災後も途切れることなく行われた大槌まつり

震
災
の
年
、
祭
り
敢
行

　

町
内
に
は
21
の
郷
土
芸
能
団
体
が
あ

る
。
多
く
の
団
体
は
津
波
で
道
具
や
衣

装
、山
車
な
ど
が
流
失
、さ
ら
に
津
波
の

後
の
火
災
で
拠
点
が
焼
け
た
所
も
あった
。

　
「
大
槌
ま
つ
り
」は
毎
年
９
月
、町
内

に
あ
る
二
つ
の
神
社（
大
槌
稲
荷
神
社・

小
鎚
神
社
）の
例
大
祭
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
メ
イ
ン
の
神
輿
渡
御
行
列
で
は
、

神
輿
を
中
心
に
大
神
楽
、鹿
子
踊
、虎

舞
な
ど
の
郷
土
芸
能
団
体
の
ほ
か
、各
地

区
の
手
踊
り
団
体
な
ど
が
連
な
っ
て
町

中
に
繰
り
出
す
。

　

小
鎚
神
社
の
宮
司
松ま

つ

橋は
し

知と
も

之ゆ
き

さ
ん

は
、「
震
災
直
後
、大
槌
ま
つ
り
は
10
年

く
ら
い
開
催
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
。
震
災
か
ら
２
カ
月
後
の
５

月
、神
輿
を
担
ぐ
人
た
ち
で
つ
く
る『
社

人
会
』の
関
係
者
が
訪
れ
た
時
に
、境

内
の
中
だ
け
で
も
神
輿
を
出
し
た
い
と

私
が
話
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
方
に『
宮
司

が
そ
の
気
な
ら
、俺
が
な
ん
と
か
す
る
』

と
言
わ
れ
、祭
り
実
行
に
向
け
て
動
き

出
し
た
」
と
振
り
返
る
。
他
の
郷
土
芸

能
団
体
か
ら
も
祭
り
に
参
加
し
た
い
と

の
要
望
が
あ
り
、９
月
24
日
と
25
日
、避

難
所
に
な
っ
て
い
た
大
槌
稲
荷
神
社
は

祭
り
を
取
り
や
め
た
が
、小
鎚
神
社
の
み

で
開
催
し
た
。
小
鎚
神
社
祭
典
に
は
町

内
11
の
郷
土
芸
能
団
体
が
参
加
し
、境

内
の
中
だ
け
で
行
わ
れ
た
。
松
橋
さ
ん
は

「
祭
り
の
実
行
に
つ
い
て
は
反
対
の
声
も

あ
っ
た
が
、圧
倒
的
に『
やって
ほ
し
い
』と

い
う
声
が
多
か
っ
た
。
皆
さ
ん
が
涙
を
流

し
な
が
ら
神
輿
を
担
い
だ
り
、踊
っ
た
り

し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
」と
語
る
。

　

２
０
１
２（
平
成
24
）年
か
ら
は
、例
年

通
り
大
槌
稲
荷
神
社
と
小
鎚
神
社
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
18（
同
30
）年
に
は
、桜

木
町
の
手
踊
り
団
体
が
復
活
し
、震
災

前
と
同
数
の
21
団
体
が
参
加
し
た
。
ま

た
、漁
の
安
全
と
大
漁
を
祈
願
し
て
大

槌
稲
荷
神
社
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

「
引
き
船
」
が
８
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。

吉
里
吉
里
地
区
の「
吉
里
吉
里
ま
つ
り
」

も
震
災
の
年
の
８
月
に
敢
行
さ
れ
た
。

蓬
莱
島
の
復
興

　

大
槌
湾
に
浮
か
ぶ
蓬
莱
島
は
、赤
浜

地
区
か
ら
最
も
近
い
小
島
で
あ
り
、震
災

後
の
13（
同
25
）年
に
町
の
名
勝
第
１
号

に
指
定
さ
れ
た
。
作
家
の
故
井
上
ひ
さ

し
さ
ん
原
作
の
人
形
劇「
ひ
ょっこ
り
ひ
ょ

う
た
ん
島
」の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
。
蓬
莱

島
弁
天
神
社
は「
弁
天
様
」と
あ
が
め
ら

れ
る
弁
財
天
像
を
祀
り
、赤
い
灯
台
と

共
に
、漁
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
願
す
る
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
。
し
か
し
、震
災
で

灯
台
や
神
社
の
社
殿
、鳥
居
が
崩
壊
す

る
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

　

赤
浜
地
区
に
住
む
岡お

か

本も
と

大だ
い

作さ
く
さ
ん
は
、

震
災
か
ら
２
カ
月
後
、初
め
て
蓬
莱
島
に

船
で
渡
っ
た
。
鳥
居
な
ど
は
流
失
し
て
い

た
が
、弁
天
様
は
傷
つ
き
な
が
ら
も
社
殿

の
中
に
残
っ
て
い
た
。
岡
本
さ
ん
ら
地
元

の
有
志
が
集
ま
り
、蓬
莱
島
を
復
興
さ

せ
る
た
め
、13
年
５
月
に「
ひ
ょ
う
た
ん

島
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

全
国
か
ら
支
援
金
を
募
っ
た
。
集
ま
っ
た

多
く
の
支
援
金
は
、弁
天
様
や
鳥
居
、参

道
の
修
復
に
活
用
さ
れ
た
。
弁
天
様
は

仏
師
が
約
８
カ
月
か
け
て
修
復
し
、14

（
同
26
）年
８
月
に
町
に
戻
っ
た
。
16（
同

28
）年
４
月
に
は
、震
災
で
休
止
し
て
い
た

「
ひ
ょ
う
た
ん
島
ま
つ
り
」
が
復
活
。
改

修
を
終
え
た
社
殿
に
弁
財
天
を
再
び
安

置
す
る
遷
座
祭
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、12

（
同
24
）年
に
は
海
上
保
安
庁
が
灯
台
を
、

14（
同
26
）年
に
は
岩
手
県
が
赤
浜
地
区

か
ら
蓬
莱
島
へ
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
で
き

る
防
波
堤
を
そ
れ
ぞ
れ
再
建
し
た
。　
　

　

岡
本
さ
ん
は「
蓬
莱
島
は
大
槌
の
象
徴

の
よ
う
な
場
所
な
の
で
、再
興
が
と
て
も

う
れ
し
い
。
ご
恩
を
忘
れ
ず
、皆
さ
ん
の

支
援
の
お
陰
で
祭
り
を
再
開
で
き
た
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

Interview
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

「
神
主
で
あ
る
こ
と
」

小
鎚
神
社　

宮
司

松ま
つ

橋は
し 
知と

も

之ゆ
き

さ
ん

　

震
災
の
翌
朝
、避
難
し
て
い
た
中
央
公
民

館
か
ら
小
鎚
神
社
を
見
下
ろ
す
と
、火
事
の

た
め
煙
で
何
も
見
え
ず
、神
社
は
燃
え
て
し

ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、３
月

14
日
の
午
前
中
、神
社
が
無
事
で
あ
る
と
い
う

一
報
が
入
り
、近
所
の
方
と
一
緒
に
神
社
に

戻
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
山
を
越
え
、神

社
が
見
え
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
かった
で
す
。

神
社
は
奇
跡
的
に
津
波
の
被
害
も
火
事
の
被

害
も
免
れ
ま
し
た
。
後
か
ら
聞
い
た
話
で
す

が
、私
が
中
央
公
民
館
に
行
っ
た
後
も
５
人
ほ

ど
神
社
に
残
っ
て
お
り
、沢
水
を
使
っ
て
消
火

活
動
を
し
た
そ
う
で
す
。
最
後
は
祈
っ
た
と

も
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、何
も
な
く
な
っ
た
町
で
自
分
に
何

が
で
き
る
か
と
考
え
た
と
き
、神
主
の
仕
事

し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
４
月
１
日
に「
月

次
祭
」を
行
い
、震
災
後
初
め
て
装
束
に
袖
を

通
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
って
い
ま
す
。

　

大
槌
ま
つ
り
は
続
け
て
い
く
こ
と
に
価
値

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
郷
土
芸
能
が
継
承
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
、地
域
に
も
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

直
す
、
立
ち
上
が
る　

復
旧
期
の
町　

郷
土
芸
能
・
祭
り
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■ 図６–7　大槌町職員数の推移

応援職員の派遣元の自治体の一つである川越市で行われた、大槌町の
物産販売会（小林武さん提供）

２０１３年３月、「応援職員の会」の設立総会が行われた

2011年2月 2012年4月 2013年4月 2014年4月 2015年4月 2016年4月 2017年4月 2018年4月 2019年4月

応
援
職
員
の
活
動

2012年9月28日に赴任した応援職員への辞令交付式

業
務
増
大
で
職
員
確
保

　

震
災
で
多
く
の
町
職
員
が
犠
牲
と
な

り
、被
災
し
た
町
の
復
旧
業
務
は
思
う

よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。
当
初
は
岩
手
県

沿
岸
広
域
振
興
局
や
同
県
市
町
村
会
が

調
整
を
図
り
、３
～
４
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
県
内
各
自
治
体
か
ら
職
員
が
派
遣

さ
れ
、職
員
数
が
不
足
し
て
い
る
部
署
の

業
務
を
補
っ
た
。
４
月
か
ら
は
被
災
者
の

対
応
や
復
旧
業
務
に
加
え
、通
常
業
務

も
再
開
し
た
た
め
業
務
量
が
増
大
。
長

期
間
常
駐
で
き
る
応
援
職
員
の
確
保
が

必
要
に
な
っ
た
。

　

職
員
派
遣
は
、総
務
省
を
通
し
て
全

国
市
長
会
や
全
国
町
村
会
、提
携
関
係

に
あ
る
自
治
体
な
ど
に
要
請
。
こ
れ
に

応
じ
た
自
治
体
と
そ
れ
ぞ
れ
職
員
派
遣

協
定
を
結
ぶ
形
で
派
遣
を
実
現
し
た
。

現
在
で
も
職
員
が
不
足
し
て
い
る
な
ど

の
事
情
か
ら
派
遣
要
請
を
し
て
い
る
が
、

全
国
自
治
体
で
の
慢
性
的
な
人
材
不
足

や
近
年
の
自
然
災
害
の
多
発
も
あ
り
確

保
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

大
津
波
で
役
場
庁
舎
が
被
災
し
、あ

ら
ゆ
る
文
書
が
流
失
し
た
た
め
、派
遣

自
治
体
の
文
書
や
事
務
マ
ニュ
ア
ル
を
参

考
に
業
務
の
流
れ
を
整
理
し
た
。
ま
た
、

地
域
整
備
課
の
正
職
員
９
人
の
う
ち
７

人
が
犠
牲
に
な
り
、復
旧
業
務
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
職
員
が
不
在
だ
っ
た
た
め
、同

業
務
を
担
う
土
木
系
職
員
の
確
保
が
急

務
と
な
っ
た
。
２
０
１
３（
平
成
25
）年
度

か
ら
は
、専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
持

つ
人
材
の
確
保
を
目
的
に
、最
長
５
年
の

任
期
で
任
期
付
職
員
の
直
接
雇
用
も
始

め
た
。

　

応
援
職
員
の
役
割
は
多
岐
に
わ
たった
。

一
方
、現
場
で
求
め
ら
れ
る
技
能・知
識

と
派
遣
職
員
の
専
門
分
野
が
う
ま
く
マッ

チ
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
応
援
職
員

は
環
境
も
風
土
も
異
な
る
大
槌
で
、被

災
者
の
抱
え
る
深
刻
な
問
題
に
連
日
向

き
合
って
苦
悩
や
葛
藤
に
囚
わ
れ
、心
身

の
不
調
を
訴
え
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ

た
。「
岩
手
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」は

12（
同
24
）年
か
ら
役
場
内
に
定
期
的
に

相
談
会
場
を
設
け
、職
員
の
ケ
ア
を
行
っ

て
い
る
。

段
階
で
異
な
る
理
想
像

　

復
興
の
各
段
階
で
求
め
ら
れ
る
職
員

の
技
能
は
自
ず
と
異
な
る
。
緊
急
対
応

期
は
、あ
ら
ゆ
る
行
政
業
務
の
能
力
を

兼
ね
備
え
る
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
型
の
職

員
が
理
想
的
な
の
に
対
し
、復
興
事
業

が
本
格
化
し
て
く
る
時
期
で
は
、各
事

業
に
対
応
で
き
る
専
門
技
能
を
持
っ
た

職
員
が
求
め
ら
れ
る
。

　
プ
ロ
パ
ー（
正
）職
員
と
応
援
職
員
が
大

規
模
災
害
の
中
、手
探
り
で
協
力
し
な
が

ら
行
政
運
営
に
当
た
る
と
い
う
取
り
組

み
を
分
か
ち
合
っ
た
こ
と
で
、新
た
な
縁

も
生
ま
れ
て
い
る
。
現
役
と
元
の
応
援
職

員
ら
に
よ
っ
て「
応
援
職
員
の
会
」
が
13

（
同
25
）年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
。
同
会

は
応
援
職
員
が
派
遣
元
に
帰
任
し
て
も
、

大
槌
町
職
員
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
な

が
ら
町
の
復
興
を
支
援
す
る
目
的
で
活

動
。
派
遣
元
の
自
治
体
で
大
槌
町
特
産

品
の
販
売
会
を
開
い
た
り
、末
広
町
商
店

街
の「
よ
市
」な
ど
町
内
で
行
わ
れ
る
各

種
イ
ベン
ト
に
参
加
し
た
り
し
て
い
る
。

民
間
か
ら
の
職
員
派
遣

　

町
は
自
治
体
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

民
間
企
業
な
ど
か
ら
も
応
援
職
員
を
受

け
入
れ
た
。
採
用
し
た
企
業
は
時
系
列

順
に
▽
新
日
鉄
住
金
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社（
当
時
）▽
日
本
ユニ
シ
ス
株
式

会
社
▽
鹿
島
建
設
株
式
会
社
▽
東
京
大

学（
一
企
業
と
し
て
採
用
）▽
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
―
―
で
あ
り
、各

企
業
か
ら
１
～
２
人
を
任
期
付
き
お
よ

び
派
遣
職
員
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
シ

ス
テ
ム
構
築
や
都
市
計
画
な
ど
、各
企
業

の
専
門
的
な
知
識
や
ノ
ウ
ハウ
を
活
用
し
、

町
の
復
旧・復
興
を
支
え
た
。

　

特
に
、情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
専
門

知
識
を
持
つ
日
本
ユ
ニ
シ
ス
の
派
遣
職
員

は
、震
災
後
に
混
沌
と
し
て
い
た
情
報
の

整
理
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
県
の「
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
て
被

災
者
情
報
の
入
力・管
理
を
行
い
、復
興

に
向
け
て
増
え
て
いっ
た
各
種
補
助
金
の

支
給
手
続
き
の
効
率
化
に
つ
な
が
っ
た
。

直
す
、
立
ち
上
が
る　

復
旧
期
の
町　

応
援
職
員
の
活
動
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Interview
「
ま
た
一
緒
に
が
ん
ば
り
た
い
」

だ
か
ら
こ
こ
へ
帰
っ
て
き
た

現・大
槌
町
都
市
整
備
課　

課
長

川か
わ

野の 

重し
げ

美み

　

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
か
ら
大
槌
町
へ
の
派

遣
職
員
第
１
号
と
し
て
、２
０
１
２（
平
成
24
）年

４
月
か
ら
１
年
間
着
任
し
ま
し
た
。
当
時
、鹿

児
島
県
庁
か
ら
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
を
要
請

す
る
通
知
が
来
て
い
て「
私
に
で
き
る
こ
と
が
あ

る
な
ら
」と
手
を
挙
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、大
槌

町
への
派
遣
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

私
が
着
任
し
た
時
に
は
、す
で
に
復
興
計
画

が
完
成
し
、実
務
が
動
き
出
す
と
こ
ろ
で
し
た
。

主
な
仕
事
は
都
市
計
画
事
業
の
手
続
き
や
工
事

の
進
捗
管
理
、町
民
の
方
の
意
向
調
査
な
ど
で

す
。
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
で
は
、赤
浜
や

安
渡
、吉
里
吉
里
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
移
転
先
の
用

地
確
保
に
動
き
ま
し
た
。
法
的
な
手
続
き
で
反

対
意
見
が
出
る
と
労
力
は
要
り
ま
す
が
、そ
れ

ら
が
大
事
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
計
画
の
練
り
直

し
も
し
ま
し
た
。

　

１
年
間
の
派
遣
業
務
が
終
了
し
て
鹿
児
島
に

戻
って
か
ら
も
、大
槌
の
こ
と
が
気
に
な
って
い
て
。

大
槌
の
職
員
も
不
足
し
て
い
て
、宅
地
整
備
も
終

わ
って
い
な
い
状
況
を
知
って
い
た
の
で
、定
年
後
、

18
年
４
月
に
再
び
大
槌
に
戻
って
き
ま
し
た
。
自

分
が
携
わ
って
き
た
計
画
の
行
方
を
、見
届
け
た

い
な
と
い
う
思
い
で
す
ね
。

　

最
初
の
派
遣
で
は
町
づ
く
り
が
メ
イ
ン
で
し
た

が
、今
回
は
被
災
し
た
旧
役
場
庁
舎
の
解
体
作

業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
震
災
遺
構

の
役
割
を
巡
っ
て
、早
い
段
階
で
町
の
方
針
が
出

て
い
た
ら
、も
う
少
し
よ
い
解
決
方
法
が
あ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
解
体
、

保
存
、ど
ち
ら
も
正
解
。
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。

　

災
害
は
ど
こ
で
も
必
ず
起
こ
る
。
被
災
し
た

自
治
体
の
支
援
に
行
け
ば
、い
つ
か
自
分
た
ち
の

有
事
の
と
き
に
返
って
く
る
。
お
互
い
助
け
合
って
、

協
力
者
に
な
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
震
災
当
時
、

一
緒
に
働
い
て
き
た
大
槌
の
職
員
た
ち
と
、ま
た

が
ん
ば
って
い
き
ま
す
。

Interview
こ
れ
ま
で
の
業
務
経
験
を
生
か
し

古
里
の
復
興
に
向
け
て
一
歩
ず
つ

現・岩
手
県
農
林
水
産
部
競
馬
改
革
推
進
室（
新
庄
駐
在
）

主
任
主
査

佐さ

藤と
う 

達た
つ

哉や

さ
ん

　

私
は
大
槌
町
出
身
で
、生
ま
れ
育
っ
た
古
里
の

復
興
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
、震
災
の
年
の
５
月

か
ら
約
１
年
間
、岩
手
県
か
ら
の
派
遣
職
員
と

し
て
大
槌
町
に
入
り
ま
し
た
。

　

前
半
の
半
年
間
は
総
務
課
で
、人
手
が
足
り
て

い
な
い
業
務
が
あ
れ
ば
な
ん
で
も
進
ん
で
対
応
し

ま
し
た
。
ま
ず
５
月
末
に
秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
被

災
地
の
お
見
舞
い
に
ご
来
町
さ
れ
た
際
に
は
、宮

内
庁
、県
、関
係
市
町
と
連
携
し
て
日
程
や
訪
問

先
な
ど
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、被
災
さ

れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
所
か
ら
応
急
仮
設

住
宅
に
移
ら
れ
た
後
は
、「
広
報
お
お
つ
ち
」
配

付
の
機
会
を
通
じ
て
、要
望
や
相
談
事
を
お
聞

き
し
、役
場
担
当
者
と
情
報
共
有
す
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。
後
半
の
11
月
か
ら
は
、教
育
部
長
兼

教
育
次
長
を
拝
命
し
、小
中
一
貫
教
育
、学
校

再
編
に
関
す
る
説
明
や
学
校
建
設
場
所
の
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

　

出
身
地
と
は
い
え
、町
の
業
務
は
初
め
て
の
こ

と
で
し
た
が
、大
切
な
ご
家
族
を
亡
く
し
た
り
、

ご
自
宅
を
失
っ
た
り
し
な
が
ら
も
町
民
に
寄
り
添

い
懸
命
に
が
ん
ば
る
職
員
の
姿
に
、で
き
る
限
り

力
に
な
り
た
い
と
思
って
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

業
務
経
験
や
つ
な
が
り
を
生
か
し
、町
民
、役
場

職
員
、他
の
自
治
体
か
ら
の
派
遣
職
員
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

私
は
応
援
職
員
と
し
て
大
槌
町
に
入
っ
た
身

で
は
あ
り
ま
す
が
、役
場
職
員
の
皆
さ
ん
に
とって
、

県
内
外
か
ら
来
た
応
援
職
員
の
方
々
と
一
緒
に

業
務
に
当
た
る
こ
と
は
、進
め
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
学
び
の
機
会

で
あ
り
、今
後
の
財
産
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
感

じ
て
い
ま
す
。
古
里
で
あ
る
大
槌
が
、震
災
か
ら

の
復
興
を
成
し
遂
げ
、全
国
に
誇
れ
る
町
と
な

る
こ
と
を
祈
念
し
、こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

Interview

大
槌
で
出
会
っ
た
人
た
ち
は

こ
れ
か
ら
も
大
切
な
友
人

現・二
戸
市
総
務
部　

総
務
課　

主
任

近こ
ん

藤ど
う 

歩あ
ゆ

美み

さ
ん

　

震
災
の
時
は
二
戸
市
役
所
の
子
育
て
支
援
グ

ル
ー
プ
に
い
ま
し
た
。
大
槌
に
派
遣
職
員
と
し
て

入
っ
た
の
は
、震
災
か
ら
約
１
年
後
の
４
月
。
震

災
直
後
に「
何
か
支
援
し
た
い
」
と
思
い
、派
遣

職
員
の
募
集
を
見
て
い
た
の
で
す
が
、自
分
に
で

き
る
仕
事
が
な
く
て
。
１
年
後
に
や
っ
と
保
育
所

関
係
の
仕
事
の
募
集
を
見
つ
け
て
、「
こ
れ
な
ら

自
分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
が
生
か
せ
る
」と
思
い
、

応
募
し
ま
し
た
。
派
遣
先
は
福
祉
課
で
、業
務

は
主
に
保
育
所
の
入
所
手
続
き
や
運
営
費
の
支

出
事
務
な
ど
で
し
た
。

　

大
槌
は
三
つ
の
園
が
被
災
し
て
全
壊
状
態
で
、

福
祉
課
は
イ
レ
ギ
ュラ
ー
な
対
応
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、次
に
担
当
に
な
っ
た
人
が
通

常
業
務
を
行
え
る
環
境
を
整
え
た
い
と
い
う
思

い
で
１
年
間
仕
事
し
ま
し
た
。
被
災
前
と
同
様
、

誰
が
来
て
も
引
き
継
げ
る
よ
う
に
仕
事
の
流
れ

を
作
り
、資
料
も
残
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
第

一
で
し
た
ね
。

　

福
祉
課
の
人
た
ち
と
は
と
て
も
仲
良
く
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、派
遣
仲
間
と
の
つ
な

が
り
も
深
く
て
、今
も
親
交
が
続
い
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
大
槌
に
集
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

交
わ
る
は
ず
の
な
か
っ
た
全
国
各
地
の
人
と
つ
な

が
るって
、と
て
も
不
思
議
。
震
災
を
き
っ
か
け
に

し
て
得
た
つ
な
が
り
を
今
後
も
大
事
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

ど
こ
ま
で
行
け
ば「
復
興
し
た
」と
言
え
る
の

か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、一
人
一
人
が「
復
興
し

た
な
」と
思
え
る
ま
で
、で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
無
理

せ
ず
一
緒
に
や
って
い
き
ま
し
ょ
う
と
、皆
さ
ん
に

伝
え
た
い
で
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

み
ん
な
で
さ
さ
や
か
な
幸
せ
を
つ
く
っ
て
い
け
る

よ
う
な
町
に
な
って
ほ
し
い
で
す
ね
。

Interview

大
槌
を
ま
る
ご
と

好
き
に
な
っ
た
１
年
間

現・埼
玉
県
川
越
市
都
市
計
画
部

都
市
計
画
課　

課
長

小こ

林ば
や
し 

武た
け
し

さ
ん

　

震
災
直
後
に
宮
城
県
東
松
島
市
に
保
健
師
と

共
に
行
く
機
会
が
あ
っ
て
、町
が
壊
滅
し
て
い
る

状
況
を
見
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
次
の
年
の

１
月
に
川
越
市
役
所
の
上
司
か
ら
区
画
整
理
経

験
者
の
被
災
地
派
遣
の
打
診
が
あ
っ
た
時
、す
か

さ
ず
応
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
年
の
４
月
か
ら

１
年
間
、大
槌
町
の
復
興
担
当
と
し
て
、新
設
さ

れ
た
都
市
整
備
課
で
町
方
地
区
と
沢
山
地
区
を

担
当
す
る
班
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
初
の
ス
ケ
ジュー
ル
は「
９
月
ま
で
に
都
市
計

画
を
決
定
し
て
年
度
内
に
事
業
認
可
を
取
る
」。

合
意
形
成
も
あ
る
し
、通
常
の
手
順
で
い
け
ば
２

年
は
か
か
る
。
経
験
の
な
い
タ
イ
ト
さ
に
、不
安

な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
用
地
交
渉
の

相
手
が
被
災
者
だ
と
い
う
と
こ
ろ
が
難
し
かっ
た
。

一
日
も
早
く
復
興
計
画
を
立
て
、将
来
へ
の
道

筋
を
示
し
て
い
く
の
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

仮
設
団
地
を
毎
日
回
っ
た
り
、遠
方
に
避
難
し
て

い
る
方
の
た
め
に
各
地
で
説
明
会
を
開
い
た
り
し

ま
し
た
。
遅
れ
も
出
ま
し
た
が
、曖
昧
な
言
い
方

は
避
け
ま
し
た
。

　

川
越
に
戻
って
き
て
か
ら
も「
う
ち
か
ら
で
き

る
支
援
は
な
い
か
」
と
考
え
て
、ワ
カ
メ
と
か
新

巻
き
ザ
ケ
と
か
を
大
槌
町
の
事
業
者
か
ら
買
い

付
け
し
、川
越
で
大
槌
町
の
物
産
展
を
開
い
て
い

ま
す
。
当
時
の
派
遣
仲
間
や
川
越
に
住
む
大
槌

町
出
身
の
方
た
ち
と
集
ま
る
場
が
で
き
て
、み
ん

な
で
大
槌
町
の
話
が
で
き
る
の
が
楽
し
く
て
。
こ

う
いっ
た
出
会
い
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
大

槌
町
で
過
ご
し
た
１
年
で
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会

い
、大
槌
町
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
な

か
忙
し
く
て
行
け
な
い
の
で
す
が
、行
く
た
び
に

変
化
し
て
い
く
町
を
見
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

私
は
、大
槌
と
川
越
の
絆
は
永
遠
だ
と
思
って

い
ま
す
。
み
ん
な
思
い
は
ず
っ
と
続
い
て
い
る
し
、

ず
っ
と
応
援
し
て
い
ま
す
。

直
す
、
立
ち
上
が
る　

復
旧
期
の
町　

応
援
職
員
の
活
動
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か
を
持
ち
た
い
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
が
、俺

た
ち
に
と
っ
て
は
フ
ェス
の
開
催
だ
っ
た
。

あ
の
当
時
の
大
槌
で
は
、自
分
た
ち
は
困
っ

て
い
ま
す
、支
援
し
て
く
だ
さ
い
と
か
、

お
涙
頂
戴
み
た
い
な
も
の
ばっか
り
だった
。

自
分
た
ち
だ
っ
て
そ
う
い
う
部
分
は
あ
っ

た
と
思
う
。
で
も
、も
ら
う
だ
け
じ
ゃ
駄

目
な
ん
だ
と
。
俺
た
ち
は
自
分
た
ち
で

立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
国
の
人

に
元
気
に
や
って
い
る
ぞ
と
、そ
し
て
、支

援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
い

う
の
が「
お
お
つ
ち
あ
り
が
と
う
ロック
フェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」の
原
点
。

　
な
ん
と
か
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
第
１
回
。

いっ
ぱ
い
の
人
が
来
て
く
れ
て
感
動
し
た

よ
ね
。
こ
の
フ
ェス
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
、

大
槌
の
人
た
ち
が
感
謝
を
伝
え
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
。
あ

り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
の

花
火
を
上
げ
る
こ
と
を
考
え
た
。
そ
し

て
、そ
の
お
金
は
大
槌
町
民
の
募
金
で
賄

お
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
被
災
地
の
人
た

ち
か
ら
お
金
を
集
め
る
と
い
う
こ
と
も

非
常
識
と
言
わ
れ
た
。
た
だ
俺
た
ち
が

望
ん
だ
の
は
、大
槌
の
人
た
ち
に
行
動
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。
も
ら
う
だ
け
じ
ゃ

な
く
、自
分
た
ち
も
出
し
ま
し
ょ
う
と
。

そ
の
大
人
た
ち
の
背
中
を
子
ど
も
た
ち

が
見
て
い
る
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
未
来

の
大
槌
を
支
え
て
い
く
ん
で
す
。

　

大
槌
保
育
園
の
子
ど
も
の
太
鼓
と
大

槌
高
校
の
吹
奏
楽
部
が
、こ
の
日
の
た
め

に
一
生
懸
命
練
習
し
て
、フェス
の
ス
テ
ー

ジ
に
立
って
く
れ
て
い
る
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

た
ち
が
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、そ
の
周
り
で

子
ど
も
た
ち
が
は
し
ゃ
い
で
い
る
。ロッ
ク

も
あ
る
け
ど
、民
謡
も
あ
って
、フ
ラ
ダ
ン

ス
も
あ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
の
合
唱
も
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
東
京
か
ら
来
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
る
。
そ
う
い
う
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
集
ま
る
、間
口
の
広

自
分
た
ち
は
元
気
だ

そ
し
て
、あ
り
が
と
う

気
持
ち
を
フ
ェ
ス
で
伝
え
た
か
っ
た

　

震
災
後
は
、暗
い
気
持
ち
、悲
し
い
気

持
ち
が
大
槌
に
蔓
延
し
て
い
た
。
避
難

所
に
い
て
も
気
持
ち
が
暗
く
な
る
ば
っ
か

り
だ
し
。
浪
板
に
漁
師
の
資
材
置
き
場

が
流
さ
れ
ず
残
っ
て
い
て
、俺
は
仲
間
と

そ
こ
に
集
まって
、メッセ
ー
ジ
性
の
強
いロッ

ク
ば
か
り
聴
い
て
い
た
。
音
楽
で
気
持
ち

を
紛
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
た
し
、ず
い
ぶ

ん
癒
や
さ
れ
た
。

　

被
災
地
の
夜
は
早
い
ん
だ
。
停
電
が
続

い
て
い
た
し
、遊
び
に
行
く
よ
う
な
場
所

も
当
然
な
い
。
仲
間
と
話
を
す
る
時
間

が
必
然
的
に
増
え
て
い
く
。
そ
ん
な
中
で
、

い
つ
か
フ
ェス
み
た
い
な
も
の
を
や
り
た
い

ね
な
ん
て
勝
手
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

先
が
見
え
な
い
中
で
、夢
と
か
、希
望
と

おおつちありがとう
ロックフェスティバル
東日本大震災で大槌町を支援してくれた全国の人たちに「ありがとう」の気持ちを伝えたい。

その思いから、２０１２（平成24）年６月に開催された。それ以降、毎年連続で行われ、

音楽を通してたくさんの人が大槌町に集う場となっている。

古
ふ る

舘
だ て

 王
き み

士
お

さんおおつちありがとうロックフェスティバル　元実行委員長Interview

２０１２年に開催された「おおつちありがとうロックフェスティバル」には多くの人が訪れ、熱気に包まれた初開催のころを懐かしみながら語る古舘さん

立
ち
上
が
る
人
々

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

　

大
槌
は
、人
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
け
ど
、情
熱
は
少
な
く
な
って
な
い
。
こ

の
町
の
未
来
を
明
る
く
し
て
い
き
た
い
よ

ね
。
そ
う
い
う
人
間
が
い
れ
ば
、こ
の
町

は
大
丈
夫
だ
と
思
う
。
も
と
も
と
郷
土

愛
の
強
い
町
だ
し
、あ
の
震
災
を
き
っ
か

け
に
大
槌
を
思
う
気
持
ち
は
さ
ら
に
強

く
なった
。こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
を
やっ

て
い
き
た
い
し
、面
白
い
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
。
真
剣
に
ふ
ざ
け
て
い
き
ま
す
よ
。 
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う
だ
と
い
う
話
も
頂
き
ま
し
た
。
息
子

は
春
か
ら
県
内
大
学
へ
の
進
学
が
決
ま
っ

て
い
た
し
、先
祖
の
お
墓
も
あ
る
。
悩
み

に
悩
ん
だ
結
果
、岩
手
に
残
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
次
に
何
を
し
よ
う
か
考
え

て
い
る
時
に
、本
屋
は
ど
う
だ
っ
て
声
を

掛
け
ら
れ
た
ん
で
す
。
大
槌
で
仕
事
を

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
し
た
。
た
だ
素
人
の
自
分
が
、災

害
に
見
舞
わ
れ
た
町
で
ち
ゃ
ん
と
商
売

と
し
て
成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
シ
ョッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
マ

ス
ト
の
再
開
が
決
ま
り
、ま
ず
は
説
明

を
聞
い
て
み
た
ら
と
説
明
会
に
誘
わ
れ

た
ん
で
す
。
行
っ
て
み
る
と
そ
こ
に
は
本

の
卸
し
の
ト
ー
ハン
の
方
も
来
て
い
て
、な

ん
だ
か
本
屋
を
始
め
る
ム
ー
ド
が
出
来

上
が
って
い
る
。
大
規
模
な
チ
ェ
ー
ン
店
の

数
は
増
え
て
い
る
け
れ
ど
、逆
に
小
さ
な

本
屋
が
新
し
く
で
き
る
の
は
珍
し
か
っ

た
。
ト
ー
ハ
ン
の
熱
心
な
応
援
も
あ
り
、

本
屋
を
や
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。 

　

本
屋
を
始
め
て
７
年
に
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
自
分
は
素
人
だ
と
思
って
い
ま

す
。
だ
か
ら
自
分
が
売
り
た
い
も
の
を
売

る
と
い
う
よ
り
も
、お
客
さ
ん
が
欲
し
い

も
の
を
会
話
の
中
で
探
って
い
く
。
う
ち
の

ス
タ
ッ
フ
も
全
く
の
素
人
か
ら
始
め
た
人

ば
か
り
。
そ
れ
で
も
毎
日
真
剣
に
向
き
合

い
な
が
ら
、本
屋
と
い
う
仕
事
を
学
び
続

け
て
い
ま
す
。こ
う
い
う
企
画
を
やって
み

た
い
と
か
ア
イ
デ
ア
も
積
極
的
に
出
し
て

く
れ
ま
す
。
お
店
の
中
に「
大
槌
学
園
の

棚
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
高
校
受
験
の
面
接
で
、ど
ん

な
本
を
読
ん
だ
か
聞
か
れ
る
そ
う
な
ん
で

す
。
ど
ん
な
本
を
読
ん
だ
ら
い
い
か
と
中

学
生
に
質
問
さ
れ
た
先
生
が
、自
分
が
良

い
と
思
っ
た
本
を
冊
子
で
紹
介
す
る
こ
と

を
考
え
た
そ
う
な
ん
で
す
が
、そ
れ
を
う

ち
の
店
で
実
際
の
本
を
並
べ
て
や
っ
て
み

自
分
が
売
り
た
い
も
の
よ
り
も

お
客
さ
ん
が
欲
し
い
も
の

地
元
に
密
着
し
た
お
店
で
あ
り
た
い

　

震
災
前
は
化
学
品
の
メ
ー
カ
ー
で
働
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
会
社
は
小
鎚
川
の
河

口
の
堤
防
沿
い
に
あ
り
、事
務
所
の
前
に

は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
大
き
な
駐
車
場
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
あ
の
日
、地
震
の
揺
れ
が
収

ま
っ
た
後
、社
員
は
駐
車
場
に
出
た
ん
で

す
が
、地
割
れ
が
す
ご
く
て
、水
が
噴
出

し
て
い
た
。
以
前
、義
母
か
ら
川
か
ら
水

が
な
く
な
っ
て
い
た
ら
、津
波
が
来
る
か

ら
す
ぐ
逃
げ
ろ
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
、近
く
の
川
を
見
に
行
っ
た
ら
、

水
が
全
く
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
み

ん
な
で
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
た
。
事
務

所
は
津
波
に
の
ま
れ
て
跡
形
も
な
く
な

り
、目
に
映
る
全
て
が
な
く
な
って
い
た
。

　

親
会
社
は
大
阪
を
拠
点
に
し
て
い
て
、

関
西
エ
リ
ア
の
事
務
所
に
異
動
し
た
ら
ど

一
い ち

頁
ぺ ー じ

堂
ど う

書店
店主はサラリーマンから転身した木村薫さん。震災後の２０１１（平成23）年12月22日に開業。

地元に根ざした書店にふさわしく、店頭の一番目立つ場所には地域の本が並べられている。

店名には、新しい道を歩み出した店主自身の「一頁」、そして、復興に向かう大槌町の「一頁」という意味が込められている。

木
き

村
む ら

 薫
か お る

さん一頁堂書店　店主Interview

立
ち
上
が
る
人
々

た
ん
で
す
。
こ
の「
大
槌
学
園
の
棚
」は
、

毎
回
趣
向
を
変
え
な
が
ら
継
続
し
て
い

ま
す
。
他
に
も
大
槌
で
や
る
イ
ベ
ン
ト
に

ち
な
ん
だ
本
を
そ
ろ
え
て
み
た
り
、地
元

に
密
着
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強
い
。 

　

正
直
、毎
日
の
こ
と
で
手
いっ
ぱ
い
で
す

が
、将
来
的
に
は
本
屋
で
あ
る
と
同
時
に
、

待
ち
合
わ
せ
の
場
所
を
一
頁
堂
に
し
よ

う
と
か
、と
り
あ
え
ず
一
頁
堂
に
行
って

み
よ
う
と
か
、生
活
の
一
部
の
よ
う
に
人

が
集
ま
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「お客さんが求めるものに応えていきたい」と話す店主の木村さん大切な意味を込めた店名、「一頁堂書店」の看板
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か
け
話
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
み
ん
な
が

集
ま
る「
き
っ
か
け
」に
な
る
か
ら
ね
。

　

震
災
前
って
、小
さ
な
集
ま
り
の
活
動

は
盛
ん
だ
っ
た
け
ど
、町
全
体
で
集
ま
っ

て
何
か
を
す
る
と
な
る
と
お
祭
り
の
他

に
な
か
っ
た
。
陣
屋
に
各
地
域
か
ら
人
が

集
ま
って
、輪
が
広
が
って
いっ
た
って
い
う

の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、小
鎚
地
区
に
お
料
理
上
手

な
藤
原
テ
ヱ
子
さ
んって
い
う
方
が
い
て
。

陣
屋
で
郷
土
料
理
を
楽
し
む
会
を
開
い

た
時
に
テ
ヱ
子
さ
ん
の
お
宅
に
お
邪
魔
し

て
、昔
の
よ
う
に
お
膳
で
テ
ヱ
子
さ
ん
の

手
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時

に
テ
ヱ
子
さ
ん
が
私
の
同
級
生
の
お
母
さ

ん
だ
って
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
ん
で
す
。

改
め
て
つ
な
が
る
の
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

孤
立
し
て
い
た
個
々
の
も
の
が
、震
災
後

に
つ
な
が
って
い
く
よ
う
な
感
覚
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
も

ら
って
い
た
陣
屋
も
、住
民
だ
け
で
や
って

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、いっ

ぱ
い
いっ
ぱ
い
で
す
よ
。「
や
め
た
い
」っ
て

思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、

テ
ヱ
子
さ
ん
が「
陣
屋
が
好
き
で
、楽
し

み
な
ん
だ
」っ
て
い
う
話
を
し
て
く
れ
た

ん
で
す
。「
ゆ
っ
く
り
で
い
い
よ
、や
れ
る

と
き
に
や
ろ
う
」
と
。
そ
れ
か
ら
、「
陣

屋
は
強
制
じ
ゃ
な
い
し
、で
き
る
と
き
に

や
ろ
う
！
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ね
。

　

震
災
か
ら
３
年
く
ら
い
は
、な
ん
と
か

が
ん
ば
ら
な
き
ゃっ
て
い
う
思
い
で
や
っ
て

こ
れ
た
。
で
も
、思
う
よ
う
に
復
興
し
な

か
っ
た
り
、住
む
場
所
が
定
ま
ら
な
か
っ

た
り
し
た
６
年
目
く
ら
い
が
一
番
つ
ら
かっ

た
で
す
。
最
初
は
と
に
か
く「
が
ん
ば
っ

て
い
れ
ば
、ど
う
に
か
な
る
」って
い
う
希

望
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、困
難
に
ぶ
つ

か
り
過
ぎ
て
。
落
胆
の
方
が
強
く
な
る

と
い
う
か
。

大
槌
の
良
さ
を
再
発
見

震
災
後
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た

新
し
い〝
町
民
の
輪
〟

　
「
こ
ん
な
に
い
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
に
、ど
う
し
て
生
か
さ
な
い
ん
だ
」と
、

町
外
か
ら
来
た
人
に
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
は
生
ま
れ
て
か

ら
ず
っ
と
こ
こ
に
い
る
か
ら
、大
槌
の
良
さ

に
気
付
い
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

　

人
の
話
や
体
験
を
通
し
て
、大
槌
の
良

い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

が「
大
槌
陣
屋
」で
す
。
昔
な
が
ら
の
子

ど
も
の
遊
び
を
み
ん
な
で
楽
し
む「
陣
屋

ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、伝
統
芸
能
の「
鹿し

子し

踊お
ど
り

」で
使
わ
れ
る
ド
ロ
ノ
キ
の
植
樹
の

知
恵
を
学
ん
だ
り
、マ
タ
ギ
の
人
の
体
験

談
を
聞
い
た
り
し
て
、大
槌
の
歴
史
や
文

化
に
触
れ
る
ん
で
す
。
ち
な
み
に
、私
た

ち
は
誰
か
の
話
を
聞
く
集
ま
り
を
、「
き
っ

大槌陣
じ ん

屋
や

大槌の伝統・文化を知り、大槌の魅力を再発見する活動をしている。

地区を越え、老若男女問わず町民が活動に参加する大槌陣屋は

昔ながらの子どもの遊びを楽しむイベントや大槌に詳しい町民の話を聞く会合、自然と触れ合う活動を行う。

 佐
さ

藤
と う

 加
か

奈
な

絵
え

さん大槌陣屋　会長Interview
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無
理
が
た
た
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
が

ん
ば
り
過
ぎ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、心
の
ど
こ
か
に
は
、「
運
よ
く

生
き
残
っ
た
ん
だ
か
ら
、亡
く
な
っ
た
方

の
た
め
に
も
が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
」って
い
う

気
持
ち
も
あ
る
。
山
あ
り
、谷
あ
り
で

す
よ
ね
。
日
々
葛
藤
し
な
が
ら
、皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
前
を
向
い
て
歩
く
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

子どもたちが「陣屋」という秘密基地を作って遊んでいた昔の文化に倣い、力を合わせて陣屋を作る「陣屋まつり」（2019年4月撮影）。
前列左から３人目が佐藤さん、４人目が藤原テヱ子さん

安渡地区で美容室を経営する佐藤さん
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だ
ん
な
』だ
ろ
」って
言
わ
れ
て
。
そ
こ
に
、

大
槌
を
代
表
す
る
花「
は
ま
ぎ
く
」の

名
も
付
け
て
。
は
ま
ぎ
く
の
花
言
葉
って

「
逆
境
に
立
ち
向
か
う
」だ
か
ら
。

　

発
足
の
翌
年
に
は
１
回
目
の「
砂
の
芸

術
祭
」を
吉
里
吉
里
海
岸
で
開
催
し
た
。

震
災
後
に
子
ど
も
た
ち
が
感
じ
て
い
た
、

海
は
怖
い
も
の
、近
づ
い
ち
ゃ
い
け
な
い
も

のって
い
う
気
持
ち
を
少
し
で
も
払
拭
し

た
かった
。
翌
年
に
は「
大
槌
お
宝
マップ
」

を
作
って
、町
内
の
小
中
学
校
に
配
布
し

た
。
震
災
で
失
わ
れ
た
宝
も
、津
波
に
流

さ
れ
ず
残
っ
た
宝
も
、ど
う
に
か
し
て
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
か
っ
た
か
ら
。
大
槌

に
す
む
生
き
物
、郷
土
料
理
、海
の
遊
び

と
か
を
盛
り
込
ん
で
、子
ど
も
た
ち
が

自
分
た
ち
の
住
む
大
槌
の
魅
力
に
気
付

い
て
も
ら
え
た
ら
って
願
い
を
込
め
て
。

　

こ
の
マッ
プ
が
町
の
教
育
委
員
会
の
目

に
留
ま
って
、「
小
中
一
貫
教
育
校
の『
ふ

る
さ
と
科
』の
教
材
に
ぴっ
た
り
だ
か
ら
、

授
業
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」って
声
を

掛
け
て
も
ら
っ
て
。
そ
れ
か
ら
ふ
る
さ
と

科
の
授
業
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
中
で
、防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
も
あ
っ
た
方
が
い
い
と
考
え
て
警
察
に

相
談
し
た
。
ま
だ
街
灯
が
な
い
時
期
だ
っ

た
し
、「
地
域
見
守
り
隊
」
と
し
て
、自

分
た
ち
の
仕
事
の
車
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の
青

い
回
転
灯
を
付
け
て
、メ
ン
バ
ー
が
夕
方

道
に
立
って
子
ど
も
の
帰
り
を
見
守
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は「
若
だ
ん
な
の
車
だ
！
」っ

て
声
を
掛
け
て
く
れ
た
し
、安
心
し
て
た

み
た
い
。
ほ
か
に
も
い
ろ
ん
な
団
体
を
受

け
入
れ
た
り
、校
舎
が
で
き
る
前
の
大

槌
学
園
に
、木
彫
り
の
特
製
看
板
を
寄

贈
し
た
り
も
し
た
。
と
に
か
く
地
元
が

盛
り
上
がって
く
れ
れ
ば
いい
と
思
って
やっ

て
た
。

　

震
災
か
ら
８
年
。
若
だ
ん
な
会
の
活

動
は
続
い
て
い
る
け
れ
ど
、今
は
以
前
ほ

ど
み
ん
な
が
集
ま
る
機
会
は
多
く
な
い
。

で
も
、何
か
や
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に

　

大
槌
の
商
売
人
た
ち
は
震
災
で
店
も

商
品
も
失
っ
て
、借
金
抱
え
て
、不
安
ば

か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
途
方
に
暮
れ
た
。
で
も
、な
ん
と

か
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
か
ら
、若
い
経
営

者
で
集
ま
っ
て
話
し
合
っ
た
。
自
分
た
ち

が
ど
う
す
れ
ば
生
き
て
い
け
る
か
を
考

え
て
い
た
は
ず
な
の
に
、何
度
も
話
し
合

う
う
ち
に
、「
大
槌
の
た
め
に
、子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、自
分
た
ち
は
いっ
た
い
何

が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
」と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
８
社
の
経
営
者
た
ち
が
集
ま
っ

て
、真
剣
に
、必
死
に
な
っ
て「
大
槌
の
こ

れ
か
ら
」を
話
し
合
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
、

俺
た
ち
の
活
動
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　

も
と
も
と
は「
大
槌
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ

グ
ル
ー
プ
」っ
て
名
前
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、

知
り
合
い
か
ら「
光
君
、あ
ん
た
た
ち『
若

はまぎく若だんな会
震災を機に「愛する古里のために逆境に立ち向かう」という志のもと立ち上がった、町内の若手経営者の集い。

2012（平成24）年から、砂浜で砂像作りを楽しむ「砂の芸術祭」の開催や、「海と森の映画祭」への協力、

防犯パトロール「地域見守り隊」など、自分たちの住む町をより良くしようとさまざまな活動を行ってきた。

芳
は

賀
が

 光
ひ か る

さんはまぎく若だんな会　代表Interview

立
ち
上
が
る
人
々

気
軽
に
相
談
で
き
て
、一
緒
に
や
れ
る
仲

間
。
緩
や
か
に
つ
な
が
って
い
る
。

　

今
の
大
槌
は
、み
ん
な
す
ご
く
先
を
急

い
で
い
る
気
が
す
る
。
何
百
年
と
か
け
て

で
き
た
町
を
、10
年
や
そ
こ
ら
で
元
通
り

に
っ
て
い
う
の
は
無
理
が
あ
る
。
元
に
戻

さ
な
く
て
も
い
い
。
新
し
い
考
え
方
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、で
も
、大
槌
の
人
が
持
っ

て
い
る
優
し
さ
や
思
い
や
り
は
決
し
て
忘

れ
ず
、常
に
言
葉
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
こ
こ
で
生
き
て
い
く
。

吉里吉里海岸に勢ぞろいしたはまぎく若だんな会のメンバー海に親しみながら町に活気を取り戻そうと開催された「砂の芸術祭」

自
分
の
町
の
こ
と
を

こ
ん
な
に
真
剣
に
考
え
た
の
は

初
め
て
だ
っ
た
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な
ん
と
か
完
成
さ
せ
た
。
あ
の
メ
ン
バ
ー

じ
ゃ
な
き
ゃ
で
き
な
か
っ
た
よ
。

岩
間
さ
ん　
「
で
き
る
わ
け
が
な
い
」と

担
当
の
行
政
の
人
に
反
対
さ
れ
た
よ
ね
。

私
も
旦
那
に「
食
堂
を
や
る
か
ら
手
伝
っ

て
く
れ
」って
言
わ
れ
て
、無
茶
だ
と
思
っ

た
し
毎
日
の
よ
う
に
け
ん
か
し
た
。
で
も

み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
る
の
を
見
て
い
た
し
、

懇
願
さ
れ
た
も
ん
だ
か
ら
折
れ
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん　
そ
う
で
し
た
ね
。
11
月
11

日
に
食
堂
を
オ
ー
プ
ン
し
て
、今
度
は
運

営
で
バ
タ
バ
タ
。
そ
ん
な
中
で
お
客
さ
ん

に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
必
死
で
や
っ
て
た
。
あ
の
時
の
食
堂

は
、来
れ
ば
誰
か
と
つ
な
が
れ
る
場
所
だっ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

岩
間
さ
ん　
外
か
ら
来
た
人
た
ち
と
地

元
の
人
と
の
意
見
交
換
の
場
だ
っ
た
。
た

く
さ
ん
人
が
来
て
、い
ろ
ん
な
話
を
し
た

よ
。
で
も
、２
年
た
っ
て
ま
ち
づ
く
り
も

進
ん
で
き
て
、お
店
が
あ
る
場
所
も
盛

り
土
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
っ
て
。
移

転
す
る
た
め
に
貸
し
て
く
れ
る
土
地
は

見
つ
け
た
け
ど
、被
災
事
業
者
で
は
な
い

の
で
補
助
金
も
な
く
、お
金
の
め
ど
が
付

か
な
か
っ
た
。
結
局
お
店
を
閉
め
な
き
ゃ

い
け
な
く
な
っ
た
。

阿
部
さ
ん　
で
も
縁
が
あ
って
、震
災
後

か
ら
物
資
を
届
け
て
く
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体「
飛
行
船
」が
、意
志
を
受

け
継
ぐ
形
で
運
営
し
て
く
れ
る
こ
と
に

なっ
た
。
今
は
栃
木
県
で
復
興
食
堂
が
続

い
て
い
ま
す
。

岩
間
さ
ん　

今
も
月
１
回
、野
菜
、果

物
な
ど
届
け
に
来
な
が
ら
、地
元
商
店

さ
ん
か
ら
食
材
を
仕
入
れ
、震
災
を
忘

れ
な
い
た
め
に
変
わ
っ
て
い
く
復
興
の
状

況
を
伝
え
る
場
と
し
て
食
堂
を
運
営
し

て
く
れ
て
。
大
切
な
つ
な
が
り
だ
よ
ね
。

阿
部
さ
ん　
震
災
後
に
出
会
っ
た
人
た

ち
と
は
、ず
っ
と
つ
な
がって
い
く
と
思
う
。

岩
間
さ
ん　
私
も
い
ろ
ん
な
人
に
本
当

に
支
え
ら
れ
た
な
と
思
う
。
だ
か
ら
た

阿
部
さ
ん　
震
災
後
は
い
ろ
ん
な
場
所

で
炊
き
出
し
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の

時
に
支
援
で
大
槌
に
来
て
い
た
人
と
つ
な

がって
、「
大
槌
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
や

ろ
う
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
何
度
も
話

し
て
、今
の
大
槌
に
は
何
が
必
要
か
を
考

え
た
と
き
に
、「
食
べ
る
場
所
」だ
なって
。

岩
間
さ
ん　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
興
事
業

で
外
か
ら
来
る
人
は
ゆ
っ
く
り
座
っ
て
温

か
い
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
場
所
が
な
か
っ

た
。
大
槌
の
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
て
も

ら
い
た
か
っ
た
の
で
、復
興
食
堂
を
立
ち

上
げ
た
。

阿
部
さ
ん　
メ
ン
バ
ー
が
た
ま
た
ま
元

土
木
関
係
者
や
営
業
マ
ン
、
水
産
関
係

者
と
か
で
、食
堂
の
立
ち
上
げ
に
必
要

な
専
門
家
が
集
ま
って
い
た
。
食
堂
完
成

ま
で
２
週
間
し
か
な
い
状
況
だっ
た
け
ど
、

おらが大槌復興食堂
２０１１（平成23）年11月11日にオープンし、１３（同25）年に惜しまれつつ閉店するまで、

多くの人に愛された「おらが大槌復興食堂」。ボランティアや観光で訪れるお客さんが、地元の人と交流を深める場となった。

当時、岩間さんは食堂の「みんなの母ちゃん」として親しまれ、阿部さんは食堂の立ち上げに携わった。

立
ち
上
が
る
人
々

く
さ
ん
の
方
に
感
謝
の
思
い
が
あ
って
、で

き
る
こ
と
は
少
し
で
も
協
力
し
た
い
と

思
う
。
そ
れ
に
、今
も
大
槌
を
気
に
か
け

て
く
れ
る
人
た
ち
に「
こ
こ
ま
で
元
気
に

な
り
ま
し
た
」って
発
信
し
て
い
か
な
き
ゃ
。

そ
う
やって
い
く
こ
と
が
復
興
だ
と
思
う
。

阿
部
さ
ん　
震
災
当
時
中
高
生
だ
っ
た

子
た
ち
が
社
会
に
出
た
今
、経
験
を
生

か
し
新
し
い
風
を
起
こ
す
リ
ー
ダ
ー
が

生
ま
れ
て
く
る
と
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
を
応
援
し
て
い
く
こ
と
が
、僕
た
ち

の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

復興食堂の取り組みが評価され、２０１２年度地域づくり総務大臣表彰の団体賞を受賞した二人は今も町内のイベントなどで顔を合わせている

支
え
て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
人
に

感
謝
を
込
め
て

大
槌
の
元
気
な
姿
を
発
信
し
た
い

岩
い わ

間
ま

 敬
け い

子
こ

さん一般社団法人　おらが大槌夢広場　理事

Interview
C
シ ー ・ カ フ ェ
e-Café（一般社団法人　おらが大槌夢広場　元代表理事） 阿

あ

部
べ

 敬
け い

一
い ち

さん
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大
槌
町
の
元
気
あ
ふ
れ
る
姿
を

た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た
い

　
大
槌
町
に
関
わ
り
の
あ
る
人
は
、一
度
は

読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
広
報
誌
「
広

報
お
お
つ
ち
」。
震
災
直
後
に
そ
の
制
作
に
携

わ
っ
た
役
場
職
員
の
二
人
に
、広
報
づ
く
り
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
聞
い
た
。

― 

震
災
直
後
、広
報
は
町
の
皆
さ
ん
に
情

報
を
伝
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
ね
。

小
笠
原
　
震
災
直
後
に
情
報
が
錯
綜
し
て
い

た
中
で
、３
月
28
日
か
ら
「
大
槌
町
災
害
対

策
本
部
情
報
お
お
つ
ち
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

最
初
は
配
給
や
炊
き
出
し
、電
気・ガ
ス・水
道

の
復
旧
な
ど
の
生
活
情
報
を
知
ら
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、機
材
な
ど
の
制
作
環
境
が
整
っ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、大
槌
ま
つ
り
の
写
真
を
表

紙
に
し
た
通
常
版
の「
広
報
お
お
つ
ち
」
を
10

月
５
日
に
発
行
し
ま
し
た
。「
い
つ
も
通
り
」

が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
安
心
に
つ
な
が
る
と
感

じ
て
い
た
の
で
、元
気
に
活
動
し
て
い
る
姿
を

た
く
さ
ん
の
人
に
見
せ
た
い
と
い
う
思
い
で

し
た
。

― 

広
報
を
担
当
す
る
中
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
出
来
事
は
あ
り
ま
す
か
。

花
石
　
震
災
後
に
成
人
式
の
記
事
を
書
い
た

時
で
す
か
ね
。
大
槌
町
の
成
人
式
で
は
同
級

生
の
遺
影
を
持
っ
た
成
人
を
毎
年
見
か
け
ま

す
。
そ
れ
こ
そ
、み
ん
な
笑
顔
で
、姿
は
な
く

て
も
一
緒
に
成
人
し
た
と
い
う
仲
間
意
識
を

強
く
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
思
い
を
胸

に
記
事
を
書
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

小
笠
原
　
震
災
の
日
は
町
外
向
け
の
広
報
の

集
荷
日
で
、広
報
は
被
災
し
た
郵
便
局
で
水

を
か
ぶ
り
ま
し
た
が
配
達
さ
れ
た
ん
で
す
。

そ
の
後
、郵
送
料
金
の
払
込
用
紙
が
送
ら
れ

て
き
て
、余
白
に
大
槌
町
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
震
災

直
前
の
広
報
で
し
た
が
大
槌
町
の
情
報
が
少

な
い
時
だ
っ
た
の
で
、非
常
に
喜
ん
で
い
た
だ

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

― 

広
報
を
作
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
な
ん
で
す
か
。

小
笠
原
　
町
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
お
伝
え

す
る
こ
と
が
第
一
で
す
が
、大
槌
町
出
身
者

や
大
槌
町
へ
の
支
援
者
の
声
も
し
っ
か
り
と

紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
地
元
か
ら

離
れ
て
い
る
人
ほ
ど
、大
槌
町
の
状
況
が
見

え
ず
非
常
に
心
配
し
て
い
た
こ
と
を
痛
感
し

て
い
た
か
ら
で
す
。
離
れ
て
い
て
も
地
元
を

心
配
し
応
援
し
愛
す
る
気
持
ち
は
変
わ
ら
な

い
こ
と
や
、仲
間
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。
震
災
を
き
っ
か
け
に
生

ま
れ
た
大
槌
町
を
思
う
気
持
ち
や
絆
を
大
切

に
し
て
、こ
れ
か
ら
も
大
槌
町
の
情
報
を
た

く
さ
ん
届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

― 

花
石
さ
ん
は
現
在
お
仕
事
を
す
る
上
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

花
石
　
私
た
ち
役
場
職
員
は
、さ
ま
ざ
ま
な

状
況
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
が
通
常
の
生
活

を
取
り
戻
せ
る
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
方
法
で
助

け
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
震

災
だ
っ
た
の
で
、挫
折
や
遠
回
り
を
し
な
が
ら

復
興
し
て
い
ま
す
。
時
間
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、自
分
た
ち
で
立
ち
上
が
り
進

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、そ
れ
が
生

き
て
い
く
力
に
な
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
私
自
身
が
何
事
に
も
挑
戦
し
、子
ど

も
た
ち
や
若
い
世
代
を
勇
気
づ
け
る
こ
と
が

で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

（
取
材
／
２
０
１
８
年
４
月
）

Episode file
〜広報おおつち〜

花
は な

石
い し

 均
ひとし

現・総務課総務広聴班　主事

小
お

笠
が さ

原
わ ら

 佑
ゆ う

樹
き

現・環境整備課管理班　主任

136

集
ま
り
、
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

震災直後の町はボランティアを受け入れる体制を整えるのも苦労があり、町外からの応援が
不可欠だった。写真は町社会福祉協議会職員と応援に駆け付けた町外社協職員（2011年３
月25日撮影）

東日本大震災では、多くのボランティアが大槌町を訪れ、

支援の手を差し伸べた。

その一方で、ボランティアに来た人と

それを受け入れる側とのギャップで、葛藤も生まれたという。

ここに記すことで、災害ボランティア活動の今後に役立てる。

第  

章
7



4月10日に移転したボラセン本部 3月29日に設置された桜木町のサテライト

町内の被災状況を確認しながら活動した

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営2011年11月のボランティアセンター。ボランティアの窓口の役割を果たした

社
協
が
つ
な
ぎ
役
に

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
大
槌
町
の
復
旧・復
興
は
、全
国
各

地
か
ら
駆
け
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

に
よって
大
き
く
後
押
し
さ
れ
た
。

　

町
を
支
援
し
よ
う
と
遠
く
か
ら
足
を

運
ん
だ
人
々
の
力
を
効
果
的
に
生
か
す

た
め
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
と
町

民
と
の「
つ
な
ぎ
役
」の
存
在
が
必
要
に

な
る
。
そ
の
役
割
を
担
っ
た
の
は
大
槌
町

社
会
福
祉
協
議
会（
町
社
協
）が
運
営
し

た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
災
害
ボ

ラ
セ
ン
）で
あ
る
。

　

町
社
協
は
、福
祉
や
介
護
、地
域
福

祉
活
動
な
ど
を
通
し
て
、町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
民
間
の
福
祉
団
体
。
平
時
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援・サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
が
、震
災
後
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、町
民
の
ニ
ー
ズ
の

集
約
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
窓
口
業
務

を
行
っ
た
。
事
前
に
用
意
さ
れ
た
災
害

対
応
マ
ニュ
ア
ル
な
ど
は
な
か
っ
た
が
、臨

機
応
変
に
対
応
し
て
いっ
た
。

ボ
ラ
セ
ン
の
立
ち
上
げ

　

発
災
直
後
の
町
社
協
職
員
が
最
優

先
で
行
っ
た
の
は
、運
営
し
て
い
る
介
護

福
祉
施
設
の
利
用
者
の
避
難
対
応
。
自

力
で
生
活
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
利
用

者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
心
を
砕

き
、数
日
間
、利
用
者
と
共
に
避
難
所

で
不
安
な
日
々
を
過
ご
し
た
。
町
社
協

の
事
務
所
は
津
波
で
流
失
し
、多
数
の

幹
部
職
員
が
犠
牲
に
な
っ
た
た
め
、活
動

の
拠
点
探
し
と
運
営
組
織
づ
く
り
が
急

務
だ
っ
た
。

　

３
月
19
日
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
プ
ロ
ジェク
ト
会
議（
支
援
Ｐ
）か
ら
、

町
社
協
に
２
人
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者

の
受
け
入
れ
態
勢
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。

当
時
町
社
協
の
総
務
課
主
事
だ
っ
た
川か

わ

端ば
た

伸し
ん

哉や

さ
ん（
38
）は
、「
災
害
ボ
ラ
セ
ン

を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
分

かって
い
ま
し
た
。
し
か
し
、具
体
的
な
立

ち
上
げ
方
法
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
時
に
、支
援
Ｐ
の
職
員
が
来
て
、私

た
ち
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
」と
話
す
。

す
る
の
で
は
な
く
、状
況
を
見
て『
こ
う

し
て
み
ま
し
ょ
う
か
』と
提
案
す
る
よ
う

に
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
主
体
は
町
社

協
で
、そ
れ
に
寄
り
添
う
よ
う
に
立
ち

回
る
支
援
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

４
カ
所
に
中
継
拠
点

　

災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
本
格
始
動
と
同
時
に

町
中
央
公
民
館
に
ボ
ラ
セ
ン
本
部
を
設

置
し
、そ
の
後
、４
月
10
日
に
大
槌
保
育

所
跡
地
へ
社
協
事
務
所（
仮
設
）と
共
に

移
転
し
た
。
し
か
し
、い
ず
れ
も
実
際
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
地
域
と
本
部

の
距
離
が
離
れ
て
し
ま
い
、活
動
に
支
障

が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
志
望
者
が
多
く
、一
つ
の
窓

口
で
受
け
入
れ
る
の
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
町
社
協
は
、適
切
な
地
域
に
サ

テ
ラ
イ
ト（
中
継
拠
点
）を
４
カ
所
設
置

す
る
こ
と
で
、そ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
し

よ
う
と
試
み
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
が
本
格
化
し
た
３
月
29
日
、サ
テ
ラ

イ
ト
を
さ
ら
に
大
ケ
口
地
区
と
桜
木
町

に
、そ
の
後
、町
の
被
災
状
況
を
踏
ま
え
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　

略
称
「
支
援
Ｐ
」。
企
業・
社
会
福

祉
協
議
会・Ｎ
Ｐ
Ｏ・共
同
募
金
会
が
協

同
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
。
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
環
境
整
備
を
め
ざ

し
、人
材
、資
源・物
資
、資
金
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、現
地
支
援
を
行
う
。

２
０
０
４（
平
成
16
）年
に
発
生
し
た

新
潟
県
中
越
地
震
を
き
っ
か
け
に
発
足

し
た
。

　

支
援
Ｐ
の
職
員
は
町
社
協
職
員
に
対

し
て
、組
織
の
仕
組
み
や
支
援
の
内
容
に

つ
い
て
細
か
く
説
明
し
た
。
そ
の
後
、町

内
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
２
日
間
の

視
察
を
行
っ
た
。
町
社
協
職
員
と
支
援

Ｐ
職
員
、駆
け
付
け
た
東
海
ブ
ロッ
ク
の

社
協
職
員
ら
と
話
し
合
い
、拠
点
と
な
る

災
害
ボ
ラ
セ
ン
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
。
町
社
協
を
今
後
、ど
の
よ
う

に
立
て
直
し
、拠
点
を
立
ち
上
げ
て
い
く

か
に
つい
て
協
議
を
始
め
た
。

　

支
援
Ｐ
や
東
海
ブ
ロッ
ク（
岐
阜
県・三

重
県・
名
古
屋
市・
長
野
県
）の
社
協
職

員
、岩
手
県
社
協
の
助
力
で
３
月
25
日
、

町
中
央
公
民
館
に
災
害
ボ
ラ
セ
ン
を
立

ち
上
げ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
や
携
帯
電
話
、筆

記
用
具
な
ど
、必
要
最
低
限
の
資
機
材

を
用
意
し
、27
日
に
拠
点
と
な
る
テ
ン
ト

を
城
山
公
園
体
育
館
前
に
設
置
。
29
日

か
ら
本
格
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
を
開
始
し
た
。

　

川
端
さ
ん
は
、
支
援
Ｐ
の
職
員
ら
の

柔
軟
な
対
応
が
印
象
的
だ
っ
た
と
言
う
。

「
支
援
Ｐ
の
職
員
は
、私
た
ち
に
指
示
を

集
ま
り
、
支
え
る　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
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大槌町社協発行の災害ボランティアセンターだより「よーしやるがOH!! つ
ちNo.2（4月16日発行）」

マッチングや活動指示のため、ボラセン本部に人が集中した

ボラセン本部は避難所のニーズを集約する役割も担った。避難所ごとの
ニーズを手書きで壁に張り出し、対応に尽力した

■ ボランティアセンター運営の経過

2011 （平成23）年

2012 （平成24）年

3月19日 災害支援ボランティア活動支援プロジェクト会議（支援P）
から、大槌町社協に2人派遣される
今後の大槌町社協の立て直しについて協議をする

3月25日 「災害ボランティアセンター」立ち上げ
災害支援ボランティア活動支援プロジェクト会議、岩手県
社協職員、東海ブロック社協職員の助力で立ち上げた

3月27日 「災害ボランティアセンター」活動開始
城山公園体育館入り口前にテントを設置した

7月下旬 サテライトを１カ所に統合
大槌保育所跡地に集約した

8月下旬 サテライトを移動
パチンコ店「パーラーR45」に移動した

4月13日 広報誌の発行を開始
災害ボランティアセンターだより「よーしやるがOH!!つち」
を発行し、ボランティアの情報を伝える役割を果たした

4月中旬 生活支援班の立ち上げ
社協職員による避難所のニーズの把握、在宅の見守り活
動などを行う

3月29日 「災害ボランティアセンター」活動本格化
本部機能を中央公民館へ集約。サテライトを大ケ口地区、
桜木町へ設置し、全国からのボランティアを受け入れる

4月10日 本部を大槌保育所跡地へ移転

4月21日 沢山地区にサテライトを設置

9月1日 「復興支援ボランティアセンター」と名称を変更

4月1日 「大槌町社協ボランティアセンター」と名称を変更

5月3日 吉里吉里地区にサテライトを設置

■ 図7–1　ボランティア参加活動人数　『大槌町社会福祉協議会東日本大震災記録誌「感謝～想いをつなぐ～」』から
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沢
山
地
区
と
吉
里
吉
里
地
区
に
も
設
置

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、町
民
の
ニ
ー
ズ
を
地
区

ご
と
に
把
握
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の

受
け
入
れ
を
分
担
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

情
報
紙
で
活
動
周
知

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

る
と
、町
外
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
ま
っ
て
き
た
。
次
は
、町
民
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
要
請
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
情
報
や
要
請
方
法

を
手
書
き
で
ま
と
め
た「
よ
ー
し
や
る
が

Ｏ
Ｈ
‼
つ
ち
」
を
作
成
し
、４
月
13
日
か

ら
町
民
に
伝
え
始
め
た
。
町
社
協
職
員

が
対
象
地
区
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
一
緒
に

住
宅
一
軒
一
軒
に
配
り
、「
要
望
や
困
り

ご
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、

災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
存
在
と
活
動
内
容
を

住
民
に
周
知
。ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
、支

援
者
と
の
マッ
チ
ン
グ
を
図
っ
た
。

町
と
社
協
の
連
携
必
須

　

当
時
、災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
担
当
を
任
さ

れ
た
渡わ

た

辺な
べ

賢け
ん

也や

さ
ん（
31
）は
、町
役
場

と
町
社
協
の
連
携
に
つい
て「
う
ま
く
いっ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

こ
と
は
社
協
に
』と
町
が
き
ち
ん
と
位
置

付
け
を
し
て
く
れ
た
し
、震
災
後
の
情
報

共
有
の
場
に
も
毎
日
参
加
し
た
の
で
、町

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
で
き
ま
し
た
」

と
話
す
。

　

川
端
さ
ん
も
次
の
よ
う
に
語
り
、役
場

と
の
協
力
関
係
を
重
視
す
る
。

　
「
例
え
ば
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
建
物
内
の

泥
か
き
を
す
る
と
き
、使
え
な
く
な
っ
た

家
財
道
具
を
外
に
出
し
ま
す
。
そ
れ
ら

を
町
に『
片
付
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か
』と

頼
む
と
、次
の
週
に
は
行
政
の
力
で
片
付

い
て
い
く
ん
で
す
。
こ
れ
は
、震
災
前
か

ら
町
と
社
協
が
つ
な
が
り
を
持
って
き
た

か
ら
。
縄
張
り
争
い
を
す
る
の
で
は
な
く
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
暮
ら
し
や
す
い
町
を
つ

く
る
と
い
う
考
え
が
お
互
い
に
あ
る
。
日

ご
ろ
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
す
」

集
ま
り
、
支
え
る　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
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泥かき作業に必要な資材を、旧大槌中学校で管理した

■ 表7–1　ボランティア受け入れ団体・人数（2011年4～8月）

『大槌町社会福祉協議会東日本大震災記録誌「感謝～想いをつなぐ～」』から
※「花いっぱい」→「花いっぱいプロジェクト」、「鮭 P」→「鮭プロジェクト」、「菜の花 P」→「菜の花プロジェクト」

月 団体 人数 泥出し
（がれき）炊き出し 花いっぱい 鮭P

（イトヨ）菜の花P 写真整理 掃除 引っ越し イベント お茶っこ 海岸清掃 草刈り その他

２
０
１
１
年

４月 332 5,768 5,244 276 0 0 0 71 3 0 33 0 0 0 141

５月 716 9,156 8,115 541 0 0 0 151 23 0 121 0 0 7 198

６月 587 8,093 6,825 605 106 0 0 124 17 81 75 0 0 0 260

７月 464 8,523 5,836 227 0 758 140 77 0 388 876 0 0 0 221

８月 428 8,054 3,983 81 46 593 1,895 92 0 85 151 298 0 0 830

初
期
の
活
動

床下にたまった泥をかき出すボランティアら（沢山地区）

半
年
間
は
住
宅
清
掃

　

発
災
か
ら
２
週
間
後
、大
槌
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
態
勢
が
整
い
、「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称
で

支
援
者
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。
川

端
伸
哉
さ
ん
は「
初
期
は
泥
出
し
。
セ
ン

タ
ー
の
立
ち
上
げ
か
ら
半
年
く
ら
い
は
、

桜
木
地
区
や
大
ケ
口
地
区
、吉
里
吉
里

地
区
や
沢
山
地
区
と
いっ
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
作
業
し
て
も
危
険
が
少
な
い
物
件

が
多
い
地
区
の
泥
出
し
が
主
な
活
動
内

容
で
し
た
ね
」と
言
う
。

多
様
な
支
援
と
、
葛
藤

　

住
宅
の
清
掃
を
は
じ
め
と
し
た
町
の

復
旧
を
支
援
す
る
活
動
の
ほ
か
に
も
、

避
難
所
運
営
の
援
助
や
、町
内
外
の
人
々

が
協
力
し
て
大
槌
町
の
魅
力
を
取
り
戻

す
活
動
、被
災
し
た
町
民
を
精
神
的
に

支
え
る
活
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援

が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、町
外
の
支
援
者

と
町
民
が
共
に
行
っ
た
活
動
も
あ
っ
た
。

そ
の
一
例
が
、「
N
P
O
法
人
グ
ッ
ド
ネ
ー

バ
ー
ズ・ジ
ャ
パ
ン
」の
協
力
を
得
て
行
っ

た「
鮭
プ
ロ
ジェク
ト
」。
鮭
が
遡そ

じ
ょ
う上
で
き

る
き
れ
い
な
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め

に
、大
槌
川
、源
水
川
、小
鎚
川
の
清
掃

作
業
を
行
っ
た
。
ほ
か
に
も
、源
水
川
に

生
息
す
る
イ
ト
ヨ
を
守
る
た
め
に
河
川

清
掃
を
行
っ
た「
イ
ト
ヨ
プ
ロ
ジェク
ト
」、

町
民
が
協
力
し
て
町
に
花
を
植
え
る
活

動「
花
いっ
ぱ
い
プ
ロ
ジェク
ト
」や「
菜
の

花
プ
ロ
ジェク
ト
」、仮
設
住
宅
入
居
者
の

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
形
成
や
引
き
こ
も
り
の

防
止
、孤
独
死
を
防
ぐ
目
的
で
行
わ
れ
た

「
お
茶
っ
こ
隊
」
な
ど
、町
内
外
の
人
が

参
加
し
活
動
を
繰
り
広
げ
た
。

　

支
援
を
受
け
入
れ
る
中
で
、活
動
内

容
が
時
期
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。
例
え
ば
、「
N
P
O
法
人
パ
レ

ス
チ
ナ
子
ど
も
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
行
っ

た
写
真
洗
浄
の
活
動
が
あ
る
。
発
災
約

２
週
間
後
か
ら
始
ま
り
、が
れ
き
の
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
写
真
を
収
集
し
、洗

浄
す
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。「
最
低
限

の
生
活
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た

の
で
、実
際
は『
今
、そ
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
余
裕
は
な
い
の
で
は
』と
思
う
人
も

い
た
と
思
う
ん
で
す
。
で
も
、い
ざ
整
理

さ
れ
た
写
真
の
数
々
を
目
に
し
て
、心
が

救
わ
れ
る
人
も
多
かった
と
思
い
ま
す
よ
」

と
渡
辺
賢
也
さ
ん
は
話
す
。

支
援
は
態
勢
整
っ
て
か
ら

　

町
社
協
は
初
期
の
問
題
と
し
て
、受

け
入
れ
態
勢
が
整
う
前
に
来
町
す
る
支

援
者
が
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
「
受
け
入
れ
の
態
勢
が
整
って
い
る
の
か
、

素
人
が
立
ち
入
って
も
いい
レベル
な
の
か
。

現
場
の
状
況
を
理
解
し
た
上
で
来
て
ほ

し
い
」と
渡
辺
さ
ん
。
川
端
さ
ん
は
そ
の

点
に
つい
て
、「
資
材
も
な
い
し
、ガ
ソ
リ
ン

も
な
い
。
泊
ま
る
所
も
な
い
。
そ
ん
な
中

で
来
て
も
、受
け
入
れ
る
側
は
混
乱
す
る

と
思
い
ま
す
。
助
け
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
う
れ
し
い
で
す
が
、態
勢
が
整
っ
て
か

ら
が
望
ま
し
い
で
す
」と
話
す
。

町
民
の
気
持
ち
を
配
慮

　

受
け
入
れ
態
勢
が
整
い
支
援
が
可
能

に
な
って
も
、町
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
依
頼
は
予
想
外
に
少
な
か
っ
た
。
そ
う

し
た
状
況
を
変
え
よ
う
と
、町
社
協
職

員
ら
は
、各
地
区
の
自
治
会
長
と
共
に
、

各
住
宅
へ
出
向
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利

用
を
案
内
す
る
情
報
紙「
よ
ー
し
や
る

が
O
H
!!
つ
ち
」を
配
布
。
当
時「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉
に
な
じ
み
の
な

い
住
民
も
、自
分
が
知
っ
て
い
る
人
が
間

に
入
り
説
明
す
る
こ
と
で
、安
心
し
て
依

頼
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
分
かっ
た
。

Interview
あ
っ
と
い
う
間
の
清
掃
で

「
人
の
力
」
を
実
感

大
槌
保
育
園　

園
長八や

木ぎ

澤さ
わ 
弓ゆ

美み

子こ

さ
ん

　

被
災
し
た
園
舎
は
泥
だ
ら
け
で
し
た
。
泥

を
掃
除
し
よ
う
に
も
家
具
類
を
移
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、何
日
も
か
け
て
職

員
た
ち
が
外
に
出
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
自
分
た
ち
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て

何
？
」っ
て
い
う
状
況
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
話

を
聞
い
て
も
、最
初
は
頼
ま
な
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
う
い
う
支
援
を
頼
む
に
は
お
金
が
か
か
る

と
思
って
い
ま
し
た
し
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
」っ

て
訪
れ
た
方
を
不
審
者
じ
ゃ
な
い
か
と
疑
って

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、「
自
分
た
ち
の
園
の
こ

と
は
自
分
た
ち
で
」と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ

た
の
で
、そ
も
そ
も
人
を
頼
る
っ
て
い
う
考
え

が
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、無
償
で
依
頼
で
き
る
こ
と
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、依

頼
を
決
め
ま
し
た
。
実
際
に
頼
ん
だ
ら「
こ
う

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
」
と
。
３
〜
４
日
間
に

各
日
50
～
１
０
０
人
も
の
方
が
園
舎
に
来
ま

し
た
。
す
る
と
、「
こ
の
１
カ
月
、私
た
ち
は
何

を
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
」と
思
っ
て
し
ま
う
く

ら
い
、あっと
い
う
間
に
き
れ
い
に
なった
ん
で
す
。

「
人
の
力
って
す
ご
い
な
」と
思
い
ま
し
た
ね
。
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2011年12月10日に開催された「大槌鮭復興帰願祭」。震災後「鮭プ
ロジェクト」に参加した人々も駆け付けた

泥がたまった側溝を清掃するボランティアの人々

子どもたちの遊ぶ場所を確保するために開催された「わくわく子供広場」

仮設住宅入居者のコミュニティー形成や孤独死を防ぐ目的で開始したサ
ロン活動「お茶っこ隊」

■ 表7–2　ボランティア受け入れ団体・人数（2011年９月～2012年３月）

『大槌町社会福祉協議会東日本大震災記録誌「感謝～想いをつなぐ～」』から
※「花いっぱい」→「花いっぱいプロジェクト」、「鮭 P」→「鮭プロジェクト」、「菜の花 P」→「菜の花プロジェクト」

中
期
の
活
動

仮設住宅へ引っ越す住民の支援も行われた

公
共
的
支
援
に
シ
フ
ト

　

発
災
か
ら
約
半
年
が
た
っ
た
９
月
１

日
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は「
復

興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」に
名

称
を
変
更
し
、支
援
者
の
受
け
入
れ
を

続
け
た
。
こ
の
時
期
か
ら
は
、避
難
所
か

ら
仮
設
住
宅
への
引
っ
越
し
の
支
援
な
ど
、

「
個
人
へ
の
支
援
」も
引
き
続
き
行
わ
れ

た
が
、道
路
の
側
溝
や
海
岸
の
清
掃
の
よ

う
な
町
を
整
え
て
い
く
活
動
が
徐
々
に

増
加
し
た
。

　

ま
た
、仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
ほ
ぼ
完

了
し
、新
た
に
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
再

生
が
課
題
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、地
域

の
町
民
が
共
に
参
加
し
て
会
話
や
イ
ベン

ト
を
楽
し
む「
サ
ロ
ン
活
動
」も
主
な
支

援
の
一
つ
に
な
っ
た
。

町
民
の
「
慣
れ
」

　
こ
の
頃
に
な
る
と
、あ
ま
り
本
来
的
で

な
い
要
望
を
町
社
協
に
持
ち
込
む
町
民

も
出
て
き
た
。
町
社
協
職
員
や
支
援
者

に
慣
れ
て
き
た
こ
と
や
、震
災
直
後
の
緊

迫
し
た
状
況
か
ら
脱
却
し
、町
民
が
身

の
回
り
や
将
来
の
こ
と
を
具
体
的
に
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。

　

渡
辺
賢
也
さ
ん
は「
自
分
た
ち
の
生

活
に
即
し
た
ニ
ー
ズ
、例
え
ば
病
院
の
送

り
迎
え
や
、お
墓
の
掃
除
な
ど
。
本
来
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
は
ず
の
こ
と
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
頼
み
た
い
と
い
う
声
が
増
え

ま
し
た
」と
、町
民
の
態
度
に
変
化
が
あ

っ
た
こ
と
を
語
る
。

　

川
端
伸
哉
さ
ん
は
、中
期
の
問
題
点
に

つい
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
個
人
的
に
つ
な
がって
い
る
人
も

出
て
き
て
、そ
う
い
う
人
た
ち
は
社
協
を

通
さ
ず
ボ
ラ
ンテ
ィ
ア
を
頼
ん
で
い
ま
し
た
。

平
等
性
が
な
く
な
る
の
は
問
題
で
す
ね
。

う
ま
く
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
よ
」

Interview
親
睦
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
に

あ
り
が
た
い
協
力

小
鎚
第
８
仮
設
自
治
会　

元
会
長

芳は

賀が 
廣ひ

ろ

安や
す

さ
ん

　

当
時
１
２
０
戸
あ
っ
た
小
鎚
第
８
仮
設
で
、

私
は
自
治
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
町
内

で
も
大
き
い
仮
設
団
地
だ
っ
た
の
で
、４
班
に

分
け
て
自
治
会
の
運
営
に
当
たって
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
で
は
、団
地
住
民
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
に
、イ
ベン
ト
や
サ
ロ
ン
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
住
民
の
協
力
も
あ
り
、み
ん
な
で
協
力

し
て
企
画・運
営
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、町
内

外
の
い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
助
け
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
、イ
ベン
ト
を
企
画
で
き
た
ん
で
す
。

　

例
え
ば
、「
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
大
槌
ベ
ー
ス
」

と
い
う
団
体
に
は
、物
品
や
食
材
の
支
援
、当

日
の
運
営
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
と
し
て
物
が
十
分
に
そ
ろ
っ
て
い
な
い

こ
ろ
で
あ
り
、人
員
も
不
足
し
て
お
り
、大
変

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
以
外
に
も
、自
治
会
の
役
員

に
応
援
職
員
の
方
、町
役
場
や
岩
手
県
保
守

管
理
セ
ン
タ
ー
に
各
種
対
応
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
外
部
か
ら
の
支
援
に
関

し
て
困
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

月 団体 人数 泥出し
（がれき）炊き出し 花いっぱい 鮭P

（イトヨ）菜の花P 写真整理 掃除 引っ越し イベント お茶っこ 海岸清掃 草刈り その他

２
０
１
１
年

９月 342 5,129 1,756 36 0 1,290 304 1 18 113 56 635 0 20 900

10月 178 2,646 905 6 1 737 0 15 0 0 101 400 0 0 481

11月 144 1,846 494 86 0 304 0 6 0 0 63 520 0 0 373

12月 89 969 179 0 0 0 0 189 0 75 0 388 0 0 138

２
０
１
２
年

１月 98 314 38 0 0 0 0 201 0 9 45 0 0 0 21

２月 148 423 162 5 0 0 0 151 0 0 0 0 0 0 105

３月 163 863 440 40 0 0 0 52 8 6 89 0 0 0 228
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「花いっぱいプロジェクト」は、町民のボランティア参加を促すとともに大槌町に彩りを添えた

■ 表7–3　ボランティア受け入れ団体・人数（2012年4月～2013年3月）

月 団体 人数 泥出し
（がれき）炊き出し 花いっぱい 鮭P

（イトヨ）菜の花P 写真整理 掃除 引っ越し イベント お茶っこ 海岸清掃 草刈り その他 男性向け
サロン

２
０
１
２
年

４月 219 1,611 640 0 21 0 0 53 489 4 57 30 125 0 192
５月 497 2,103 341 0 83 0 58 91 244 14 61 73 753 30 355
６月 437 3,031 789 0 218 0 157 0 380 4 90 105 650 251 387
７月 468 2,062 248 0 211 0 105 0 190 10 155 182 547 241 173
８月 698 3,098 361 24 379 0 199 15 90 17 174 139 826 373 501
９月 450 2,111 314 20 230 0 62 0 36 25 97 65 584 344 334
10月 320 1,388 292 0 94 0 101 0 0 6 105 42 291 212 245
11月 72 458 98 0 47 0 49 0 0 7 53 65 0 23 97 19
12月 42 475 15 33 15 0 24 0 74 0 88 173 0 0 36 17

２
０
１
３
年

１月 24 144 0 0 0 0 45 0 0 0 16 54 0 0 15 14
２月 38 276 0 0 0 0 56 0 0 0 81 68 0 0 45 26
３月 47 523 0 29 0 0 80 0 28 15 128 68 0 0 153 22

『大槌町社会福祉協議会東日本大震災記録誌「感謝～想いをつなぐ～」』から
※「花いっぱい」→「花いっぱいプロジェクト」、「鮭 P」→「鮭プロジェクト」、「菜の花 P」→「菜の花プロジェクト」

後
期
の
活
動

「吉里吉里海岸清掃プロジェクト」で吉里吉里地区の砂浜を清掃する人た
ち。町内外から多くのボランティアが参加した

こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
で

　
２
０
１
２（
平
成
24
）年
４
月
、町
社
協

が
震
災
前
に
行
って
い
た
受
け
入
れ
態
勢

に
戻
り
、「
大
槌
町
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」に
名
称
を
変
更
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
に
は
、多
く
の
支
援
者
を
必

要
と
す
る
時
期
は
過
ぎ
、町
民
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
町
民

同
士
が
支
え
合
う
町
を
目
指
す
段
階

に
入
っ
た
。

　
「
自
分
た
ち
の
力
で
町
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
場
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
す
。
住
民
さ
ん
向
け
に
も『
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
って
な
ん
だ
ろ
う
か
』と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、自
分
た
ち

で
助
け
合
え
る
よ
う
な
勉
強
会
や
研
修

会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アっ

て
、そ
ん
な
難
し
く
な
い
ん
だ
よ
って
い
う

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
渡

辺
賢
也
さ
ん
は
話
す
。

町
民
の
意
識
変
え
た
い

　

町
社
協
は
、震
災
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
受
け
入
れ
る
態
勢
を
整
え
て

い
た
。
し
か
し
、町
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
理
解
し
て
い
る
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

渡
辺
さ
ん
は
、大
槌
町
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
関
係
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
「
町
内
全
体
と
し
て『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

と
い
う
用
語
自
体
、知
ら
な
い
人
が
多
かっ

た
と
思
い
ま
す
。
今
も『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

無
料
で
何
で
も
し
て
く
れ
る
人
』と
い
う

認
識
を
持
っ
て
い
る
人
は
多
い
と
思
う
の

で
、意
識
を
変
え
て
い
く
た
め
に
必
要
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

　

同
じ
目
的
を
持
って
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、複
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
情

報
共
有
を
せ
ず
に
活
動
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、必
要

な
情
報
や
人
手
を
共
有
し
、互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
効
果
的
な
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
。

そ
れ
が
12
年
７
月
に
町
社
協
が
立
ち
上

げ
た「
大
槌
町
N
P
O・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
連
絡
協
議
会
」で
あ
る
。
町
民
で

構
成
さ
れ
た
16
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

ま
と
め
て
組
織
化
さ
れ
た
。

　

川
端
伸
哉
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
地
元
の
団
体
に
は
高
齢
者
が
多
い
の

で
、ゆっ
く
り
、細
々
と
や
り
た
い
ん
で
す
。

そ
の
一
方
で
、町
外
か
ら
来
た
人
は『
あ

れ
や
り
た
い
、こ
れ
や
り
た
い
』と
毎
日

話
し
合
い
を
す
る
よ
う
な
人
た
ち
も
い

る
ん
で
す
。
こ
の
町
外
の
団
体
さ
ん
の
熱

に
地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
は
つ
い
て
い
け
な
い
。
強
く
押
さ

れ
る
と
や
る
気
が
な
く
な
って
し
ま
う
の

で
す
」

　

ま
た
、渡
辺
さ
ん
は「
い
ず
れ
町
外
の

団
体
は
、数
も
活
動
も
少
な
く
な
って
し

ま
う
の
で
、町
民
が
メ
イ
ン
の
団
体
だ
け

で
構
成
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
り

ま
し
た
」と
話
す
。

助
け
合
い
、
自
発
的
に

　

そ
の
都
度
、町
の
状
況
に
合
わ
せ
て
形

を
変
え
て
き
た
大
槌
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つい
て
、渡
辺
さ
ん
は

こ
う
話
す
。

　
「
住
民
が
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
け

る
よ
う
な
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
そ
れ
が
町
社
協
の
目
指
す
理
念
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

ち
ら
が
お
願
い
し
な
く
て
も
、自
発
的
に

自
分
た
ち
で
必
要
な
こ
と
を
や
って
い
け

る
よ
う
な
町
に
し
た
い
で
す
」

Interview
高
齢
者
が
多
い
地
域
で

入
居
者
の
交
流
を

屋
敷
前
ア
パ
ー
ト
自
治
会　

会
長

佐さ

さ々

木き 
睦む

つ

子こ

さ
ん

　

屋
敷
前
ア
パ
ー
ト
は
、２
０
１
６（
平
成
28
）

年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
災
害
公
営
住
宅
で
す
。

こ
こ
の
入
居
者
は
、高
齢
者
が
多
い
。
部
屋
に

閉
じ
込
も
っ
て
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、な
る
べ
く
部
屋
の
外
に
出
て

入
居
者
と
交
流
し
て
ほ
し
い
と
思
い
、行
事
や

イ
ベン
ト
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
主
な
内
容

は
、健
康
づ
く
り
の
イ
ベン
ト
や
映
画
鑑
賞
会
、

ク
リ
スマス
や
忘
年
会
な
ど
の
季
節
行
事
で
す
。

月
１
回
の
頻
度
で
民
生
委
員
に
よ
る
見
回
り

活
動
の
報
告
会
も
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
公
営
住
宅
で
あ
り
、運
営

が
難
し
い
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、他
の
市
町
村

の
災
害
公
営
住
宅
自
治
会
と
連
携
し
、取
り

組
み
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
年
月
が
た
っ
て
い
ま
す
が
、今
で

も
支
援
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
団
体
と
常
に
情

報
を
交
換
し
て
、交
流
を
図
って
い
く
こ
と
も

重
要
で
す
。
今
の
大
槌
町
は
復
興
が
落
ち
着

い
て
き
て
、徐
々
に
普
通
の
生
活
に
戻
っ
て
き

て
い
る
段
階
で
す
が
、そ
の
中
で
住
民
の
こ
と

を
考
え
た
支
援
を
し
て
く
れ
る
団
体
、わ
れ

わ
れ
住
民
の
心
に
寄
り
添
って
く
れ
る
団
体
と

一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

集
ま
り
、
支
え
る　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍　

後
期
の
状
況
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国内事業部長・国内災害対策室長広報部長

支
援
者
は
あ
の
時

　

私
が
岩
手
に
来
て
か
ら
大
き
な
地
震

は
何
回
か
あ
り
ま
し
た
が
、あ
の
震
災

の
恐
ろ
し
さ
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
で

す
。
電
気
が
回
復
し
て
、テ
レ
ビ
で
津
波

の
映
像
を
見
た
瞬
間
に「
こ
れ
は
す
ご
い

な
…
…
」と
。

　

従
業
員
の
家
族
も
被
災
し
て
い
る
し
、

何
か
少
し
で
も
手
助
け
で
き
な
い
か
。

そ
う
思
っ
て
い
た
と
き
に
、県
職
員
の
方

か
ら
金
ケ
崎
町
の
工
場
に「
沿
岸
へ
行
く

の
に
車
を
出
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
依
頼

が
入
り
ま
し
た
。
当
時
の
工
場
長
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、「
車
の
生
産
が
再
開
で

き
る
ま
で
は
、地
域
の
た
め
に
活
動
し
よ

う
」と
決
断
し
て
く
れ
、大
槌
町
内
の
活

動
に
、各
職
場
か
ら
選
抜
し
た
従
業
員

が
輪
番
制
で
加
わ
り
ま
し
た
。

　

約
１
カ
月
後
、私
た
ち
の
工
場
は
少

し
ず
つ
通
常
稼
働
に
戻
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
大
槌
に
行
き
、

泥
出
し
や
が
れ
き
撤
去
、仮
設
住
居
の

引
っ
越
し
の
手
伝
い
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
き
ま
し
た
。
当
社
で

トヨタ自動車東日本株式会社 岩手工場

忘
れ
ら
れ
な
い

大
槌
の
人
と
の
出
会
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
ん
だ

地
域
と
の
関
わ
り
方

は
、Ｋ
Ｙ
Ｔ
と
い
う
危
険
予
知
訓
練
を
し

て
か
ら
作
業
に
入
り
ま
す
。
け
が
を
し

な
い
た
め
の
対
策
な
ど
、安
全
に
気
を
付

け
る
会
社
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、災
害
現
場

で
も
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

大
槌
で
は
た
く
さ
ん
の
人
と
の
触
れ
合

い
が
あ
り
ま
し
た
。
仮
設
住
居
で
支
援

物
資
を
配
っ
て
い
た
時
に
は
、休
憩
中
に

避
難
者
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が「
今
日
は
あ
り
が
と
う
！ 

暑
い
か
ら

こ
れ
食
べ
て
っ
て
！
」と
言
っ
て
、冷
凍
し

た
バ
ナ
ナ
を
差
し
出
し
て
く
れ
た
。
あ
の

時
の
こ
と
は
本
当
に
う
れ
し
く
て
、一
生

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
震
災
を
経
て
、地
域
に
対
す
る
企

業
の
関
わ
り
方
を
学
び
ま
し
た
。
あ
と

１
年
で
私
は
定
年
を
迎
え
ま
す
が
、少

人
数
で
も
いい
か
ら
今
後
も
支
援
を
続
け

て
ほ
し
い
。
当
社
が
大
槌
と
内
陸
を
結
ぶ

パ
イ
プ
に
な
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

工務部　工場管理室

　

グ
ッ
ド
ネ
ー
バ
ー
ズ・ジ
ャ
パ
ン
は
世
界

35
カ
国
で
支
援
を
行
って
い
る
団
体
で
す
。

本
部
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
り
、日
本
事
務
局

が
設
立
さ
れ
た
の
は
２
０
０
４（
平
成
16
）

年
で
し
た
が
、日
本
で
の
活
動
は
東
日
本

大
震
災
が
初
め
て
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
発
災
の
３
日
後
、目
的
地

も
決
め
ず
に
、レ
ン
タ
カ
ー
で
被
災
地
方

面
に
向
か
い
ま
し
た
。
山
形
で
支
援
物

資
を
調
達
し
な
が
ら
情
報
を
集
め
て
い

る
と
、岩
手
の
釜
石・大
槌
で
被
害
が
大

き
い
と
知
り
、実
際
に
足
を
運
ん
で
み
る

こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
特
に
大
槌
は
役

場
も
被
災
し
、被
災
者
の
支
援
が
大
き

く
遅
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、ま
ず
は
北

上
市
の
短
期
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り
、

大
槌
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
が

れ
き
の
撤
去
や
、砂
浜
の
清
掃
活
動
、心

の
ケ
ア
、そ
し
て
漁
業
再
開
支
援
な
ど

を
行
い
ま
し
た
が
、初
め
は
現
地
に
知
り

合
い
が
い
た
わ
け
で
は
な
く
、ま
っ
た
く

知
ら
な
い
横
文
字
の
団
体
が
入
って
き
た

と
い
う
こ
と
で
、皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
は
あ

り
ま
し
た
ね
。

認定 NPO 法人グッドネーバーズ・ジャパン

武
た け

鑓
や り

 史
ふ み

恵
え

さん（右） 楽
ら く

山
や ま

 勲
い さ お

さん飯
い い

島
じ ま

 史
ふ み

絵
え

さん（左）

知
ら
な
い
自
分
た
ち
を

受
け
入
れ
て
く
れ
た
大
槌
町

地
元
の
人
た
ち
が
つ
く
る

こ
れ
か
ら
の
町
に
期
待

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
前
面
に
立
っ

て
復
興
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
、事

務
作
業
な
ど
、皆
さ
ん
の
手
が
回
ら
な

い
部
分
を
補
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
協
や
役
場
の
方
々
は
被
災
者
で
も
あ

り
、当
時
は
自
分
た
ち
の
生
活
を
続
け

て
い
く
の
に
も
大
変
な
状
況
。
一
方
で

私
た
ち
は
途
上
国
駐
在
の
経
験
も
あ
っ

た
の
で
、想
定
外
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
と

き
の
対
応
に
は
慣
れ
て
い
た
部
分
も
あ

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
が
で
き
、少
し
は
お
役
に
立
て
た
の

か
な
と
思
って
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
続
け
て
い
く
う

ち
に
、私
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
、一
緒

に
活
動
し
て
く
れ
る
人
も
増
え
ま
し
た
。

　

た
だ
、い
ず
れ
は
地
元
の
人
た
ち
が
主

体
と
な
っ
て
、町
を
復
興
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
、私
た
ち
は
13（
同
25
）

年
の
９
月
を
も
って
東
北
で
の
復
興
支
援

活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。いつ
ま
で
も
被

災
地
と
呼
ば
れ
な
い
よ
う
、意
見
を
ど
ん

ど
ん
言
い
な
が
ら
、皆
さ
ん
で
前
を
向
い
て
、

本
当
の
復
興
を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
。

集
ま
り
、
支
え
る　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍　

支
援
者
は
あ
の
時
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明
治
学
院
大
学（
本
部・
東
京
都
港

区
）は
震
災
直
後
か
ら
、主
に
吉
里
吉
里

地
区
で
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
展
開
し
て
き
た
。
建
学
の
精
神
に
基

づ
く
、
被
災
地
の
復
興
支
援
活
動「D

ド
ゥ

o 

f

フ
ォ
ー

or S

ス
マ
イ
ル

m
ile

＠ア
ッ
ト
東
日
本
」プ
ロ
ジェク
ト
の

一
環
。
活
動
は
緊
急
期
の
炊
き
出
し
や

物
資
の
仕
分
け
作
業
、今
も
続
く
小
中

学
生
が
対
象
の
学
習
支
援
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、２
０
１
９（
平
成
31
）年
３
月
現

在
で
延
べ
１
３
８
０
人
の
学
生
が
現
地
に

足
を
運
ん
だ
。
町
民
た
ち
と
の
触
れ
合
い

か
ら
学
ん
だ
も
の
は
何
か
。
現
役
生
６
人

と
卒
業
生
１
人
に
聞
い
た
。

　

現
役
生
６
人
は
震
災
当
時
、小
学
６

年
～
中
学
２
年
。
１
人
を
除
い
て
関
東

地
方
に
住
ん
で
い
て
、一
様
に
大
き
な
衝

撃
を
受
け
た
。
社
会
学
部
２
年
の
荻お

ぎ

野の

満ま

帆ほ

さ
ん（
19
）は「
そ
の
時
か
ら
何
か

し
た
い
と
い
う
思
い
が
ず
っ
と
あ
っ
た
」。

高
校
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
」に
入
り
、被

災
地
行
き
を
希
望
し
た
が
、か
な
わ
な

かった
。
法
学
部
３
年
の
寺て

ら

西に
し
な
つ
み
さ
ん

（
20
）も
募
金
し
か
で
き
ず
、「
無
力
感
」

に
囚
わ
れ
た
。
問
題
意
識
の
受
け
皿
に

な
っ
た
の
が
、同
大
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
っ
た
。

夏
休
み
に
学
習
支
援

　

学
生
ら
は
主
に
、小
中
一
貫
教
育
校

の
吉
里
吉
里
学
園
で
の
学
習
支
援
や
地

区
行
事
の
手
伝
い
を
す
る
。
荻
野
さ
ん

は
18（
同
30
）年
８
月
、同
学
園
小
学
部

で
夏
休
み
の
宿
題
を
見
る「
コ
ラ
ボ・ス

ク
ー
ル
」に
参
加
。
児
童
た
ち
と
姓
で
な

く
名
前
で
呼
び
合
い
、笑
顔
が
弾
け
る
。

荻
野
さ
ん
は「
地
域
の
方
々
は『
来
て
く

れ
る
だ
け
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
言
って
く

れ
る
。
私
た
ち
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
じ
ゃ
な
い
と
確
信
し
ま
し
た
」と
成

果
を
強
調
し
た
。

　

法
学
部
３
年
の
橘き

つ

田だ

樹み
き

さ
ん（
22
）は

太
平
洋
岸
の
浜
松
市
で
育
ち
、小
学
生

の
頃
か
ら
東
海
地
震
の
危
機
を
身
近
に

感
じ
て
き
た
。
進
学
し
た
高
校
に
は
津

波
か
ら
逃
げ
る
安
全
な
避
難
場
所
が
な

か
っ
た
。「
浜
松
は
台
風
な
ど
災
害
が
多

い
町
。
僕
も
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

と
比
較
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
」

　

橘
田
さ
ん
は
、経
済
的
な
事
情
な
ど

で
塾
に
通
え
な
い
中
学
生
に
勉
強
を
教

え
る
東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
る
。「
学
習
の
格
差
は
、原
因
の
違
い

は
あ
っ
て
も
社
会
的
な
課
題
。
被
災
地

の
生
の
声
を
遠
く
離
れ
た
東
京
に
も
伝

え
ら
れ
た
ら
」と
い
う
。

好
き
だ
か
ら
で
き
る

　

現
役
生
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を

２０１８年６月、町文化交流センターおしゃっちの開館行事を手伝いに訪れた明治学院大生。右から大根さん、
桑山さん、荻野さん、橘田さん、寺西さん、渡辺さん

「
他
者
へ
の
貢
献
」
実
践

学
生
ら
、
町
民
と
交
流
深
く

建
学
の
精
神
で
復
興
支
援 

明
治
学
院
大
学
の
活
動

大槌への愛情が高じて移住した卒業生の
生田みずきさん

将
来
に
ど
う
生
か
し
た
い
の
か
。

　
法
学
部
２
年
の
渡わ

た

辺な
べ

芽め

依い

さ
ん（
19
）は
、

被
災
者
と
の
交
流
に「
ど
こ
ま
で
踏
み
込

ん
だ
質
問
を
し
て
い
い
の
か
と
か
、人
と
の

距
離
感
を
学
ん
で
い
ま
す
」。
そ
う
し
た

学
び
を
糧
に
、司
法
書
士
を
目
指
す
。
社

会
学
部
２
年
の
大お

お

根ね

萌も
え

花か

さ
ん（
19
）は
、

震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
児
童
と
の
触
れ

合
い
か
ら
、事
実
や
教
訓
を
次
世
代
に
伝

え
る
難
し
さ
を
痛
感
。
町
民
と
の
語
ら
い

を「
自
分
が
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
を
聞

け
る
大
切
な
機
会
」と
捉
え
る
。

　

文
学
部
２
年
の
桑く

わ

山や
ま

紗さ

也や

香か

さ
ん

（
20
）は
、在
籍
す
る
英
文
学
科
で
学
ん

だ
英
語
を
武
器
に「
い
ろ
ん
な
所
で
い
ろ

ん
な
人
と
関
わ
り
た
い
」。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
し
て「
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
」を
培

い
、ホ
テ
ル
ス
タ
ッフ
な
ど
観
光
関
連
の
業

種
に
就
く
こ
と
を
夢
見
る
。

　

寺
西
さ
ん
は
通
う
た
び
に「
ど
ん
ど
ん

吉
里
吉
里
が
好
き
に
」な
る
一
方
、大
学

の
活
動
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
交
流
と
の
線

引
き
を
ど
こ
に
す
る
か
、悩
み
も
し
た
。

し
か
し
今
は「
好
き
だ
か
ら
こ
そ
、実
際

に
足
を
運
ん
だ
自
分
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
が
あ
る
」
と
悟
り
、「
関
東
で
も

震
災
の
風
化
が
進
ん
で
い
る
。
ず
っ
と（
被

災
地
を
）考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
」。い

ず
れ「
地
域
お
こ
し
の
団
体
な
ど
で
働
け

れ
ば
」と
い
い
、「
大
槌
で
？
」と
水
を
向

け
る
と「
そ
う
で
す
ね
」と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

ほ
れ
込
ん
で
移
住

　

震
災
の
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し

て
こ
の
町
に
ほ
れ
込
み
、当
地
で
暮
ら
す

ま
で
に
な
っ
た
卒
業
生
が
い
る
。
会
社
員

の
生い

く

田た

み
ず
き
さ
ん（
26
）。
釜
石
市
が

本
社
の
水
産
加
工
会
社
で
営
業
を
担
当

し
、三
陸
産
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
無
添

加
で
調
理
し
た
冷
凍
食
品
を
学
校
給
食

用
な
ど
の
販
路
に
乗
せ
る
。

　

震
災
は
、大
学
入
学
が
決
ま
り
、実

家
の
あ
る
京
都
市
に
い
た
時
に
起
き
た
。

津
波
の
映
像
を
見
て
も
現
実
と
思
え
ず
、

「
東
京
よ
り
上
に
行
っ
た
こ
と
も
な
か
っ

た
」。
仲
良
く
な
っ
た
男
子
学
生
が
宮
城

県
出
身
で
、足
し
げ
く
被
災
地
に
通
って

い
た
。
影
響
を
受
け
、同
大
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
門
を
た
た
く
。
が
れ
き
の

隙
間
に
夏
草
が
青
々
と
生
い
茂
る
７
月
、

初
め
て
町
に
下
り
立
ち
、支
援
物
資
の
仕

分
け
を
行
っ
た
。
そ
の
後
は
毎
月
の
よ
う

に
吉
里
吉
里
を
訪
れ
、森
林
再
生
を
促

す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
吉
里
吉
里
国
」で
間
伐

の
手
伝
い
な
ど
を
し
た
。

人
と
食
が
魅
力

　
「
自
分
の
中
で
吉
里
吉
里
に
色
が
付
い

た
」瞬
間
が
あ
る
。
岸
壁
で
ア
イ
ナ
メ
や

ド
ン
コ（
エ
ゾ
エ
イ
ナ
メ
）を
釣
り
、地
元
の

調
理
法
を
教
わ
っ
た
。「
震
災
だ
け
じ
ゃ

な
い
ん
だ
。
こ
こ
に
住
ん
で
み
た
い
」。
卒

業
後
、専
門
商
社
で
２
年
働
い
た
が
、人

と
食
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
大
槌
が
忘
れ

ら
れ
ず
、今
の
会
社
に
転
職
し
た
。「
吉

里
吉
里
の
人
た
ち
が
私
に
し
て
く
れ
た

よ
う
に
、将
来
住
ん
だ
土
地
で
食
べ
物
や

食
べ
る
知
恵
を
誰
か
に
分
か
ち
与
え
る

生
活
が
で
き
れ
ば
幸
せ
で
す
」

（
取
材
／
２
０
１
８
年
６
、８
月
）

明
治
学
院
大
の

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
」
の
考
案
で

知
ら
れ
る
、
同
大
創
設
者
で
米
人
医

師・宣
教
師
の
Ｊ・Ｃ・ヘ
ボ
ン（
１
８
１
５

～
１
９
１
１
）
の
教
育
理
念D

ド
ゥ

o f

フ
ォ
ー

or 

O

ア
ザ
ー
ズ

thers

（
他
者
へ
の
貢
献
）の
意
を
く

み
、１
９
９
５（
平
成
７
）年
の
阪
神・淡

路
大
震
災
を
契
機
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
東
日
本
大
震

災
の
発
生
翌
月
に
大
槌
町
や
宮
城
県
気

仙
沼
市
で
活
動
を
開
始
。
翌
年
３
月
に

大
槌
町
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の「
協
働
連

携
協
定
」
を
結
ん
だ
。
津
波
で
大
部
分

が
流
さ
れ
た
、吉
里
吉
里
地
区
の
方
言

を
収
載
す
る『
吉
里
吉
里
語
辞
典
』を

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
し
、復
刻
本
の
出

版
を
後
押
し
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

支
援
も
行
っ
た
。

集
ま
り
、
支
え
る　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍　

明
治
学
院
大
学
の
活
動
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よ
り
よ
い
世
の
中
を
ど
う
作
る
か

深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に

　
大
津
波
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
町
や
人
を

助
け
よ
う
と
、全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
が
駆
け
付
け
た
。
北
九
州
市
門
司
区

で
焼
き
肉
店
を
営
む
巖
洞
秀
樹
さ
ん（
44
）も

そ
の
１
人
だ
。
震
災
か
ら
２
カ
月
後
、吉き

里り

吉き

里り

地
区
で
側
溝
の
泥
出
し
に
従
事
し
た
経
験

が「
人
生
を
大
き
く
変
え
」、現
在
は
防
災
関

連
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
取
り
組
む
。

― 
震
災
か
ら
間
も
な
く
、大
槌
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
た
き
っ
か
け
は
。

　
妻
の
母
親
が
所
属
す
る
宗
教
団
体
で
要
員

を
募
集
し
て
お
り
、即
座
に「
行
き
ま
す
」
と

返
答
し
ま
し
た
。
僕
は
港
湾
土
木
の
現
場
監

督
だ
っ
た
経
歴
が
あ
り
、教
団
側
は
そ
う
い
う

人
材
を
派
遣
し
た
か
っ
た
よ
う
で
す
。
釜
石
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で「
吉
里
吉
里
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、そ
の
時
は
吉
里

吉
里
っ
て
素
敵
な
名
前
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

― 

大
槌
に
入
っ
た
の
が
５
月
下
旬
。

　
焼
け
野
原
に
焦
げ
た
臭
い
が
漂
い
、言
葉

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
衛
隊
の
車
両
や
全

国
の
パ
ト
カ
ー
、そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お

坊
さ
ん
た
ち
の
姿
。
そ
れ
ら
が
最
初
に
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
光
景
で
す
。

　
吉
里
吉
里
で
は
、海
岸
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
の
浸
水
地
域
で
、幅
１
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
側
溝
に
た
ま
っ
た
泥
を
土
の
う
に
詰
め

て
脇
に
積
み
上
げ
、水
は
け
を
良
く
す
る
作

業
を
し
ま
し
た
。
３
日
間
、４
人
が
か
り
で
ス

コ
ッ
プ
を
振
る
い
、50
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
掘
り

進
み
ま
し
た
。

　
僕
ら
が
作
業
を
し
て
い
た
辺
り
に
、流
さ

れ
た
美
容
室
が
あ
り
ま
し
た
。
お
店
の
女
性

が
来
て
、仕
事
道
具
を
見
つ
け
た
ら
取
っ
て
お

い
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
疑
似
餌
が

い
っ
ぱ
い
出
て
き
た
の
で
、そ
の
こ
と
を
伝
え

る
と
「
隣
が
イ
カ
釣
り
漁
師
さ
ん
で
す
。
今

は
生
き
て
い
る
の
か
、死
ん
だ
の
か
も
分
か
ら

な
い
」
と
言
い
、と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
吉
里
吉
里
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
僕
ら

に
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
人
か
ら
「
児
童
の

３
割
く
ら
い
は
親
を
亡
く
し
て
い
る
が
、元
気

で
が
ん
ば
っ
て
い
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
、

思
わ
ず
涙
が
出
ま
し
た
。
僕
も
今
、子
ど
も

が
５
人
い
ま
す
の
で
。

― 

そ
の
３
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
は
。

　
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
僕
の
人
生
を
変

え
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
一
つ
は「
世

の
中
、思
う
よ
う
に
う
ま
く
は
い
か
な
い
」。

も
う
一
つ
は
「
天
災
は
善
人
も
悪
人
も
区
別

し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
、な

ぜ
自
分
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
、子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、ど
う
や
っ
た
ら
良
い
世

の
中
を
作
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
深

く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
己
完
結

す
る
の
は
も
う
や
め
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

― 

大
津
波
で
全
て
が
いっぺ
ん
に
な
く
な
っ
た
。

　
そ
の
時
に
撮
っ
た
写
真
を
地
元
で
プ
リ
ン

ト
し
ま
し
た
。
写
真
屋
の
86
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
「
昭
和
28（
１
９
５
３
）年
に
門
司
で
起

き
た
大
水
害
に
そ
っ
く
り
だ
。
あ
な
た
は
こ

の
水
害
で
犠
牲
に
な
っ
た
１
人
で
、生
ま
れ
変

わ
っ
て
震
災
を
見
る
使
命
が
あ
っ
た
ん
だ
」と
。

見
え
な
い
縁
が
あ
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
お
金
よ
り
も
大
切
な
も
の
が
あ
り
、そ
れ

は
目
に
は
見
え
な
い
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
、防

災
教
育
に
も
貢
献
し
よ
う
と
、今
、阪
神・淡

路
大
震
災
の
被
災
者
が
立
ち
上
げ
た
、楽
し

み
な
が
ら
行
う
次
世
代
型
の
防
災
訓
練
の
事

業
を
九
州
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

を
ぜ
ひ
大
槌
町
で
も
や
り
た
い
で
す
。

（
取
材
／
２
０
１
８
年
６
月
）

Episode file
～ボランティア～

巖
が ん ど う

洞 秀
ひ で

樹
き

さん

震災直後のボランティア

震災時に泥出しのボランティアをした場所で

152

「
新
し
い
町
」を
つ
く
る

高い防潮堤に頼らない町づくりの方針を打ち出した赤浜地域復興協議会

大槌町の復興まちづくりでは、

住民と行政が対話を重ねながら

都市計画を練り上げていった。

計画策定の段階から関わってきた住民に

自分たちの暮らす町をどのように思い描いてきたのかを聞いた。
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など

復
興
計
画
策
定
へ
の
道

　

震
災
に
よ
っ
て
当
時
の
加か

藤と
う

宏こ
う

暉き

町

長
が
犠
牲
と
な
り
、町
長
不
在
の
期
間

が
２
０
１
１（
平
成
23
）年
８
月
ま
で
続

く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
間
、復
興
計
画

策
定
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、４
月
に

災
害
復
興
室
、５
月
に
大
槌
町
震
災
復

興
計
画
準
備
室
が
設
置
さ
れ
、震
災
復

興
基
本
方
針
素
案
な
ど
の
協
議
が
行
わ

れ
た
。
同
計
画
策
定
は
、８
月
29
日
に

碇い
か
り

川が
わ

豊ゆ
た
か

新
町
長
が
就
任
し
た
後
、本
格

的
に
動
き
出
し
、９
月
30
日
に
大
槌
町

災
害
復
興
基
本
条
例
と
大
槌
町
災
害

復
興
基
本
方
針
が
制
定
さ
れ
た
。
同
基

本
条
例
の
大
き
な
特
色
は
、４
条
３
項
に

「
町
長
は
…
…
復
興
対
策
の
実
施
に
当

た
って
は
、町
民
等
及
び
復
興
町
民
組
織

の
適
正
な
合
意
形
成
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
あ
る
こ
と
だ
。
同
基
本
方

針
に
も「
町
民
の
声
が
届
く
、町
民
に
よ

る
町
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま

す
」と
明
記
す
る
な
ど
、町
長
不
在
に
よ

る
復
興
事
業
の
空
白
を
住
民
主
体
で
埋

め
る
こ
と
を
宣
言
す
る
形
に
な
っ
た
。

2011年10月に行われた第2回安渡地域復興協議会

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

三
つ
の
会
議
体
設
置

　

11
年
10
月
以
降
、主
に「
地
域
復
興

協
議
会
」「
復
興
ま
ち
づ
く
り
創
造
懇

談
会
」「
再
生
創
造
会
議
」
と
い
う
三
つ

の
会
議
体
で
復
興
計
画
に
向
け
た
話
し

合
い
が
進
め
ら
れ
た
。

　

地
域
復
興
協
議
会
は
、地
域
住
民
が

参
加
し
て
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
組
織
で
あ
る
。
全
町
民
を
対

象
と
し
た
全
体
会
と
、町
内
を
10
の
地

域
に
分
け
て
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
つい
て

議
論
し
合
う
協
議
会
を
設
置
し
た
。
10

地
域
の
協
議
会
に
は
、東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
社
会
基
盤
学
専
攻
の

中
井
祐
教
授
ほ
か
８
人
の
学
識
経
験
者

が
入
り
、議
論
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担

当
し
た
。

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
創
造
懇
談
会
は
、

町
長
の
求
め
に
応
じ
て
専
門
家
が
意
見・

提
言
を
す
る
場
と
し
て
設
置
。
新
し
い

大
槌
町
の
展
望
や
早
期
解
決
が
望
ま
れ

る
短
期
的
課
題
か
ら
、５
年
先
、10
年
先

を
見
通
し
た
中
長
期
の
課
題
に
至
る
ま

で
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

　

再
生
創
造
会
議
は
、学
識
経
験
者
や

町
議
会
議
員
、
行
政
機
関
、
町
の
各
界

代
表
者
で
構
成
し
、復
興
計
画
に
つ
い
て

幅
広
く
意
見
交
換
す
る
場
と
し
て
設
置

さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
会
議
体
の
議
論
結
果
を

踏
ま
え
た「
大
槌
町
東
日
本
大
震
災
津

波
復
興
計
画
基
本
計
画
」が
、11
年
12
月

26
日
の
町
議
会
で
審
議
、承
認
さ
れ
た
。

計
画
策
定
後
の
動
き

　

復
興
計
画
は
そ
の
後
見
直
さ
れ
、14

（
同
26
）年
３
月
、「
大
槌
町
東
日
本
大

震
災
津
波
復
興
計
画
基
本
計
画
改
定

版
」が
公
表
さ
れ
た
。
改
定
版
で
は
、安

心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
の
下
で
、①
充

実
し
た
医
療・福
祉
や
子
育
て
、コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
な
ど
の「
社
会
生
活
基
盤
」②
安

定
的
な
生
業
を
確
保
す
る「
経
済
産
業

基
盤
」③
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る「
教
育
文
化
基
盤
」
―
―
の
三
つ
の
基

盤
が
一
体
に
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
う
た
って
い
る
。

　

12（
同
24
）年
以
降
、地
域
ご
と
に
復
興

事
業
の
進
捗
状
況
を
説
明
す
る
場
と
し

て
、「
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
設

置
さ
れ
た
。
13（
同
25
）年
度
か
ら
は
、地

域
復
興
協
議
会
が
再
開
さ
れ
、復
興
計
画

の
見
直
し
に
合
わ
せ
、各
地
域
の
ソ
フ
ト

施
策（
自
治
会
活
動
な
ど
の
地
域
活
動
）

に
つい
て
話
し
合
っ
た
。
14
年
度
以
降
は
、

ソ
フ
ト
施
策
の
議
論
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、各
地
域
の
復
興
事
業
の
進
捗
状
況
に

基
づ
い
た
ハ
ー
ド
整
備（
街
路
や
集
会
施

設
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
）が
議
題
に
な
っ
た
。 

　

13
年
３
月
に
設
置
さ
れ
た「
大
槌
町
デ

ザ
イ
ン
会
議
」で
は
、各
地
域
の
復
興
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
公
共
施
設
や
公
共

空
間
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
議
論
。
各
地

域
住
民
が
主
体
的
に
参
画
し
、学
識
経

験
者
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、役

場
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
交
え
た
体
制
と

な
っ
た
。
14
年
に
議
論
し
た
内
容
や
結
果

が「
大
槌
町
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
」
と
し
て

取
り
ま
と
め
ら
れ
、復
興
事
業
の
空
間

形
成
の
指
針
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。 

■ 図8–1　町災害復興本部と各会議体の関係
『東洋大学 PPP 研究センター紀要 No.3 2013』「岩手県大槌町の震災復興の現状と課題」から引用

Interview
難
し
か
っ
た
意
見
集
約

町
民
と
の
関
わ
り
深
く

大
槌
町
役
場
　
総
務
課
総
務
広
聴
班
　
班
長

小お

國ぐ
に 
晃こ

う

也や

さ
ん

　

震
災
前
は
福
祉
課
で
障
害
者
関
係
の
業
務

を
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
後
は
災
害
復
興
室

に
異
動
に
な
り
、復
興
計
画
策
定
や
情
報
系

の
復
旧
に
携
わ
り
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
運
営
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
復
旧
や

更
新
が
主
な
業
務
で
し
た
。
大
槌
の
状
況
を

外
部
へ
発
信
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

協
議
会
の
議
案
は
、町
長
と
素
案
を
作
って

す
り
合
わ
せ
、そ
れ
を
基
に
た
た
き
台
を
作
り
、

町
民
の
方
々
に
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
形
式

で
し
た
。
協
議
会
の
全
体
的
な
課
題
は
、参

加
者
が
少
な
く
、い
つ
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た

こ
と
で
す
。
若
者
が
お
ら
ず
意
見
が
な
か
な

か
聞
け
な
か
っ
た
。
ま
た
、高
台
移
転
か
町
を

残
す
か
な
ど
、意
見
が
分
か
れ
た
と
き
の
ま

と
め
方
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

　

町
民
説
明
会
で
は
、町
民
と
の
関
わ
り
を

よ
り
深
く
持
て
て
よ
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

町
外
の
市
町
村
や
他
県
か
ら
の
応
援
職
員
が

矢
面
に
立
つ
こ
と
も
多
く
、本
当
に
苦
労
を

掛
け
ま
し
た
。
で
も
、応
援
職
員
を
含
め
た

私
た
ち
役
場
職
員
は
、よ
い
意
味
で
タ
フ
に
な

れ
た
し
、困
難
を
乗
り
越
え
る
力
が
付
い
た

と
思
い
ま
す
。

「
新
し
い
町
」
を
つ
く
る　

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
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凡例
【居住系】

【非居住系】
産業用地
公園・緑地等

公共施設等
既存道路・都市計画道路
道路の改修・新設
盛土エリア

浸水エリア（全壊・半壊）

既存住宅地
移転住宅地（候補）

盛土造成
（住商混在）

砂浜の復活

JR山田線

幹線道路

避難路の確保

観光エリア
（オートキャンプ場等）

漁港の早期復旧

検
討
会
で
民
意
反
映

　

吉
里
吉
里
は
、白
い
砂
浜
が
広
が
る

海
水
浴
場
に
漁
港
や
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
係
留
施
設
）な
ど

が
隣
り
合
わ
せ
、内
陸
に
は
小
中
学
校
の

ほ
か
高
齢
者
福
祉
施
設
が
立
地
す
る
地

域
。
地
区
内
の
宅
地
は
、海
岸
か
ら
山
に

か
け
て
緩
や
か
な
傾
斜
が
続
く
土
地
の

形
状
を
生
か
し
た
場
所
に
あ
っ
た
が
、標

高
10
メ
ー
ト
ル
程
度
の
中
心
街
は
津
波

で
浸
水
し
た
。

　

同
地
区
の
復
興
計
画
策
定
は
、町
が

主
催
し
た
地
域
復
興
協
議
会
か
ら
始

ま
っ
た
。
第
１
回
協
議
会
で
は
、従
来
の

地
域
の
中
心
部
を
再
建
し
つつ
、旧
Ｊ
Ｒ

山
田
線
よ
り
山
側
の
高
台
に
新
た
な
移

転
住
宅
地
を
造
成
す
る
案
が
町
か
ら
提

示
さ
れ
た
。
住
民
か
ら
は
、「
生
命
を
守

る
防
潮
堤
も
大
事
だ
が
日
々
の
生
活
も

大
事
。
吉
里
吉
里
は
年
間
５
～
６
万
人

が
訪
れ
る
観
光
地
で
あ
り
、防
潮
堤
の

高
さ
を
検
討
す
る
際
に
は
景
観
を
十
分

考
慮
し
て
も
ら
い
た
い
」な
ど
と
観
光
地

の
再
興
を
念
頭
に
置
い
た
意
見
が
出
さ

ま
ち
づ
く
り 

吉
里
吉
里
地
区

れ
た
。

　

住
民
主
体
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
は
第

１
回
協
議
会
終
了
後
、大
き
く
動
き
出

し
、住
民
独
自
で
企
画
し
た
復
興
計
画

を
検
討
す
る
会
を
３
回
実
施
し
た
。
顔

な
じ
み
の
住
民
同
士
が
自
由
に
発
言
で

き
る
場
と
なった
独
自
検
討
会
で
は
当
初
、

い
ず
れ
も
町
が
示
し
た
、防
潮
堤
の
高

さ
を
従
来
の
海
面
か
ら
６・４
メ
ー
ト
ル

と
す
る
案
と
、12・８
メ
ー
ト
ル
と
す
る
案

の
二
つ
の
選
択
肢
の
間
で
意
見
が
分
か
れ

て
い
た
。
従
来
の
高
さ
を
希
望
す
る
住

民
か
ら
は「
高
い
防
潮
堤
は
生
活
し
て
い

て
圧
迫
感
が
あ
る
」「
観
光
地
の
景
観
と

し
て
ど
う
か
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、「
住
民
や
観
光
客
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
防
潮
堤
は
高
い
方

が
よ
い
」と
い
う
声
が
台
頭
。
両
者
は
一

時
拮
抗
し
た
が
、独
自
検
討
会
で
の
対

話
を
経
て
、人
々
の
安
全
を
最
優
先
す

る
な
ど
の
観
点
か
ら
防
潮
堤
の
高
さ
は

12・８
メ
ー
ト
ル
案
が
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
意
見
を
受
け
て
、第
２
回

以
降
の
協
議
会
で
は
、砂
浜
再
生
の
た
め

の
下
水
道
整
備
な
ど
、海
の
水
質
に
配

2014年夏、吉里吉里海岸海水浴場で震災後初の海開きがあり、多くの
人でにぎわった

慮
し
た
観
光
地
化
を
核
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
が
住
民
か
ら
積
極
的
に
提
案
さ
れ

た
。
砂
浜
を
再
生
す
る
こ
と
は
、子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
の
整
備
に
も
つ
な
が
り
、

吉
里
吉
里
の
誇
り
で
あ
る
美
し
い
砂
浜

の
復
元
を
目
指
す
方
向
で
住
民
合
意
が

図
ら
れ
た
。

　

海
岸
に
至
近
で
津
波
で
浸
水
し
た

住
宅
地
の
高
台
移
転
は
行
わ
ず
、国
道

45
号
を
山
側
に
移
設
、そ
の
周
辺
に
位

置
す
る
従
前
の
中
心
地
に
盛
り
土
を
し

て
、宅
地
や
商
業
地
を
造
り
出
す
こ
と

に
し
た
。
こ
の
判
断
は
、高
台
移
転
で
従

来
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
分
散
化
さ
せ
ず
、

居
住
地
を
少
し
で
も
高
い
場
所
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
集
約
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
も

の
だ
。
背
景
に
は
、昭
和
三
陸
地
震
津
波

（
１
９
３
３
年
）の
後
、住
民
が
独
自
に

復
興
計
画
を
立
て
、地
域
の
中
心
を
残

し
な
が
ら
居
住
エ
リ
ア
を
移
す
こ
と
で

安
全
と
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
維
持
を
図
っ
た
過

去
の
教
訓
の
継
承
が
あ
っ
た
。
吉
里
吉
里

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
は
、こ
の
よ

う
に
、▽
自
然
や
環
境
に
配
慮
す
る
▽
地

域
の
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
を
大
切
に
す
る
▽
安

全
を
最
優
先
と
す
る
―
―
こ
と
で
ま
と

め
ら
れ
た
。

公
民
館
を
地
域
の
核
に

　

吉
里
吉
里
地
区
は
震
災
以
前
か
ら
、

故
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
小
説『
吉
里
吉

里
人
』に
登
場
す
る「
吉
里
吉
里
国
」を

連
想
さ
せ
る
よ
う
な
、独
立
性
の
高
い
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
言
っ

て
よ
い
。
発
災
直
後
に
地
域
主
導
で「
吉

里
吉
里
地
区
災
害
対
策
本
部
」が
発
足

し
、避
難
所
の
運
営
や
重
機
を
活
用
し

た
が
れ
き
撤
去
、ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料

確
保
、支
援
物
資
の
受
け
入
れ
と
配
給

を
行
う
な
ど
、行
政
に
頼
ら
ず
に
対
応

し
た
。

　

さ
ら
に
、避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
後

も
、
吉
里
吉
里
地
区
体
育
館
が
、
流
失

し
た
町
中
央
公
民
館
吉
里
吉
里
分
館
の

仮
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
た
。
２
０
１
４

（
平
成
26
）年
７
月
、吉
里
吉
里
海
岸
海

水
浴
場
が
震
災
後
初
の
海
開
き
を
行
い
、

同
年
10
月
に
は
地
区
の
運
動
会
が
震
災

か
ら
約
３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。
ま
た
、

当
地
を
訪
れ
る
大
学
生
ら
を
対
象
に
震

災
語
り
部
に
よ
る
ガ
イ
ド
活
動
を
行
って

い
る
。い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も
吉
里
吉
里

分
館
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。 

　

18（
同
30
）年
２
月
、被
災
し
た
吉
里

吉
里
分
館
が
地
域
の
中
心
部
に
再
建
さ

れ
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
核
と
し
て
利
活
用

さ
れ
て
い
る
。

Interview
震
災
の
教
訓
を

今
に
生
か
す

吉
里
吉
里
地
域
復
興
協
議
会
　
会
長

藤ふ
じ

本も
と 
俊と

し

明あ
き

さ
ん

　

吉
里
吉
里
の
復
興
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、砂
浜
を
残
そ
う
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
に
国
道
の
位
置
を
山
側
に
変

え
、防
潮
堤
の
高
さ
は
12・８
メ
ー
ト
ル
に
決

ま
っ
た
。
地
区
の
民
意
を
示
し
て
独
自
の
ま

ち
づ
く
り
を
し
た
。
住
宅
の
移
転
先
に
つ
い

て
は
、山
を
切
り
崩
し
て
造
れ
ば
早
い
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
が
、今
若
い
人
で
も
20
年
、

30
年
経
て
ば
み
ん
な
高
齢
者
に
な
っ
て
し
ま

う
。
高
台
の
住
宅
地
で
は
車
が
な
い
と
孤
立

し
て
し
ま
っ
て
大
変
だ
か
ら
や
め
よ
う
、浸

水
区
域
だ
け
れ
ど
移
設
し
た
国
道
に
接
す

る
既
存
の
住
宅
地
に
寄
り
添
う
形
で
造
成

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

震
災
は
嫌
な
経
験
だ
け
ど
、そ
の
経
験
に

ふ
た
を
す
る
の
で
は
な
く
、必
要
に
応
じ
て

生
活
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
３・11

の
教
訓
を
無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、

地
域
の
次
代
を
担
う
若
者
、子
ど
も
の
育
成

も
大
事
な
こ
と
。
祭
り
、運
動
会
、お
茶
っ
こ

の
会
も
ず
っ
と
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。
海

と
砂
浜
は
も
ち
ろ
ん
、日
々
の
営
み
を
大
切

に
し
た
い
。

■ 図8–2　2011年12月時点の吉里吉里地区の復興イメージ図
「大槌町東日本大震災津波復興計画基本計画」から

「
新
し
い
町
」
を
つ
く
る　

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
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凡例
【居住系】

【非居住系】
産業用地
公園・緑地等

公共施設等
既存道路・都市計画道路
道路の改修・新設
盛土エリア

浸水エリア（全壊・半壊）

既存住宅地
移転住宅地（候補）

地域の中心
（公共施設等を集約）

緑地公園（鎮魂および震災
伝承・教育の場として検討）

漁業関連施設の復旧

防潮堤の現況復旧

県道をかさ上げ

■ 図8–3　2011年12月時点の赤浜地区の復興イメージ図
「大槌町東日本大震災津波復興計画基本計画」から

住
民
主
導
で
景
観
守
る

　

赤
浜
地
区
は
も
と
も
と
浜
辺
の
水
深

が
深
く
、大
き
な
漁
船
が
接
岸
し
や
す

い
好
条
件
を
備
え
て
い
て
、江
戸
時
代
か

ら
造
船
所
が
あ
っ
た
。
震
災
前
に
は
二
つ

の
造
船
所
や
水
産
加
工
場
な
ど
が
立
ち

並
ぶ
漁
業
が
経
済
基
盤
の
地
域
で
あ
り
、

三
陸
の
多
様
な
海
洋
生
態
系
を
育
む
海

域
に
臨
ん
で
、東
京
大
学
大
気
海
洋
研

究
所
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
も

立
地
す
る
。
町
の
代
表
的
な
観
光
資
源

で
大
槌
湾
に
浮
か
ぶ
蓬
莱
島
は
、漁
業

者
が
豊
漁
を
願
う
場
で
あ
り
、地
区
住

民
に
と
っ
て
、島
の
あ
る
景
色
は
何
気
な

い
日
常
生
活
の
一
コマ
だ
っ
た
。

　

同
地
区
の
復
興
計
画
は
、こ
の
蓬
莱

島
が
見
え
る
景
色
を
取
り
戻
そ
う
と
い

う
住
民
の
共
通
認
識
に
支
え
ら
れ
た「
住

民
主
導
モ
デ
ル
」
と
し
て
、全
国
か
ら
注

目
さ
れ
た
。
県
が
提
案
し
た
海
か
ら
の

高
さ
14・５
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
建
設
計

画
に
対
し
、津
波
襲
来
時
に
海
が
見
え

な
い
危
険
性
な
ど
を
指
摘
し
て
防
潮
堤

の
高
さ
を
従
来
の
６・４
メ
ー
ト
ル
に
変

ま
ち
づ
く
り 

赤
浜
地
区

更
さ
せ
、海
辺
の
景
観
も
守
っ
た
。

　

こ
の
モ
デ
ル
を
け
ん
引
し
た
の
は
、

２
０
１
１（
平
成
23
）年
８
月
に
発
足
し

た
地
区
の
住
民
有
志
26
人
で
つ
く
る「
赤

浜
地
区
の
復
興
を
考
え
る
会
」（
川
口
博

美
会
長
）で
あ
る
。「
考
え
る
会
」
は
同

年
10
月
16
日
午
前
、第
１
回
赤
浜
地
域

復
興
協
議
会
が
開
か
れ
る
の
に
先
立
ち
、

地
域
住
民
を
集
め
た
総
会
で
、12
項
目

に
わ
た
る
独
自
の
復
興
計
画
案
を
住
民

に
示
し
た
。
こ
の
中
に
は
、「
防
潮
堤
は

所
詮
人
間
の
造
る
も
の
で
、必
要
な
い
。

津
波
警
報
が
出
た
と
き
に
す
ぐ
逃
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、防
潮
堤
よ
り
高
台
移
転

を
選
ぶ
」と
の
声
に
代
表
さ
れ
る
、防
潮

堤
は
従
来
の
高
さ
で
よ
い
と
す
る
提
案

も
含
ま
れ
た
。
具
体
的
に
は
、海
側
に
高

潮
対
策
と
し
て
の
防
波
堤
を
震
災
前
の

よ
う
に
修
繕
復
旧
さ
せ
、住
民
は
最
低

で
も
海
抜
15
～
18
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
移

転
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
内
容
で
あ
る
。

「
考
え
る
会
」
は
総
会
で
、こ
の
独
自
案

に
つ
い
て
住
民
の
賛
同
を
得
た
後
、同
日

午
後
開
か
れ
た
第
１
回
赤
浜
地
域
復
興

協
議
会
で
、住
民
の
総
意
に
基
づ
く
計
画

案
と
し
て
行
政
側
に
提
示
し
た
。
以
後
、

同
協
議
会
は
、住
民
作
成
の
復
興
計
画

案
を
ベ
ー
ス
に
議
論
が
進
ん
で
いっ
た
。

　

同
協
議
会
で
住
民
た
ち
か
ら
は
、行

政
側
が
提
示
し
た
高
さ
14・５
メ
ー
ト
ル

の
防
潮
堤
を
整
備
す
る
案
に
対
し
、「
そ

の
高
さ
だ
と
今
の
２
倍
以
上
と
な
る
。

毎
日
海
を
眺
め
な
が
ら
通
勤
し
て
い
る
が
、

景
観
は
ど
う
な
る
の
か
。〝
す
り
鉢
〟の

中
で
暮
ら
す
よ
う
で
圧
迫
感
を
覚
え
る

の
で
は
な
い
か
」と
い
う
声
が
複
数
上
が

る
な
ど
、海
が
見
え
る
生
活
を
求
め
る

住
民
の
意
思
が
協
議
会
で
明
確
に
示
さ

れ
た
。
２
回
目
以
降
の
復
興
協
議
会
で

は
、考
え
る
会
の
案
を
踏
ま
え
た
発
展

案
が
示
さ
れ
、盛
り
土
の
上
に
県
道
を

建
設
し
て
ス
ロ
ー
プ
を
作
り
、防
潮
堤
代

わ
り
の
擁
壁
と
し
て
、浸
水
し
た
土
地

を
公
園
に
利
用
す
る
避
難
道
を
新
設
す

る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
住
民

か
ら
は「
考
え
る
会
の
住
民
案
を
よ
り

具
体
化
し
た
発
展
案
が
よ
い
。
蓬
莱
島

の
眺
望
な
ど
、景
観
も
赤
浜
の
大
切
な

財
産
だ
」と
い
う
発
言
も
あ
り
、高
い
防

潮
堤
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
４
回
目
の
協
議

会
で
は
、住
宅
地
の
土
砂
災
害
な
ど
の
危

険
性
や
用
地
取
得
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、最
終
的
に
は
、発
展
案
に
基
づ

く
復
興
基
本
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

防
潮
堤
の
高
さ
を
変
え
ず
、高
台
に

住
宅
地
を
造
成
す
る
と
い
う
当
初
の
復

興
基
本
計
画
と
の
大
き
な
変
更
は
な
く

進
ん
で
い
る
。
赤
浜
地
域
の
復
興
を
考

え
る
会
の
事
務
局
長
中な

か

村む
ら

誠せ
い

一い
ち
さ
ん
は

「
住
民
主
導
で
復
興
計
画
を
作
成
し
、

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
行
政
と
議
論
で
き
た
の

で
、防
潮
堤
に
頼
ら
な
い
町
が
で
き
た
。

今
、海
が
見
え
る
高
台
の
住
宅
が
出
来

上
が
って
い
る
の
を
見
る
と
、こ
の
復
興
計

画
で
よ
か
っ
た
と
思
う
」と
振
り
返
る
。

赤
浜
自
治
会
の
設
立

　

赤
浜
地
区
に
は
、古
く
か
ら
の
住
民

自
治
組
織
が
な
く
、代
わ
り
に
震
災
の

２
年
前
に
発
足
し
た
自
主
防
災
組
織
や

公
民
館
運
営
委
員
会
が
地
域
運
営
を
け

ん
引
し
て
き
た
。
ま
た
、震
災
後
に
発
足

し
た「
赤
浜
地
区
の
復
興
を
考
え
る
会
」

は
、復
興
関
連
事
業
に
活
動
を
限
定
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、多
く
の
住
民
か
ら

は
、避
難
所
生
活
で
醸
成
さ
れ
た
地
域

の
結
束
を
維
持
さ
せ
、住
民
の
意
識
を

リ
ー
ド
す
る
運
営
組
織
の
結
成
を
模
索

す
る
声
が
次
第
に
出
始
め
た
。

　

そ
ん
な
矢
先
、震
災
前
に
地
区
住
民

が
共
同
出
資
し
て
改
築
し
た
集
会
施
設

「
旧
常
楽
院
」
が
、
復
興
事
業
の
区
画

整
理
対
象
と
な
り
、施
設
の
解
体・移
設

が
必
要
に
な
っ
た
。
こ
の
移
設
に
関
す
る

補
償
金
の
受
け
皿
組
織
と
し
て
、自
治

会
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地

区
住
民
は
、11
回
に
わ
た
る
役
員
会
と

８
回
の
住
民
説
明
会
を
実
施
し
、15
年

（
同
27
）年
４
月
に
赤
浜
自
治
会
が
設

立
さ
れ
た
。
自
治
会
加
入
世
帯
は
、当

時
２
２
２
世
帯
の
93
％
に
達
し
、町
中
央

公
民
館
赤
浜
分
館
と
連
携
し
て
地
域
活

動
を
進
め
て
い
く
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

旧
常
楽
院
は
同
年
10
月
に
赤
浜
自
治
会

館
と
し
て
移
築
さ
れ
、大
黒
柱
に
は
蓬

莱
島
で
津
波
に
耐
え
た
松
の
木
が
使
わ

れ
て
い
る
。

Interview
海
と
共
に
生
き
る
た
め
に

独
自
の
復
興
を

赤
浜
地
区
の
復
興
を
考
え
る
会
　
会
長

川か
わ

口ぐ
ち 
博ひ

ろ

美み

さ
ん

　

民
意
を
示
し
て
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
し

ま
し
た
。

　

防
潮
堤
を
高
く
せ
ず
に
土
地
の
か
さ
上
げ

を
し
た
の
は
、大
槌
で
は
赤
浜
だ
け
で
す
。
赤

浜
は
漁
師
町
だ
か
ら
、３・11
の
地
震
の
後
、海

の
様
子
や
船
を
見
に
行
っ
た
人
が
い
ま
す
。

　

海
が
見
え
な
い
と
何
が
起
き
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
。い
つ
で
も
海
が
見
え
る
よ
う
に
し

た
か
っ
た
の
で
す
。
海
か
ら
の
恩
恵
を
受
け
て

育
っ
て
き
た
地
域
だ
か
ら
こ
そ
海
を
大
切
に

し
た
かっ
た
。
人
は
自
然
の
力
に
か
な
わ
な
い
。

　
こ
の
町
で
生
き
残
る
た
め
の
最
善
策
が
、「
防

潮
堤
が
な
い
海
の
見
え
る
町
」で
し
た
。こ
れ
は

こ
れ
か
ら
先
の
未
来
と
、震
災
で
亡
く
な
っ
た

赤
浜
の
93
人
に
報
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。 

　

防
潮
堤
を
高
く
す
る
と
、も
し
次
に
津
波

が
来
た
と
き
、防
潮
堤
で
波
が
跳
ね
返
り
、さ

ら
な
る
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り

ま
す
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
用
年
数
は
持
っ
て

50
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、潮
の
流

れ
が
変
わ
る
た
め
漁
業
に
も
影
響
が
出
る
。

海
と
共
に
生
き
て
き
た
町
だ
か
ら
こ
そ
、海
と

い
う
大
き
な
自
然
と
共
存
す
る
た
め
の
独
自

の
復
興
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

「
新
し
い
町
」
を
つ
く
る　

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
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凡例
【居住系】

【非居住系】
産業用地
公園・緑地等

公共施設等
既存道路・都市計画道路
道路の改修・新設
盛土エリア

浸水エリア（全壊・半壊）

既存住宅地
移転住宅地（候補）

旧道沿いを部分的に盛土
漁港の早期復旧

低地部は産業エリア
として活用

地域の中心
（公共施設等を集約）

災害公営住宅を整備

避難路の確保

国道45号

■ 図8–4　2011年12月時点の安渡地区の復興イメージ図
「大槌町東日本大震災津波復興計画基本計画」から

「
想
定
外
」
の
な
い
町
に

　

安
渡
地
区
は
、大
槌
漁
港
に
面
し
て

魚
市
場
や
漁
業
協
同
組
合
、水
産
加
工

場
な
ど
、14
の
水
産
業
関
連
施
設
が
集

中
す
る
産
業
開
発
の
機
能
を
備
え
た
地

域
で
あ
る
。
同
地
区
は
ま
た
、防
災・減

災
に
関
す
る
取
り
組
み
の
先
進
地
域
で

も
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
安
渡
二
丁
目
町

内
会
は
、２
０
０
５（
平
成
17
）年
に
現
在

の
自
主
防
災
組
織
に
当
た
る
自
主
防
災

事
業
部
を
設
置
。
年
に
数
回
、防
災
訓

練
を
実
施
し
て
お
り
、地
区
住
民
の
９

割
近
い
人
が
津
波
時
の
避
難
経
路
や
指

定
避
難
所
を
把
握
し
て
い
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、震
災
で
地
区

住
民
の
１
割
を
超
え
る
２
１
７
人
の
犠
牲

者
を
出
し
た
こ
と
に
つい
て
、住
民
は「
想

定
外
」
と
表
現
。
同
地
区
の
地
域
復
興

協
議
会
で
は
初
回
か
ら
、二
度
と
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

行
政
が
提
示
し
た
海
抜
14・５
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
の
防
潮
堤
建
設
を
前
提
に
高
台

移
転
を
要
望
す
る
声
が
上
がっ
た
。

　

安
渡
地
区
は
地
理
的
条
件
な
ど
か

ま
ち
づ
く
り 

安
渡
地
区

ら
防
災
面
に
不
安
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

同
協
議
会
で
は「
指
定
緊
急
避
難
場
所

の
大
徳
院（
県
道
沿
い
の
高
台
に
あ
る
寺

院
）へ
の
避
難
道
は
、階
段
状
で
勾
配
も

あ
って
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
逃
げ
ら
れ
な

い
」
と
し
て
安
全
な
避
難
路
の
整
備
や
、

１
２
０
人
収
容
の
安
渡
小
体
育
館
に
震

災
時
最
多
で
８
０
０
人
が
避
難
し
た
こ

と
か
ら
機
能
の
充
実
し
た
施
設
の
建
設

を
求
め
る
な
ど
、防
災
や
減
災
を
強
く

意
識
し
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

同
協
議
会
を
け
ん
引
し
た
の
は
、い
ず

れ
も
当
時
33
歳
の
若
手
３
人
だ
っ
た
。
震

災
の
年
の
５
月
末
か
ら
１
カ
月
で
町
内
６

カ
所
を
回
って「
大
槌
復
興
ま
ち
づ
く
り

住
民
会
議
」を
主
導
し
、町
に
復
興
の
あ

り
方
を
提
言
し
た
赤あ

か

崎ざ
き

友と
も

洋ひ
ろ
さ
ん
と
、赤

崎
さ
ん
の
同
級
生
で
安
渡
地
区
の
地
域
復

興
協
議
会
を
担
当
し
た
役
場
職
員
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
当
時
東
京
大
助

教
で
都
市・地
域
計
画
が
専
門
の
尾お

崎さ
き

信し
ん

さ
ん
で
あ
る
。
こ
の
３
人
が
安
渡
地
区
の

復
興
像
を
描
く
た
め
に
主
体
的
に
動
い
た
。

　

協
議
会
で
は
、防
潮
堤
の
高
さ
に
つ
い

て
従
来
通
り
で
よ
い
と
す
る
意
見
も
あ
り
、

一
人
で
も
多
く
の
住
民
が
納
得
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
模
索
す
る
た
め
に
、堤
防

の
高
さ
と
住
居
の
場
所
が
テ
ー
マ
の
独
自

の
会
合
も
開
か
れ
た
。
こ
う
し
た
議
論

を
経
て
、安
渡
地
区
は
海
の
見
え
る
高

台
を
中
心
と
し
て
地
域
住
民
が
で
き
る

だ
け
ま
と
ま
って
居
住
し
、▽
高
さ
14・５

メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
を
設
け
た
上
で
低

地
を
産
業
用
地
な
ど
と
し
て
用
い
る
▽

震
災
後
閉
校
し
た
安
渡
小
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
や
高
齢
者
福
祉
、生
涯
学
習
な

ど
多
用
途・高
密
度
に
利
用
し
、国
道
45

号
と
合
わ
せ
て
地
域
の
中
心
と
し
て
整

備
す
る
―
―
方
針
が
示
さ
れ
た
。

公
民
館
核
に
地
域
再
生

　

12（
同
24
）年
４
月
29
日
に
は
、震
災

前
三
つ
に
分
か
れ
て
い
た
町
内
会
が
合

併
し
、新
生「
安
渡
町
内
会
」が
発
足
し

た
。
特
に
安
渡
一
丁
目
の
家
屋
は
２
軒

を
残
し
て
流
失
し
、住
民
の
３
分
の
２
が

地
域
外
の
仮
設
住
宅
へ
転
居
す
る
な
ど
、

町
内
会
運
営
が
困
難
に
な
って
い
た
。
一

方
、震
災
時
の
助
け
合
い
で
再
確
認
さ
れ

た「
結
い
の
精
神
」を
生
か
す
と
と
も
に
、

外
部
支
援
者
の
視
点
や
情
報
も
地
区
再

生
に
向
け
て
必
要
だ
と
判
断
。
新
し
い

安
渡
町
内
会
で
は
会
員
資
格
に
つ
い
て

画
期
的
な
制
度
を
導
入
し
、地
域
に
居

住
す
る
者
だ
け
で
は
な
く
、元
居
住
者
、

さ
ら
に
町
内
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者

も
会
員
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、同
地
区
で
は
、高
齢
者
な
ど
避

難
時
に
支
援
が
必
要
な
要
援
護
者
を
誘

導
し
て
犠
牲
に
な
っ
た
消
防
団
員
や
民
生

委
員
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、町

内
会
が
中
心
と
な
って
12
年
６
月
か
ら
月

に
1
度
、地
区
の
防
災
計
画
づ
く
り
に
向

け
た
検
討
会
を
開
催
。
生
存
者
２
９
６

人
へ
の
避
難
行
動
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
踏
ま
え
、な
ぜ
多
く
の
犠
牲
者
が

出
た
の
か
を
検
証
し
、要
援
護
者
の
支
援

は
発
災
か
ら
15
分
以
内
に
限
定
す
る
な

ど
、自
助
共
助
を
住
民
自
ら
が
考
え
て

ま
と
め
た「
安
渡
地
区
防
災
計
画
」
を

13（
同
25
）年
10
月
に
発
表
し
た
。

　

防
災・減
災
の
発
信
基
地
と
し
て
の
公

民
館
建
設
に
関
し
て
は
、特
に
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
同
地
区
は
、震

災
前
の
利
用
者
が
07（
同
19
）年
以
降

は
1
万
人
を
超
え
る
な
ど
、公
民
館
利

用
率
は
県
内
で
も
有
数
の
高
さ
を
誇
っ

て
い
た
。
背
景
に
は
、町
内
会
と
い
う
住

民
自
治
組
織
と
並
行
し
て
、大
槌
稲
荷

神
社（
二に

渡わ
た
り

神
社
）を
核
と
す
る
虎
舞

保
存
会
、安
渡
大
神
楽
会
、手
踊
り
会
、

雁が
ん

舞ま
い

道ど
う

七
福
神
会
の
ほ
か
、趣
味
の
会

や
社
会
福
祉
系
団
体
な
ど
も
加
え
る

と
、50
の
組
織・団
体
が
存
在
し
、横
の
つ

な
が
り
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

公
民
館
は
、地
域
住
民
に
と
って
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
活
動
の
重
要
な
場
で
あ
っ
た
。

　

新
た
な
公
民
館
建
設
の
要
望
を
聞
く

会
は
14（
同
26
）年
１
月
25
日
に
開
催
さ

れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
旧
安
渡
小
体
育

館
に
は
50
人
近
い
住
民
が
集
ま
り
、部

屋
の
間
仕
切
り
や
小
学
校
の
天
体
望
遠

鏡
を
ど
こ
に
置
く
か
な
ど
の
施
設
の
使
い

方
や
今
後
の
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
熱

心
に
協
議
。
17（
同
29
）年
1
月
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、災
害
時
の
避
難
所
機
能
を
併
せ
持
つ

「
大
槌
町
中
央
公
民
館
安
渡
分
館・
避

難
ホ
ー
ル
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

安
渡
小
学
校
の
閉
校

地
域
に
影
響
大
き
く

安
渡
町
内
会
　
会
長

佐さ

さ々

木き 
慶け

い

一い
ち

さ
ん

　

地
区
の
防
潮
堤
に
つい
て
協
議
し
た
の
は
震

災
後
間
も
な
い
時
期
で
あ
り
、津
波
の
脅
威

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
の
で
、高
い
方
が
よ
い

と
い
う
意
見
が
多
かっ
た
。
震
災
前
の
防
潮
堤

が
今
回
の
津
波
で
倒
壊
し
た
た
め
、よ
り
頑

丈
な
台
形
に
な
っ
た
。
防
潮
堤
の
す
そ
野
が

広
が
り
、元
々
人
が
住
め
る
所
が
少
な
い
安
渡

で
は
か
な
り
の
面
積
が
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
っ
た
が
、「
想
定
外
」の
事
態
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、県
が
提
示
し
た
海
面

か
ら
14・５
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
受
け
入
れ
た
。

　

安
渡
は
昔
か
ら
近
所
付
き
合
い
が
活
発
で

暮
ら
し
や
す
い
町
だ
っ
た
が
、避
難
所
生
活
、

仮
設
住
宅
、恒
久
住
宅
と
い
う
段
階
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
作
ら
れ
て
は
壊
さ
れ
、住
民
に
と
っ

て
精
神
的
負
担
が
大
き
か
っ
た
。
さ
ら
に
、地

域
と
し
て
残
念
だ
っ
た
の
は
小
学
校
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
小
学
校
が
あ
る
と
、子

ど
も
の
行
事
な
ど
で
親
だ
け
で
な
く
、祖
父

母
の
世
代
も
興
味
を
持
って
集
ま
り
、地
域
に

大
人
が
出
や
す
い
環
境
が
生
ま
れ
る
。
そ
う
い

っ
た
下
地
が
あ
る
と
地
域
を
巻
き
込
ん
で
の

活
動
が
し
や
す
か
っ
た
だ
け
に
、ダ
メ
ー
ジ
は

大
き
か
っ
た
。

Interview

「
新
し
い
町
」
を
つ
く
る　

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
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凡例
【居住系】

【非居住系】

【その他】

商業系市街地

産業用地
公園・緑地等

公共施設等
主要既存道路・都市計画道路
盛土エリア
浸水エリア（実績）

既存住宅地
移転住宅地（候補）
住宅系市街地

城山へ通じる車両通行可能な、
新たな避難路を整備

拠点的避難場所
（駐車場等の広場を拡幅整備）

鎮魂の森、緑地公園、
スポーツ施設等を整備

まちの中心
（公共施設等を集約）

住宅機能への転換
（公営住宅等）

防潮堤の内側の法面は、
緑化する等景観に配慮

市街地を集約

文教拠点

■ 図8–5　2011年12月時点の町方地区の復興イメージ図
「大槌町東日本大震災津波復興計画基本計画」から

再
び
中
心
市
街
と
し
て

　

町
方
地
区
は
、小
鎚
川
と
大
槌
川
に

挟
ま
れ
た
平
野
に
宅
地
や
商
店
街
の
ほ

か
、町
役
場
を
は
じ
め
町
立
図
書
館
な

ど
の
公
共
施
設
が
立
地
す
る
大
槌
町

の
中
心
街
で
あ
る
。
震
災
前
の
人
口
は

４
４
８
３
人
と
町
全
体
の
４
分
の
１
を
占

め
て
お
り
、上
町・本
町・栄
町・須
賀
町・

大
町・新
町・末
広
町
の
七
つ
の
区
域
に
分

か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
、

上
町
と
末
広
町
に
は
町
内
会
な
ど
の
住

民
自
治
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、他

の
区
域
に
は
自
治
会
が
な
かっ
た
。
ま
た
、

新
町
と
大
町
、末
広
町
の
住
民
ら
で
組

織
さ
れ
た「
御
社
地
会
」や
、各
区
域
に

あ
っ
た
商
店
経
営
者
の
会
な
ど
、町
方
地

区
は
区
域
ご
と
の
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
意
識
が

強
か
っ
た
。

　

震
災
の
年
の
10
月
に
始
ま
っ
た
計
４
回

の
地
域
復
興
協
議
会
は
、７
区
域
の
あ

り
方
に
つ
い
て
一
つ
の
枠
組
み
の
中
で
総

括
的
に
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、今
後
の
人
口
減
少
を
見
据
え
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

ま
ち
づ
く
り 

町
方
地
区

め
だ
っ
た
。
行
政
が
設
置
し
た
こ
の
よ
う

な
枠
組
み
に
対
し
て
、町
方
地
区
の
住

民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
の
被
災
前
の
事

情
や
住
民
の
意
向
を
生
か
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
、各
区
域
の
代
表
者
に
よ
る

独
自
の
会
議
体
も
同
時
並
行
で
開
催
し

て
い
た
。

　

同
協
議
会
で
の
議
論
は
、防
潮
堤
の

高
さ
を
決
め
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
。

県
は
震
災
前
の
海
抜
６・４
メ
ー
ト
ル
よ

り
も
約
８
メ
ー
ト
ル
高
く
な
る
、14・５

メ
ー
ト
ル
の
案
を
提
示
。
こ
の
案
に
対
し
、

住
民
か
ら「
要
塞
の
よ
う
な
高
い
防
潮
堤

に
囲
ま
れ
た
生
活
に
な
る
こ
と
を
考
え

る
と
、そ
の
予
算
を
盛
り
土
造
成
に
使
っ

た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」と
いっ
た
高

さ
に
対
す
る
疑
問
や「
自
分
た
ち
の
意

見
は
県
に
通
る
の
か
。
計
画
あ
り
き
の

議
論
な
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
声
も
上

が
っ
た
。

　

一
方
、防
潮
堤
や
盛
り
土
よ
り
も
、商

店
や
住
宅
再
建
の
話
が
し
た
い
と
い
う
意

見
が
出
る
な
ど
、日
常
を
取
り
戻
す
た
め

の
具
体
的
な
議
論
を
求
め
る
様
子
が
う

か
が
え
た
。
同
協
議
会
を
経
て
策
定
さ

れ
た
基
本
計
画
で
、町
方
地
区
は
防
潮

堤
の
高
さ
を
14・５
メ
ー
ト
ル
と
し
、被
災

前
と
同
様
に
行
政
機
能
や
商
業
地
を
配

置
し
た
中
心
市
街
地
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
鎚
川
の
河
口

に
面
す
る
須
賀
町
と
栄
町
は
非
居
住
区

域
に
指
定
さ
れ
、当
該
住
民
は
他
地
区
へ

の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
一

帯
に
は
、震
災
の
風
化
を
防
ぎ
、犠
牲
者

を
追
悼
す
る
公
園「
鎮
魂
の
森
」や
緑

地
帯
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
って
い
る
。

「
御
社
地
」
に
施
設
集
約

　

町
方
地
区
の
住
民
が
参
加
し
て
、

２
０
１
３（
平
成
25
）年
に
開
か
れ
た「
デ

ザ
イ
ン
会
議
」で
は
、11（
同
23
）年
の
地

域
復
興
協
議
会
の
よ
う
な
同
地
区
を
総

括
的
に
捉
え
た
議
論
と
異
な
り
、被
災

前
の
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

た
運
営
が
行
わ
れ
た
。
末
広
町
の
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
で
は
商
店
街・松
の
下・御
社
地

の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
、上
町
と
本
町
の
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
で
は
城
内・四
日
町・八
日
町
の

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
い
う
よ
う
に
、さ
ら
に

細
か
く
地
域
を
分
け
て
議
論
。
各
地
域

５
回
に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
出
さ

れ
た
意
見
は
、末
広
町
で
は
商
店
街
の

道
路
の
配
置
や
駐
車
場
、祭
り
を
意
識

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

上
町・本
町
で
は
水
路
の
使
い
方
や
県
道

の
位
置
、湧
水
の
あ
る
生
活
を
求
め
る

声
な
ど
、地
域
ご
と
の
特
徴
が
明
確
に
表

れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、末
広
町
商
店
街
は
震
災

の
年
の
７
月
か
ら
有
志
が
集
ま
り
、元
の

場
所
で
再
建
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
。

16（
同
28
）年
６
月
、同
商
店
街
を
中
心

と
す
る
大
槌
町
中
心
市
街
地
復
興
商
業

グ
ル
ー
プ
に
対
し
、震
災
復
興
の
資
金
を

援
助
す
る
県
の「
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」の

交
付
が
決
ま
り
、再
建
に
向
け
て
大
き

く
動
き
出
し
た
。

　

町
の
中
心
部
は
、11
年
12
月
の
復
興

計
画
案
で
は
上
町
の
現
役
場
庁
舎
付
近

に
公
共
施
設
な
ど
を
配
置
し
、整
備
さ

れ
る
こ
と
に
なって
い
た
。
そ
の
後
、12（
同

24
）年
５
～
７
月
に
開
か
れ
た
町
内
事
業

者
に
よ
る
中
心
市
街
地
復
興
検
討
会
で
、

末
広
町
の
御
社
地
周
辺
に
商
業
施
設
な

ど
を
集
約
す
る
意
向
が
示
さ
れ
、町
の

復
興
計
画
に
も
反
映
さ
れ
て
い
く
。

　

14（
同
26
）年
７
月
に
策
定
さ
れ
た
大

槌
町
中
心
市
街
地
再
生
基
本
計
画
で
、

被
災
し
た
御
社
地
周
辺
の
公
共
施
設
の

再
建
▽
新
し
い
商
業
施
設
の
設
置
▽
御

社
地
公
園
の
整
備
を
一
体
的
に
行
う
内

容
が
示
さ
れ
、町
は
同
年
８
月
25
日
、現

在
の
御
社
地
公
園
周
辺
を
津
波
復
興
拠

点
区
域
と
す
る
都
市
計
画
を
決
定
し
た
。

　

同
計
画
に
基
づ
き
、震
災
前
と
同
じ

高
さ
の
地
盤
に
御
社
地
公
園
が
整
備
さ

れ
、同
公
園
に
面
し
て
18（
同
30
）年
６

月
、町
立
図
書
館
や
多
目
的
ホ
ー
ル
、会

議
室
、震
災
伝
承
展
示
室
を
併
設
す
る

大
槌
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
愛
称・お

し
ゃっ
ち
）が
オ
ー
プ
ン
し
、同
時
期
に
大

槌
郵
便
局
も
開
業
し
た
。
そ
れ
に
先
駆

け
て
同
年
２
月
に
は
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト

ア
も
誘
致
さ
れ
た
。

Interview
議
論
の
時
間
足
り
ず

反
省
も

町
方
地
域
復
興
協
議
会
　
会
長

小こ

向む
か
い 
幹み

き

雄お

さ
ん

　

協
議
会
の
議
論
で
は
町
方
を
一
く
く
り
に

し
た
が
、個
人
的
に
は
地
域
ご
と
の
意
向
を

大
事
に
し
た
か
っ
た
。
そ
ん
な
思
い
も
あ
って
、

地
域
の
代
表
者
と
独
自
の
会
議
も
行
っ
て
き

た
け
ど
、町
方
と
い
う
対
象
エ
リ
ア
が
広
か
っ

た
し
、検
討
す
る
問
題
が
大
き
過
ぎ
て
、イ
メ

ー
ジ
が
湧
き
に
く
か
っ
た
。
だ
か
ら
具
体
的
な

話
し
合
い
が
な
か
な
か
進
展
し
な
か
っ
た
。

　

町
方
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
は
、人
口
が
少
な

く
な
って
い
く
中
で
、当
初
か
ら
商
店
街
が
中

心
に
な
る
や
り
方
を
し
て
い
く
と
い
う
考
え
が

あ
っ
た
。
町
の
人
は
、商
店
の
周
り
に
人
が
集

ま
れ
る
よ
う
な
場
所
を
望
ん
だ
と
思
う
。
で

も
、現
時
点
で
で
き
て
い
る
の
は
、家
と
家
の
間

に
店
が
点
在
す
る
状
況
。
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な

か
っ
た
と
思
う
。
最
初
の
頃
は
、夢
や
理
想
も

含
め
て「
こ
ん
な
中
心
部
に
し
た
い
」って
い
う

思
い
を
出
し
合
って
い
た
け
ど
、時
間
が
た
つ
に

つ
れ
て
、出
店
し
な
い
人
が
出
て
く
る
こ
と
も
。

復
興
を
急
ぐ
あ
ま
り
、住
民
た
ち
が「
こ
う
い

う
町
が
欲
し
い
」と
い
う
思
い
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
十
分
に
検
討
す
る
時
間
が
足
り

な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
反
省
し
て
い
る
。

 

「
新
し
い
町
」
を
つ
く
る　

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

第  

章
8

163 162



大槌インターチェンジ付近に設けられた源水大橋

町
営
住
宅
跡
と
町
立
大
槌
中
学
校
跡

を
盛
り
土
し
て
災
害
公
営
住
宅
を
整
備

す
る
―
―
な
ど
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
は
復
興
計
画
に
反
映
さ
れ
、復
興
事

業
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　

沢
山・
大
ケ
口
地
域
復
興
協
議
会
会

長
の
阿あ

部べ

敬け
い

一い
ち
さ
ん
は
計
画
策
定
の
プ
ロ

セ
ス
に
つい
て
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
地
域
復
興
協
議
会
に
は
若
い
世
代

の
参
加
が
少
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
復

子どもたちが安全に通学できるよう整備された、大槌学園付近の道路

興
協
議
会
が
土
曜
日
の
日
中
に
開
か
れ

て
い
て
、若
者
は
復
興
の
た
め
に
動
い
て

い
る
時
間
な
の
で
、60
～
80
代
の
高
齢
者

し
か
集
ま
れ
な
い
開
催
日
時
の
設
定
に

も
問
題
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
ん
な
中
、

少
し
で
も
若
者
に
意
見
を
出
し
て
も
ら

お
う
と
、都
合
が
合
わ
な
い
、参
加
す
る

き
っ
か
け
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
協
議
会

に
出
て
い
な
か
っ
た
若
者
た
ち
が
集
ま
っ

て
話
す
機
会
を
設
け
た
が
、計
画
策
定

ま
で
時
間
が
な
く
、意
見
を
ま
と
め
て

提
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。『
今

か
ら
見
直
し
は
必
要
な
い
。
復
興
が
遅

く
な
る
。
若
い
人
の
意
見
は
10
年
、20
年

先
に
聞
け
ば
い
い
』と
言
って
い
た
人
も
い

る
が
、私
は『
若
い
人
た
ち
に
し
っ
か
り

と
託
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
じ
ゃ
な
い
か
』

と
言
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
と
に
か
く
、町

民
が
主
体
の
会
議
に
、多
く
の
町
民
、特

に
若
い
世
代
が
不
参
加
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
残
念
だ
っ
た
」

町
の
環
境
変
化
に
対
応

　

沢
山・源
水・大
ケ
口
地
区
は
、大
槌
川

沿
い
に
広
が
る
低
地
部
に
位
置
し
、町
の

中
心
で
あ
る
町
方
地
区
に
近
接
す
る
立

地
を
生
か
し
て
住
宅
地
や
商
業
地
が
形

成
さ
れ
て
い
た
。
沢
山・源
水・大
ケ
口
地

区
地
域
復
興
協
議
会
で
の
主
な
議
論
の

ポ
イ
ン
ト
は
、大
槌
湾
に
整
備
す
る
防
潮

堤
の
高
さ
や
、大
槌
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
な

ど
の
町
の
整
備
への
対
応
に
つい
て
だっ
た
。

　

防
潮
堤
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、当
初
、

「
防
潮
堤
は
14・５
メ
ー
ト
ル
は
要
ら
な

い
。
10・５
メ
ー
ト
ル
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、こ
の
高
さ
で

は
東
日
本
大
震
災
と
同
ク
ラ
ス
の
津
波

が
来
襲
し
た
場
合
、３
地
区
の
浸
水
が

想
定
さ
れ
、宅
地
の
か
さ
上
げ
が
必
要

と
な
る
区
域
が
発
生
す
る
。
残
っ
た
家

を
取
り
壊
し
て
盛
り
土
を
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、復
興
ま
で
の
時
間
が
か
か
る
た

め
、同
地
区
が
浸
水
し
な
い
海
抜
14・５

メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
整
備
を
要
望
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

町
の
整
備
への
対
応
に
つい
て
は
、▽
小

中
一
貫
教
育
校
と
な
っ
た
町
立
大
槌
学

園
を
県
立
大
槌
高
校
の
近
く
に
整
備
し

て
教
育
機
関
を
ま
と
め
る
▽
三
陸
縦
貫

自
動
車
道
大
槌
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
付
近

に
橋
を
設
け
、源
水
側
に
渡
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
往
来
を
し
や
す
く
す

る
▽
被
災
し
た
町
方
の
住
宅
地
の
受
け

皿
と
し
て
津
波
被
害
に
遭
っ
た
大
ケ
口

小
枕
の
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
く
れ

た
東
京
大
学
の
先
生
の
励
ま
し
が
大
き

な
支
え
に
な
り
ま
し
た
」と
話
す
。

景
観
を
守
っ
た
浪
板

　

浪
板
地
区
は
町
の
代
表
的
な
観
光
資

源
で
あ
る
浪
板
海
岸
に
臨
む
集
落
で
、

震
災
前
は
白
砂
青
松
の
美
し
い
景
観
を

誇
り
、海
水
浴
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
目

当
て
の
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、地
域
復
興
協
議
会
で
は
、

当
初
か
ら
風
光
明
媚
な
景
観
を
望
め
る

住
宅
地
の
確
保
と
、津
波
で
消
失
し
た

砂
浜
の
再
生
に
よ
る
観
光
の
復
興
が
主

な
議
論
と
な
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、防
潮
堤
を
震
災
前
の
高
さ

で
復
旧
し
、住
宅
地
は
既
存
宅
地
の
か

さ
上
げ
や
斜
面
に
新
た
な
宅
地
を
設
け

る
こ
と
で
眺
望
の
よ
い
住
宅
地
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
砂
浜
再
生
に
つ

い
て
は
、震
災
前
か
ら
浪
板
海
岸
で
サ
ー

フ
シ
ョッ
プ
を
営
む
杉す

ぎ

本も
と

浩ひ
ろ
し

さ
ん
を
中
心

砂浜がなくなった震災後の浪板海岸

高台を造成した土地に建てられた小枕団地

ま
ち
づ
く
り 

小
枕
・
伸
松
・
浪
板
地
区

に「
浪
板
海
岸
砂
浜
再
生
プ
ロ
ジェク
ト
」

を
16（
同
28
）年
６
月
に
設
立
。
行
政
への

働
き
掛
け
や
浪
板
地
区
の
資
源
を
活
用

し
た
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
18（
同

30
）年
３
月
、岩
手
県
の
浪
板
海
岸
砂
浜

再
生
技
術
検
討
委
員
会
に
よ
り
砂
浜
再

生
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、実
現
に

向
け
て
動
き
出
し
た
。

　

浪
板
地
域
復
興
協
議
会
長
の
臺だ

い

野の

宏ひ
ろ
し

さ
ん
は「
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
初

期
の
段
階
か
ら
、海
岸
が
再
生
さ
れ
て
海

を
眺
め
な
が
ら
日
常
生
活
を
送
る
の
が

こ
の
地
区
の
望
み
だ
っ
た
。
議
論
の
結
果
、

高
い
防
潮
堤
は
造
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
」

と
言
う
。

小
枕
・
伸
松
の
高
台
移
転

　

小
枕・伸
松
地
区
は
、漁
港
と
背
後
の

山
の
間
に
住
宅
が
集
ま
って
い
た
地
域
で
、

市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
小
鎚
橋
を
通

る
必
要
が
あ
っ
た
。
２
０
１
１（
平
成
23
）

年
度
に
策
定
さ
れ
た
復
興
基
本
計
画
で

は
、小
枕
地
区
と
伸
松
地
区
の
間
の
高

台
に
新
た
な
宅
地
を
造
成
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、移
転
希
望
世

帯
が
10
戸
に
満
た
な
い
こ
と
、山
を
削
っ

て
宅
地
造
成
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
危

険
や
、高
齢
化
に
よ
る
集
落
の
維
持
が
困

難
に
な
る
と
の
見
解
と
共
に
、内
陸
部
へ

の
集
団
移
転
案
が
町
か
ら
提
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
、地
元
住
民
か
ら「
住
み
慣
れ

た
土
地
で
震
災
前
の
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
た
い
」「
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

漁
民
は
ど
こ
に
住
む
、海
か
、山
か
」な
ど

と
い
う
声
が
上
が
り
、住
民
自
ら
町
に
高

台
移
転
の
要
望
書
を
提
出
。
度
重
な
る

話
し
合
い
を
経
て
当
初
の
計
画
通
り
宅

地
造
成
が
決
ま
り
、震
災
前
と
変
わ
ら

ず
海
を
臨
む
こ
と
が
で
き
る
高
台
団
地
へ
、

全
24
戸
の
移
転
が
実
現
。
団
地
の
特
徴

と
し
て
、各
世
帯
が
数
平
方
メ
ー
ト
ル
を

供
出
す
る
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、隣
近

所
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
図
って
い
る
。

　
こ
の
団
地
に
住
む
祝い

わ
い

田た

榮え
い

一い
ち
さ
ん
は
、

「
復
興
基
本
計
画
の
段
階
で
高
台
移
転

が
突
然
中
止
に
な
り
、か
す
か
な
望
み

で
土
地
所
有
者
の
松
村
建
設
さ
ん
に
相

談
し
た
ら
、快
く
当
該
地
の
採
石
権
を

放
棄
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。
要
望
書
提
出
後
、先
が
見
え

な
い
時
期
に
は
、応
援
職
員
の
皆
さ
ん
や

ま
ち
づ
く
り 

沢
山
・
源
水
・
大
ケ
口
地
区
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旧
跡
「
御
社
地
」

　

江
戸
中
期
の
仏
教
家・
菊
地
祖
睛
が

１
７
６
４（
明
和
元
）年
に
建
て
、後
に

大
宰
府
天
満
宮
の
天
神
を
祀
っ
た
仏
道

修
行
の
場
「
東
梅
社
」
の
跡
地
。
池
の

そ
ば
に
鳥
居
や
社
殿
、灯
籠
な
ど
が
あ

り
、町
民
憩
い
の
場
所
だ
っ
た
が
、東
日

本
大
震
災
の
津
波
で
流
失
し
た
。

議
論
重
ね
た
基
本
計
画

　

震
災
に
よ
っ
て
全
壊
し
た
中
心
市
街

地
の
集
会
施
設「
御
社
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」「
大
槌
町
立
図
書
館
」「
須
賀
町

栄
町
保
健
福
祉
会
館
」の
再
建
に
向
け
、

２
０
１
３（
平
成
25
）年
度
か
ら
本
格
的

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
町
役
場
は「
大

槌
町
メ
デ
ィ
ア
コ
モ
ン
ズ
検
討
委
員
会
」

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、住
民
ワ
ー
ク
シ

ョッ
プ
に
よ
る
意
向
把
握
に
努
め
た
。
同

年
度
に
基
本
構
想
を
ま
と
め
、
14（
同

26
）年
11
月
に
基
本
計
画
を
立
案
、15

（
同
27
）年
3
月
に
は
、基
本
構
想
を
再

検
討
し
て
新
た
に
ま
と
め
直
し
た
。

　

基
本
計
画
で
は
、被
災
し
た
三
つ
の
施

設
の
役
割
を
復
旧
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
を
一
つ
に
ま
と
め
、新
し
く
求
め

ら
れ
る
機
能
に
応
じ
た
施
設
の
建
設
が

策
定
さ
れ
た
。
そ
の
機
能
を
①
情
報
が

集
ま
る
空
間
②
多
目
的
で
オ
ー
プ
ン
な

空
間
③
創
造
的
な
活
用
が
で
き
る
空
間

―
―
の
３
点
に
集
約
。「
未
来
の
大
槌
人

子どもから高齢者まで、町民が気軽に利用できる施設「おしゃっち」

の
育
成
」と「
文
化
の
再
生
の
知
の
継
承
」

を
推
し
進
め
る
創
造
的
復
興
の
拠
点
と

な
る
複
合
施
設
を
、末
広
町
の
旧
跡
で

あ
る
御
社
地
周
辺
に
整
備
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
そ
の
後
、よ
り
具
体
的
な
諸

条
件
を
整
理
し
て
御
社
地
エ
リ
ア
復
興

拠
点
施
設
の
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

　

15
年
10
月
か
ら
、御
社
地
エ
リ
ア
復

興
拠
点
施
設
の
基
本
計
画
を
前
提
と
し

た
新
施
設
の
設
計・施
工
の
検
討
が
開
始

さ
れ
た
。
住
民
や
高
校
生
を
対
象
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
も
開
催
さ
れ
、主
な

活
動
目
的
や
効
果
的
な
設
備
に
関
す
る

意
見
収
集
を
行
い
、実
際
の
計
画
に
反

映
さ
せ
た
。
町
民
か
ら
は
、「
飲
食
し
な

が
ら
話
せ
る
場
所
が
欲
し
い
」「
明
る
く

開
放
的
な
外
観
が
い
い
」「
町
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
る
よ
う
な
施
設
を
期
待
す
る
」
な

ど
、多
く
の
意
見
が
集
ま
り
、そ
れ
ら
を

生
か
し
た
施
設
が
完
成
。
愛
称
は
公
募

に
よ
っ
て
旧
跡
に
ち
な
む「
お
し
ゃっ
ち
」

に
決
定
し
、18（
同
30
）年
６
月
10
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

図
書
館
や
震
災
伝
承
室

　

純
木
造
３
階
建
て
の「
お
し
ゃっち
」は
、

１
階
に
多
目
的
ホ
ー
ル
と
レッ
ス
ン
場
、２

階
に
会
議
室
、ス
タ
ジ
オ
、調
理
室
、３
階

に
図
書
館
が
配
置
さ
れ
た
。
ま
た
、震

災
伝
承
の
機
能
と
し
て
２
階
に
震
災
伝

承
展
示
室
、１
階
の
ホ
ワ
イ
エ（
ロ
ビ
ー
）

に
震
災
後
の
大
槌
町
の
歩
み
が
パ
ネ
ル

展
示
さ
れ
た
。

　

建
設
に
当
た
り
、次
の
よ
う
な
工
夫
が

さ
れ
た
。
ま
ず
は
、井
戸
端
会
議
の
よ
う

な
小
さ
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
場
を
大
切

に
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
大
槌

町
に
は
、近
所
の
人
や
友
人
と
気
軽
に
集

ま
って
話
す「
お
茶
っこ
」の
習
慣
が
あ
る

こ
と
か
ら
、施
設
内
に
も
気
軽
に
飲
食

を
し
な
が
ら
話
が
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
を
多
く
配
置
。
敷
地
内
に
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
を
誘
致
す
る
な
ど
、利
用
者

の
便
宜
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、建
物
の
構
造
は「
光
」と「
木
」

に
重
点
を
置
い
た
。
震
災
前
に
比
べ
て
施

設
周
辺
の
建
物
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、夜
間
に
も
町
に
光
を
届
け
る
よ
う

な
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
施
す
と
と
も
に
、町

お
よ
び
県
産
の
木
材
を
多
く
活
用
し
、か

つ
て
の
日
本
家
屋
の
よ
う
に
、梁は

り

が
見
え

る
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
。
さ
ら
に
、近
接
す

る
御
社
地
公
園
と
の
連
携
も
考
慮
し
、

壁
一
面
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
こ
と
で
、

開
放
的
な
空
間
を
つ
く
り
だ
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
以
降
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
、施
設
は
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
施
設
前
の

駐
車
場
は
、町
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

利
用
さ
れ
、多
く
の
人
が
集
ま
る
施
設

と
な
って
い
る
。

震災を経験した町民の証言を紹介する震災伝承展示室 柱がなく、開放的な空間の町立図書館

新
し
い
町
の
取
り
組
み 

町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
お
し
ゃ
っ
ち

Interview
町
民
が
集
ま
る
場
所

津
波
を
語
り
継
ぐ
場
所

大
槌
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
　
所
長北き

た

田だ 
竹た

け

美み

　

施
設
を
利
用
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

「
ほっと
す
る
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

飲
食
が
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
こ

と
や
、木
を
た
く
さ
ん
使
用
し
梁
を
見
せ
る

デ
ザ
イ
ン
と
し
た
こ
と
が
要
因
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
大
槌
で
は
一
つ
の
空
間
や「
場
」が
醸

成
さ
れ
る
こ
と
に
よって
、コ
ミュニ
テ
ィ
ー
が
で

き
て
い
き
ま
す
。
お
し
ゃっ
ち
は
、地
域
の
方
々

が
集
ま
り
や
す
い「
全
部
あ
り
の
お
茶
っ
こ
の

会
」の
よ
う
な
空
間
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、現
在
の
よ
う
な
町
民
利
用
は
も

ち
ろ
ん
、町
内
外
の
交
流
の
場
と
し
て
も
活
用

し
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
施
設
は
震
災
伝
承
事
業
の
コ
ア

施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、町
職
員
や

町
民
の
手
に
よ
っ
て
震
災
伝
承
事
業
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
の

た
め
の
伝
承
施
設
で
は
な
く
、町
民
が
育
て
て

い
く
施
設
に
な
って
ほ
し
い
で
す
。
こ
れ
に
つい

て
は
、大
槌
の
子
ど
も
た
ち
に
も
協
力
を
仰

ぎ
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。
学
校
、行

政
、町
民
の
三
つ
の
力
に
よって
、伝
承
事
業
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

「
新
し
い
町
」
を
つ
く
る　

新
し
い
町
の
取
り
組
み
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地
域
一
体
で
教
育
を

　

大
槌
町
で
は
、震
災
後
か
ら
、義
務
教

育
の
９
年
間
を
通
し
て
系
統
的・継
続
的

な
学
び
を
行
う「
小
中
一
貫
教
育
」
を

施
行
し
て
い
る
。

　

大
槌
町
教
育
委
員
会
は
、震
災
以
前

か
ら
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を
構
想
し

て
い
た
。
当
時
の
大
槌
町
は
、学
力
の
向

上
や
問
題
行
動
の
改
善
、小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
進
学
す
る
と
き
に
生
じ
る
学

び
の
つ
ま
ず
き
を
解
消
す
る
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、小

学
校
と
中
学
校
が
連
携
を
深
め
、学
校

と
保
護
者
、地
域
住
民
が
協
働
し
て
総

合
的
に
子
ど
も
た
ち
を
育
む
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、方
法
の
一
つ
と
し
て
小
中
一

貫
教
育
の
有
効
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
矢
先
、震
災
が
発
生
し
、町
内
の
小

中
学
校
７
校
の
う
ち
５
校
が
被
災
。
浸

水
区
域
が
広
く
、元
の
場
所
に
学
校
を

建
て
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
。
子
ど

全国の教育者から注目を集めた「小中一貫教育全国サミットin おおつち」

も
た
ち
の
学
習
環
境
を
新
た
に
整
え
る

必
要
が
あ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、小
中
一

貫
教
育
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
は
、町
に
２
校
の
小
中

一
貫
教
育
校
を
開
校
し
た
。
施
設
一
体

型
の
義
務
教
育
学
校
で
あ
る「
大
槌
学

園
」
と
、
施
設
分
離
型
の
小
中
一
貫
教

育
校「
吉
里
吉
里
学
園
」だ
。

　

大
槌
学
園
は
、町
立
小
学
校
４
校
と

町
立
大
槌
中
学
校
を
統
合
し
、新
た
な

校
舎
を
建
設
し
た
。
吉
里
吉
里
学
園

は
、既
存
の
校
舎
を
活
用
し
、こ
れ
ま
で

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
維
持
し
、よ
り
豊
か

に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
。
両
校
で

は
、義
務
教
育
の
９
年
間
を
３
期
に
分

け
、小
中
学
校
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
を
図

る「
４・３・２
制
」
を
導
入
し
、「
中
１
ギ

ャ
ッ
プ
」
な
ど
の
学
力
の
つ
ま
ず
き
を
な

く
す
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
構
築
し
た
。

　

ま
た
、大
槌
学
園
と
吉
里
吉
里
学
園

は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域

住
民
と
連
携
し
、地
域
一
体
で
子
ど
も

を
育
て
る
と
い
う
考
え
方
を
持
つ「
コ
ミ

ュニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会

制
度
）」の
体
制
を
取
って
い
る
。
そ
の
た

め
、学
校
は
地
域
に
対
し
て
情
報
や
活

動
を
開
示
す
る
と
と
も
に
、「
大
槌
臨
学

舎
」や「
大
槌
町
こ
ど
も
教
育
セ
ン
タ
ー

Oお

ら

ー

い

L
A
I
」な
ど
、放
課
後
学
習
の
サ
ポ

ー
ト
や
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
居
場
所
と
の
連
携
な
ど
で
、学
校
外

で
も
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
る
体
制
を

取
って
い
る
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
人
に

　

大
槌
町
の
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
科
」
と
い

う
全
学
年
の
特
設
科
目
を
設
け
て
い
る
。

２
年
間
の
試
行
期
間
を
経
て
、２
０
１
５

（
平
成
27
）年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ

た
。
同
科
は
、地
域
への
愛
着
を
育
み
、復

興
発
展
を
目
指
す
社
会
の
中
で
自
分
の

役
割
を
果
た
し
、自
分
ら
し
い
生
き
方
の

実
現
を
目
指
す
学
習
活
動
と
なって
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
科
で
は
、「
地
域
へ
の
愛
着
」

「
生
き
方・進
路
指
導
」「
防
災
教
育
」の

三
つ
が
学
び
の
柱
と
な
って
い
る
。

　
「
地
域
への
愛
着
」で
は
、町
産
の
新
巻

き
ザ
ケ
づ
く
り
や
ワ
カ
メ
の
加
工
体
験・

販
売
、郷
土
芸
能
発
表
会
な
ど
を
行
い
、

地
域
の
歴
史
や
特
産
物
、郷
土
の
文
化
、

郷
土
芸
能
な
ど
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と

で
、地
域
社
会
へ
の
関
心
や
郷
土
へ
の
愛

着
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
生
き
方・進
路
指
導
」で
は
、地
域
の

企
業
や
団
体
と
連
携
し
た
職
場
体
験
な

ど
を
通
し
て
郷
土
の
産
業
や
経
済
を
学

び
、自
分
の
生
き
方
や
進
路
を
考
え
、将

来
を
切
り
開
く
能
力
を
育
成
し
て
い
る
。

　
「
防
災
教
育
」で
は
、地
震
の
仕
組
み

の
学
習
、
防
災
バ
ッ
グ
の
中
身
の
検
討
、

防
災
マッ
プ
作
り
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

郷
土
の
自
然
や
地
形
、災
害
や
防
災
体

制
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、災
害
時
や
防

災
に
対
し
て
の
主
体
的
な
判
断
力
と
実

践
力
を
育
成
し
て
い
る
。

全
国
か
ら
注
目
集
ま
る

　

18（
同
30
）年
11
月
に
、２
日
間
に
わ

た
っ
て「
小
中
一
貫
教
育
全
国
サ
ミ
ッ
ト

in
お
お
つ
ち
」を
開
催
。
全
国
か
ら
延
べ

１
６
０
３
人
の
教
育
関
係
者
が
訪
れ
、よ

り
充
実
し
た
教
育
に
向
け
た
議
論・検
討

が
な
さ
れ
た
。
ふ
る
さ
と
科
を
含
む
各

教
科
の
授
業
が
公
開
さ
れ
た
ほ
か
、被
災

地
で
の
開
催
が
初
め
て
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、幼
く
し
て
震
災
を
経
験
し
た
９
年

生
に
よ
る
語
り
部
の
発
表
も
行
わ
れ
た
。

ほ
か
に
も
、地
域
住
民
に
よ
る
物
産
展
な

ど
も
開
催
さ
れ
、充
実
し
た
サ
ミ
ッ
ト
と

な
っ
た
。
前
大
槌
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
伊い

藤と
う

正し
ょ
う

治じ

さ
ん
は
、「
全
国
か
ら
来

て
い
た
だ
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
の

皆
さ
ん
に
も
教
育
に
対
す
る
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
て
良
かっ
た
」と
話
す
。

大槌町の特産物であるサケをテーマにした体験学習

新
し
い
町
の
取
り
組
み 

小
中
一
貫
教
育

Interview
新
し
い
古
里
を
つ
く
る

力
に
な
っ
て
ほ
し
い

大
槌
町
教
育
委
員
会
　
前
教
育
長

伊い

藤と
う 
正し

ょ
う

治じ

さ
ん

　

震
災
前
は
、自
尊
感
情
が
低
い
子
が
多
か
っ

た
。
で
も
、小
中
一
貫
教
育
に
移
行
し
て
、町

民
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
よ

う
に
な
って
か
ら
、子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定

感
が
育
って
き
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
が
、

先
生
が
気
付
か
な
い
と
こ
ろ
を
見
て
く
れ
る

の
で
、子
ど
も
た
ち
も「
僕
た
ち
の
こ
と
を
思

って
く
れ
て
い
る
」と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
が
一
番
大
き
な
変
化
で
す
。
カ
タ
リ
バ

に
来
る
大
学
生
や
高
校
生
と
も
関
わ
って
、多

様
性
に
触
れ
る
こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
良
い
経
験
に
な
って
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

今
の
１・２
年
生
は
、震
災
後
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
た
ち
。
だ
か
ら
、震
災
前
の
大
槌
を

き
ち
ん
と
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、新
し

い
古
里
を
つ
く
って
い
く
力
に
な
って
ほ
し
い
と

思
い
、ふ
る
さ
と
科
を
作
り
ま
し
た
。
将
来
大

槌
を
出
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、外
か
ら
気
に
掛

け
て
く
れ
た
り
、戻
って
き
て
く
れ
た
り
す
る

よ
う
に
、古
里
を
好
き
だ
と
思
え
る
学
び
に

し
た
い
で
す
。
き
っ
と
何
年
後
か
に
、大
槌
に

帰
って
き
た
い
と
思
う
人
が
出
て
く
る
と
思
う
。

そ
れ
が
楽
し
み
で
す
。

「
新
し
い
町
」
を
つ
く
る　

新
し
い
町
の
取
り
組
み
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市
街
地
再
生
と
産
業
振
興

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、中
心
市
街
地

の
再
生
に
向
け
、「
中
心
市
街
地
再
生
基

本
計
画
」の
策
定
支
援
や
、商
業
施
設
の

建
設
に
向
け
た
事
業
者
意
向
調
査
を
実

施
し
た
。
し
か
し
、商
業
施
設
の
建
設
は
、

実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
要
因
と

し
て
、中
心
市
街
地
に
広
い
土
地
が
な
い

た
め
に
核
と
な
る
施
設
を
誘
致
で
き
な

か
っ
た
こ
と
や
、行
政
や
事
業
者
と
の
議

論
の
積
み
重
ね
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、産
業
振
興
と
し
て「
大
槌

町
長
杯
大
槌
湾
カ
レ
イ
船
釣
り
大
会
」

の
開
催
、町
内
事
業
者
６
社
と
協
同
し

た
お
歳
暮
用
ギ
フ
ト
商
品「
利
き
鮭
セ
ッ

ト
」の
商
品
企
画
開
発
な
ど
、観
光・商

品
開
発
事
業
を
行
っ
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、19（
令
和
元
）

年
５
月
、復
興
事
業
の
加
速
化
の
役
割

を
終
え
解
散
し
た
。

早
期
復
興
を
目
指
し
て

　
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社
」

は
、復
興
事
業
を
早
期
に
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
、２
０
１
３（
平
成

25
）年
３
月
１
日
に
設
立
さ
れ
た
。
同
社

は
、行
政
を
サ
ポ
ー
ト
し
、 

官
民
連
携
お

よ
び
民
間
同
士
の
連
携
を
促
進・調
整
す

る
役
割
を
担
う
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

業
務
内
容
に
は
、中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
向
け
た
事
業
計
画
、町
の
復
興
に

関
す
る
情
報
発
信
、観
光
物
産
に
関
す

る
企
画・販
売
促
進
、宿
泊
施
設
の
運
営

な
ど
が
あ
る
。

宿
泊
施
設
の
開
業

　

同
社
の
中
心
的
な
事
業
は
、吉
里
吉

里
地
区
の
宿
泊
施
設
「
ホ
ワ
イ
ト
ベ
ー

ス
大
槌
」
の
管
理
運
営
。
復
興
工
事
の

本
格
化
に
よ
る
作
業
員
の
宿
泊
施
設
不

足
を
解
消
す
る
た
め
、14（
同
26
）年
４

月
に
５
年
間
限
定
で
開
業
し
た
。
平
均

稼
働
率
は
82・５
％
、宿
泊
者
数
は
延
べ

11
万
３
７
０
０
人
を
達
成
し
、当
初
の
予

定
通
り
、19（
同
31
）年
３
月
に
営
業
を

終
え
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
取
締
役
だ
っ
た
石い

し

井い

満み
つ
る

さ
ん
は
、当
時
を
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
77
室
と
い
う
部
屋
数
と
、長
期
滞
在

し
や
す
い
よ
う
に
全
室
を
シ
ン
グ
ル
ル
ー

ム
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
設
計
が
良
か
っ
た
と

思
う
。
大
槌
の
復
興
を
な
ん
と
か
加
速

し
た
い
と
い
う
思
い
で
営
業
し
て
い
た
が
、

開
業
当
初
は
民
業
圧
迫
と
い
う
声
も
あ

り
、そ
の
時
は
何
と
も
言
え
な
い
切
な
い

思
い
が
あ
り
苦
悩
し
た
。
し
か
し
、結
果

と
し
て
多
く
の
方
が
宿
泊
し
、30
人
の

雇
用
を
創
出
し
た
こ
と
で
、町
の
復
興
に

貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
宿

泊
す
る
方
は
、遠
く
か
ら
大
槌
の
復
興

の
た
め
に
来
て
く
だ
さ
って
い
た
の
で
、お

い
し
い
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
大
切
に
し
た
」

協
議
会
の
開
催

　

14（
同
26
）年
度
か
ら
、町
内
の
自
治

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

町
全
体
で
の
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
活
動
の
課
題

共
有
や
連
携
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
行

う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
協
議
会
が
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

初
期
は
各
支
援
団
体
の
自
治
会
と
の

関
わ
り
方
が
議
論
の
中
心
と
な
って
い
た

が
、復
興
が
進
ん
で
き
た
18（
同
30
）年

度
か
ら
は
、地
域
主
体
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
を
進
め
る
方
法
へ
と
議
論
が
移

行
し
て
いっ
た
。
例
え
ば
、安
渡
町
内
会

で
は
会
員
数
が
減
少
し
た
た
め
、安
渡

地
区
単
独
で
の
行
事
開
催
が
難
し
い
場

合
に
は
近
隣
の
自
治
会
と
連
携
し
て
実

施
す
る
な
ど
、各
地
区
の
状
況
に
合
わ

せ
て
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ

と
な
っ
た
。

住
民
の
つ
な
が
り
を
支
援

　

自
宅
再
建
や
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

が
本
格
的
に
進
ん
で
き
た
こ
と
で
、仮
設

住
宅
な
ど
か
ら
、ほ
か
の
場
所
へ
移
転
す

る
住
民
が
増
え
た
。
そ
の
た
め
、移
転
先

で
の
住
民
同
士
の
交
流
や
自
治
会
への
加

入
、新
た
な
自
治
会
の
設
立
な
ど
、町
内

で
は
新
た
な
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
行

わ
れ
た
。　

　

２
０
１
６（
平
成
28
）年
４
月
、町
役

場
内
に「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
総
合
支
援
室
」が

新
設
さ
れ
、自
治
会
の
設
立
や
運
営
を

支
援
す
る
た
め
の
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

ま
た
、同
年
に「
元
気
な
ご
近
所
プ
ロ
ジェ

ク
ト
」を
発
足
さ
せ
、各
地
域
の
住
民
組

織
の
立
ち
上
げ
や
住
民
活
動
を
支
え
る

た
め
の「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を

町
内
５
地
区
に
配
置
し
た
。
さ
ら
に
、地

域
活
動
を
指
導・助
言
す
る「
地
域
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
を
設
置
し
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
の
支
援
体
制
が
つ
く
ら
れ
た
。

町
内
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
つい
て
、

大
槌
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
総
合
支
援
室
の
越こ

し

田た

実み

紀き

子こ

は
、こ
う
話
す
。

　
「
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
は
地
域
に
よっ

て
進
め
方
が
違
う
と
考
え
て
い
る
。
例

え
ば
、震
災
後
に
新
し
く
で
き
た
臼
沢

自
治
会
で
は
、小
鎚
川
を
挟
ん
で
対
岸

に
で
き
た
四
つ
の
災
害
公
営
住
宅
団
地

も
、同
じ
自
治
会
と
し
て
一
緒
に
活
動

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
体
制
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
中
心
部
の
町
方

地
区
に
つ
い
て
は
、震
災
前
か
ら
全
地
区

に
自
治
会
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

今
後
、地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
、地
域

活
動
を
積
極
的
に
行
う
場
合
は
自
治

会
の
設
立
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
吉

里
吉
里
地
区
で
は
公
民
館
が
中
心
と
な

り
、復
興
し
た
新
し
い
町
に
合
わ
せ
た
自

治
会
再
編
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

地
域
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の

歩
み
方
が
違
う
の
で
、行
政
と
し
て
も
サ

ポ
ー
ト
を
続
け
た
い
」

新
し
い
町
の
取
り
組
み 

復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社

新
し
い
町
の
取
り
組
み 

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
形
成
支
援

Interview
生
ま
れ
育
っ
た
町
の

復
興
の
最
前
線
で
働
く

当
時・復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社
　
取
締
役
　

経
営
企
画
部
長

石い
し

井い 

満み
つ
る

さ
ん

　

高
校
卒
業
後
に
就
職
で
大
槌
を
離
れ
、発

災
時
は
東
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
震
災
前

か
ら
、地
元
を
離
れ
て
い
る
こ
と
に「
長
男
な

の
に
、い
い
ん
だ
べ
か
」と
い
う
思
い
を
背
負
って

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
震
災
が
起
こ
り
、『
本

当
の
復
興
を
大
槌
で
や
っ
て
み
た
い
』と
い
う

気
持
ち
が
生
ま
れ
て
き
て
、宿
泊
事
業
と
生

ま
れ
育
っ
た
中
心
市
街
地
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
で
き
る
と
い
う
こ
の
会
社
に
応
募
し
ま

し
た
。
復
興
の
最
前
線
と
い
え
る
よ
う
な
職

場
で
、行
政
と
民
間
と
一
緒
に
な
って
仕
事
が

で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　

震
災
か
ら
８
年
が
経
過
し
た
現
在
の
大
槌

を
見
る
と
、町
内
に
仕
事
が
少
な
い
こ
と
が

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
復
興
が
終
わ
り
、建

設
関
連
の
仕
事
が
な
く
な
る
中
、地
場
産
業

を
活
用
し
た
働
く
場
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
、

も
っ
と
人
口
が
減
って
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

全
国
に
は
小
さ
い
町
で
も
成
功
し
て
い
る

例
も
あ
り
ま
す
。
何
か
を
や
れ
ば
新
し
い
動

き
が
起
こ
る
は
ず
。
復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌

株
式
会
社
で
取
り
組
ん
で
き
た
、商
品
開
発

や
販
路
拡
大
な
ど
の
産
業
振
興
を
も
っ
と
推

進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Interview
町
民
一
人
一
人
が
安
心
し
て

元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

大
槌
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
総
合
支
援
室

総
合
支
援
企
画
班
　
班
長

越こ
し

田た 
実み

紀き

子こ

　

住
宅
再
建
が
や
っ
と
落
ち
着
い
て
き
た
今
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら「
近
く
に
誰
が
住
ん
で
い

る
か
分
か
ら
な
い
」「
近
所
の
人
と
の
あ
い
さ
つ

が
な
く
な
っ
た
」「
仮
設
住
宅
に
い
た
頃
の
方
が

み
ん
な
と
話
せ
た
」と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

住
む
家
が
新
し
く
な
って
も
、言
葉
に
言
い
表

せ
な
い
寂
し
さ
の
よ
う
な
心
の
隙
間
を
埋
め
る

に
は
、日
常
的
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大

切
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
安
心

し
て
元
気
に
暮
ら
し
て
い
け
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
を
役
場
と
し
て
町
民
と
一
緒
に
取
り

組
み
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

震
災
に
よ
って
、ど
の
地
域
も
状
況
が
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
防
災
や
福
祉
、環
境
整

備
な
ど
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に
話
し
合
い
、

合
意
形
成
に
つ
な
げ
る
地
域
の
体
制
を
築
い
て

い
き
た
い
で
す
。

　

震
災
を
経
験
し
て
、地
域
に
よ
って
育
て
ら

れ
、支
え
合
っ
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
自
分
自
身
強
く
感
じ
ま
し
た
。
大
槌
ら

し
い
つ
な
が
り
の
強
い
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
取
り

戻
し
、時
代
の
流
れ
で
新
た
に
生
じ
る
課
題
に

対
応
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
新
し
い
町
」
を
つ
く
る　

新
し
い
町
の
取
り
組
み
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赤浜地域復興協議会で住民独自の復興計画案を行政側に説明するメンバー（2011
年10月撮影）

■ 図8–6　震災後県内被災地に発足した住民団体数比較
県調査統計課「岩手県人口移動報告年報」、各自治体の社会福祉協議会データ、心の復興事業採択資料、
ホームページ「いわて三陸復興のかけ橋」、同「いわて連携復興センター」を参照し作成

■ 図8–7　大槌町内住民団体活動内容分類（年ごと）
大槌町社会福祉協議会、大槌町総合コミュニティ支援室提供資料から

■ 表8–1　震災後発足した年ごとの団体数

発足団体数 町民主体 外部支援者主体

2011 年 17 10 7

2012 年 7 5 2

2013 年 3 2 1

2014 年 2 1 1

2015 年 2 2 0

2016 年 2 2 0

2017 年 3 3 0

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
三
陸
沿
岸

漁
村
部
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
様
相
に
つ

い
て
、民
俗
学
者
の
川
島
秀
一
氏
が「
か

つ
て
の
漁
労
集
団
が
蘇

よ
み
が
え

っ
た
か
の
よ
う

だ
」と
表
現
し
て
い
る
が
、大
槌
町
に
も

同
様
の
あ
り
よ
う
が
う
か
が
え
る
。

「
船
団
」
で
目
的
達
成

　

代
表
的
な
事
例
の
一
つ
は
、行
政
が
提

示
し
た
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
以
上
の
巨
大

防
潮
堤
建
設
案
に
対
し
て
、住
民
が
ノ
ー

を
突
き
つ
け
た
赤
浜
地
区
の
議
論
で
あ

る
。
そ
の
過
程
で
は
、昭
和
40
年
代
か
ら

20
年
ほ
ど
大
槌
町
の
花
形
的
漁
業
で
あ

っ
た
、北
洋
サ
ケ・マ
ス
漁
で
の
漁
民
ら
の

関
係
性
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
行
動
が

見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、船
頭
の
よ
う
な
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
住
民
合

意
を
け
ん
引
す
る
人
、ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
外
部
か
ら
の
情
報
を
入
手
す
る

人
、同
じ
地
区
内
の
住
民
に
理
解
を
求

め
る
役
割
の
人
な
ど
が
、地
域
ご
と
一
つ

の
船
団
と
な
って
、大
き
な
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
役
割
を
明
確
に
各

も
増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
発
足
の
主
体

は
町
民
が
25
で
あ
り
、外
部
支
援
者
11

の
倍
以
上
と
格
段
に
多
い
。
震
災
後
、被

災
地
域
社
会
は
、外
部
支
援
者
に
触
発

さ
れ
た
活
動
で
満
た
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
が
、大
槌
町
の
場
合
、決
し
て
外
部
支

援
者
だ
け
に
頼
ら
ず
、町
民
自
ら
が
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
積
極
的
な
関
与
を

行
動
で
示
し
て
い
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、

17
年
度
ま
で
に
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
組

織・団
体
が
発
足
し
て
い
た
点
で
あ
る（
表

８–

１
）。

　

主
な
活
動
内
容
の
内
訳
は
、次
の
通

り
で
あ
る
。
11（
同
23
）年
度
に
発
足
し

た
組
織・団
体
は
、「
雇
用
創
出
」関
連
の

活
動
が
最
も
多
く
、２
番
目
に
多
か
っ
た

の
が「
ま
ち
づ
く
り・コ
ミュニテ
ィ
ー
支
援
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
17
年
度
ま
で
に
発
足

し
た
組
織・団
体
の
主
な
活
動
内
容
は
、

「
雇
用
創
出
」
関
連
、「
社
会
教
育
」
が

継
続
的
で
あ
る
な
ど
、活
動
内
容
か
ら

は
、発
災
後
の
局
面
ご
と
に
、町
民
が
ど

の
よ
う
な
社
会
課
題
の
中
に
あ
る
の
か

が
読
み
取
れ
る（
図
８–

７
）。

「
行
政
ま
ひ
」が
奮
起
促
す

〝
住
民
力
〟の
裏
に

漁
労
文
化

　

災
害
後
の
住
民
は
、日
常
の
利
害
関

心
か
ら
一
時
的
に
解
放
さ
れ
、地
域
社

会
の
中
で
一
体
感
を
生
む
効
果
が
高
ま

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、被
災
地
の

住
民
は
、自
ら
の
経
験
と
人
脈
を
生
か

し
な
が
ら
住
民
参
加
を
促
す
創
発
行
動

を
し
た
り
、復
興
ま
ち
づ
く
り
を
迅
速

に
進
め
る
た
め
の
合
意
形
成
に
働
き
掛

け
た
り
と
、固
有
の
特
性
が
見
ら
れ
る
。

　

岩
手
県
内
に
お
い
て
東
日
本
大
震
災

後
、復
興
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
発
足

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
一
般
社
団
法
人
を
主
と

す
る
住
民
組
織・団
体
の
数
な
ど
を
調
査

し
た
。
な
お
、本
分
析
に
お
け
る
組
織・

団
体
の
抽
出
は
、被
災
地
区
の
住
民
が

主
体
的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
、支
援
事

業
の
拠
点
を
被
災
自
治
体
に
置
い
て
い
る

こ
と
、そ
し
て
、草
の
根
的
か
つ
継
続
的

な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
含
ん
で
い
な
い
。

住
民
団
体
の
多
さ
突
出

　

調
査
の
結
果
、沿
岸
12
市
町
村
で
震

災
後
か
ら
２
０
１
７（
平
成
29
）年
に
か

け
て
発
足
し
た
組
織・団
体
の
数
は
、大

槌
町
が
36
と
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、人

口
１
万
人
当
た
り
の
組
織・
団
体
数
も
、

30・92
％
と
突
出
し
て
い
て
、次
に
多
い
陸

前
高
田
市
の
倍
と
な
っ
た（
図
８–
６
）。

　

そ
の
要
因
と
し
て
、次
の
よ
う
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
大
槌
町
は
、震
災
で
行

政
の
中
枢
に
い
た
町
長
ほ
か
幹
部
職
員

が
多
数
犠
牲
に
な
っ
た
り
、役
場
の
建
物

が
被
災
し
た
り
し
て
、行
政
機
能
が
お

よ
そ
５
カ
月
間
に
わ
た
り
、ま
ひ
状
態
と

な
っ
た
。
そ
の
こ
と
で
、各
地
区
の
避
難

所
を
中
心
に
し
た
主
体
的
運
営
や
活
動

大
槌
町
「
元
気
な
ご
近
所
づ
く
り
事
業
」
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

坂
口 

奈
央

が
活
発
化
し
た
―
―
。

　

大
槌
町
は
震
災
を
契
機
に
、「
お
ら
ほ

（
俺
た
ち
）の
ま
ち
は
、お
ら
ほ
で
復
興

さ
せ
る
ん
だ
」と
す
る
、主
体
的
に
社
会

課
題
に
立
ち
向
か
う〝
住
民
力
〟が
、県

内
の
他
の
被
災
地
よ
り
も
パ
ワ
フ
ル
に
顕

在
化
し
た
と
言
って
よ
い
。

町
民
自
ら
積
極
関
与

　

次
に
、大
槌
町
内
で
発
足
し
た
組
織・

団
体
の
内
訳
を
見
て
い
く
。
震
災
前
の

町
内
に
お
け
る
住
民
組
織・団
体
数
は
６

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、震
災
後
に
発
足
し

た
組
織・団
体
数
は
7
年
間
で
36
と
６
倍

お
ら
ほ
の
ま
ち
は
、お
ら
ほ
で
―
―
大
槌
町
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

自
が
認
識
し
、忠
実
に
実
行
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
中
で
も
、自
ら
の
事
情
や

状
況
を
省
み
ず
、地
域
の
た
め
に
ひ
た
す

ら
尽
力
し
た
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
行
動
力
と

そ
れ
に
伴
う
発
言
は
、説
得
力
を
増
し
て

い
き
、漁
村
ご
と
で
難
局
を
乗
り
越
え
よ

う
と
す
る
強
力
な
団
結
へ
と
導
い
て
いった
。

　

海
沿
い
の
地
域
で
は
、普
段
ま
と
ま
り

が
悪
い
と
い
う
所
も
あ
る
。
し
か
し
住
民

の
間
で
は
、海
を
介
し
た
日
常
生
活
の
何

気
な
い
思
い
出
や
、漁
村
の
お
す
そ
わ
け

文
化
、豊
漁
と
無
事
を
願
う
伝
統
芸
能

な
ど
、海
と
暮
ら
し
を
基
盤
に
し
た
つ
な

が
り
と
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
価
値

観
が
、震
災
前
ま
で
当
た
り
前
の
日
常
と

し
て
構
築
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
人
々
は
、経
験
と
地
域
で
培
っ
て

き
た
関
係
性
を
原
動
力
に
、激
甚
災
害

と
い
う
非
常
事
態
を
住
民
主
体
で
乗
り

越
え
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
、無
意

識
的
に
潜
在
化
さ
せ
発
揮
し
て
い
た
。
大

槌
町
は
、非
常
時
ほ
ど
発
現
す
る
地
域
の

原
動
力
を
、圧
倒
的
に
見
せ
つ
け
た
被
災

自
治
体
の
代
表
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

「
新
し
い
町
」
を
つ
く
る　

寄
稿
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町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

気
持
ち
く
み
取
り
意
見
を
尊
重

　大
槌
復
興
基
本
計
画
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

ま
た
大
槌
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
座
長
と
し
て
、

大
槌
町
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
中

井
祐
教
授（
50
）。
当
時
、ど
の
よ
う
な
思
い

で
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
進
め
て
い
た
の
か
。

「
町
民
と
共
に
汗
を
流
す
覚
悟
を
決
め
て
取

り
組
ん
だ
」と
い
う
中
井
教
授
に
聞
い
た
。

― 
大
槌
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
の
専
門
分
野
は
公
園
や
広
場
な
ど
の
土

木
や
都
市
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
す
が
、震

災
前
に
岩
手
で
橋
の
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
受

け
て
い
た
つ
な
が
り
で
、岩
手
県
か
ら「
大
槌

を
見
に
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
そ
れ
か
ら
大
槌
の
ま
ち
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
携
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
の
町
長
だ
っ
た
碇い
か
り

川が
わ

豊ゆ
た
か

さ
ん

と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
初
め
て
懇
談
し
た

時
に「
町
民
が
主
体
と
な
っ
て
復
興
計
画
を
作

る
」と
い
う
強
い
意
志
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、共
に
汗
を
流
す
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

― 

ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
中
で
大
切
に

し
て
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
各
地
区
に
専
門
家
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
配
置
し
、隔
週
で
町
を
訪
れ
て
地
区

の
住
民
の
方
々
と
議
論
を
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
大
事
に
し
て
い
た
の
は
、ど
ん
な
意
見
が

出
て
も
反
論
せ
ず
に
聞
き
、い
っ
た
ん
受
け
止

め
る
と
い
う
姿
勢
で
す
。
も
と
も
と
大
槌
町

の
方
々
は
、自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
で
決
め

る
と
い
う
意
識
が
非
常
に
強
い
。
さ
ら
に
町

の
中
で
も
地
区
ご
と
に
地
形
、な
り
わ
い
、生

活
ス
タ
イ
ル
、町
民
の
性
格
も
違
う
。
ま
し
て

や
当
時
は
極
限
状
態
で
し
た
か
ら
、ま
ず
は

気
持
ち
を
く
み
取
る
こ
と
が
大
切
で
し
た
。

― 

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
受
け
止
め
て
ま
と

め
る
こ
と
は
、簡
単
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

　
碇
川
町
長
か
ら
は「
海
が
見
え
る
町
に
し

た
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
踏
ま
え
検
討
を
重
ね
た
結
果
、巨

大
な
防
潮
堤
を
造
ら
ざ
る
を
得
な
い
計
画
と

な
り
ま
し
た
。
私
も
、町
の
ど
こ
か
ら
で
も
海

が
見
え
る
町
に
な
れ
ば
と
本
心
で
は
願
っ
て

い
た
の
で
、碇
川
町
長
に
「
先
生
、こ
の
計
画

で
本
当
に
い
い
ん
で
す
か
」と
尋
ね
ら
れ
た
時
、

言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
き
る
こ
と
は

や
り
尽
く
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、や
る
べ

き
こ
と
が
全
部
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
安
心・

安
全
は
大
前
提
で
す
が
、被
災
前
の
日
常
か

ら
失
わ
れ
た
も
の
も
あ
る
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
の
私
の
責
任
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
風

景
と
か
自
然
と
か
、そ
う
い
っ
た
身
近
に
あ
る

も
の
の
価
値
を
大
切
に
す
る
町
と
し
て
、復

興
が
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

― 

ま
ち
づ
く
り
を
通
し
て
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
計
画
が
策
定
さ
れ
た
後
の
打
ち
上
げ
の
場

で
、今
、復
興
局
に
い
る
那
須
智
局
長（
現
環

境
整
備
課
長
）が
、涙
な
が
ら
に「
中
井
さ
ん

た
ち
の
お
か
げ
で
、元
の
場
所
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、役

に
立
て
て
良
か
っ
た
と
救
わ
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
の
よ
う
な
よ
そ
者
で
も
、中
に
入
っ
て
携

わ
る
こ
と
で
信
頼
感
が
生
ま
れ
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
深
ま
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
普
段
な
ら
出
会
う
こ
と
の
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
方
々
と
出
会
い
、話
し
合
い
、

助
け
合
っ
た
の
で
す
か
ら
、人
生
は
不
思
議
だ

な
と
感
じ
ま
す
。

（
取
材
／
2
0
1
8
年
7
月
）

Episode file
〜まちづくり〜

中
な か

井
い

 祐
ゆ う

さん

東京大学大学院工学系研究科社会基盤学科　教授

中
井 

祐
さ
ん
／
1
9
6
8（
昭
和
43
）年
１
月
埼
玉
県
生
ま
れ
。
専

門
は
景
観
論
、土
木
構
造
物・公
共
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
、近
代
土
木

デ
ザ
イ
ン
史
な
ど
。
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
最
優
秀
賞
、2
0
1
1

（
平
成
23
）年
に
自
身
が
協
力
し
た
大
槌
町
の
屋
台
広
場
が
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞（
復
興
デ
ザ
イ
ン
賞
）を
受
賞
。
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町文化交流センター「おしゃっち」で、震災の現実に向き合った町民にインタビューする高校
生たち（2018年８月８日撮影）

東日本大震災から、８年以上が経過した。

今も大槌町で生きる人たちは、あの日に何を思い、

そして今、どのように過ごしているのか。

一人一人の言葉に耳を傾けた。

ここに登場する16人の町民にインタビューしてくれたのは

同じくこの町で暮らす大槌高校の生徒たちである。



大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災

佐さ

さ々

木き 

朱あ
か

里り
（
１
年
）

瀬せ

戸と 

翼つ
ば
さ（

１
年
）

中な
か

村む
ら 

海み

鈴す
ず（

１
年
）

野の

﨑ざ
き 

悠ゆ
う

矢や
（
１
年
）

藤と
う

社し
ゃ 

彩あ
や

乃の
（
１
年
）

菅か
ん

野の 

雅ま
さ

也や
（
２
年
）

櫻さ
く
ら

井い 

こ
と
み（
２
年
）

佐さ

さ々

木き 

加か

奈な
（
２
年
）

佐さ

さ々

木き 

慎し
ん

也や
（
２
年
）

前ま
え

川か
わ 

菜な

緒お
（
２
年
）

六む

串く
し 

香か

穂ほ
（
２
年
）

八や

幡は
た 

有ゆ
う

香か
（
２
年
）

山や
ま

﨑ざ
き 

大た
い

陽よ
う（

２
年
）

山や
ま

﨑ざ
き 

光ひ
か
り（

２
年
）

今回の取材・撮影に参加した大槌高校復興研究会の生徒

こ
の
町
で
生
き
て
い
く

※
学
年
は
取
材
当
時

校
復
興
研
究
会
の
生
徒
た
ち
が
担
当
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

18（
同
30
）年
８
月
、町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー「
お
し
ゃっ
ち
」に
は
、さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
持
っ
た
16
人
の
大
槌

町
民
が
集
ま
っ
た
。
発
災
時
に
ま
だ
幼

か
っ
た
高
校
生
た
ち
は
、そ
の
16
人
に
幾

つ
も
の
質
問
を
投
げ
掛
け
、同
じ
く
震

災
の「
体
験
者
」
と
し
て
、よ
り
深
い
部

分
の
言
葉
を
引
き
出
し
て
いっ
た
。

　

震
災
後
、町
内
１
８
０
カ
所
で
定
点
観

測
撮
影
を
行
う
な
ど
、町
の
移
り
変
わ

り
を
見
続
け
て
き
た
大
槌
高
校
生
だ
か

ら
こ
そ
で
き
た
取
材
。
ま
さ
に
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
た
、「
町
民
が
参
加
す
る
震
災

記
録
誌
」に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な
っ
た
。

大
槌
高
校
復
興
研
究
会

　

大
槌
町
の
復
興
に
貢
献
し
、町
の
現

状
と
今
後
を
内
外
に
発
信
し
よ
う
と
、

２
０
１
３（
平
成
25
）年
に
生
徒
た
ち
が

自
主
的
に
創
設
。
次
の
５
班
で
構
成
す

る
。
年
３
回
、町
内
１
８
０
カ
所
で
震
災

後
の
風
景
を
写
真
撮
影
す
る
「
定
点
観

測
班
」▽
夏
休
み
や
冬
休
み
に
児
童
ら

の
相
手
を
す
る
「
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

班
」▽
主
に
県
外
か
ら
訪
れ
る
高
校
生

ら
に
復
興
状
況
を
伝
え
る
「
他
校
交
流

班
」▽
防
災
訓
練
の
実
施
や
復
興
ま
ち

づ
く
り
で
提
言
す
る「
防
災・ま
ち
づ
く

り
班
」▽
同
会
の
活
動
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
紹
介
す
る「
広
報
班
」
―
―
。

　

全
校
生
徒
約
１
６
０
人
の
う
ち
７
割

が
会
員
。
18（
同
30
）年
に
は
町
役
場
と

震
災
伝
承
活
動
に
関
す
る
協
力
協
定

を
締
結
し
、町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
お

し
ゃ
っ
ち
」
で
定
点
観
測
班
の
成
果
な

ど
を
映
像
で
紹
介
し
て
い
る
。
防
災
活

動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
学
校
な
ど
を

顕
彰
す
る
18
年
度
の「
ぼ
う
さ
い
甲
子

園
」（
兵
庫
県
な
ど
主
催
）の
高
校
生
部

門
で
、優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

大
槌
高
生
が
取
材
、撮
影

　
「
町
民
の
声
を
集
め
、町
民
も
参
加
す

る
」―
―
。
こ
の
震
災
記
録
誌
の
大
き
な

テ
ー
マ
の
一
つ
だ
。

　

２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
。
あ
の
日
以
降
、大
槌

町
で
何
が
起
き
て
い
た
の
か
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
、ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
か
。

こ
こ
か
ら
始
ま
る
、あ
の
震
災
を
乗
り
越

え
、今
を
生
き
る
町
民
の
実
像
に
迫
る

イ
ン
タ
ビュ
ー
企
画「
こ
の
町
で
生
き
て
い

く
」。
こ
れ
ら
の
取
材・撮
影
は
、東
北
大

学
文
学
部
社
会
学
研
究
室
の
学
生
た
ち

か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
県
立
大
槌
高

第  
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「
生
き
て
い
る
こ
と
」
は

ど
れ
だ
け
あ
り
が
た
い
か

震
災
で
気
付
い
た〝
幸
せ
〟

高校生の感想

取材／山﨑 大陽・撮影／佐々木 慎也

　

冷
静
に
考
え
る
と
、あ
の
日
、一
言
で

言
え
ば
地
獄
を
見
た
っ
て
こ
と
か
な
。
お

経
の
中
で
地
獄
の
世
界
は
分
か
っ
た
つ
も

り
だ
っ
た
け
ど
、ま
さ
か
こ
う
い
う
こ
と

が
目
の
前
で
起
き
る
な
ん
て
、こ
れ
、夢

じ
ゃ
な
い
か
な
、い
つ
か
覚
め
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
っ
て
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、お
寺
で

の
避
難
生
活
が
始
ま
っ
た
の
。

　

吉
里
吉
里
の
お
寺
で
は
、仏
様
に
供
え

る
お
食
事
を
作
る
た
め
に
お
米
を
持
っ
て

く
る
風
習
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。
あ
の
時
、

お
米
が
大
体
１
５
０
キ
ロ
あ
っ
て
、避
難

所
に
入
っ
て
き
た
人
は
２
５
０
人
。
当
日

の
夜
中
の
11
時
過
ぎ
か
な
。
ご
飯
を
炊
い

て
、小
さ
い
お
に
ぎ
り
を
１
人
１
個
食
べ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

昼
間
は
大
人
た
ち
が
捜
索
活
動
と
か

が
れ
き
の
撤
去
、自
分
の
家
の
何
か
を
探

す
と
か
で
出
て
行
く
ん
だ
け
ど
、残
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、避
難
所
の
運
営
を
す
ご

く
助
け
て
く
れ
た
の
。
ト
イ
レ
の
掃
除
を

一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
た
の
が
、中
学
生
。

そ
の
姿
を
見
て
、小
学
生
た
ち
が
お
手
伝

い
を
し
て
く
れ
た
。
50
日
の
間
、一
度
も

ト
イ
レ
が
汚
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
誰

が
入
っ
て
も
次
の
人
が
気
持
ち
よ
く
使
え

る
よ
う
に
し
て
く
れ
て
、と
て
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
。

　

吉
里
吉
里
で
も
、線
路
を
境
に
家
が
流

さ
れ
た
所
と
残
っ
た
所
が
あ
っ
た
で
し
ょ
。

そ
う
い
う
差
の
た
め
に
、町
内
で
支
援
物

資
の
分
配
方
法
な
ど
で
避
難
所
に
入
っ
た

人
と
家
が
残
っ
た
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、地
域
全
体
が

同
じ
よ
う
に
痛
み
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

そ
れ
で
、お
寺
が
あ
る
吉
里
吉
里
四
丁

目
の
町
内
会
の
役
員
や
民
生
委
員
に
お

願
い
し
て
、一
軒
一
軒
回
っ
て
安
否
確
認

し
て
名
簿
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
総
数
だ

と
１
２
６
０
人
分
。
多
い
家
だ
と
１
軒
に

25
人
ぐ
ら
い
い
た
の
か
な
。
名
簿
を
持
っ

て
災
害
対
策
本
部
に
行
き
、そ
う
い
う
家

も
「
避
難
所
」
と
し
て
認
め
て
も
ら
っ
た
。

そ
し
て
、
自
衛
隊
が
撤
収
す
る
７
月
ま

で
、全
て
の
家
に
支
援
物
資
が
行
き
渡
る

シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
の
ね
。
私
が
言
い
出

し
っぺ
だ
か
ら
、物
資
を
お
寺
に
も
ら
っ
て
、

責
任
を
持
っ
て
各
家
に
配
布
す
る
こ
と
を

約
束
し
た
の
。

　

振
り
返
っ
て
思
う
の
は
、生
き
て
い
る

こ
と
が
ど
れ
だ
け
あ
り
が
た
い
か
と
い
う

こ
と
。
お
母
さ
ん
が
命
が
け
で
産
ん
で
く

れ
た
命
を
、ど
う
生
き
て
い
く
の
か
。
自

分
の
頭
で
考
え
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
、

ど
れ
だ
け
大
切
か
。
こ
う
い
う
学
ん
だ
こ

と
を
大
槌
の
住
民
の
財
産
と
し
て
残
し

て
ほ
し
い
。
も
う
一
つ
、自
然
災
害
で
命

を
落
と
す
こ
と
が
な
い
町
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
験
を
後
の
世
代
に

ど
う
伝
え
て
い
く
か
。
若
い
人
た
ち
に
考

え
て
ほ
し
い
。

　

両
親
に
感
謝
し
て
生
き
る
、家
族
を
大

切
に
し
な
が
ら
生
き
る
。
み
ん
な
が
そ

う
い
う
思
い
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
と
き
、

す
ご
く
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
本
当
の
幸
せ

は
、人
が
人
を
思
う
こ
と
。
人
か
ら
大
切

に
思
わ
れ
る
よ
う
な
生
き
方
を
す
る
こ
と
。

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

震
災
の
時
は
小
学
校
３
年
生

で
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た

け
ど
、今
日
英
悟
さ
ん
の
お
話
を

聞
い
て
、あ
の
時
、お
寺
に
避
難

し
た
の
は
英
悟
さ
ん
の
声
掛
け

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。
お
寺
が
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、自
分

が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
、良
い
機
会
で
し
た
。

山
﨑 

大
陽

髙
た か

橋
は し

 英
え い

悟
ご

さん

1972（昭和47）年５月、宮城県生まれ。28歳の時に吉里吉里にある
曹洞宗吉祥寺の第18世住職となる。震災当時、同寺に集まった多くの
避難者と共に避難所を運営。発災から50日後に犠牲者の合同葬を執
り行った。犠牲者の回顧録「生きた証」プロジェクトの推進協議会長や、
旧役場庁舎の保存を求める「おおづちの未来と命を考える会」の会長
を務める。

そ
れ
は
、誰
か
ら
も
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
財
産
だ
と
震
災
の
後
に
気
が
付
い
た
。

そ
の
こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
伝
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
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地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
る

防
潮
堤
、
震
災
前
と
同
じ

６
・
４
メ
ー
ト
ル
と
い
う
決
断

高校生の感想

取材・撮影／山﨑 光

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
赤
浜
。
新
日
鉄
釜

石
の
関
連
会
社
に
勤
め
て
い
た
こ
ろ
は
、

寝
る
だ
け
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
も
ん
だ
っ

た
け
ど
…
…
。
津
波
で
女
房
を
亡
く
し
、

今
は
娘
と
二
人
暮
ら
し
。
７
年
間
仮
設
に

い
て
、つ
い
最
近
、赤
浜
に
家
を
再
建
し

ま
し
た
。

　
「
赤
浜
の
復
興
を
考
え
る
会
」
は
、震

災
後
の
避
難
所
で
「
意
見
の
あ
る
や
つ
は

こ
の
指
止
ま
れ
」
み
た
い
な
感
じ
で
集
ま

り
ま
し
た
。
俺
も
み
ん
な
も
、責
任
感
や

使
命
感
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、

毎
日
毎
日
、が
れ
き
の
山
を
目
の
前
に
し

て
い
る
と
ね
。
こ
う
思
う
だ
と
か
、あ
あ

思
う
だ
と
か
、意
見
の
あ
る
や
つ
が
自
然

に
集
ま
っ
て
き
た
っ
て
感
じ
で
し
た
。

　

国
や
県
か
ら
14・５
メ
ー
ト
ル
の
防
潮

堤
を
造
る
話
が
出
た
の
は
震
災
の
年
の
秋
。

そ
ん
な
に
高
い
防
潮
堤
を
造
っ
て
し
ま
っ

た
ら
海
が
見
え
な
く
な
る
、そ
の
こ
と
で

津
波
か
ら
逃
げ
遅
れ
る
っ
て
い
う
の
も
あ
っ

た
け
ど
、そ
れ
は
後
か
ら
出
て
き
た
話
だ

な
。
ま
ず
は
土
地
の
問
題
が
あ
っ
た
。
15

メ
ー
ト
ル
近
い
防
潮
堤
を
造
る
っ
て
こ
と

は
、そ
の
倍
く
ら
い
の
土
台
が
必
要
に
な

る
ん
で
す
。
土
地
が
広
け
れ
ば
い
い
ん
だ

け
ど
、狭
い
赤
浜
に
そ
ん
な
の
造
っ
た
ら

人
が
住
む
と
こ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
じ
ゃ
大
変
だ
べ
と
。
そ
れ
に
も
し

15
メ
ー
ト
ル
以
上
の
波
が
来
て
防
潮
堤

を
越
え
て
し
ま
っ
た
ら
、今
度
は
そ
の
水

の
抜
け
道
も
な
い
。
内
側
に
盛
り
土
す
る

こ
と
で
、土
地
も
有
効
に
使
え
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。「
赤
浜
は
そ
う
す
る
べ
」
と

意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、反
対
意
見
が
な
か
っ
た
わ

け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
違
う
意
見
を
持
っ

て
い
た
人
は
つ
ら
か
っ
た
と
思
う
け
れ
ど
、

今
は
そ
れ
で
正
解
だ
っ
た
と
、震
災
前
と

同
じ
６・４
メ
ー
ト
ル
に
し
て
よ
か
っ
た
な

と
俺
は
思
っ
て
ま
す
。
赤
浜
っ
て
所
は
地

域
柄
、い
ろ
ん
な
意
見
が
出
て
も
、話
し

合
っ
て
最
後
は
ち
ゃ
ん
と
ま
と
ま
る
っ
て

と
こ
が
あ
る
。
ほ
か
の
地
域
で
は
あ
ん
ま

り
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
べ
か
。

　
「
考
え
る
会
」で
は
防
潮
堤
の
他
に
も
、

ど
こ
ど
こ
の
道
路
を
つ
な
げ
て
く
れ
だ
と

か
、道
幅
を
広
げ
て
ほ
し
い
だ
と
か
、避

難
所
に
い
る
人
た
ち
の
声
を
吸
い
上
げ
て

要
望
書
を
町
に
出
し
ま
し
た
。
半
分
も

実
現
は
し
て
な
い
け
ど
、今
思
い
返
す
と

あ
る
意
味
楽
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
な

あ
。
い
ろ
い
ろ
言
い
合
え
る
場
だ
っ
た
か

ら
。
う
ん
、何
か
、こ
れ
か
ら
つ
く
っ
て
い

く
っ
て
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
赤
浜
は
も
と
も
と
何
が
あ
る
っ
て
町
じ
ゃ

な
い
し
、こ
れ
か
ら
大
き
く
発
展
す
る
地

域
で
も
な
い
。
で
も
、こ
れ
ま
で
住
民
み

ん
な
で
仲
良
く
や
っ
て
こ
こ
ま
で
来
た
わ

け
だ
か
ら
、そ
れ
が
こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
け
ば
い
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。
特
段
何

か
が
変
わ
ら
な
く
て
も
い
い
の
。
み
ん
な

が
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
の
地
域

が
、ず
っ
と
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

　

最
後
に
大
事
な
も
の
を
三
つ
挙
げ
ろ
っ

て
？　

赤
浜
と
…
…
娘
だ
な（
笑
）。
あ

と
は
何
も
ね
え
な
あ
。

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

防
潮
堤
の
高
さ
に
つい
て
深
く

質
問
で
き
て
よ
か
っ
た
し
、佐
藤

さ
ん
の
答
え
に
対
し
て
さ
ら
に

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

話
を
し
て
い
る
と
、佐
藤
さ
ん
が

ど
れ
だ
け
大
槌
や
赤
浜
の
こ
と

が
好
き
な
の
か
分
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

け
ば
い
い
の
か
、少
し
だ
け
ど
分

か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

山
﨑 

光

佐
さ

藤
と う

 壽
ひ さ し

さん

1946（昭和21）年10月、大槌町赤浜生まれ。震災後避難所で立ち上
げた「赤浜の復興を考える会」で、海と共に生きていくために防潮堤の
あり方を考え、行政に働き掛けて震災前と同じ高さに計画を変更させる。
現在は海が見える赤浜の高台に娘と２人で暮らしている。第  
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記
憶
を
未
来
に
残
す

人
々
の
暮
ら
し
と
思
い
の
記
録
を

写
真
と
映
像
で
後
世
に

高校生の感想

取材・撮影／藤社 彩乃、佐々木 朱里

　

昭
和
35（
１
９
６
０
）年
が
チ
リ
地
震

津
波
で
、そ
の
時
に
カ
メ
ラ
が
あ
れ
ば
い

い
な
っ
て
思
っ
た
の
ね
。
22
か
23
歳
の
こ

ろ
だ
っ
た
か
な
。
そ
の
翌
年
に
カ
メ
ラ
を

買
っ
た
の
。
ミ
ノ
ル
タ
が
初
め
て
出
し
た

一
眼
レ
フ
。
そ
れ
で
病
み
つ
き
に
な
っ
て
、

い
ろ
ん
な
も
の
を
撮
り
始
め
た
ん
だ
。
休

み
の
日
は
、山
に
行
っ
た
り
、泊
ま
り
が

け
で
写
真
を
撮
っ
た
り
。
十
勝
沖
地
震

（
２
０
０
３
年
）の
時
の
津
波
を
８
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
で
撮
っ
て
あ
っ
た
の
が
、今
回
の

津
波
で
全
部
流
さ
れ
た
の
、あ
れ
は
残
念
。

私
は
、風
景
と
か
行
事
、災
害
な
ん
か
も
、

今
撮
ら
な
き
ゃ
撮
れ
ね
え
ん
だ
っ
て
い
う

と
こ
が
あ
っ
て
、そ
の
様
子
を
特
に
「
残

し
た
い
」っ
て
い
う
の
が
、震
災
前
か
ら

あ
る
な
ぁ
。

　

写
真
や
映
像
っ
て
す
ご
い
も
の
で
ね
、

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
っ
て
い
う
け
れ
ど
、

見
れ
ば
、あ
っ
そ
う
か
、っ
て
こ
と
に
な
る

か
ら
ね
。
大
槌
高
校
復
興
研
究
会
の
皆

さ
ん
も
、
定
点
観
測
や
っ
て
る
で
し
ょ
。

す
ご
い
ね
ぇ
、あ
れ
は
大
事
だ
。
先
輩
た

ち
が
撮
っ
た
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
。
津
波

で
何
も
な
く
な
っ
た
所
に
家
が
建
っ
て
町

が
で
き
て
い
く
、そ
れ
は
町
の
記
録
だ
か

ら
。
記
録
を
保
存
し
て
い
く
こ
と
は
、本

当
に
大
切
だ
と
思
う
。

　

私
は
、昭
和
32（
１
９
５
７
）年
か
ら
平

成
27（
２
０
１
５
）年
ま
で
消
防
団
に
入
っ

て
い
た
ん
だ
け
ど
、
地
震
に
始
ま
り
地

震
に
終
わ
っ
た
っ
て
感
じ
だ
ね
。
平
成
13

（
２
０
０
１
）年
に
山
火
事
が
あ
っ
た
時
、

消
防
団
員
と
防
災
ヘ
リ
に
乗
っ
て
、町
の

中
を
撮
っ
た
写
真
が
、が
れ
き
の
中
か
ら

出
て
き
た
の
よ
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、

俺
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、産
湯
に
使
っ
て
た

愛
着
の
あ
る
井
戸
が
あ
っ
て
ね
。
そ
の
近

く
に
あ
っ
た
箱
山
幼
稚
園
で
、真
冬
に
裸

に
な
っ
て
ね
、乾
布
摩
擦
す
る
の
、毎
朝
。

あ
れ
は
す
ご
か
っ
た
。
カ
メ
ラ
っ
て
い
う

の
は
、好
き
で
写
真
を
撮
る
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、記
録
性
っ
て
い
う
強
さ
を
大
事
に

し
な
が
ら
保
存
し
て
い
く
。
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
大
事
な
こ
と
だ
よ
な
。

　

震
災
後
は
、風
景
も
変
わ
っ
た
し
、気

持
ち
も
変
わ
っ
て
い
る
け
ど
、撮
る
意
欲

は
変
わ
っ
て
な
い
。
む
し
ろ
、な
ん
で
も

撮
り
た
い
っ
て
い
う
か
ね
。
特
に
ね
、大

槌
ま
つ
り
が
特
殊
な
も
ん
で
、町
民
は
見

に
く
る
ん
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
、参
加
す
る
た

め
に
帰
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
大
槌
の
浜

や
祭
り
の
あ
の「
か
ま
り
」（
当
地
の
方

言
で
匂
い
、香
り
の
意
）が
ね
、フ
ー
ッ
て

来
る
ん
で
す
よ
。
な
ん
と
も
言
わ
れ
ね

え
ん
だ
よ
な
ぁ
。

　

何
年
か
前
に
、娘
の
旦
那
が
ド
ロ
ー
ン

を
買
っ
た
ん
で
す
よ
。
家
が
ま
だ
建
っ
て

い
な
い
辺
り
の
町
の
様
子
を
撮
っ
た
り
、

釜
石
の
ラ
グ
ビ
ー
場
と
か
、浪
板
の
滝
に

行
っ
た
り
。
町
と
し
て
の
復
興
は
、ま
だ

だ
け
ど
も
、俺
の
復
興
は
、家
を
建
て
て

こ
た
つ
に
あ
た
っ
て
、お
茶
っ
こ
一
杯
飲
む

の
、あ
ぁ
い
い
な
っ
て
。
そ
れ
が
私
の
心
の

復
興
だ
と
思
っ
て
る
。

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

話
を
聞
い
て
写
真
を
撮
る
こ

と
が
本
当
に
好
き
な
ん
だ
な
ぁっ

て
思
い
ま
し
た
。
写
真
に
つ
い
て

質
問
す
る
と
笑
顔
で
楽
し
そ
う

に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
客

さ
ん
か
ら「
撮
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」と
言
わ
れ
る
の
が
う
れ

し
い
と
お
っ
し
ゃって
い
た
時
の
笑

顔
が
本
当
に
素
敵
で
、
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

藤
社 

彩
乃

　
カ
メ
ラ
で
写
真
な
ど
を
撮
る
の

が
好
き
で
、山
に
行
っ
た
り
、泊

ま
り
が
け
で
写
真
を
撮
っ
た
り

す
る
こ
と
や
、波
や
風
の
音
を
映

像
に
合
わ
せ
る
の
が
一
番
楽
し
い

と
言
っ
た
時
の
笑
顔
が
印
象
的

で
し
た
。

佐
々
木 

朱
里

煙
け む

山
や ま

 佳
か

成
な り

さん

1938（昭和13）年８月、大槌町末広町生まれ。安渡で薬店を営みなが
ら57年間消防団員として活動。若くしてチリ地震津波を経験したこと
を契機に、安渡の町や人々の暮らしを写真に残す。2018(平成30)年
に自身が記録してきた写真と映像約200点を「安渡地域アーカイブ展」
で公開。

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
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〝
つ
な
が
り
〟が
最
大
の
財
産

出
会
っ
た
縁
を
大
切
に
、

思
い
を
後
世
に
つ
な
ぐ

高校生の感想

取材・撮影／瀬戸 翼、野﨑 悠矢

　

大
槌
の
人
た
ち
は
お
祭
り
に
な
る
と

大
変
な
盛
り
上
が
り
に
な
る
で
し
ょ
？

そ
う
思
わ
な
い
？ 

一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を

す
る
こ
と
で
日
常
を
一
瞬
忘
れ
ら
れ
る
、

そ
の
感
覚
が
大
槌
の
人
た
ち
に
根
付
い
て

い
る
。
い
い
例
が
郷
土
芸
能
。「
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
ニ
ッ
ポ
ン
」
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
た
。

　

花
火
の
原
点
は
、亡
く
な
っ
た
方
に
思

い
を
は
せ
る
と
か
、弔
う
と
か
。
当
時
は

ま
だ
が
れ
き
も
あ
っ
て
花
火
師
さ
ん
に
も

難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
け
ど
、あ
れ
だ

け
大
変
な
思
い
を
し
て
、や
る
こ
と
が
山

積
み
の
大
変
な
時
期
に
警
察
や
消
防
が

協
力
し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き

た
。
花
火
を
見
な
が
ら
皆
さ
ん
、涙
を
流

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
、震
災
で

家
族
を
亡
く
し
て
い
る
。
財
産
を
失
っ
た

人
も
い
る
。
当
時
は
涙
が
出
な
か
っ
た
の
。

泣
け
る
人
は
う
ら
や
ま
し
く
さ
え
思
え
た
。

今
を
ど
う
生
き
る
か
、ど
う
し
た
ら
い
い

か
が
先
で
、泣
い
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
か
っ

た
で
す
よ
。

　

そ
ん
な
中
で
、普
段
は
目
に
す
る
こ
と

の
な
い
き
れ
い
な
花
火
が
目
の
前
で
上
が
っ

て
い
る
わ
け
。
一
瞬
だ
け
ど
、何
か
き
れ

い
な
も
の
を
取
り
戻
せ
た
瞬
間
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。
あ
の
こ
ろ
は
ま
だ
灰
色

の
世
界
だ
よ
ね
。
一
瞬
で
も
色
の
あ
る
世

界
が
見
ら
れ
た
瞬
間
に
、自
然
と
こ
ぼ
れ

た
涙
な
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
、私
は
今
で
も

そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
は
鎮
魂

の
花
火
で
し
た
が
、生
き
て
い
る
人
に
と
っ

て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、児
童
や
生
徒
の
居
場
所
と
な

る
「
カ
タ
リ
バ
」
も
力
を
入
れ
た
取
り
組

み
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は
学
校
が
終
わ
っ

て
か
ら
家
に
帰
る
ま
で
気
を
遣
う
こ
と
な

く
話
し
た
り
、勉
強
し
た
り
で
き
る
場
所
。

文
科
省
の
方
に「
大
槌
の
子
ど
も
た
ち
に

今
、何
が
必
要
で
す
か
」
と
聞
か
れ
て
答

え
た
の
が
「
居
場
所
」。
学
校
が
復
旧
し

て
も
避
難
所
に
帰
る
と
、周
り
に
遠
慮
し

な
が
ら
、大
人
の
顔
色
を
見
な
が
ら
過
ご

す
子
ど
も
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
た
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
東
京
の
「
N
P
O
法
人
カ
タ

リ
バ
」
が
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
、小
鎚
神
社
の
前
に
あ
る
集
会
所
の
上

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
や
る
場
所
と
か
、建

物
を
建
て
る
土
地
と
か
、そ
の
資
金
集
め

と
か
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
協
力
し
て
く

れ
る
人
と
の
つ
な
が
り
で
、カ
タ
リ
バ
が

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
た
し
、大
槌
町
に
と
っ
て
少
し
ず

つ
当
た
り
前
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て

き
た
。
支
援
や
運
営
を
続
け
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、日
常
的
に

ち
ょ
っ
と
の
時
間
を
過
ご
す
だ
け
で
も
違

う
と
思
う
ん
で
す
。
復
興
が
進
む
に
つ

れ
て
寄
り
添
い
方
は
変
わ
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、カ
タ
リ
バ
で
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
と
接
す
る
こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
非
常
に
大
き
な
財
産
に
な
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
私
が
町
議
に
な
っ
た
の
も
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、自
分
に
何
か
で

き
る
こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

東
梅
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
て
行
動
し
、

私
た
ち
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
と
思
う
と
、と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

東
梅
さ
ん
の
力
が
な
け
れ
ば
、

あ
の
き
れ
い
な
花
火
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
花
火
を
見
て
い
る
間
だ
け

で
も
、日
常
を
一
瞬
忘
れ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
取
り
組

ん
だ
と
聞
い
て
、感
動
し
ま
し
た
。

瀬
戸 

翼

　

子
ど
も
の
た
め
に
何
か
を
や

り
た
い
、子
ど
も
た
ち
を
元
気
に

し
た
い
と
い
う
思
い
に
感
激
し
ま

し
た
。
大
槌
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、こ
ん
な
に
熱
く
なって
やっ

て
く
れ
る
人
が
い
た
こ
と
に
初
め

て
気
が
付
き
ま
し
た
。
こ
う
い

う
人
た
ち
の
お
か
げ
で
私
た
ち

は
い
い
環
境
で
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
、感
謝
の
気

持
ち
が
湧
き
ま
し
た
。

野
﨑 

悠
矢

東
と う

梅
ば い

 守
ま も る

さん

1958（昭和33）年10月、大槌町小鎚生まれ。盛岡市や釜石市の新
聞販売店に勤務していたが、震災を機に町議会議員に立候補して当
選。震災の年の８月に始まった、打ち上げ花火で被災地を元気づける

「LIGHT UP NIPPON」（ライトアップニッポン）、児童・生徒の居場
所となる「カタリバ」のプロジェクトに携わるなど、復興に向けた取り組
みに尽力している。

た
か
ら
な
ん
で
す
よ
。

　

そ
れ
以
外
に
も
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な

方
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
せ
て
も
ら
っ
て
、

震
災
以
来
、ず
ー
っ
と
続
い
て
い
る
。
こ

れ
が
私
の
一
番
の
財
産
。
何
か
を
す
る
よ

り
も
、人
と
出
会
っ
た
こ
と
を
大
事
に
す

る
の
が
一
番
い
い
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
人
た
ち
が
次
の

世
代
に
影
響
を
与
え
て
、そ
れ
が
ま
た
後

世
に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
な
っ
て

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
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４
０
０
年
以
上
続
く
伝
統
と

震
災
時
に
大
き
な
力
と
な
っ
た

緩
く
て
豊
か
な
つ
な
が
り

高校生の感想

取材／六串 香穂、山﨑 光・撮影／佐々木 慎也

　

郷
土
芸
能
っ
て
い
う
の
は
門
外
不
出
で

よ
そ
者
は
入
れ
な
い
の
が
当
た
り
前
で
し

た
。
で
も
、30
年
く
ら
い
前
か
な
、そ
れ

は
違
う
よ
と
、ち
ょ
っ
と
ず
つ
外
へ
開
い
て

い
っ
た
の
が
結
果
的
に
震
災
後
に
役
立
っ

た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
震
災
の
年

の
７
月
31
日
ま
で
臼う

す
ざ
わ
し
し
お
ど
り

澤
鹿
子
踊
の
伝
承

館
が
避
難
所
と
な
り
、震
災
発
生
直
後
か

ら
数
日
間
は
１
５
０
人
以
上
の
人
々
が
避

難
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
臼
沢
地
区
の

人
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、安
渡
と
か
須
賀
町

と
か
の
小
学
生
が
練
習
で
使
っ
た
り
す
る

と
、そ
の
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
、お
じ
い

ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
来
る
わ
け
で

し
ょ
う
。
そ
れ
で
伝
承
館
は
山
の
方
だ
か

ら
津
波
が
来
て
も
大
丈
夫
っ
て
多
く
の
人

が
感
覚
的
に
分
か
っ
て
い
た
。

　

地
震
直
後
に
須
賀
町
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
車
で「
避
難
さ
せ
て
く
だ
さ
ー
い
」っ

て
来
て
「
こ
の
建
物
に
避
難
し
て
い
い
ん

だ
」っ
て
の
は
こ
っ
ち
の
方
が
気
付
か
さ

れ
て
。
そ
れ
か
ら
車
が
ど
ん
ど
ん
来
て
、

初
め
て
「
今
夜
、避
難
所
と
し
て
こ
こ
を

開
か
さ
ね
ば
な
ん
ね
ぇ
な
」っ
て
い
う
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
周
囲
の
家
を
回
っ

て
、ろ
う
そ
く
、米
、発
電
機
を
持
ち
寄
っ

て
、駐
車
場
に
止
ま
っ
て
い
た
プ
ロ
パ
ン

の
ボ
ン
ベ
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
に
ガ
ス
を

提
供
し
て
も
ら
っ
て
。
水
は
何
十
年
も
前

か
ら
習
慣
的
に
使
っ
て
い
た
沢
水
を
く
ん

で
利
用
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
で
は
、「
お
し
ゃ
っ
ち
」
を

建
て
る
時
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
か
、い

ろ
ん
な
も
の
に
参
加
し
た
。
私
は
震
災
で

家
も
財
産
も
被
害
を
受
け
て
な
い
。
被

災
し
て
全
て
持
っ
て
い
か
れ
た
人
た
ち
に

対
し
て
反
対
の
こ
と
は
言
え
ね
え
っ
て
い

う
葛
藤
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
旧
役
場

庁
舎
は
今
後
生
ま
れ
て
く
る
人
た
ち
の

た
め
に
教
訓
と
し
て
残
す
べ
き
だ
と
思
う

け
ど
、今
「
見
た
く
な
い
」っ
て
い
う
人
に

そ
の
こ
と
は
言
え
な
い
ん
だ
よ
ね
。

　

郷
土
芸
能
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
あ
る

当
た
り
前
の
も
の
で
、特
別
な
こ
と
は
考

え
ず
に
や
っ
て
き
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
す
。
で
も
、こ
の
震
災
で
こ
れ
ま
で
漠

然
と
取
り
組
ん
で
き
た
鹿
子
踊
が
、な
ぜ

３
０
０
年
、４
０
０
年
伝
わ
っ
て
る
の
か
っ

て
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
は
や

り
廃
り
が
早
い
世
の
中
で
、こ
の
郷
土
芸

能
っ
つ
う
素
朴
な
の
は
脈
々
と
続
い
て
る
。

な
ん
で
な
ん
だ
べ
な
ぁ
っ
て
。
要
ら
な
い

も
の
は
淘と

う
た汰
さ
れ
て
ど
ん
ど
ん
な
く
な
る
。

そ
れ
で
も
郷
土
芸
能
が
な
く
な
ら
な
か
っ

た
っ
て
こ
と
は
、必
要
だ
っ
た
っ
て
こ
と
な

ん
だ
よ
ね
。

　

な
ん
で
必
要
だ
っ
た
の
か
は
、今
で
も

う
ま
く
日
本
語
と
し
て
は
表
せ
な
い
け
ど
、

普
通
に
生
活
し
て
目
い
っ
ぱ
い
稼
い
で
も

明
日
食
う
も
の
に
困
る
生
活
が
ざ
ら
だ
っ

た
過
去
に
は
、唯
一
の
非
日
常
に
没
頭
で

き
る
場
で
あ
っ
た
し
、頻
度
は
少
な
い
け

ど
、中
身
は
濃
い
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
。

今
回
は
震
災
後
の
避
難
場
所
と
し
て
伝

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

す
ご
く
、町
の
た
め
に
も
郷
土

芸
能
の
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え

て
い
る
方
で
し
た
。
伝
統
や
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
考
え
、震

災
当
時
、自
ら
伝
承
館
を
避
難

所
と
し
て
開
き
、自
ら
避
難
所

運
営
を
行
い
、
大
勢
の
被
災
者

を
ま
と
め
あ
げ
た
。
本
当
に
す

ご
い
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。

六
串 

香
穂

　

東
梅
さ
ん
は
、伝
統
だ
か
ら

鹿
子
踊
を
習
い
始
め
た
と
言
って

い
た
の
で
す
が
、し
っ
か
り
と
鹿

子
踊
の
こ
と
や
伝
承
館
の
こ
と
、

人
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
て
い

る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
伝
統
芸
能
に
つい
て
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

山
﨑 

光

東
と う

梅
ば い

 英
て る

夫
お

さん

1９４５（昭和20）年10月、大槌町小鎚生まれ。臼沢地区に伝わる郷土
芸能「臼澤鹿子踊保存会」の会長を務める。震災発生直後からほぼ半
年間、避難所となった伝承館ではリーダー的な役割を果たした。震災後
は国内外で鹿子踊の公演をサポートし、現在も伝承活動に努めている。

承
館
が
使
わ
れ
た
し
、関
わ
る
人
の
安
否

確
認
の
手
段
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
世
代
や
性
別
を
超
え
た
緩

く
て
豊
か
な
つ
な
が
り
。
こ
れ
が
郷
土
芸

能
の
持
つ
一
つ
の
力
だ
と
思
い
ま
す
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
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普
通
の
人
の
汗
と
祈
り
が
込
め
ら
れ
た

こ
の
町
こ
そ
が
本
物

林
業
で
次
世
代
に“
恩
送
り
”

高校生の感想

取材・撮影／瀬戸 翼、野﨑 悠矢

　

私
の
生
ま
れ
は
福
岡
な
ん
で
す
。
縁

あ
っ
て
吉
里
吉
里
の
女
性
と
結
婚
し
て
、

42
年
前
に
大
槌
に
来
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ

は
、「
旅
の
人
」（
沿
岸
部
で
他
地
域
か
ら

移
住
し
て
き
た
人
を
指
す
言
葉
）っ
て
言

わ
れ
て
た
ん
で
す
よ
。
ず
っ
と
海
ば
か
り

見
な
が
ら
生
き
て
き
ま
し
た
が
、あ
の
日

大
津
波
が
引
い
た
後
に
周
り
の
山
を
目

に
し
て
、震
災
前
と
全
く
同
じ
姿
で
残
っ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

山
は
、震
災
で
助
か
っ
た
大
事
な
命
な
ん

で
す
。
そ
ん
な
山
を
生
か
そ
う
と
思
い
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
吉
里
吉
里
国
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
昔
は
暖
を
取
る
に
も
料
理

を
す
る
に
も
ま
き
が
必
要
だ
っ
た
し
、漁

師
の
道
具
を
作
る
に
も
木
材
が
必
要
だ
っ

た
。
山
は
昔
か
ら
人
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
。

　

私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
林
業
は
、「
恩

送
り
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
は
日
本

の
経
済
成
長
の
歴
史
の
中
で
荒
廃
し
ま

し
た
が
、昔
の
人
が
せ
っ
せ
と
汗
し
て
植

林
し
て
く
れ
た
木
々
が
今
、大
き
く
育
っ

て
い
ま
す
。
先
人
の
汗
を
、今
の
私
た
ち

は
授
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
恩
を
、

今
度
は
私
た
ち
が
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
次

代
の
人
に
送
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
活
動
の
柱
の
大
き
な
一
つ
で
す
。

　

震
災
直
後
、夜
暗
く
な
っ
て
、い
ろ
ん

な
作
業
で
く
た
く
た
に
な
っ
て
避
難
所
に

戻
っ
た
。
さ
ぁ
眠
ろ
う
と
思
っ
て
も
、眠
れ

な
か
っ
た
。
こ
っ
そ
り
避
難
所
を
抜
け
出

し
て
、吉
里
吉
里
小
学
校
の
校
庭
の
片
隅

の
た
き
火
の
前
で
う
ず
く
ま
る
こ
と
し

か
な
す
術
が
な
か
っ
た
。
で
も
ね
、炎
を

見
て
い
る
と
、心
が
落
ち
着
く
の
が
分
か

り
ま
し
て
。
そ
の
時
私
は
、い
ろ
ん
な
こ

と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
全
て
の
も
の
を

失
く
し
て
、他
に
失
う
も
の
が
あ
る
の
か

と
。
怖
が
る
も
の
は
ね
ぇ
べ
っ
て
こ
と
に

気
が
付
い
た
。
犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち
の

悲
し
み
も
苦
し
み
も
背
負
っ
て
生
き
続
け

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
た
き
火
の
炎

が
諭
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
今
で
も
ね
、

背
中
に
あ
る
も
の
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

「
前
に
突
き
進
む
し
か
ね
ぇ
べ
！
」っ
て
。

　

震
災
か
ら
７
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、立

ち
上
が
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
で
も
ね
、

い
ろ
ん
な
理
由
が
あ
る
の
。
だ
か
ら
、立

ち
上
が
れ
な
い
人
た
ち
を
責
め
た
り
す
る

こ
と
は
、決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
立
ち

上
が
る
こ
と
が
で
き
た
私
た
ち
が
、そ
の

人
た
ち
の
分
ま
で
、が
ん
ば
っ
て
働
く
だ

け
で
す
。
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
ね
、私
は
震
災
の
す
ぐ
後
に
全
壊

し
た
わ
が
家
を
見
て
、「
福
岡
に
帰
ろ
う
」

と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
弱
い
人
間
な
ん
で

す
。
で
も
ね
、女
房
の「
こ
の
家
に
も
う

一
度
住
み
た
い
」っ
て
言
葉
で
我
に
返
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
す
ぐ
そ
ば
に
も
、冗
談
を
言

い
な
が
ら
、お
酒
ば
か
り
飲
み
な
が
ら
生

き
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
い
う
「
普
通
の
人
た
ち
」、彼
ら
も
正

直
に
生
き
て
い
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
だ
っ

て
、本
当
に
何
か
の
力
に
な
る
人
た
ち
な

ん
だ
、そ
う
い
う
人
た
ち
の「
汗
」
と「
願

い
」
と
「
祈
り
」
が
込
め
ら
れ
て
つ
く
ら

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

芳
賀
さ
ん
は
、林
業
は「
恩
送

り
」、次
の
世
代
へ
恩
を
送
る
こ

と
だ
と
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
聞
き
、
自
分
も
林

業
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
行

方
不
明
者
の
捜
索
活
動
で
つ
ら

い
時
も
、た
き
火
の
炎
を
見
な

が
ら
、亡
く
な
っ
た
人
が
前
に
突

き
進
め
と
言
って
る
よ
う
な
気
が

し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
感
動

し
ま
し
た
。

瀬
戸 

翼

　
「
恩
送
り
の
林
業
」
と
い
う
言

葉
に
感
動
し
ま
し
た
。
昔
の
人
が

汗
水
流
し
て
植
え
た
木
を
大
切

に
育
て
た
い
、そ
の
恩
を
次
の
世

代
に
、と
い
う
考
え
が
と
て
も
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
芳
賀

さ
ん
の「
残
し
て
も
らっ
た
命
」を

誰
か
の
た
め
に
生
か
し
た
い
と
い

う
思
い
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

野
﨑 

悠
矢

芳
は

賀
が

 正
ま さ

彦
ひ こ

さん

1948（昭和23）年１月、福岡県糸島市生まれ。漁師の家に生まれ、結
婚を機に大槌町吉里吉里で生活を始める。震災後、「ＮＰＯ法人吉里
吉里国」を立ち上げ、町民と一体となって大槌町の森林資源の活用を
推進する活動をしている。

れ
た
こ
の
町
が
、「
本
物
の
町
」で
す
。
ま

た
何
か
こ
の
町
に
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が

起
こ
っ
た
と
し
て
も
、そ
う
い
う
人
た
ち

が
体
を
張
っ
て
町
を
守
ろ
う
と
す
る
と
思

い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
人
た
ち
と
共
に
、私
は
生
き

て
い
こ
う
っ
て
決
め
た
ん
で
す
。
私
も
普

通
の
人
の
一
人
と
し
て
生
き
て
い
く
と
思

え
ば
、何
も
怖
い
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
。

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
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震
災
の
経
験
を
語
る
の
は
自
分
た
ち

町
と
命
を
守
る
救
急
救
命
士
に

必
ず
な
っ
て
み
せ
る

高校生の感想

取材・撮影／前川 菜緒、櫻井 ことみ

　

自
分
が
活
動
し
て
い
る
「
大
槌
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
は
、２
０
１
６（
平
成
28
）

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、劇
や
文
化
活
動
を

通
じ
て
大
槌
町
の
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
し

よ
う
っ
て
い
う
企
画
で
す
。
３
回
目
の
公

演
で
は
主
役
の
消
防
士
を
演
じ
ま
し
た
。

　
「
広
報
お
お
つ
ち
」
に
募
集
が
あ
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
中
学
２
年
生
か
ら
始
め

た
ん
で
す
け
ど
、最
初
は
ま
あ
な
ん
と
な

く
や
っ
て
み
っ
か
な
ー
み
た
い
な
。
友
だ

ち
と
し
ゃ
べっ
て
て
、こ
れ
俺
行
っ
た
ら
ビ
ッ

グ
な
れ
ん
じ
ゃ
ね
、有
名
に
な
れ
ん
じ
ゃ

ね
っ
て
。
最
高
の
瞬
間
は
、幕
が
開
い
て

自
分
が
出
た
と
き
と
、自
分
の
セ
リ
フ
で

お
客
さ
ん
が
笑
っ
て
く
れ
た
り
、泣
い
て

く
れ
た
り
、反
応
し
て
く
れ
る
と
き
で
す

ね
。
そ
の
た
め
に
半
年
近
く
練
習
し
て
き

た
か
い
が
あ
る
な
っ
て
思
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
栄
町
に
住
ん
で
い
た
ん
で

す
け
ど
、震
災
の
年
に
引
っ
越
す
予
定
で

し
た
。
本
当
に
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
建
設
工
事
を
始
め
る
直
前
に
津
波
に

流
さ
れ
ま
し
た
。
周
り
に
住
ん
で
た
人

が
ど
こ
に
行
っ
た
か
も
分
か
ん
な
い
で
す

し
、誰
が
生
き
て
誰
が
亡
く
な
っ
た
の
か

も
分
か
ら
な
い
で
す
。
地
震
の
後
は
城
山

に
逃
げ
た
ん
で
す
け
ど
、津
波
が
来
た
時
、

目
の
前
で
何
人
も
人
が
亡
く
な
る
の
を

見
ま
し
た
。
棒
一
本
を
差
し
出
せ
ば
引
っ

張
れ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、小
学
生
だ
っ

た
か
ら
で
き
な
か
っ
た
し
、沈
ん
で
く
の

を
見
て
る
し
か
な
か
っ
た
で
す
。

　

こ
う
い
う
大
き
な
震
災
は
結
局
も
う

一
回
起
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
何
年
後

か
分
か
ら
な
い
。
で
も
も
う
一
回
起
き
る

ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
に
自
分
の
経
験
が

何
か
の
役
に
立
て
ば
い
い
な
と
。
そ
し
て

そ
れ
を
伝
え
て
い
く
の
は
経
験
し
た
人
の

義
務
だ
と
思
い
ま
す
。

　

震
災
を
通
し
て
感
じ
た
無
念
さ
み
た

い
な
の
も
あ
っ
て
、消
防
士
に
な
る
と
い

う
意
志
が
前
よ
り
強
く
な
り
ま
し
た
。

５
歳
く
ら
い
ま
で
は
消
防
車
や
救
急
車

が
怖
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、救
急
の
日
の

イ
ベ
ン
ト
で
そ
の
す
ご
さ
を
知
っ
て
。
そ

れ
か
ら
は
暇
さ
え
あ
れ
ば
消
防
署
に
行

く
よ
う
な
消
防
マ
ニ
ア
で
す
よ
ね
。
た
く

さ
ん
の
消
防
士
さ
ん
に
親
切
に
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
震
災
で
亡
く

な
っ
た
消
防
士
さ
ん
も
い
ま
し
た
け
ど
、

町
や
み
ん
な
を
守
る
姿
は
本
当
に
か
っ
こ

よ
か
っ
た
。
だ
か
ら
自
分
も
資
格
を
取
っ

て
、救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
っ
た
消
防

士
に
な
り
た
い
な
っ
て
。
救
急
救
命
士
の

資
格
を
持
っ
た
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
に
な
っ

て
今
度
は
自
分
が
こ
の
町
で
生
き
て
、守
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　

や
っ
ぱ
、大
槌
は
自
分
の
故
郷
だ
し
、

ず
っ
と
こ
こ
で
過
ご
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ

て
、海
が
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
ん
で
す
。

震
災
の
後
も
４
カ
月
半
ぐ
ら
い
雫
石
町

に
避
難
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、帰
り
た

く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
で
す
ね
。
大
槌

が
自
分
の
生
き
て
い
く
上
で
の
最
高
、最

強
の
環
境
な
ん
で
。
友
だ
ち
も
い
っ
ぱ
い

い
る
し
、大
槌
じ
ゃ
な
い
と
こ
じ
ゃ
生
き

れ
な
い
で
す
ね
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
的
に
た
ぶ
ん
、

大
槌
じ
ゃ
な
い
と
無
理
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

和
希
さ
ん
は
私
と
同
い
年
だ

そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、し
っ
か

り
と
将
来
の
夢
を
持
ち
、そ
の
夢

を
か
な
え
る
た
め
に
今
後
ど
う

し
て
い
く
か
と
いっ
た
考
え
を
持
っ

て
い
て
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。 

前
川 

菜
緒

　
「
み
ん
な
を
元
気
づ
け
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
聞
い
て
驚
き

ま
し
た
。
当
時
の
私
は
、そ
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、こ
れ
か
ら
大

槌
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

櫻
井 

こ
と
み

齊
さ い

藤
と う

 和
か ず

希
き

さん

2001（平成13）年10月、大槌町栄町生まれ。釜石商工高校に通う高
校生。16（同28）年にスタートした「大槌バラエティーショー」に当初
から参加し、主役を演じるなど精力的に公演を重ねる。将来の夢は救
急救命士の資格を持った消防士になること。

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　
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町
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大
槌
で
学
ぶ
こ
と
が

ど
こ
で
学
ぶ
よ
り
も
面
白
い

僕
は
本
気
で
そ
う
思
っ
て
い
る

高校生の感想

取材・撮影／六串 香穂

　

僕
は
、被
災
地
で
生
き
る
目
的
と
い
う

か
、幸
せ
を
見
つ
け
に
行
く
と
思
っ
て
、大

槌
に
来
た
。
勉
強
し
て
い
い
大
学
に
行
け

ば
幸
せ
に
な
れ
る
、み
た
い
な
価
値
観
を

ど
こ
か
で
捨
て
る
っ
て
い
う
思
い
が
あ
っ

た
ん
だ
。
震
災
の
時
は
、東
京
で
働
い
て

い
て
、ビ
ル
の
29
階
に
い
た
。
父
の
実
家

は
、陸
前
高
田
市
に
あ
っ
た
け
ど
、よ
く

知
ら
な
い
場
所
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
家
に

帰
っ
て
テ
レ
ビ
付
け
て
、大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
東
京
に
い
て
、

こ
こ
に
本
当
の
幸
せ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
っ

て
思
う
生
き
方
を
し
て
い
て
も
し
ょ
う
が

な
い
な
っ
て
思
っ
た
ん
だ
。

　

被
災
地
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の「
コ

ラ
ボ・ス
ク
ー
ル
」
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ

た
時
、「
大
槌
で
そ
ん
な
塾
や
っ
た
っ
て
、

誰
も
来
な
い
よ
」っ
て
言
わ
れ
た
の
。
で

も
、80
人
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
わ
け
。

学
び
た
い
子
た
ち
が
こ
ん
な
に
い
る
っ
て

す
ご
く
驚
い
た
し
、あ
ん
な
真
っ
暗
な
中

に
、会
場
の「
上
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

だ
け
明
か
り
が
つ
い
て
た
で
し
ょ
。
あ
の

状
況
下
で
、町
の
人
に
と
っ
て
は
、子
ど

も
た
ち
が
あ
ん
な
に
学
ん
で
い
る
ん
だ
か

ら
、が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
と
い
う
気
持
ち
に

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

今
は
、「
お
お
つ
ち
型
教
育
」
と
い
う
の

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
震
災
後
、人
が
大

槌
か
ら
い
な
く
な
っ
て
い
る
現
実
問
題
と
、

そ
の
一
方
で
、都
会
で
は
受
け
ら
れ
な
い

大
槌
な
ら
で
は
の
教
育
、大
槌
だ
か
ら
で

き
る
教
育
を
す
る
。
例
え
ば
、古
里
を
学

ぶ
と
か
、こ
こ
だ
け
の
自
然
を
学
ぶ
と
か
。

大
槌
だ
か
ら
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
少
し

で
も
減
ら
す
。
こ
れ
は
、都
会
の
よ
う
に

外
国
人
が
い
な
い
か
ら
外
国
人
と
話
す

機
会
が
な
い
と
か
、良
い
塾
が
な
い
と
か

じ
ゃ
な
く
て
、今
の
学
校
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

も
っ
と
地
域
の
人
か
ら
協
力
を
得
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
、地
域
と
学
校
、保

護
者
と
子
ど
も
た
ち
と
行
政
が
一
緒
に

な
っ
て
教
育
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ん
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
震
災
で
大
槌
町
が
大
変

な
状
況
に
あ
っ
た
。
時
間
が
た
っ
て
、こ
の

町
は
、本
気
で
変
わ
り
た
い
の
か
、よ
く

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
っ
て
い
う

こ
と
を
最
近
、聞
き
た
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
外
の
人
が
大
槌
に
来
て
仕
事
を
す

る
っ
て
い
う
の
は
、や
っ
ぱ
り
並
大
抵
な

こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、僕

は
ず
っ
と
仕
事
を
し
て
き
た
ん
だ
。

　

大
槌
町
を
日
本
一
教
育
が
い
い
場
所

に
し
た
い
っ
て
、本
気
で
思
っ
て
る
ん
だ
よ
。

大
槌
な
ら
で
は
の
、絶
対
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
求
め
ら
れ
る
教
育
が
で
き
る
っ
て
信

じ
て
い
る
。
例
え
ば
、旧
役
場
庁
舎
問
題

も
そ
う
だ
け
ど
、答
え
が
な
い
問
題
に
取

り
組
む
こ
と
と
か
さ
。
み
ん
な
で
課
題
を

出
し
合
っ
て
、話
し
合
っ
て
、み
ん
な
で
納

得
で
き
る
よ
う
な
答
え
を
見
つ
け
る
力

を
付
け
て
い
く
。
そ
れ
が
大
槌
に
は
、め
っ

ち
ゃ
転
が
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

震
災
当
時
、東
京
都
内
で
勤

務
し
て
い
て
、そ
こ
か
ら
わ
ざ
わ

ざ
大
槌
に
来
て
、大
槌
の
た
め
に

何
か
し
よ
う
と
活
動
を
始
め
た

の
が
、自
分
に
は
ま
ね
で
き
な
い

こ
と
か
も
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
お
お
つ
ち
型
教
育
」
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェク
ト
に
携
わ
って
い
る
そ

う
で
、
大
槌
の
小
中
高
の
教
育

を
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
く
れ
て
い
て
、

す
ご
く
あ
り
が
た
い
し
、う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
菅
野
さ
ん
と
久
し

ぶ
り
に
会
え
て
し
ゃ
べ
れ
て
、す

ご
く
う
れ
し
かっ
た
し
、楽
し
かっ

た
で
す
。

六
串 

香
穂

菅
か ん

野
の

 祐
ゆ う

太
た

さん

1987（昭和62）年３月、横浜市生まれ。震災後に10代の人たちを支
援する「ＮＰＯ法人カタリバ」（本部・東京）に所属し、子どもたちが落ち
着いて学ぶことができる環境をつくるため「大槌臨学舎」を立ち上げる。
現在も大槌町教育委員会の教育専門官として大槌町の教育に携わっ
ている。

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　
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自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
の
手
で

全
世
代
が
集
う
ま
ち
づ
く
り
を

高校生の感想

取材・撮影／山﨑 大陽

　

吉
里
吉
里
で
は
、毎
年
10
月
の
第
１
日

曜
が「
吉
里
吉
里
大
運
動
会
」
の
日
。
み

ん
な
で
楽
し
く
わ
い
わ
い
集
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
だ
よ
、と
。
小
さ
い
子
か
ら

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、昔
は

５
０
０
人
も
６
０
０
人
も
来
て
ね
。
震
災

か
ら
３
年
が
た
っ
た
平
成
26（
２
０
１
４
）

年
、他
の
地
区
に
先
駆
け
て
「
も
う
運
動

会
や
ろ
う
！
」
と
。「
も
う
ち
ょ
っ
と
後

に
し
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
か
、

「
仮
設
住
宅
に
い
る
人
た
ち
が
、そ
ん
な

気
持
ち
に
な
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

か
い
う
意
見
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、や
ろ
う
っ
て
決
断
し
た
ら
ば
ね
、

３
５
０
人
も
来
て
い
た
だ
い
て
。
私
も
泣

き
な
が
ら
あ
い
さ
つ
し
た
。
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
。

　

で
も
ね
、各
地
域
の
町
内
会
長
さ
ん
が

が
ん
ば
っ
た
。
そ
こ
に
は
震
災
前
か
ら
の

活
動
に
対
す
る
住
民
か
ら
の
信
頼
が
あ
っ

た
か
ら
。
や
っ
ぱ
り
リ
ー
ダ
ー
は
、何
か

事
を
起
こ
そ
う
と
し
た
と
き
、突
っ
走
る

こ
と
も
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
し

て
継
続
し
て
い
く
こ
と
。
こ
の
継
続
は
ね
、

大
変
な
ん
で
す
よ
。
で
も
リ
ー
ダ
ー
た
ち

も
事
務
局
も
楽
し
ん
で
や
る
。
み
ん
な

で
楽
し
む
こ
と
が
地
域
の
住
民
に
伝
わ

る
と
思
い
ま
す
。

　

公
民
館
運
営
委
員
会
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、今
は
30
団
体
の
代
表
者
で
成
っ
て
い

ま
す
。
保
育
園
の
園
長
先
生
や
保
護
者

会
、お
ま
わ
り
さ
ん
、長
寿
ク
ラ
ブ
の
会

長
さ
ん
、小
中
学
校
の
校
長
先
生
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
さ
ん
、震
災
後
に
で
き
た
「
は
ま

ぎ
く
若
だ
ん
な
会
」
や
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
吉

里
吉
里
国
」、民
生
委
員
の
代
表
者
、町

内
会
長
さ
ん
…
…
。
み
ん
な
で
考
え
な

が
ら
、ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

大
事
な
こ
と
は
、全
て
公
民
館
の
運
営
の

中
で
決
め
て
る
ん
で
す
。
早
朝
の
草
刈
り

や
防
犯
灯
の
管
理
な
ど
の
環
境
整
備
も
、

役
場
を
頼
り
に
し
な
い
。
よ
く
、吉
里
吉

里
は
特
別
だ
、独
立
し
た「
吉
里
吉
里
国
」

だ
っ
て
言
わ
れ
る
け
ど
、い
や
、普
通
で
す

よ
。
自
分
た
ち
の
町
は
、自
分
た
ち
で
住

み
よ
く
す
る
。
そ
れ
が
、ま
ち
づ
く
り
だ

と
思
う
の
。

　

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
作
る
に
は
、昔

も
今
も
、や
っ
ぱ
り
公
民
館
は
大
切
な
場

所
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
新
し
い

公
民
館
は
、地
域
の
た
め
な
ら
ば
っ
て
こ

と
で
、住
民
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
、

町
の
ど
真
ん
中
に
設
置
し
た
。
ど
う
い
う

設
計
に
す
る
か
も
、み
ん
な
で
考
え
た
。

そ
れ
が
大
当
た
り
だ
よ
。
思
い
描
い
た
通

り
に
な
っ
て
、み
ん
な
喜
ん
で
ま
し
た
よ
。

地
域
の
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
。
そ
こ
が
い

い
の
よ
。
夏
休
み
に
は
小
中
学
生
が
毎
日
、

来
る
。
じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ
ん
も
来
て
、

自
由
に
お
茶
っ
こ
飲
ん
で
。
震
災
前
に
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
三
世
代
が
交
流
で

き
る
よ
う
な
事
業
は
、こ
れ
か
ら
も
必
要

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
民
館
を
使
っ

て
に
ぎ
や
か
に
ね
。

　

で
も
ね
、吉
里
吉
里
だ
け
が
良
く
な
っ

て
も
駄
目
だ
と
思
う
の
ね
。
大
槌
町
全

体
で
、自
分
の
町
は
自
分
た
ち
で
助
け
合

い
な
が
ら
ど
う
に
か
し
て
い
く
ん
だ
と
、

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

と
て
も
吉
里
吉
里
の
こ
と
を

思
って
い
る
方
で
、吉
里
吉
里
に
つ

い
て
一
つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
博
典
さ
ん
が
一

生
懸
命
考
え
て
く
だ
さ
って
い
る

こ
と
が
話
し
て
い
る
間
に
分
か
り
、

自
分
も
こ
の
よ
う
に
、地
域
の
た

め
に
一
生
懸
命
何
か
を
で
き
る

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

山
﨑 

大
陽

芳
は

賀
が

 博
ひ ろ

典
の り

さん

1951年（昭和26）年６月、大槌町吉里吉里生まれ。2013（平成25）
年から大槌町中央公民館吉里吉里分館の館長を勤める。「吉里吉里大
運動会」の第50回と東京五輪が重なる2020年に、地域で「ミニオリ
ンピック」の開催を構想中。

特
に
若
い
人
た
ち
が
本
気
に
な
っ
て
考
え

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。
こ

れ
か
ら
は
、じ
い
ち
ゃ
ん
の
時
代
じ
ゃ
ね
ぇ
。

ど
う
し
た
ら
町
は
、み
ん
な
が
楽
し
く
集

え
る
場
に
な
る
か
。
日
々
、考
え
る
の
も

楽
し
い
よ
。
そ
の
行
動
は
、嘘
つ
か
な
い
。

絶
対
に
花
咲
く
か
ら
、い
つ
か
ね
。

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
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み
ん
な
に
元
気
と
笑
顔
を

人
と
人
、
人
と
地
域
を
つ
な
い
だ

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

高校生の感想

取材・撮影／野﨑 悠矢、瀬戸 翼

　
２
０
１
２（
平
成
24
）年
３
月
に
開
局
し

た「
お
お
つ
ち
さ
い
が
い
Ｆ
Ｍ
」で
約
４
年

間
、パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

開
局
の
第
一
声
を
任
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
声
を
出
し
て
、み
ん
な
が
元
気

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
っ
て
い
う
こ

と
で
始
め
た
の
ね
。
例
え
ば
方
言
と
か
、

大
槌
の
文
化
歴
史
と
か
を
大
切
に
ね
。
と

に
か
く
、み
ん
な
情
報
欲
し
か
っ
た
で
す

よ
ね
。
そ
れ
で
、情
報
を
な
ん
と
か
伝
え

よ
う
っ
て
。

　

家
族
を
亡
く
し
て
仮
設
で
独
り
ぼ
っ

ち
っ
て
人
も
多
か
っ
た
。
そ
の
人
た
ち
に
、

一
瞬
で
も
い
い
か
ら
笑
い
が
生
ま
れ
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
、奥
の
方
に
あ
る
仮
設
に
は
電
波
が
届

か
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、車
の
中
で
ラ
ジ

オ
を
聞
い
て
く
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。「
あ

の
人
出
で
だ
っ
た
よ
」
と
、ラ
ジ
オ
が
隣

近
所
と
の
会
話
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
ね
。

　

開
局
か
ら
１
年
く
ら
い
た
っ
て
、そ
ろ

そ
ろ
震
災
の
こ
と
を
話
し
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、町
民
の
方
に
被

災
時
の
様
子
を
聞
く
「
金
﨑
伊
保
子
と

し
ゃ
べ
っ
て
×
２
」
と
い
う
番
組
を
作
り
ま

し
た
。「
他
の
人
よ
り
も
、私
が
一
番
つ

ら
い
目
に
遭
っ
た
ん
だ
」っ
て
、そ
の
こ
と

だ
け
言
っ
て
心
を
開
い
て
く
れ
な
か
っ
た

方
も
い
ま
し
た
。
で
も
そ
こ
を
、い
く
ら

か
で
も
、少
し
ず
つ
、「
み
ん
な
同
じ
思
い

を
し
て
る
ん
だ
よ
」っ
て
い
う
感
じ
で
解

き
ほ
ぐ
し
て
、傾
聴
み
た
い
な
形
に
も
な
っ

た
か
な
。

　

16（
同
28
）年
に
閉
局
が
決
ま
っ
た
時

は
、「
こ
れ
か
ら
な
の
に
な
」っ
て
思
い
ま

し
た
。
仮
設
か
ら
町
の
方
に
移
り
住
ん

で
ラ
ジ
オ
を
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
も

い
た
し
、新
し
く
で
き
た
災
害
公
営
住
宅

に
入
っ
た
人
も
多
か
っ
た
。
さ
あ
、こ
れ

か
ら
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
っ
て
と
き
に
、

ラ
ジ
オ
か
ら
地
元
の
情
報
が
流
れ
て
い

た
ら
い
い
だ
ろ
う
な
、心
細
い
気
持
ち
を

励
ま
す
よ
う
な
音
楽
が
流
れ
て
い
た
ら

い
い
だ
ろ
う
な
っ
て
。

　

情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
知

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、高
齢
者
は
見
ら

れ
な
い
人
が
多
い
か
ら
ね
。
誰
か
が
ラ
ジ

オ
を
聞
い
て
、そ
れ
が
口
伝
え
で
広
ま
る
。

そ
う
い
う
の
が
あ
れ
ば
い
い
な
、寂
し
い

思
い
を
し
な
く
て
済
む
な
っ
て
思
う
ん
で

す
け
ど
ね
。

　

今
の
時
代
は
、隣
に
住
ん
で
い
る
人
も

分
か
ら
な
い
、な
る
べ
く
な
ら
触
れ
な
い

で
過
ご
し
て
い
き
た
い
っ
て
い
う
の
も
あ

る
け
れ
ど
も
、昔
な
が
ら
の「
お
せ
っ
か

い
お
ば
あ
さ
ん
」
が
い
る
と
か
、そ
う
い

う
の
も
必
要
で
は
な
い
か
な
。

　

こ
れ
か
ら
大
災
害
が
起
き
た
と
き
、

「
あ
、あ
そ
こ
の
人
、逃
げ
た
べ
か
な
」
と

思
う
で
し
ょ
。
だ
か
ら
、地
域
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
と
か
、地
域
の
人
た
ち
と
情

報
を
共
有
し
て
歩
ん
で
い
っ
て
い
れ
ば
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か
る
ん
で
す
。
そ
う

い
う
「
地
域
の
力
」
が
こ
れ
か
ら
大
き
な

力
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
！

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

自
分
も
被
災
し
て
い
る
の
に
、

み
ん
な
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
ラ
ジ
オ
を
し
て
い

た
の
が
、と
て
も
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
伊
保
子
さ
ん
の
ラ
ジ
オ

を
聞
い
て
明
る
く
な
っ
た
人
は
多

い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。「
マ

ダ
ム
伊
保
子
」、こ
の
愛
称
が
と

て
も
似
合
う
、と
て
も
明
る
く
い

い
方
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

野
﨑 

悠
矢

　

伊
保
子
さ
ん
か
ら
聞
い
て
思
っ

た
こ
と
は
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
大

切
さ
で
す
。
伊
保
子
さ
ん
の
笑

顔
や
音
楽
な
ど
が
多
く
の
人
を

元
気
付
け
て
い
た
と
思
う
と
、本

当
に
意
味
の
あ
る
ラ
ジ
オ
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

町
民
か
ら
意
見
を
出
す
こ
と
が

大
切
に
な
る
と
思
う
と
い
う
お

話
を
聞
き
、自
分
で
も
で
き
る

だ
け
、地
域
を
大
切
に
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

瀬
戸 

翼

金
か ね

﨑
ざ き

 伊
い

保
ほ

子
こ

さん

1951（昭和26）年11月、大槌町安渡生まれ。震災以前は平凡な主婦
だったが、2012（平成24）年に「おおつちさいがいＦＭのラジオパーソ
ナリティーに抜てきされ、４年間明るい声を届け続けた。今もラジオネー
ムの「マダム伊保子」と呼ばれ、多くの町民に親しまれている。

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
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多
様
性
を
育
み
た
い

多
く
の
人
と
触
れ
あ
う
中
で
こ
そ

人
は
成
長
で
き
る

高校生の感想

取材／中村 海鈴、八幡 有香・撮影／佐々木 慎也

　

最
初
に
大
槌
に
来
た
の
が
、２
０
１
１

（
平
成
23
）年
４
月
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
経
由

で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
大
槌

の
印
象
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、ま
だ
上

下
水
道
が
全
然
使
え
な
い
こ
ろ
に
、食
堂

「
さ
ん
ず
ろ
や
」
さ
ん
の
店
の
中
に
入
れ

て
も
ら
っ
た
時
の
こ
と
。
そ
こ
か
ら
見
た

景
色
が
、め
っ
ち
ゃ
き
れ
い
だ
っ
た
！ 

海

や
半
島
の
緑
が
太
陽
の
光
を
受
け
て
キ

ラ
キ
ラ
輝
い
て
。
そ
れ
見
て
腑
に
落
ち
た

の
ね
。
大
槌
が
良
い
の
っ
て
、大
槌
の
人

が
こ
の
町
に
残
り
た
い
っ
て
思
う
こ
の
景

色
や
感
覚
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
あ
る
か
ら

な
ん
だ
な
っ
て
。

　
「
お
ら
が
」
が
や
っ
て
い
る
の
は
、企
業

研
修
と
か
修
学
旅
行
な
ど
を
受
け
入
れ

る
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
。
大
槌
に
来
る

人
は
、そ
こ
か
ら
何
か
を
学
び
た
い
気
持

ち
の
人
が
多
い
ね
。
最
初
は
震
災
語
り
部

も
人
の
不
幸
で
食
っ
て
ん
の
か
み
た
い
な

声
も
聞
か
れ
た
。
今
も
き
ち
ん
と
意
識

し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、こ
の
町
の
人
と
、

「
一
緒
に
育
つ
」
こ
と
を
目
的
に
や
っ
て

ま
す
。
か
っ
こ
よ
く
言
う
と
、町
民
の
人

材
育
成
で
す
。
復
興
計
画
が
多
少
遅
れ

て
も
道
路
と
か
家
は
で
き
る
。
で
も
き
れ

い
に
な
っ
た
町
に
住
む
人
も
、変
わ
っ
て

い
か
な
い
と
意
味
な
い
と
思
う
。

　

震
災
後
の
町
に
集
う
人
た
ち
に
食
事

を
提
供
し
た「
復
興
食
堂
」
の
２
年
間
の

活
動
で
い
っ
ぱ
い
人
が
来
て
く
れ
て
、私

た
ち
ス
タ
ッ
フ
も
成
長
し
た
っ
て
い
う
意

識
が
あ
っ
た
の
。
私
も
海
外
で
い
ろ
ん
な

生
き
方
と
か
価
値
観
に
触
れ
た
こ
と
で

成
長
で
き
た
。
外
の
意
見
や
考
え
方
が

入
ら
な
い
ま
ま
、町
が
回
っ
て
い
く
時
代

で
は
な
い
し
。
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、今

ま
で
な
か
っ
た
考
え
や
価
値
観
に
気
づ
き
、

町
の
人
同
士
成
長
し
て
い
く
。
人
を
呼
び

込
む
手
段
と
し
て
、私
た
ち
は
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
の
活
動
を
し
て
い
る
。

　

安
渡
出
身
の
旦
那
と
結
婚
し
て
、子
ど

も
が
生
ま
れ
て
…
…
。
旦
那
の
お
父
さ

ん
は
、震
災
の
犠
牲
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
、

家
は
何
代
も
大
槌
に
住
ん
で
き
た
の
ね
。

私
は
全
然
知
ら
な
い
人
だ
け
ど
、ス
ー
パ
ー

「
み
ず
か
み
」
と
か
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の「
マ
ス
ト
」に
行
く
と
、旧
知
の
知

り
合
い
か
の
よ
う
に
話
し
掛
け
ら
れ
る
の
。

お
義と

う父
さ
ん
知
っ
て
ま
し
た
よ
と
か
、お

義か

あ母
さ
ん
と
昔
、近
所
だ
っ
た
と
か
。
あ
っ

た
か
い
な
ぁ
っ
て
。
周
り
の
人
が
子
ど
も

の
誕
生
を
心
か
ら
喜
ん
で
く
れ
る
の
は
、

旦
那
で
あ
り
、旦
那
の
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
が
、こ
こ
で
毎
日
1
個
ず
つ
小
さ
く
小

さ
く
積
み
重
ね
て
き
て
く
れ
た
人
間
関

係
の
表
れ
だ
な
ぁ
と
感
じ
る
。
あ
り
が
た

い
で
す
。

　

長
く
同
じ
場
所
に
住
ん
で
い
る
と
、そ

こ
に
あ
る
価
値
観
に
縛
ら
れ
て
、マ
ル
か

バ
ツ
か
の
二
択
に
な
っ
て
し
ま
う
。
今
の

旧
役
場
庁
舎
の
存
廃
議
論
と
か
。
二
択

の
間
に
は
、い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
る
ん
だ

よ
っ
て
い
う
意
識
を
若
い
人
た
ち
に
持
っ

て
ほ
し
い
。「
お
ら
が
」
を
続
け
る
か
ら

に
は
、こ
れ
か
ら
を
担
う
若
い
子
が
や
り

た
い
こ
と
を
拾
い
上
げ
ら
れ
る
プ
ラ
ッ
ト

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

大
槌
に
い
る
私
た
ち
が
も
っ
と

成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、そ

う
感
じ
ま
し
た
。
自
分
が
知
ら

な
い
大
槌
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
も

で
き
た
の
で
、と
て
も
う
れ
し
かっ

た
で
す
。

中
村 

海
鈴

　

神
谷
さ
ん
は「
自
分
の
大
切

な
人
を
大
切
に
で
き
な
い
人
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
大
切
に
で
き

な
い
」と
い
う
お
話
も
し
て
く
れ

ま
し
た
。
周
り
の
人
を
大
切
に

し
て
き
た
こ
と
も
聞
い
た
の
で
、

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
良
い

お
話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

八
幡 

有
香

1975（昭和50）年８月、名古屋市生まれ。アメリカや東南アジアで看
護師として活動していたが、震災がきっかけとなり2011（平成23）年
に大槌町で復興支援に携わる。12年から語り部ガイドなどの復興ツー
リズム事業を行う「一般社団法人おらが大槌夢広場」に所属し、現在
は代表理事兼事務局長を務める。

フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
た
い
。
成
功
す
る
か
失

敗
す
る
か
は
別
と
し
て
、取
り
あ
え
ず
や
っ

て
み
よ
う
と
。
若
い
世
代
の
多
様
な
意
識

を
育
て
て
い
っ
て
、大
槌
町
を
ど
ん
ど
ん

面
白
く
さ
せ
て
い
き
た
い
。

一般社団法人 おらが大槌夢広場
神
か み

谷
た に

 未
み

生
お

さん

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
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こ
こ
に
来
れ
ば
、み
ん
な
に
会
え
る

手
づ
く
り
か
ら
広
が
っ
た

つ
な
が
り
を
大
切
に

高校生の感想

取材／六串 香穂、山﨑 光・撮影／佐々木 慎也

　

私
た
ち
は「
お
お
つ
ち
お
ば
ち
ゃ
ん
く

ら
ぶ
」。
震
災
後
に
で
き
た
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
み
ん
な
大
槌
に
い

だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、震
災
前
は
全
然
会
っ

た
こ
と
も
話
し
た
こ
と
も
な
い
人
た
ち
な

ん
で
す
。
震
災
後
に
縫
う
こ
と
や
編
む
こ

と
を
き
っ
か
け
に
自
然
に
集
ま
り
ま
し
た
。

今
は
ひ
ょ
う
た
ん
島
や
サ
ケ
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
作
っ
た
り
、ふ
き
ん
を
縫
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
し
て
る
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
っ
て
ね
、

毎
日
来
て
く
れ
る
の
。
み
ん
な
皆
勤
賞
だ

ね
。
津
波
の
後
、近
所
の
人
た
ち
が
み
ん

な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
で
し
ょ
。
だ
か
ら
知
っ

て
る
人
た
ち
が
そ
ば
に
い
な
く
て
、話
し

相
手
が
い
な
い
。
だ
か
ら
、こ
こ
さ
来
る
と
、

い
っ
ぱ
い
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
い
る
か
ら
、

誰
か
に
会
え
る
。
震
災
後
、初
め
て
会
え

し
て
…
…
。
も
う
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
う
く

ら
い
素
敵
な
サ
ケ
た
ち
が
集
っ
て
ま
す
。

　

あ
と
は
教
室
を
開
い
て
、地
域
の
人
た

ち
と
手
芸
教
室
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
ぁ
、他
の
団
体
さ
ん
み
た
い
に
直
接
町

の
役
に
は
立
っ
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
ね
、み
ん
な
で
楽
し
く
や
っ
て
ま
す
よ
。

　
私
た
ち
は
、恩
返
し
で
き
た
ら
い
い
な
っ

て
思
っ
て
て
。
震
災
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
来
て
く
れ
た
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
が

今
も
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
私
た
ち
は
そ

の
人
た
ち
の
こ
と
を
ね
、す
ん
ご
く
大
切

に
思
っ
て
る
の
。
だ
か
ら
そ
の
人
た
ち
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」っ
て
い

う
気
持
ち
を
表
し
た
く
て
ね
。
注
文
さ

れ
た
も
の
を
作
っ
た
り
、イ
ベ
ン
ト
で
販

売
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
手
づ
く
り
を
通

し
て
、大
槌
の
人
と
も
他
の
遠
い
土
地
の

人
と
も
、い
ろ
ん
な
人
と
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
ね
、う
れ
し
い
の
。

　

大
槌
で
暮
ら
す
こ
と
の
良
さ
？ 

な
ん

だ
ろ
う
な
、ど
こ
が
い
い
ん
だ
か
、嫌
な

こ
と
は
出
て
く
る
。
だ
け
ど
、大
槌
の
こ

と
悪
く
言
わ
れ
る
と
反
発
し
た
く
な
る
。

お
か
し
い
も
ん
だ
よ
ね
！

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

川
原
畑
さ
ん
は
、自
分
た
ち

の
活
動
は
町
の
た
め
に
役
に
立
っ

て
い
な
い
と
言
って
い
た
が
、私
は

そ
う
は
思
わ
な
か
っ
た
。
町
を
盛

り
上
げ
て
い
る
し
、大
槌
の
仮
設

の
孤
独
死
を
阻
止
し
て
く
れ
て

い
る
と
思
う
し
、お
ば
ち
ゃ
ん
た

ち
が
作
る
手
芸
品
も
す
ご
く
か

わ
い
く
て
、自
分
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
た
。

六
串 

香
穂

　

お
お
つ
ち
お
ば
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ

の
方
々
は
、震
災
前
は
全
く
知
ら

な
い
人
同
士
で
話
し
た
こ
と
が
な

い
の
に
、仲
良
く
な
っ
て
み
ん
な

で
手
芸
を
し
て
い
る
こ
と
が
と
て

も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
、お
お
つ

ち
お
ば
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
の
方
々
は

と
て
も
優
し
く
話
し
て
く
れ
て
、

イ
ン
タ
ビュー
し
や
す
かった
で
す
。

山
﨑 

光

1955（昭和30）年８月、大槌町栄町生まれ。震災後に結成された町民
団体「おおつちおばちゃんくらぶ」の「みんなのお世話役」として親しま
れている。手芸活動を通して町民交流の場をつくり、イベントを開催す
るなどして町外の人々とのコミュニ―ケーションも図っている。

おおつちおばちゃんくらぶ
川

か わ ら

原畑
は た

 洋
よ う

子
こ

さん

た
時
に
は
涙
流
し
て
ね
。「
元
気
だ
っ
た
」

「
よ
か
っ
た
ね
ぇ
」
と
か
っ
て
。
今
で
は
み

ん
な
で
「
あ
あ
で
も
ね
え
、こ
う
で
も
ね

え
」っ
て
言
い
な
が
ら
や
っ
て
ま
す
け
ど
。

　
３・11
の「
Sシ
ェ

ー

ク

h
a
k
e 

Hハ

ン

ド

a
n
d
」っ
て

い
う
の
を
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、面
白

い
よ
。
魚
の
シ
ャ
ケ
と
英
語
の「
握
手
」

を
掛
け
て
る
。
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
サ
ケ

の
形
の
白
い
ヌ
ー
ド
ザ
ケ
を
縫
っ
て
作
っ
て
、

そ
れ
を
全
国
の
み
ん
な
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
も
ら
う
ん
で
す
よ
。「
デ
コ
鮭
」っ

て
呼
ん
で
る
ん
だ
け
ど
ね
。
サ
ケ
は
必
ず

４
年
後
に
帰
っ
て
く
る
で
し
ょ
、吉
里
に
。

だ
か
ら
吉
里
に
帰
ろ
う
っ
て
こ
と
で
、み

ん
な
に
サ
ケ
に
デ
コ
し
て
も
ら
っ
て
、そ

し
て
大
槌
に
送
っ
て
も
ら
う
の
。
芸
能
人

の
方
も
作
っ
て
く
れ
た
り
し
て
る
ん
だ
よ
。

羊
毛
を
使
っ
た
り
、絵
を
描
い
て
み
た
り

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　
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生
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い
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人
が
行
き
交
い
、
笑
い
が
あ
ふ
れ
る

夏
祭
り
の
復
活
が

僕
た
ち
の
本
当
の
復
興
の
一
歩

高校生の感想

取材／藤社 彩乃・撮影／佐々木 慎也

赤
﨑
さ
ん　
「
よ
市
」
は
、昭
和
50
年
代

か
ら
行
っ
て
い
る
、出
店
が
立
ち
並
ぶ
末

広
町
商
店
街
の
夏
祭
り
で
す
。
震
災
の
３

カ
月
ぐ
ら
い
後
か
ら
商
店
街
の
仲
間
で

集
ま
っ
て
、震
災
の
後
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
っ
て
い
う
の
を
、１
カ
月
に
１
回
ぐ

ら
い
話
し
合
い
を
し
て
た
ん
で
す
よ
。
そ

う
し
た
ら
、や
っ
ぱ
り
戻
っ
て
こ
よ
う
っ
て

い
う
人
た
ち
が
多
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
震

災
後
は
、町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
の
仮

設
店
舗
に
入
っ
た
り
し
て
、バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
区
画
整
理
事

業
が
終
わ
っ
て
、元
の
所
に
帰
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
、も
ち
ろ
ん
全
員

が
帰
れ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
商
売
を
や
め

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、前
の
所
で
で

き
な
い
の
で
、ま
だ
場
所
が
決
ま
っ
て
な

い
人
も
い
る
ん
で
す
。

　

今
は
ま
だ
、５
、６
軒
で
す
け
ど
、戻
っ

て
こ
れ
る
人
は
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。

そ
し
て
、や
っ
ぱ
り
よ
市
っ
て
い
う
の
が

震
災
前
も
夏
の
一
大
行
事
だ
っ
た
し
、町

民
の
方
々
に
も
楽
し
み
に
し
て
も
ら
っ
て

た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
ど
う
い
う
形
で
あ

れ
、夏
祭
り
を
復
活
さ
せ
る
っ
て
い
う
の

が
僕
た
ち
の
本
当
の
復
興
の
一
歩
じ
ゃ
な

い
か
っ
て
思
い
が
み
ん
な
強
か
っ
た
ん
で
、

２
０
１
７（
平
成
29
）年
に
第
１
回
を
行

い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ

ま
し
た
ね
。
と
に
か
く
僕
た
ち
に
と
っ
て

は
、復
興
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
こ
と
と
思

い
、み
ん
な
で
協
力
し
て
、復
活
さ
せ
よ

う
っ
て
い
う
こ
と
で
、が
ん
ば
っ
て
や
っ
て

ま
す
ね
。

　

自
分
で
も
バ
ン
ド
を
し
て
い
る
ん
で
す

け
ど
、大
槌
の
人
は
踊
り
に
し
ろ
、お
祭

り
に
し
ろ
、音
の
出
る
も
の
が
好
き
な
ん

だ
よ
ね
。
童
謡
、歌
会
、コ
ー
ラ
ス
、民
謡

と
か
サ
ー
ク
ル
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
。

結
構
、音
好
き
な
人
が
多
い
町
か
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。
音
楽
は
人
が
集
ま
る
っ
て
い

う
一
つ
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
す
ね
。

内
金
﨑
さ
ん　
僕
も
「
ウ
タ
カ
ラ
ユ
ニ
ッ

ト
」っ
て
い
う
バ
ン
ド
を
組
ん
で
ま
し
て
。

地
域
の
宝
を
、歌
の
力
で
元
気
に
し
よ
う

と
活
動
し
て
い
ま
す
ね
。
や
っ
ぱ
音
楽
は

い
い
っ
す
よ
ね
。

　
こ
れ
か
ら
の
大
槌
に
つ
い
て
思
う
こ
と

で
す
け
ど
、み
ん
な
笑
っ
て
い
れ
ば
い
い

か
な
と
。
そ
ん
な
町
に
い
て
、そ
の
お
手

伝
い
を
で
き
る
の
が
、こ
の
商
店
の
皆
さ

ん
や
僕
の
活
動
な
の
か
な
。
に
ぎ
わ
い
を

つ
く
っ
て
い
け
る
と
い
う
か
。
店
の
ロ
ゴ

は
う
ち
の
双
子
の
子
ど
も
の
笑
顔
っ
て
い

う
意
味
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、大
槌
じ
ゅ

う
に
広
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

赤
﨑
さ
ん　

僕
は
、
気
軽
に
人
が
行
き

交
っ
て
、買
い
物
に
来
た
り
、休
み
に
来

た
り
、ま
ず
は
そ
う
い
う
町
に
戻
っ
て
ほ

し
い
。
商
店
街
か
ら
遠
く
て
来
ら
れ
な
い

人
に
は
、今
ま
で
二
度
ぐ
ら
い
や
っ
て
ま

す
け
ど
、出
張
の
商
店
街
を
開
く
活
動
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
う
い
う
手
助

け
を
し
な
が
ら
、町
の
人
と
一
緒
に
や
っ

て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

よ
市
を
復
活
す
る
た
め
に
、い

ろ
い
ろ
苦
労
さ
れ
て
い
た
の
が
分

か
り
ま
し
た
。
よ
市
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
は
復
興
への
第
一
歩
だ

と
言
って
い
ま
し
た
。
な
の
で
、私

に
も
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
も
っ
と
やって
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

赤
﨑
さ
ん
と
内
金
﨑
さ
ん
の

話
を
聞
い
て
、大
槌
町
の
こ
と
で

初
め
て
知
った
こ
と
が
あった
の
で
、

も
っ
と
町
に
つい
て
知
って
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

藤
社 

彩
乃

末広町商店街
内
う ち

金
か ね

﨑
ざ き

 大
だ い

祐
す け

さん（左）・赤
あ か

﨑
さ き

 潤
じ ゅ ん

さん（右）

赤﨑 潤さん　1964（昭和39）年５月、大槌町末広町生まれ。釜石南高校（現・釜石高校）卒業後、仙台
の大学に進学。その後、地元に戻り家業である米穀店を継ぐ。現在は喫茶店「夢宇民」のオーナー。末
広町商店街の活性化に努め、よ市復活の中心となった。ロックバンド「ムーミンズ」でギターとボーカル
を担当。
内金﨑 大祐さん　1974（昭和49）年１月、大槌町大町生まれ。代々続く地元の自転車店だったが、震
災後は自転車店にカフェを併設させた「Chari Café」として再オープンさせた。趣味は赤﨑さんと同じ
くバンド活動。「ギターの弾ける自転車屋さん」として町の盛り上げに大きな役割を果たす。
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の
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、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
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い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　
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心
の
つ
ぼ
み
が
花
開
く
日
を
夢
み
て

こ
の
町
で
有
意
義
に
暮
ら
す

選
択
肢
を
み
ん
な
に

高校生の感想

取材・撮影／佐々木 慎也、菅野 雅也、佐々木 加奈

大
久
保
さ
ん   
私
た
ち
が
子
育
て
支
援
事

業
を
始
め
た
の
は
、震
災
後
に
う
ち
の
長

女
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
か
ら「
大
槌
町
に
お

母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
が
な
い
」っ
て
い

う
の
を
も
の
す
ご
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
不
便
と
い
う
か
、子
ど
も

を
遊
ば
せ
ら
れ
る
場
所
が
な
か
っ
た
り
す

る
か
ら
、「
子
育
て
世
代
の
居
場
所
を
つ

く
り
た
い
」っ
て
。
震
災
前
は
ご
近
所
付

き
合
い
が
あ
っ
た
か
ら
、そ
こ
ま
で
問
題

視
さ
れ
て
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど

ね
。
そ
れ
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
の

運
営
を
始
め
、子
育
て
世
代
を
対
象
と
す

る
サ
ロ
ン
や
講
座
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今

の
大
槌
の
課
題
は
、働
く
選
択
肢
が
本
当

に
少
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菅
谷
さ
ん　
そ
う
そ
う
、大
久
保
が「
選

択
肢
」っ
て
い
う
言
葉
を
結
構
使
う
ん
で

す
け
ど
、本
当
に
そ
れ
を
大
事
に
し
た
い

な
っ
て
い
う
の
は
思
っ
て
い
て
。
私
自
身
、

正
直
、大
槌
で
結
婚
し
て
出
産
っ
て
い
う

の
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
っ
て
あ
ま

り
な
か
っ
た
ん
で
す
。
ど
の
お
母
さ
ん
を

見
て
も
大
変
そ
う
で
。
田
舎
町
で
、し
か

も
被
災
地
だ
か
ら
、子
ど
も
を
育
て
る
た

め
の
環
境
が
整
っ
て
な
い
の
か
な
っ
て
。
で

も
、職
業
や
趣
味
な
ど
の
選
択
肢
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
、子
育
て
を
し
て
い
て

も
住
み
や
す
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

大
久
保
さ
ん  
子
ど
も
に
合
わ
せ
た
働
き

方
や
、自
分
が
や
り
た
い
職
種
が
な
か
な

か
マ
ッ
チ
し
な
い
の
が
現
実
。
な
の
で
、

私
た
ち
が
商
品
開
発
を
す
る
こ
と
で
、

「
Ｔ

つｓｕ
ｂぼｏｍ

みｉ
」
と
し
て
、そ
の「
働
く

選
択
肢
」
を
広
げ
た
い
っ
て
思
っ
て
ま
す
。

だ
か
ら
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
で
個
人
が
作
っ
て

い
る
も
の
を
、「
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
バ
ス
」

で
販
売
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

大
久
保
さ
ん　
特
に
思
い
出
に
残
っ
て
る

の
は
、「
子
育
て
フ
ェ
ス
」っ
て
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
初
め
て
や
っ
た
時
の
こ
と
で
す
ね
。

最
初
は「
人
来
る
の
か
な
」っ
て
不
安
で

前
日
、眠
れ
な
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。「
こ

れ
で
ち
ょ
っ
と
し
か
来
な
か
っ
た
ら
ど
う

す
る
？
」っ
て
話
し
た
り
。
そ
し
た
ら
、

１
回
目
な
の
に
４
０
０
人
近
く
来
て
く
れ

た
ん
だ
よ
ね
！ 

そ
の
時
に
、そ
れ
ぐ
ら

い
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
フ
ェ
ス
的
な
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
っ
て
少
な
い
ん
だ
な
と
も

思
っ
た
。
み
ん
な
、そ
う
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ

を
欲
し
て
る
の
か
な
っ
て
。

菅
谷
さ
ん  

こ
う
い
う
小
さ
い
町
で
４
０
０

人
も
集
ま
っ
て
く
れ
た
う
れ
し
さ
と
同
時

に
、課
題
も
見
つ
け
た
と
い
う
か
。

大
久
保
さ
ん　
そ
う
だ
ね
、や
っ
ぱ
り
ま

だ
ま
だ
や
る
こ
と
が
あ
る
。
本
来
の
大
き

い
目
的
は
、子
育
て
世
代
が
「
そ
の
日
」

を
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、し
か
も
子
ど

も
も
親
も
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
っ
て

い
う
と
こ
ろ
。
も
う
一
つ
の
目
的
は
子
育

て
支
援
を
や
っ
て
い
る
団
体
さ
ん
た
ち
と

連
携
を
深
め
る
こ
と
で
す
。
で
き
れ
ば
日

常
的
に
お
互
い
に
情
報
共
有
を
し
て
、何

か
や
る
っ
て
な
っ
た
ら
一
緒
に
や
り
た
い

な
っ
て
思
い
ま
す
。

菅
谷
さ
ん　
私
も
高
校
を
卒
業
し
て
、こ

ん
な
田
舎
じ
ゃ
何
も
で
き
な
い
、も
う
大

大槌高校生が聞いた16人の東日本大震災　この町で生きていく

　

大
槌
に
何
か
引
か
れ
る
も
の

が
あ
る
か
ら
、いっ
た
ん
外
に
出

て
も
大
槌
に
戻
って
き
た
の
だ
と

感
じ
、感
動
し
ま
し
た
。

佐
々
木 

慎
也

　

私
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
大
槌

の
た
め
に
活
動
し
て
く
れ
る
人

が
い
る
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
私
も
そ
の
よ
う

な
人
た
ち
の
よ
う
に
自
分
か
ら

ア
ク
シ
ョン
で
き
る
人
間
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

佐
々
木 

加
奈

　

大
槌
高
校
の
Ｏ
Ｇ
の
人
が
現

在
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
二
人
は
、自
分
が
し
た
い

こ
と
を
見
つ
け
、壁
を
感
じ
ず
に

活
動
を
し
て
い
て
、と
て
も
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。

菅
野 

雅
也

一般社団法人 T
つ ぼ み

subomi
菅
す が

谷
や

 安
あ

美
み

さん（左）・大
お お

久
く

保
ぼ

 彩
あ や

乃
の

さん（右）

子育て中の女性が自分らしく輝く社会をつくることを掲げ、2016（平成28）年に設立。
地域コミュニティーカフェ「Flower Canvas」（フラワーキャンバス）や親子向けイ
ベントの運営など、子育ての観点から地域の課題解決に向き合える場を提供している。
団体名称は「心に芽吹かせている思いのつぼみが花を咲かせられるように」が由来。
大久保彩乃さん（代表理事）　1990（平成２）年８月、大槌町大町生まれ。
菅谷安美さん（代表）　1990年３月、大槌町新町生まれ。

槌
な
ん
か
出
て
や
る
み
た
い
な
気
持
ち

で
仙
台
の
大
学
に
行
っ
た（
笑
）。
で
も
ね
、

戻
っ
て
き
た
今
は
、す
っ
ご
い
大
槌
大
好

き
な
ん
で
す
。

高
校
生　
大
槌
に
こ
ん
な
お
し
ゃ
れ
な
空

間
が
あ
る
の
っ
て
す
ご
い
な
っ
て
思
っ
て
。

い
と
こ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
き
た
い
で
す
。

大
久
保
さ
ん・菅
谷
さ
ん  

連
れ
て
き
て
！ 

高
校
生
に
来
て
ほ
し
い
よ
ね
！

こ
の
町
と
、
人
と　

大
槌
高
校
生
が
聞
い
た
16
人
の
東
日
本
大
震
災　
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の
町
で
生
き
て
い
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目
輝
か
せ
た
生
徒
た
ち

　

夏
休
み
の
８
月
６
日
か
ら
３
日
間
、大

槌
高
校
復
興
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

が
被
災
直
後
や
復
興
関
連
の
事
柄
に
つい

て
町
内
の
方
々
か
ら
聞
き
取
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
こ
の
よ
う
な

　

本
章「
こ
の
町
と
、人
と
」で
、大
槌

高
校
復
興
研
究
会
の
生
徒
た
ち
が
聞
き

手
と
カ
メ
ラ
マ
ン
を
務
め
、東
北
大
文
学

部
社
会
学
研
究
室
の
学
生・
大
学
院
生

が
サ
ポ
ー
ト
し
た
イ
ン
タ
ビュー
企
画「
こ

の
町
で
生
き
て
い
く
」。
２
０
１
８（
平
成

30
）年
の
夏
、会
場
の
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー「
お
し
ゃっ
ち
」で
町
民
と
真
摯
な

対
話
を
重
ね
た
若
者
た
ち
の
姿
に
、指

導
者
は
何
を
思
っ
た
の
か
。
大
槌
高
校

復
興
研
究
会
顧
問
の
松
橋
郁
子
実
習
教

諭
、東
北
大
学
社
会
学
研
究
室
の
小
松

丈
晃
教
授
と
坂
口
奈
央
さ
ん
に
感
想
を

寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

「
対
話
」
が
震
災
伝
承
に

　

震
災
記
録
誌
の
こ
の
章
は
、大
槌
高

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん・東
北
大
学
の
学
生

と
、今
の
大
槌
に
生
き
る
住
民
の
方
々
と

の「
対
話
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
10
代
半

ば
の
大
槌
高
校
生
、そ
し
て
国
道
45
号
で

つ
な
が
っ
た
仙
台
の
大
学
生・
大
学
院
生

た
ち（
大
槌
町
と
関
わ
り
の
あ
る
大
学

生
も
参
加
）は
、大
槌
町
の
住
民
に
問
い

掛
け
、お
一
人
お
一
人
が
紡
ぎ
出
す
貴

重
な
語
り
に
耳
を
傾
け
、そ
し
て
丁
寧

に
記
録
し
て
いっ
た
。

　

こ
の
８
年
間
の
復
興
の
過
程
へ
の
時
に

は
批
判
的
な
見
解
や
過
去
の
振
り
返
り

だ
け
で
な
く
、今
後
数
年
先
、あ
る
い
は

そ
れ
以
上
先
の
未
来
を
も
見
据
え
た
展

望
や
課
題
に
つ
い
て
も
、率
直
に
語
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、過
去
を
振
り
返
る
の

は
つ
ら
い
け
れ
ど
も
、こ
れ
か
ら
自
分
た

ち
で
何
が
で
き
る
の
か
、こ
の
先
の
大
槌

町
を
ど
う
す
る
の
か
―
―
こ
れ
か
ら
を

担
って
い
く
で
あ
ろ
う
若
い
世
代
への
こ
う

し
た
問
い
掛
け
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め
ら

れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
震
災
記
録
誌
は
も
ち
ろ
ん
、震
災

の
経
験
を
検
証
し
、語
り
伝
え
、未
来
へ

の
糧
に
す
る
た
め
の
も
の
だ
が
、し
か
し

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、こ
の
記
録
誌
を

作
成
す
る
た
め
に
高
校
生
た
ち
の
行
っ
た

３
日
間
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
そ
の
も

の
も
ま
た
、一
つの「
伝
承
」の
場
で
あ
り
、

ま
た
逆
に
、高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
問
い

掛
け
ら
れ
た
住
民
の
方
々
も
、若
い
世
代

の
思
い
や
期
待
を
感
じ
取
り
、そ
の
期
待

に
応
え
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
新
た
に

す
る
大
切
な
機
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

そ
の
意
味
で
は
、こ
の
よ
う
な「
対
話
」

は
、本
記
録
誌
を
作
成
す
る
た
め
だ
け

の
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
も
、

形
を
変
え
な
が
ら
、大
槌
町
の
こ
こ
か
し

こ
で
継
続
さ
れ
て
い
く
べ
き
活
動
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
長
時
間
に
わ
た
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
住
民
の
皆

さ
ん
、そ
し
て
大
槌
高
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
に
、こ
の
場
を
借
り
て
、あ
ら
た
め
て

御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

東
北
大
文
学
部
社
会
学
研
究
室　
教
授

小こ

松ま
つ 

丈た
け

晃あ
き

さ
ん

坂さ
か

口ぐ
ち 

奈な

央お

さ
ん

大
槌
高
校　

実
習
教
諭
　
松ま

つ

橋は
し 

郁い
く

子こ

さ
ん

企
画
で
生
徒
た
ち
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

自
主
的
に
15
人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し

た
。
取
材
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
彼
ら
は
、

「
震
災
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
」
と

い
う
思
い
が
強
い
生
徒
た
ち
で
す
。
実
際

に
取
材
を
終
え
た
彼
ら
は
、東
日
本
大

震
災
の
事
を
あ
ら
た
め
て
学
ぶ
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
な
ぜ
、あ
の
時
、あ
の
場
所
で
避
難

の
呼
び
掛
け
が
あ
っ
た
の
か
、や
っ
と
理

解
で
き
た
」と
か
、「
つ
ら
い
経
験
の
中
で

大
人
た
ち
は
何
を
思
っ
て
い
た
の
か
、話

し
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
。
す
ご
い
人
だ
っ

た
」等
々
。
目
を
輝
か
せ
て
私
に
報
告
し

て
く
れ
ま
し
た
。
被
災
時
の
年
齢
が
幼

い
高
校
生
に
と
っ
て
、東
日
本
大
震
災
の

記
憶
は
薄
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

経
験
し
た
わ
れ
わ
れ
大
人
た
ち
が
伝
え

続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
再
認
識
し
た

３
日
間
で
し
た
。
生
徒
た
ち
に
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
企
画
し
て
く
だ
さった
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

若
者
た
ち
の
町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー  

指
導
者
は
こ
う
思
う

こ
の
町
を
心
に

２０１９年3月23日に開業した新しい大槌駅。町のシンボルである蓬莱島をモチーフにした
大屋根が特徴となっている

さまざまな分野で活躍する

〝大槌人〟を訪ね、聞いた

古里への熱い思い。

遠く離れているからこそ、

生まれ育った町を慕う気持ちが強くなっていく。
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こ
の
町
を
心
に

震
災
の
苦
境
の
中
、

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
両
親

「
好
き
な
こ
と
や
れ
」
の
言
葉
を
胸
に
、

野
球
を
続
け
た

前
ま え

川
か わ

 剛
た け

大
ひ ろ

さん

1996（平成８）年５月、大槌町吉里吉里生まれ。小学１年生の時に
吉里吉里スポーツ少年団で野球を始める。中学３年生の時、捕手
で県選抜入り。盛岡大学附属高校では主将としてチームを引っ張っ
た。大正大学を卒業し、2019（同31）年４月から、同高校の国語
教師として新たなスタートを切った。

　

地
震
が
起
き
た
瞬
間
は
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
父
と
自
宅
に
い
ま
し
た
。
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
す
ご
い
揺
れ
で
、こ

れ
は
た
だ
ご
と
じ
ゃ
な
い
な
と
。
急
い
で

弟
を
保
育
園
に
迎
え
に
行
っ
て
、そ
の
ま

ま
家
族
み
ん
な
で
裏
山
に
避
難
し
て
、そ

こ
か
ら
津
波
が
来
る
の
を
見
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
家
は
飲
食
店
を
や
っ
て
い
た
の
で

す
が
、第
１
波
で
お
店
が
流
さ
れ
て
、第

２
波
で
は
家
が
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
里
吉
里
小
学
校
に
避
難
し
て
い
た

の
で
す
が
、避
難
所
で
の
生
活
は
、自
分

の
場
合
は
1
週
間
く
ら
い
で
し
た
。
か

な
り
人
が
多
く
、狭
か
っ
た
た
め
、僕
と

父
は
津
波
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
に
移
り
ま
し
た
。
１
週
間
と

は
い
え
、避
難
所
で
の
生
活
は
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
か

ら
流
れ
て
き
た
商
品
が
あ
っ
て
、そ
の
中

か
ら
汚
れ
て
い
な
い
食
料
を
見
つ
け
出
し

て
、み
ん
な
で
分
け
て
食
べ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
食
べ
物
で
も
う
れ

し
く
て
、本
当
に
お
い
し
か
っ
た
な
と
思

い
出
し
ま
す
。
夜
は
な
か
な
か
眠
れ
ず
、

長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
分
は
野
球
が
大
好
き
で
し
た
。
で

き
れ
ば
強
い
学
校
に
進
ん
で
野
球
を
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、正
直
無

理
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
町
は

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、両

親
も
し
ん
ど
そ
う
だ
っ
た
の
で
。
進
学
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
、

両
親
か
ら
「
お
金
の
こ
と
は
気
に
し
な
く

て
い
い
か
ら
、好
き
な
こ
と
を
や
れ
、行

き
た
い
と
こ
ろ
に
行
け
」
と
背
中
を
押
し

て
も
ら
っ
て
、盛
岡
大
学
附
属
高
校
に
進

む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
競
争
は
激
し
い

し
、慣
れ
な
い
寮
生
活
も
苦
労
し
ま
し
た

が
、両
親
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
が
ん
ば

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、夢
だ
っ

た
甲
子
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
た
後
も
野
球
を
続
け

ま
し
た
。
県
内
の
大
学
進
学
も
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、大
正
大
学
の
監
督
さ
ん
に

熱
心
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

大
正
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。
盛
岡
大
学
附
属
高
校
と
大
正

大
学
、こ
れ
ら
の
学
校
で
、多
く
の
人
に

出
会
い
、貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
経
済
的
に
厳
し
い
に
も
関
わ

ら
ず
、進
学
さ
せ
て
く
れ
た
両
親
に
は
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
は
、帰
る
た
び
に
復
興
が
進
ん
で

い
て
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

折
れ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
地
元
の
方
々

に
は
、逆
に
力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
大

槌
町
の
人
の
温
か
さ
、き
れ
い
な
海
、食

べ
物
の
お
い
し
さ
な
ど
、県
外
に
出
た
お

か
げ
で
気
付
い
た
こ
と
や
魅
力
を
感
じ
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、岩
手
で
高
校
教
師
を
し
な
が

ら
、野
球
の
監
督
を
し
た
い
。
岩
手
県
の

野
球
部
を
強
く
し
て
、能
力
の
あ
る
選
手

が
岩
手
に
残
れ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
町
と
、
人
と　

こ
の
町
を
心
に
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ラ
グ
ビ
ー
で
古
里
を

盛
り
上
げ
た
い

自
然
豊
か
で
絆
の
深
い

吉
里
吉
里
が
好
き

平
ひ ら

野
の

 恵
え

里
り

子
こ

さん

1992（平成４）年４月、大槌町吉里吉里生まれ。父の影響で小学
生の時からラグビーに打ち込む。釜石高校卒業後、日本体育大学
へ入学。卒業後はYOKOHAMA TKM 所属選手となり、女子ラグ
ビーワールドカップ2017の15人制女子日本代表に選ばれた。

　

ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た
の
は
小
学
校
１

年
生
の
時
。
父
が
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の

コ
ー
チ
を
や
っ
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
小
学
校
の
こ
ろ
は
周
り
が
男
の
子
ば

か
り
だ
っ
た
ん
で
す
が
、中
学
の
時
に「
全

日
本
に
選
ば
れ
た
女
の
子
が
青
森
に
い

る
」っ
て
聞
い
て
、「
女
の
子
は
私
だ
け
じ
ゃ

な
か
っ
た
ん
だ
！
」っ
て
、世
界
が
広
が
っ

た
ん
で
す
。
一
時
期
、ラ
グ
ビ
ー
を
離
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、中
学
３
年
生

に
は
練
習
を
再
開
し
ま
し
た
。
釜
石
高

校
入
学
後
も
続
け
て
い
て
、東
北
ユ
ー
ス

に
選
ば
れ
た
り
、ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地・
花

園
で
行
わ
れ
る
女
子
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

マ
ッ
チ
に
出
場
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
と
、

た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

高
校
の
卒
業
式
が
終
わ
っ
た
春
休
み
、

東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。
吉
里

吉
里
に
あ
っ
た
自
宅
は
１
階
部
分
が
流
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、家
族
は
無
事
で

し
た
。
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
避
難
所
で
会
え
た
時
は
、と
て

も
安
心
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
避
難
所
で
過
ご
し
て
い
ま

し
た
が
、ラ
グ
ビ
ー
で
も
っ
と
強
く
な
り

た
く
て
進
学
を
決
め
た
大
学
の
入
学
式

が
迫
っ
て
い
ま
し
た
。
や
っ
と
電
波
が
つ

な
が
っ
た
時
、大
学
に
連
絡
し
た
ら
「
入

学
式
を
予
定
通
り
行
う
」
と
聞
い
て
。
新

生
活
の
た
め
に
買
っ
て
い
た
ス
ー
ツ
や
布

団
も
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
一

式
買
い
直
し
て
、３
月
中
に
父
の
車
で
大

槌
を
出
ま
し
た
。

　

当
時
の
状
況
で
家
族
と
離
れ
る
こ
と

は
不
安
だ
っ
た
し
、足
が
悪
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
守
ら
な
き
ゃ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、両
親
が
「
こ
っ
ち
は
大
丈
夫
だ
か

ら
」
と
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
高
校
生

の
時
に
試
合
で
悔
し
い
経
験
を
し
た
の
で

「
も
っ
と
強
く
な
っ
て
、代
表
に
選
ば
れ

た
い
」と
い
う
思
い
で
こ
れ
ま
で
が
ん
ば
っ

て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、い
い
結
果
を
出

し
て
応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
の
思
い

に
応
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
大
槌
を

出
ま
し
た
。

　
い
つ
か
大
槌
に
戻
っ
て
子
ど
も
た
ち
に

ラ
グ
ビ
ー
を
教
え
た
い
と
い
う
思
い
は
、

ず
っ
と
持
っ
て
い
ま
す
。
関
東
に
来
て
、レ

ベ
ル
の
高
さ
に
驚
い
た
ん
で
す
よ
。
だ
か

ら
、も
っ
と
東
北
も
ラ
グ
ビ
ー
で
盛
り
上

げ
た
い
で
す
。
そ
れ
に
私
は
生
ま
れ
育
っ

た
吉
里
吉
里
が
大
好
き
な
ん
で
す
。
自

然
も
豊
か
で
、「
吉
里
吉
里
は
独
立
国
」っ

て
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
、絆
が
深
い
ん
で
す
。

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、お
祭
り
や
運
動
会
も
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
し
た
。
み
ん
な〝
吉
里
吉
里
愛
〟

が
強
い
ん
で
す
よ
。
将
来
、家
族
が
で
き

た
ら
、吉
里
吉
里
で
暮
ら
し
た
い
な
っ
て

思
っ
て
い
ま
す
。
津
波
に
よ
っ
て
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
見
て
い
た
昔
の
景
色
が
な

く
な
っ
た
の
は
寂
し
い
け
れ
ど
、大
槌
全

体
が
も
っ
と
に
ぎ
わ
う
町
に
な
っ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

こ
の
町
を
心
に

こ
の
町
と
、
人
と　

こ
の
町
を
心
に
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音
楽
に
も
地
産
地
消
が

あ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か

自
分
が
で
き
る
こ
と
で

吉
里
を
元
気
に
！

ノリシゲさん

1976（昭和51）年7月、大槌町吉里吉里生まれ。ミュージシャン、
吉里吉里元気プロジェクト代表。1998（平成10）年上京し、バンド
やソロ活動を行う。震災直後、音楽や表現活動を通じた復興応援プ
ロジェクトを立ち上げる。「歩きましょう」がCM 曲に起用され、全国
的に注目されるなど、音楽を通して大槌町の情報発信を続けている。

　

震
災
当
時
、東
京
で
音
楽
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
甚
大
な
被
害
を

伝
え
て
い
る
。
で
も
、親
や
親
戚
と
連
絡

が
取
れ
な
い
。
連
絡
を
待
っ
て
い
ら
れ
ず
、

物
資
を
車
に
積
み
、妻
と
兄
と
共
に
、大

槌
町
吉
里
吉
里
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
到

着
し
た
の
は
３
月
13
日
の
夜
。
両
親
は
無

事
で
し
た
が
、親
戚
６
人
が
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。

　

全
壊
し
た
実
家
周
辺
の
が
れ
き
を
片

付
け
て
い
た
時
、
弦
が
１
本
切
れ
た
ギ

タ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
ギ
タ
ー
を

弾
い
て
作
っ
た
の
が
、「
三
陸
に
仕
事
を
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
浜
の
ミ
サ
ン
ガ『
環
』」
の

C
M
曲
に
起
用
さ
れ
た「
歩
き
ま
し
ょ
う
」

で
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
音
楽
や
表
現
活
動
を

通
し
て
町
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
思

い
は
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
、が
れ
き

撤
去
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
、亡
く
な
っ
た
家

族
や
友
人
に
線
香
を
手
向
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
も
い
て
ね
。
そ
こ
で
、４
月

に「
吉
里
吉
里
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
、物
的
支
援
も
含
め
た
応
援
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
の
活
動
が
４
月

29
日
に
吉
里
吉
里
の
吉
祥
寺
で
催
さ
れ

た
合
同
葬
儀
。
東
京
の
店
舗
や
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
、多
く
の
人
の
協
力
で
４
５
４
５

本
の
花
を
届
け
ま
し
た
。
そ
の
後
に
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
仲
間
と
避
難
所
で
演
奏
し
た
の

で
す
が
、吉
里
吉
里
に
あ
る
サ
サ
キ
デ
ン

キ
が
津
波
か
ら
難
を
逃
れ
た
音
響
機
材

を
持
ち
出
し
て
協
力
し
て
く
れ
て
ね
。
そ

の
後
は
、８
月
14・
15
日
の
灯
籠
流
し
と

鎮
魂・
御
霊
ま
つ
り
、一
周
忌
海
岸
供
養

で
の
献
花
な
ど
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
中
に
み
ん
な
が
集
ま
り
町

の
未
来
に
つ
い
て
語
れ
る
場
所
が
必
要

と
思
い
、開
店
し
た
の
が「
Cカ

フ

ェ

a
f
e 

& 

Bバ

ー
a
r 

Aア

ペ
p
e
」
で
し
た（
現
在
は
閉

店
）。
A
p
e
と
は
、ア
イ
ヌ
語
で
「
火
」

と
い
う
意
味
。
夜
の
明
か
り
が
消
え
た
町

の
中
で
目
印
に
な
れ
ば
と
。
が
れ
き
を
集

め
て
店
を
造
り
、そ
こ
で
母
が
地
元
の
料

理
を
作
っ
て
出
し
ま
し
た
。

　

今
は
も
う
一
度
、音
楽
に
立
ち
戻
ろ
う

か
と
。
料
理
に
地
産
地
消
が
あ
る
な
ら

音
楽
に
も
あ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
考

え
、大
槌
弁
を
駆
使
し
た
曲
を
作
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
が
、２
０
１
８（
平
成
30
）年

11
月
に
リ
リ
ー
ス
し
た「
ナ
ン
ダ
★
モ
ン

セ
」。
大
槌
弁
っ
て
、ど
こ
と
な
く
ス
ペ
イ

ン
語
っ
ぽ
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
れ
に

中
南
米
の
曲
を
乗
せ
た
ら
、い
い
感
じ
で

（
笑
）。
地
産
地
消
な
の
で
、レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
は
大
槌
町
内
で
行
い
ま
し
た
。
や
り

た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
の
ガ
イ
ド
も
し
て
い
る
の
で
す
が
、

町
の
自
然
を
生
か
し
て
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、音

楽
で
大
槌
と
全
国
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と

も
ね
。

こ
の
町
を
心
に

こ
の
町
と
、
人
と　

こ
の
町
を
心
に
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今
を
生
き
る
町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

東
北
大
生
が
高
校
生
に
協
力

　
本
章
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
「
こ
の
町
で
生

き
て
い
く
」
で
は
、東
北
大
学
文
学
部
社
会

学
研
究
室
の
大
学
生
と
大
学
院
生
ら
５
人
が

全
面
的
に
大
槌
高
校
復
興
研
究
会
の
生
徒
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
学
生
ら
の
活
動
は
、「
社

会
調
査
実
習
」
の
授
業
の
一
環
で
あ
り
、主

に
研
究
テ
ー
マ「
伝
統
芸
能
に
対
す
る
町
民

の
意
識
の
高
さ
や
行
動
が
復
興
ま
ち
づ
く
り

に
ど
う
影
響
し
て
い
る
の
か
」に
つ
い
て
同
時

に
聞
き
取
っ
た
。
独
自
の
勉
強
会
な
ど
で
問

題
意
識
を
培
っ
て
き
た
学
生
た
ち
は
、延
べ
７

日
間
の
現
地
調
査
を
終
え
て
ど
う
感
じ
た
の

か
、コ
メ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
。

曹そ
う

智ち

涵か
ん

さ
ん
　
私
は
偏
見
を
持
っ
て
大
槌
に

入
っ
た
。
２
年
間
で
復
興
が
で
き
た
四
川
大
地

震
を
経
験
し
た
私
に
と
っ
て
、大
槌
の
復
興
は

長
か
っ
た
。
こ
の
町
、大
丈
夫
か
な
と
勝
手
な

心
配
を
抱
え
て
来
た
。
し
か
し
、「
曹
さ
ん
、こ

こ
に
住
ま
な
い
か
」
と
誘
っ
て
く
れ
た
芳
賀
正

彦
さ
ん
、照
れ
な
が
ら
も
自
分
の
意
見
を
率
直

に
町
議
の
東
梅
さ
ん
に
述
べ
て
い
た
野
﨑
君
、

真
面
目
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
六
串
ち
ゃ

ん
、あ
と
、熱
く
伝
統
芸
能
を
語
っ
て
い
た
瀬

戸
君
た
ち
の
姿
を
見
て
い
く
う
ち
に
、私
は
、

と
ん
で
も
な
い
ば
か
だ
と
、素
直
に
思
っ
た
。

照て
る

井い

晴は
る

香か

さ
ん
　
大
槌
の
海
は
、祖
父
母
が

吉
里
吉
里
に
住
ん
で
い
た
私
に
と
っ
て
、子
ど

も
の
頃
に
は
潮
干
狩
り
や
船
に
乗
せ
て
も
ら

っ
た
と
い
っ
た
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
あ
る
場

所
で
す
。
し
か
し
、そ
れ
も
大
槌
の
自
然
を

生
か
し
、ず
っ
と
守
っ
て
き
た
町
民
の
方
々
が

お
ら
れ
た
か
ら
だ
と
、こ
の
機
会
に
大
槌
を

愛
す
る
町
民
の
方
か
ら
お
話
を
聞
く
ま
で
、

私
は
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
震
災
前

と
変
わ
ら
ぬ
豊
か
な
自
然
、な
に
よ
り
変
わ

ら
ぬ
元
気
な
町
民
の
方
々
と
お
会
い
で
き
て
、

勝
手
に
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平ひ
ら

澤さ
わ

葵あ
お
い

さ
ん
　
大
槌
町
民
の
温
か
い
人
情
や
、

人
と
の
つ
な
が
り
自
体
が
、大
槌
町
の「
風
土
」

だ
と
思
い
ま
す
。
何
が
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い

こ
の「
風
土
」
こ
そ
、大
槌
町
民
の
愛
す
る
大

槌
町
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
槌
町
の
こ
の

７
年
間
は
、町
民
一
人
一
人
の
困
難
や
喜
び

…
…
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
の
積
み
重
ね

だ
と
思
い
ま
す
。
町
民
が
築
い
て
き
た
大
槌

町
の「
風
土
」
や
、一
人
一
人
の
７
年
間
の
歩

み
を
、本
誌
を
読
む
後
世
の
方
々
に
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

木き

山や
ま

裕ひ
ろ

望の

さ
ん
　
町
民
の
皆
さ
ま
が
「
若
者

へ
の
投
資
、例
え
ば
高
校
生
に
町
の
外
に
出
て

成
長
す
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
し
た
こ
と

が
、ど
の
よ
う
な
成
果
を
生
ん
だ
の
か
」
と
い

う
点
に
興
味
を
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
若
者
へ
の
投
資
は
至
極
当
た
り
前
で
す
が
、

不
動
産
な
ど
へ
の
投
資
と
は
違
い
、成
果
は
目

に
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
ハ
ー
ド
か
ら
ソ

フ
ト
の
復
興
へ
移
行
し
つ
つ
あ
り
、不
可
視
な

も
の
を
扱
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、以
前
の

若
者
へ
の
投
資
の
成
果
を
共
通
見
解
と
し
て

持
つ
こ
と
は
か
な
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
、と
感
じ
ま
し
た
。

田た

中な
か

愛あ

也や

さ
ん
　
町
民
の
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
通
じ
て
、多
く
の
郷
土
愛
に
触
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
町
の
復
興
を
願
う
気
持
ち
だ
っ
た

り
自
然
や
郷
土
芸
能
を
愛
す
る
気
持
ち
だ
っ

た
り
す
る
の
で
す
が
、大
槌
町
に
は
そ
の
思
い

の
下
で
今
を
生
き
て
い
る
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
の
姿
は
、人
と
し
て

の
強
さ
と
い
う
形
で
私
の
中
に
残
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
に
と
っ
て
最
大
に
し
て
最
強
の
資
源

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
資
源
が
こ
れ
か
ら
先
も

大
槌
町
に
残
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Episode file
〜記録誌制作〜

東北大学社会学研究室のメンバー。
右から田中さん、木山さん、平澤さん、照井さん、曹さん、小松丈晃教授（仙台市の東北大構内で）
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ありがとう――。支援物資の運搬や捜索活動に尽力した自衛隊が撤収する日、町民たちは隊
員一人一人に感謝を伝え、別れを惜しんだ（2011年7月26日撮影）

東日本大震災では、

全国各地や世界各国の皆さんから物心ともに支えられた。

時間がたった今だからこそ、

もう一度、ありがとうの気持ちを伝えたい。
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今
こ
そ



　

津
波
が
き
た
時
、
母
の
お
な
か
の
中
に
は
赤
ち
ゃ
ん
が

い
ま
し
た
。
城
山
に
登
る
の
は
、と
て
も
つ
ら
そ
う
で
し
た
。

そ
の
夜
、
山
火
事
が
せ
ま
っ
て
き
て
、
金
沢
の
い
と
こ
の
家
、

さ
ら
に
そ
の
四
日
後
に
は
、
北
上
に
ひ
な
ん
し
ま
し
た
。

仙
台
の
お
じ
さ
ん
か
ら
、ガ
ス
コ
ン
ロ
や
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
届
き
ま
し
た
。
み
ん
な
の
事
を
心
配
し
て
く
れ
ま
し
た
。

僕
も
で
き
る
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

六
月
一
日
、
無
事
に
元
気
な
弟
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
助
け
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
大
槌
小
学
校　
５
年
生
　
小こ

松ま
つ 

未み

来ら
い

さ
ん

無
事
に
生
ま
れ
た
弟

　
「
あ
り
が
と
う
を
大
切
に
、sm

ile keep

」こ
の
言
葉

は
、
私
が
部
活
動
を
し
て
い
る
時
に
立
て
た
目
標
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
援
し
て
頂
い
た
お
か
げ
で
、
用

具
も
練
習
場
所
も
全
て
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
ん
な
方
々
に
対
し
て
私
達
が
返
せ
る
事
は
、

「
笑
顔
で
元
気
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
を
見
せ
る
事
」
だ

と
考
え
、
部
員
全
員
で
毎
日
元
気
に
練
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

感
謝
と
笑
顔
、こ
の
先
も
ず
っ
と
忘
れ
な
い
で
。

　
大
槌
中
学
校　
３
年
生
　
兼か

ね

澤さ
わ 

茜あ
か
ね

さ
ん

あ
り
が
と
う
を
大
切
に
、sm

ile keep

　

頭
の
中
が
真
っ
白
だ
っ
た
。
感
情
が
抜
け
て
、
生
き
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
が
ず
っ
と
続
い
た
。

　

雪
が
降
っ
て
い
た
あ
の
日
、
帰
宅
途
中
の
私
に
声
を

か
け
た
人
が
い
た
。
服
を
見
る
と
大
阪
水
道
局
の
文
字
。

「
飴
ち
ゃ
ん
あ
げ
る
。
頑
張
ろ
な
。」と
言
っ
て
四
つ
飴
玉

を
く
れ
た
。

　

す
ご
く
甘
い
飴
玉
だ
っ
た
。
か
け
て
く
れ
た
言
葉
が「
が

ん
ば
れ
。」じ
ゃ
な
く
、「
が
ん
ば
ろ
う
。」
だ
っ
た
。
人
を

思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
前
に
進
む
力
を
く
れ

た
。
あ
り
が
と
う
。
私
、
前
よ
り
強
く
優
し
く
な
れ
た
と

思
う
。 　

吉
里
吉
里
中
学
校　
３
年
生
　
平ひ

ら

野の 

節せ
つ

子こ

さ
ん

黒
い
飴
玉

　

ぼ
く
は
、
津
波
が
あ
っ
た
日
に
黒
沢
ウ
メ
さ
ん
の
家
に

泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
夜
、お
腹
が
へっ
た
時
で
も
、お

か
し
を
二
、三
個
く
れ
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
ウ
メ
さ
ん
の
家
に
お
母
さ
ん
が
来
ま
し
た
。

弟
と
一
緒
に
お
母
さ
ん
と
い
と
こ
の
家
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
一
週
間
以
上
、お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。　

　

も
し
、ウ
メ
さ
ん
や
い
と
こ
の
家
が
な
か
っ
た
ら
、
山
で

過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ウ
メ
さ
ん
と
い
と
こ

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
赤
浜
小
学
校　
４
年
生
　
上う

え

野の 

竜り
ゅ
う

太た

さ
ん

ウ
メ
さ
ん
、い
と
こ
あ
り
が
と
う

　

五
ヶ
月
間
の
避
難
所
生
活
の
中
で
私
が
、
友
達
や
知

り
合
い
を
亡
く
し
た
シ
ョ
ッ
ク
で
一
人
で
居
た
時
、
大
槌

町
民
の
方
に
、「
私
は
あ
な
た
の
事
は
知
ら
な
い
け
ど
、

生
き
て
て
良
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

短
い
や
り
と
り
で
し
た
が
、と
て
も
温
か
く
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
十
月
に
開
か
れ
た
祭
。
開
催
す
る
こ
と
も
厳

し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
大
槌
祭
を
見
た
時
、こ
の
祭
を
残
す
為
に
も
頑

張
ら
な
き
ゃ
と
思
い
ま
し
た
。

　
大
槌
高
校　
３
年
生
　
三み

浦う
ら 

綾あ
や

華か

さ
ん

東
日
本
大
震
災
を
経
て
…

　

わ
た
し
は
、し
ず
く
い
し
の
が
っ
こ
う
か
ら
大
つ
ち
し

ょ
う
が
っ
こ
う
に
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ど
っ
て
き
て
か

ら
、
た
く
さ
ん
し
え
ん
ぶ
っ
し
を
も
ら
い
ま
し
た
。
わ
た

し
は
、え
ん
ぴ
つ
や
け
し
ゴ
ム
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
え
ん
ぴ
つ
や
け
し
ゴ
ム
は
、
ま
だ
つ
か
っ
て
い
な
い

け
ど
、
だ
い
じ
に
つ
か
お
う
と
お
も
い
ま
す
。
し
え
ん
ぶ
っ

し
を
お
く
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
に
「
あ
り
が
と
う
」と
お

も
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
た

す
け
て
あ
げ
た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。

　
大
槌
小
学
校　
１
年
生
　
齊さ

い

藤と
う 

杏き
ょ
う

耶か

さ
ん

し
え
ん
ぶ
っ
し
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う

　

わ
た
し
は
、い
ま
中
村
の
か
せ
つ
に
す
ん
で
い
ま
す
。

学
校
ま
で
あ
る
く
の
が
た
い
へ
ん
で
す
。
で
も
、う
れ
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
、ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
い
づ

み
さ
ん
が
い
っ
し
ょ
に
あ
る
い
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
る
き

な
が
ら
い
っ
ぱ
い
お
は
な
し
し
ま
し
た
。
学
校
の
は
な
し

を
き
い
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
い
ま
、い
づ
み
さ

ん
は
ち
が
う
し
ご
と
を
し
て
い
る
け
ど
、み
ち
で
あ
う
と

ピ
ッ
と
な
り
ま
す
。
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
い
づ
み
さ
ん
、

い
ま
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
安
渡
小
学
校　
１
年
生
　
小お

國ぐ
に 

ル
ナ
さ
ん

い
づ
み
さ
ん
大
す
き
！

　

し
ん
さ
い
の
後
、
ぼ
く
は
、
吉
里
吉
里
小
学
校
の
体

育
館
で
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
や

文
ぼ
う
具
セ
ッ
ト
な
ど
の
し
え
ん
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

い
ち
ば
ん
う
れ
し
か
っ
た
の
は
新
ぴ
ん
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を

も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、と
て
も
使
い

ご
こ
ち
が
よ
く
て
、ぼ
く
た
ち
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
て
い

る
人
た
ち
の
や
さ
し
さ
が
つ
た
わ
っ
て
き
ま
す
。
い
つ
も
、

せ
中
か
ら
「
が
ん
ば
れ
」と
は
げ
ま
さ
れ
て
い
る
様
で
す
。

　
大
槌
北
小
学
校　
３
年
生
　
兼か

ね

澤さ
わ 

大だ
い

志し

さ
ん

が
ん
ば
ろ
う

　

わ
た
し
は
、じ
え
い
た
い
さ
ん
の
お
ふ
ろ
に
入
り
ま
し
た
。

お
ふ
ろ
は
、ひ
ろ
か
っ
た
で
す
。
お
ゆ
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま

し
た
。
お
ゆ
は
、
青
だ
っ
た
り
緑
だ
っ
た
り
し
て
、お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。
お
か
あ
さ
ん
と
、「
き
も
ち
い
い
ね
。」と

は
な
し
ま
し
た
。

　

お
う
ち
の
お
ふ
ろ
が
つ
か
え
な
か
っ
た
の
で
、と
て
も
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

じ
え
い
た
い
の
人
は
、か
た
ぐ
る
ま
と
か
も
し
て
く
れ

た
の
で
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
大
槌
小
学
校　
１
年
生
　
小お

笠が
さ

原わ
ら 

瞳ひ
と
み

さ
ん

お
ふ
ろ
、き
も
ち
よ
か
っ
た
よ

　

三
月
十
一
日
に
お
き
た
東
日
本
大
震
災
の
時
、ぼ
く

は
、
海
の
近
く
で
働
い
て
い
る
お
母
さ
ん
が
心
配
で
、
恋

し
か
っ
た
で
す
。
ひ
な
ん
所
で
お
母
さ
ん
を
思
い
、
五
千

つ
ぶ
、
一
万
つ
ぶ
の
な
み
だ
を
流
し
泣
き
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
夜
、お
母
さ
ん
と
同
じ
会
社
で
働
い
て
い
る
お

兄
さ
ん
が
友
達
と
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て「
お
母
さ

ん
は
、
大
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
、ぼ
く
は
あ
り
が
と
う
と
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
今

も
思
っ
て
い
ま
す
。「
あ
の
時
、来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

　
大
槌
小
学
校　
４
年
生
　
佐さ

さ々

木き 

陽は
る

音と

さ
ん

あ
り
が
と
う
、
二
人
組
の
お
兄
さ
ん

あの日、あの時の

小中高生から
「わたしたちが今、思うこと〜大槌の子どもたちの思いをつ
なぐ〜」と題し、2012（平成24）年に大槌町教育委員会か
ら発刊された第24号「心のぬくもり作文」。3・11を経験し
た大槌町の小学生から高校生までが「何を思い、どう生き
たか」を200字でつづった文集の特集号である。その中か
ら、震災を通して生まれた「感謝」の気持ちを豊かに表現し
ている作文を抜粋して紹介する。
※原文のまま。学校・学年の表記は当時のもの
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このイベントには町外から集まる方々も多い。
遠くから足を運んでくれた皆さんから、大槌町へ思いを。

大槌のみんなへ

2018年8月5日、大槌町で行われた「第7回おおつちありが
とうロックフェスティバル」。そこに集まった大槌町の皆さんに、
支援してくださった方々への感謝の言葉を文字にしてもらった。

みんなから
ありがとう
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震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、「
新
お
お
つ
ち
漁
協
」と
し
て
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
す
ぐ
に
、
被
害
状
況
を
知
っ
て
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
っ
た
団
体
か
ら

は
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、ト
ラ
ッ
ク
、
製
氷
機
な
ど
の
資
機
材
と
、
生
産
活
動
に
必

要
な
仮
設
の
作
業
場
・
番
屋
、
殺
菌
装
置
な
ど
を
ご
支
援
い
た
だ
き
、
水
揚
げ

作
業
が
で
き
る
環
境
を
い
ち
早
く
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
震
災
後
、
横
浜
市
瀬
谷
区
の
方
々
が
、
熱
い
思
い
を
持
っ
て
支
援
を

募
っ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
定
置
船
「
瀬
谷
丸
」を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
別
の
団
体
か
ら
は
、
漁
協
の
主
要
な
事
業
に
対
し
、
定
置
漁
網
、

ア
ル
ミ
合
金
製
定
置
漁
船
な
ど
に
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
町
の
水
産
業
復

旧
の
基
盤
整
備
が
大
き
く
前
進
い
た

し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
が
、
海
の
町
、
大
槌
を

「
支
援
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
持
っ

て
行
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
「
あ

り
が
と
う
」を
伝
え
た
い
で
す
。
ご
恩

を
忘
れ
ず
、
大
槌
の
漁
業
を
盛
り
上

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
大
槌
の
漁
業
」を
思
う
気
持
ち
に
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い

　
新
お
お
つ
ち
漁
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合
長
　
平ひ

ら

野の 

榮え
い

紀き

さ
ん

今、伝えたい
　

大
槌
町
の
復
興
が
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
の
は
、
全
国
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た

応
援
職
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
の
思
い
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　

当
時
、
応
急
対
応
で
地
元
職
員
が
疲
弊
し
て
い
る
時
、
業
務
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
頂
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら

来
て
く
れ
た
応
援
職
員
の
方
々
が
、
慣
れ
な
い
環
境
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た

ち
地
元
職
員
に
対
し
て
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
る
時
、
応
援
職
員
の
方
か
ら
「
私
た
ち
は
、
大
槌
の
応
援
の
た
め
に
来
て
い

る
の
だ
か
ら
、も
っ
と
仕
事
を
振
っ
て
い
い
よ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

遠
慮
せ
ず
に
業
務
を
分
担
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

職
員
の
新
人
研
修
の
場
で
、
私
が

必
ず
新
人
職
員
に
語
り
掛
け
る
言
葉

が
あ
り
ま
す
。「
今
も
全
国
か
ら
多
く

の
応
援
職
員
が
来
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
思
い
や
熱
意

を
感
じ
て
、
成
長
し
て
ほ
し
い
」。
全
国

で
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、
今
度
は
私
た

ち
が
応
援
職
員
と
な
っ
て
駆
け
付
け
、

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
槌
町
の
復
興
は
、
応
援
職
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

　
大
槌
町
総
務
課
職
員
情
報
班　

班
長
　
濱は

ま 
英え

い

輔す
け

　

あ
の
時
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
、
大
槌
町
を
応
援
し
よ
う
と
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
の
方
た
ち
の
宿
泊
場
所
が
な
く
、
自

家
用
車
で
眠
っ
て
い
る
人
も
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
が
や
っ
て
い
る

商
店
兼
自
宅
と
は
別
の
建
物
を
改
修
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
無
料
宿
泊
施
設
と

し
て
開
放
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら
２
カ
月
半
後
の
こ
と
で
し
た
。

　

全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
く
う
ち
に
、い
ろ
ん
な
人

の
輪
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
大
槌
を
訪
れ
、
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
皆
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
思
い
を
つ
な
い
で
、

生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
震
災
に
よ
っ
て
、
日
本
列
島
が
ぐ
っ
と
短
く
な
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。
全

国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
、み
ん

な
が
仲
間
の
よ
う
に
思
え
る
ん
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
こ
こ
を
訪
れ
た
人
か

ら
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る

し
、い
き
な
り
訪
ね
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
あ
の
時
助
け
て
く
れ
た
皆

さ
ん
と
再
会
す
る
た
び
、つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

神
楽
一
家
の
も
と
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
か
ら
祖
父
に
習
い
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
震
災
前
は
後
継
者
不
足
の
た
め
、
金
澤
神
楽
は
存
続
の
危
機
で
し
た
。

津
波
で
実
家
が
被
災
し
、
道
具
の
一
部
も
流
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、が
れ

き
の
中
か
ら
太
鼓
だ
け
が
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、「
神
楽

を
舞
う
こ
と
」な
の
だ
と
、
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

当
時
、
大
槌
町
を
支
え
て
く
れ
た
自
衛
隊
の
撤
退
が
決
ま
り
、お
別
れ
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
神
楽
を
披
露
し
ま
し
た
。

思
い
を
持
っ
て
舞
う
こ
と
で
、支
援
し
て
く
れ
た
方
の
心
に
届
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

現
在
は
、
地
区
外
か
ら
も
会
員
を
受
け
入
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
年
代

問
わ
ず
、
神
楽
の
舞
の
指
導
に
励
ん
で
い
ま
す
。
大
槌
ま
つ
り
に
は
、
関
東
方
面

か
ら
毎
年
駆
け
付
け
て
く
れ
る
方
々

も
い
ま
す
。

　

２
０
０
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
尊
い
伝
統
を
次
の
世
代
へつ
な
ぐ
。

そ
れ
こ
そ
が
自
分
の
使
命
だ
と
さ
え

感
じ
ま
す
。
鎮
魂
の
祈
り
と
と
も
に
、

人
々
の
心
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町

に
、
希
望
の
光
が
降
り
注
ぎ
ま
す
よ

う
に
と
、
願
い
を
込
め
て
。

感謝の言葉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
、み
ん
な
が
仲
間
に

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
は
た
　
八や

幡は
た 

幸ゆ
き

子こ

さ
ん

こ
の
町
に
、
希
望
の
光
が
降
り
注
ぎ
ま
す
よ
う
に

　
金
澤
神
楽
　
太お

お

田た 

未み

彩さ

希き

さ
ん

第  

章
10

「
あ
り
が
と
う
」
を
今
こ
そ
　
今
、
伝
え
た
い
感
謝
の
言
葉

221 220



私
は
田
舎
育
ち
の
普
通
の
女
の
子
で
し
た
。

夏
は
友
人
と
海
へ
泳
ぎ
に
行
っ
て
い
ま
し
た

し
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
し
た
。

ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
（
蓬
莱
島
）
が

見
え
る
青
い
海
の
風
景
と
共
に
暮
ら
し
て

成
長
し
て
き
た
日
々
は
、
私
の
中
で
大
切

な
思
い
出
で
す
。
大
槌
に
も
伝
え
た
い
感

謝
の
気
持
ち
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
も
大
槌
町

に
も
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
ま

だ
言
え
な
い
よ
う
な
気
も
し
て
い
ま
す
。
そ

の
言
葉
で
感
謝
の
気
持
ち
を
収
め
た
く
な

い
か
ら
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
衛
隊
の

皆
さ
ん
、
復
興
の
た
め
に
尽
力
し
た
大
槌

　
あ
の
日
、
高
校
１
年
生
と
い
う
繊
細
な

年
頃
だ
っ
た
私
が
感
じ
た
恐
怖
や
目
に
焼

き
付
い
た
光
景
は
、
今
で
も
鮮
明
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
日
本
が
大
変
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
中
、「
見
ず
知
ら
ず
の
人
だ

け
れ
ど
、
何
か
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
」

と
思
っ
て
行
動
し
た
方
が
た
く
さ
ん
い
た
こ

と
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
東
日
本
大
震
災
の
後
も
全
国
的
に
豪

雨
被
害
や
震
災
な
ど
の
自
然
災
害
が
あ
り

言
葉
以
上
の
恩
返
し
を

１９９４（平成６）年、大槌町赤浜生まれ。長年柔道で鍛えてきた体を生かし、17歳で
モデル活動を始めた。現在は、ブラジリアン柔術のアスリートモデルとして活躍中。
２０１８（同30）年に、大槌町の魅力や良さを全国に発信する「三陸♡おおつちＰＲ大使」
に任命された。

ま
し
た
が
、
私
は
す
ぐ
に
何
か
を
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
誰
か
の
た
め
に
行
動
す
る

こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
仕
事
で

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
、
遠
く
か
ら
来
て
支

援
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
た
と
い
う
事
実

は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
と
同
時

に
、
そ
ん
な
美
徳
を
備
え
た
日
本
人
の
力

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
現
在
は
東
京
で
ア
ス
リ
ー
ト
モ
デ
ル
と
し

て
活
動
し
て
い
る
の
で
す
が
、
幼
少
期
の

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
見
て
、
子
ど
も
だ
っ
た

私
は
「
こ
れ
が
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
な

の
か
な
」
と
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
皆
さ
ん
の
バ
ト
ン
を
受
け
取
る
の
は

私
た
ち
だ
か
ら
、「
次
は
私
た
ち
が
が
ん

ば
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
や
る
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
も
お
仕
事
を
頂

け
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
の
で
、
ア
ス
リ
ー

ト
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ
し
て
「
三
陸
♡
お

お
つ
ち
Ｐ
Ｒ
大
使
」
と
し
て
多
く
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
活
動
を
、
い
つ
か
「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
以
上
の
恩
返
し
に
で
き
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ア
ス
リ
ー
ト
モ
デ
ル

　東あ
ず
ま 

あ
ず
さ
さ
ん

2019年３月に開業した三陸鉄道リアス線大槌駅で

222

忘
れ
ず
、
伝
え
る

アスファルト舗装の撤去が進む旧役場庁舎前の更地（2018年12月3日撮影）

津波で激しく被災した大槌町旧役場庁舎は２０１９年１月、

人々のさまざまな思いが交錯する中、ついに解体された。

あの日、職員28人が犠牲になった旧庁舎の周辺で、

地震発生から津波襲来までの三十数分間に何があったのか。

生還した職員たちの証言を基に再現する。

この章ではまた、保存か解体かのはざまで揺れ続けた

旧庁舎に対する町民の「まなざし」に関する論考や、

震災の記憶の風化を防ぐ官民共同の取り組みを紹介する。
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町役場の火災を伝える1953年11月29日付の「岩手日報」1952年当時の市街図。役場庁舎は図中の「柏木町」「蟇川原」の
境界付近に建てられた

1956年発行の町勢要覧に掲載された完成間もない町役場の写真

旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か

辺
り
に
あ
り
、１
９
５
３（
昭
和
28
）年
の
火
災

で
焼
失
し
た
後
、翌
年
に
今
の
新
町
１
番
１
号

に
再
建
さ
れ
た
。

　

大
槌
町
が
発
足
し
た
１
８
８
９（
明
治
22
）年

の
建
築
と
み
ら
れ
る
木
造
平
屋
建
て
の
町
役
場

か
ら
火
の
手
が
上
が
っ
た
の
は
、冬
の
足
音
が
ひ

た
ひ
た
と
迫
る
11
月
21
日
未
明
の
こ
と
。『
大

槌
町
史
』に
よ
る
と
、好
天
続
き
で
折
か
ら
の
乾

い
た
風
に
あ
お
ら
れ
た
火
は
瞬
く
間
に
燃
え
広

が
り
、役
場
を
は
じ
め
隣
接
す
る
大
槌
小
学
校

や
保
育
所
な
ど
の
建
物
を
こ
と
ご
と
く
焼
い
た
。

　

２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
11
日
。
激
し
い

地
震
の
揺
れ
の
後
に
役
場
庁
舎
を
直
撃
し
た
の

は
、高
さ
10
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
津
波
の「
黒
い

壁
」
だ
っ
た
。
津
波
は
庁
舎
前
で
災
害
対
策
本

部
を
設
営
す
る
な
ど
し
て
い
た
職
員
た
ち
に
容

赦
な
く
襲
い
掛
か
り
、逃
げ
切
れ
な
か
っ
た
28

人
と
、役
場
に
向
か
う
途
中
な
ど
の
11
人
を
合

わ
せ
た
39
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
津
波
襲
来
ま

で
の
三
十
数
分
間
、庁
舎
前
で
一
体
ど
ん
な
動

き
が
あ
り
、職
員
た
ち
は
な
ぜ
す
ぐ
に
避
難
し

な
か
っ
た
の
か
。
ぎ
り
ぎ
り
で
生
還
し
た
役
場

職
員
た
ち
が
７
年
前（
取
材
当
時
）の
記
憶
を

た
ど
っ
た
。
証
言
に
よ
る
と
、職
員
ら
は
当
時
築

57
年
で
老
朽
化
し
た
旧
庁
舎
の
倒
壊
を
ひ
た

す
ら
恐
れ
、防
潮
堤
を
越
え
る
大
津
波
を
予
測

で
き
な
い
ま
ま
、戸
外
に
出
て
災
対
本
部
を
構

え
て
い
た
。
当
時
の
総
務
課
長
が
津
波
の
直
前
、

職
員
ら
に
高
台
へ
の
退
避
を
命
じ
て
い
た
こ
と

も
分
か
っ
た
。

旧
庁
舎
の
「
生
い
立
ち
」

　

あ
の
日
の
こ
と
を
振
り
返
る
前
に
、な
ぜ
旧

庁
舎
が
過
去
の
津
波
で
浸
水
し
た
場
所
に
立
地

し
た
の
か
、そ
の「
生
い
立
ち
」に
触
れ
て
お
く
。

町
役
場
は
元
々
、震
災
前
の
大
槌
小
学
校
で
、

現
在
の
役
場
庁
舎
の
立
つ
上
町（
旧
四
日
町
）の

「平成の大津波」が直撃した役場庁舎（2011年３月17日撮影）。正面玄関前におびただしい量のがれきが押し寄せている

　

県
紙「
岩
手
日
報
」の
当
時
の
報
道
に
よ
る

と
、出
火
原
因
は
暖
房
用
の
火
鉢
の
不
始
末
で
、

総
務
課
の
書
類
箱
に
飛
び
込
ん
だ
炭
火
が
午

前
３
時
ご
ろ
に
な
っ
て
炎
上
し
た
。
け
が
人
は

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
釜
石
市
な
ど
周
辺
の
１
市

１
町
５
村
か
ら
消
防
団
が
駆
け
付
け
て
ポ
ン
プ

車
な
ど
で
消
火
に
当
た
っ
た
が
、町
中
は
細
い
水

路
や
民
家
の
井
戸
ば
か
り
で
水
利
が
悪
く
、激

し
い
火
勢
に
歯
が
立
た
な
か
っ
た
。

　

当
時
９
歳
で
四
日
町
に
住
ん
で
い
た
野
沢
文

雄
さ
ん（
74
）は
、消
防
団
員
ら
が
燃
え
盛
る
炎

に
向
か
って
、小
鎚
川
か
ら
引
い
た
水
路
の
水
を

数
台
の
手
押
し
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
て
放
つ
も
の

の
、な
か
な
か
届
か
な
かった
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

21
日
午
前
９
時
に
は
公
民
館
に
臨
時
町
議

会
を
招
集
し
、善
後
策
を
協
議
。
当
時
の
金
崎

節
郎
町
長（
１
８
９
５
～
１
９
８
１
）は
失
火
の

責
任
を
取
ろ
う
と
進
退
伺
い
を
提
出
し
た
が
、

慰
留
さ
れ
、以
後
、先
頭
に
立
って
町
役
場
や
小

学
校
の
建
て
直
し
に
突
き
進
む
こ
と
に
な
る
。

町
長
が
土
地
提
供

　

町
役
場
は
火
災
か
ら
１
年
後
の
翌
１
９
５
４

年
11
月
、四
日
町
の
役
場
跡
か
ら
東
北
東
に
約

７
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
、当
時
の
地
番
で
大
槌

第
20
地
割
字
柏
木
堂
の
敷
地
に
落
成
。
大
阪

が
本
店
の
建
設
会
社
が
前
年
の
釜
石
市
役
所

に
次
い
で
施
工
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階

の
建
物（
建
築
面
積
３
３
１
平
方
メ
ー
ト
ル
）で
、

低
層
の
木
造
家
屋
ば
か
り
が
立
ち
並
ぶ
三
陸
沿

岸
の
漁
師
町
で
は
珍
し
く
、異
彩
を
放
っ
た
。

　
こ
の
年
は
、米
国
の
水
爆
実
験
で
遠
洋
マ
グ
ロ

船「
第
五
福
竜
丸
」が
被
ば
く
し
た
事
件
や
自

衛
隊
の
発
足
が
あ
り
、巷
で
は
春
日
八
郎
さ
ん

の
歌
謡
曲「
お
富
さ
ん
」が
大
ヒッ
ト
。１
９
４
５

（
昭
和
20
）年
の
米
軍
の
艦
砲
射
撃
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
釜
石
と
共
に
艦
載
機
の
空
襲

に
遭
っ
た
大
槌
に
は
、ま
だ
そ
こ
か
し
こ
に「
戦

後
」の
に
お
い
が
残
って
い
た
。

　

金
崎
町
長
の
追
悼
出
版
の
記
述
や
遺
族
の

話
に
よ
る
と
、建
設
用
地
は
、火
災
の
責
任
を

痛
感
し
た
同
町
長
が
自
ら
土
地
を
提
供
し
た
。

『
大
槌
町
史
』に
は
、同
年
３
月
の
町
議
会
が

１
７
９
坪（
約
５
９
１
平
方
メ
ー
ト
ル
）の
敷
地

に
総
工
費
１
３
５
０
万
円
で
役
場
庁
舎
を
建
築

す
る
こ
と
や
、同
町
長
ら
町
民
３
人
か
ら
土
地

買
収
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
と
あ
る
。
町
議
会

で
過
去
の
津
波
浸
水
域
に
新
庁
舎
を
建
て
る
こ

と
の
是
非
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
多
く
の

関
係
者
が
物
故
し
、東
日
本
大
震
災
の
大
津
波

で
議
事
録
の
全
て
が
流
失
し
て
し
ま
っ
た
今
、そ

の
辺
の
雰
囲
気
を
う
か
が
い
知
る
の
は
難
し
い
。

　

こ
う
し
て
、
明
治
と
昭
和
の
三
陸
大
津
波

（
１
８
９
６
年
、１
９
３
３
年
）が
き
わ
ど
い
と
こ

ろ
で
到
達
し
な
か
っ
た
旧
四
日
町
の
役
場
は
、二

つ
の
大
津
波
と
後
の
チ
リ
地
震
津
波（
１
９
６
０

年
）も
押
し
寄
せ
た
旧
柏
木
堂
、今
の
新
町
に

移
転
し
た
。

町
外
れ
だ
っ
た
建
設
地

　

そ
の
時
分
、震
災
前
は
建
物
が
ひ
し
め
い
て

い
た
旧
柏
木
堂
の
一
帯
と
は
、ど
ん
な
土
地
だ
っ

た
の
か
。「
人
家
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、畑
と
雑
草

地
で
し
た
ね
。ス
ス
キ
と
か
ア
シ
み
た
い
な
草
が

多
か
っ
た
」と
思
い
出
す
の
は
、１
９
４
７（
昭
和

22
）年
か
ら
８
年
間
、末
広
町
に
あ
っ
た
引
揚
者

向
け
の
復
興
住
宅
に
暮
ら
し
た
米よ
ね

城き

節
子
さ
ん

（
72
）だ
。
旧
柏
木
堂
一
帯
は
、町
の
北
西
か
ら

南
東
に
貫
流
し
、太
平
洋
に
注
ぎ
込
む
大
槌
川

の
最
下
流
が
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
東
に
横
た
わ

る
、河
川
敷
に
近
い
さ
び
れ
た
場
所
だ
っ
た
。
米

城
さ
ん
は
役
場
庁
舎
が
建
て
ら
れ
る
前
、周
辺

に
養
蚕
の
エ
サ
に
な
る
大
き
な
桑
の
木
が
何
本

も
植
え
て
あ
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

　

火
災
前
年
の
１
９
５
２
年
発
行
の
町
勢
要
覧

に
折
り
込
ま
れ
た
市
街
図
で
は
、柏
木
堂（
同

図
で
は
柏
木
町
）の
東
側
に
隣
接
す
る
土
地
は

小
河
川
を
挟
ん
で「
蟇ひ
き

川が

原わ
ら

」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
数
多
く
生
息
す
る
よ
う
な
湿

地
帯
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
町
で
生
ま

れ
育
っ
た
郷
土
史
家
の
徳
田
健
治
さ
ん（
68
）は
、

江
戸
時
代
に
罪
人
を「
引
き
回
し
た
」の
が
地

名
の
由
来
と
み
る
。『
大
槌
の
民
話
』（
１
９
７
０

年
、大
槌
町
役
場
刊
）に
も
、こ
の
辺
り
は
刑
場

だ
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。

　

近
く
の
湧
水
が
水
源
の
小
河
川
は「
沼
崎

川
」
と
い
い
、徳
田
さ
ん
に
よ
る
と
、小
舟
が
行

き
来
し
、春
に
な
る
と
サ
ケ
の
稚
魚
が
上
って
き

た
。
同
川
は
暗
き
ょ
と
な
って
今
も
残
る
。
近
く

に
は
水
産
加
工
場
が
幾
つ
も
あ
り
、肥
料
用
の

イ
ワ
シ
や
サ
バ
の
天
日
干
し
を
し
て
い
た
。
町
が

１
９
６
１（
昭
和
36
）年
に
発
行
し
た『
チ
リ
地

震
津
波
誌
』の
表
紙
に
使
用
さ
れ
た
当
時
の
航

空
写
真
で
も
、特
に
旧
庁
舎
の
東
南
方
向
、大

槌
川
の
流
域
一
帯
に
建
物
ら
し
い
影
は
ほ
と
ん

大
津
波
、
災
対
本
部
を
襲
う

職
員
ら
証
言
「
庁
舎
倒
壊
恐
れ
、
外
に
」

柏
木
町

蟇
川
原

忘
れ
ず
、
伝
え
る
　
旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か
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地震の揺れで備品が散乱した副町長室（2011年３月11日、三浦義章職
員撮影）

震災当時、危機管理担当だった平野公三町長。
庁舎の倒壊を恐れて戸外に出たという

正面玄関

中央棟北側（鉄骨造２階建て）
1979年完成　2014年解体
１階…町民課、税務会計課
２階…会議室

西棟（鉄骨造２階建て）
1995年完成　2014年解体
１階…車庫
２階…議会事務局、議長室、議員控室

裏庁舎（木造２階建て）
2003年完成　2011年津波で流失
１階…福祉課
２階…産業振興課、地域整備課

中央棟（鉄筋コンクリート造２階建て）
1954年完成　2019年解体
１階…町民課、税務会計課、書庫、町民室
２階…議場、副町長室、図書室、印刷室、
高規格道路対策室

東棟（コンクリートブロック造２階建て）
1960年代後半完成　2014年解体
１階…企画財政課
２階…町長室、総務課

大まかな
災害対策本部の位置

東棟

中央棟

中央棟北側

裏庁舎

西棟

326.6㎡

245.0㎡

205.2㎡

331.0㎡ ※建築面積

191.5㎡

ど
見
当
た
ら
な
い
。

　

旧
庁
舎
か
ら
海
岸
ま
で
は
直
線
距
離
で
約

４
０
０
メ
ー
ト
ル
。
当
時
の
海
岸
は
広
い
砂
浜
と

松
の
防
潮
林
が
続
き
、ま
さ
に
白は
く

砂し
ゃ

青せ
い

松し
ょ
う

の
風

景
が
広
が
って
い
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
海
水
浴
や

潮
干
狩
り
で
海
に
親
し
ん
だ
須
賀
町
出
身
の
吉

見
政
志
さ
ん（
63
）は
、冬
の
日
差
し
の
下
、一
面

に
養
殖
ノ
リ
が
干
さ
れ
て
い
た
の
を
よ
く
覚
え

て
い
る
。

チ
リ
津
波
で
浸
水
か

　
１
９
６
０
年
５
月
24
日
早
朝
に
町
を
不
意
打

ち
し
た
チ
リ
地
震
津
波
は
、大
槌
川
と
小
鎚
川

の
河
口
付
近
の
集
落
で
あ
る
安
渡
や
小
枕
、須

賀
町
に
、家
屋
の
流
失
や
床
上
浸
水
と
いっ
た
比

較
的
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
新
町
の
西

に
隣
接
す
る
末
広
町
で
は
、当
時
を
知
る
住
民

の
赤
崎
幾
哉
さ
ん（
76
）に
よ
る
と
、役
場
に
至

近
の
東
側
の
家
々
で
主
に
床
上
浸
水
、西
側
で

　

東
日
本
大
震
災
の「
平
成
の
大
津
波
」は
、チ

リ
地
震
津
波
か
ら
51
年
の
時
が
経
過
し
た
町

を
完
全
に
打
ち
の
め
し
た
。
１
２
０
０
人
を
超

す
犠
牲
者
の
数
は
当
時
の
人
口
の
８
％
に
当
た

り
、県
内
の
被
災
市
町
村
の
中
で
最
も
高
率
を

「
平
成
の
大
津
波
」
記
憶
風
化
の
町
を
直
撃

県
内
最
悪
の
死
亡
率

床
下
浸
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
役
場
に
も
相
応
の

被
害
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
元
役
場
職
員

で
末
広
町
出
身
の
越
田
由
美
子
さ
ん（
64
）は
当

時
小
学
１
年
で
、避
難
し
た
曹
洞
宗
江
岸
寺
の

裏
山
か
ら
役
場
１
階
部
分
が
水
に
浸
かって
い
る

様
子
を
見
た
と
い
う
。

　

海
岸
地
帯
は
こ
の
津
波
を
経
て
、埋
め
立
て

工
事
や
防
潮
堤
の
建
設
が
本
格
化
し
、砂
浜
は

姿
を
消
す
。
60
年
に
約
２
万
人
だ
っ
た
町
の
人

口
は
、ピ
ー
ク
時
の
79（
昭
和
54
）年
ま
で
に
約

２
１
５
０
人
が
増
え
た
。
そ
の
こ
ろ
国
道
45
号

に
面
し
た
役
場
周
辺
も
宅
地
化
が
進
み
、民
家

や
商
業
ビ
ル
が
密
集
し
た
。
明
治
以
降
、３
度

の
大
き
な
津
波
が
牙
を
む
い
た
海
は
平
地
か
ら

す
っか
り
見
え
な
く
な
り
、そ
の「
気
配
」を
徐
々

に
潜
め
て
いっ
た
。

　

役
場
庁
舎
は
昭
和
に
２
度
の
大
き
な
増
築
を

重
ね
た
ほ
か
、平
成
に
な
って
か
ら
も
木
造
庁
舎

な
ど
を
建
て
増
し
、そ
の
建
築
面
積
は
震
災
ま
で

の
57
年
間
に
当
初
の
４
倍
近
く
に
拡
張
し
て
い
た
。

示
す
。
津
波
常
襲
地
帯
の
三
陸
沿
岸
に
あ
って
、

町
は
昭
和
津
波
の
起
き
た
毎
年
３
月
３
日
を
選

ん
で
全
町
民
対
象
の
津
波
避
難
訓
練
を
行
っ
て

き
た
が
、記
憶
の
風
化
は
防
ぎ
切
れ
な
か
っ
た
。

　

町
役
場
は
職
員
の
３
割
近
い
39
人
が
亡
く

な
っ
た
。
そ
の
う
ち
加
藤
宏こ
う
き暉
町
長
＝
当
時

（
69
）＝
を
含
む
28
人
は
、庁
舎
前
に
設
営
の

災
害
対
策
本
部
な
ど
で
対
応
に
当
た
っ
て
い
た

さ
な
か
に
津
波
に
の
み
込
ま
れ
た
。
職
員
た
ち

は
な
ぜ
、過
去
の
津
波
の
浸
水
域
、し
か
も
戸

外
に
災
対
本
部
を
置
こ
う
と
し
、そ
こ
で
何
が

あ
っ
た
の
か
。
津
波
に
追
わ
れ
な
が
ら
、庁
舎
の

屋
上
に
駆
け
上
が
る
な
ど
し
て
助
か
っ
た
職
員

ら
二
十
数
人
に
聞
い
た
。

突
き
上
げ
る
揺
れ

　

あ
の
日
、総
務
課
総
務
広
聴
班
主
事
で
入
庁

１
年
目
の
三
浦
義
章（
31
）は
、編
集
を
担
当
す

る
町
の
広
報
誌「
広
報
お
お
つ
ち
」３
月
号
を

町
外
在
住
の
読
者
に
発
送
す
る
作
業
を
終
え
、

本
庁
舎（
中
央
棟
）の
東
隣
に
接
し
、町
長
室
や

総
務
課
が
入
る
２
階
建
て
の
増
築
庁
舎（
東
棟
）

の
１
階
給
湯
室
で
一
息
つい
て
い
た
。
昼
下
が
り

の
倦
怠
感
が
体
を
包
む
。
午
後
２
時
46
分
、突

き
上
げ
る
よ
う
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。

　

あ
わ
て
て
、勝
手
口
か
ら
東
側
に
面
す
る
道

路
に
出
た
。
電
柱
が
し
な
り
、居
合
わ
せ
た
高

校
生
た
ち
が
騒
い
だ
。
所
属
す
る
総
務
課
は
災

害
対
応
の
要
と
な
る
部
署
だ
。
三
浦
は
揺
れ
が

収
ま
る
の
を
待
って
、２
階
同
課
の
自
席
に
駆
け

上
が
っ
た
。
室
内
で
は
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
の
パ
ソ
コ

ン
が
何
台
も
床
に
転
が
って
い
た
。
大
き
な
余
震

が
起
き
た
。「
こ
こ
は
危
険
だ
。
携
帯（
電
話
）

や
財
布
を
持
って
外
に
出
ろ
」。
上
司
ら
の
声
が

し
た
。

残
っ
た
28
枚
の
写
真

　
２
日
前
の
３
月
９
日
に
も
三
陸
沖
を
震
源
と

す
る
地
震
で
津
波
注
意
報
が
発
表
さ
れ
、町
は

当
時
の
地
域
防
災
計
画
の
定
め
に
従
い
災
害
警

戒
本
部
を
総
務
課
に
設
置
し
た
。
三
浦
は
そ
の

時
の
動
き
が
頭
を
よ
ぎ
り
、先
輩
職
員
の
判
断

も
あ
って
、庁
舎
入
り
口
に
掲
げ
る「
大
槌
町
災

害
対
策
本
部
」と
記
さ
れ
た
木
製
看
板
を
担
ぎ

出
そ
う
と
し
た
。

　
「
副
町
長
室
が
大
変
だ
。
写
真
を
撮
って
お
い

て
く
れ
」。
上
司
か
先
輩
の
誰
か
に
指
示
さ
れ
、

一
眼
レ
フ
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
手
に
中
央
棟

２
階
東
側
に
あ
る
副
町
長
室
に
向
か
っ
た
。
室

内
は
、長
い
蛍
光
灯
が
カ
バ
ー
ご
と
事
務
机
に

落
下
し
て
ガ
ラ
ス
が
散
乱
し
た
り
、大
型
の
観

葉
植
物
の
鉢
植
え
や
パ
ソ
コ
ン
が
転
倒
し
た
り

し
て
い
る
。
続
け
ざ
ま
に
10
回
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
た
。

　

さ
ら
に
２
度
目
か
３
度
目
の
余
震
の
後
、正

面
玄
関
か
ら
庁
舎
前
に
出
る
と
、す
で
に「
災

対
本
部
を
つ
く
る
ぞ
」と
い
う
雰
囲
気
に
な
って

い
た
と
い
う
。
三
浦
は
津
波
に
襲
わ
れ
る
ま
で

の
約
30
分
間
、庁
舎
前
で
情
報
収
集
し
た
り
、

災
対
本
部
を
設
営
し
た
り
す
る
職
員
た
ち
の

姿
を
、副
町
長
室
の
状
況
と
合
わ
せ
て
計
28
枚

の
写
真
に
、時
刻
の
記
録
と
共
に
収
め
る
こ
と

に
な
る
。

老
朽
庁
舎
か
ら
外
へ

　

現
町
長
の
平
野
公
三（
62
）は
当
時
、総
務

課
主
幹
と
総
務
広
聴
班
長
を
兼
ね
、危
機
管

理
や
防
災
行
政
の
担
当
者
だ
っ
た
。
金
曜
日
の

３
月
11
日
は
新
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
議
す

る
町
議
会
定
例
会
の
会
期
中
で
、午
前
中
に
予

算
特
別
委
員
会
を
構
成
し
て
散
会
。
週
明
け

の
再
開
を
控
え
、庁
内
に
も
ど
こ
と
な
く
平
穏

な
空
気
が
流
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
地
震
が
襲
った
。

自
席
で
執
務
中
だ
っ
た
平
野
は「
２
日
前
の
揺

れ
と
同
じ
ぐ
ら
い
大
き
い
な
」
と
感
じ
、昭
和

40
年
代
前
半
の
建
築
で
老
朽
化
し
て
い
た
東
棟

の
床
が
抜
け
落
ち
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
た
。

廊
下
や
総
務
課
の
床
に
は
以
前
か
ら
複
数
の
亀

裂
が
入
って
い
た
か
ら
だ
。

　

平
野
は
サ
ン
ダ
ル
履
き
の
ま
ま
外
に
飛
び
出
し

た
後
、総
務
課
に
戻
って
スニ
ー
カ
ー
に
履
き
替
え
、

フ
リ
ー
ス
素
材
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
上

に
着
込
ん
だ
。
前
後
し
て
最
初
の
余
震
が
起
こ

る
。
町
は
災
害
の
規
模
に
よ
って
、災
害
警
戒
本

部
か
災
害
対
策
本
部
を
設
置
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

総
務
課
員
ら
は
従
来
本
部
を
置
い
て
き
た
同
課

の
部
屋
を
後
に
し
て
、階
段
を
下
り
て
い
く
。
平

野
の
記
憶
で
は
、外
に
出
る
よ
う
に
言
っ
た
人
物

は「
総
務
課
長
だ
っ
た
気
が
す
る
。
そ
の
声
に
呼

応
し
て
、み
ん
な
が
動
い
た
」。

　

総
務
課
長
の
故
澤
舘
純
一
さ
ん
＝
当
時（
56
）

＝
は
、前
任
者
の
碇
川
豊
さ
ん（
67
）が
町
長
選

立
候
補
の
た
め
退
職
し
た
の
に
伴
い
、11
年
１
月

に
福
祉
課
長
か
ら
ス
ラ
イ
ド
す
る
形
で
着
任
し

た
。
庁
舎
前
の
災
対
本
部
で
最
後
ま
で
陣
頭
指

揮
を
執
り
、津
波
に
の
ま
れ
た
。

生
還
し
た
現
職
員・元
職
員
の
肩
書
き
は
震
災

当
時
、年
齢
は
取
材
当
時
。「
故
」の
表
記
が
あ

る
職
員
は
津
波
の
犠
牲
者
。
現
職
員
は
敬
称
略

旧庁舎平面図

忘
れ
ず
、
伝
え
る
　
旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か
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大徳院墓地に立つ中村さん。「ここから大津波が見えた」という

モ
ル
タ
ル
剥
が
れ
落
ち

　

税
務
会
計
課
課
税
班
主
任
の
森
田
英
之

（
44
）は
、中
央
棟
１
階
の
同
課
の
柱
か
ら
モ
ル

タ
ル
が
剥
が
れ
落
ち
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

激
し
い
揺
れ
に
驚
い
て
庁
舎
前
に
駆
け
出
す
と
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
靴
底
の
下
で「
豆
腐
の
よ
う
に
」

波
打
つ
の
を
感
じ
た
。
森
田
は
澤
舘
さ
ん
が
強

い
口
調
で「
庁
舎
は
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
る
。

戻
る
な
、出
て
い
ろ
」
と
命
じ
た
の
を
は
っ
き
り

覚
え
て
い
る
。

　

平
野
は
、災
対
本
部
を
建
物
内
に
設
け
な

か
っ
た
理
由
を「
９
日
と
合
わ
せ
て
地
震
が
２
回

来
て
い
た
。（
老
朽
化
し
た
庁
舎
が
）倒
壊
す
る

恐
れ
を
感
じ
て
い
た
」
と
説
明
す
る
。
当
時
副

町
長
で
現
場
に
い
た
東
梅
政
昭
さ
ん（
73
）も「
庁

舎
が
崩
れ
る
の
を
考
え
て
の
こ
と
で
、別
段
変
だ

と
は
思
わ
な
かっ
た
」。
東
梅
さ
ん
は
地
震
の
時
、

加
藤
町
長
と
共
に
町
長
室
に
い
た
。
サ
イ
ド
ボ

ー
ド
が
危
う
く
倒
れ
そ
う
に
な
り
、町
長
が
手

で
押
さ
え
た
。
２
人
が
災
対
本
部
の
場
所
や
運

営
に
つい
て
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
は
な
かっ
た
。

　

企
画
財
政
課
財
務
班
主
事
の
菊
池
信
也

（
32
）は
、東
棟
１
階
の
同
課
で
工
事
関
係
の
契

約
書
を
作
成
し
て
い
た
。
同
課
職
員
は
課
長
の

故
木
村
圭
治
さ
ん
＝
当
時（
56
）＝
に
促
さ
れ
る

な
ど
し
て
、ほ
ぼ
全
員
が
戸
外
へ
。
庁
舎
前
に
は

東
棟
と
中
央
棟
に
部
屋
が
あ
る
総
務
課
や
税
務

会
計
課
、町
民
課
の
職
員
た
ち
40
人
ほ
ど
が
出

て
き
て
い
た
。「
高
い
所
に
逃
げ
ろ
と
い
う
よ
り
、

建
物
が
崩
れ
る
か
ら
外
に
出
ろ
と
い
う
共
通
の

認
識
だ
っ
た
と
思
う
」と
菊
池
は
回
想
す
る
。

耐
震
補
強
さ
れ
ず

　

中
央
棟
１
階
の
町
民
課
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、

国
保
年
金
班
長
の
故
里
舘
ひ
ろ
子
さ
ん
＝
当
時

（
57
）＝
と
同
班
主
事
の
平
野
正
晃（
37
）が
来

客
の
町
民
ら
に
す
ぐ
に
建
物
か
ら
退
避
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
た
。
１
９
９
９（
平
成
11
）年
採
用

の
平
野
も
、先
輩
た
ち
に「
役
場
に
入
っ
た
時
か

ら『
大
き
な
地
震
が
来
た
ら（
旧
庁
舎
は
）耐
え

ら
れ
な
い
ん
だ
ぞ
』と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ
て
い

た
」。
実
際
、新
耐
震
基
準
を
盛
り
込
ん
だ
建

築
基
準
法
改
正（
１
９
８
１
年
）後
も
、旧
庁
舎

に
耐
震
補
強
工
事
は
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

企
画
財
政
課
の
壁
に
は
地
震
計
が
据
え
付

け
ら
れ
て
い
た
。
同
課
企
画
班
長
の
伊
藤
幸
人

（
57
）は
、地
震
計
か
ら
警
報
音
と
共
に
震
度

を
印
字
し
た
ロ
ー
ル
紙
が
ど
ん
ど
ん
吐
き
出
さ

れ
て
く
る
の
を
見
た
。
そ
の
後
、東
棟
の
玄
関

か
ら
庁
舎
前
に
出
た
。

　

気
象
庁
は
午
後
２
時
49
分
に
大
津
波
警
報

を
発
表
し
た
。
東
梅
さ
ん
は
職
員
の
１
人
が
携

帯
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
聞
い
て「
３
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
来
る
と
言
っ
て
ま
ー
す
」
と
声
を
張
り
上

げ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。
町
は
当
時
、海
面

か
ら
の
高
さ
６・４
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
に
守
ら

れ
て
お
り
、津
波
が
越
え
る
は
ず
は
な
い
と
思
っ

て
い
た
と
東
梅
さ
ん
は
言
う
。

混
乱
す
る
庁
舎
前

　

ほ
ぼ
同
じ
時
間
帯
、三
浦
が
副
町
長
室
か
ら

庁
舎
前
に
下
り
て
撮
影
し
た
写
真
に
は
、職
員

ら
が
携
帯
電
話
を
片
手
に
情
報
を
集
め
て
い
る

ら
し
い
姿
や
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
運
ば
れ
た
自
家

発
電
機
が
写
り
込
ん
で
い
る
。
加
藤
町
長
は
、

津
波
の
前
兆
と
思
わ
れ
る
、東
棟
脇
の
井
戸
水

の
ポ
ン
プ
か
ら
水
が
噴
き
出
る
現
象
を
観
察
し

て
い
た
。
三
浦
に
よ
る
と
、現
場
は
か
な
り
混
乱

し
て
い
た
。

　
「
震
度
が
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
、津
波
は
来
る

の
か
と
か
、避
難
指
示
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
と
か
、そ
の
辺
の
情
報
を
得
る
た
め
に
、ま

ず
潮
位
計
を
動
か
せ
と
。
県
か
ら
の
情
報
は
な

い
の
か
と
か
、町
内
の
状
況
は
ど
う
か
と
い
う
声

も
飛
ん
で
い
た
」

　

停
電
が
起
き
て
い
た
。
余
震
の
中
、東
棟
１
階

の
倉
庫
か
ら
発
電
機
や
ガ
ソ
リ
ン
を
持
ち
出
す

の
に
手
間
取
り
、「
機
械
系
に
振
り
回
さ
れ
て
い

る
感
じ
だ
っ
た
」。
よ
う
や
く
発
電
機
を
始
動
さ

せ
、総
務
課
に
あ
る
潮
位
計
の
電
源
を
入
れ
た
。

戸
外
の
本
部
「
当
然
」

　

こ
の
場
所
は
明
確
に
災
害
対
策
本
部
だ
っ
た

の
か
。
三
浦
が
庁
舎
前
に
集
ま
る
職
員
た
ち
の

姿
を
最
初
に
撮
って
か
ら
17
分
後
の
写
真
で
は
、

同
じ
場
所
に
す
で
に
三
つ
の
会
議
用
の
長
机
と

少
な
く
と
も
14
脚
の
パ
イ
プ
い
す
が
置
か
れ
、さ

ら
に
一
つ
の
長
机
が
中
央
棟
１
階
「
町
民
室
」

の
窓
か
ら
運
び
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
災

害
の
状
況
と
そ
の
対
応
を
時
系
列
で
書
き
込
む

「
災
害
発
生
即
応
対
応
表
」が
ボ
ー
ド
に
張
り

出
さ
れ
、災
対
本
部
の
木
製
看
板
も
長
机
に
立

て
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
複
数
の
職
員
が

本
部
員
で
あ
る
こ
と
を
示
す
黄
色
い
腕
章
を
着

け
て
い
た
。

　

画
像
に
記
録
さ
れ
た
時
刻
は「
午
後
３
時
20

分
」。
庁
舎
に
津
波
が
直
撃
し
た
の
が
そ
の
６

分
後
に
な
って
い
る
。
し
か
し
、三
浦
に
よ
れ
ば
、

カ
メ
ラ
の
時
刻
は「
初
期
設
定
の
ま
ま
」で
一
度

も
ア
ジ
ャ
ス
ト
し
た
こ
と
が
な
い
。
後
述
す
る
当

時
の
学
務
課
職
員
が
携
帯
電
話
で
津
波
を
撮

影
し
た
時
刻
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、３
分

以
上
進
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

平
野
公
三
は「
建
物
が
大
地
震
に
耐
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
、外
に
災
対
本
部
を

置
く
の
は
普
通
の
流
れ
で
、誰
も
疑
う
こ
と
は

な
かっ
た
」と
いい
、平
野
の
目
に
は
習
慣
化
し
た

「
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
」に
映
っ
た
。

　

庁
舎
前
で
は
災
対
本
部
の
幹
部
で
あ
る
各
課

長
や
職
員
た
ち
が
せ
わ
し
な
く
動
き
回
り
、森

田
に
よ
れ
ば「
冷
静
さ
を
装
っ
て
い
た
が
、混
乱

状
態
だ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
」。
当
時
の
状
況

は
町
地
域
防
災
計
画
に
あ
る
避
難
指
示
の
発
令

基
準「
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
」な

ど
を
満
た
し
て
い
た
が
、災
対
本
部
か
ら
は「
避

難
指
示
」を
出
さ
ず
、そ
の
広
報
も
し
な
かった
。

防
災
無
線
で
警
報
告
知

　

し
か
し
、役
場
消
防
防
災
課
を
兼
ね
る
大
槌

消
防
署
は
、午
後
３
時
前
と
津
波
が
押
し
寄
せ

る
直
前
の
２
回
に
わ
た
って
、防
災
行
政
無
線
で

大
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、高
台
への

避
難
を
呼
び
掛
け
た
。
災
害
時
の
緊
急
放
送
は
、

役
場
よ
り
先
に
消
防
署
が
第
一
報
を
発
す
る
と

い
う
慣
行
も
あ
っ
た
。
放
送
業
務
は
通
常
だ
と

消
防
署
の
初
報
の
後
、災
対
本
部
が
引
き
継
ぐ
。

今
回
、県
内
で
被
災
し
た
沿
岸
12
市
町
村
を
対

象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
取
材
に
よ
る
と
、大

槌
町
の
ほ
か
に
、少
な
く
と
も
４
市
町
で
消
防

署
が
最
初
の
放
送
を
し
て
い
た
。

　

当
日
の
大
槌
町
の
災
対
本
部
は
混
乱
の
中
、

「
停
電
で
放
送
で
き
な
い
」と
い
う
思
い
込
み
が

一
部
に
あ
っ
た
り
、「
避
難
指
示
を
出
す
た
め
の

情
報
が
不
確
定
だ
っ
た
」り
し
て
、津
波
が
来
る

前
に
防
災
無
線
を
使
わ
な
かっ
た
。

　

役
場
と
消
防
署
の
放
送
設
備
を
保
守
管
理

す
る
佐
々
木
電
機
本
店（
盛
岡
市
）に
よ
る
と
、

当
時
の
設
備
は
停
電
後
に
非
常
用
バ
ッ
テ
リ
ー

が
働
い
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
。
消
防
署
の
設
備

に
は
遠
隔
制
御
装
置
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
専
用
線
で
つ
な
が
れ
た
役
場（
親

局
）に
音
声
が
伝
わ
る
。
さ
ら
に
役
場
か
ら
城
山

に
あ
る
中
継
機
に
無
線
で
送
信
さ
れ
た
電
波
を
、

町
内
56
カ
所（
当
時
）の
鉄
柱
に
据
え
付
け
ら
れ

た
拡
声
器（
子
局
）が
受
信
し
て
放
送
す
る
仕

組
み
だ
。
津
波
の
前
、消
防
署
発
の
サ
イ
レ
ン
や

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
た
地
域
で
は
、子
局
な
ど

の
設
備
に
停
電
の
影
響
は
特
に
な
かっ
た
と
み
ら

れ
る
。

緊
急
一
斉
で
放
送

　

消
防
士
の
柏
木
渉（
36
）は
地
震
の
揺
れ
の
後
、

電
源
を
復
旧
さ
せ
よ
う
と
、役
場
東
側
に
ほ
ぼ

隣
接
す
る
消
防
署
の
西
側
に
面
し
た
町
道
の
路

肩
で
自
家
発
電
機
を
動
か
し
た
。
１
階
の
通
信

室
で
、通
信
業
務
の
当
番
だ
っ
た
消
防
副
士
長

の
臼
澤
岳（
39
）は
、テ
レ
ビ
の
映
像
に
目
を
見

張
っ
た
。
気
象
庁
に
よ
る
大
津
波
警
報
と
予
想

津
波
高
３
メ
ー
ト
ル
と
い
う
字
幕
ス
ー
パ
ー
が
流

れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

臼
澤
は
即
座
に
隣
の
放
送
室
に
飛
び
込
ん
だ
。

町
内
全
域
の
屋
外
拡
声
器
か
ら
音
を
出
す「
緊

急
一
斉
」の
ボ
タ
ン
を
押
し
、大
津
波
警
報
の
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
。「
た
だ
今
、岩
手
県
沿
岸

に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
海

岸
部
の
皆
さ
ん
は
、定
め
ら
れ
た
避
難
場
所
へ
た

だ
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」。
臼
澤
は
文
例

に
従
い
、マ
イ
ク
に
向
か
って
３
回
ア
ナ
ウ
ン
ス
し

た
と
記
憶
す
る
。

　

役
場
に
近
い
末
広
町
や
大
町
で
避
難
を
呼
び

掛
け
る
ア
ナ
ウ
ンス
が
流
れ
る
中
、逃
げ
惑
う
人
々

の
姿
を
車
窓
か
ら
捉
え
た
映
像
が
、動
画
投
稿

サ
イ
ト「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」に
残
さ
れ
て
い
る
。
撮

影
し
た
の
は
米
国
の
イ
ル
カ
保
護
団
体
の
メ
ン
バ

ー
だ
。
安
渡
の
水
産
加
工
会
社
付
近
か
ら
県
道

吉
里
吉
里
釜
石
線
に
入
っ
た
後
、同
大
槌
小
鎚

線
の
交
差
点
を
左
折
し
、町
立
図
書
館
の
辺
り

に
至
る
約
１・５
キ
ロ
の
沿
道
の
様
子
を
収
め
た
。

映
像
で
は
断
片
的
に
レ
ン
タ
カ
ー
と
思
わ
れ
る

車
内
の
デ
ジ
タ
ル
時
計
の
表
示
が
見
え
る
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
は
15
時
前

　
こ
れ
に
よ
る
と
、午
後
２
時
55
分
、町
民
課
の

里
舘
さ
ん
と
み
ら
れ
る
女
性
が
新
港
町
の
自
宅

前
で
車
に
乗
り
込
ん
で
い
る
。
里
舘
さ
ん
は
地

震
の
後
、家
か
ら
ペッ
ト
の
大
型
犬
を
連
れ
出
し

て
庁
舎
東
棟
脇
の
道
路
に
駐
車
。
三
浦
が
庁
舎

前
で
最
初
に
撮
影
し
た
写
真
に
写
る
里
舘
さ
ん

は
、自
家
用
車
か
ら
降
り
た
直
後
の
姿
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　

イ
ル
カ
保
護
団
体
の
車
は
地
震
か
ら
10
分
後

の
同
56
分
に
吉
里
吉
里
釜
石
線
を
左
に
曲
が

り
、大
槌
小
鎚
線
を
中
心
街
に
向
か
う
。
こ
の

時
点
で
目
立
っ
た
車
の
渋
滞
は
起
き
て
い
な
い
。

「
…
…
た
だ
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
今
、

岩
手
県
沿
岸
に
…
…
」。
車
が
約
４
０
０
メ
ー
ト

ル
先
の
役
場
付
近
を
通
過
し
た
辺
り
で
、臼
澤

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
途
切
れ
が
ち
に
聞
こ
え
て
く
る
。

車
の
デ
ジ
タ
ル
時
計
は
映
って
い
な
い
が
、臼
澤
が

第
一
声
を
発
し
た
の
は
午
後
３
時
直
前
の
時
間

帯
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　

大
町
の
路
上
で
は
、住
民
や
自
転
車
に
乗
っ
た

青
い
ジ
ャ
ー
ジ
ー
姿
の
中
学
生
が
避
難
を
急
い
で

い
る
。
そ
の
中
に
当
時
安
渡
に
住
ん
で
い
た
中

村
新
太
郎
さ
ん（
78
）も
い
た
。
津
波
を
恐
れ
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
避
難
場
所
だ
っ
た
安
渡
の

大
徳
院
の
墓
地
に
徒
歩
で
逃
れ
よ
う
と
し
て
い

た
。
左
足
が
不
自
由
で
常
に
一
定
の
速
度
で
歩

き
、50
メ
ー
ト
ル
行
く
の
に
約
50
秒
か
か
る
。
大

徳
院
は
中
村
さ
ん
が
映
り
込
ん
だ「
つ
く
し
薬

局
大
町
店
」の
前
か
ら
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
東
に

あ
り
、14
分
程
度
で
到
着
す
る
計
算
に
な
る
。

途
中
、大
槌
大
橋
の
上
か
ら
大
槌
川
の
水
が
す
っ

か
り
引
い
て
い
る
の
が
見
え
、安
渡
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
て
す
ぐ
の
墓
地
に
出
た
。
し
ば
ら
く
た
って

か
ら
、眼
下
の
安
渡
一
帯
に
津
波
が
押
し
寄
せ

て
き
た
と
い
う
。
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忘
れ
ず
、
伝
え
る
　
旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か
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震災当時の災害対応マニュアルだった町地域防災計画（左）と職員用防
災手帳

城山の中央公民館。震災当時の地域防災計画では、役場庁舎が災対本
部として使用できない場合に仮設本部が置かれることになっていた

役場庁舎に向かった津波当日の経路をたどる伊藤正治さん。大槌小児
童の安否を確かめた後、城山を下りたという

２
回
目
は
津
波
直
前

　

臼
澤
が
次
に
マ
イ
ク
に
向
か
っ
た
の
は
、当
時

の
副
署
長
が
津
波
襲
来
を
叫
び
な
が
ら
走
っ
て

く
る
の
を
県
道
に
面
し
た
通
信
室
の
窓
か
ら
見

た
す
ぐ
後
の
こ
と
だ
。
臼
澤
は
再
び
放
送
室
に

入
って
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、住
民
に
避
難
を
呼

び
掛
け
た
。３
回
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
放
送
室
を
出

る
と
、釜
石
消
防
署
消
防
副
士
長
で
非
番
だ
っ

た
故
阿
部
宏ひ
ろ

勤の
り

さ
ん
＝
当
時（
29
）＝
が
来
て
い

て
、す
で
に
活
動
服
姿
だ
っ
た
。
赤
浜
に
自
宅
が

あ
り
、地
震
の
後
、大
槌
消
防
署
に
駆
け
付
け

た
。
２
人
で
２
階
に
逃
げ
込
む
と
津
波
の
し
ぶ

き
が
す
で
に
窓
に
か
かって
い
た
。２
階
で
は
、同

じ
く
非
番
の
大
槌
消
防
署
消
防
士
の
故
小
笠

原
心し
ん
さ
ん
＝
当
時（
23
）＝
が
活
動
服
に
着
替
え

て
い
る
最
中
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
屋
外
の
ら
せ
ん

階
段
を
津
波
に
追
い
つ
か
れ
そ
う
に
な
り
な
が

ら
駆
け
上
が
っ
た
。
署
員
13
人
が
屋
上
に
避
難

し
た
が
、阿
部
さ
ん
と
小
笠
原
さ
ん
の
姿
は
そ
の

中
に
な
かっ
た
。

　

こ
の
時
の
臼
澤
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
、中
心
街
の

町
方
を
襲
う
津
波
の
様
子
を
中
央
公
民
館
の

学
務
課
の
窓
か
ら
捉
え
た
映
像
に
明
瞭
に
録
音

さ
れ
て
い
る
。
同
課
主
任
の
小
笠
原
純
一（
46
）

が
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
。
撮
影
を
開
始

し
た
の
は
、内
蔵
の
時
計
に
よ
る
と
午
後
３
時
21

分
。
25
秒
後
に
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
チ
ャ

イ
ム
と
共
に
終
わ
り
、直
後
に
Ｊ
Ｒ
山
田
線（
当

時
）大
槌
駅
の
背
後
ま
で
津
波
が
迫
って
い
る
の

が
見
え
る
。
そ
の
２
分
後
に
町
方
は
完
全
に
津

波
に
の
ま
れ
た
。

税
務
課
長
が
避
難
誘
導

　

税
務
会
計
課
出
納
班
主
事
の
佐
々
木
和
美

（
37
）は
地
震
の
後
、停
電
で
薄
暗
い
庁
舎
内
か

ら
手
提
げ
金
庫
を
持
っ
て
外
に
出
た
。「
貸
し

て
。
総
務
課
の
高
い
所
に
置
い
て
き
て
やっか
ら
」。

声
を
掛
け
て
く
れ
た
同
課
主
幹
で
出
納
班
長
の

故
佐
々
木
庸
介
さ
ん
＝
当
時（
58
）＝
に
金
庫
を

託
し
た
。

　

同
課
課
税
班
主
任
の
岡
野
治
子（
44
）は
、同

僚
ら
３
人
と
共
に
、役
場
か
ら
西
に
約
１
０
０
メ

ー
ト
ル
離
れ
た
集
会
施
設「
御
社
地
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」で
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
業
務

を
し
て
い
て
地
震
に
遭
っ
た
。
す
ぐ
近
く
の
実
家

に
母
親
＝
当
時（
64
）＝
の
安
否
を
確
認
し
に
行

く
途
中
、福
祉
課
の
職
員
数
人
が
近
隣
住
民
に

避
難
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
、指
定
避
難
所
の
中

央
公
民
館
が
あ
る
高
台
の
城
山
に
向
か
う
の
を

見
た
。
実
家
に
行
く
前
か
、セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
た

後
か
思
い
出
せ
な
い
が
、課
長
の
故
祝
田
眞
悟
さ

ん
＝
当
時（
60
）＝
が
役
場
か
ら
セ
ン
タ
ー
前
の

広
場
に
来
て
、来
場
者
ら
の
避
難
誘
導
に
当
た
っ

て
い
た
と
い
う
。
祝
田
さ
ん
は
こ
の
後
、役
場
に

戻
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

岡
野
は
程
な
く
、課
税
班
主
任
の
故
上
野
芳

子
さ
ん
＝
当
時（
34
）、男
性
職
員
２
人
と
、上

司
の
指
示
を
仰
ご
う
と
役
場
に
行
く
。
庁
舎
前

で
合
流
し
た
佐
々
木
和
美
は
、上
野
さ
ん
が
町

中
に
住
む
親
戚
が
心
配
だ
か
ら
見
て
く
る
と

言
っ
て
役
場
を
後
に
す
る
の
を「
気
を
付
け
て

ね
」と
見
送
っ
た
。
岡
野
は
町
民
課
の
里
舘
さ
ん

が
飼
い
犬
を
海
沿
い
の
家
か
ら
車
に
乗
せ
て
き

た
こ
と
や
、自
宅
周
辺
の「
床
上
浸
水
は
避
け

ら
れ
な
い
か
な
」と
話
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
や
が
て
男
性
職
員
ら
が
長
机
や
パ
イ
プ
い
す

を
運
び
出
し
、災
対
本
部
を
立
ち
上
げ
て
い
く
。

佐
々
木
和
美
は「
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
く

て
」遠
巻
き
に
見
守
って
い
た
。

防
災
手
帳
に
見
入
る

　

三
浦
が
撮
影
し
た
写
真
で
は
、災
害
発
生
即

応
対
応
表
を
背
に
総
務
課
長
の
澤
舘
さ
ん
と
総

務
広
聴
班
主
任
の
故
藤
原
宏
一
郎
さ
ん
＝
当
時

（
35
）＝
が
並
ん
で
立
ち
、澤
舘
さ
ん
が
携
帯
電

話
の
画
面
に
見
入
り
、藤
原
さ
ん
が
え
ん
じ
色
の

「
大
槌
町
職
員
用
防
災
手
帳
」に
目
を
落
と
し

て
い
る
。
当
時
の
町
地
域
防
災
計
画
と
、そ
の
ダ

イ
ジェス
ト
版
に
当
た
る
同
手
帳
は
、町
の
災
害

対
応
のマニュア
ル
と
い
え
る
も
の
だ
。

　

２
０
０
４（
平
成
16
）年
ご
ろ
の
作
成
と
み
ら

れ
、震
災
前
に
職
員
ら
の
手
元
に
あ
っ
た
青
い
表

紙
の
同
計
画
は
10（
同
22
）年
度
に
大
幅
な
改
訂

作
業
を
終
え
、新
し
く
印
刷
し
た
冊
子
を
配
布

す
る
ば
か
り
に
なって
い
た
が
、津
波
で
流
さ
れ
た
。

防
災
手
帳
は
そ
の
改
訂
作
業
と
並
行
し
て
作
ら

れ
、震
災
前
年
の
10
年
に
全
職
員
に
支
給
さ
れ

た
。
当
時
、改
訂
の
経
過
を
知
る
幹
部
以
外
の

職
員
が
認
識
し
て
い
た
災
害
対
応
の
手
引
き
は
、

改
訂
前
の
同
計
画
と
防
災
手
帳
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

地
域
防
災
計
画
で
定
め
る
災
害
対
策
本
部

の
位
置
は
、改
訂
前
も
後
も「
上
閉
伊
郡
大
槌

町
新
町
１
番
１
号　

大
槌
町
役
場
」だ
。
た
だ

し
、「
役
場
庁
舎
が
被
災
し
、本
部
と
し
て
の
使

用
に
耐
え
な
い
と
見
込
ま
れ
た
と
き
」に
は
仮

設
本
部
を
、か
つ
て
大
槌
城
が
あ
っ
た
城
山
の
中

腹
に
立
つ
小
鎚
第
32
地
割
１
２
６
番
地
の
町
中

央
公
民
館（
１
９
７
７
年
築
）に
設
置
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。２
０
１
３（
平
成
25
）年
度
以
降
の

改
訂
版
で
は
、震
災
の
反
省
と
教
訓
を
踏
ま
え
、

新
た
に「
津
波
警
報
も
し
く
は
大
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ
た
と
き
」
を
中
央
公
民
館
へ
の
設
置

基
準
に
加
え
た
。

　

発
災
当
日
の
状
況
は
、防
災
手
帳
に
よ
る
と
、

全
職
員
が
参
集
す
る「
２
号
非
常
配
備
」で
災

対
本
部
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
津
波

警
報
及
び
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
」

「
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
」

な
ど
の
条
件
を
満
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

参
集
は
「
職
務
命
令
」

　
「
わ
れ
わ
れ
は
な
ぜ
そ
こ（
庁
舎
前
）にい
た
の
か
、

と
問
わ
れ
れ
ば
、そ
れ
は
職
務
命
令
だ
か
ら
。（
決

ま
り
で
は
）『
役
場
に
来
い
』で
す
」
と
語
気
を

強
め
る
の
は
、津
波
が
押
し
寄
せ
る
寸
前
ま
で

災
対
本
部
付
近
に
と
ど
ま
っ
た
森
田
だ
。
あ
く

ま
で
も
地
域
防
災
計
画
と
い
う
マニュア
ル
に
従
っ

た
行
動
だ
っ
た
と
い
う
。「
職
員
は
ぼ
ーっ
と
し
て

い
た
と
か
、危
機
感
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
、身
の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
も
、何
か

し
な
き
ゃ
と
い
う
思
い
で
庁
舎
前
に
い
た
ん
で
す
」

　

災
対
本
部
で
副
町
長
と
共
に
副
本
部
長
の

職
責
を
担
う
教
育
長（
当
時
）の
伊
藤
正し
ょ
う

治じ

さ

ん（
69
）も
、城
山
の
中
央
公
民
館
内
に
あ
る
教

育
長
室
で
地
震
に
遭
っ
た
後
、東
に
約
４
０
０

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
役
場
ま
で
歩
い
て
下
り
て
き
た
。

２
日
前
に
警
戒
本
部
を
設
置
し
た
経
緯
も
あ
り
、

津
波
の
恐
れ
よ
り「
何
か
あ
れ
ば
役
場
に
集
ま

る
と
い
う
判
断
」が
優
先
し
た
。

　

揺
れ
の
直
後
、併
設
す
る
学
務
課
や
生
涯
学

習
課
な
ど
の
各
部
屋
、隣
接
す
る
城
山
公
園
体

育
館
の
館
内
を
見
回
り
、外
に
出
て
、眼
下
の
大

槌
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合
し
た
児
童
ら

が
城
山
に
避
難
し
て
こ
よ
う
と
し
て
い
る
の
を

確
認
。
そ
の
反
対
側
、江
岸
寺
の
墓
地
が
あ
る

山
腹
のつ
づ
ら
折
れ
の
坂
道
を
急
ぎ
足
で
下
った
。

当
日
の
伊
藤
さ
ん
と
同
じ
移
動
経
路
を
ほ
ぼ
同

じ
速
度
で
た
ど
る
と
、役
場
ま
で
10
分
余
り
で

来
ら
れ
る
。
午
後
３
時
を
回
る
こ
ろ
に
は
到
着

大
槌
町
役
場

大
槌
町
立
図
書
館

中央公民館

御社地ふれあいセンター

大槌小学校

大
槌
駅

大
槌
消
防
署

海岸と各公共施設との位置関係

忘
れ
ず
、
伝
え
る
　
旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か
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職員用防災手帳に折り込まれた津波災害時の「シナリオ」

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

伊
藤
さ
ん
の
記
憶
や
翌
12
日
に
自
身
が
書
き

留
め
た
メ
モ
に
よ
る
と
、役
場
に
着
く
と
加
藤
町

長
と
共
に
東
棟
２
階
総
務
課
の
窓
際
に
あ
っ
た

潮
位
計
の
モ
ニ
タ
ー
を
観
察
。
そ
の
時
、大
き
な

変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
外
に
出

て
間
も
な
く
職
員
ら
が
庁
舎
前
に
机
や
い
す
を

運
び
出
し
、総
務
課
の
藤
原
さ
ん
が
災
対
本
部

の
看
板
を
持
って
き
た
。
伊
藤
さ
ん
も
こ
の
動
き

に
違
和
感
を
覚
え
ず
、「
余
震
で（
庁
舎
）倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
の
で
、（
災
対
本
部
は
）こ
こ
だ
な
と
」。

「
シ
ナ
リ
オ
」
生
き
ず

　

防
災
手
帳
に
は
、
改
訂
後
の
地
域
防
災
計

画
も
載
せ
て
い
な
い
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。「
地
震
津

波
災
害
に
お
け
る
行
政
と
自
主
防
災
組
織
等

の
災
害
応
急
対
策
に
係
る
シ
ナ
リ
オ
等
」
が

そ
れ
だ
。
国
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
が

２
０
０
９（
平
成
21
）年
に
宮
城
県
沖
地
震
の
10

年
以
内
の
発
生
確
率
が
70
％
な
ど
と
発
表
し
た

の
を
受
け
、同
地
震
に
よ
る
大
槌
町
の
津
波
の

大
き
さ
や
被
害
を
予
想
し
た
上
で
、発
災
か
ら

１
カ
月
間
の
災
対
本
部
や
交
通
輸
送
、避
難
な

ど
の
動
き
を
推
定
。「
岩
手
県
地
震・
津
波
シ

ミ
ュレ
ー
シ
ョン
及
び
被
害
想
定
調
査
に
関
す
る

報
告
書
」（
２
０
０
４
年
）に
掲
載
さ
れ
た
地
域

別
の「
災
害
シ
ナ
リ
オ
」を
基
に
作
成
し
た
。

　

防
災
手
帳
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
発
災
１
時
間

ま
で
の
災
対
本
部
の
動
向
に
つ
い
て「
職
員
も

避
難
、
本
部
を
中
央
公
民
館
に
設
置
」
と
し

て
い
る
。
県
シ
ナ
リ
オ
沿
岸
南
部
の
項
に
あ

る「
市
町
村
職
員
も
避
難
、
本
部
を
安
全
な

場
所
に
設
置
」
に
対
応
し
た
も
の
だ
。
手
帳

の
製
作
は
後
に
町
長
に
な
る
当
時
の
碇
川
豊

総
務
課
長
が
指
揮
し
、
現
町
長
の
平
野
公
三

を
中
心
に
防
災
担
当
の
総
務
課
員
が
携
わ
っ

た
。
手
帳
は
加
藤
町
長
名
の
前
書
き
で
、
地

震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
発
表
や
10
年
２
月

発
生
の
チ
リ
地
震
津
波
へ
の「
対
応
に
視
点
を

置
い
て
」
ま
と
め
た
と
し
て
お
り
、町
が
シ
ナ

リ
オ
掲
載
に
力
を
入
れ
て
い
た
の
が
分
か
る
。

　

碇
川
さ
ん
は「
地
域
防
災
計
画
の
冊
子
は
大

き
過
ぎ
て
不
便
。
地
震
関
連
の
特
措
法
や
県
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、大
槌
に
津
波
が
来

て
も
職
員
た
ち
が
戸
惑
わ
な
い
よ
う
、同
計
画

の
エ
キ
ス
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
ら
れ
る
形
に
し
た
」

と
振
り
返
る
。

　

し
か
し
、今
回
取
材
に
応
じ
た
職
員
の
多
く

は
、手
帳
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
関
心
を
払
わ
ず
、

震
災
当
時
に
シ
ナ
リ
オ
の
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
も

はっ
き
り
知
ら
な
かっ
た
。シ
ナ
リ
オ
は
、職
員
た

ち
の
意
識
の
中
で
明
確
に「
マニュア
ル
化
」し
て

い
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
と
は
別
に
、06（
平
成

18
）年
ご
ろ
、中
央
公
民
館
で
の
災
対
本
部
開
設

を
想
定
し
た
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、そ
の
経
験
は
十
分
に
生
か
さ
れ
な
かっ
た
。

　

平
野
は
、「
シ
ナ
リ
オ
が
血
肉
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
の
か
」と
の
問
い
に
対
し
て
、「
そ
れ
は
確

か
に
あ
る
」
と
認
め
る
。「（
シ
ナ
リ
オ
を
）見

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、十
分
に
も
の
に
な
っ
て
い

な
かっ
た
。
大
い
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
城
山
行
く
ぞ
」

　

庁
舎
前
に
い
た
職
員
の
間
で
は
、情
報
が
不

足
し
た
り
錯
綜
し
た
り
す
る
中
、災
対
本
部
に

つ
い
て
の
認
識
が
一
定
で
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ

の
場
を
本
設
だ
と
思
って
い
な
か
っ
た
者
も
い
る
。

町
民
課
の
平
野
正
晃
と
企
画
財
政
課
の
菊
池

は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
捉
え
方
を
し
て
い
た
。

　

平
野
は
、庁
舎
前
の
本
部
は「
と
り
あ
え
ず
、

いっ
た
ん
置
い
た
」
仮
設
で
あ
り
、総
務
課
長
の

澤
舘
さ
ん
が
早
い
段
階
で
城
山
の
中
央
公
民
館
へ

の
移
動
を
模
索
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
み
る
。

平
野
と
同
じ
く
役
場
近
く
に
住
居
が
あ
り
、災

対
本
部
要
員
に
な
っ
て
い
た
福
祉
課
介
護
班
主

事
の
故
倉
堀
健た
け
し

さ
ん
＝
当
時（
30
）＝
は
、澤
舘

さ
ん
の
意
を
察
し
、津
波
襲
来
の
少
し
前
に
城

山
に
向
かって
歩
き
だ
し
た
様
子
だっ
た
と
い
う
。

消
防
署
の
臼
澤
に
よ
る
と
、倉
堀
さ
ん
は
臼
澤
が

防
災
無
線
の
放
送
を
す
る
よ
り
前
の
時
間
帯
に

消
防
署
に
来
て
、情
報
収
集
に
努
め
て
い
た
。

　

平
野
と
逆
に
菊
池
は
、初
期
の
段
階
で
城
山

に
移
ろ
う
と
す
る
気
配
は
な
かった
と
感
じ
、「
落

ち
着
い
た
ら（
本
部
を
）２
階（
の
総
務
課
）に
戻

す
」と
いっ
た
趣
旨
の
会
話
を
本
部
周
辺
で
聞
い

た
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
が
あ
る
。

　

平
野
正
晃
と
菊
池
を
含
む
複
数
の
職
員
の

証
言
に
よ
る
と
、津
波
の
直
前
、澤
舘
さ
ん
は
城

山
へ
の
移
動
を
職
員
た
ち
に
命
じ
た
。「
こ
こ
に

い
て
も
ど
う
に
も
な
ん
ね
え
。
み
ん
な
で
城
山

に
行
く
ぞ
」。
税
務
会
計
課
の
森
田
は
、澤
舘

さ
ん
が
こ
う
言
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
し
か
し
、

間
近
に
い
た
平
野
公
三
は
こ
の
こ
と
を
覚
え
て

い
な
い
。
た
だ
、同
じ
時
間
帯
に
澤
舘
さ
ん
に
対

し
て「
こ
の
ま
ま
い
て
は
、や
ば
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」と
話
し
掛
け
た
も
の
の
、災
対
本
部

の
移
設
先
が
ど
こ
か
に
つ
い
て
は
、シ
ナ
リ
オ
の

記
載
に
も
か
か
わ
ら
ず「（
意
識
か
ら
）す
っ
ぽ

抜
け
て
い
た
」と
い
う
。

移
設
決
め
て
い
た
？

　

総
務
課
の
三
浦
が
津
波
の
直
撃
す
る
１
分
前

に
撮
影
し
た
写
真
に
は
、澤
舘
さ
ん
が
平
野
公

三
の
前
で
城
山
方
面
を
指
さ
し
、何
か
言
って
い

る
様
子
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
傍
ら
に
は
総
務

課
職
員
情
報
班
主
事
の
故
花
石
一
さ
ん
＝
当
時

（
25
）＝
が
立
ち
、リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
ら
し
い
も
の
の

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
肩
に
か
け
て
い
る
。
リ
ュッ
ク
の
中

に
は
、役
場
で
毎
日
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
住
民

基
本
台
帳
や
戸
籍
、税
な
ど
の
住
民
記
録
の
磁

気
テ
ー
プ（
Ｄ
Ａ
Ｔ
）が
入
って
い
た
よ
う
だ
。
森

田
と
企
画
財
政
課
の
伊
藤
幸
人
が
、リ
ュッ
ク
を

背
負
い「
Ｄ
Ａ
Ｔ
を
取
って
き
ま
し
た
」と
言
って

今
に
も
動
き
だ
そ
う
と
す
る
花
石
さ
ん
の
姿
を

覚
え
て
い
る
。
津
波
の
２
週
間
後
、東
棟
2
階

で
流
さ
れ
な
か
っ
た
住
基
サ
ー
バ
ー
の
中
に
Ｄ
Ａ

Ｔ
が
残
って
い
な
かった
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

写
真
に
収
ま
る
前
の
花
石
さ
ん
が
取
り
出
し
た

と
思
わ
れ
る
。
遅
く
と
も
津
波
の
数
分
前
ま
で

に
、澤
舘
さ
ん
は
災
対
本
部
の
移
動
を
決
め
、花

石
さ
ん
に
指
示
を
出
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

一
方
、平
野
公
三
は
Ｄ
Ａ
Ｔ
を
持
ち
出
す
の

は
非
常
時
の「
約
束
事
」で
あ
り
、本
部
移
設

を
前
提
と
し
た
特
別
な
動
き
で
は
な
か
っ
た
と

の
見
方
を
示
す
。

待
機
中
に
津
波
襲
来

　

職
員
の
犠
牲
者
は
庁
舎
前
だ
け
で
な
く
、中

央
棟
の
北
側
に
隣
接
す
る
通
称「
裏
庁
舎
」の

２
階
に
あ
っ
た
地
域
整
備
課
に
集
中
し
て
い
た
。

２
０
０
３（
平
成
15
）年
増
築
の
裏
庁
舎
は
木
造

２
階
建
て
で
建
築
面
積
が
約
３
３
０
平
方
メ
ー

ト
ル
あ
っ
た
が
、津
波
の
威
力
で
根
こ
そ
ぎ
流
さ

れ
た
。
当
時
役
場
に
い
た
同
課
職
員
13
人
の
う

ち
課
長
と
２
人
の
臨
時
職
員
を
含
む
11
人
が

亡
く
な
り
、大
半
の
人
が
室
内
で
待
機
中
の
と

こ
ろ
を
津
波
に
襲
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
同
課

の
様
子
を
う
か
が
う
に
は
、津
波
が
来
る
10
分

ほ
ど
前
に
部
屋
を
離
れ
て
無
事
だ
っ
た
管
理
班

主
事
の
久
保
晴
紀（
34
）ほ
ぼ
1
人
の
証
言
に
頼

る
し
か
な
い
。

　

久
保
に
よ
る
と
、地
震
の
揺
れ
が
収
ま
って
程

な
く
、課
長
の
故
小
川
千ち

里さ
と

さ
ん
＝
当
時（
58
）

＝
が
総
務
課
方
面
に
行
っ
た
。
５
～
10
分
後
に

戻
っ
て
き
た
小
川
さ
ん
は
、課
員
ら
に
いっ
た
ん

待
機
す
る
よ
う
に
言
い
残
し
て
、再
び
出
て
行

く
。
庁
舎
前
の
災
対
本
部
に
向
か
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
同
課
は
災
害
時
、道
路
や
下
水
道
と
いっ

た
公
共
土
木
施
設
の
被
害
調
査
と
保
全・復
旧

な
ど
を
担
当
す
る
決
ま
り
に
な
って
い
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
中
央
公
民
館
に
あ
る
生
涯

学
習
課
か
ら
電
話
が
か
かって
き
た
。「
避
難
者

が
集
ま
って
き
て
い
る
。
屋
外
公
衆
ト
イ
レ
の
鍵

を
開
け
て
ほ
し
い
」。
公
民
館
駐
車
場
の
公
衆

ト
イ
レ
が
冬
季
で
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、管
理
担

当
の
久
保
は
鍵
を
携
え
て
同
僚
と
２
人
で
公
用

車
に
乗
り
込
ん
だ
。

　

役
場
裏
の
駐
車
場
で
は
、同
課
工
務
班
主
査

の
故
三
浦
徳の
り

幸ゆ
き

さ
ん
＝
当
時（
44
）＝
が
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
用
の
四
輪
駆
動
車
に
エン
ジ
ン
を
か
け
、

カ
ー
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
車
の
そ
ば
に
立
って

い
た
。
三
浦
さ
ん
は
こ
の
後
、主
任
技
師
の
故
八

幡
力ち
か
ら

さ
ん
＝
同（
36
）、技
師
の
故
川
端
大
佑
さ

ん
＝
同（
30
）＝
ら
同
僚
と
町
内
の
ポ
ン
プ
場
な

ど
を
見
回
り
に
出
掛
け
て
津
波
に
遭
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
副
町
長
だ
っ
た
東
梅
さ
ん
は
、庁

舎
前
で
小
川
さ
ん
か
ら「
ポ
ン
プ
場
も
あ
る
し
、

部
下
を
被
害
調
査
に
向
か
わ
せ
た
」と
の
報
告

を
受
け
た
と
い
う
。

　

久
保
は
中
央
公
民
館
に
向
か
っ
て
役
場
前
の

県
道
を
走
行
中
、末
広
町
付
近
で
福
祉
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班
長
の
故
阿
部
久
美
子
さ

ん
＝
当
時（
51
）＝
と
同
班
社
会
福
祉
士
の
故

小
笠
原
裕
香
さ
ん
＝
同（
26
）、同
班
臨
時
職
員

の
故
岩
間
成せ
い

子こ

さ
ん
＝
同（
44
）、同
班
主
任
保

健
師
の
４
人
が
乗
って
い
た
と
み
ら
れ
る
白
い
軽

自
動
車
と
す
れ
違
っ
た
。
阿
部
さ
ん
ら
は
釜
石

市
で
あ
っ
た
介
護
支
援
専
門
員
の
研
修
会
場
で

地
震
に
遭
い
、役
場
に
戻
る
途
中
だ
っ
た
。

「
声
掛
け
て
逃
げ
ろ
」

　

一
方
、福
祉
課
は
地
域
整
備
課
と
同
じ
裏
庁

舎
に
あ
り
な
が
ら
、在
室
し
た
多
く
の
職
員
が

い
ち
早
く
城
山
に
避
難
し
て
助
か
っ
た
。

　

福
祉
班
主
任
の
黒
澤
直
美（
46
）は
１
階
の

同
課
で
本
震
と
最
初
の
余
震
を
や
り
過
ご
し
た

後
、いっ
た
ん
本
庁
舎
前
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
。

町
民
課
の
里
舘
さ
ん
が「
停
電
で
情
報
も
入
ら

な
い
け
ど
ワ
ン
セ
グ（
携
帯
）を
見
て
る
よ
」と
話

し
て
い
た
り
、加
藤
町
長
が
井
戸
水
の
ポ
ン
プ
を

見
て
い
た
り
し
た
。

　

福
祉
班
主
査
だ
っ
た
中
野
久
実
子
さ
ん（
61
）

は
揺
れ
に
驚
い
て
課
員
７
、８
人
と
外
に
出
た
。

大
き
な
余
震
が
起
き
、け
が
人
に
備
え
て
救

急
用
品
が
入
っ
た
バ
ッ
グ
を
取
り
に
室
内
に
戻

ろ
う
と
す
る
と
、課
長
の
故
関
郁
夫
さ
ん
＝
当

時（
58
）＝
に
制
止
さ
れ
た
。「
そ
れ
は（
後
で
）

戻
っ
て
来
て
か
ら
で
も
で
き
る
。
町
民
に
声
を

掛
け
な
が
ら
ま
ず
避
難
し
ろ
」

　

庁
舎
前
か
ら
同
課
に
帰
っ
た
黒
澤
は
、健
康

推
進
班
長
の
女
性（
66
）が「
貴
重
品
を
持
っ
て

逃
げ
て
！
」と
大
声
を
出
し
た
の
を
耳
に
し
た
。

同
班
長
は
防
災
行
政
無
線
が
大
津
波
警
報
を

告
げ
る
の
を
聞
き
、関
さ
ん
の
了
解
を
得
て
か

ら
課
員
に
城
山
へ
の
避
難
を
指
示
し
た
。
関
さ

ん
は
こ
の
後
、「
災
対
本
部
の
会
議
に
行
く
」と

言
い
残
し
、か
ば
ん
と
コ
ー
ト
を
持
っ
て
部
屋
を

後
に
し
た
と
い
う
。

　

介
護
班
長
だ
っ
た
前
出（
２
２
６
㌻
）の
越
田

由
美
子
さ
ん
も
ど
う
動
い
て
い
い
か
迷
っ
た
が
、

健
康
推
進
班
長
の
一
声
で
我
に
返
っ
た
。「
そ
う

だ
、役
場
で
対
応
で
き
な
い
と
き
は
中
央
公
民

館
で
や
る
ん
だ
」。
チ
リ
地
震
津
波
の
記
憶
と
共

に
地
域
防
災
計
画
や
防
災
手
帳
の
シ
ナ
リ
オ
が

頭
を
よ
ぎ
り
、過
去
の
訓
練
で
同
公
民
館
に
災

対
本
部
を
置
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
と
い
う
。

車
い
す
押
し
高
台
へ

　

健
康
推
進
班
主
査
保
健
師
の
藤
原
純
枝

（
58
）は
、班
員
５
、６
人
と
手
分
け
し
て
近
隣

住
民
に
避
難
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
御
社
地
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
方
面
に
向
か
っ
た
。
藤
原
た
ち
は

片
っ
端
か
ら
家
々
の
ド
ア
を
開
け
た
。
多
く
の
人

が
在
宅
し
て
い
て
、す
ぐ
に
逃
げ
る
よ
う
説
得

し
た
。
セ
ン
タ
ー
前
に
も
住
民
ら
が
集
ま
って
い

た
。
す
ぐ
そ
ば
の
江
岸
寺
の
裏
か
ら
墓
地
の
あ

る
城
山
を
上
れ
ば
中
央
公
民
館
に
行
け
る
。

　
「
高
台
に
上
が
り
ま
し
ょ
う
」。
保
健
師
３

人
が
裏
庁
舎
に
戻
って
車
い
す
を
運
ん
で
き
た
。

高
齢
者
ら
を
乗
せ
、急
坂
を
上
っ
た
。
藤
原
は

力
尽
き
る
。「
上
が
れ
、上
が
れ
」。
坂
の
上
か

ら
大
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
ば
に
い
た
男
性

た
ち
が
車
い
す
ご
と
抱
え
て
く
れ
た
。
振
り
返

る
と
、町
は
津
波
に
の
ま
れ
つつ
あ
っ
た
。

忘
れ
ず
、
伝
え
る
　
旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か
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津波が迫り、中央公民館に通じる墓地の坂道を逃げる人 （々2011年３
月11日撮影）。藤原純枝保健師は高齢者を助けながら急こう配を上った

津波の日、職員の生死を分けた鉄製はしご（2018年６月18日撮影）。
1979年以前は階段があったという

大槌川沿いに立つ大町雨水ポンプ場。四戸直紀職員はバルコニー部分
に飛び乗った

　

黒
澤
と
中
野
さ
ん
は
行
動
を
共
に
し
、乳
飲

み
子
と
一
緒
の
妊
婦
を
助
け
な
が
ら
逃
げ
た
。

江
岸
寺
に
近
い
す
し
屋
「
鮨
辰
」の
角
で
、足

早
に
役
場
に
向
か
う
教
育
長
の
伊
藤
さ
ん
と

出
会
っ
た
。
中
野
さ
ん
は
と
っ
さ
に
伊
藤
さ
ん

の
上
着
の
袖
を
引
い
た
。「
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
！
」。
海
辺
の
須
賀
町
で
育
っ
た
中
野
さ
ん
は
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
家
庭
で
津
波
の
怖
さ
を
繰
り
返

し
伝
え
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
伊
藤
さ
ん
は
険
し

い
表
情
で
役
場
方
面
を
凝
視
し
、中
野
さ
ん
の

手
を
振
り
ほ
ど
い
た
。

緊
張
で
文
字
書
け
ず

　

総
務
課
総
務
広
聴
班
主
事
の
四し
の
へ戸
直
紀

（
39
）は
、午
後
か
ら
休
暇
を
取
っ
て
自
家
用
車

で
盛
岡
に
向
か
う
途
上
だ
っ
た
。
地
震
は
釜
石

市
松
原
の
国
道
45
号
、甲か
っ
し子
川
に
か
か
る
矢
の

浦
橋
を
走
行
中
に
襲
っ
た
。
車
が
バ
ウ
ン
ド
す
る

よ
う
な
激
し
い
縦
揺
れ
。
防
災
担
当
の
四
戸
は

釜
石
の
中
心
街
を
抜
け
て
役
場
に
引
き
返
し
た
。

ほ
と
ん
ど
渋
滞
は
な
く
、20
分
ほ
ど
で
着
い
た
。

庁
舎
前
に
は
す
で
に
長
机
が
並
び
、総
務
課
員

ら
が「
黙
々
と
」立
ち
働
い
て
い
た
。

　

近
く
に
止
め
て
あ
っ
た
警
察
か
消
防
の
車
両

の
無
線
機
か
ら「
浪
板
川
で
軽
自
動
車
が
流
さ

れ
て
い
る
」と
い
う
音
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
四

戸
は
そ
の
情
報
を
災
対
本
部
に
掲
げ
た
災
害

発
生
即
応
対
応
表
に
書
こ
う
と
し
た
。
だ
が
、

心
臓
が
早
鐘
の
よ
う
に
打
ち
、緊
張
の
あ
ま
り

手
が
震
え
て
文
字
に
な
ら
な
い
。
そ
ば
に
い
た

総
務
広
聴
班
主
事
の
故
小
笠
原
広
樹
さ
ん
＝

当
時（
28
）＝
が
見
か
ね
て
ペン
を
取
り
、代
わ
っ

て
く
れ
た
。

　

そ
の
直
前
と
思
わ
れ
る
場
面
を
同
班
の
三
浦

が
撮
影
し
て
い
た
。
写
真
で
は
、対
応
表
の
前
で

茶
色
の
コ
ー
ト
を
着
た
同
班
主
事
の
故
佐
藤
一か
ず

葉は

さ
ん
＝
当
時（
26
）＝
が
青
いペン
を
持
ち
、そ

の
左
隣
に
赤
い
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
小
笠
原
さ

ん
が
立
っ
て
い
る
。
後
ろ
姿
で
よ
く
分
か
ら
な
い

が
、小
笠
原
さ
ん
は
何
か
が
書
か
れ
た
白
い
紙

に
目
を
通
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

写
真
の
対
応
表
に
は
、１
行
目
に
青
字
で「
報

発
令
」、２
行
目
に
赤
字
で「
設
置
」、３
行
目

に
青
字
で「
か
ら
救
出
済
」の
文
字
が
見
え
る
。

当
時
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、１
行
目
は「
大
津

波
警
報
発
令
」、２
行
目
に
は「
災
害
対
策
本

部
設
置
」
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
刻
と
共
に
記
さ

れ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。
３
行
目
は
無
線
で

傍
受
す
る
な
ど
し
た
何
ら
か
の
情
報
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
は
、こ
の
５
分
前
に
撮
影
さ
れ
た
対
応

表
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

四
戸
の
記
憶
で
は
、対
応
表
前
で
の
こ
と
が

あ
って
す
ぐ
、澤
舘
さ
ん
が「
も
う
や
め
、や
め
、

城
山
に
上
が
る
ぞ
」と
声
を
張
り
上
げ
た
。

急
告
げ
た
佐
々
木
さ
ん

　
「
津
波
だ
ー
！
」。
寒
空
を
切
り
裂
く
よ
う

な
叫
び
声
が
一
帯
に
響
い
た
。
危
急
を
告
げ
た

の
は
、税
務
会
計
課
の
佐
々
木
庸
介
さ
ん
だった
。

今
回
取
材
し
た
当
時
災
対
本
部
周
辺
に
い
た

16
人
全
員
が
佐
々
木
さ
ん
と
思
わ
れ
る
男
性
の

声
を
正
面
玄
関
付
近
で
聞
い
て
逃
げ
、そ
の
う

ち
４
人
は
直
前
に
澤
舘
さ
ん
に
よ
る
避
難
指
示

を
はっ
き
り
聞
い
た
と
記
憶
す
る
。
四
戸
は「
庸

介
さ
ん
が
叫
ば
な
か
っ
た
ら
、犠
牲
者
は
も
っ
と

増
え
て
い
た
と
思
う
」と
話
す
。

　

災
対
本
部
周
辺
に
い
た
職
員
た
ち
は
一
目
散

に
、中
央
棟
の
正
面
玄
関
、あ
る
い
は
東
棟
の
玄

関
か
ら
階
段
を
駆
け
上
が
っ
た
。

　

庁
舎
前
に
居
続
け
た
税
務
会
計
課
の
岡
野

は
、海
側
の
町
並
み
を
見
通
せ
る
場
所
に
立
って

い
た
。
遠
く
の
方
の
家
が
音
を
立
て
て
崩
れ
て

ゆ
く
。「
あ
れ
、地
震
の
揺
れ
で
今
ご
ろ
？
」。

同
課
の
佐
々
木
和
美
も
町
中
に
立
ち
上
る
土
煙

を
見
て
、「
あ
っ
！
」と
声
を
上
げ
た
。
２
人
と

も
佐
々
木
庸
介
さ
ん
の
声
で
我
に
返
って
走
っ
た
。

ま
っ
す
ぐ
中
央
棟
２
階
へ
。
南
に
向
い
た
踊
り
場

の
窓
辺
か
ら
海
の
方
を
見
る
佐
々
木
庸
介
さ
ん

の
後
ろ
姿
が
視
界
に
入
っ
た
。

そ
び
え
る
「
黒
い
壁
」

　

同
課
の
森
田
は
庁
舎
前
で
佐
々
木
和
美
の
声

に
振
り
返
る
と
、県
道
に
面
し
て
立
つ
県
内
最

古
の
ジ
ャ
ズ
喫
茶
と
さ
れ
る「
ク
イ
ー
ン
」の
木

造
２
階
建
て
の
店
舗
が
津
波
で
つ
ぶ
れ
る
の
が

見
え
た
。
反
射
的
に
中
央
棟
の
正
面
玄
関
に
駆

け
込
ん
だ
瞬
間
、す
ぐ
そ
ば
で
佐
々
木
庸
介
さ

ん
の
声
が
し
た
。
平
野
公
三
も
佐
々
木
さ
ん
が

叫
ぶ
の
と
ほ
ぼ
同
時
に
津
波
を
目
撃
し
た
。
庁

舎
前
か
ら
見
え
る
は
ず
の
、い
つ
も
の
町
が
見
え

な
い
。「
黒
い
壁
」の
よ
う
な
大
津
波
が
立
ち
は

だ
か
って
い
た
。

　

中
央
棟
２
階
の
壁
に
は
計
７
段
の
鉄
製
は
し

ご
が
垂
直
に
取
り
付
け
て
あ
り
、屋
上
に
通
じ

る
階
段
と
の
間
を
つ
な
い
で
い
る
。
取
材
し
た
災

対
本
部
周
辺
の
16
人
の
う
ち
10
人
が
こ
れ
を
上

り
切
って
屋
上
に
逃
れ
た
。
森
田
に
よ
る
と
、自

身
が
最
も
早
く
は
し
ご
に
手
を
掛
け
、こ
の
後
に

平
野
公
三
が
続
い
た
。
は
し
ご
の
先
に
は
踊
り
場

が
あ
り
、幅
約
１
メ
ー
ト
ル・10
段
ほ
ど
の
狭
い
階

段
を
行
く
と
ノ
ブ
式
で
ア
ル
ミ
製
の
ド
ア
が
現
れ

る
。
そ
の
向
こ
う
側
が
屋
上
だ
。
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

と
ノ
ブ
を
回
し
た
が
、開
か
な
い
。
ガ
ン
、ガ
ン
。

大
柄
で
屈
強
な
平
野
が
肩
口
か
ら
何
度
か
体

当
た
り
し
た
。
ド
ア
を
開
け
た
記
憶
が
あ
る
の

は
、平
野
と
、そ
の
後
に
上
って
き
た
産
業
振
興

課
水
産
商
工
班
主
事
の
小
笠
原
佑
樹（
36
）だ
。

平
野
は「（
ド
ア
を
）開
け
て
み
た
ら
、（
眼
下
は
）

海
だ
っ
た
」と
い
う
。

は
し
ご
で
滞
る
避
難

　

企
画
財
政
課
の
菊
池
が
は
し
ご
に
到
達
し
た

時
、前
に
は
２
人
ほ
ど
が
い
た
。
菊
池
が
上
って
い

る
最
中
に
も
、周
囲
に
は
み
る
み
る「
人
が
あ
ふ

れ
て
いっ
た
」。
町
民
課
の
平
野
正
晃
は
正
面
玄

関
か
ら
階
段
を
上
がって
す
ぐ
、２
階
南
側
の「
高

規
格
道
路
対
策
室
」に
飛
び
込
み
、窓
の
外
を

見
た
。
土
煙
が
上
が
り
、津
波
が
目
前
に
迫
って

い
た
。
は
し
ご
の
向
こ
う
側
の
、会
議
室
が
並
ぶ

増
築
庁
舎
の
フ
ロ
ア
に「
10
人
ほ
ど
」の
職
員
た

ち
と
逃
げ
込
ん
だ
が
、は
し
ご
を
上
り
づ
ら
そ

う
に
し
て
い
る
女
性
職
員
た
ち
に
気
付
い
て
引

き
返
し
、押
し
上
げ
て
やっ
た
。
平
野
正
晃
が
続

い
て
上
が
る
と
、踊
り
場
か
ら
屋
上
へ
の
ド
ア
に

か
け
て
人
が
数
珠
つ
な
ぎ
に
詰
ま
って
い
た
。

　

庁
舎
に
垂
れ
幕
を
掛
け
る
な
ど
た
び
た
び
屋

上
に
行
く
用
事
が
あ
っ
た
平
野
正
晃
は
、ド
ア
に

「
癖
が
あ
っ
て
」
開
け
づ
ら
い
の
を
知
っ
て
い
た
。

ド
ア
は
そ
の
う
ち
開
い
た
が
、平
野
正
晃
と
森

田
ら
は
そ
こ
か
ら
で
な
く
、踊
り
場
付
近
の
窓

か
ら
屋
上
に
出
た
。

　

当
時
議
会
事
務
局
長
の
赤
崎
仁
一
さ
ん

（
67
）は
、東
棟
の
階
段
を
２
階
に
上
が
っ
て
か

ら
中
央
棟
に
回
り
、は
し
ご
の
前
に
至
っ
た
。
女

性
職
員
た
ち
を
先
に
上
げ
た
が
、赤
崎
さ
ん
が

来
た
時
、人
々
が
殺
到
し
て
い
る
感
じ
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
税
務
会
計
課
の
岡
野
は
、町
民
課

主
幹
で
町
民
生
活
班
長
の
故
金
崎
健け
ん

悦え
つ

さ
ん

＝
当
時（
56
）＝
が
は
し
ご
の
所
で
女
性
職
員
の

避
難
を
助
け
て
い
た
と
記
憶
す
る
。

階
段
壊
し
は
し
ご
設
置

　

こ
の
は
し
ご
は
、元
々
あ
っ
た
２
階
か
ら
屋
上

へ
続
く
階
段
を
取
り
壊
し
て
設
置
さ
れ
た
、と

い
う
証
言
が
あ
る
。
確
か
に
、は
し
ご
を
伝
っ
て

中
空
の
踊
り
場
に
飛
び
移
り
、次
は
階
段
を
上

る
と
い
う
構
造
は
い
か
に
も
不
自
然
だ
。
元
役

場
職
員
の
山
崎
衛
さ
ん（
67
）や
元
副
町
長
の
東

梅
さ
ん
に
よ
る
と
、１
９
５
４（
昭
和
29
）年
竣
工

の
既
存
庁
舎
の
北
側
に
密
接
さ
せ
る
形
で
、79

（
同
54
）年
ご
ろ
に
鉄
骨
造
２
階
建
て
の
庁
舎（
建

築
面
積
２
４
５
平
方
メ
ー
ト
ル
）を
増
築
し
た
際
、

既
存
庁
舎
と
増
築
庁
舎
の
間
の
行
き
来
を
容

易
に
す
る
た
め
壁
を
ぶ
ち
抜
い
た
。
邪
魔
に
な
っ

た
踊
り
場
ま
で
の
階
段
を
撤
去
し
、代
わ
り
に

鉄
製
は
し
ご
を
架
け
た
よ
う
だ
。

　
９
歳
ま
で
新
町
に
住
ん
で
い
た
釜
石
市
の
男
性

（
68
）は
小
学
校
低
学
年
の
こ
ろ
、友
達
と
階
段

で
屋
上
に
上
が
り
、鬼
ごっ
こ
な
ど
を
し
て
遊
ん

だ
記
憶
が
あ
る
。
津
波
の
時
、役
場
職
員
が
は

し
ご
を
使
って
避
難
し
た
と
い
う
報
道
に
接
し
て
、

驚
い
た
と
い
う
。

　

総
務
課
の
四
戸
は
、は
し
ご
の
下
ま
で
来
た
も

の
の
、膝
の
高
さ
ま
で
達
し
て
い
た
水
の
勢
い
で
尻

も
ち
を
つ
き
、増
築
庁
舎
側
に
流
さ
れ
た
。
と
っ

さ
に
廊
下
を
挟
ん
で
正
面
に
あ
る
会
議
室
に
入

り
込
み
、奥
の
長
机
の
上
に
乗
っ
た
。
水
を
か
き

分
け
な
が
ら
部
屋
に
入
って
く
る
人
が
い
た
。
総

務
課
長
の
澤
舘
さ
ん
だ
っ
た
。
澤
舘
さ
ん
は
入

り
口
に
近
い
長
机
に
上
が
っ
た
。
目
が
合
って
言

葉
を
交
わ
そ
う
と
し
た
瞬
間
、どっ
と
水
の
塊
が

流
れ
込
ん
で
き
た
。
水
は
た
ち
ま
ち
天
井
ま
で

達
し
た
。

ポ
ン
プ
場
に
飛
び
乗
る

　

四
戸
は
水
圧
で「
金
縛
り
に
遭
っ
た
」よ
う
に

な
り
、体
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
と
感
じ
た
。
息
が

苦
し
い
。「
も
う
駄
目
だ
」。
沈
ん
で
ゆ
く
。
足

先
に
何
か
が
当
た
り
、思
い
切
り
蹴
り
上
げ
た
。

体
が
浮
き
上
が
り
、水
面
に
顔
を
出
す
と
、屋

上
に
避
難
し
た
職
員
た
ち
の
姿
が
目
に
入
っ
た
。

四
戸
は
水
圧
で
破
ら
れ
た
増
築
庁
舎
の
壁
の
穴

か
ら
抜
け
出
ら
れ
た
ら
し
い
。
澤
舘
さ
ん
と
四

戸
を
隔
て
た
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
が
、２
人

の
命
運
を
分
け
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

近
く
で
監
査
委
員
室
監
査
班
長
の
故
前
川

正
志
さ
ん
＝
当
時（
52
）＝
が
漂
流
し
て
い
た
。

さ
ら
に
後
方
に
は
黒
髪
の
女
性
が
い
た
。
顔
は

は
っ
き
り
見
え
な
か
っ
た
が
、総
務
課
の
佐
藤
さ

ん
だ
っ
た
と
四
戸
は
思
って
い
る
。

　
「
ま
た
、津
波
が
来
た
ぞ
！
」。
屋
上
の
職
員

が
叫
ん
だ
。
四
戸
は
近
く
を
流
れ
て
い
た
１・５

メ
ー
ト
ル
四
方
ほ
ど
の
赤
い
屋
根
に
し
が
みつい
た
。

そ
の
波
で
北
西
に
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
大

槌
病
院
の
手
前
ま
で
持
って
行
か
れ
、さ
ら
に
流

れ
の
速
い
引
き
波
に
一
気
に
５
０
０
メ
ー
ト
ル
戻

さ
れ
た
。
城
山
の
す
そ
野
に
流
れ
着
い
た
が
れ

き
か
ら
火
の
手
が
上
が
って
い
る
。
半
分
水
没
し

た
大
町
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
の

建
物
が
視
界
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
こ
の
先
は

す
ぐ
海
だ
。「
早
く
飛
び
乗
れ
」。
職
員
た
ち
の

声
が
聞
こ
え
た
。
四
戸
は
意
を
決
し
て
立
ち
上

が
り
、ポ
ン
プ
場
の
バ
ル
コニ
ー
に
足
を
踏
み
出
し

忘
れ
ず
、
伝
え
る
　
旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か
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津波が窓ガラスを突き破る直前の2階総務課の室内（2011年３月11日、
三浦義章職員撮影）

伊藤さんは左上の窓から隣接する東棟（写真では解体済み）の屋上には
い出した（2018年８月23日撮影）

「とまれ、とまれ、とまってくれ」。伊藤正治さんが津波の翌日、水かさが
増す様子を思い起こして書き止めたメモ

津波にさらされる役場庁舎（奥の建物）＝2011年３月11日、植田俊郎さ
ん撮影。パラボラアンテナの付いた塔屋に役場職員が逃げ込んでいる
のが見える

れ
る
。
２
人
は
個
室
の
ド
ア
な
ど
に
し
が
み
つい

た
。
水
は
み
る
み
る
天
井
に
届
い
た
。
暗
い
。
向

か
い
の
給
油
所
が
破
壊
さ
れ
た
せ
い
か
、ガ
ソ
リ
ン

が
臭
う
。「
も
う
息
が
で
き
な
い
」。
２
人
と
も

水
に
潜
り
込
ん
で
も
が
き
、ガ
ラ
ス
の
割
れ
た
ト

イ
レ
の
窓
か
ら
東
棟
の
北
側
に
浮
か
び
上
がった
。

　

三
浦
に
よ
れ
ば
、水
面
か
ら
顔
を
出
す
総
務

課
の
四
戸
と
監
査
委
員
室
の
前
川
さ
ん
が
少
し

離
れ
た
所
に
見
え
た
。
上
背
の
あ
る
伊
藤
幸
人

は
小
柄
な
三
浦
を
ま
ず
東
棟
の
屋
上
に
押
し
上

げ
、自
ら
も
続
い
た
。
町
民
課
の
平
野
正
晃
ら

数
人
が
中
央
棟
の
屋
上
か
ら
垂
れ
幕
の
よ
う
な

も
の
を
前
川
さ
ん
に
投
げ
た
が
、届
か
な
かっ
た
。

　

伊
藤
正
治
さ
ん
は
破
壊
さ
れ
た
副
町
長
室
の

壁
に
左
足
を
挟
ま
れ
た
。
身
動
き
で
き
な
い
で

い
る
間
に
、水
か
さ
は
ど
ん
ど
ん
増
し
て
く
る
。

水
圧
で
そ
の
壁
が
動
き
、廊
下
の
天
井
に
ぶ
つ
か

っ
て
穴
を
開
け
た
。
伊
藤
さ
ん
は
穴
を
広
げ
て

よ
じ
登
り
、副
町
長
室
の
屋
根
裏
に
出
た
。
大

人
の
身
長
ほ
ど
の
高
さ
が
あ
る
空
間
に
も
水
は

容
赦
な
く
上
が
っ
て
く
る
。
幸
運
に
も
水
位
は

胸
の
辺
り
で
止
ま
っ
た
。
副
町
長
室
東
側
の
高

所
に
あ
る
窓
か
ら
は
い
出
し
、隣
接
す
る
東
棟

の
屋
上
に
下
り
立
っ
た
。

　

屋
上
で
出
会
っ
た
３
人
が
沖
合
を
見
る
と
、

蓬
莱
島
の
辺
り
に
次
の
大
き
な
波
が
迫
って
い
た
。

「
の
ま
れ
た
ら
助
か
ら
な
い
。
そ
っ
ち
の
屋
上
へ

逃
げ
よ
う
」。
中
央
棟
屋
上
は
東
棟
屋
上
よ
り

２・５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
く
、段
差
を
自
力
で
克

服
す
る
の
は
難
し
い
。
中
央
棟
の
避
難
者
に
助

け
を
求
め
た
。
屈
ん
だ
伊
藤
幸
人
と
三
浦
が
踏

み
台
に
な
って
伊
藤
正
治
さ
ん
を
先
に
上
げ
、次

た
。
こ
の
場
所
で
凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
と
風
雪

に
耐
え
な
が
ら
、一
夜
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

廊
下
で
津
波
に
の
ま
れ

　

教
育
長
の
伊
藤
正
治
さ
ん
と
企
画
財
政
課

の
伊
藤
幸
人
、総
務
課
の
三
浦
は
、共
に
庁
舎

２
階
の
廊
下
を
逃
げ
る
途
中
、津
波
に
巻
き
込

ま
れ
た
。

　

伊
藤
正
治
さ
ん
は
庁
舎
前
で
災
対
本
部
の
設

営
が
始
ま
る
の
を
認
識
し
、渋
滞
す
る
周
辺
道

路
を
見
回
った
後
、再
び
総
務
課
に
上
が
る
。「
２

メ
ー
ト
ル
10
！
」。
先
に
い
た
加
藤
町
長
が
大
槌

港
で
上
が
って
い
く
潮
位
を
読
み
上
げ
て
、窓
か

ら
災
対
本
部
の
澤
舘
さ
ん
に
伝
え
、下
り
て
いっ

た
。
残
っ
た
伊
藤
さ
ん
が
潮
位
計
の
モ
ニ
タ
ー
を

見
る
と
、計
器
は「
２
メ
ー
ト
ル
56
」の
数
値
を

示
し
て
か
ら
下
が
り
始
め
た
。
窓
の
外
で
佐
々

木
庸
介
さ
ん
が
叫
ん
だ
。
眼
下
に
真
っ
黒
い
津
波

が
押
し
寄
せ
、向
か
い
の「
大
坂
屋
菓
子
店
」の

裏
口
付
近
に
い
た
高
齢
男
性
に
襲
い
掛
かっ
た
。

　

カ
メ
ラ
を
首
に
下
げ
た
三
浦
と
伊
藤
幸
人
が

総
務
課
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
三
浦
は
東
側
の

窓
辺
か
ら
戸
外
に
レ
ン
ズ
を
向
け
、３
秒
間
に
３

回
シ
ャッ
タ
ー
を
切
っ
た
。
そ
の
う
ち
１
、２
枚
目

に
は
、町
民
課
の
里
舘
さ
ん
が
路
上
に
止
め
た

黒
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
津
波
が
直
撃
し
、

水
し
ぶ
き
を
上
げ
る
様
子
が
写
っ
て
い
た
。
次

の
瞬
間
、三
浦
が
撮
影
し
た
最
後
の
１
枚
は
、

窓
辺
か
ら
数
歩
下
が
り
、総
務
課
の
室
内
を
捉

え
た
。
窓
枠
の
ぎ
り
ぎ
り
手
前
ま
で
木
造
家

屋
の
が
れ
き
や
倒
れ
た
電
信
柱
が
迫
り
、今
に

も
窓
ガ
ラ
ス
を
突
き
破
り
そ
う
だ
。
災
対
本
部

の
対
応
表
前
で
佐
藤
さ
ん
と
小
笠
原
さ
ん
の
姿

を
写
真
に
収
め
て
か
ら
、わ
ず
か
１
分
後
の
こ

と
だ
っ
た
。

割
れ
た
窓
か
ら
外
へ

　

伊
藤
正
治
さ
ん
と
伊
藤
幸
人
、三
浦
は
一
列

で
総
務
課
前
の
廊
下
を
中
央
棟
に
向
かって
走
っ

た
。
こ
の
時
、加
藤
町
長
と
企
画
財
政
課
長
の

木
村
さ
ん
が
階
段
を
上
っ
て
き
て
い
た
と
い
う
。

伊
藤
幸
人
が
東
棟
と
中
央
棟
の
接
合
部
の
短
い

階
段
を
上
り
切
っ
た
と
た
ん
、中
央
棟
南
側
の
副

町
長
室
の
壁
を
押
し
破
っ
て
水
が
入
り
込
ん
で

き
た
。
伊
藤
幸
人
と
す
ぐ
後
ろ
の
三
浦
は
足
を

取
ら
れ
て
、東
棟
北
端
の
ト
イ
レ
の
室
内
に
流
さ

に
三
浦
が
行
っ
た
。
伊
藤
幸
人
は
電
線
を
つ
か
ん

で
引
き
上
げ
て
も
ら
っ
た
。
程
な
く
し
て
大
波

が
東
棟
の
屋
上
を
さ
らって
いっ
た
。

　

中
央
棟
屋
上
に
移
っ
た
伊
藤
正
治
さ
ん
は
、

水
の
中
に
沈
ん
で
ゆ
く
前
川
さ
ん
の
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
見
て
い
る
だ
け
の
自
分
が「
情

け
な
く
、悔
し
かっ
た
」。
伊
藤
さ
ん
は
翌
日
の
メ

モ
に
こ
う
書
き
留
め
た
。「
前
川
さ
ん
の
無
念
そ

う
な
最
後
の
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
。
彼
は『
助
け

て
く
れ
』の
一
言
も
発
す
る
こ
と
な
く
、そ
の
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
た
」

　

平
野
正
晃
は
、黒
っ
ぽ
い
コ
ー
ト
を
着
た
後
ろ

姿
の
女
性
が
近
く
の
家
屋
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
な

所
に
し
が
み
つい
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。「
も

っ
と
上
に
上
が
れ
」と
呼
び
掛
け
た
が
、返
事
は

な
かっ
た
と
い
う
。

吸
い
込
ま
れ
た
裏
庁
舎

　

屋
上
に
避
難
し
た
職
員
た
ち
は
さ
ら
な
る
津

波
の
襲
来
を
恐
れ
、階
段
室
の
上
に
突
き
出
し

た「
塔
屋
」に
は
し
ご
を
伝
って
上
が
る
。
平
野

公
三
は
そ
こ
か
ら
、木
造
２
階
建
て
の「
裏
庁
舎
」

が
津
波
の
威
力
で
浮
き
上
が
り
、北
西
の
方
角

に
流
さ
れ
て
い
く
の
を
見
た
。
裏
庁
舎
は
こ
の

次
の
引
き
波
に
戻
さ
れ
て
既
存
庁
舎
の
西
側
を

通
り
過
ぎ
、大
槌
川
河
口
付
近
で
河
川
堤
防
が

破
壊
さ
れ
た
部
分
か
ら
沖
の
方
に
吸
い
込
ま
れ

た
。「
誰
か
は
分
か
ら
な
い
が
、庁
舎
の
中
で
職

員
が
動
い
て
い
る
の
が
見
え
た
。
堤
防
が
壊
れ

た
辺
り
が
渦
巻
き
状
に
な
って
い
て
、建
物
は
そ

こ
に
ス
ー
ッ
と
入
っ
て
いっ
て
つ
ぶ
れ
た
。
私
は
声

も
出
せ
ず
、祈
る
し
か
な
か
っ
た
」

西
棟
屋
根
裏
に
逃
れ

　

既
存
庁
舎
の
西
側
に
隣
接
す
る
鉄
骨
造
２

階
建
て
の
増
築
庁
舎（
西
棟
）に
逃
げ
込
ん
で
助

か
っ
た
職
員
も
い
る
。
西
棟
は
１
９
９
５（
平
成

７
）年
に
完
成
し
、建
築
面
積
が
約
１
９
０
平
方

メ
ー
ト
ル
。
１
階
が
車
庫
で
、２
階
に
議
長
室
や

議
会
事
務
局
な
ど
３
部
屋
が
あ
っ
た
。

　

税
務
会
計
課
収
納
班
主
任
の
太
田
和
浩

（
49
）は
地
震
の
後
、
須
賀
町
の
自
宅
の
様
子

を
見
に
行
っ
た
帰
り
、庁
舎
前
庭
の
西
側
で
近

く
の
商
店
主
と
釜
石
に
到
達
し
た
津
波
の
高
さ

に
つ
い
て
会
話
し
て
い
た
。
そ
の
最
中
、背
後
で

佐
々
木
庸
介
さ
ん
の
声
を
聞
い
た
。
振
り
向
く

と
、す
で
に
土
煙
を
上
げ
て
津
波
が
迫
って
い
た
。

目
に
入
っ
た
高
い
場
所
が
西
棟
だ
っ
た
。
外
に
あ

る
金
属
製
の
階
段
を
一
気
に
駆
け
上
り
、２
階

で
一
番
手
前
の
議
員
控
室
に
飛
び
込
ん
だ
。
目

の
前
の
長
机
に
乗
っ
た
。
み
る
み
る
水
か
さ
が
増

し
て
く
る
。
浮
か
び
上
が
っ
た
ロッ
カ
ー
か
書
庫

の
よ
う
な
物
に
さ
ら
に
足
を
掛
け
る
と
、そ
の

ま
ま
天
井
に
手
が
着
い
た
。
天
井
板
を
ぶ
ち
抜

き
、屋
根
裏
に
よ
じ
登
っ
た
。
は
り
に
つ
か
ま
り
、

鉄
骨
の
上
に
立
っ
て
窓
の
外
を
流
れ
る
津
波
を

や
り
過
ご
し
た
。

　

同
班
主
査
の
祝
田
茂（
52
）も
庁
舎
前
に
し

ば
ら
く
い
た
後
、歩
い
て
５
分
ほ
ど
の
本
町
の
自

宅
と
の
間
を
往
復
。
役
場
へ
の
帰
り
道
、庁
舎

前
庭
の
西
側
に
差
し
掛
か
っ
た
と
た
ん
、「
津
波

だ
！
」と
い
う
男
性
の
切
迫
し
た
声
を
聞
い
た
。

祝
田
は
脇
目
も
振
ら
ず
、西
棟
の
外
階
段
へ
。

前
に
は
太
田
が
走
って
い
た
。
祝
田
は
２
階
北
端

の
議
会
事
務
局
に
駆
け
込
ん
だ
。「
２
階
だ
か

ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」。
だ
が
、初
め
北
側
の
窓
か

ら
見
下
ろ
せ
た
津
波
は
一
気
に
水
位
を
上
げ
、

出
入
り
口
の
引
き
戸
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
。

事
務
机
に
上
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、あ
ご
の
辺
り

ま
で
水
が
来
た
。
手
を
伸
ば
す
と
簡
単
に
天
井

板
が
外
れ
、太
田
と
同
じ
よ
う
に
屋
根
裏
で
水

が
引
く
の
を
待
っ
た
。

　
「
お
ー
い
、誰
か
ー
」。
議
長
室
を
挟
ん
だ
議

員
控
室
の
屋
根
裏
で
、太
田
が
声
を
上
げ
た
。

「
こ
こ
だ
ー
」。
祝
田
が
応
え
、そ
ろ
っ
て
２
階
に

下
り
た
。
中
央
棟
の
北
側
増
築
部
分
の
廊
下
に

出
た
と
こ
ろ
で
、暖
を
取
る
た
め
に
燃
や
せ
る
も

の
を
探
し
に
来
た
、屋
上
の
避
難
者
た
ち
と
出

会
っ
た
。

　

祝
田
は
地
震
の
直
後
、い
つ
の
間
に
か
背
広
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
職
員
用
防
災
手
帳
を
忍
ば
せ
て
い

た
。
庁
舎
前
で
読
み
返
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

災
対
本
部
を
高
台
に
置
く「
シ
ナ
リ
オ
」
を
自

覚
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
津
波
で
、太
田
は
母

＝
当
時（
70
）＝
を
、祝
田
は
母
＝
同（
77
）＝
と

妻
＝
同（
42
）＝
を
亡
く
し
た
。い
ず
れ
も
、太

田
と
祝
田
が
安
否
を
確
か
め
に
行
っ
た
後
、在

宅
し
続
け
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

続
く
過
酷
な
「
闘
い
」

　

当
時
役
場
に
い
た
と
み
ら
れ
る
職
員
約
50
人

の
う
ち
、22
人
が
屋
上
に
逃
げ
延
び
た
。

　

若
手
の
職
員
ら
は
水
が
引
い
た
後
、庁
舎
内

を
探
索
し
、流
れ
着
い
た
油
缶
や
木
の
切
れ
端
、

段
ボ
ー
ル
箱
に
入
っ
た
袋
菓
子
な
ど
を
拾
って
き

た
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
、油
缶
に
木
っ
端
を
突
っ

込
ん
で
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
起
こ
し
、ま
ん
じ
り
と

も
せ
ず
夜
を
明
か
し
た
。
誰
も
が
無
言
だ
っ
た
。

城
山
の
山
際
か
ら
発
生
し
た
火
災
は
上
町
や
末

広
町
で
延
焼
を
続
け
、夜
空
を
赤
々
と
焦
が
し

た
。
ボ
ー
ン
。
時
折
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
か

車
の
燃
料
タ
ン
ク
が
爆
発
す
る
音
だ
け
が
大
き

く
響
い
た
。

　

翌
朝
９
時
半
ご
ろ
、プ
ロ
ペ
ラ
が
二
つ
あ
る
航

空
自
衛
隊
の
大
型
輸
送
ヘ
リ
が
飛
来
し
た
。ヘ

リ
は
、早
朝
に
消
防
署
員
の
助
け
で
役
場
隣
接
の

「
小
笠
原
ビ
ル
」の
屋
上
に
移
っ
た
四
戸
や
周
辺

住
民
を
つ
り
上
げ
て
救
助
し
た
後
、庁
舎
の
約

１
０
０
メ
ー
ト
ル
東
に
着
陸
。
役
場
屋
上
の
職

忘
れ
ず
、
伝
え
る
　
旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か
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職員22人が逃げ延びた役場庁舎屋上（2018年６月14日撮影）。中央
のくぼみは避難時のたき火の痕

がれきが散乱する中央棟北側２階の会議室（2011年３月18日撮影）。
津波は天井近くまで達した

中央公民館の災対本部に設置された防災行政無線
の操作卓

員
た
ち
は
が
れ
き
の
中
を
歩
い
て
ヘ
リ
に
乗
り

込
み
、西
に
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
寺
野
地

区
の
屋
内
運
動
場
に
身
を
寄
せ
た
。
職
員
ら
は

疲
れ
切
っ
た
体
と
心
を
休
め
る
間
も
な
く
、城

山
の
学
務
課
や
生
涯
学
習
課
の
職
員
と
合
流
。

そ
の
後
、中
央
公
民
館
に
設
置
し
た
災
対
本
部

や
配
置
先
の
各
避
難
所
で
、長
く
過
酷
な「
闘

い
」に
身
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
。

検
証
結
果
を
生
か
し
て

　

町
役
場
は
多
く
の
職
員
を
庁
舎
内
外
で
亡

く
し
た
反
省
と
教
訓
を
、そ
の
後
の
津
波
対
策

に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
る
の
か
。

　

町
は
同
様
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を

目
的
と
し
て
、識
者
が
職
員
ら
へ
の
聴
き
取
り

を
基
に
作
成
し
た「
大
槌
町
東
日
本
大
震
災

検
証
報
告
書（
平
成
25
年
度
版
）」を
２
０
１
４

（
平
成
26
）年
に
、
旧
庁
舎
前
で
の
災
対
本
部

設
営
に
焦
点
を
当
て
た「
東
日
本
大
震
災
津
波

に
お
け
る
大
槌
町
災
害
対
策
本
部
の
活
動
に

関
す
る
検
証
報
告
書
」を
17（
同
29
）年
に
、そ

れ
ぞ
れ
公
表
。
こ
れ
ら
か
ら
抽
出
し
た
１
３
４

項
目
の
提
案
を
、18（
同
30
）年
度
改
訂
の
町
地

域
防
災
計
画
に
反
映
さ
せ
た
。

　

同
計
画
で
は
、前
述
の
よ
う
に
、津
波
警
報

か
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、直
ち
に

災
対
本
部
を
高
台
の
城
山
に
立
つ
中
央
公
民
館

に
設
置
し
て
全
職
員
を
集
め
る
こ
と
に
し
た
ほ

か
、次
の
よ
う
な
方
針
を
定
め
た
。

　

震
災
前
に
割
り
当
て
て
い
た
各
避
難
場
所
へ

の
職
員
配
置
を
廃
止
。
津
波
警
報
以
上
が
発

表
さ
れ
、行
程
上
、職
員
が
災
対
本
部
へ
安
全

に
移
動
で
き
な
い
場
合
は
参
集
し
な
い
。
い
ず

れ
も
当
該
避
難
場
所
や
災
対
本
部
な
ど
に
参

集
途
中
の
職
員
が
被
災
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
だ
。

　

住
民
に
対
し
て
は
、危
険
地
域
か
ら
の
素
早

い
避
難
を
促
す
た
め
、こ
れ
ま
で
津
波
警
報
以

上
で
発
令
し
て
い
た「
避
難
指
示
」
を
津
波
注

意
報
の
レ
ベ
ル
に
引
き
下
げ
、防
災
行
政
無
線

で
放
送
す
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、震
災
後

に
本
格
運
用
が
始
ま
っ
た
国
の
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）で
は
、緊
急
地
震
速
報

や
津
波
注
意
報
以
上
が
発
表
さ
れ
れ
ば
、自
動

的
に
防
災
行
政
無
線
が
起
動
し
、サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
と
高
台
避
難
を
呼
び
掛
け
る
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
る
。

「
不
変
の
教
訓
」
伝
え

　

町
は
ま
た
、正
職
員
な
ど
を
対
象
に
、中
央

公
民
館
で
の
災
対
本
部
設
置
や
防
災
行
政
無

線
の
緊
急
放
送
操
作
手
順
を
学
ぶ
防
災
研
修

会（
県
総
合
防
災
室
、盛
岡
地
方
気
象
台
と
共

同
）を
震
災
後
２
回
実
施
。
同
公
民
館
で
は
18

年
度
、旧
図
書
室（
約
１
４
７
平
方
メ
ー
ト
ル
）

を
津
波
時
な
ど
に
使
用
す
る
災
対
本
部
と
し

て
改
修
し
、防
災
行
政
無
線
の
操
作
卓
や
衛
星

携
帯
電
話
、会
議
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
る
。

　

災
害
時
に
職
員
が
迅
速
に
初
動
体
制
を
確

立
で
き
る
よ
う
、町
地
域
防
災
計
画
の
該
当
部

分
を
分
か
り
や
す
く
要
約
し
た
手
引
き「
大

槌
町
災
害
時
職
員
初
動
マニュア
ル
」も
14
年
に

作
成
さ
れ
た
。
Ａ
３
紙
両
面
と
Ａ
４
紙
片
面
に
、

地
震・津
波
と
風
水
害
の
場
合
に
分
け
て
初
動

対
応
の
流
れ
な
ど
を
掲
載
。
新
年
度
の
初
め
に

は
、同
マ
ニュ
ア
ル
を
教
材
に
新
採
用
職
員
や
応

援
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
い
て
い
る
。

　

あ
の
日
、自
身
も
旧
庁
舎
周
辺
に
い
て
、か
ろ

う
じ
て
津
波
か
ら
逃
れ
た
町
役
場
危
機
管
理
室

の
田
中
恭
悦
室
長（
58
）は「
職
員
も
必
ず
逃
げ

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、不
変
の
教
訓
と

し
て
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
」と

話
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、災
対
本
部
が
設
置
さ

れ
る
町
役
場
へ
の
参
集
を
定
め
た
当
時
の
地
域

防
災
計
画
に
従
っ
た
が
た
め
に
、多
く
の
職
員
が

殉
職
し
た
と
言
って
も
過
言
で
は
な
い
。
町
が
作

る
災
害
対
応
の
仕
組
み
に
対
し
て
、今
後
も
検

証
を
基
に
し
た
不
断
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

（
取
材
／
主
に
２
０
１
８
年
７
、８
月
）

2011年3月11日 東日本大震災の津波により被災。犠牲になった職員39
人のうち28人が庁舎内外にいた

2018年６月４日 髙橋英悟氏らが解体の執行停止を求める２度目の住民監
査請求を提起

2012年10月
町は職員遺族と職員に「旧役場庁舎の今後のあり方」に
関するアンケートを実施。対象者は遺族40人、職員247
人。解体すべきという回答が約半数を占めた

2013年3月15日
大槌町旧役場庁舎検討委員会が碇川豊町長に対し、鎮
魂の場づくりや防災教育の実施を提言する報告書を提出
し、活動を終了

2017年12月8日 町長が12月議会の行政報告で、「来年３月定例会で解体
予算を補正予算として計上する方向で調整したい」と報告

2018年2月10日
旧役場庁舎の保存を求める住民団体「おおづちの未来と
命を考える会」が発足。旧庁舎前で設立集会を開き、町
長が来賓として出席

2018年2月17日
旧役場庁舎の解体予算計上に関する住民説明会を開催。
参加者71人。発言者14人中、賛成7人、反対5人、中立
1人、「時期尚早」1人

2018年3月15日
平成30（2018）年度当初予算可決後に、旧役場庁舎の
解体予算に関する補正予算案を追加議案として上程。７
対６で可決

2018年5月28日
「おおづちの未来と命を考える会」代表髙橋英悟氏が解
体予算の計上が不当などとして、解体の執行停止を求め
る住民監査請求を提起

2018年6月1日 定例記者会見で、町長が18日ごろ解体工事に着手する
方針を表明／５月28日付の住民監査請求が却下される

2018年6月11日 髙橋英悟氏が大槌町旧庁舎の解体工事の差し止めを求
める仮処分命令申立書を盛岡地裁に提出

2018年6月21日 町が建設リサイクル法に基づく県への工事事前通知を怠
っていたことが発覚し、解体工事を中断

2019年2月21日 職員遺族２組が町に第三者委による職員の死亡状況調査
などを求める要望書を提出

2019年3月11日 旧庁舎跡地で、町職員と職員遺族合同の初の追悼式を
営む。８世帯10人の遺族が出席

2019年3月2日 解体工事（現場作業）終了

2018年7月9日 町議５人が解体工事の一時執行停止を求めた臨時議会
で、解体工事執行停止の議案が反対多数で否決

2018年7月26日
旧役場庁舎の解体は震災遺構の価値を見誤った行為で
あるなどとして、解体予算の執行に対して必要な措置を
講じるよう住民が申し立てていた６月４日付の監査請求に
ついて、町の監査委員が請求を棄却・却下

2018年8月1日
町が2016年８月から翌年にかけて行った震災の検証作
業（17年7月公表の「検証報告書」）で役場職員から聞
き取った内容を記録したメモや録音データなどの資料を、
担当者が廃棄していたことが発覚

2018年8月17日
「おおづちの未来と命を考える会」の髙橋英悟氏ら２人は、
町長に対して、震災遺構としての価値が十分に検証され
ていないなどとして、解体工事の差し止めを求める住民
訴訟を盛岡地裁に提起

2018年7月2日
髙橋英悟氏ら仮処分申し立てを取り下げ。町の手続き不
備で工事再開のめどが立っていないことから「緊急度が
薄れ、工事を止めるという所期の目的を達した」

2018年6月12日 旧役場庁舎の解体工事（足場設置）着手

2019年1月17日 盛岡地裁が原告の請求を退ける判決

2019年1月19日 解体工事再開

2019年3月18日 旧庁舎跡地の緑地整備工事に着手

2019年6月28日 緑地整備工事終了

2013年3月28日 碇川町長が臨時記者会見で「旧役場庁舎正面部分を一
部保存する方向で検討する」意向を表明

2014年3月28日 町は「大槌町東日本大震災検証報告書（平成25年度版）」
を公表

2017年7月20日 町は「東日本大震災津波における大槌町災害対策本部
の活動に関する検証報告書」を公表

2014年4月10日 旧庁舎の一部解体工事に着手。同年7月末に完了し、中
央棟を除く3棟、総床面積の約7割を解体した

2014年8月26日
復興交付金を活用した大槌町震災遺構保存調査事業を
開始。旧役場庁舎の被害状況を詳細に把握し、震災遺構
としての保存方法を検討することなどが目的で、2016年
３月に報告書を提出

2015年10月22日
８月28日に就任した平野公三町長が、議会全員協議会と
臨時記者会見で年度内の旧庁舎解体を目指す方針を発
表。「保存コストがかかり、建物を見たくない住民感情に
も配慮する必要がある」とした

2015年12月4日
大槌高校の生徒105人でつくる復興研究会が「旧役場
庁舎の取扱いの早期決定回避についての要望書」を町
長に提出。全校で議論し、町に提案する時間が欲しいと
の内容

2015年12月15日
町議会12月定例会の２日目、町長が当定例会への旧役
場庁舎解体予算提案を行わないことを発表。「本定例会
には提案しないが、解体の気持ちに一点の曇りもなく、早
期に解体予算の提案をしていく」

2015年12月8日
議会全員協議会と定例記者会見で、平野町長が旧役場
庁舎の解体予算を町議会12月定例会に提案する方針を
発表

2016年
4月18日〜28日

東日本大震災復興まちづくり特別委員会（町議会特別委
員会）が旧役場庁舎の保存をテーマに、町内17カ所で住
民との意見交換会を実施。参加者144人

2015年11月

「中心市街地と旧役場庁舎のあり方」に関する町長との
意見交換会を、商工観光関係者、アーカイブ関係者、一
般社団法人おらが大槌夢広場、大槌高校生との間でそれ
ぞれ開催。商工観光関係者11人のうち解体が4人、保
存が３人、寺院住職３人を含むアーカイブ関係者６人のう
ち解体が1人、保存が５人、大槌高校生10人全員が保存
を求め、おらが大槌夢広場は「答えが出ない」

2012年12月
2013年2月 旧庁舎保存に関する町民からの意見・提言を募集

旧役場庁舎を巡る経過　保存と解体の間で揺れる

　大槌町旧役場庁舎は２０１９（平成31）年１月、建物の存廃を巡って住民の意見が割れる中、解体された。15（同27）年８月に就
任した平野公三現町長は「旧庁舎を見たくない人の心情に寄り添う」などとして解体の方針を貫き、震災遺構としての価値を主張
する一部住民が解体差し止めを求めて訴訟を起こす事態にまで至った。被災から解体までのいきさつを年表で振り返る。

忘
れ
ず
、
伝
え
る
　
旧
庁
舎
で
何
が
あ
っ
た
か
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町民らの聞き取りでまとめられた『生きた証』

　

震
災
で
逝
っ
た
一
人
一
人
を
忘
れ
な
い

た
め
に
。
官
民
共
同
で
記
憶
の「
風
化
に

抗
う
」三
つ
の
取
り
組
み
。

納
骨
堂

　

被
災
地
最
多
の
身
元
不
明
者
の
遺
骨

を
安
置
。
遺
族
を
は
じ
め
誰
も
が
共
に

祈
り
を
捧
げ
、亡
き
人
を
思
う
。

　
２
０
１
７（
平
成
29
）年
２
月
19
日
、城

山
の
町
中
央
公
民
館
の
隣
接
地
に
完
成

し
た「
納
骨
堂
」で
、東
日
本
大
震
災
の

津
波
に
よ
る
身
元
不
明
の
遺
骨
70
体
の

納
骨
式
が
行
わ
れ
た
。
当
時
、町
役
場

総
合
政
策
課
で
納
骨
堂
建
設
を
担
当
し

て
い
た
中
村
彬
良
は
、骨
壷
を
一
つ
一
つ

納
め
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
の
思
い
が
去
来

し
、涙
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

納
骨・慰
霊
の
場
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
の
は
、13

（
同
25
）年
10
月
の
こ
と
。

　
「
大
槌
町
に
は
町
営
墓
地
が
な
い
た
め
、

身
元
不
明
の
ご
遺
骨
を
安
置
す
る
場
所

が
必
要
だっ
た
の
で
す
」と
中
村
は
話
す
。

大
槌
町
で
は
津
波
後
に
大
規
模
な
火
災

が
発
生
、遺
体
の
損
傷
が
激
し
か
っ
た
た

め
、Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
困
難
な
遺
骨
が
多

く
、町
内
３
カ
所
の
寺
院
に
保
管
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
数
は
全
被
災
地
で
最
多
と

さ
れ
る
。
月
命
日
な
ど
で
は
３
カ
所
全
て

を
巡
る
遺
族
も
い
た
。

　

町
は
、翌
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
議

会
全
員
協
議
会
で
整
備
方
針
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
が
、議
員
か
ら
納
骨
と
慰

霊
の
要
素
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
必

要
な
の
か
、高
台
の
城
山
は
高
齢
者
に
は

行
き
に
く
い
な
ど
の
意
見
が
出
た
と
い
う
。

し
か
し
、意
見
の
集
約
が
な
か
な
か
で
き

ず
、仏
教
関
係
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

も
行
わ
れ
た
。

　

中
村
は
、町
と
議
会
の
調
整
役
と
し

て
、長
い
時
間
を
か
け
て
話
し
合
っ
た
。

時
に
は
、遺
族
や
遺
骨
を
保
管
し
て
い
る

寺
院
の
住
職
に
も
話
を
聞
い
た
。

　
「
計
画
が
進
ま
な
く
て
も
、納
骨
堂
は

要
ら
な
い
と
思
う
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

計
画
が
具
体
的
に
な
って
く
る
と
、震
災

と
の
向
き
合
い
方
、ど
の
よ
う
に
弔
って
い

く
の
か
、新
た
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

て
く
る
の
で
す
」

　

多
く
の
人
が
弔
い
に
対
す
る
深
い
思
い

を
抱
い
て
い
る
証
拠
で
も
あ
っ
た
。

　

建
物
に
関
し
て
は
、温
か
み
が
感
じ
ら

れ
る
木
造
に
し
、開
放
性
に
も
配
慮
。
長

期
に
わ
た
り
管
理
し
て
い
く
こ
と
も
考
え

た
設
計
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、七
回
忌
を

迎
え
る
直
前
に
完
成
し
、納
骨
式
が
催

さ
れ
た
。
今
後
は
追
悼
な
ど
の
式
典
に

も
利
用
さ
れ
る
と
い
う
。

　

そ
の
後
、中
村
は
他
部
署
へ
異
動
し

た
が
、定
期
的
に
納
骨
堂
に
足
を
運
ぶ
。

「
花
束
が
供
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

納
骨
堂
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
実
感
す
る
」と
話
す
。

　

納
骨
式
の
後
、身
元
が
判
明
し
、名
前

を
取
り
戻
し
た
遺
骨
も
あ
り
、現
在
は

61
体
の
遺
骨
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

鎮
魂
の
森

　

記
憶
の
風
化
を
防
ぎ
、追
悼
の
場
と

し
て
の
役
割
も
果
た
す
、祈
り
の
森
を

整
備
す
る
。

　
「
鎮
魂
の
森
」は
、津
波
で
犠
牲
と
な
っ

た
町
に
関
係
す
る
全
て
の
人
々
の「
追
悼

と
鎮
魂
の
祈
り
の
場
」と
し
て
、２
０
１
２

（
平
成
24
）年
か
ら
検
討
が
始
ま
り
、整

備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
須
賀
町
の

一
帯
に
、①
追
悼
の
場
②
復
興
の
広
場

③
花
の
森
④
記
憶
の
森
⑤
望
海
の
場
―

―
の
五
つ
の
ゾ
ー
ン
が
造
ら
れ
る
予
定
だ
。

　

17（
同
29
）年
度
に
は
基
本
計
画
の
検

討（
有
識
者
委
員
会
に
お
け
る
審
議
）が

行
わ
れ
た
。
そ
の
一
環
で
町
民
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
説
明
会
、意
見
交

換
会
を
開
催
。
小
中
学
生
と
高
校
生
を

対
象
に
５
回
、一
般
町
民
対
象
に
２
回
の

計
７
回
行
わ
れ
た
。

　

担
当
す
る
町
役
場
総
合
政
策
課（
取

材
当
時
）の
主
事・山
﨑
鮎
子
は
、「
小
学

生
か
ら
は
遊
具
が
欲
し
い
。
一
般
か
ら

は
、町
民
や
観
光
客
の
た
め
に
大
槌
駅
か

ら
鎮
魂
の
森
と
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
お

し
ゃっ
ち
を
つ
な
ぐ
散
歩
コ
ー
ス
を
造
る
の

は
ど
う
か
、地
域
に
昔
か
ら
生
育
す
る
ク

ロマツ
な
ど
を
植
え
て
ほ
し
い
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
」と
話
す
。
多

く
の
人
が
求
め
た
の
は
、「
日
常
的
に
来
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
。
震
災
を
感
じ
て
ほ

し
い
が
、暗
い
場
所
で
は
な
く
明
る
い
場

所
で
あ
って
ほ
し
い
」だっ
た
と
も
い
う
。

　

計
画
検
討
委
員
会
の
委
員
と
し
て
参

加
し
た
町
民
の
越
田
征
男
さ
ん
は
、「
犠

牲
者
の
魂
を
鎮
め
、町
民
の
心
を
慰
め
る

場
所
と
し
て
本
当
に
必
要
な
こ
と
は
何

な
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
。
さ
ら
に
、

町
外
の
方
に
は
東
日
本
大
震
災
に
つい
て

考
え
る
き
っ
か
け
の
場
所
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

　

計
画
は
現
在
も
進
行
中
だ
。
今
西

潤
一
郎
さ
ん
は
、大
阪
府
箕
面
市
か
ら

派
遣
さ
れ
、技
師
と
し
て
携
わ
って
い
る
。

「
鎮
魂
の
森
に
は
木
々
が
植
樹
さ
れ
、モ

ニュメ
ン
ト
な
ど
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
、

長
期
間
に
わ
た
り
、維
持
管
理
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。
維
持
管
理
に
手
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
完

成
後
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

甚
大
な
被
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
鎮
魂
の
森
は
、19
年
度
か
ら
整
備

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

生
き
た
証

　

犠
牲
者
の
人
生
を
回
顧
録
に
。６
２
１

人
分
の『
生
き
た
証
』事
業
。　

　

町
の
犠
牲
者
の
ほ
ぼ
半
数
に
当
た
る

６
２
１
人
の
生
き
ざ
ま
や
被
災
状
況
な

ど
を
収
録
し
た
類
例
の
な
い
刊
行
事
業

が
、２
冊
の
回
顧
録『
生
き
た
証あ

か
し
』だ
。

２
０
１
６（
平
成
28
）年
度
と
翌
17
年
度

に
１
冊
ず
つ
出
版
さ
れ
、前
者（
Ａ
５
判・

１
０
４
７
㌻
）に
５
４
５
人
、後
者（
同・

１
６
７
㌻
）に
76
人
を
掲
載
。
生
前
の
居

住
地
別
に
氏
名
と
顔
写
真
、震
災
ま
で

の
人
生
や
当
日
の
行
動
、遺
族
に
よ
る
追

悼
の
言
葉
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

同
事
業
は
震
災
３
年
後
の
14（
同
26
）

年
か
ら
、官
民
一
体
で
実
行
委
員
会
を

組
織
す
る
な
ど
し
て
展
開
。
名
簿
な
ど

を
基
に
遺
族
を
訪
ね
、地
域
の
顔
役
と

な
る
町
内
会
関
係
者
ら
が
故
人
の
軌
跡

を
直
接
聞
き
取
って
文
章
に
起
こ
し
た
。

　

担
当
し
た
町
役
場
総
合
政
策
課（
当

時
）の
中
村
彬
良
は
、「
一
か
ら
作
り
上

げ
る
難
し
さ
と
、ご
遺
族
一
人
一
人
に
寄

り
添
い
、傷
つ
け
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る

緊
張
感
が
常
に
あ
っ
た
」と
話
す
。
聞
き

取
り
の
方
法
に
つい
て
実
行
委
員
と
の
間

で
慎
重
に
議
論
を
重
ね
、「
人
の
つ
な
が

り
が
強
い
大
槌
町
だ
か
ら
で
き
た
」。

　

最
初
は「
震
災
を
思
い
出
し
た
く
な
い
」

と
聞
き
取
り
を
辞
退
し
た
も
の
の
、「
大

切
な
人
の
生
き
た
証
し
を
残
し
た
い
」と

気
持
ち
が
変
化
し
た
遺
族
も
い
た
。
遺

族
自
ら
聞
き
取
り
を
し
た
り
、大
手
新

聞
社
が
協
力
し
た
り
し
た
官
民
連
携
の

事
業
。
同
回
顧
録
を
唯
一
の
遺
品
と
し

て
故
人
の
仏
壇
に
納
め
る
遺
族
も
い
る
。

鎮魂の森基本計画のイメージスケッチ（今後の設計段階で変更可能性あり）

震災七回忌を迎える直前に営まれた納骨式

風
化
に
抗
う3

3

5 2
1

4

4
郷土財活用エリア
（別途検討中） 

かさ上げ市街地

防潮堤

三陸鉄道リアス線大槌川

忘
れ
ず
、
伝
え
る
　
風
化
に
抗
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保存派男性

保存派女性

38%

62%

解体派男性

解体派女性
82%

18%

■ 図11–1　保存を主張する町民の性別内訳（総数106）

被災から８年近くを経て、解体される旧役場庁舎（2019年１月19日撮影）

■ 図11–2　解体を主張する町民の性別内訳（総数108）

　

震
災
後
、負
の
記
憶
の
象
徴
と
し
て
内

外
か
ら
注
目
さ
れ
た
旧
役
場
庁
舎
が
、

あ
の
日
か
ら
７
年
8
カ
月
を
経
て
、解
体

さ
れ
た
。
町
民
の
方
々
に
とって
は
、「
やっ

と
」な
の
か
、「
と
う
と
う
」な
の
か
。
し

か
し
、解
体
に
よって
、町
の
課
題
に
決
着

は
何
も
つ
い
て
い
な
い
。
む
し
ろ
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
への
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
、

ど
れ
だ
け
の
町
民
が
意
識
で
き
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
そ
こ
で
、解
体
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
で
見
ら
れ
た
住
民
の
葛
藤
を
整
理
し
、

新
た
な
大
槌
町
を
生
み
出
す
契
機
と
な

る
よ
う
願
い
、以
下
考
察
す
る
。

　

筆
者
は
、議
論
が
再
燃
し
た
２
０
１
６

（
平
成
28
）年
か
ら
２
年
間
、旧
庁
舎
に

向
け
ら
れ
る
ま
な
ざ
し
と
そ
の
理
由
を
、

固
有
で
多
様
な
一
人
一
人
の
人
生
を
分

析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
た
め
、総

勢
２
６
０
人
を
超
え
る
町
民
に
聞
き
取

り
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、震
災
時

に
50
代
か
ら
70
代
前
半
だ
っ
た
人
た
ち

の
主
張
に
、一
定
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

保
存
派
、
女
性
に
多
く

　

ま
ず
、保
存
を
望
む
人
た
ち
の
声
は
、

「
一
人
の
死
を
皆
の
死
と
捉
え
、生
き
て

い
く
指
針
と
し
て
」（
吉
里
吉
里
地
区・

50
代
女
性
）、「
今
後
、何
を
目
玉
に
し

大
槌
町
「
元
気
な
ご
近
所
づ
く
り
事
業
」
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

坂
口 

奈
央

て
食
って
い
く
の
か
。
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
」（
沢
山
地
区・60
代
女
性
）に
整

理
さ
れ
、特
に
女
性
に
多
い
意
見
だ
っ
た
。

　

な
ぜ
こ
の
世
代
の
女
性
が
、震
災
遺
構

の
価
値
を
前
向
き
に
捉
え
て
い
た
の
か
。

震
災
遺
構
と
し
て
も
う
一
つ
注
目
さ
れ

た
、釜
石
市
の
観
光
船「
は
ま
ゆ
り
」号

が
赤
浜
地
区
の
民
宿
に
乗
り
上
げ
た
印

象
的
な
光
景
を
復
元
さ
せ
よ
う
と
し
た

際
に
、婦
人
会
メ
ン
バ
ー
が
観
光
や
雇
用

創
出
と
い
う
意
義
を
主
張
し
た
理
由
と

も
重
な
る
。
こ
の
主
張
の
背
景
に
は
、夫

の
職
業
が「
板
子
一
枚
下
は
地
獄
」
と

言
わ
れ
た
北
洋
サ
ケ・マ
ス
漁
の
乗
組
員

で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
、日
常
生
活
の

中
で
夫
の
死
を
意
識
し
な
が
ら
生
き
て

き
た
女
性
の
姿
が
あ
る
。
１
９
８
５（
昭

和
60
）年
の
統
計
に
よ
る
と
、配
偶
者
と

死
別
し
た
町
の
女
性
の
割
合
は
、２・35

％
を
示
す
な
ど
、岩
手
県
平
均
や
沿
岸

市
町
と
比
べ
て
倍
近
く
高
く
、当
時
、小

中
学
校
の
卒
業
生
名
簿
の
保
護
者
欄
に

は
女
性
の
名
前
が
多
数
を
占
め
て
い
た

こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

震
災
遺
構
を
町
の
核
に

　

こ
の
た
め
、保
存
を
主
張
す
る
50
代

以
上
70
代
前
半
世
代
の
女
性
は
、世
帯

主
と
し
て
、ま
た
は
、不
安
定
な
夫
の
収

旧
庁
舎
へ
の
ま
な
ざ
し
―
―

保
存
と
解
体
、二
つ
の
論
理
の
背
景
に
あ
る
も
の

引
用
し
て
い
た
。「
マ
ス
コ
ミ
も
い
ち
い
ち

騒
ぎ
過
ぎ
。
外
野
に
と
や
か
く
言
わ
れ

る
こ
と
が
恥
だ
し
、そ
れ
が
後
世
に
何
を

伝
え
ら
れ
る
の
か
」（
赤
浜・60
代
男
性
）。

「
恥
」
と
表
現
す
る
そ
の
社
会
的
背
景

と
住
民
の
心
意
に
迫
る
。

　

ま
ず
は
、「
恥
」
と
い
う
用
語
の
反
意

語
に
あ
た
る「
誇
り
」
を
形
成
し
て
き

た
時
代
に
着
目
す
る
。
高
度
経
済
成
長

に
伴
う
漁
港
の
大
規
模
な
近
代
化
工
事

が
進
み
、北
洋
サ
ケ・マ
ス
漁
と
と
も
に
魚

市
場
の
水
揚
げ
が
10
～
20
億
円
へ
推
移

す
る
１
９
６
０（
昭
和
35
）年
か
ら
75（
同

50
）年
前
後
の
社
会
の
動
き
を
見
て
い
く
。

こ
の
期
間
は
、震
災
時
50
代
か
ら
70
代

前
半
の
男
性
が
青
少
年
期
を
過
ご
し
た

時
代
で
、い
わ
ゆ
る「
大
槌
プ
ラ
イ
ド
」が

形
成
さ
れ
た
と
言
って
よ
い
。

　
「
大
槌
プ
ラ
イ
ド
」の
原
点
は
、漁
業

に
あ
る
。
遠
洋
船
に
乗
れ
ば
、18
歳
で
一

軒
家
が
建
つ
と
い
わ
れ
た
時
代
で
、こ
の

世
代
の
男
性
に
と
っ
て
漁
業
は
、一
獲
千

金
を
実
現
す
る
大
槌
の
誇
り
だ
っ
た
。
一

方
、一
家
に
１
台
テ
レ
ビ
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
72（
同
47
）年
、職
業
の
選

入
を
補
う
た
め
の
労
働
に
従
事
し
、夕

食
づ
く
り
な
ど
の
家
事
が
お
ろ
そ
か
に

な
り
が
ち
だ
っ
た
と
い
う（
１
９
８
０
年

の
町
の
成
人
女
性
就
業
率
は
８
割
に
及

ぶ
）。
ま
た
、ご
み
捨
て
場
の
管
理
や
規

範
形
成
、交
通
安
全
活
動
な
ど
、遠
洋

漁
業
で
留
守
に
す
る
男
た
ち
に
代
わ
って

地
域
を
守
り
、に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

活
動
を
主
体
的
に
担
っ
て
い
た
の
が
、こ

の
世
代
の
女
性
で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
、

労
働
だ
け
で
な
く
地
域
活
動
も
含
め
て

精
力
的
に
行
う
こ
と
を「
稼
ぐ
」と
い
う

言
葉
で
表
現
す
る
な
ど
、「
稼
ぐ
」
行
為

を
介
し
て
、生
活
上
の
辛
苦
を
乗
り
越

え
る
経
験
知
が
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
た
。

　

こ
の
よ
う
な
性
別
で
分
析
す
る
こ
と

に
ジ
ェン
ダ
ー
論
的
批
判
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、漁
村
に
生
き
る
女
性

の
日
常
を
見
る
と
、男
性
の
生
産
構
造

に
伴
う
従
属
性
や
抑
圧
は
な
く
、む
し
ろ

一
目
置
か
れ
た
存
在
と
し
て
生
き
生
き

と
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
世
代
の
女
性
は
、

ウ
ミ
と
オ
カ
の
性
別
役
割
分
業
を
し
た

た
か
に
、し
な
や
か
に
、た
く
ま
し
く
生

き
抜
い
て
き
た
。こ
う
し
た
経
験
知
か
ら
、

上
記
の
世
代
の
女
性
は
、震
災
遺
構
を

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
捉
え
る
こ
と
で
、非

常
時
を
乗
り
越
え
る
原
動
力
に
変
換
し

て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

「
恥
じ
て
」
解
体
望
む

　

一
方
で
解
体
を
望
む
人
の
傾
向
も
ま

た
、震
災
時
50
代
か
ら
70
代
前
半
世
代

に
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、同
世
代

の
男
性
の
多
く
が
解
体
の
理
由
に「
恥
」

と
い
う
象
徴
的
な
言
葉
を
次
の
よ
う
に

択
肢
が
広
が
り
、個
人
所
得
も
５
年
間

で
４
倍
に
増
え
、製
鉄
所
勤
務
を
は
じ

め
と
す
る「
釜
石
稼
ぎ
」な
ど
、経
済
的

に
も
精
神
的
に
も
安
定
し
た
オ
カ
仕
事

へ
加
速
的
に
シ
フ
ト
し
た
。
こ
う
し
て
、

こ
の
世
代
の
男
性
の
中
に
は
、首
都
圏
で

貿
易
会
社
や
水
産
加
工
の
流
通
業
を
起

業
す
る
な
ど
、都
会
で
の
勝
負
に
出
る
人

も
少
な
く
な
か
っ
た
。

挫
折
経
て
誇
り
再
構
築

　

し
か
し
、現
実
は
厳
し
い
。こ
の
世
代
の

男
性
に
とって「
恥
」に
つ
な
が
る
忸じ

く

怩じ

た

る
体
験
は
、75（
同
50
）年
頃
か
ら
始
ま
っ

た
三
陸
沿
岸
を
襲
っ
た
社
会
変
動
で
あ

る
。
新
日
鉄
釜
石
の
経
営
合
理
化
に
伴

う
事
業
縮
小
に
始
ま
り
、オ
イ
ル
シ
ョッ
ク

や
２
０
０
海
里
問
題
の
影
響
で
、漁
業
者

で
に
ぎ
わ
い
発
展
し
た
商
店
の
数
は
、最

も
多
か
っ
た
76（
同
51
）年
に
対
し
10
年

後
に
は
１
２
５
店
が
閉
店
、販
売
総
額
は

10
分
の
1
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　

上
京
し
て
い
た
こ
の
世
代
の
男
性
は
、

実
家
か
ら
稼
業
の
立
て
直
し
に
対
す
る

忘
れ
ず
、
伝
え
る
　
寄
稿
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■ 図11–3　旧庁舎の在り方について（総数263）　2016〜18年調査

一貫して保存または解体

意見が変化・揺れている

どうでもよい

54%41%

5%
内訳
（変化）保存→解体
（変化）保存→どちらともいえない
（変化）どちらともいえない→保存
（変化）どちらともいえない→解体
（変化）解体→保存
（変化）解体→どちらともいえない
どちらともいえない・迷っている 

0%
2.61%
4.35%
0.87%
8.70%
 9.57%
14.78%

切
実
な
訴
え
を
受
け
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
、生

活
立
て
直
し
へ
の
覚
悟
を
繰
り
返
し
迫

ら
れ
た
。
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
安
渡
の

60
代
男
性
は
、「
都
会
み
た
い
に
外
の
人

を
入
れ
ず
に
、地
域
の
中
で
何
と
か
し
よ

う
と
し
て
、大
変
な
時
な
の
に
足
の
引
っ

張
り
合
い
。
そ
の
結
果
、か
ま
け
ぇ（
夜

逃
げ
）し
ち
ゃ
う
」。
75（
同
50
）年
の
大

槌
町
個
人
所
得
は
、沿
岸
14
市
町
村
平

均
よ
り
も
高
か
っ
た
が
、２
０
０
３（
平
成

15
）年
に
は
、県
平
均
よ
り
65
万
円
低
く
、

ま
た
沿
岸
市
町
村
の
平
均
も
下
回
っ
た
。

彼
ら
は
、低
迷
す
る
地
域
経
済
の
代
わ

り
に
、自
主
防
災
組
織
の
発
足
な
ど
地

域
住
民
と
つ
な
が
る
組
織
的
活
動
を
積

極
的
に
仕
掛
け
る
な
ど
、大
槌
町
の
誇

り
を
、人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
再
構
築
し

よ
う
と
尽
力
し
て
き
た
。

旧
庁
舎
に
敗
北
感
重
ね

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、震
災
時
60
代

前
後
の
世
代
の
男
性
に
とって
震
災
と
は
、

多
様
な
支
援
者
が
介
入
し
た
こ
と
で
大

槌
が
新
し
い
町
に
生
ま
れ
変
わ
る
契
機

に
な
り
得
た
。
そ
こ
に
水
を
差
す
格
好

と
な
っ
た
の
が
、旧
庁
舎
を
巡
る
議
論
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
震
災
遺
構
の
価
値
は
、

脅
威
を
一
目
で
伝
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
あ

る
。
し
か
し
、旧
庁
舎
で
多
数
の
職
員
が

犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
や
解
体
を
巡
る
行
政

の
不
手
際
が
震
災
遺
構
の
価
値
と
混
交

し
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
で
全
国
的
な
注

目
を
集
め
た
結
果
、「
保
存
は
正
義
」と

い
う
論
点
に
す
り
替
わって
いっ
た
。

　
特
に
、生
活
が
根
こ
そ
ぎ
変
わ
る
経

験
と
覚
悟
を
重
ね
て
き
た
こ
の
世
代
の

男
性
ほ
ど
、旧
庁
舎
被
災
を
発
端
に
し

た
一
連
の
過
程
に
よ
っ
て
、地
域
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
根
底
か
ら
否
定
さ
れ

た
よ
う
な
心
境
と
な
り
、結
果「
恥
」と

い
う
象
徴
的
な
言
葉
で
解
体
を
強
く
主

張
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
旧
庁
舎
は
、ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
社
会
変
動
を
生
き
抜
く

中
で
経
験
し
た
二
重
の
敗
北
感
や
葛
藤

が
映
し
出
さ
れ
た
象
徴
に
見
え
た
。
震

災
遺
構
は
、防
災
や
減
災
の
た
め
の
伝
承

と
い
う
観
点
が
重
要
視
さ
れ
る
が
、生
活

者
と
い
う
視
点
で
捉
え
た
と
き
、住
民
が

自
ら
の
暮
ら
し
と
こ
れ
ま
で
の
生
き
ざ
ま

と
い
う
脈
絡
の
中
で
遺
構
を
観
察
し
て
い

る
こ
と
が
、こ
の
問
題
を
通
じ
て
明
ら
か

に
な
っ
た
。

揺
れ
る
ま
な
ざ
し

　
さ
ら
に
、保
存
派
と
解
体
派
の
ど
ち
ら

に
も
共
通
す
る
思
い
は
、「
し
が
ら
み
の
な

い
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」で
あ
る
。
町
民

は
、時
間
が
経
過
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、そ

う
し
た
自
ら
の
思
い
を
旧
庁
舎
の
あ
り

方
に
重
ね
合
わ
せ
て
苦
悩
し
て
い
る
こ
と

が
、図
11–

３
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

特
に
、議
論
が
再
び
動
い
た
２
０
１
６（
平

成
28
）年
以
降
、旧
庁
舎
に
対
す
る
ま
な

ざ
し
が
揺
れ
て
い
る
、ま
た
は
変
化
し
た

町
民
が
４
割
い
た
こ
と
は
、特
筆
す
べ
き

点
で
あ
る
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
震
災
時
60
代
前

後
の
世
代
は
、復
興
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

精
力
的
に
活
動
し
、住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
実
績
を
重
ね
て
き
た
。

そ
ん
な
彼
ら
の「
恥
の
場
」と
い
う
物
言

い
は
、一
聴
す
る
と
直
感
的
で
感
受
性

が
高
い
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
が
、葛
藤
と

覚
悟
を
何
度
も
重
ね
て
き
た
生
活
経
験

を
基
に
社
会
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、

他
者
を
十
分
に
納
得
さ
せ
る
生
活
者
と

し
て
の
正
当
性
が
あ
る
。
そ
ん
な
生
活

者
の
論
理
は
、複
雑
に
見
え
る
が
、実
は

と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
の
で
あ
る
。
震
災
遺

構
を
巡
って
町
を
二
分
す
る
論
争
と
な
っ

た
が
、そ
れ
も
ま
た
大
槌
町
ら
し
い
、新

た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
通
過
点
の
一
つ
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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国土地理院
※津波遡上高
痕跡高…痕跡高最大13.7m（安渡）（岩手県土整備部河川課）
津波浸水面積…４平方キロメートル（住宅地・市街地面積の52％）（国土地理院）

■ 死亡者および行方不明者数

■ 津波浸水高等
地域 全壊 半壊 一部損壊 合計
町方 1,690 4 1 1,695

桜木町・花輪田 197 346 7 550
小枕・伸松 100 2 0 102

沢山・源水・大ケ口 197 162 99 458
安渡 665 18 17 700
赤浜 272 6 11 289

吉里吉里 395 38 34 467
浪板 63 4 12 79
大槌 0 0 5 5
小鎚 0 6 21 27
金沢 0 2 1 3
合計 3,579 588 208 4,375

調査地域 最大波（m）
吉里吉里 16.1

吉里吉里港東側 22.2
赤浜 12.9

新港町 12.7
町役場付近 10.7

浪板※ 19.1

被害の区分 被害 備考

人的被害
死者数 870人　関連死52人含む

行方不明者数 416人　うち死亡届の受理件数415人
計 1,286人　

家屋被害
全壊・半壊 4,167棟　2015年４月１日現在
一部損壊 208棟　2015年４月２日現在

計 4,375棟　

産業被害

水産業被害 5,127,926千円 水産施設、漁船、養殖施設等
農業被害 610,000千円 水田、畑、用水路、農道
林業被害 271,741千円 林野、林道

商工業被害 14,039,490千円 建物、機械設備、商品等
観光業被害 1,684,607千円 観光施設、自然公園

計 21,733,764千円

公共施設被害

役場庁舎等被害 9,555,102千円 建物、公用車等
消防施設等被害 427,364千円 庁舎、機械、装備、消火栓等
道路・海岸等被害 41,181,244千円 公共下水道等
上水道施設被害 2,213,311千円 送水・配水・給水施設

学校被害 3,044,796千円 建物、設備等
社会教育施設被害 1,305,284千円 公民館、図書館、運動場等
社会福祉施設被害 136,660千円 児童・障害・高齢者福祉施設

計 57,863,761千円
産業・公共施設被害（合計） 79,597,525千円

調査地域 最大波

釜石 15時21分　4.2m以上

宮古 15時26分　8.5m以上

大船渡 15時18分　8.0m以上

久慈港 15時21分　8.6m以上

被害施設名 被害額（千円） 被害箇所

送水施設 147,249 ポンプ場2カ所　L=1.62km

配水施設 1,732,102 ポンプ場1カ所　L=54.21km

給水施設 333,960 給水管　N=3,795カ所

合計 2,213,311

※2014年度に再集計を実施。事業所などを除く
※地震被害を含む

■ （１）被害状況別棟数■ （２）地域別被害棟数（単位：棟）
被害区分 棟数（棟） 被災率（％）

流失 3,350 52.2
全壊 229 3.6

大規模半壊 486 7.6
半壊 102 1.6

一部損壊 208 3.2
被災あり（計） 4,375 68.2

被災なし（計） 2,042 31.8
合計 6,417 100.0

※2012年8月1日災害復旧費調査時

区分
県施設 町施設 計

被害箇所 被害額（千円） 被害箇所 被害額（千円） 被害箇所 被害額（千円）

道路 17 844,100 59 403,900 76 1,248,000
橋梁 5 290,000 3 295,000 8 585,000
河川 17 5,750 17 5,750
海岸 107 31,443,494 107 31,443,494

公共下水道 ― 5,000,000 ― 5,000,000
漁業集落環境整備事業 ― 2,899,000 ― 2,899,000

計 146 32,583,344 62 8,597,900 208 41,181,244

            区分 被害額（千円） 被害数
庁舎等 210,000 7棟

自動車ポンプ 75,000 3台

ポンプ付積載車 10,000 1台

消防無線電話装置 7,072 20台

機械　計 92,072 
装備（防火衣一式） 5,292 126人分

消火栓 120,000 120カ所

被害額合計 427,364 ―

※警報・注意報の発表
３月12日　20時20分　津波警報に切替
３月13日　７時 3 0 分 　津波注意報に切替
３月13日　17時58分　津波注意報解除

■ 県沿岸地域津波最大波

■ 上水道施設被害報告 ■ 被災概要

■ 地域別の死亡者および行方不明者数（単位：人、％）

■ 土木関係被害
５ 土木関係被害

１ 人的被害

２ 建物被害

３ 上水道

被 災 概 要

■ 消防施設等被害
４ 消防施設等被害

東北地方太平洋沖地震の概要（気象庁発表資料等）
■ 東北地方太平洋沖地震の概要

地震発生時刻 2011年3月11日14時46分

発生場所 震央：三陸沖
（北緯38.06.2度、東経142.51.6度）

震源の深さ 24km

規模 マグニチュード9.0

最大震度
宮城県栗原市　震度7
大槌町の最寄り観測地点：震度６弱

（釜石市）

大津波警報の発表 2011年３月11日１４時49分

区分 内容（人）

身元判明者 818

行方不明者 415

死亡者合計 1,233

行方不明者数（死亡届未受理） 1

関連死 52

合計 1,286

※2019年６月現在。関連死を除く

※全壊は流失を、半壊は大規模半壊を含む

※2019年６月現在

地域 人口 身元判明者 行方不明者 死亡者数 死亡者率
町方 4,483 389 271 660 14.7

桜木町・花輪田 1,421 21 2 23 1.6
小枕・伸松 272 32 10 42 15.4

沢山・源水・大ケ口 3,104 61 13 74 2.4
安渡 1,953 170 47 217 11.1
赤浜 938 55 35 90 9.6

吉里吉里 2,475 72 23 95 3.8
浪板 404 14 10 24 5.9
小鎚 499 4 3 7 1.4
金沢 509 0 1 1 0.2
合計 16,058 818 415 1,233 7.7

被
災
概
要
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■ （３）学校被害報告（単位：千円）

■ （４）社会教育施設被害報告

■ （1）被災学校数

■ 社会福祉施設被害■ 水産関係被害

■ （2）児童生徒被害報告（単位：人）
６ 学校等被害

７ 社会福祉施設被害８ 水産関係被害

■ 農業関係被害

■ 商工関係被害

■ 町指定文化財被害報告

■ 観光施設被害報告

■ 林業関係被害
９ 農林関係被害

10 商工関係被害

11 観光施設被害

12 町指定文化財被害
■ 庁舎等被害報告

13 庁舎等被害

区
分

建物 建物以外 公用車 合計

被害数
（カ所）

被害額
（千円）

被害数
（カ所）

被害額
（千円）

被害数
（台）

被害額
（千円）

被害数
（カ所）

被害額
（千円）

全
壊 127 7,517,511 21 1,742,102 34 59,850 182 9,319,463 

半
壊 53 224,261 1 11,378 54 235,639 

計 180 7,741,772 22 1,753,480 34 59,850 236 9,555,102 

建物 工作物 土地 設備 被害額合計

大槌小学校 871,252 4,956 19,656 1,776 897,640

安渡小学校 88,853 3,011 13,161 695 105,720

赤浜小学校 297,206 1,009 10,773 483 309,471

大槌北小学校 648,618 7,556 25,263 1,522 682,959

大槌中学校 963,941 7,458 75,033 2,574 1,049,006

計 2,869,870 23,990 143,886 7,050 3,044,796

区分 箇所数（カ所） 被害額（千円） 被害状況等

公民館 5 199,223 安渡分館、赤浜分館、吉里吉里分館全壊等

集会施設 7 694,013 小枕集会所、須賀町栄町保健福祉会館全壊等

図書館 1 127,908 全壊

運動場等 10 284,140 B&G海洋センター、農村広場全壊等

計 23 1,305,284

区分 施設数 被災学校数 備考

幼稚園 2校 2校 みどり幼稚園、おさなご幼稚園

保育園 6園 3園 大槌保育園、安渡保育所
吉里吉里保育園

小学校 5校 4校 大槌・安渡・大槌北・赤浜小学校

中学校 2校 1校 大槌中学校

高等学校 1校 0校 施設数１＝県立高等学校

区分 被害額（千円） 被害数

建物（全壊） 97,000 559㎡

建物（半壊・一部破損） 8,325 103㎡他

設備 16,335 9カ所他

土地 15,000 500㎡

被害額合計 136,660 ―

区分 被害額（千円） 被害数

水産施設 1,177,644 6カ所

漁船 2,204,486 672隻

漁具（定置網） 874,460 3カ所

養殖施設 543,859 540カ所

水産物 327,478 1,876t

被害額合計 5,127,927 ―

区分 死者 行方不明者 備考
重症 軽傷

町内合計 28 5

幼稚園 3

保育園 17 2

小学校 3

中学校 2 1

高等学校 3 3
※教職員には被害なし

区分 被害額（千円） 被害箇所

水田 424,000 10ha

畑 175,000 5ha

用水路 4,000 20カ所

道路 7,000 20カ所

被害額合計 610,000 ―

区分 商業関係 工業関係
被災事業所数（事業所） 332 128

被災授業員数（人） 482 720

土地（千円） ― ―

建物（千円） 4,405,350 2,102,300

什器備品・機械設備等（千円） 1,793,610 3,643,390

商品・原材料製品等（千円） 995,290 1,099,550

小計（千円） 7,194,250 6,845,240

被害額合計（千円） 14,039,490

種別 文化財の名称 被害状況
有形民俗 オシラアさま（上町） 焼失

有形文化財 江岸寺山門（末広町） 焼失

有形文化財 神明堂石灯籠（上町） 流失

有形文化財 神明堂獅子頭（上町） 流失

有形文化財 木造法華経三十部読誦供養塔（末広町） 焼失

有形文化財 絹本著色菊池祖睛画像（末広町） 不明　所有者宅全壊

有形民俗 マイリノホトケ（吉里吉里） 不明　所有者宅流失

有形文化財 金銅伝牛頭天王座像懸仏（上町） 焼失

区分
自然公園 観光施設 計

被害額（千円） 被害数（カ所） 被害額（千円） 被害数（カ所） 被害額（千円） 被害数（カ所）

上下水道 150,438 4 150,438 4

野営場施設 47,436 4 28,005 3 75,441 7

その他 18,728 2 18,728 2

公共施設　計 47,436 4 197,171 9 244,607 13
宿泊施設 1,300,000 1 140,000 12 1,440,000 13

民営施設　計 1,300,000 1 140,000 12 1,440,000 13
被害額合計 1,347,436 5 337,171 21 1,684,607 26

区分 被害額（千円） 被害箇所

林野 225,000 301ha

林道 46,741 6路線

被害額合計 271,741 ―

※調査中の被害額を含まず

被
災
概
要
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7.27

12.13

12.15

5.19

8.8

11.14

8.23

6.16

6.15

9.5

3.1
3.11-12

3.31

4.1

5.2

8.6

8.30

11.11

4.30

6.30

7.26

8.11

9.20

9.24

10.5

10.10

10.11

11.7

11.11

12.17

12.22

吉里吉里海岸で「砂の芸術祭」開催
海岸で砂像づくりを楽しむイベント。20年ぶりに復
活し、15団体130人が参加した

安渡産大槌復興米の収穫
津波でどこからか流れ着き、安渡地区の住宅跡
で実った三株の稲から始まった復興米

9.29

3.15 寺野運動公園に自衛隊の車両が
集まる

復 興 の 歩 み
― 大 槌 町 の 8 年 ―

新おおつち漁協が初の定置網漁
ソウダガツオやサバが水揚げされ、総水揚げ量は3
トン以上

東日本大震災犠牲者合同慰
霊祭を開催
大槌中学校の校庭に延べ5,000人以上が
参列した

6.18-19

2012 （平成24）

新おおつち漁協発足

東日本大震災慰霊祭を開催
寺野ふれあい運動公園野球場に延べ3,600
人が参列

「おおつちさいがいエフエム」
放送開始
震災で失われた有線放送に代わって始まったミニ
FM放送局。町の情報や昔話、音楽番組などを放送

吉里吉里海岸清掃開始

大槌湾でウニ漁再開

旧大槌小学校の校舎を改装した
町役場で業務再開

大ケ口地区と吉里吉里地区で
災害公営住宅入居開始

中央公民館上の駐輪場に
「希望の灯り」点灯
神戸市の「1.17希望の灯り」から分灯された

蓬莱島（ひょうたん島）の
灯台点灯式
町民による新しいデザインに生まれ変わった灯台に
光がともった

「おおつち鮭帰願祭」で
鮭のつかみ取り復活
会場の福幸きらり商店街は、鮭をつかもうとする子
どもたちの声で活気づいた

「千年の杜づくり植樹祭」開催
がれきを混ぜた盛り土に16種類の苗木3,000本
を植樹。約400人が参加した

「大槌ありがとうロックフェスティバ
ル」開催

「大槌町を支援してくれた人々にありがとうの気持
ちを伝えたい」という思いから開催。町民の募金に
より準備された打ち上げ花火が上がった

新大槌小学校開校
町立の大槌小学校、安渡小学校、赤浜小学校、
大槌北小学校の旧4校を統合。2015年には大
槌中学校との小中一貫教育へ移行

4.4

世界初の湧水一斉調査
町民や全国からのボランティアら210人が参加した

6.20 新山高原の展望台に
観光望遠鏡設置
大槌湾から早池峰山まで360度のパノラマが楽しめる

蓬莱島を町の文化財に指定

秋サケ定置網漁
瀬谷丸と第一久美愛丸で出港
三陸沿岸で有数の規模を誇る沖野島漁場の定置
網。この日の水揚げは1,834匹、前日は2,891匹
だった

2艘目の最新鋭定置網漁船「第一
久美愛丸」。餅まきで進水式祝う

町民楽団「大槌ウインドオーケスト
ラ」初演奏

「町の元気を取り戻したい。そして支援してくれた多
くの皆さんに音楽を通して感謝の気持ちを伝えたい」
という思いから結成した町民楽団が演奏を初披露

友情の「瀬谷丸」進水式
横浜市瀬谷区の住民の募金活動で建造され、新お
おつち漁協に寄贈された最新鋭定置網漁船。瀬谷
区の住民148人がバスで駆け付け、漁協関係者ら
と共に瀬谷丸の門出を祝った

2013 （平成25）

2011 （平成23）

4.20 各小中学校で始業式が行われる

4.25 町立大槌小学校の校庭に
仮庁舎を移転

5.4 町内初の仮設住宅、
吉里吉里地区で入居開始

5.10 民宿の屋根に津波で乗り上げた釡
石市の観光船「はまゆり」が下ろさ
れる

6.4 「やっぺし！大槌再興祭り」を
町立大槌中学校で開催

自衛隊が撤収

全避難所を閉鎖

仮設校舎で授業開始

3.27 自衛隊が寺野運動公園に仮設銭湯
「すずらん湯」を設置

「大槌まつり」を小鎚神社で開催
震災前から続く大槌稲荷神社と小鎚神社の例大祭。
被災から半年で開催にこぎつけた

町発行広報誌「広報おおつち」
再開

町地域復興協議会始まる

大槌中学校で体育祭開催
震災後全校生徒がそろっての初めての行事

魚市場再開

「おらが大槌復興食堂」開店
「大槌町の復興を支援しに来てくれる人々に、おい
しいものを食べて力を付けてもらいたい」という思
いから、一般社団法人おらが大槌夢広場が立ち上
げた食堂

仮設商店街の「福幸きらり商店街」
オープン

ショピングセンター「シーサイドタ
ウンマスト」リニューアルオープン
多くの町民に親しまれるショッピングセンター。被
災し営業を停止していたが、新規店舗や銀行など
が加わってリニューアルした

3.15 町立吉里吉里中学校校庭を
臨時ヘリポートとして活用

3.25 大槌町社会福祉協議会による
ボランティアセンターの立ち上げ
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3.23

1.12

6.10

11.4

2019 （平成31）

3.2

3.12

11.11

12.7

2018 （平成30）

8.22

2.19

2.19

3.15

4.6

4.17

8.8

8.11-12

1.24

9.26

11.5

2017 （平成29）

5.22

1.30

2.28

4.17

4.12

7.4

7.1

2016 （平成28）

1.6
2015 （平成27）

5.30

6.15

7.9

8.31

11.2

11.12

12.10

三陸鉄道リアス線が全線開通
震災で運休していたJR 山田線が三陸鉄道に経
営移管され、釜石―宮古間55.4キロメートルが
8年ぶりに鉄路で結ばれた。大槌駅では町民ら
が盛大に一番列車を迎えた

「よ市～夏祭り～」復活
末広町通りで７年ぶりに復活。フリーマーケットや
キッチンカー、地元の物産販売店などが並び、特設
ステージではアマチュアバンドの演奏が披露された 

吉里吉里海岸海水浴場で
震災後初の海開き
4年ぶりとなる海開き。夏の日差しが照りつける
浜辺に、子どもたちの歓声がこだました

7.26

大槌学園・吉里吉里学園入学式。
小中一貫校として初めての入学式
町内合わせて80人の1年生が、9年間の学園
生活をスタートさせた

4.7『生きた証回顧録』平成29年度版
配布開始

釜石山田道路
大槌−山田南 IC 間開通

大槌町文化交流センター
「おしゃっち」オープン

産業まつり、８年ぶりに復活
商工会が主催し、地元の水産・商工業者ら４１店が
出店。サンマやホタテ焼き、サケ汁などのさまざま
な地元の味が並んだ

「大槌ジョイントコンサート」開催
音楽の力で大槌に笑顔を。町民の吹奏楽団体が一
堂に会した

「東日本大震災津波物故者納骨堂」が
城山地区に完成し、納骨式が行われた
身元不明の遺骨を安置して供養する場が完成

「生きた証回顧録」平成28年度版
配布開始

大槌学園、新校舎に移ってから
初めての入学式

桜木町地区避難路竣工式
来賓のほか、住民約60人が参加。参加者はテープ
カット後に最上段まで上った

「大槌町震災アーカイブ～つむぎ～」
公開
東日本大震災津波に関する画像や文書など、約1万
4,000点を収録したウェブ上のアーカイブとなった

大槌駅舎デザイン総選挙
「ひょうたん島」をモチーフにしたデザインが
選ばれる

「ふるさと大槌会」創立30周年
総会開催
東京都内の会場に大槌弁が飛び交った。会員数は
450人を超える

大槌町の「ふるさと科」の教育活
動が評価され、大槌町教育委員会
地域学校協働本部が文部科学大臣
表彰を受賞

町内全てのトンネルが貫通

大槌学園新校舎が完成
2015年春から本格実施されている小中一貫教育
の拠点となる

震災後初の
町内一斉大槌町防災訓練
津波防災の日（世界津波の日）に大槌町内で震災
後初となる町内一斉の防災訓練が行われた。約
1,900人が参加した

旧庁舎の解体工事が終了

「おおつち感謝祭」初開催
ボランティアや応援職員などの復興支援者と町民
が語らう交流会や、町民楽団によるコンサートなど
が行われた

「おおつちバラエティーショー」開催
町内外の団体がつくり上げるイベント。会場の城山
公園体育館では出演者200人、観客約600人の
心が一つになった

「浪板海岸ビレッジ」オープン
浪板海岸の観光再生に向け、にぎわいを取り戻す
拠点施設として完成

「おおつち新山高原ヒルクライム」
初開催
町役場前から新山高原山頂付近をコースとする自
転車大会。県内外から約220人が参加した

3.18 大槌小学校、吉里吉里小学校で
最後の卒業式
移行前の「小学校」として最後の行事となった

「復興グルメF-1大会」を
福幸きらり商店街で開催
岩手、宮城、福島3県の商店街などがオリジナル料
理を提供する大会。大槌町からは3団体が参加

寺野臼澤団地でまちびらき式
入居予定者や地域住民などが新しい町のスタート
を祝った

2.5 広報おおつち600号発行
1957（昭和32）年創刊。半世紀を超える

第１回「町地方創生総合戦略検討
委員会」が町中央公民館で開催

姉妹都市との交流を再開
米国カリフォルニア州フォートブラッグ市との姉妹
都市交流を再開

3.8 安渡地区で町内会と町役場合同の
防災訓練実施
県の防災へリによる訓練も行われた

「生きた証プロジェクト」
第1回実行委員会開催
震災で犠牲となった町民の人柄や被災状況を聞き
取り、未来に残すプロジェクト。町民や全国からの
ボランティアら210人が参加した

震災後初の「新山高原まつり」
レンゲツツジが群生する新山高原での祭りが４年ぶ
りに復活。紙飛行機の滞空時間コンテストが行わ
れ、神楽や虎舞、鹿子踊が披露された

吉里吉里小・中学校が合同で
初の郷土芸能発表会
小中一貫教育の柱となる「ふるさと科」の授業の一環

被災した蓬莱島の守り神
「弁天様」が修復を終え帰郷

2014 （平成26）

初の「大槌町民大運動会」を
大槌小・中学校仮設グラウンドで開催
大槌高校生がまちづくりに向けたコミュニティー戦
略案として発案

震災後初のサンマ水揚げ
船籍港・根室の第六十三若竹丸（19トン）が入港。
約25トンの水揚げがあった

小中一貫教育校「大槌学園」の
校舎建設に着工

4.29 「ひょうたん島まつり」復活
地元海産物をふんだんに活用したイベントが開
催され、訪れた人々は三陸の春の魅力を満喫
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【
第
３
章
】

『
改
訂
保
存
版　

東
日
本
大
震
災
津
波
詳
細
地
図
』原
口
強・若
松
暉　

古
今
書
院　
２
０
１
３
年

「
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
火
災
等
報
告
書（
完
全
版
）」日
本
火
災
学
会　
２
０
１
５
年

【
第
５
章
】

『
岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
東
日
本
大
震
災
記
録
誌　

心
か
ら
心
へ
』
公
益
社
団
法
人
岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

２
０
１
４
年

『
大
槌
の
津
波　

そ
の
記
録
、そ
し
て
出
会
っ
た
人
々
』植
田
俊
郎・植
田
美
智
子　
２
０
１
３
年

『
強
絆
復
興　

東
日
本
大
震
災
対
応
の
記
録
２
０
１
１・３・11
』一
般
社
団
法
人
岩
手
県
医
師
会　
２
０
１
４
年

「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
現
況
調
査（
岩
手
３
）Ｂ

－５
避
難
実
態
調
査　

地
区・
集
落
代
表
者
避
難
行

動
調
査
結
果
概
要【
大
槌
町
編
】」
東
京
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト・
邑
計
画
事
務
所
共
同
提
案　

国
土
交
通
省　

２
０
１
２
年

『
猛
威
へ
の
挑
戦　

東
日
本
大
震
災
―
釜
石
大
槌
消
防
活
動
の
記
録
』釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部・釜
石
大
槌
東
日
本
大
震
災
活
動
記
録
編
集
委
員
会　
２
０
１
２
年

『
２
０
１
１・３・11　

あ
の
日
の
教
訓　

東
日
本
大
震
災
活
動
記
録
』釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部・

活
動
記
録
編
集
委
員
会　
２
０
１
３
年

『
３・11
東
日
本
大
震
災　

遠
野
市
後
方
支
援
活
動
検
証
記
録
誌
』遠
野
市
総
務
部
沿
岸
被
災
地
後
方
支
援
室

編
集　

遠
野
市　
２
０
１
３
年

【
第
６
章
】	

『
岩
手
県
東
日
本
大
震
災
津
波
の
記
録
』岩
手
県　
２
０
１
３
年

『
大
槌
町
保
健
師
に
よ
る
全
戸
家
庭
訪
問
と
被
災
地
復
興
』村
嶋
幸
代・鈴
木
る
り
子・岡
本
玲
子
編
著　

明
石

書
店　
２
０
１
２
年

『
大
槌
の
津
波　

そ
の
記
録
、そ
し
て
出
会
っ
た
人
々
』植
田
俊
郎・植
田
美
智
子　
２
０
１
３
年

『
教
育
を
紡
ぐ
―
大
槌
町　

震
災
か
ら
新
た
な
学
校
創
造
への
歩
み
』山
下
栄
三
郎・大
槌
町
教
育
委
員
会
編
著　

明
石
書
店　
２
０
１
４
年

【
編
集
・
執
筆
】

相
坂 

奈
津
樹

石
川 

晃

内
澤 

稲
子

菊
地 

健
二

木
戸
場 

美
代
子

坂
口 

奈
央

佐
藤 

孝
雄

佐
藤 

文
香

髙
橋 

拓
磨

三
宅 

真
由
美

【
撮
影
】

近
岡 

和
彦

【
デ
ザ
イ
ン
】

相
坂 

織
絵

加
賀 

寿
美
江

藤
沢 

優
希

【
表
紙
イ
ラ
ス
ト
】

臼
澤 

洋
巳

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

坂
口 

奈
央

髙
橋 

英
悟

【
監
修
】

大
槌
町
教
育
委
員
会

　

北
田 

竹
美

　

臼
澤 

洋
喜

　

佐
藤 

孝
雄

『
強
絆
復
興　

東
日
本
大
震
災
対
応
の
記
録
２
０
１
１・３・11
』一
般
社
団
法
人
岩
手
県
医
師
会　
２
０
１
４
年

『
実
証・仮
設
住
宅　

東
日
本
大
震
災
の
現
場
か
ら
』大
水
敏
弘　

学
芸
出
版
社　
２
０
１
３
年

報
道
資
料「
直
轄
国
道
の
道
路
啓
開
と
応
急
復
旧
作
業
に
つい
て
～
30
日
現
在
で
、99
％
の
通
行
確
保
、今
後
は

本
格
復
旧
へ
～
」（http://w

w
w
.thr.m

lit.go.jp/Bum
on/kisya/saigai/im

ages/34032_1.pdf

）国
土
交

通
省
東
北
地
方
整
備
局
道
路
部　
２
０
１
１
年
３
月
３
１
日

『
日
精
協
誌
第
31
巻・第
9
号
』日
本
精
神
病
院
協
会　
２
０
１
２
年「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
岩
手
県
の
心
の
ケ

ア
の
取
り
組
み
を
振
り
返
って
」大
塚
耕
太
郎・酒
井
明
夫・中
村
光・赤
平
美
津
子・冨
沢
秀
光・佐
藤
瑠
美
子・伴
亨

「
東
日
本
大
震
災
誌　

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
」大
槌
町
小・中
学
校
校
長
会　
２
０
１
１
年

【
第
７
章
】

『
大
槌
町
社
会
福
祉
協
議
会
東
日
本
大
震
災
記
録
誌「
感
謝
～
想
い
を
つ
な
ぐ
～
」』社
会
福
祉
法
人
大
槌
町
社

会
福
祉
協
議
会　
２
０
１
５
年

【
第
８
章
】	

『
東
洋
大
学
Ｐ
Ｐ
Ｐ
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要 

No.
３
』東
洋
大
学
Ｐ
Ｐ
Ｐ
研
究
セ
ン
タ
ー　
２
０
１
３
年「
岩
手
県
大
槌
町

の
震
災
復
興
の
現
状
と
課
題
」関
幸
子

「
復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社
に
つい
て
」復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社　
２
０
１
９
年

大
槌
高
校
復
興
研
究
会

大
槌
町
社
会
福
祉
協
議
会

東
北
大
学
文
学
部
社
会
学
研
究
室

明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

吉
見 

政
志

参
考
文
献 

（
五
十
音
順
）

制
作
ス
タ
ッ
フ 

（
監
修
以
外
は
五
十
音
順
）

取
材
協
力 

（
敬
称
略
、五
十
音
順
）
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